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キャラバンシュー

スタンダード

デラックス

スーノ'f－

ガイドオンリー

ノ、イピック

トリッう．(牛革・型底）

スノーキャラパン

ラバスキープーッ

ビニスキープーツ

リザードマッ卜

大・中・小・コンビ型

ナイロン・マット

足踏み式エ.アーポンプ

リザードポンチョ ￥1，800

キャラバンアイゼン 藷 65o

鐘淵化学

カネカロンシュラフ

スリーパー(キャンピング用） ￥3,700
●
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シーズン用） ￥6,500
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ニチレナイロンキャンパーテント

キヤラバン型2～3人用 ￥8，800

4～5人用 薯13,000

山晴私

￥2，100

￥2，300

￥2，400

￥1，650

要1，700

￥2，900

￥ 600
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ギャチュン bソ登頂

長
野
県
山
岳
連
盟
海
外
登
山
委
員
会
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
実
現
を
め
ざ
し
て
具
体
的
な
計
画
の
検
討
を
は
じ
め
た
の
は
、
一
九
六
一

年
秋
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
長
野
県
岳
連
の
力
に
ふ
さ
わ
し
い
山
を
、
長
野
県
岳
連
の
人
達
だ
け
で
と
い
う
原
則
の
も

と
に
、
目
標
も
七
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
山
、
隊
の
規
模
も
せ
い
ぜ
い
五
、
六
人
程
度
と
い
う
考
え
か
ら
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
盟
主
と
す
る

マ
ハ
ル
ン
グ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
中
の
未
登
峯
、
プ
モ
リ
（
七
一
四
五
メ
ー
ト
ル
）
を
中
心
に
研
究
を
す
す
め
て
い
た
。
プ
モ
リ
を
選
ん
だ
主
な

理
由
は
、
世
界
最
高
峯
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
始
め
と
し
て
、
ロ
ー
ッ
ェ
、
マ
カ
ル
ー
、
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
等
八
千
メ
ー
ト
ル
級
の
ジ
ャ
イ
ア

ン
ツ
を
含
む
こ
の
地
域
が
、
や
は
り
私
達
に
と
っ
て
非
常
な
魅
力
で
あ
っ
た
こ
と
、
日
本
の
登
山
隊
或
い
は
探
査
隊
が
、
一
九
五
九
年
秋

の
福
岡
大
学
隊
、
一
九
五
九
年
秋
か
ら
一
九
六
○
年
に
か
け
て
の
雪
男
探
検
隊
を
除
い
て
は
、
ま
だ
め
ぼ
し
い
本
格
的
な
登
山
を
こ
の
周

辺
で
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
過
去
の
記
録
か
ら
プ
モ
リ
は
技
術
的
に
か
な
り
困
難
は
あ
ろ
う
が
、
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
等
か
ら
で

あ
る
。

ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
登
頂

計
画
に
至
る
ま
で

古
原

和

美

（ 1 ）



し
か
し
、
一
九
六
二
年
五
月
に
な
っ
て
、
外
電
は
西
独
・
ス
イ
ス
合
同
隊
が
プ
モ
リ
の
登
頂
に
成
功
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え
、

プ
モ
リ
の
計
画
は
挫
折
し
た
。
再
び
振
り
出
し
に
も
ど
っ
た
委
員
会
で
は
、
第
二
目
標
で
あ
っ
た
カ
ラ
コ
ル
ム
の
、
ハ
ル
ト
ロ
・
カ
ン

リ
（
七
三
一
二
メ
ー
ト
ル
）
、
マ
ル
ピ
テ
ィ
ン
グ
（
七
四
五
八
メ
ー
ト
ル
）
、
ミ
ナ
ピ
ン
（
七
二
七
三
メ
ー
ト
ル
）
、
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ラ
ン
タ
ン

周
辺
の
山
等
、
色
々
な
議
論
の
中
に
検
討
が
加
え
ら
れ
た
が
、
ど
う
ど
う
め
ぐ
り
の
末
、
や
は
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
史
上
、
最
も
由
緒
深
い

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
周
辺
に
行
き
た
い
と
云
う
、
最
初
の
願
い
が
委
員
会
の
空
気
を
支
配
し
、
か
く
て
新
ら
し
い
目
標
と
し
て
浮
び
上
っ
て

来
た
の
が
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
西
方
約
二
○
キ
ロ
、
チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ
ー
ル
国
境
稜
線
に
聾
え
る
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
で
あ
る
。
し
か

し
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
は
ロ
イ
ヤ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
新
ら
し
く
出
し
た
地
図
《
《
目
冨
冒
○
巨
昌
閃
く
①
儲
里

”
①
四
○
口
》
巨
皀
ｇ
・
Ｃ
ｇ
に
よ
る
と
、
高
度
七
九
一
三
メ
ー
ト
ル
と
八
千
メ
ー
ト
ル
に
近
く
、
世
界
に
残
さ
れ
て
い
る
未
登
の
独
立
峯
の

中
で
は
大
物
で
あ
る
。
過
去
に
於
て
、
こ
の
山
に
近
づ
い
た
代
表
的
な
隊
と
し
て
は
、
一
九
五
二
年
の
英
国
隊
（
隊
長
Ｅ
・
シ
・
フ
ト
ン
）
、

一
九
六
二
年
の
米
国
隊
（
隊
長
Ｗ
・
Ｗ
・
セ
ィ
ャ
ー
）
等
が
あ
り
、
日
本
か
ら
は
一
九
五
九
年
の
福
岡
大
隊
（
隊
長
迦
滕
秀
木
）
、
一
九
五
九
年

’
一
九
六
○
年
の
雪
男
探
検
越
冬
隊
（
隊
長
小
川
鼎
三
）
が
あ
る
が
、
実
際
に
登
筆
を
試
み
た
隊
は
ま
だ
な
く
、
従
っ
て
そ
の
地
形
や
ル

ー
ト
も
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
よ
う
な
立
派
な
山
が
、
何
故
に
今
ま
で
手
つ
か
ず
で
残
っ
て
い
た
の
か
、
不
思
議
な
気
も
し
た
が
、
南
面

の
写
真
か
ら
す
れ
ば
、
正
に
岩
の
城
塞
で
、
か
な
り
の
難
峯
ら
し
い
こ
と
は
想
像
出
来
た
“
こ
れ
に
挑
む
と
な
れ
ば
、
当
然
、
隊
の
規
模

に
し
る
諸
準
備
に
し
ろ
、
プ
モ
リ
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
大
が
か
り
な
も
の
が
必
要
と
な
っ
て
来
る
。
果
し
て
私
達
の
手
に
お
え
る
か
ど

う
か
、
疑
問
の
点
も
多
か
っ
た
。
た
だ
私
達
に
わ
ず
か
な
が
ら
も
希
望
を
与
え
た
の
は
、
ゴ
ジ
ュ
ン
零
ハ
氷
河
か
ら
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
に

近
づ
い
て
、
偵
察
を
さ
れ
た
福
岡
大
隊
、
雪
男
探
検
隊
の
方
々
の
直
接
の
サ
ジ
ェ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
北
面
の
チ
ベ
ッ
ト
側
は
問
題

外
と
し
て
、
南
面
中
央
部
の
大
岩
壁
及
び
ヌ
プ
・
ラ
（
東
側
）
か
ら
の
登
肇
は
望
み
が
な
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
ゴ
ジ
ュ
ン
、
ハ
氷
河
最
奥
部

附
近
か
ら
、
頂
上
の
す
ぐ
西
の
国
境
稜
線
に
這
い
上
っ
て
い
る
ア
イ
ス
・
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
は
、
雪
や
氷
が
安
定
し
、
傾
斜
が
思
い
の
外
ゆ

る
や
か
で
あ
れ
ば
、
唯
一
の
登
路
と
な
り
、
国
境
稜
線
に
出
る
こ
と
が
可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
写
真
を
見
た
だ
け
の
範
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囲
で
は
私
達
も
全
く
同
意
見
で
、
こ
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
突
破
が
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
登
頂
の
鍵
で
あ
る
と
考
え
た
。

た
ま
た
ま
、
そ
の
頃
折
衝
を
続
け
て
い
た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
こ
と
で
、
地
元
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
信
越
放
送
、
長
野
県
の
後
援
が
ほ
ぼ
確

定
し
、
日
本
で
も
有
数
の
山
岳
県
と
い
う
立
場
か
ら
、
私
達
の
計
画
に
対
し
て
も
予
想
外
の
理
解
と
援
助
が
得
ら
れ
、
当
初
の
ラ
イ
ト
・

エ
ク
ス
・
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
か
ら
、
ビ
ッ
グ
・
エ
ク
ス
・
ヘ
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
切
り
替
る
に
足
る
資
金
面
の
目
鼻
が
つ
い
た
。
こ
れ
に
力
を
得
て
、

委
員
会
は
八
千
メ
ー
ト
ル
に
近
い
高
度
の
問
題
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
に
於
け
る
雪
崩
の
問
題
、
国
境
稜
線
に
達
し
て
か
ら
、
頂
上
ま
で
に

可
能
な
ル
ー
ト
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
等
、
未
解
決
な
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
登
れ
る
か
ど
う
か
は
、
「
自
分
達
自
身
の
手
足
で

実
際
に
ふ
れ
て
見
る
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
思
い
切
っ
た
考
え
か
ら
、
計
画
遂
行
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
第
一
次
隊
が
失
敗
し

た
な
ら
ば
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
を
日
本
隊
の
今
後
の
継
続
事
業
と
し
て
、
第
二
次
第
三
次
と
取
り
あ
げ
て
行
く
こ
と
も
同
時
に
決
定
さ

れ
、
ま
た
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
が
登
筆
不
能
の
場
合
を
考
え
、
第
一
次
隊
の
第
二
目
標
と
し
て
は
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
の
西
方
に
あ
る
ゴ

ジ
ュ
ン
バ
・
カ
ン
（
七
八
三
九
メ
ー
ト
ル
）
、
東
南
方
の
国
境
稜
線
に
あ
る
七
○
三
四
メ
ー
ト
ル
無
名
峯
、
チ
ュ
ン
ブ
ー
（
六
八
五
三
メ
ー
ト
ル
）

一
九
六
三
年
七
月
末
、
長
野
県
岳
連
評
議
員
会
に
よ
っ
て
私
は
隊
長
に
推
薦
さ
れ
、
隊
員
の
選
考
に
つ
い
て
も
一
任
さ
れ
た
。
私
自
身

は
、
目
標
が
プ
モ
リ
か
ら
、
よ
り
高
く
よ
り
困
難
と
思
わ
れ
る
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
に
変
更
さ
れ
た
か
ら
に
は
、
隊
員
も
海
外
登
山
に
全

く
未
経
験
で
あ
る
長
野
岳
連
の
人
達
だ
け
で
は
到
底
無
理
で
、
こ
の
際
大
乗
的
な
立
場
に
た
っ
て
、
県
外
か
ら
も
若
干
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験

者
を
隊
員
と
し
て
加
え
、
名
実
共
に
全
日
本
岳
連
の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
隊
に
、
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
従

等
の
山
々
が
予
定
さ
れ
た
。

一
九
六
三
年
六
月
末
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
計
画
は
、
一
九
六
四
年
度
全
日
本
山
岳
連
盟
海
外
登
山
の
代
表
と
し
て
正
式
に
決
定
を

見
、
同
時
に
長
野
県
内
で
も
後
援
会
、
実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
へ
の
歯
車
が
一
斉
に
ま
わ
り
は
じ
め
た
。

隊
員
選
考

q ，
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っ
て
隊
長
の
大
任
を
引
受
け
る
に
際
し
、
以
上
の
よ
う
な
条
件
を
示
し
、
最
終
的
に
は
評
議
員
会
の
了
承
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

隊
員
を
選
ぶ
に
あ
た
っ
て
の
基
準
等
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
於
け
る
数
多
く
の
登
山
隊
の
経
験
か
ら
し
て
定
説
も
あ
り
、
殊
更
こ
こ
に

述
べ
る
ま
で
も
な
い
が
、
た
だ
一
つ
、
最
後
ま
で
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
学
山
岳
部
等
の
よ
う
に
、
気
心
の
よ
く
わ
か
っ

た
一
グ
ル
ー
プ
か
ら
選
ぶ
の
と
異
っ
て
、
岳
連
加
盟
の
各
単
位
山
岳
会
か
ら
、
ピ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
し
た
チ
ー
ム
を
作
る
だ
け
に
、
お
互
の

能
力
や
性
格
も
わ
か
ら
ず
、
充
分
な
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
が
と
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
．
し
か
し
長
野
県
岳
連
は
、
県
内
に

日
本
の
代
表
的
な
山
々
を
数
多
く
持
っ
て
い
る
関
係
上
、
山
岳
に
関
す
る
年
間
行
事
が
非
常
に
多
く
、
従
っ
て
常
日
頃
の
会
合
や
、
研
修

会
、
講
習
会
、
合
同
合
宿
等
で
顔
を
合
せ
る
機
会
も
多
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
連
盟
自
体
が
一
つ
の
山
岳
会
の
よ
う
な
ム
ー
ド
を
か

も
し
出
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
県
内
か
ら
選
ぶ
隊
員
に
限
っ
て
は
、
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
点
で
も
、
ま
ず
問
題
は
な
か
ろ
う
と
私
に

は
思
わ
れ
た
。
問
題
は
む
し
ろ
、
県
外
か
ら
選
ぶ
補
強
隊
員
と
、
県
内
隊
員
の
融
和
が
う
ま
く
行
く
か
ど
う
か
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
随
分
神
経
を
つ
か
い
、
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
如
何
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
者
と
錐
も
、
私
の
全
く
知
ら
な
い
人
で
は
隊
員
と
し
て
問
題

に
な
ら
ず
、
全
岳
連
幹
部
の
方
々
の
助
言
も
相
ま
っ
て
、
私
が
日
頃
親
し
く
し
、
ま
た
私
自
身
も
属
し
て
い
る
ジ
ュ
ガ
ー
ル
会
（
一
九
五
八

年
の
深
田
隊
以
来
四
回
に
わ
た
る
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
隊
の
隊
員
三
○
名
で
つ
く
っ
て
い
る
親
睦
会
）
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
選
ぶ
こ
と
に
し
、
出
発
前
、

国
内
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
を
な
る
寺
へ
く
数
多
く
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
隊
員
相
互
の
融
和
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
最
後
に

長
野
岳
連
、
全
日
本
岳
連
の
承
認
を
得
て
決
定
し
た
隊
員
は
次
の
通
り
で
、
名
称
も
全
日
本
岳
連
一
九
六
四
年
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
と
呼
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
後
援
団
体
で
あ
る
信
濃
毎
日
新
聞
社
か
ら
、
報
道
記
者
一
名
、
信
越
放
送
か
ら
は
カ
メ
ラ
マ
ン
一
名
が
隊
員
と
し

て
加
え
ら
れ
た
し

隊
長
古

副
隊
長
吉

隊
員
加

藤沢原

幸一和

彦郎美

（
四
○
歳
）
長
野
岳
連
大
町
山
の
会
総
括
・
医
療
担
当
。

（
三
二
歳
）
〃
グ
ル
ー
プ
・
ド
・
モ
レ
ー
ヌ
山
岳
会
渉
外
担
当
。

（
三
○
歳
）
愛
知
岳
連
名
古
屋
山
岳
会
渉
外
・
輸
送
担
当
。

（4）
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〃
武
田
武
三
○
歳
）
長
野
岳
連
大
町
山
の
会
輸
送
担
当
。

〃
町
田
和
信
（
二
九
歳
）
〃
グ
ル
ー
プ
・
ド
・
モ
レ
ー
ヌ
山
岳
会
庶
務
・
会
計
担
当
。

〃
大
滝
明
夫
（
二
九
歳
）
〃
長
璽
驫
山
岳
会
食
糧
担
当
。

〃
堺
沢
清
人
（
二
七
歳
）
〃
駒
峰
山
岳
会
装
備
・
気
象
担
当
。

〃
北
村
忠
雄
（
一
毛
歳
）
〃
グ
ル
ー
。
ブ
・
ド
・
モ
レ
ー
ヌ
山
岳
会
装
備
担
当
。

〃
安
久
一
成
三
五
歳
）
東
京
岳
連
鵬
翔
山
岳
会
食
糧
担
当
．

〃
菊
地
俊
朗
（
二
八
歳
）
信
濃
毎
日
新
聞
社
報
道
担
当
。

〃
小
林
忠
治
（
二
八
歳
）
信
越
放
送
カ
メ
ラ
マ
ン
．
（
以
上
年
齢
は
す
べ
て
一
九
六
三
年
九
月
隊
員
決
定
当
時
）
．

そ
の
後
多
忙
な
準
備
期
間
を
さ
い
て
、
九
月
に
戸
隠
山
で
四
日
間
（
主
と
し
て
計
画
の
検
討
と
軽
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
、
十
日
に
は
穂

高
岳
で
四
日
間
（
主
と
し
て
登
肇
技
術
の
交
流
）
、
十
一
月
に
は
富
士
山
で
四
日
間
（
主
と
し
て
装
備
の
テ
ス
ト
）
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿

を
行
い
、
隊
員
の
相
互
理
解
と
、
信
頼
を
深
め
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
面
で
も
非
常
に
プ
ラ
ス
に
な

プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
に
於
け
る
ネ
パ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の
時
期
は
、
モ
ン
ス
ー
ン
来
襲
直
前
の
約
十
日
間
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
天

候
が
最
も
安
定
し
た
時
期
と
し
て
、
登
頂
期
間
を
こ
こ
に
お
く
の
が
今
で
は
常
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
絶
対
的
な

も
の
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
は
モ
ン
ス
ー
ン
直
前
の
安
定
期
が
、
早
く
な
っ
た
り
遅
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
最
近

の
各
国
登
山
隊
記
録
を
見
る
と
、
登
頂
時
期
が
か
な
り
早
め
に
な
っ
て
来
て
い
る
。
こ
れ
は
モ
ン
ス
ー
ン
直
前
の
安
定
期
以
外
に
も
、
登

頂
の
チ
ャ
ン
ス
が
何
度
か
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
私
達
が
具
体
的
な
登
山
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
る
に
あ
た

っ
た
。

登
山
時
期
の
問
題

／ 戸 、
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り
、
例
年
の
隊
よ
り
早
め
に
入
山
し
て
、
な
る
べ
く
数
多
く
の
登
頂
チ
ャ
ン
ス
を
持
つ
よ
う
に
す
れ
ば
、
隊
員
も
あ
せ
る
こ
と
な
く
、
余

裕
を
も
っ
て
行
動
出
来
、
ま
た
高
度
順
応
に
も
都
合
が
よ
く
、
成
功
の
確
率
が
大
き
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
更
に
私
個
人
と

し
て
は
、
四
月
か
ら
五
月
と
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
て
、
セ
ラ
ッ
ク
や
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
の
崩
壊
、
ク
レ
、
ハ
ス
の
変
化
等
も
い
ち
じ
る
し
く

な
り
、
氷
河
全
体
の
荒
れ
か
た
が
ひ
ど
く
な
る
こ
と
、
又
ひ
ど
い
サ
ン
ダ
ー
・
ス
ノ
ー
が
し
ば
し
ば
起
る
よ
う
に
な
る
こ
と
等
、
過
去
の

い
や
な
経
験
か
ら
、
出
来
れ
ば
登
山
期
間
を
う
ん
と
早
め
て
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
の
、
所
謂
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
冬
か
ら
春
へ
の
移
行
期

に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
を
一
度
試
み
て
み
た
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

従
来
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
方
の
冬
季
に
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ム
と
言
わ
れ
る
七
○
’
八
○
ノ
ッ
ト
の
偏
西
風
が
、
八
千
メ
ー
ト
ル
前
後

の
山
頂
附
近
を
吹
き
荒
れ
て
お
り
、
ま
た
降
雪
も
多
く
、
登
山
に
は
適
し
な
い
時
期
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
過
去
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
越
冬

記
録
に
よ
る
と
、
一
夜
に
し
て
大
量
の
雪
が
降
り
積
も
る
こ
と
も
あ
る
が
、
連
日
降
り
続
く
よ
う
な
こ
と
は
思
っ
た
よ
り
少
な
く
、
む
し

ろ
冬
季
も
意
外
に
晴
天
が
続
き
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
が
く
っ
き
り
と
眺
め
ら
れ
る
日
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
厳
冬
期
は
と
も
か

く
と
し
て
、
少
し
暖
か
く
な
っ
た
二
月
か
ら
三
月
頃
の
間
に
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
の
建
設
を
行
い
、
ジ

ェ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ム
の
弱
り
出
す
最
初
の
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
、
登
頂
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
確
信
は
も
て
な
か
っ
た

が
、
ヒ
ラ
リ
ー
隊
の
三
月
の
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
（
六
八
五
六
メ
ー
ト
ル
）
登
頂
、
ア
メ
リ
カ
・
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
五
月
一
日
登
頂
等
に

力
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
、
第
一
回
目
の
登
頂
期
間
を
四
月
中
旬
と
想
定
し
、
こ
れ
か
ら
逆
算
し
て
、
ゴ
ジ
ュ
ン
、
ハ
氷

河
Ｂ
Ｃ
建
設
を
三
月
上
旬
、
カ
ト
マ
ン
ズ
出
発
を
二
月
中
旬
、
従
っ
て
日
本
出
発
は
一
月
下
旬
の
構
想
が
生
れ
た
。

並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
色
々
な
手
続
き
、
諸
準
備
は
、
ス
タ
ー
ト
が
早
か
っ
た
た
め
、
す
等
へ
て
順
調
に
進
み
、
一
二
月
一
五
日
に

は
、
長
野
市
に
集
め
ら
れ
た
食
糧
・
装
備
等
の
梱
包
も
、
す
べ
て
長
野
県
岳
連
傘
下
各
山
岳
会
の
献
身
的
な
努
力
で
完
了
し
、
ま
た
登
山

諸
準
備

（6 ）
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許
可
の
公
報
も
入
手
す
る
こ
と
も
出
来
た
。
食
糧
・
装
備
等
に
つ
い
て
は
、
過
去
の
日
本
隊
に
準
じ
若
干
改
良
、
工
夫
を
加
え
た
程
度
で

特
別
新
ら
し
い
も
の
は
殆
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
、
二
変
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
発
電
機
、
酸
素
補
給
器
位
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

発
電
機
は
、
当
初
報
道
担
当
隊
員
が
、
撮
影
用
カ
メ
ラ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
充
電
、
写
真
の
現
地
焼
付
、
引
伸
し
用
と
し
て
要
望
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
折
角
持
っ
て
行
く
な
ら
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
の
途
中
や
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
電
燈
を
つ
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
調
達
し

た
も
の
で
、
長
野
県
内
の
メ
ー
カ
ー
に
製
作
さ
せ
た
。
百
ボ
ル
ト
出
力
二
百
ワ
ッ
ト
、
重
量
一
三
キ
ロ
の
小
型
だ
が
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
中
或

い
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
天
幕
村
で
は
、
各
天
幕
に
電
燈
が
つ
き
、
隊
員
の
精
神
安
定
に
与
え
た
影
響
は
大
き
く
、
充
分
に
効
果
を
あ
げ

航
空
製
作
、
’

て
も
ら
っ
た
。

そ
の
他
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
雪
崩
、
国
境
稜
線
よ
り
上
部
の
岩
場
を
考
慮
に
入
れ
、
こ
れ
等
の
場
所
に
は
、
す
べ
て
固
定
ロ
ー
プ
を
取
り

付
け
る
予
定
で
、
固
定
用
パ
イ
レ
ン
・
ロ
ー
プ
、
繩
ぱ
し
ご
、
約
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
を
用
意
し
た
。

食
糧
・
装
備
の
総
重
量
は
、
出
来
る
だ
け
軽
く
と
の
方
針
で
は
あ
っ
た
が
、
結
局
外
装
ま
で
入
れ
て
約
九
ト
ン
半
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
す
べ
て
の
荷
は
一
二
月
一
六
日
、
二
台
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
長
野
を
出
発
、
横
浜
で
大
阪
商
船
「
ら
ん
ぐ
ん
丸
」
に
積
み
替
え
ら

れ
、
一
三
日
隊
員
よ
り
一
足
先
に
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
と
出
航
し
た
。

酸
素
補
給
器
は
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
の
高
度
よ
り
し
て
、
絶
対
必
要
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
高
所
の
岩
登
り
が
予
想
さ
れ
、

か
な
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
の
で
、
主
と
し
て
登
頂
隊
用
と
し
て
用
意
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ヌ

ー
登
山
隊
使
用
の
も
の
と
同
じ
フ
ラ
ン
ス
製
ボ
ン
零
へ
十
九
本
（
耐
圧
画
ｇ
肩
青
冒
噌
．
脱
水
純
酸
素
隠
昌
・
重
量
、
．
③
厨
）
、
レ
ギ
ュ
レ

ー
タ
ー
（
』
曼
目
ロ
ー
ｍ
ご
目
目
調
整
可
能
）
、
マ
ス
ク
夫
々
四
組
を
購
入
し
た
。
ボ
ン
ベ
十
九
本
と
い
う
数
字
は
何
と
な
く
中
途
半
ば
だ

が
、
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
メ
ー
カ
ー
に
あ
っ
た
在
庫
品
を
、
あ
ら
い
ざ
ら
い
入
手
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
医
療
用
と
し
て
別
に
、
川
崎

航
空
製
作
、
巴
自
入
り
の
ボ
ン
ベ
を
四
本
購
入
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
ぴ
っ
た
り
合
う
よ
う
に
、
口
金
を
造
り
な
お
し

て
く
れ
た
。

／ 庁 ､
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一
九
六
四
年
一
月
一
三
日
、
私
、
町
田
、
菊
地
、
小
林
の
四
名
は
羽
田
を
飛
び
立
っ
た
。
バ
ン
コ
ッ
ク
で
、
勤
務
先
の
用
件
で
先
に
日

本
を
離
れ
て
い
た
加
藤
が
乗
り
込
み
、
三
ハ
日
夜
遅
く
五
名
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
ダ
ム
ダ
ム
空
港
に
到
着
。
リ
ッ
ト
ン
・
ホ
テ
ル
を
本
拠
に

し
て
、
翌
日
か
ら
荷
物
の
通
関
業
務
そ
の
他
の
仕
事
に
取
り
か
か
っ
た
。
一
月
下
旬
の
カ
ル
カ
ッ
タ
は
、
夏
服
の
私
達
に
は
ま
だ
肌
寒
い

位
で
あ
っ
た
。
中
印
国
境
紛
争
、
回
教
徒
・
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
衝
突
に
よ
っ
て
起
っ
た
、
所
謂
カ
ル
カ
ッ
タ
暴
動
と
、
う
ち
続
い
た
事
件

の
直
後
だ
っ
た
だ
け
に
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
街
は
数
多
く
の
軍
隊
が
警
備
に
つ
い
て
お
り
、
何
と
な
く
重
苦
し
い
空
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

三
ハ
日
着
く
予
定
の
「
ら
ん
ぐ
ん
丸
」
は
、
な
か
な
か
着
か
な
か
っ
た
。
動
乱
で
港
に
入
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
船
が
、
沖
合
い
に
ま

だ
何
十
隻
と
お
り
、
数
少
な
い
船
着
場
が
あ
く
の
を
順
番
待
ち
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
相
変
ら
ず
船
荷
通
関
の
交
渉
は
、
ピ
ス

タ
リ
（
ゆ
っ
く
り
）
・
ヘ
ー
ス
で
、
や
や
こ
し
か
っ
た
が
、
ま
だ
時
期
は
早
い
し
、
今
回
は
ふ
と
こ
ろ
も
暖
か
い
の
で
、
私
達
も
特
別
あ
せ

る
必
要
も
な
く
、
余
裕
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

三
一
日
、
「
ら
ん
ぐ
ん
丸
」
は
よ
う
や
く
フ
ー
グ
リ
河
に
姿
を
現
わ
し
た
が
、
接
岸
出
来
ず
、
そ
こ
で
私
達
は
、
登
山
隊
で
は
今
ま
で

あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
の
な
い
「
荷
物
の
は
し
け
取
り
」
を
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
や
り
方
は
結
果
的
に
は
か
え
っ
て
具
合
が
よ
か
っ

た
。
隊
員
と
通
関
業
者
、
カ
ル
カ
ッ
タ
税
関
の
担
当
官
、
駐
カ
ル
カ
ッ
タ
・
ネ
パ
ー
ル
領
事
館
の
担
当
官
し
か
乗
っ
て
い
な
い
。
は
し
け

の
上
で
荷
物
の
内
容
検
査
、
封
印
を
や
る
の
で
あ
る
か
ら
、
多
勢
に
無
勢
、
交
渉
も
や
り
易
く
、
至
極
あ
っ
さ
り
通
関
は
済
ん
で
し
ま
っ

た
。
し
か
し
、
荷
物
の
中
、
三
個
が
横
浜
で
積
み
込
む
際
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
ミ
ス
で
、
船
艫
の
一
番
下
に
入
れ
ら
れ
、
し
か
も
ご
丁
寧

な
こ
と
に
、
危
大
な
鉄
材
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
れ
を
引
取
る
の
に
更
に
三
日
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。

二
月
五
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
の
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
、
私
と
菊
地
は
ダ
ム
ダ
ム
を
た
っ
て
空
路
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
先
行
し

た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
は
カ
ル
カ
ッ
タ
よ
り
一
段
と
寒
く
、
霜
が
お
り
、
氷
が
は
る
き
び
し
さ
に
、
二
人
は
震
え
あ
が
り
、
夏
服
の
下
に
ス
ウ

カ
ト
マ
ン
ズ
へ

（ 8 ）



カン登頂ギャチュ

エ
ー
タ
ー
を
着
込
む
始
末
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
も
す
べ
て
の
登
山
隊
と
同
様
、
通
関
業
務
を
は
じ
め
と
し
て
色
々
な
仕
事
に
忙
殺
さ
れ
、

連
日
市
内
を
飛
び
廻
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
政
府
か
ら
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
登
山
隊
付
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
連
絡
官
は
、
か
つ
て
イ
ン
ド
陸
軍

に
勤
務
し
た
こ
と
の
あ
る
ミ
ス
タ
ー
・
Ｊ
．
Ｃ
・
タ
ク
ー
ル
（
妬
歳
）
に
き
ま
っ
た
。
六
尺
豊
か
な
大
男
で
あ
る
が
、
外
務
省
儀
典
局
長

Ｐ
．
Ｃ
・
タ
ク
ー
ル
氏
の
弟
で
、
毛
並
み
の
よ
さ
も
あ
っ
て
な
か
な
か
の
紳
士
で
あ
る
。
ま
た
私
達
の
隊
の
郵
便
物
、
そ
の
他
通
信
の
在

カ
ト
マ
ン
ズ
連
絡
責
任
者
は
、
第
三
次
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
登
山
隊
の
連
絡
官
を
務
め
、
既
に
顔
な
じ
み
の
テ
ィ
ル
サ
・
ナ
ラ
ャ

ン
・
マ
リ
君
に
依
頼
し
、
快
諾
を
得
た
。

一
方
、
荷
物
輸
送
を
担
当
し
た
、
加
藤
、
町
田
、
小
林
三
隊
員
は
、
荷
物
と
共
に
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
鉄
路
パ
ト
ナ
ヘ
向
い
、
パ
ト
ナ
で

は
又
わ
ず
ら
わ
し
い
交
渉
を
重
ね
た
後
、
よ
う
や
く
Ｉ
Ａ
Ｌ
の
輸
送
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
パ
ト
ナ
・
カ
ト
マ
ン
ズ
間
三
往
復
で
九
ト
ン

半
に
及
ぶ
荷
物
の
輸
送
を
行
い
、
二
月
一
二
日
に
完
了
、
翌
三
一
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
空
港
で
荷
物
の
通
関
が
丁
度
終
っ
た
と
こ
ろ
に
、
九

日
羽
田
を
た
っ
て
追
い
か
け
て
来
た
後
発
隊
の
吉
沢
、
北
村
、
堺
沢
、
安
久
、
武
田
、
大
滝
の
六
名
が
、
全
く
無
駄
の
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

の
よ
さ
で
到
着
。
こ
こ
に
全
隊
員
、
全
荷
物
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
集
結
し
、
第
一
段
階
が
終
っ
た
。

ダ
ー
ジ
リ
ン
系
の
シ
ェ
ル
パ
を
使
う
、
へ
き
か
、
そ
れ
と
も
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
（
Ｈ
Ｓ
）
系
の
シ
ェ
ル
パ
を
使

う
べ
き
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
日
本
で
の
準
備
期
間
中
に
、
隊
員
間
で
色
々
と
論
議
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
結
論
的

に
は
、
技
術
面
等
色
々
と
欠
点
も
あ
ろ
う
が
、
私
達
の
目
標
が
マ
ハ
ル
ン
グ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
に
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
の
中
心
地
で
あ
る

ナ
ム
チ
ェ
．
、
ハ
ザ
ー
ル
周
辺
出
身
の
シ
ェ
ル
パ
で
固
め
て
い
る
Ｈ
Ｓ
の
シ
ェ
ル
パ
を
使
う
こ
と
が
、
現
地
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
少
な
く
す
る

た
め
に
最
も
良
い
方
策
で
あ
ろ
う
と
、
九
月
以
来
Ｈ
Ｓ
と
連
絡
を
重
ね
、
サ
ー
ダ
ー
を
は
じ
め
と
し
て
、
Ｈ
Ｓ
所
属
の
有
能
な
シ
ェ
ル
パ

を
数
名
指
名
し
て
、
Ｈ
Ｓ
の
内
諾
を
得
て
い
た
。
従
っ
て
、
私
達
が
カ
ト
マ
ン
ズ
に
着
い
て
、
直
接
の
交
渉
に
際
し
て
も
、
何
の
ト
ラ
グ
〆

今
ン
エ

ル

パ

r Q，
、 ジノ



ル
も
無
く
、
全
く
友
好
裡
に
ス
ム
ー
ズ
に
事
は
運
ん
だ
。
一
九
六
四
年
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
ビ
ヅ
グ
・
エ
ク
ス
。
ヘ
デ

ィ
シ
ョ
ン
も
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
以
外
に
は
無
く
、
ま
た
他
の
隊
に
先
ん
じ
て
カ
ト
マ
ン
ズ
に
乗
り
込
ん
だ
た
め
、
Ｈ
Ｓ
に
は
職
を
求
め

て
ソ
ロ
・
ク
ー
ン
プ
か
ら
や
っ
て
来
た
シ
ェ
ル
パ
等
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
お
り
、
既
に
指
名
し
て
い
た
シ
ェ
ル
パ
以
外
に
、
私
達
は
選
り
ど

り
見
ど
り
で
、
ょ
さ
そ
う
な
シ
ェ
ル
パ
を
追
加
採
用
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
Ｈ
Ｓ
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
、
今
度
の
日
本
隊
位
強
力
な
シ
ェ

ル
パ
・
チ
ー
ム
を
獲
得
出
来
た
隊
は
、
今
ま
で
に
な
い
と
お
世
辞
を
言
っ
て
く
れ
た
程
だ
が
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
最
終
的
に
私
達
が
採
用
し

た
シ
ェ
ル
パ
の
顔
ぶ
れ
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

サ
ー
グ
ー
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
Ⅲ
号
（
ダ
ー
ジ
リ
ン
）

．
ツ
ク
キ
ル
ケ
ン
（
タ
ミ
）

い
崗
今
紐
巧
み
』
（
シ
ェ
ル
。
ｃ
ギ
ル
ミ
ー
・
ド
ル
ジ
ェ
（
ク
ン
デ
）

″

（
〃
）
ナ
ワ
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
（
ク
ム
ジ
ュ
ン
）

″

（
〃
）
イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
（
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル
）

″

（
〃
）
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
（
ク
ン
デ
）

〃

（
〃
）
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
（
タ
ミ
）

″

（
〃
）
ニ
マ
・
テ
ン
ジ
ン
（
タ
ン
ポ
チ
ェ
）

″

（
〃
）
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
（
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル
）

″

（
〃
）
パ
サ
ン
・
テ
ン
ジ
ン
（
ク
ン
デ
）

〃

（
〃
）
ア
ン
・
パ
サ
ン
（
ク
ム
ジ
ュ
ン
）

″

（
〃
）
ア
ン
ゲ
レ
・
ラ
マ
（
ソ
巳

〃

（
〃
）
ド
ル
ジ
ェ
・
シ
ェ
ル
パ
（
ソ
ロ
）
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ギャチュン・カン登頂

前
年
、
ア
メ
リ
カ
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
山
隊
が
、
総
勢
一
千
人
の
大
部
隊
で
同
じ
道
を
通
過
し
た
後
だ
け
に
、
物
価
や
ク
ー
リ
ー
の
賃

金
等
、
つ
り
上
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
た
が
、
数
年
前
と
あ
ま
り
変
り
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
、
日
本
の
東
海
道
に

も
あ
た
る
、
カ
ト
マ
ン
ズ
以
東
の
主
要
道
路
に
あ
た
る
た
め
か
、
街
道
筋
の
部
落
も
人
も
秩
序
が
保
た
れ
て
お
り
、
西
の
ポ
ヵ
ラ
周
辺
で

最
近
言
わ
れ
て
い
る
物
価
や
賃
金
の
昂
騰
も
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
現
地
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
ら
し
き
も
の
も
殆
ん
ど
起
ら
な
か
っ
た
。
故
郷

二
月
一
七
日
、
準
備
は
す
錘
へ
て
と
と
の
い
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
を
め
ざ
し
て
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
後
に
東
へ
の
旅
が
始
っ
た
。
隊
員
一

一
名
、
連
絡
官
一
名
、
シ
ェ
ル
パ
二
○
名
、
ク
ー
リ
ー
三
一
五
名
、
総
勢
約
三
五
○
名
の
キ
ャ
ラ
今
ハ
ン
で
あ
る
。
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
ソ

ロ
・
ク
ー
ン
ブ
の
中
心
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル
ま
で
一
七
日
、
こ
の
道
は
戦
後
ネ
パ
ー
ル
が
世
界
の
登
山
家
達
に
門
戸
を
開
い
て
か
ら
、

英
国
を
は
じ
め
と
し
て
幾
多
の
登
山
隊
が
辿
っ
た
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
ヘ
の
道
で
あ
り
、
私
達
は
先
人
達
を
偲
び
な
が
ら
毎
日
東
へ
東
へ
と
長

い
旅
を
続
け
た
。

ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
（
シ
エ
ル
パ
）

″

（
″
）

〃

（
″
）

″

（
″
）

″

（
″
）

キ
ッ
チ
ン
・
ポ
、
ｌ
イ
（
シ
エ
ル
パ
）ノ

″

（
″
｝

″

（
″
）

キ
ャ
ラ
バ
ン

カ
ル
マ
・
タ
ク
ダ
バ
ウ
（
ダ
ー
ジ
リ
ン
）

ペ
ン
バ
・
ヌ
ル
ブ
（
ロ
ム
ジ
ョ
）

ミ
ン
マ
（
ナ
ム
チ
千
一
・
バ
ザ
ー
ル
）

ハ
ク
パ
・
ギ
ャ
ル
ブ
（
ソ
ロ
）

ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
（
ガ
ー
ト
）
リ
ジ
ン
・
ゴ
ン
パ
か
ら
雇
傭
。

フ
ー
タ
ル
ケ
イ

ス
リ
・
ナ
ム
ギ
ャ
ル
（
ナ
ム
チ
ェ
・
バ
ザ
ー
ル
）

サ
ガ
ラ
マ
（
タ
ミ
）
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天
気
は
申
分
な
か
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
到
着
以
来
ず
っ
と
快
晴
続
き
で
、
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
が
始
っ
て
か
ら
も
天
候
は
安
定
し
て
お
り
、
東

へ
進
む
に
従
っ
て
、
マ
ナ
ス
ル
三
山
か
ら
、
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
、
ラ
ン
タ
ン
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
、
ガ
ウ
リ
サ
ン
ヵ
ー
ル
、
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
・
ヒ
マ

ー
ル
と
、
澄
み
き
っ
た
空
に
移
り
変
っ
て
行
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
美
し
い
山
々
を
毎
日
楽
し
む
こ
と
が
出
来
、
出
発
前
期
待
し
て
い
た
「
冬
の

好
天
」
が
あ
た
っ
た
こ
と
を
喜
ん
だ
。
さ
す
が
に
緯
度
が
南
の
せ
い
か
、
昼
の
陽
光
は
強
く
汗
ば
む
程
で
あ
っ
た
が
、
朝
夕
は
寒
く
、
隊

員
達
は
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
第
一
日
目
か
ら
夜
は
羽
毛
服
を
着
込
み
、
と
う
と
う
最
後
ま
で
羽
毛
服
を
手
元
か
ら
離
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
又
そ

れ
だ
け
に
、
予
想
も
し
な
か
っ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
こ
れ
に
は
随
分
悩
ま
さ
れ
た
。
ネ
パ
ー
ル
で
今
冬
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

天
然
痘
が
は
や
っ
て
い
る
こ
と
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
滞
在
中
も
承
知
し
、
注
意
は
怠
ら
な
か
っ
た
が
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
が
は
じ
ま
る
と
、
先
ず

シ
ェ
ル
パ
、
ク
ー
リ
ー
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
拡
が
り
、
一
週
間
程
た
つ
と
、
も
は
や
キ
ャ
ラ
バ
ン
全
体
が
咳
の
行
列
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
隊
員
達
は
感
染
し
な
い
よ
う
に
、
い
つ
の
間
に
か
行
列
の
先
頭
か
ラ
ス
ト
に
集
っ
て
歩
く
慣
わ
し
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
遂

に
発
病
す
る
者
が
続
出
し
、
キ
ャ
ン
プ
地
で
も
、
患
者
用
テ
ン
ト
、
回
復
期
テ
ン
ト
、
健
康
者
テ
ン
ト
と
分
け
て
入
ら
ね
ば
な
ら
な
か
つ

の
ソ
ロ
・
』

る
だ
ろ
う
。 ・ク

ソ
ロ
地
域
に
近
ず
く
に
従
っ
て
、
毎
日
越
え
る
い
く
つ
か
の
峠
も
次
第
に
高
度
を
増
し
、
第
十
二
日
目
に
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
最
も
高

い
、
高
度
約
三
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ラ
ム
ジ
ュ
ラ
．
、
ハ
ン
ジ
ャ
ン
を
越
え
た
。
シ
ェ
ル
パ
達
の
話
に
よ
る
と
、
昨
年
私
達
と
殆
ん
ど
同
時

期
に
こ
の
峠
を
越
え
た
ア
メ
リ
カ
隊
は
、
一
メ
ー
ト
ル
を
越
す
深
い
新
雪
に
、
裸
足
の
ク
ー
リ
ー
が
動
け
ず
、
随
分
痛
め
つ
け
ら
れ
た
と

い
う
の
で
、
気
が
か
り
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
峠
の
頂
上
付
近
に
、
わ
ず
か
の
残
雪
が
凍
り
つ
い
て
い
る
程
度
で
、
あ
っ
け
な
く
越
え
て

し
ま
っ
た
。
ソ
ロ
地
域
に
入
っ
て
か
ら
も
、
私
達
の
念
頭
を
去
ら
な
か
っ
た
不
安
は
、
三
月
上
旬
ま
で
は
、
時
々
一
夜
に
し
て
一
メ
ー
ト

ル
も
ド
カ
雪
が
降
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
結
局
ナ
ム
チ
ェ
。
、
ハ
ザ
ー
ル
に
着
く
ま
で
天
候
が
崩
れ
な
か
っ
た
の
は
全

た
0

ー
ン
ブ
と
カ
ト
マ
ン
ズ
の
問
を
、
常
日
頃
し
ば
し
ば
往
復
し
て
い
る
私
達
の
シ
ェ
ル
パ
の
顔
が
、
も
の
を
言
っ
た
せ
い
も
あ
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ず
、
登
肇
は
か
な
り
困
難
竺

論
悲
観
論
半
々
位
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
尋
ハ
ン
第
十
四
日
目
、
よ
う
や
く
ド
ゥ
ド
・
コ
シ
の
岸
辺
に
出
て
東
進
を
終
り
、
こ
れ
よ
り
針
路
を
北
に
変
え
北
上
、
翌
日
高
度

約
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
カ
リ
．
う
で
、
は
じ
め
て
ド
ゥ
ド
・
コ
シ
の
上
流
は
る
か
に
、
目
標
の
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
南
面
を
望
む
こ
と

が
出
来
た
。
ル
ー
ト
に
予
定
し
て
い
る
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
上
部
も
見
え
る
が
、
ま
だ
遠
く
て
精
細
は
つ
か
め
な
い
。
し
か
し
噂
さ
に
た
が
わ

ず
、
登
肇
は
か
な
り
困
難
か
つ
危
険
な
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
か
わ
り
ば
ん
こ
で
双
眼
鏡
を
の
ぞ
い
て
い
る
隊
員
の
意
見
も
、
楽
観

く
幸
運
で
あ
っ
た
。

三
月
四
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
出
て
か
ら
一
七
日
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
は
高
度
約
三
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ナ
ム
チ
ェ
．
、
ハ
ザ
ー
ル
に
着
い
た
。

こ
こ
で
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
連
れ
て
来
た
ク
ー
リ
ー
は
一
旦
全
員
解
雇
し
、
あ
ら
た
め
て
寒
さ
や
高
度
に
慣
れ
て
い
る
、
ナ
ム
チ
ェ
周
辺
の

シ
ェ
ル
パ
族
の
ク
ー
リ
ー
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し
て
、
隊
員
も
カ
ト
マ
ン
ズ
以
来
は
じ
め
て
の
休
養
を
取
っ
た
。
ナ
ム
チ
ェ
．
、
ハ
ザ
ー

ル
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ま
っ
た
だ
中
の
部
落
と
し
て
、
世
界
に
名
を
知
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
、
周
囲
は
す
べ
て
雪
と
氷
の
山
々
に
か
こ
ま
れ
、

特
に
ク
ワ
ン
デ
（
六
一
八
七
メ
ー
ト
ル
）
、
タ
ム
セ
ル
ク
（
六
六
一
三
メ
ー
ト
ル
）
が
す
ば
ら
し
い
。
こ
こ
で
も
雪
は
全
く
な
く
、
ま
る
で
信
州
の

春
の
よ
う
に
、
の
ど
か
な
風
景
で
あ
る
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
中
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
な
お
り
き
ら
ず
、
こ
の
数
日
最
も
調
子
の
悪
か
っ
た
町
田
、
北
村
両
隊
員
は
、
ナ
ム
チ
ェ
到
着

と
同
時
に
、
四
十
度
の
高
熱
を
出
し
、
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
ナ
ム
チ
ェ
の
高
度
が
三
八
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
だ
け
に
、
肺
炎
を
引
き

起
す
可
能
性
も
あ
り
、
ド
ク
タ
ー
の
私
と
し
て
は
、
そ
う
安
心
も
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

三
月
六
日
、
吉
沢
副
隊
長
、
加
藤
、
大
滝
の
三
名
は
、
コ
ジ
ュ
ン
奪
ハ
氷
河
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
地
選
定
の
目
的
を
も
っ
て
、
数
名
の
シ
ェ

ル
パ
と
二
○
名
の
ク
ー
リ
ー
を
連
れ
て
ナ
ム
チ
ェ
を
先
発
、
翌
七
日
、
先
発
隊
の
あ
と
を
追
っ
て
本
隊
も
再
び
キ
ャ
ラ
今
ハ
ン
を
は
じ
め
た
。

町
田
、
北
村
隊
員
は
ま
だ
熱
が
高
く
、
回
復
す
る
ま
で
ナ
ム
チ
ェ
で
静
養
す
る
よ
う
指
示
し
、
世
話
係
と
し
て
二
名
の
シ
ェ
ル
パ
を
残

し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
ス
ト
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
グ
ル
ン
を
は
じ
め
、
私
達
の
隊
に
い
る
ナ
ム
チ
ェ
出
身
の
シ
ェ
ル
パ
達
の
女
房
連
中
も
、
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心
よ
く
二
人
の
世
話
を
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
本
来
な
ら
ば
ド
ク
タ
ー
で
あ
る
私
も
諺
し
ば
ら
く
付
添
っ
て
様
子
を
見
る
べ
き
で
あ
っ
た

が
、
先
発
隊
や
本
隊
に
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
な
お
り
き
ら
な
い
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
、
ク
ー
リ
ー
が
多
数
お
り
、
上
へ
登
れ
ば
登
る
ほ

ど
、
高
度
の
影
響
も
強
く
な
り
、
致
命
的
な
こ
と
が
起
る
公
算
が
強
か
っ
た
し
、
ま
た
ナ
ム
チ
ェ
の
チ
ェ
ッ
ク
・
ポ
ス
ト
に
は
無
電
が
あ

っ
て
、
常
時
カ
ト
マ
ン
ズ
と
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
万
一
の
場
合
は
た
だ
ち
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
呼
び
寄
せ
る
よ
う
手

配
も
つ
い
た
の
で
、
後
髪
を
引
か
れ
る
想
い
で
、
私
は
本
隊
と
行
動
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。

ナ
ム
チ
ェ
か
ら
ゴ
ジ
ュ
ン
尋
ハ
氷
河
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
、
ド
ゥ
ド
・
コ
シ
に
沿
っ
て
遡
る
こ
と
五
日
の
行
程
で
、
相
変
ら
ず
天

気
は
良
く
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
、
ロ
ー
ッ
ェ
、
タ
ム
セ
ル
ク
、
カ
ン
テ
ガ
、
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
、
タ
ウ
ェ
チ
ェ
、
チ
ョ
ラ
ッ
ェ
と
、
マ
ハ
ル

ン
グ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
中
の
著
名
な
山
々
が
次
々
と
顔
を
出
し
、
川
沿
い
の
道
は
森
林
限
界
を
越
え
て
牧
草
地
帯
へ
と
入
っ
た
。
ま
だ
冬

枯
れ
の
ま
ま
花
は
咲
い
て
い
な
い
が
、
周
辺
に
は
ヤ
ク
の
群
が
の
ど
か
に
首
の
鈴
を
鳴
ら
し
て
、
夢
の
よ
う
な
風
景
で
あ
る
。
し
か
し
高

度
は
既
に
四
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
そ
ろ
そ
ろ
最
初
の
高
山
病
が
隊
員
達
を
お
そ
い
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ミ
ッ
ク
ス
し
て
最
後
の
数
日

は
全
く
苦
し
い
行
進
と
な
っ
た
。
ゴ
ジ
ュ
ン
、
ハ
氷
河
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
は
先
発
隊
が
三
月
一
○
日
、
本
隊
は
二
日
に
着
い
た
が
、

先
発
隊
の
吉
沢
副
隊
長
は
ベ
ー
ス
へ
あ
と
一
日
の
と
こ
ろ
で
病
状
が
悪
化
し
、
一
時
は
全
身
の
痙
れ
ん
、
意
識
不
明
と
な
っ
て
先
発
隊
を

脱
落
、
本
隊
に
助
け
ら
れ
て
ベ
ー
ス
に
辿
り
つ
き
、
ま
た
私
、
武
田
隊
員
、
連
絡
官
の
ミ
ス
タ
ー
・
タ
ク
ー
ル
も
、
高
山
病
や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
で
本
隊
か
ら
脱
落
し
、
一
日
遅
れ
て
第
三
陣
と
し
て
二
一
日
ベ
ー
ス
に
入
っ
た
。
全
隊
員
と
全
物
資
が
ベ
ー
ス
に
入
れ
ば
、
そ
の

遠
征
は
半
ば
成
功
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ナ
ム
チ
ェ
に
は
二
人
の
隊
員
が
病
床
に
あ
り
、
ベ
ー
ス
で
も
吉
沢
、
武
田
が

動
け
な
い
症
状
で
は
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
到
着
の
喜
び
も
あ
ま
り
感
ぜ
ら
れ
な
か
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
の
一
員
と
し
て

連
れ
て
来
て
、
今
で
は
隊
の
マ
ス
コ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
連
絡
官
の
チ
ベ
ッ
ト
犬
（
生
後
二
ヵ
月
）
バ
ッ
テ
リ
ー
も
、
高
度
の
影
響
を
受
け

た
の
か
、
ベ
ー
ス
で
元
気
な
く
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。
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Ｂ
Ｃ
か
ら
眺
め
た
と
こ
ろ
で
は
、
や
は
り
想
像
し
て
い
た
通
り
、
南
面
か
ら
の
ル
ー
ト
は
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
突

破
し
て
、
頂
上
西
側
の
国
境
稜
線
に
這
い
上
っ
て
い
る
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
下
に
達
し
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
を
つ
め
て
稜
線
に
出
る
以
外
に
は

な
さ
そ
う
で
あ
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
約
七
、
八
百
メ
ー
ト
ル
先
で
、
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
全
体
が
、
高
差
約
四
、
五
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
滝

状
に
急
激
に
落
ち
込
み
、
そ
の
あ
た
り
で
夜
と
な
く
昼
と
な
く
セ
ラ
ッ
ク
崩
壊
の
響
音
を
た
て
、
険
悪
な
形
相
を
し
て
い
る
の
が
気
に
な

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
位
置
は
、
広
い
、
コ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
に
、
左
岸
か
ら
半
島
状
に
突
出
し
た
モ
レ
ー
ン
の
上
、
高
度
約
五
二
八
○
メ
ー

ト
ル
、
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
か
ら
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
、
ヌ
プ
・
ラ
、
七
○
三
四
メ
ー
ト
ル
無
名
峯
に
至
る
国
境
稜
線
の
山
々
が
一
望
の
も

と
で
、
ど
の
方
向
か
ら
雪
崩
が
出
て
も
絶
対
安
全
と
思
わ
れ
、
一
九
六
二
年
ア
メ
リ
カ
の
セ
イ
ヤ
ー
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
も
な
っ
た

場
所
で
、
Ｂ
Ｃ
と
し
て
は
申
分
な
か
っ
た
。

Ｂ
Ｃ
で
は
、
ク
ー
リ
ー
と
し
て
ナ
ム
チ
ェ
か
ら
荷
を
か
つ
い
で
来
た
シ
ェ
ル
パ
、
フ
ー
・
ド
ル
ジ
ェ
（
ク
ム
ジ
ュ
ン
）
、
カ
ミ
・
パ
サ

ン
（
ク
ム
ジ
ュ
ン
）
、
・
ヘ
ン
バ
・
テ
ン
ジ
ン
（
ク
ム
ジ
ュ
ン
）
の
三
名
を
新
た
に
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
採
用
、
ま
た
メ
イ
ル
・

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
八
名
（
二
名
一
組
の
四
組
）
を
加
え
て
、
サ
ー
ダ
ー
以
下
総
数
三
二
名
の
シ
ェ
ル
パ
が
攻
撃
の
た
め
に
残
っ
た
。

三
月
一
三
日
は
全
員
で
Ｂ
Ｃ
の
整
備
、
荷
物
の
整
理
を
行
い
、
夕
方
ま
で
に
は
石
を
積
み
あ
げ
て
作
っ
た
大
食
堂
、
シ
ェ
ル
パ
用
寝
室

を
は
じ
め
と
し
て
、
発
電
機
を
備
え
つ
け
た
発
電
室
、
気
象
観
測
所
、
便
所
等
、
数
箇
月
を
過
す
に
充
分
な
機
能
を
も
つ
基
地
が
出
来
上

っ
た
。
五
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
て
は
、
使
用
に
耐
え
得
る
か
ど
う
か
懸
念
し
て
い
た
発
電
機
も
、
快
調
に
う
な
り
は
じ
め
、
各
テ
ン
ト
の

ベ
ン
チ
レ
ー
タ
ー
か
ら
コ
ー
ド
を
通
し
た
電
燈
が
一
斉
に
つ
い
た
。

ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
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っ
た
が
、
ヒ
ラ
リ
ー
隊
も
セ
イ
ヤ
ー
隊
も
、
こ
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
突
破
し
て
ヌ
プ
・
ラ
（
五
九
一
三
メ
ー
ト
ル
）
へ
登
っ
て
い
る
し
、
氷

河
の
幅
が
非
常
に
広
い
の
で
、
ど
こ
か
抜
け
道
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
第
一
段
目
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
部
は
、
一
た
ん
平
坦
に
な
っ

て
い
る
が
、
更
に
そ
の
奥
に
は
次
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
は
っ
き
り
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
目
で
見
え
る
範
囲
で

は
、
氷
河
は
上
部
に
な
る
ほ
ど
ク
レ
、
ハ
ス
の
亀
裂
も
ま
だ
少
な
く
、
ま
た
例
の
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
も
思
っ
た
程
傾
斜
が
き
つ
く
な
い
よ
う
で

あ
る
。
私
は
天
候
に
さ
え
恵
ま
れ
れ
ば
、
成
功
す
る
か
も
知
れ
な
い
と
直
感
的
に
感
じ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
差
し
当
り
の
問
題
は
、

こ
の
氷
爆
地
帯
を
乗
り
越
え
て
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
直
下
に
達
す
る
こ
と
で
あ
る
。
早
速
作
戦
会
議
が
開
か
れ
、
ま
だ
調
子
の
悪
い
隊
員
も

い
て
、
二
、
三
日
休
養
も
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
好
天
は
相
変
ら
ず
続
い
て
い
る
の
で
、
翌
一
四
日
か
ら
登
高
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
っ

三
月
一
四
日
、
加
藤
Ⅱ
サ
ー
ダ
ー
、
大
滝
Ⅱ
ギ
ル
ミ
ー
・
ド
ル
ジ
ェ
の
二
組
が
、
先
ず
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
中
央
部
あ
た
り
に
登
路
を

求
め
て
挑
戦
し
た
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
こ
れ
等
の
隊
の
行
動
が
よ
く
見
え
る
。
簡
単
に
突
破
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、

遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
。
そ
の
中
、
豆
つ
ぶ
の
よ
う
な
加
藤
達
の
あ
た
り
に
響
音
が
と
ど
ろ
き
、
雪
煙
が
ま
い
上
り
、
思
わ
ず
ひ
や
り
と

な
る
。
午
後
に
な
っ
て
、
二
組
共
落
胆
し
た
顔
を
し
て
戻
っ
て
来
た
。
中
央
部
周
辺
は
、
三
十
分
お
き
位
に
セ
ラ
ッ
ク
が
崩
壊
し
て
氷

な
だ
れ
雪
崩
が
起
り
、
と
て
も
近
よ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
言
う
。
そ
れ
に
シ
ェ
ル
パ
の
技
術
が
お
粗
末
で
、
た
よ
り
に
な
ら
な
い
ら
し
い
。
今

日
は
攻
撃
の
初
日
な
の
で
、
シ
ェ
ル
パ
の
中
で
最
も
技
術
が
す
ぐ
れ
て
い
る
と
い
う
サ
ー
ダ
ー
と
ギ
ル
ミ
ー
を
、
わ
ざ
わ
ざ
出
し
て
や
っ

た
の
で
あ
る
。
出
鼻
を
く
じ
か
れ
た
恰
好
で
、
加
藤
達
も
シ
ェ
ル
パ
も
し
ゅ
ん
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

翌
一
五
日
は
、
加
藤
Ⅱ
サ
ー
ダ
ー
、
大
滝
Ｉ
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
、
安
久
Ⅱ
カ
ル
マ
、
堺
沢
Ⅱ
ナ
ワ
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
の
四
組
を
出
し
た
。

中
央
部
は
昨
日
の
偵
察
で
、
問
題
に
な
ら
ぬ
こ
と
が
は
っ
き
り
わ
か
っ
た
の
で
、
加
藤
組
、
大
滝
組
は
左
岸
よ
り
に
、
他
の
二
組
は
右
岸

よ
り
に
偵
察
に
向
っ
た
。
し
か
し
昼
過
ぎ
、
加
藤
組
、
大
滝
組
は
ゆ
き
づ
ま
っ
て
引
返
す
む
ね
、
相
つ
い
で
ト
ラ
ン
シ
ー
、
ハ
ー
で
連
絡
し

て
来
た
。
大
滝
組
は
ア
メ
リ
カ
・
セ
イ
ャ
ー
隊
の
前
進
キ
ャ
ン
プ
の
跡
を
発
見
し
た
が
、
そ
の
先
で
大
ク
レ
バ
ス
に
出
合
い
、
越
え
る
こ

た
0

（16）
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キャチュン・カン頂上直下の岩場を登る

Climbingupon thesteep rockslope just belowthesummit of

GyachungKang. GyachungGlacier (Tibetanside) seen far
below. (ByY. Kato)



ギ･ヤチュン・カン登頂

SketchMapof theNgojumbaGlacierRegion

、
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と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
三
回
目
の
加
藤
が
弱
音
を
吐
い
て
、
Ｂ
Ｃ
の
私
も
少
し
心
配
に
な
っ
て
来
た
。
こ
れ
だ
け
幅
広
い
氷
河

で
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
に
弱
点
が
あ
り
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。
右
岸
沿
い
に
登
路
を
求
め
て
い
る
安
久
組
、
堺
沢
組
も
、
か
な
り
悪
い
ら

し
く
、
行
動
は
な
か
な
か
は
か
ど
ら
な
い
。
い
ら
い
ら
し
て
双
眼
鏡
で
見
て
い
る
中
に
、
別
々
の
ル
ー
ト
を
さ
ぐ
っ
て
い
た
こ
の
二
組

が
、
と
う
と
う
一
緒
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
一
つ
希
望
が
消
え
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
午
後
も
遅
く
な
っ
て
、
四
人
組
か
ら
、
第

一
段
目
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
を
突
破
し
て
、
高
度
約
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
台
地
に
抜
け
出
た
と
の
嬉
し
い
報
告
が
入
っ
て
来

た
。
そ
れ
よ
り
上
部
に
も
又
新
ら
し
い
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
帯
が
あ
る
が
、
今
ま
で
よ
り
傾
斜
が
全
体
的
に
ゆ
る
く
、
先
の
見
通
し
も
よ
さ

そ
う
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
Ｂ
Ｃ
は
や
っ
と
明
る
い
空
気
に
な
っ
た
。

三
月
一
七
日
、
第
一
氷
爆
地
帯
の
上
部
、
先
に
安
久
達
が
到
達
し
た
高
度
約
五
七
三
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
河
台
地
に
Ｃ
Ｉ
が
建
設
さ
れ

て
、
加
藤
、
安
久
が
三
名
の
シ
ェ
ル
パ
と
共
に
入
り
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
は
、
数
日
の
休
養
で
す
っ
か
り
病
の
回
復
し
た
武
田
の
指
揮
で
、
シ
ェ

ル
パ
の
ボ
ッ
カ
隊
が
動
き
は
じ
め
た
。

一
八
日
、
加
藤
、
安
久
は
Ｃ
Ｉ
か
ら
上
部
へ
の
ル
ー
ト
を
求
め
て
更
に
氷
河
を
前
進
、
傾
斜
は
少
し
ゆ
る
く
な
っ
た
が
、
第
二
段
目
の

氷
爆
地
帯
も
簡
単
に
は
行
け
ず
、
特
に
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
ク
レ
バ
ス
群
に
な
や
ま
さ
れ
、
シ
ェ
ル
パ
の
カ
ル
マ
が
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
等
ハ
ス
に

転
落
し
て
肋
骨
を
痛
め
る
小
事
故
も
生
じ
た
が
、
危
険
な
ク
レ
尋
ハ
ス
に
は
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
は
し
ご
を
渡
し
、
一
九
日
に
は
高
度
五
九
六

○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
Ⅱ
を
建
設
し
た
。
既
に
東
方
の
ヌ
プ
・
ラ
よ
り
高
い
位
置
で
あ
る
。
前
進
が
軌
道
に
の
り
、
ボ
ッ
カ
も
順
調
に
進
み
、

計
画
が
思
い
の
外
進
展
し
て
行
く
の
に
驚
い
た
り
喜
ん
だ
り
し
て
い
た
こ
の
日
は
、
そ
れ
以
外
に
も
う
一
つ
の
喜
び
が
あ
っ
た
。
ナ
ム
チ

ェ
で
、
三
月
六
日
以
来
療
養
を
続
け
て
い
た
町
田
、
北
村
両
隊
員
が
、
健
康
を
と
り
も
ど
し
て
Ｂ
Ｃ
に
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
病
と
の
闘

争
直
後
に
、
い
き
な
り
五
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
Ｂ
Ｃ
に
登
っ
て
来
た
た
め
か
、
顔
色
は
さ
え
ず
、
苦
し
そ
う
で
は
あ
っ
た
が
、
攻
撃
期

間
中
に
戦
列
に
復
帰
す
る
こ
と
は
ま
ず
駄
目
だ
ろ
う
と
、
半
ば
あ
き
ら
め
か
け
て
い
た
私
達
に
と
っ
て
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
っ

た
○

（18）



ギャチュン・カン登頂

三
月
一
三
日
、
最
前
線
に
い
た
加
藤
、
安
久
、
堺
況
武
閂
サ
ー
ダ
ー
達
の
健
闘
で
、
第
三
段
目
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
切
り
開
か

れ
、
Ｃ
Ⅲ
へ
の
道
が
つ
い
た
。
Ｃ
Ⅲ
の
位
置
は
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
頂
上
附
近
か
ら
派
生
し
て
、
南
面
の
大
障
壁
と
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル

を
分
け
て
い
る
急
峻
な
ス
ノ
ー
・
リ
ッ
ジ
の
末
端
氷
河
台
地
上
で
、
高
度
約
六
四
一
○
メ
ー
ト
ル
、
振
り
か
え
れ
ば
ゴ
ジ
ュ
ン
、
〈
氷
河
Ｂ

Ｃ
の
す
ぐ
下
流
に
あ
る
カ
ン
・
チ
ョ
ウ
（
六
○
五
六
メ
ー
ト
ル
）
は
既
に
足
下
に
沈
み
、
か
わ
っ
て
ド
ゥ
ド
・
コ
シ
下
流
周
辺
の
マ
ハ
ル
ン
グ

ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
、
ロ
ー
ル
ワ
リ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
お
び
た
だ
し
い
山
々
が
せ
り
あ
が
っ
て
き
、
ま
た
ヌ
プ
・
ラ
を
越
え
た
は
る
か
彼
方

に
は
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
が
高
々
と
王
者
の
貫
職
を
も
っ
て
聲
え
た
っ
て
い
る
。

二
四
日
、
Ｃ
Ⅲ
の
加
藤
、
サ
ー
ダ
ー
は
、
ゴ
ジ
ュ
ン
、
ハ
氷
河
最
奥
部
の
大
氷
原
を
更
に
前
進
し
て
、
待
望
の
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
直
下
に
達

し
、
Ｃ
Ⅳ
の
予
定
地
を
選
定
す
る
と
同
時
に
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
氷
や
雪
の
状
態
を
偵
察
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
第
一

難
関
で
あ
っ
た
、
三
段
に
わ
た
る
ゴ
ジ
ュ
ン
、
ハ
氷
河
の
氷
爆
地
帯
は
突
破
さ
れ
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
に
至
る
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ

二
五
日
、
攻
撃
を
開
始
し
て
以
来
ま
る
一
週
間
、
休
み
な
し
に
最
前
線
で
活
躍
し
て
い
た
加
藤
、
安
久
、
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
は
一
た

ん
休
養
の
た
め
に
今
ヘ
ー
ス
に
下
山
、
か
わ
っ
て
武
田
、
町
田
、
堺
沢
が
第
一
線
に
出
、
三
月
二
七
日
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
直
下
の
安
全
な
氷

河
台
地
、
高
度
約
六
六
五
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
Ⅳ
（
ア
ド
尋
ハ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
）
を
建
設
し
た
。
下
方
の
各
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
シ
ェ
ル
パ
達
に

よ
っ
て
連
日
荷
物
の
輸
送
が
続
け
ら
れ
、
Ｃ
Ⅱ
に
は
大
滝
、
Ｃ
Ｉ
に
は
北
村
が
輸
送
の
責
任
者
と
し
て
地
味
な
仕
事
の
指
揮
を
し
て
い

た
0

天
候
は
ず
っ
と
安
定
し
て
お
り
、
午
前
中
は
快
晴
で
午
後
に
な
っ
て
雲
が
出
て
来
る
日
が
続
い
て
い
た
。
ま
だ
午
後
に
雪
の
降
る
日
は

少
な
く
、
雷
は
全
く
な
か
っ
た
。
数
百
羽
の
渡
り
鳥
の
群
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
北
へ
向
う
日
も
あ
っ
た
。

最
初
の
計
画
で
は
Ｃ
Ⅳ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
）
が
建
設
さ
れ
た
ら
、
休
養
の
た
め
隊
員
は
一
た
ん
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
充
分
休
養

を
と
っ
た
後
、
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
エ
作
、
頂
上
攻
撃
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
天
候
が
な
お
し
ば
ら
く
続
き
そ
う
な
こ
と
、
ク
ー
ロ
ァ
ー

たよ
○

つ
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四
月
一
日
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
の
ど
ま
ん
中
、
高
度
約
七
○
五
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
Ｖ
が
建
設
さ
れ
た
。
雪
崩
の
危
険
を
さ
け
る
た
め
、
ク

ー
ロ
ァ
ー
ル
内
に
は
キ
ャ
ン
プ
を
置
き
た
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
国
境
稜
線
ま
で
一
日
で
出
る
こ
と
は
と
う
て
い
難
か
し
ぐ
、
止
む
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｖ
は
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
斜
面
を
け
ず
っ
て
、
や
っ
と
作
っ
た
狭
い
ス
・
ヘ
ー
ス
に
た
て
ら
れ
て
お
り
、
一
足
テ

三
月
二
八
日
、
最
前
線
の
堺
沢
、
町
田
を
中
心
に
い
よ
い
よ
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
エ
作
が
は
じ
ま
っ
た
。
国
境
稜
線
ま
で
の
高
差
約
八
百
メ

ー
ト
ル
、
傾
斜
は
平
均
四
○
度
、
雪
や
氷
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
わ
ず
か
二
、
三
回
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
経
験
で
は
、
雪

崩
の
予
想
も
難
か
し
い
。
雪
崩
の
恐
怖
に
お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
の
ル
ー
ト
エ
作
は
、
苦
闘
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
高
度
は
六
六
○

○
メ
ー
ト
ル
を
越
え
、
再
び
酸
素
不
足
の
影
響
が
強
く
な
り
、
行
動
は
今
ま
で
の
半
分
に
お
ち
た
。
一
日
に
百
メ
ー
ト
ル
か
せ
い
ぜ
い
二

百
メ
ー
ト
ル
、
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
、
固
定
ロ
ー
プ
を
は
る
の
が
せ
い
－
杯
で
、
く
た
く
た
に
疲
れ
は
て
て
Ｃ
Ⅳ
に
帰
る
。
翌
日
は
更
に
そ

の
上
に
固
定
ロ
ー
プ
を
の
ば
し
て
行
く
。

三
○
日
に
は
、
Ｂ
Ｃ
で
休
養
充
分
の
加
藤
、
安
久
が
Ｃ
Ⅳ
に
入
っ
て
再
び
先
頭
を
交
替
、
堺
沢
、
町
田
、
武
田
は
休
養
の
た
め
下
部
キ

Ｂ
Ｃ
の
私
、
吉
沢
副
隊
長
、
そ
れ
に
休
養
中
の
加
藤
、
安
久
を
交
え
て
作
戦
会
議
が
も
た
れ
、
登
頂
ま
で
の
最
終
案
が
検
討
さ
れ
た
。

そ
し
て
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
の
工
作
に
一
週
間
、
国
境
稜
線
に
最
終
キ
ャ
ン
プ
を
置
い
て
登
頂
に
約
五
日
間
、
即
ち
四
月
一
○
日
前
後
に
第
一

回
の
攻
撃
を
行
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
、
無
電
で
全
キ
ャ
ン
プ
に
伝
え
ら
れ
た
。

ル
か
ら
帰
っ
て
来
た
加
藤
達
の
報
告
で
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
の
雪
や
氷
が
現
在
最
も
登
高
に
良
い
状
態
で
あ
る
こ
と
、
隊
員
も
目
下
全
員
調

子
が
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
荷
物
輸
送
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
等
か
ら
、
私
は
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
の
が
さ
ず
、
引
き
続
き
頂
上
ま

で
速
攻
す
る
決
心
を
し
た
。

ヤ
ン
プ
に
下
っ
た
。

ク
ー
ロ
ア
ー
ル
エ
作
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ン・カン登頂ギャチコ

ン
ト
の
外
に
出
る
と
ス
リ
ッ
プ
す
る
恐
れ
が
あ
り
謡
大
小
便
も
固
定
ロ
ー
・
フ
に
つ
か
ま
っ
て
用
を
足
し
た
。

一
方
そ
の
間
も
、
各
キ
ャ
ン
プ
の
物
資
輸
送
が
、
シ
ェ
ル
パ
達
に
よ
っ
て
間
断
な
く
続
け
ら
れ
た
。
Ｂ
Ｃ
に
い
た
私
も
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
毎

日
上
げ
る
荷
物
の
指
示
、
四
、
五
日
お
き
に
下
か
ら
や
っ
て
く
る
メ
イ
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
と
の
連
絡
、
日
本
へ
送
る
通
信
、
報
告
類
の
原
稿

書
き
、
山
麓
の
部
落
か
ら
や
っ
て
来
る
焚
木
や
肉
、
卵
等
の
物
売
り
と
の
交
渉
、
ト
ラ
ン
シ
ー
尋
ハ
ー
に
よ
る
各
キ
ャ
ン
プ
と
の
定
時
通
話

等
、
結
構
忙
が
し
か
っ
た
。
一
度
最
前
線
ま
で
登
っ
て
、
自
分
の
目
で
上
部
の
情
況
を
確
か
め
た
か
っ
た
が
、
急
ピ
ッ
チ
で
前
進
が
続
い

て
い
た
た
め
、
ま
だ
そ
の
余
裕
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
上
部
の
こ
と
は
、
Ｃ
Ⅳ
に
登
る
べ
く
三
月
二
八
日
Ｂ
Ｃ
を
出
発
し
た
吉
沢
副
隊
長

て
い
た
た
め
、
ま
だ
そ
の
余
裕
ゞ

四
月
三
日
の
朝
、
最
初
の
定
時
通
話
は
、
Ｃ
Ⅲ
に
い
る
吉
沢
副
隊
長
か
ら
重
大
な
事
項
を
報
告
し
て
来
た
。
昨
夜
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
の

Ｃ
Ｖ
が
雪
崩
に
襲
わ
れ
、
テ
ン
ト
は
倒
壊
し
、
危
く
た
す
か
っ
た
加
藤
、
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
は
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
、
真
夜
中
に
固

定
ロ
ー
プ
を
伝
っ
て
Ｃ
Ⅳ
に
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、
と
う
と
う
来
る
べ
き
も
の
が
来
た
。
Ｂ
Ｃ
到

着
当
時
は
一
日
中
雪
の
降
ら
な
い
日
が
多
か
っ
た
の
だ
が
、
此
の
一
週
間
頃
か
ら
午
後
降
雪
が
あ
る
よ
う
に
な
り
、
心
配
し
て
い
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
日
時
が
た
て
ば
、
ま
す
ま
す
午
後
の
降
雪
は
強
く
な
り
、
そ
の
内
雷
も
鳴
り
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て

、
、

も
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
を
登
る
の
は
、
冒
険
で
一
種
の
か
け
に
近
い
が
、
登
路
が
こ
こ
以
外
に
な
い
現
在
、
あ
く
ま
で
登
頂
を
ね
ら
う
た
め
に

は
、
強
行
す
る
以
外
に
手
は
な
い
。
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
の
登
路
、
Ｃ
Ｖ
、
す
余
へ
て
固
定
ロ
ー
プ
を
今
以
上
厳
重
に
つ
け
る
よ
う
、
改
め
て
指

示
す
る
。
多
量
の
新
雪
が
降
れ
ば
、
お
し
ま
い
で
あ
る
。
今
の
天
気
が
続
い
て
い
る
間
に
、
短
時
日
で
登
頂
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
決
意
を

示
す
る
。
多
量
（

更
に
深
く
す
る
。

に
、
す
べ
て
一
任
し
て
あ
っ
た
。

四
月
四
日
は
加
藤
、
パ
サ
ン
に
か
わ
っ
て
、
安
久
が
Ｃ
Ｖ
に
入
り
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
上
部
の
工
作
を
は
じ
め
、
四
月
六
日
、
安
久
、
ニ

マ
・
テ
ン
ジ
ン
（
タ
ミ
）
、
イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
三
名
は
遂
に
国
境
稜
線
、
高
度
約
七
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
コ
ル
に
出
る
こ
と
が
出
来

た
。
安
久
は
稜
線
ま
で
あ
と
百
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
参
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
稜
線
へ
出
た
シ
ェ
ル
パ
達
の
報
告
で
は
、
コ
ル
か
ら

rワ1，
、~上ノ



Summlt

頂
上
へ
の
国
境
稜
線
は
、
約
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
完
全

な
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
で
、
と
て
も
行
け
た
も
の
で
は
な
い
と
言
う
。

Ｃ
Ｖ
が
建
設
さ
れ
て
か
ら
既
に
六
日
た
っ
た
が
、
ま
だ
先
の
見
通

し
が
つ
か
ず
、
Ｃ
Ⅳ
に
前
線
指
揮
者
と
し
て
今
日
上
っ
た
吉
沢
副

隊
長
と
、
Ｂ
Ｃ
の
私
と
の
間
で
、
今
後
の
対
策
を
め
ぐ
っ
て
、
午

後
八
時
ま
で
交
信
を
か
わ
し
合
っ
た
。

四
月
七
日
、
安
久
に
か
わ
っ
て
Ｃ
Ｖ
に
入
っ
て
い
た
大
滝
、
小

林
（
カ
メ
ラ
・
マ
ン
）
は
、
新
ル
ー
ト
開
拓
の
期
待
を
に
な
っ
て

ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
上
部
よ
り
、
ク
ー
ロ
ァ
ー
ル
を
は
ず
れ
て
、
新
ら

し
く
な
な
め
右
上
へ
、
岩
と
雪
の
壁
を
登
り
、
高
度
約
七
五
五
○

メ
ー
ト
ル
、
稜
線
ま
で
も
う
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
棚
に
、
仮
の
Ｃ
Ⅵ

を
建
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
無
電
の
連
絡
に
よ
れ
ば
、
仮
の

Ｃ
Ⅵ
か
ら
、
頂
上
直
下
の
国
境
稜
線
（
先
に
二
名
の
シ
ェ
ル
パ
が

報
告
し
た
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
よ
り
、
更
に
も
う
一
つ
上
部
の
コ

ル
）
ま
で
、
明
ら
か
に
登
筆
可
能
で
、
頂
上
は
も
う
間
近
か
で
、

一
日
で
行
け
そ
う
だ
が
、
Ｃ
Ⅵ
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
が
悪
く
、

真
の
Ｃ
Ⅵ
を
国
境
稜
線
ま
で
上
げ
た
方
が
よ
い
と
言
う
。
こ
の
ニ

ュ
ー
ス
は
大
き
か
っ
た
。
頂
上
へ
の
希
望
が
湧
い
て
来
た
の
で
あ

る
。
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
と
無
電
で
登
頂
態
勢
の
細
か
な
打
合
せ

rワワ
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カン登頂ギャチュ号，

を
入
れ
る
と
、
強
風
を
つ

用
の
資
材
を
も
っ
て
、
既

か
ら
Ｃ
Ｖ
に
向
っ
て
い
る

を
す
る
。

四
月
八
日
、
天
気
は
ま
だ
良
か
っ
た
が
朝
か
ら
珍
し
く
風
が
強
く
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
は
全
山
ご
う
ご
う
と
う
な
り
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
今
日
は
動
け
な
い
だ
ろ
う
。
頂
上
を
目
前
に
し
て
、
天
気
の
周
期
が
変
っ
て
来
た
の
か
と
心
配
す
る
。
し
か
し
朝
の
定
時
通
話

を
入
れ
る
と
、
強
風
を
つ
い
て
、
Ｃ
Ｖ
の
武
田
、
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
以
下
五
名
の
シ
ェ
ル
パ
に
よ
る
支
援
隊
は
、
ア
タ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ

用
の
資
材
を
も
っ
て
、
既
に
Ｃ
Ｖ
を
出
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
一
登
頂
隊
に
予
定
さ
れ
た
加
藤
、
堺
沢
も
、
計
画
に
従
っ
て
Ｃ
Ⅳ

一
方
、
国
境
稜
線
直
下
の
岩
棚
に
、
ひ
っ
か
か
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
て
い
た
仮
の
Ｃ
Ⅵ
で
、
工
作
隊
の
大
滝
小
林
は
乏
し
い
燃
料
、

食
糧
と
高
度
の
影
響
の
た
め
、
殆
ん
ど
睡
眠
の
と
れ
な
い
苦
し
い
一
夜
を
明
か
し
、
武
田
以
下
支
援
隊
の
到
着
を
待
っ
て
、
よ
う
や
く
本

格
的
な
休
息
を
と
る
こ
と
が
出
来
た
。
武
田
、
パ
サ
ン
は
更
に
稜
線
近
く
ま
で
登
っ
て
、
仮
の
Ｃ
Ⅵ
上
部
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
エ
作
を
行
い
、

武
田
は
大
滝
小
林
と
共
に
、
も
う
一
日
だ
け
頂
上
へ
の
道
を
切
り
開
く
た
め
、
仮
の
Ｃ
Ⅵ
に
泊
っ
た
。
四
月
八
日
、
夜
の
隊
員
配
置

は
、
仮
の
Ｃ
Ⅵ
（
大
滝
、
武
田
、
小
林
）
Ｃ
Ｖ
（
加
藤
、
堺
沢
）
Ｃ
Ⅳ
（
吉
沢
副
隊
長
、
町
田
、
北
村
）
Ｃ
Ⅲ
（
安
久
）
Ｂ
Ｃ
（
古
原
、

菊
地
）
で
、
翌
九
日
、
加
藤
、
堺
沢
の
第
一
登
頂
隊
が
、
武
田
、
大
滝
達
に
替
っ
て
国
境
稜
線
に
新
ら
し
く
た
て
る
Ｃ
Ⅵ
に
入
り
、
一
○

日
を
第
一
回
の
登
頂
日
と
決
定
し
て
い
た
。

夕
刻
、
最
後
の
無
電
定
時
通
話
で
、
仮
の
Ｃ
Ⅵ
の
武
田
、
大
滝
は
、
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
を
中
継
し
て
、
「
二
人
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
上
々
で
あ
る
し
、
頂
上
も
こ
こ
か
ら
は
完
全
に
射
程
距
離
内
に
あ
り
、
四
時
間
位
で
行
け
る
か
も
知
れ
ぬ
。
明
日
も
う
一
度
だ
け
上
に

や
ら
せ
て
く
れ
。
特
別
の
障
碍
が
な
け
れ
ば
、
登
頂
出
来
そ
う
だ
し
、
障
碍
が
あ
れ
ば
、
加
藤
達
登
頂
隊
の
た
め
、
出
来
得
る
限
り
工
作

を
し
て
下
り
た
い
」
と
伝
え
て
来
た
。
明
日
ま
で
天
気
が
良
く
て
、
明
後
日
か
ら
天
気
が
崩
れ
る
可
能
性
も
充
分
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
登

頂
の
チ
ャ
ン
ス
が
一
回
で
も
多
い
程
成
功
率
も
高
く
な
る
。
そ
こ
で
、
あ
く
ま
で
試
登
で
あ
る
か
ら
絶
対
無
理
を
し
な
い
よ
う
念
を
お

し
、
私
は
明
日
の
チ
ャ
ン
ス
を
二
人
に
与
え
る
決
心
を
つ
け
、
ア
タ
ッ
ク
の
指
示
を
し
た
。
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高
度
約
七
五
五
○
メ
ー
ト
ル
の
仮
の
Ｃ
Ⅵ
で
、
身
体
を
ち
ょ
っ
と
動
か
す
こ
と
さ
え
苦
し
い
環
境
の
も
と
に
、
二
本
の
酸
素
を
三
人
で

分
け
あ
っ
て
一
夜
を
過
し
た
武
田
、
大
滝
は
、
九
日
朝
、
出
発
に
手
間
ど
り
、
八
時
四
五
分
テ
ン
ト
を
出
て
行
動
開
始
。
し
か
し
意
外
に

時
間
を
食
い
、
国
境
稜
線
へ
出
た
時
は
既
に
二
時
四
五
分
、
こ
れ
で
は
頂
上
は
無
理
と
判
断
し
、
行
動
を
打
ち
切
っ
て
引
返
す
決
意
を

し
て
、
氷
の
テ
ラ
ス
で
休
憩
を
と
っ
た
。
高
度
約
七
七
○
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
の
武
田
は
、
明
日
の
ア
タ
ッ
ク
に
備
え
て
、

少
し
で
も
先
の
ル
ー
ト
を
探
ろ
う
と
、
休
憩
地
を
離
れ
て
約
八
○
メ
ー
ト
ル
程
進
み
、
Ｃ
Ⅳ
と
の
定
時
通
話
の
た
め
後
を
ふ
り
返
っ
た
時
、

大
滝
が
チ
ベ
ッ
ト
側
へ
す
べ
っ
て
行
く
の
を
見
た
。
休
憩
し
て
い
た
テ
ラ
ス
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
側
に
は
、
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
ゆ
る
い
氷
の

斜
面
が
続
い
て
い
た
。
普
通
な
ら
ピ
ッ
ケ
ル
で
停
止
す
る
こ
と
が
可
能
な
傾
斜
で
あ
る
が
、
大
滝
は
何
の
抵
抗
も
示
さ
ず
、
あ
た
か
も
失

四
月
九
日
は
快
晴
に
あ
け
た
。
Ｂ
Ｃ
の
私
と
菊
地
隊
員
は
、
頂
上
や
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
が
最
も
よ
く
見
え
る
Ｃ
Ｉ
か
ら
、
今
日
の
行
動
を

指
示
す
る
た
め
、
早
朝
Ｂ
Ｃ
を
出
て
Ｃ
Ｉ
に
向
っ
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
間
の
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
は
何
度
行
っ
て
見
て
も
悪
い
。
だ
が
、
ぐ
ず

ぐ
ず
し
て
い
る
と
、
武
田
達
の
登
頂
に
間
に
合
わ
な
く
な
る
の
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
登
る
。
昼
前
Ｃ
Ｉ
に
着
き
、
早
速
千
ミ
リ
望
遠
レ
ン

ズ
を
セ
ッ
ト
し
て
登
頂
の
瞬
間
を
待
っ
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
レ
ン
ズ
の
視
野
に
隊
員
の
姿
は
現
れ
ず
、
更
に
今
日
は
一
日
中
、
全
キ

ャ
ン
プ
が
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
お
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
ど
の
キ
ャ
ン
プ
か
ら
も
さ
っ
ぱ
り
連
絡
が
な
い
。
一

二
時
の
定
時
通
話
に
も
Ｃ
Ⅳ
（
ア
ド
バ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
）
か
ら
報
告
が
無
く
、
ど
う
し
た
の
か
と
い
ら
い
ら
し
て
来
た
や
さ
き
、
午
後
一

時
、
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
か
ら
驚
く
べ
き
第
一
報
が
飛
び
込
ん
で
来
た
。
大
滝
隊
員
が
行
衛
不
明
に
な
っ
た
と
言
う
。
全
く
予
期
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
だ
け
に
、
一
瞬
唖
然
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
く
わ
し
い
こ
と
は
Ｃ
Ⅳ
で
も
ま
だ
わ
か
ら
な
い
ら
し
い
。
私
の
横
に
い
た
菊

地
も
、
事
の
重
大
さ
に
大
き
な
衝
撃
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
夜
に
至
る
ま
で
、
次
々
に
伝
え
て
来
た
情
報
で
、
大
滝
の
遭
難
は
疑
い

得
ざ
る
事
実
と
な
っ
た
。た

○

大
滝
隊
員
の
遭
難

（24）



ギャチュン・カン登頂

神
し
た
よ
う
な
状
態
で
ず
る
ず
る
と
斜
面
を
す
幸
へ
り
、
斜
面
の
先
端
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
側
へ
消
え
去
っ
た
の
で
あ
る
。
武
田
は
直
ち
に
引
返

し
、
大
滝
の
滑
落
し
た
跡
を
た
ど
っ
た
が
、
ピ
ッ
ケ
ル
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
に
入
っ
た
ま
ま
の
片
一
方
の
高
所
靴
、
手
袋
、
タ
バ
コ
、

果
物
の
缶
詰
等
が
、
点
々
と
ち
ら
ば
っ
て
い
た
の
を
発
見
し
た
だ
け
で
、
斜
面
の
末
端
か
ら
先
は
、
チ
ベ
ッ
ト
側
ギ
ャ
チ
ュ
ン
氷
河
に
目

測
約
二
千
メ
ー
ト
ル
も
一
気
に
切
れ
落
ち
、
一
人
で
捜
索
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
、
急
を
仮
の
Ｃ
Ⅵ
に
告
げ
た
。
折
か
ら
Ｃ
Ⅵ
に
は

明
日
の
第
一
登
頂
隊
加
藤
、
堺
沢
が
、
パ
サ
ン
以
下
六
名
の
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
到
着
、
報
告
を
聞
い
て
、
武
田
、
小
林
に

か
わ
っ
て
た
だ
ち
に
現
場
に
急
行
し
、
国
境
稜
線
、
現
場
近
く
の
高
度
約
七
六
七
○
メ
ー
ト
ル
に
新
ら
し
い
Ｃ
Ⅵ
を
建
設
す
る
と
同
時
に
、

チ
ベ
ッ
ト
側
を
捜
索
し
た
が
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
氷
河
側
へ
下
降
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
何
の
手
が
か
り
も
つ
か
む
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

比
較
的
安
全
な
場
所
で
、
し
か
も
休
憩
中
と
い
う
こ
と
で
、
二
人
は
ザ
イ
ル
を
は
ず
し
て
い
た
。
ま
た
自
己
確
保
も
し
て
い
な
か
つ

せ
め

た
。
そ
の
責
は
ま
ぬ
が
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
大
滝
隊
員
が
ど
う
し
て
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
、
そ
の
瞬
間
を
武
田
も
見
て
お
ら
ず
、

直
接
の
原
因
は
分
ら
な
い
。
た
だ
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
仮
の
Ｃ
Ⅵ
で
、
殆
ん
ど
眠
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
苦
し
い
二
晩
を
過
し
て
い

た
大
滝
は
、
無
電
で
は
身
体
の
調
子
は
良
い
と
答
え
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
も
初
登
頂
し
た
い
気
持
か
ら
、
身
体
の
異
状
を
我
慢
し
て
い

た
の
か
、
或
は
自
覚
症
状
は
あ
ま
り
な
く
と
も
、
他
覚
的
に
高
処
の
影
響
を
ひ
ど
く
受
け
て
い
た
の
か
、
休
憩
地
で
一
瞬
、
意
識
を
失
う

（
ち
ょ
っ
と
靴
の
紐
を
結
び
な
を
そ
う
と
、
急
に
下
を
む
い
て
も
め
ま
い
が
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
、
現
場
に
一
方
の
靴
が
残
さ
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
日
、
朝
か
ら
足
の
感
覚
が
無
い
と
言
っ
て
い
た
彼
は
、
靴
下
の
は
き
か
え
を
し
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
）
と

か
、
全
身
の
虚
脱
状
態
と
か
い
っ
た
こ
と
が
生
じ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

大
滝
の
遭
難
が
は
っ
き
り
し
た
時
、
隊
と
し
て
一
番
大
き
な
問
題
は
、
攻
撃
を
続
行
す
る
か
、
攻
撃
を
一
た
ん
打
切
っ
て
退
却
す
る

か
、
き
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
決
断
は
急
を
要
す
る
。
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
か
ら
も
、
ど
う
す
る
か
指

示
を
求
め
て
来
る
。
ま
た
Ｃ
Ⅳ
と
他
の
キ
ャ
ン
プ
の
内
で
も
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
盛
に
話
し
合
っ
て
い
る
の
が
、
か
す
か
に
無
電
で
傍

受
さ
れ
る
。
吉
沢
副
隊
長
を
通
じ
て
、
各
キ
ャ
ン
プ
の
隊
員
の
状
況
を
き
か
せ
る
と
、
皆
思
い
の
外
冷
静
で
、
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て
弔

（25）



四
月
一
○
日
、
起
き
出
し
て
見
れ
ば
、
今
日
も
ま
た
真
青
な
空
、
快
晴
で
あ
る
。
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
か
ら
、
Ｃ
Ⅵ
を
何
度
呼
ん
で
も

応
答
が
無
い
が
、
恐
ら
く
ト
ラ
ン
シ
ー
、
ハ
ー
の
故
障
で
、
天
気
も
良
い
し
、
第
一
登
頂
隊
は
予
定
通
り
頂
上
へ
向
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
連

絡
し
て
来
た
。
昨
日
か
ら
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
の
故
障
が
続
出
し
、
各
キ
ャ
ン
プ
間
の
連
絡
が
と
だ
え
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
一
番
大
事
な
今

日
も
用
を
な
さ
な
い
と
な
る
と
、
も
う
Ｃ
Ｉ
の
私
達
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
聞
え
な
い
ト
ラ
ン
シ
ー
善
ハ
ー
に
耳
を
寄
せ
、
千
ミ
リ
望
遠

い
合
戦
を
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
私
自
身
の
腹
は
既
に
決
っ
て
い
た
。
も
し
隊
員
達
が
大
滝
の
遭
難
に
う
ち
の
め
さ
れ
、
動
揺
し
て

い
か

い
る
な
ら
登
頂
を
断
念
し
よ
う
。
し
か
し
元
気
な
ら
ば
、
大
滝
を
失
っ
た
今
も
、
攻
撃
態
勢
は
と
と
の
っ
て
お
り
、
大
滝
の
死
を
活
す
た

め
に
も
是
非
登
頂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
ア
ド
ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ア
の
精
神
で
あ
り
、
パ
イ
オ
ニ
ー
ア
精
神
で
あ
ろ
う
。
犠
牲
を
乗

り
越
え
、
不
屈
の
闘
志
を
も
っ
て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
々
に
登
頂
し
た
、
数
々
の
各
国
登
山
隊
の
こ
と
が
頭
を
か
す
め
る
。

夕
刻
の
定
時
交
信
で
、
私
は
攻
撃
続
行
の
指
示
を
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
に
伝
え
た
。

Ｃ
Ｉ
に
も
数
名
の
シ
ェ
ル
パ
達
が
い
た
。
ま
だ
事
情
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
の
あ
わ
た
だ
し
い
、
異
状
な
無
電

の
や
り
と
り
に
、
彼
等
も
何
か
を
感
じ
と
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
遭
難
の
し
ら
せ
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
、
意
気
沮
喪
す
る
こ
と
を
恐

れ
、
攻
撃
は
明
日
に
延
び
た
と
だ
け
伝
え
、
彼
等
に
真
実
を
話
す
こ
と
を
一
日
待
ち
、
私
は
す
べ
て
を
明
日
に
か
け
た
。

そ
の
夜
の
Ｃ
Ｉ
は
み
じ
め
な
暗
い
も
の
だ
っ
た
。
せ
ま
い
サ
ー
ブ
用
の
テ
ン
ト
の
中
で
、
恐
ら
く
絶
望
で
あ
ろ
う
大
滝
の
こ
と
や
、
連

絡
を
受
け
て
悲
し
む
で
あ
ろ
う
日
本
の
家
族
達
の
こ
と
、
内
外
の
岳
界
の
反
響
の
こ
と
、
今
後
の
処
置
等
、
菊
地
隊
員
と
二
人
で
ぽ
そ
ぽ

そ
と
話
し
合
い
な
が
ら
、
遅
く
ま
で
寝
つ
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

〔
隊
員
の
配
置
。
Ｃ
Ⅵ
第
一
登
頂
隊
（
加
藤
、
堺
沢
、
パ
サ
ン
）
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
・
Ｃ
Ｖ
第
二
登
頂
隊
（
町
田
、
安
久
）
武
田
、
小

林
、
パ
サ
ン
・
テ
ン
ジ
ン
以
下
シ
ェ
ル
パ
四
名
。
Ｃ
Ⅳ
吉
沢
、
北
村
。
〕

登

頂

（26）



カン登頂ギャヲ

レ
ン
ズ
の
焦
点
を
頂
上
に
合
せ
て
、
た
だ
一
日
中
見
守
る
外
手
が
な
か
っ
た
。

午
前
二
時
、
突
然
望
遠
レ
ン
ズ
を
の
ぞ
い
て
い
た
菊
地
隊
員
が
、
「
登
っ
た
」
と
狂
気
の
よ
う
な
声
を
あ
げ
た
。
山
頂
に
赤
い
も
の

が
ち
ら
つ
い
て
い
る
と
言
う
。
か
わ
っ
て
の
ぞ
く
、
間
違
い
な
い
、
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
菊
地
が
だ
き
つ
い
て
来
る
。
周
囲
に
い
た
シ

ェ
ル
パ
達
も
ど
っ
と
湧
き
、
一
斉
に
握
手
を
求
め
て
来
た
。
す
ぐ
頂
上
の
見
え
な
い
Ｃ
Ⅳ
の
吉
沢
副
隊
長
や
、
他
の
キ
ャ
ン
プ
の
隊
員
達

に
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
で
成
功
を
知
ら
せ
る
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
ト
ラ
ン
シ
ー
や
ハ
ー
か
ら
た
っ
た
一
言
、
「
こ
ち
ら
は
ギ
ャ
チ
ュ

ン
・
カ
ン
の
頂
上
で
す
。
」
堺
沢
の
声
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
又
プ
ッ
ン
と
切
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
全
く
奇
蹟
の
声
で
あ
っ
た
。

第
一
登
頂
隊
堺
沢
隊
員
の
手
記
（
信
濃
毎
日
新
聞
掲
載
）

加
藤
隊
員
の
「
四
時
だ
」
と
叫
ぶ
声
で
目
が
さ
め
た
。
昨
夜
（
四
月
九
日
夜
）
一
分
間
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
に
調
整
し
て
お
い
た
酸
素
ボ

ン
ベ
は
、
完
全
に
か
ら
に
な
っ
て
い
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
を
起
こ
し
、
ガ
ス
タ
ー
コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
さ
せ
た
が
、
低
温

の
た
め
火
勢
が
あ
が
ら
な
い
。
外
は
あ
い
か
わ
ら
ず
強
風
が
吹
き
ま
く
っ
て
い
る
。
パ
サ
ン
は
、
「
こ
ん
な
に
風
が
吹
い
て
い
て
は
出
発

出
来
な
い
」
と
も
ぐ
も
ぐ
い
っ
て
、
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
は
い
っ
た
ま
ま
。

「
出
か
け
る
ん
だ
」
と
強
く
い
っ
て
た
た
き
起
こ
す
。
し
か
し
、
起
き
て
は
み
た
も
の
の
、
靴
を
は
く
の
に
ひ
と
苦
労
。
加
藤
隊
員
は

昨
夜
、
靴
を
シ
ュ
ラ
ー
フ
の
な
か
に
い
れ
て
お
か
な
か
っ
た
の
で
凍
り
つ
き
、
コ
ン
ロ
で
あ
ぶ
っ
て
い
る
。
朝
食
は
お
じ
や
に
オ
ー
ト
ミ

ー
ル
。
こ
こ
か
ら
上
は
岩
登
り
が
多
い
と
み
て
、
加
藤
隊
員
は
ア
イ
ゼ
ン
を
オ
ー
や
ハ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
し
の
高
所
靴
に
調
整
し
て
い
る
。
私

は
そ
の
間
、
酸
素
マ
ス
ク
の
手
入
れ
。

六
時
四
○
分
４
思
い
き
ぞ
外
に
で
た
．
快
晴
だ
が
、
鴨
の
す
ご
く
寒
い
．
風
も
あ
い
か
わ
ら
ず
強
い
．
零
工
一
三
度
．
出
発
シ

ー
ン
を
十
六
ミ
リ
・
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
に
と
ろ
う
と
し
た
ら
、
凍
っ
て
ま
わ
ら
な
い
。
あ
き
ら
め
て
十
六
ミ
リ
は
お
い
て
行
く
こ
と
に
す

る
。
咋
夜
セ
ッ
ト
し
て
お
い
た
酸
素
に
マ
ス
ク
を
つ
け
、
一
分
間
に
三
リ
ッ
ト
ル
に
調
整
し
た
。
「
さ
あ
、
出
発
だ
」
ｌ
見
上
げ
る
稜

る
。
昨
夜
セ
ッ
ト
し
て
お
い
た
垂

線
に
は
雪
煙
が
あ
が
っ
て
い
る
。

rワワ、
、全0ノ



危
険
な
岩
場
を
通
過
し
お
わ
っ
た
。
頂
上
直
下
の
小
さ
な
岩
棚
に
つ
い
た
と
き
、
登
頂
成
功
を
確
信
し
た
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
頂
上
は

雪
の
ド
ー
ム
だ
。
パ
サ
ン
が
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
。
ヤ
ッ
ケ
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
大
事
に
い
れ
て
い
た
日
の
丸
と
全
日
本
岳
連
旗
を
と
り
出

し
、
ピ
ッ
ケ
ル
に
つ
け
る
。
寒
い
の
と
は
ず
む
心
で
な
か
な
か
ゆ
わ
え
ら
れ
な
い
。
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
る
の
も
も
ど
か
し
い
。
用
意
が
で

き
た
。
「
さ
あ
、
行
こ
う
ぜ
」
と
、
加
藤
隊
員
が
目
で
合
図
し
て
い
る
。
一
歩
、
一
歩
・
…
：
。
足
ど
り
が
だ
ん
だ
ん
早
く
な
る
の
が
わ
か

る
。
心
は
駈
足
だ
．
私
の
目
に
睦
言
錐
に
な
っ
た
雪
の
頂
点
し
か
映
ら
な
か
是
．
も
う
、
頂
上
は
目
の
前
１
．
雪
が
消
え
て
、
紺

色
の
空
が
一
足
ご
と
に
大
き
く
な
っ
た
。
眼
界
に
は
な
に
も
な
い
。
「
登
っ
た
、
登
っ
た
。
」
胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
来
る
。
パ

と
一
時
間
位
で
行
け
そ
う
だ
。

最
初
は
六
○
メ
ー
ト
ル
の
雪
の
斜
面
だ
。
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
る
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
が
、
百
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ザ
イ
ル
を

肩
に
か
け
、
先
に
登
り
工
作
。
タ
キ
ち
ゃ
ん
の
遭
難
現
場
を
、
「
き
っ
と
登
っ
て
く
る
よ
」
と
心
の
な
か
で
誓
っ
て
過
ぎ
た
。
フ
ィ
ッ
ク

ス
の
お
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
ア
ン
・
ド
ル
ジ
ェ
が
「
高
所
靴
を
は
い
て
こ
な
か
っ
た
の
で
足
が
痛
い
」
と
、
ち
ぢ
か
ん
で
い
る
。
彼
と
別

れ
た
。
〃
ご
ぐ
ろ
う
さ
ん
〃
こ
の
稜
線
が
目
ざ
す
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
の
頂
上
へ
つ
づ
い
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
か
ら
さ
き
は
予
想
通
り
岩

ば
か
り
だ
。
標
高
八
千
メ
ー
ト
ル
で
、
五
キ
ロ
の
酸
素
ボ
ン
ベ
二
本
か
つ
い
で
岩
登
り
を
す
る
の
は
大
変
だ
。
カ
メ
ラ
な
ど
ほ
か
に
一
○

キ
ロ
も
あ
る
の
に
。
酸
素
を
こ
こ
で
す
て
た
。

加
藤
隊
員
が
ト
シ
。
フ
、
パ
サ
ン
を
間
に
は
さ
ん
だ
。
最
初
は
チ
ベ
ッ
ト
側
の
岩
場
を
登
る
。
ス
リ
ッ
プ
す
れ
ば
、
は
る
か
下
方
の
氷
河

へ
一
気
に
お
ち
る
だ
ろ
う
。
確
保
す
る
私
も
足
場
を
し
っ
か
り
と
る
。
つ
ぎ
は
茶
色
の
広
い
斜
面
、
休
む
こ
と
な
く
登
り
続
け
る
。
あ
ま

り
広
い
斜
面
な
の
で
、
帰
り
の
目
じ
る
し
に
パ
サ
ン
の
背
お
っ
て
い
た
ナ
イ
ロ
ン
・
ザ
イ
ル
を
お
く
。
い
い
ピ
ッ
チ
だ
。
「
大
丈
夫
、
登

頂
出
来
る
。
」
そ
ん
な
自
信
み
た
い
な
も
の
が
わ
い
て
来
た
。

稜
線
上
の
最
初
の
コ
ブ
で
一
息
い
れ
た
。
第
四
キ
ャ
ン
プ
が
豆
つ
ぶ
の
よ
う
。
ト
ラ
ン
シ
ー
等
ハ
ー
で
、
成
り
行
き
を
心
配
し
て
い
る
吉

沢
副
隊
長
ら
を
呼
ん
で
み
た
が
、
通
じ
な
い
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
ほ
お
ば
る
、
ト
マ
ト
・
ジ
ュ
ー
ス
は
凍
っ
て
ダ
メ
だ
。
頂
上
ま
で
は
あ
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第
一
登
頂
隊
の
加
藤
、
堺
沢
は
、
Ｃ
Ⅵ
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
シ
ェ
ル
パ
・
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
を
さ
そ
い
、
友
情
の
登
頂
を
果
し
た
。

頂
上
直
下
の
岩
場
で
は
、
酸
素
を
捨
て
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
ア
イ
ゼ
ン
を
は
ず
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

Ｃ
Ｉ
で
第
一
登
頂
隊
の
成
功
を
確
認
し
た
後
、
私
と
菊
地
は
あ
わ
た
だ
し
く
千
ミ
リ
望
遠
レ
ン
ズ
の
装
置
を
た
た
み
、
登
頂
と
遭
難
の

第
一
報
を
送
る
た
め
、
す
ぐ
Ｂ
Ｃ
へ
と
下
り
は
じ
め
た
。
Ｂ
Ｃ
に
近
づ
く
と
、
私
達
の
姿
を
認
め
て
、
連
絡
官
の
ミ
ス
タ
ー
・
タ
ク
ー
ル

を
は
じ
め
、
Ｂ
Ｃ
の
シ
ェ
ル
パ
達
が
総
出
で
出
迎
え
て
く
れ
た
。
ま
だ
何
の
事
情
も
知
ら
ぬ
彼
等
は
、
成
功
し
た
の
か
、
失
敗
し
た
の

か
、
大
き
な
期
待
を
も
っ
て
、
私
達
の
口
か
ら
出
る
言
葉
を
待
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
私
と
菊
地
は
Ｃ
Ｉ
で
打
合
せ
て
来
た
通
り
一
言
も

発
せ
ず
、
Ｂ
Ｃ
の
全
員
を
食
堂
に
集
め
た
。
皆
の
顔
が
そ
ろ
っ
た
後
、
初
め
て
私
は
口
を
開
い
た
。
「
今
日
、
加
藤
、
堺
沢
サ
ー
ブ
と
パ

サ
ン
が
登
頂
に
成
功
し
た
。
」
シ
ェ
ル
パ
達
の
目
が
一
斉
に
か
が
や
き
、
歓
声
が
あ
が
っ
た
。
「
し
か
し
、
も
う
一
つ
、
私
は
不
幸
な
ニ

ュ
ー
ス
を
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昨
日
大
滝
サ
ー
ブ
が
チ
ベ
ッ
ト
側
に
転
落
し
、
絶
望
で
あ
る
。
」
喜
び
は
一
瞬
に
し
て
悲
し
み
に

か
わ
り
、
沈
痛
な
う
め
き
と
、
す
す
り
泣
き
の
声
が
起
っ
た
。
連
絡
官
も
、
コ
ッ
ク
の
キ
ル
ケ
ン
も
、
シ
ェ
ル
パ
達
も
、
は
て
は
キ
ッ
チ

ン
・
ボ
ー
イ
の
少
年
達
も
、
Ｂ
Ｃ
の
全
員
が
涙
を
流
し
た
。
私
は
国
境
を
越
え
た
彼
等
の
友
情
に
、
深
く
心
を
う
た
れ
た
。

そ
の
夜
、
Ｂ
Ｃ
の
私
と
菊
地
は
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
や
日
本
の
関
係
者
達
に
知
ら
せ
る
、
喜
び
と
悲
し
み
の
数
十
通
の
報
告
書
や
手
紙

サ
ン
が
私
と
加
藤
隊
員
に
抱
き
つ
い
て
き
た
。
あ
わ
て
て
時
計
を
見
た
。
十
一
時
ち
ょ
う
ど
だ
。

三
人
で
頂
上
の
尾
根
に
ま
た
が
り
、
四
囲
の
山
々
を
見
る
。
東
に
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
、
西
に
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
。
私
の
視
界
を
さ
ま
た
げ

る
も
の
は
な
い
。
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
は
高
い
。
タ
ウ
ェ
チ
ェ
、
ヌ
ン
ブ
ー
ル
な
ど
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
前
衛
峰
が
は
る
か
に
低
く
見
え
る
。
日

の
丸
の
旗
を
ピ
ッ
ケ
ル
に
つ
け
て
大
き
く
ふ
る
。
そ
し
て
頂
上
に
た
て
た
。
栄
光
の
一
瞬
だ
。
写
真
を
何
枚
も
と
り
あ
っ
て
、
正
午
す
ぎ

下
山
の
途
に
つ
い
た
。
お
り
る
時
、
も
う
二
度
と
登
る
こ
と
の
な
い
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
頂
上
を
、
も
う
一
度
ア
イ
ゼ
ン
で
強
く
踏
ん

だ
。
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翌
四
月
一
二
日
か
ら
、
Ｃ
Ⅳ
以
下
各
キ
ャ
ン
プ
の
撤
収
を
は
じ
め
た
。
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
エ
作
か
ら
登
頂
と
、
二
週
間
に
わ
た
っ
て
休
む

暇
も
な
く
頑
張
っ
た
た
め
、
上
部
キ
ャ
ン
プ
の
隊
員
、
シ
ェ
ル
パ
達
の
疲
労
は
ひ
ど
く
、
特
に
登
頂
隊
の
加
藤
、
堺
沢
、
サ
ー
ダ
ー
の
．
ハ

サ
ン
は
Ｃ
Ⅳ
で
の
び
て
し
ま
い
、
下
降
も
人
一
倍
苦
し
い
も
の
に
な
っ
た
。
そ
の
上
、
今
で
は
Ｂ
Ｃ
建
設
当
時
と
く
ら
べ
て
、
平
均
気
温

も
五
度
以
上
あ
が
り
、
う
ち
続
い
た
晴
天
の
た
め
、
セ
ラ
ッ
ク
は
崩
壊
し
、
ク
レ
や
ハ
ス
は
大
き
く
口
を
あ
け
、
登
路
と
し
て
使
っ
た
ル
ー

ト
を
下
れ
ず
、
新
ら
し
い
道
を
開
い
て
撤
収
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
二
日
の
午
後
に
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
来
て
は
じ
め
て
の
サ

ン
ダ
ー
・
ス
ト
ー
ム
が
あ
り
、
氷
河
の
上
に
電
光
が
走
り
、
雷
鳴
が
と
ど
ろ
い
た
。
こ
れ
か
ら
五
月
ま
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
サ
ン
ダ

ー
・
ス
ト
ー
ム
が
来
襲
す
る
だ
ろ
う
。
私
達
は
間
一
髪
、
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
好
天
の
中
に
登
頂
を
終
っ
た
幸
運
を
よ
ろ
こ
ん
だ
。

四
月
一
五
日
、
撤
収
は
完
了
し
、
全
員
が
山
を
下
り
、
Ｂ
Ｃ
に
集
結
し
た
。
疲
労
と
高
度
の
影
響
で
、
北
村
や
武
田
の
顔
は
や
ハ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
の
球
の
よ
う
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
ま
た
吉
沢
副
隊
長
、
北
村
は
眼
底
出
血
の
た
め
目
が
見
え
ず
、
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
、
テ
ン

〔
一
○
日
夜
の
隊
員
配
置
。
Ｃ
Ⅵ
第
二
登
頂
隊
（
町
田
、
安
久
）
加
藤
、
パ
サ
ン
・
テ
ン
ジ
ン
。
Ｃ
Ｖ
北
村
、
一
三
・
テ
ン
ジ
ン
（
タ

ミ
）
、
ア
ン
・
パ
サ
ン
、
ド
ル
ジ
ェ
。
Ｃ
Ⅳ
吉
沢
副
隊
長
、
武
田
、
小
林
、
堺
沢
、
サ
ー
ダ
ー
・
〕

四
月
二
日
は
、
昨
日
に
も
お
と
ら
ぬ
快
晴
で
あ
っ
た
。
Ｃ
Ⅵ
か
ら
は
、
町
田
、
安
久
の
第
二
登
頂
隊
が
、
午
前
七
時
出
発
、
強
い
風

の
中
を
再
び
頂
上
へ
向
い
、
一
○
時
頂
上
へ
立
っ
た
。
遭
難
の
直
後
で
あ
り
、
昨
日
第
一
登
頂
隊
も
成
功
し
て
お
り
、
第
二
登
頂
隊
を
出

す
必
要
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
天
気
も
良
く
、
Ｃ
Ⅵ
よ
り
頂
上
ま
で
既
に
固
定
ロ
ー
プ
も
あ
り
、
ま
た
何
と
か
大
滝
の
手
が
か

り
を
つ
か
み
た
か
っ
た
た
め
に
、
あ
え
て
第
二
登
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
町
田
、
安
久
は
登
頂
後
、
Ｃ
Ⅵ
、
Ｃ
Ｖ
に
待
機
し
て
い
た
加
藤

や
シ
ェ
ル
パ
達
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
、
一
気
に
Ｃ
Ⅳ
ま
で
下
り
、
ま
た
Ｃ
Ｖ
も
そ
の
日
の
中
に
撤
収
さ
れ
た
。

を
も
徹
夜
で
書
い
た
。

撤
収
と
下
山
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邑
震
．
吟
Ｐ
大
滝
明
夫
シ
圏
○
○
弓
鈩
冒

ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
に
眠
る

碑
．
］
・
国
．
国
．
岳
霞

シ
ェ
ル
パ
の
テ
ン
ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
が
ド
ラ
イ
バ
ー
で
き
ざ
ん
だ
石
碑
の
前
で
、
私
達
は
大
滝
の
冥
福
を
祈
っ
た
。
。
コ
ジ
ュ
ン
尋
ハ
氷
河

を
眼
下
に
見
下
し
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
か
ら
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
に
至
る
山
々
が
一
望
の
も
と
に
望
ま
れ
る
こ
の
地
は
、
大
滝
を
と
む
ら

う
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
。

最
初
の
予
定
で
は
、
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
登
頂
終
了
後
、
私
達
は
タ
ウ
ェ
チ
ェ
、
チ
ョ
ラ
ッ
ェ
等
の
試
登
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。

し
か
し
、
大
滝
を
失
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
こ
れ
以
上
事
故
を
引
き
起
す
よ
う
な
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
登
は
放
棄
さ

れ
、
比
較
的
危
険
の
少
な
い
探
査
だ
け
を
引
き
続
き
行
う
こ
と
に
し
て
、
四
月
二
三
日
、
先
ず
ク
ー
ン
ブ
、
イ
ム
ジ
ャ
氷
河
周
辺
を
探
査

す
る
町
田
、
加
藤
、
安
久
、
堺
沢
、
小
林
の
組
が
Ｂ
Ｃ
を
出
発
、
ク
ー
ン
ブ
に
向
っ
た
。
レ
ン
ジ
ョ
・
パ
ス
（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え

て
、
ポ
ー
テ
・
コ
シ
源
流
の
山
々
を
探
査
す
る
古
原
、
吉
沢
、
北
村
組
、
輸
送
隊
を
指
揮
し
て
ま
っ
す
ぐ
タ
ミ
部
落
に
下
る
武
田
、
菊
地

組
は
、
二
五
日
Ｂ
Ｃ
を
す
べ
て
撤
収
し
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
目
的
地
に
向
っ
て
出
発
し
た
。
三
隊
と
も
五
月
八
日
ま
で
に
タ
ミ
部
落
に
再
び

集
結
し
、
帰
路
に
つ
く
手
は
ず
で
あ
る
。

Ｂ
Ｃ
を
去
る
日
は
、
珍
ら
し
く
朝
か
ら
雪
が
降
っ
て
い
た
。
大
滝
を
残
し
て
山
を
下
る
こ
と
は
実
に
つ
ら
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
降
り
し

き
る
雪
の
中
を
、
何
度
も
何
度
も
振
り
か
え
り
、
悲
し
み
の
涙
を
流
し
な
が
ら
、
私
達
は
ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
に
別
れ
を
告
げ
た
の
で
あ

を
作
っ
た
。

ジ
ン
・
ギ
ル
ミ
ン
、
イ
ラ
・
ツ
ェ
リ
ン
等
、
主
力
シ
ェ
ル
パ
達
も
諺
Ｂ
Ｃ
帰
着
と
同
時
に
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

休
養
と
荷
の
整
理
が
一
段
落
し
た
四
月
一
九
日
、
全
員
で
Ｂ
Ｃ
に
ほ
ど
近
い
ゴ
ジ
ュ
ン
や
ハ
氷
河
左
岸
の
台
地
に
、
大
滝
隊
員
の
ケ
ル
ン

る
C
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そ
の
後
ク
ー
ン
ブ
方
面
の
探
査
隊
は
、
チ
ョ
ラ
ッ
ェ
（
六
四
四
○
メ
ー
ト
ル
）
の
す
ぐ
北
側
、
約
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
無
名
の
峠
を
越
え

て
チ
ョ
ラ
・
コ
ー
ラ
に
下
り
、
ク
ー
ン
ブ
氷
河
、
イ
ム
ジ
ャ
氷
河
を
探
査
し
て
、
更
に
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
（
五
七
八
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越

え
、
ホ
ン
グ
ー
氷
河
上
部
か
ら
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
（
六
八
五
六
メ
ー
ト
ル
）
を
一
周
し
て
、
ミ
ン
ボ
ー
・
ラ
（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
、
再

び
イ
ム
ジ
ャ
・
コ
ー
ラ
に
入
り
、
五
月
五
日
集
結
地
タ
ミ
に
帰
着
。

ま
た
ボ
ー
テ
・
コ
シ
源
流
方
面
の
探
査
隊
は
、
レ
ン
ジ
ョ
・
パ
ス
（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
て
ボ
ー
テ
・
コ
シ
に
入
り
、
こ
れ
を
遡

っ
て
四
月
二
九
日
ナ
ン
バ
・
ラ
（
五
八
○
六
メ
ー
ト
ル
）
に
至
り
、
周
辺
の
山
々
を
偵
察
し
た
。
な
お
ナ
ン
バ
・
ラ
の
ネ
パ
ー
ル
側
に
は
、
西

ド
イ
ツ
の
チ
ョ
ー
・
オ
ュ
ー
登
山
隊
（
ル
デ
ィ
・
ロ
ッ
ト
隊
長
以
下
五
名
）
が
Ｂ
Ｃ
を
は
っ
て
お
り
、
西
ド
イ
ツ
隊
の
遭
難
（
隊
員
二
名
死
亡
）
に
つ

い
て
色
々
と
相
談
を
受
け
、
物
資
の
援
助
を
し
た
。

こ
れ
等
二
隊
の
探
査
行
に
つ
い
て
は
、
又
あ
ら
た
め
て
機
会
が
あ
れ
ば
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
訂
正
）
一
七
頁
の
ス
ケ
ッ
チ
・
マ
ッ
プ
中
、
ｚ
明
。
盲
目
冨
〆
四
侭
南
方
の
氷
河
の
中
程
に
ｚ
胴
。
盲
目
言
と
記
入
の
あ
る
の
を
悶
冨
官
号
画
と
、
ま
た
Ｑ
昌
冒
冨

罵
留
日
と
あ
る
の
を
Ｑ
旨
日
冒
毘
麗
目
と
訂
正
す
る
。
（
編
者
）

附

記

（32）
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ガンジャ・ラのすそ5100m付近から見たランタン． ，ノルン

LangtangLirung (7245m) seen fromthe foot (c5100m l of GangjaLa.

(ByT. Kondo)
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キュンカ・ピーク国境稜線上の第3キャンプから見たビック・ホワイト ・ピーク(左)とドルジェ

ラクパ(右）

BigWhitePeak (7083m)(left) andDorjeLakpa (6989m) (right) seen fromCamp llI
on theborder ridgeof KyungkaPeak． (ByS・ SaSaki)
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ヒマール1964年ラン'タ

四
月
四
日
、
第
一
次
遠
征
か
ら
三
年
間
の
空
白
を
経
て
、
再
び
リ
ル
ン
氷
河
の
Ｂ
Ｃ
に
立
っ
た
。
直
ち
に
高
度
順
応
を
か
ね
て
、
ア
イ

ス
フ
ォ
ー
ル
と
稜
線
上
の
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
観
察
及
び
南
稜
の
偵
察
へ
と
、
あ
わ
た
だ
し
く
一
週
間
が
過
ぎ
去
っ
た
。

第
一
次
遠
征
時
と
比
較
し
て
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
変
動
は
非
常
に
激
し
く
、
Ｃ
Ⅱ
予
定
地
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
中
央
部
で
は
、
崩
壊

と
言
う
よ
り
む
し
ろ
削
り
取
ら
れ
た
よ
う
な
状
態
で
あ
る
。
ま
た
国
境
稜
線
上
の
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
も
、
大
き
な
ク
ラ
ッ
ク
が

二
ヶ
所
望
見
出
来
た
。
こ
の
よ
う
な
変
動
の
激
し
さ
は
、
五
月
中
旬
再
度
観
察
し
た
時
に
証
明
さ
れ
た
。
即
ち
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
下
部
に

お
い
て
二
ケ
所
が
崩
壊
さ
れ
て
い
た
。
ア
イ
ス
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
崩
壊
が
、
ど
れ
程
恐
ろ
し
い
も
の
か
を
体
験
し
て
い
る
私
達
に
は
、

当
然
南
稜
ル
ー
ト
の
偵
察
が
繰
り
返
さ
れ
、
多
少
表
層
雪
崩
の
危
険
は
あ
る
が
、
南
稜
線
上
に
到
達
出
来
る
ル
ン
ゼ
を
開
拓
し
た
。

四
月
十
三
日
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
集
ま
り
協
議
し
た
結
果
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
正
面
ル
ー
ト
は
危
険
性
大
き
く
放
棄
し
、
南
稜
ル
ー
ト
一

本
に
し
ぼ
る
こ
と
に
し
た
。
南
稜
直
登
ル
ン
ゼ
の
取
付
点
（
四
九
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
、
コ
ル
へ
の
ル
ー
ト
エ
作
と
荷
上
げ
を

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル

｜
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン

一
九
六
四
年

近
藤
哲
也

（33



四
月
二
十
三
、
四
日
、
Ｃ
Ⅱ
か
ら
上
部
の
ル
ー
ト
エ
作
に
出
た
隊
員
た
ち
は
、
長
時
間
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
結
果
三
角
ピ
ー
ク
の
頂
上
に

立
っ
た
。
三
角
ピ
ー
ク
と
は
、
コ
ル
か
ら
最
初
に
現
わ
れ
る
三
角
形
の
岩
峰
で
あ
る
が
、
実
際
は
三
角
錐
で
あ
っ
て
一
面
を
東
に
向
け
、

氷
壁
の
二
面
を
西
と
南
に
向
け
て
い
る
．
し
た
が
っ
て
、
南
稜
上
は
平
均
傾
斜
六
○
度
の
氷
壁
を
登
る
こ
と
に
な
る
。
三
角
ピ
ー
ク
か
ら

上
部
の
ル
ー
ト
は
、
私
達
の
期
待
に
反
し
て
、
あ
ま
り
に
も
絶
望
的
な
稜
線
で
あ
っ
た
。

東
面
か
ら
偵
察
し
た
テ
ン
ト
の
設
営
出
来
そ
う
な
雪
の
コ
ル
が
、
実
は
氷
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
の
上
に
、
雪
庇
状
の
キ
ノ
コ
雪
が
乗
っ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
が
続
い
て
、
す
ぐ
に
急
な
雪
稜
、
つ
ま
り
二
番
目
の
岩
稜
が
始
ま
る
。
つ
い
で
三
番
目
の
岩
稜

の
上
に
は
、
キ
ノ
コ
状
の
ア
イ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
が
続
き
、
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
と
す
、
へ
き
ス
・
ヘ
ー
ス
は
発
見
出
来
な
い
。
さ
ら
に
上
に
は

六
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ア
イ
ス
・
ブ
ロ
ッ
ク
が
稜
線
上
に
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
し
て
い
る
。
結
論
的
に
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
が
な
い
こ
と
、

ま
た
荷
上
げ
ル
ー
ト
と
し
て
登
筆
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
南
稜
ル
ー
ト
は
放
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

四
月
二
十
五
日
、
Ｃ
Ｉ
に
全
隊
員
が
集
ま
り
今
後
の
方
針
を
検
討
し
た
結
果
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
の
頂
上
は
、
雪
崩
の
危
険
を
覚
悟

の
上
で
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
・
ル
ー
ト
を
と
り
、
ラ
ッ
シ
ュ
方
式
で
敢
行
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
と
再
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
私
達
は
本

年
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
状
態
を
考
慮
し
て
、
敬
遠
す
る
の
が
賢
明
と
考
え
た
。

四
月
二
十
八
日
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
を
放
棄
し
、
二
十
五
日
間
住
み
な
れ
た
Ｂ
Ｃ
に
別
れ
を
告
げ
、
未
踏
の
山
を
求
め
て
ラ
ン
タ

行
い
、
四
月
二
十
一
日
に
コ
ル
の
チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
直
下
に
Ｃ
Ⅱ
（
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）
を
設
営
し
た
。
Ｃ
Ⅱ
は
、
コ
ル
に
覆
い
か
ぶ

さ
る
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
チ
ョ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
ン
の
下
に
設
け
、
三
人
用
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ン
ト
を
ロ
ッ
ク
ピ
ト
ン
で
固
定
し
た
。
Ｃ
Ｉ
と

Ｃ
Ⅱ
の
間
は
、
こ
の
よ
う
な
下
部
の
傾
斜
三
五
度
、
幅
二
○
メ
ー
ト
ル
、
上
部
の
傾
斜
四
五
度
、
幅
七
メ
ー
ト
ル
の
急
峻
な
ル
ン
ゼ
で
ダ

イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ
て
い
る
が
、
Ｃ
Ⅱ
の
最
大
の
欠
点
は
収
容
人
員
が
三
名
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
初
め
て
見
た
南
稜
の
西
面

は
、
ラ
ン
タ
ン
部
落
の
背
後
ま
で
切
れ
落
ち
て
い
て
、
ル
ー
ト
と
し
て
は
リ
ッ
ジ
通
し
に
登
る
の
で
は
な
く
、
西
面
の
岩
場
を
斜
め
左
へ

は
、
ラ
ン
タ
ン
部
落
（

と
ま
き
気
味
に
登
る
。

（34）



ランタン．ヒマール1964年

キ
ュ
ン
カ
・
ピ
ー
ク
（
六
九
七
九
メ
ー
ト
ル
）
は
ラ
ン
タ
ン
氷
河
右
岸
の
、
ネ
パ
ー
ル
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
国
境
稜
線
に
そ
び
え
、
正
面
に
十

数
段
の
岩
棚
を
形
成
し
、
岩
棚
下
部
に
五
○
○
メ
ー
ト
ル
平
方
の
雪
原
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
の
ア
ィ
ス
フ
ォ
ー
ル

と
な
っ
て
、
キ
ュ
ン
カ
氷
河
に
落
ち
て
い
る
。
そ
の
左
稜
線
即
ち
国
境
稜
線
及
び
右
稜
線
共
、
岩
と
氷
の
ミ
ッ
ク
ス
し
た
ナ
イ
フ
ェ
ッ
ジ

で
、
Ｃ
Ⅲ
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
の
発
見
が
問
題
だ
と
判
断
し
た
。
Ｃ
Ｉ
を
キ
ュ
ン
カ
氷
河
ど
ん
詰
り
の
モ
レ
ー
ン
上
五
○
五
○
メ
ー
ト

ル
の
地
点
に
設
営
し
、
Ｃ
Ⅱ
は
キ
ュ
ン
カ
・
ピ
ー
ク
の
ふ
と
こ
ろ
と
も
言
う
べ
き
、
雪
原
上
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
に
設
営
し
た
。

四
月
三
十
日
、
隊
員
三
名
、
シ
ェ
ル
パ
ー
名
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
三
名
の
総
勢
八
名
は
、
約
三
五
キ
ロ
の
装
備
食
糧
を
背
に
、
Ｂ
Ｃ

を
後
に
し
キ
ュ
ン
カ
氷
河
最
奥
に
Ｃ
Ｉ
を
設
営
し
、
隊
員
三
、
シ
ェ
ル
パ
ー
の
四
名
が
Ｃ
Ｉ
に
入
っ
た
。
翌
日
、
Ｃ
Ｉ
の
四
名
は
ア
イ
ス

フ
オ
ー
ル
の
ル
ー
ト
偵
察
及
び
Ｃ
Ⅱ
へ
の
荷
上
げ
に
向
い
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
右
端
を
廻
り
込
ん
で
雪
原
上
に
達
し
た
。
こ
の
よ
う
な
高

度
に
平
坦
な
ス
ノ
ウ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
が
あ
る
と
は
意
外
で
、
絶
好
の
Ｃ
Ⅱ
設
営
地
で
あ
っ
た
。

ン
・
コ
ー
ラ
の
奥
へ
と
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
移
動
し
た
。
翌
日
》
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
ヵ
か
ら
さ
ら
に
上
へ
と
、
新
ら
し
い
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
を
キ
シ
ュ
ン
プ
・
カ
ル
カ
に
設
営
し
た
。
広
さ
百
メ
ー
ト
ル
四
方
、
枯
草
と
短
か
い
青
草
が
交
錯
し
た
中
に
、
ヤ
ク
の
大
き
な
糞
が
点

点
と
し
た
広
場
。
東
に
は
カ
ン
・
カ
ル
モ
（
別
名
ド
ー
ム
・
プ
ラ
ン
六
八
三
○
メ
ー
ト
ル
）
が
、
そ
の
名
の
如
く
純
白
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
姿

で
腰
を
据
え
、
そ
の
右
手
即
ち
私
達
の
Ｂ
Ｃ
の
頭
上
に
、
ラ
ン
シ
サ
・
ピ
ー
ク
（
六
二
九
四
メ
ー
ト
ル
）
が
覆
い
か
ぶ
さ
る
様
に
私
達
を
見
下

し
て
い
る
。
谷
の
上
流
は
新
旧
の
モ
レ
ー
ン
、
大
小
の
岩
石
を
積
み
上
げ
、
モ
レ
ー
ン
の
集
合
所
の
観
を
呈
し
て
い
る
。

隊
員
も
二
、
三
日
前
か
ら
の
放
心
し
た
よ
う
な
虚
脱
状
態
か
ら
脱
し
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
来
た
。
周
辺
の
未
踏
峰
と
期
間
と
を
考
慮

し
て
、
隊
を
二
分
し
、
近
藤
、
門
田
、
佐
々
木
の
三
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
ー
名
を
も
っ
て
、
キ
ュ
ン
ヵ
・
ピ
ー
ク
（
六
九
七
九
メ
ー
ト
ル
）
、
清

原
、
伴
、
常
慶
の
三
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
ー
名
を
も
っ
て
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
（
六
三
九
七
メ
ー
ト
ル
）
の
二
未
踏
峰
を
攻
撃
す
る
こ
と
に
し
た
。

二
、
キ
ュ
ン
カ
・
ピ
ー
ク
登
頂
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五
月
二
日
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
の
サ
ー
ダ
ー
、
ア
ン
・
テ
ン
バ
を
含
む
シ
ェ
ル
パ
ー
名
の
応
援
を
得
て
、
昨
日
荷
上
げ
し
た
雪
原
上
に
Ｃ
Ⅱ
を

設
営
す
る
。
そ
の
間
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
Ｉ
及
び
Ｃ
Ⅱ
へ
の
荷
上
げ
は
ど
ん
ど
ん
行
わ
れ
、
Ｃ
Ⅱ
は
強
固
な
前
進
基
地
と
な
り
、
近
藤
、
門
田
、

佐
々
木
の
三
隊
員
と
サ
ー
ダ
ー
、
ア
ン
・
テ
ン
、
ハ
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
二
名
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
一
名
の
頂
上
へ
の
戦
い
の
場
所

と
な
る
。
Ｃ
Ⅱ
か
ら
は
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
と
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
の
境
界
の
山
々
が
一
望
出
来
、
一
九
六
二
年
日
本
隊
が
登
頂

し
た
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
が
、
ま
た
中
央
に
私
達
の
隊
が
行
動
を
起
し
て
い
る
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
が
望
見
出
来
る
。

五
月
三
日
、
Ｃ
Ⅱ
の
五
名
は
、
Ｃ
Ⅲ
設
営
地
の
発
見
及
び
ル
ー
ト
エ
作
に
早
朝
五
時
半
Ｃ
Ⅱ
を
出
発
し
、
右
稜
線
に
取
り
付
く
。
稜
線

へ
の
雪
壁
は
き
つ
く
、
尾
根
上
に
達
し
た
の
が
八
時
三
○
分
、
考
え
て
い
た
よ
り
さ
ら
に
き
つ
く
、
氷
の
ト
ラ
、
ハ
ー
ス
や
岩
峰
の
登
筆
の

連
続
で
、
Ｃ
Ⅲ
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
は
発
見
出
来
ず
、
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
の
み
で
引
き
返
す
。
氷
壁
の
下
降
に
は

相
当
な
時
間
を
要
し
、
Ｃ
Ⅱ
に
帰
着
し
た
の
は
二
十
一
時
三
○
分
だ
っ
た
。
右
稜
線
か
ら
の
登
筆
は
完
敗
で
、
明
日
か
ら
、
ル
ー
ト
と
し

て
は
長
い
が
、
Ｃ
Ⅲ
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
の
確
実
な
左
稜
線
、
即
ち
国
境
稜
線
に
取
り
付
く
こ
と
に
す
る
。

五
月
四
日
は
昨
日
の
二
○
時
間
に
近
い
行
動
の
た
め
、
隊
員
の
疲
労
を
考
え
全
員
休
養
と
し
、
私
は
隊
長
へ
の
連
絡
か
た
が
た
Ｂ
Ｃ
に

下
る
。五

月
六
日
、
Ｃ
Ⅱ
の
全
員
は
Ｃ
Ⅲ
設
営
の
た
め
七
時
三
○
分
出
発
、
ル
ン
ゼ
の
取
付
ま
で
快
調
に
進
み
、
岩
の
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て

ル
ン
ゼ
に
入
っ
た
頃
、
九
時
三
○
分
上
部
岩
壁
か
ら
の
落
石
で
サ
ー
ダ
ー
の
ア
ン
・
テ
ン
、
ハ
は
大
腿
部
を
負
傷
、
歩
行
困
難
と
な
る
。
直

ち
に
門
田
ド
ク
タ
ー
の
診
察
に
よ
っ
て
、
Ｃ
Ⅱ
か
ら
一
挙
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
ろ
す
こ
と
に
し
た
。

五
月
七
日
、
昨
夜
の
積
雪
は
二
○
セ
ン
チ
に
も
な
り
、
ル
ン
ゼ
の
雪
の
状
態
を
考
慮
し
て
沈
澱
と
す
る
。
四
月
末
か
ら
の
好
天
が
い
つ

ま
で
続
く
の
か
と
心
配
し
、
ま
た
二
名
の
メ
ン
や
ハ
ー
の
欠
除
を
考
慮
し
て
、
明
日
、
近
藤
、
佐
々
木
の
二
隊
員
と
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の

－
プ
を
固
定
す
る
。

五
月
五
日
、
佐
々
木
隊
員
と
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
の
二
名
は
、
鞍
部
ま
で
の
ル
ー
ト
に
八
本
計
三
二
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
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三
名
に
て
、
一
挙
に
頂
上
を
攻
撃
す
る
の
が
良
策
だ
と
判
断
し
た
。

五
月
八
日
、
快
晴
、
早
朝
二
時
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
の
声
に
眠
り
を
さ
ま
さ
れ
、
熟
睡
出
来
な
か
っ
た
目
を
こ
す
り
な
が
ら
、
食
欲
の

起
ら
な
い
ス
ー
プ
と
ア
ル
フ
ァ
米
を
無
理
に
お
替
り
し
て
、
寝
袋
か
ら
出
た
。
簡
易
テ
ン
ト
、
高
所
服
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
等
を
キ
ス
リ
ン

グ
に
丹
念
に
入
れ
テ
ン
ト
を
出
る
。
満
天
の
星
空
の
も
と
に
キ
ュ
ン
カ
・
ピ
ー
ク
の
岩
肌
が
無
気
味
に
光
っ
て
い
る
。
雪
原
を
横
切
り
、

一
昨
且
ナ
ポ
し
た
ル
ン
ゼ
の
中
間
点
に
達
し
た
頃
か
ら
、
対
岸
の
山
々
に
朝
日
が
当
り
始
め
た
。
下
部
ル
ン
ゼ
を
登
り
切
っ
た
地
点
か

ら
、
国
境
稜
線
に
向
っ
て
岩
の
零
ハ
ン
ド
が
三
○
○
メ
ー
ト
ル
程
上
っ
て
い
る
。
氷
壁
と
岩
壁
と
の
接
続
部
は
氷
化
し
た
チ
ム
ニ
ー
と
な

り
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
が
固
定
さ
れ
て
い
る
。
国
境
稜
線
直
下
の
氷
化
し
た
ル
ン
ゼ
を
、
ス
テ
ッ
・
フ
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
ア
ィ
ス

ボ
ー
ル
を
か
ぶ
り
な
が
ら
、
国
境
稜
線
の
鞍
部
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
Ⅲ
に
達
し
た
。
九
時
半
と
言
う
時
刻
と
終
日
続
き
そ
う
な
天

候
、
隊
員
の
調
子
を
に
ら
み
合
わ
せ
て
、
二
一
名
共
ビ
録
ハ
ー
ク
用
全
装
備
を
こ
こ
に
置
き
頂
上
に
向
う
こ
と
に
す
る
。
国
境
稜
線
の
チ
ベ
ッ

ト
側
は
、
ネ
パ
ー
ル
側
の
岩
の
切
り
立
っ
た
壁
に
比
し
て
氷
の
斜
面
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
斜
面
も
こ
れ
程
の
高
度
に
か
か
わ

ら
ず
、
ク
レ
零
ハ
ス
が
数
多
く
開
い
て
い
る
。
頂
上
へ
の
稜
線
に
は
三
つ
の
岩
峰
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
氷
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い

る
。
四
○
メ
ー
ト
ル
の
ザ
イ
ル
一
本
で
は
、
三
人
の
確
保
は
無
理
だ
と
判
断
し
て
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
セ
カ
ン
ド
か
ら
サ
ー
ド
の

間
に
用
い
た
。
一
九
六
一
年
に
も
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
と
ロ
ー
プ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
組
み
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
の
稜
線
六
五
○
○
メ
ー

ト
ル
に
達
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
彼
と
は
隊
員
同
様
気
心
は
知
れ
て
い
る
。
完
全
に
切
り
立
っ
た
ネ
パ
ー
ル
側
と
、
大
き
な
氷
河
が
入
り

込
ん
で
い
る
チ
ベ
ッ
ト
側
を
眼
下
に
、
ア
イ
ス
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
確
保
の
連
続
は
、
時
間
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
無
意
識
に
動
作
し
て
い

た
○

二
つ
の
目
の
ピ
ー
ク
に
立
つ
と
、
頂
上
は
間
近
か
に
見
え
、
あ
と
六
○
メ
ー
ト
ル
、
い
や
一
○
○
メ
ー
ト
ル
か
と
思
い
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
登
っ
た
。
十
三
時
五
十
五
分
頂
き
に
立
つ
。
頂
上
は
ネ
・
ハ
ー
ル
側
に
二
メ
ー
ト
ル
程
雪
庇
が
張
り
出
し
、
そ
の
上
は
氷
の
斜
面
と

な
っ
て
い
る
。
続
い
て
佐
々
木
、
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
が
頂
上
に
立
ち
、
高
度
計
、
測
量
の
ハ
ン
ド
レ
ベ
ル
、
チ
ベ
ッ
ト
側
の
ス
ケ
ッ
チ

／句ワ、
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等
、
次
か
ら
次
へ
と
頂
上
で
の
仕
事
を
す
ま
し
、
テ
ン
ト
を
出
て
か
ら
二
度
目
の
食
事
を
す
る
。
一
時
間
近
く
頂
上
で
過
し
、
ガ
ス
の
中

強
い
風
で
も
別
に
つ
ら
さ
を
感
ぜ
ず
下
降
に
移
る
。
テ
ン
ト
に
帰
着
し
た
の
は
二
一
時
○
分
、
待
ち
構
え
て
い
た
熱
い
お
茶
、
チ
キ
ン
ラ

ー
メ
ン
を
食
べ
寝
袋
に
も
ぐ
り
込
む
。
こ
の
よ
う
な
短
時
日
に
、
少
人
数
で
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
に
近
い
山
が
登
頂
出
来
た
要
因
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
第
一
に
十
日
間
も
の
好
天
が
続
い
た
こ
と
が
最
大
の
幸
運
で
、
第
二
に
Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
Ｉ
及
び
Ｃ
Ⅱ
へ
の
物
資
の
補
給
が

確
実
迅
速
に
行
わ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
全
員
が
非
常
な
フ
ァ
イ
ト
を
も
っ
て
行
動
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思
う
。

ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
ヵ
か
ら
見
る
と
、
東
方
の
谷
間
の
奥
に
純
白
の
ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
山
容
が
、
夜
明
け
の
星
の
よ
う
な
清
到
さ
で
輝
い
て

い
た
。
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
と
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ
ー
ル
と
の
境
に
あ
る
小
さ
な
未
踏
峰
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
（
六
三
九
七
メ
ー
ト
ル
）
の
意
味

は
、
東
方
の
星
だ
と
シ
ェ
ル
パ
が
言
う
。
私
達
が
こ
の
山
に
登
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
、
ス
タ
ー
サ
フ
ァ
イ
ア
の
き
ら
め
き
に
も
似
た
、
そ

の
美
し
さ
に
魅
せ
ら
れ
た
た
め
か
も
知
れ
な
か
っ
た
。

四
月
三
十
日
、
清
原
、
伴
、
常
慶
の
三
隊
員
と
シ
ェ
ル
パ
ー
名
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
ニ
名
は
Ｂ
Ｃ
の
キ
シ
ュ
ン
プ
・
カ
ル
カ
を
出
発

し
、
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
カ
か
ら
ト
ゥ
ル
パ
イ
ク
氷
河
に
入
る
。
左
岸
の
モ
レ
ー
ン
と
カ
ン
ジ
ュ
ン
の
岩
壁
の
間
を
進
む
。
左
の
ラ
ン
シ

サ
・
ピ
ー
ク
は
下
部
を
大
岩
壁
に
囲
ま
れ
、
背
面
の
懸
垂
氷
河
し
か
ル
ー
ト
は
な
い
だ
ろ
う
。
左
前
方
に
見
え
る
ど
っ
し
り
落
着
い
た
山

は
、
ド
ル
ジ
ェ
・
ラ
ク
パ
、
い
ま
ス
イ
ス
隊
が
Ｃ
Ⅱ
ま
で
建
設
中
と
の
こ
と
。

ゥ
ル
キ
ン
マ
ン
を
正
面
か
ら
見
る
と
、
右
の
稜
線
は
雪
の
台
地
を
二
つ
作
っ
て
下
部
は
岩
壁
と
な
り
、
正
面
は
急
峻
な
ア
イ
ス
フ
ォ
ー

ル
が
崩
れ
落
ち
て
ル
ー
ト
は
と
れ
ず
、
左
も
岩
と
氷
壁
で
武
装
さ
れ
て
い
る
。
右
下
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
つ
め
て
岩
壁
を
右
側
へ
廻
り

込
み
、
裏
か
ら
右
稜
線
へ
出
る
以
外
に
ル
ー
ト
は
な
さ
そ
う
だ
。
岩
屑
の
散
乱
す
る
氷
河
の
端
に
Ｃ
Ｉ
を
作
る
。

五
月
一
日
、
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
と
カ
ン
ジ
ュ
ン
の
間
に
は
氷
河
が
入
っ
て
お
り
、
高
度
差
二
百
メ
ー
ト
ル
位
の
ク
レ
、
ハ
ス
の
少
な
い
ア
イ

三
、
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
登
頂
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ス
フ
オ
ー
ル
を
形
成
し
て
い
る
。
右
の
ゆ
る
い
雪
面
を
ル
ー
ト
に
と
る
が
、
雪
が
腐
っ
て
膝
ま
で
も
ぐ
る
。
雪
斜
面
今
ど
登
り
切
る
と
雪
原

へ
出
る
。
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
の
裏
、
つ
ま
り
南
面
は
二
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
が
続
い
て
い
て
、
一
ヶ
所
そ
の
岩
壁
の
間
を
縫
っ
て
走
っ
て
い

る
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
が
登
路
に
な
り
そ
う
だ
。

五
月
三
日
、
細
い
ク
ー
ロ
ア
ー
ル
は
稲
妻
型
に
曲
っ
て
い
て
、
雪
は
続
い
て
い
る
が
三
つ
の
小
さ
な
滝
を
持
っ
て
い
る
。
ア
イ
ゼ
ン
は

良
く
き
く
が
傾
斜
が
き
つ
い
た
め
、
か
な
り
の
ア
ル
や
ハ
イ
ト
を
強
い
ら
れ
る
。
滝
を
二
つ
登
り
左
へ
ま
き
気
味
に
岩
帯
を
抜
け
る
と
、
や

っ
と
二
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
の
部
分
は
終
る
。
雪
の
リ
ッ
ジ
伝
い
に
第
一
プ
ラ
ト
ー
ヘ
出
た
。
テ
ン
ト
を
三
十
位
張
れ
そ
う
な
広
い
プ
ラ

ト
ー
だ
。
さ
ら
に
雪
の
斜
面
を
登
っ
て
、
第
二
プ
ラ
ト
ー
ま
で
ト
レ
ー
ス
し
て
引
き
返
す
。
こ
こ
か
ら
見
る
と
さ
す
が
に
ラ
ン
タ
ン
・
リ

ル
ン
は
高
く
、
相
変
ら
ず
頂
上
は
ガ
ス
に
包
ま
れ
て
見
え
な
い
。

五
月
四
日
、
第
一
プ
ラ
ト
ー
ヘ
Ｃ
Ⅲ
を
設
営
し
、
清
原
、
伴
、
常
慶
の
三
隊
員
と
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
Ⅱ
号
が
入
る
。

五
月
五
日
、
六
時
起
床
、
直
ち
に
全
員
出
発
す
る
。
第
二
プ
ラ
ト
ー
か
ら
眼
前
に
三
百
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
て
い
て
、

青
磁
色
の
青
氷
と
な
っ
て
い
る
。
左
の
稜
線
へ
出
れ
ば
幾
分
傾
斜
が
ゆ
る
い
の
だ
が
、
ク
レ
や
ハ
ス
が
大
き
く
て
渡
れ
ず
、
右
の
稜
線
へ
も

取
付
く
こ
と
が
不
可
能
で
、
結
局
氷
壁
に
取
組
む
。
傾
斜
五
十
度
位
で
一
歩
一
歩
ア
イ
ス
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
た
め
時
間
の
か
か
る
こ
と

お
び
た
だ
し
い
。
全
然
ピ
レ
ー
出
来
な
い
の
で
、
四
人
と
も
ザ
イ
ル
な
し
、
頼
れ
る
も
の
は
上
へ
上
へ
と
登
ろ
う
と
す
る
自
分
の
意
志

と
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
ア
イ
ゼ
ン
の
み
。
四
時
間
半
一
度
の
休
み
も
無
く
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
続
け
て
、
十
一
時
五
十
七
分
ウ
ル
キ
ン
マ
ン
の
頂

上
に
立
っ
た
。
雪
ば
か
り
で
岩
は
無
く
、
三
方
か
ら
の
リ
ッ
ジ
の
終
点
だ
っ
た
。
ガ
ス
の
中
で
型
通
り
ネ
パ
ー
ル
の
旗
、
日
の
丸
、
市
大

旗
を
ピ
ッ
ケ
ル
に
結
ん
で
写
真
を
と
る
。
早
々
に
昼
食
を
す
ま
せ
て
下
山
に
か
か
る
。

吹
雪
き
出
し
て
視
界
は
ゼ
ロ
、
吹
き
上
げ
て
く
る
雪
に
顔
を
た
た
か
れ
な
が
ら
一
歩
ず
つ
慎
重
に
下
る
。
ア
ン
ザ
ィ
レ
ン
は
し
た
が
、

気
安
め
に
す
ぎ
ず
、
神
経
が
す
り
へ
る
下
降
だ
っ
た
。
登
り
と
同
じ
く
四
時
間
半
か
か
っ
て
、
や
っ
と
Ｃ
Ⅲ
に
た
ど
り
つ
い
た
。

五
月
六
日
、
Ｃ
Ｉ
へ
、
さ
ら
に
全
員
Ｂ
Ｃ
に
帰
着
し
た
。
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一
九
五
九
年
飯
田
山
岳
会
の
山
田
隊
は
西
サ
ル
、
ハ
チ
ュ
ム
氷
河
か
ら
、
サ
ル
尋
ハ
チ
ュ
ム
（
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
し
、
さ
ら
に
ラ
ン

タ
ン
氷
河
に
足
を
の
ば
し
て
、
数
多
く
の
ラ
ン
タ
ン
氷
河
の
山
々
の
写
真
を
も
た
ら
し
た
（
田
岳
」
第
五
五
年
参
照
）
。

一
九
六
一
年
、
第
一
次
大
阪
市
大
隊
は
リ
ル
ン
氷
河
に
入
り
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
ヘ
、
ア
イ
ス
フ
オ
ー
ル
か
ら
登
頂
を
試
み
た
が
、
国

境
稜
線
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
の
み
で
敗
退
し
た
。
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
附
近
の
雪
原
に
設
営
し
た
Ｃ
Ⅲ
に
お
い
て
、
雪

崩
に
遭
遇
し
、
森
本
隊
長
、
大
島
隊
員
、
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
三
名
を
亡
く
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
登
筆
期
前
に
、
ラ
ン
タ
ン

氷
河
に
入
り
周
辺
の
山
々
、
氷
河
の
状
態
を
観
察
し
た
（
「
山
岳
」
第
五
七
年
参
照
）
。

一
九
六
三
年
秋
に
イ
タ
リ
ア
隊
が
、
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
を
目
指
し
た
が
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
中
央
部
に
Ｃ
Ⅱ
を
建
設
し
て
、
Ｃ
Ⅱ
上

第
五
三
年
参
照
）
。

た
。

隅
ま
で
踏
査
し
て
い
る
。

一
九
五
五
年
、
ラ
ン
ラ
ン
ベ

ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
、
わ
ず
か
一
週
間
の
近
距
離
に
あ
る
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
一
番
美
し
い
風
景
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
ラ
ン
タ
ン
・
コ
ー
ラ
。
谷
の
上
流
に
は
平
坦
な
草
地
が
展
け
て
、
高
山
植
物
が
咲
き
み
だ
れ
、
周
囲
に
は
氷
の
峰
々

が
そ
び
え
て
い
る
。
ま
た
最
近
に
は
キ
ャ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ン
パ
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
ま
で
発
着
出
来
る
と
い
う
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
一
等
観
光
地
だ
。

こ
の
よ
う
な
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
に
、
早
く
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
先
駆
者
は
足
跡
を
残
し
て
い
る
。

一
九
四
九
年
に
テ
ィ
ル
マ
ン
、
一
九
五
一
年
に
ア
ウ
フ
シ
ュ
ナ
イ
タ
ー
、
一
九
五
二
年
に
ハ
ー
ゲ
ン
博
士
が
夫
々
ラ
ン
タ
ン
氷
河
の
隅

一
九
五
八
年
に
深
田
隊
が
ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ
を
越
え
て
ラ
ン
タ
ン
・
コ
ー
ラ
に
入
り
、
ラ
ン
シ
サ
・
カ
ル
カ
ま
で
入
っ
て
い
る
（
「
山
岳
」

ー
ル
が
ラ
ン
タ
ン
氷
河
か
ら
カ
ン
・
カ
ル
モ
（
ド
ー
ム
・
プ
ラ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト
・
ド
ー
ム
、
六
八
三
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
し

四
、
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル

（40）
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ランタン・ヒマール1964年

部
の
岩
稜
を
登
肇
中
ス
リ
ッ
プ
事
故
を
起
し
て
隊
員
一
名
が
死
亡
し
た
。
キ
ム
シ
ュ
ン
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
よ
り
下
の
岩
峰
に
登
頂
し
、
さ

ら
に
西
サ
ル
バ
チ
ュ
ム
氷
河
か
ら
サ
ル
バ
チ
ュ
ム
に
登
頂
し
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
間
に
、
カ
ト
マ
ン
ズ
在
住
の
登
山
家
が
数
多
く
ラ
ン
タ
ン
氷
河
に
入
っ
て
い
る
。
一
九
六
二
年
に
は
英
国
の
駐
ネ
武
官
カ
ー
ネ

ル
・
ワ
イ
リ
ー
が
、
ラ
ン
シ
サ
・
ピ
ー
ク
の
背
後
に
入
り
周
辺
を
踏
査
し
た
。
ま
た
米
国
の
平
和
部
隊
の
三
名
は
、
ハ
ー
ゲ
ン
の
コ
ル
に

達
し
て
い
る
。

一
九
六
四
年
に
は
第
二
次
大
阪
市
大
隊
が
、
ま
た
英
国
の
シ
ャ
フ
ス
バ
リ
ー
伯
爵
が
ス
イ
ス
の
ガ
イ
ド
三
名
を
隊
員
に
し
、
ト
ゥ
ル
パ

イ
ク
氷
河
か
ら
ド
ル
ジ
ェ
・
ラ
ク
・
ハ
（
六
九
八
八
メ
ー
ト
ル
）
に
登
頂
を
試
み
た
が
、
頂
上
直
下
二
百
メ
ー
ト
ル
で
引
き
返
し
て
い
る
。
秋
に

は
田
村
宏
明
氏
が
シ
ェ
ル
パ
を
連
れ
て
ラ
ン
タ
ン
氷
河
に
入
り
、
周
辺
の
山
を
踏
査
し
て
い
る
。

ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
を
本
格
的
に
測
量
し
た
の
は
、
ハ
ー
ゲ
ン
博
士
で
あ
る
が
、
私
達
が
第
一
次
、
第
二
次
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル

遠
征
の
折
に
概
念
測
量
し
た
デ
ー
タ
を
総
合
す
る
と
、
高
度
に
つ
い
て
数
多
く
の
疑
問
が
あ
る
。
例
え
ば
私
達
が
登
頂
し
た
キ
ュ
ン
ヵ
・

ピ
ー
ク
は
約
六
七
五
○
メ
ー
ト
ル
と
思
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
北
に
存
す
る
無
名
峰
（
私
達
は
モ
リ
モ
ト
・
ピ
ー
ク
と
称
し
た
じ
は
、
六
八
八
○
メ

ー
ト
ル
前
後
と
思
う
。
（
ラ
ン
タ
ン
・
ヒ
マ
ー
ル
の
山
名
や
高
度
に
つ
い
て
は
、
深
田
久
弥
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
』
第
四
巻
九
二
頁
以
下
に
か
な
り
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。

つ
い
て
見
ら
れ
た
い
ｌ
編
者
）

一
、
大
阪
市
大
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
隊
一
九
六
四
年
の
メ
ン
バ
ー
は

隊
長
鈴
木
武
夫
（
四
十
歳
）

副
隊
長
近
藤
哲
也
（
二
十
七
歳
）

隊
員
門
田
嘉
弘
（
三
十
歳
）

″

滴
原
鉄
也
（
二
十
七
歳
）

″

伴
明
（
二
十
四
歳
）

附
記
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隊
員
常
慶
和
久
（
二
十
三
歳
）

″

佐
々
木
惣
四
郎
（
二
十
一
歳
）

シ
ェ
ル
パ
サ
ー
ダ
ー
、
ア
ン
・
テ
ン
バ
他
六
名

二
、
行
動
概
要
は
三
月
二
日
羽
田
発
、
三
月
二
十
五
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
全
員
集
結
、
四
月
四
日
リ
ル
ン
Ｂ
Ｃ
設
営
、
四
月
二
十
九
日
キ
シ
ュ
ン
プ
・
カ
ル
カ
Ｂ
Ｃ
設
営
、
五

月
十
日
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
調
査
と
ラ
ン
タ
ン
氷
河
測
量
、
五
月
二
十
二
日
帰
途
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
六
月
二
日
カ
ル
カ
ッ
タ
、
六
月
九
日
伊
丹
着
。

三
、
第
一
次
隊
の
遭
難
碑
は
リ
ル
ン
氷
河
右
岸
に
建
設
し
た
が
、
そ
れ
に
並
ん
で
イ
タ
リ
ヤ
隊
の
碑
も
建
設
さ
れ
て
い
た
。
記
念
碑
を
、
ラ
ン
タ
ン
部
落
の
ラ
マ
僧
に
管
理

を
依
頼
し
て
、
ラ
ン
タ
ン
部
落
に
建
て
た
。
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ボリビア・アンデス 1964年

『
ア
ン
デ
ス
ヘ
行
こ
う
か
』
と
ふ
と
思
っ
た
。
理
屈
や
煮
つ
ま
っ
た
計
画
の
果
て
で
は
な
い
。
た
ん
な
る
衝
動
で
あ
る
。
初
夏
の
夕
方

で
、
氷
の
連
嶺
を
思
わ
せ
る
入
道
雲
が
湧
き
立
っ
て
い
た
。
い
さ
さ
か
き
ざ
っ
ぽ
い
が
、
そ
ん
な
も
の
の
せ
い
か
も
知
れ
な
い
・

い
く
つ
か
の
遠
征
計
画
が
な
か
な
か
軌
道
に
乗
ら
ず
、
軽
い
い
ら
だ
ち
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が
『
ア
ン
デ
ス
』
一
つ
を
焦
点
に

定
め
た
瞬
間
、
す
っ
と
消
え
去
っ
た
感
じ
が
し
た
。
し
ゃ
に
む
に
行
動
を
起
こ
し
て
み
れ
ば
実
現
し
そ
う
な
予
感
が
し
た
。

・
へ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
ヘ
は
学
生
の
と
き
単
身
行
こ
う
と
夢
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
仲
間
の
渥
美
重
幸
（
ス
。
へ
イ
ン
語
卒
、
盛
岡
在
住
）
が
チ
リ

山
岳
会
会
報
を
翻
訳
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
改
め
て
遠
征
隊
を
組
ん
で
行
く
と
な
る
と
、
ど
こ
へ
行
く
か
。
・
へ
ル
ー
に
は
も
う
ほ
と

外
語
大
の
図
書
館
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
古
い
世
界
地
図
を
広
げ
る
と
、
チ
チ
カ
カ
湖
の
東
岸
、
ボ
リ
ビ
ア
領
内
に
七
千
メ
ー
ト
ル

台
の
山
二
つ
が
見
つ
か
っ
た
。
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
と
イ
リ
マ
ニ
・
周
囲
が
す
べ
て
茶
色
に
塗
ら
れ
た
中
に
、
そ
こ
だ
け
ぽ
つ
ん
と
青
い
高
原

の
湖
。
『
チ
チ
』
『
カ
カ
』
と
い
う
、
い
さ
さ
か
郷
愁
を
も
た
ら
す
発
音
。
そ
の
湖
の
守
護
神
の
よ
う
に
突
っ
立
つ
、
た
ぶ
ん
氷
を
ま
と

っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
二
つ
の
高
峰
。
ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
を
調
令
へ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

ん
ど
処
女
地
域
は
な
い
。

ボ
リ
ビ
ア
・
ア
ン
デ
ス
一
九
六
四
年

向

一

陽

（43）



十
数
人
が
隊
員
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
た
。
行
き
た
い
者
が
行
け
ば
い
い
。
隊
員
の
選
考
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
主
義
だ
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
。
『
自
分
自
身
の
経
験
が
な
い
の
だ
か
ら
、
遠
征
に
適
、
不
適
の
断
を
下
す
資
格
は
な
い
』
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が

結
果
的
に
は
そ
の
う
ち
約
半
数
は
出
国
で
き
な
か
っ
た
。
外
語
の
卒
業
生
は
人
使
い
の
し
ぶ
い
商
社
関
係
の
勤
め
が
多
い
。

資
料
に
関
し
て
は
吉
沢
一
郎
氏
、
竹
田
吉
文
氏
、
岩
村
善
次
氏
（
外
務
省
移
住
局
）
な
ど
多
数
の
人
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
チ
リ
山
岳
会

の
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ル
ス
氏
、
ア
メ
リ
カ
に
い
る
エ
ベ
リ
オ
・
エ
シ
ュ
バ
リ
ー
ア
氏
に
も
貴
重
な
地
図
を
貸
し
て
い
た
だ
い
た
。
ア
ン
コ
ウ

ー
マ
も
イ
リ
マ
ニ
も
七
千
メ
ー
ト
ル
な
い
こ
と
、
両
峰
の
間
は
長
さ
百
キ
ロ
以
上
の
連
嶺
で
、
か
な
り
の
部
分
が
未
踏
地
域
で
あ
る
ら
し

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
山
脈
ｌ
コ
ル
デ
ィ
ェ
ラ
・
レ
ァ
ル
を
第
一
目
標
に
、
時
間
に
余
裕
が
あ
れ
ば
ボ
リ
ビ
ア
西
部
の
大
火
山
帯

を
ト
ラ
ッ
ク
で
縦
断
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

出
国
手
続
き
な
ど
で
も
村
木
潤
次
郎
氏
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
に
一
か
ら
十
ま
で
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
た
。
思
い
立
っ
て
か
ら
十
ヵ

月
後
、
一
九
六
四
年
四
月
七
日
、
横
浜
港
か
ら
川
崎
汽
船
の
貨
客
船
。
へ
ル
ー
丸
で
出
発
し
た
。

隊
の
構
成
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
年
齢
は
出
発
時
。

む
こ
う
い
ち
よ
う

向
一
陽
Ｉ
隊
長
。
二
十
九
歳
。
東
京
外
語
大
英
米
科
卒
。
三
十
二
年
度
リ
ー
ダ
ー
。
共
同
通
信
勤
務
。

鈴
木
久
仁
夫
Ｉ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
．
二
十
八
歳
。
外
語
大
ド
イ
ツ
語
卒
。
二
十
四
年
度
リ
ー
ダ
ー
。
不
二
越
鋼
材
勤
務
．

青
木
正
樹
Ⅱ
装
備
係
。
二
十
九
歳
。
外
語
大
フ
ラ
ン
ス
語
卒
。
三
十
三
年
度
リ
ー
ダ
ー
。
都
立
大
学
大
学
院
。

向
晶
子
Ⅱ
食
料
係
。
二
十
七
歳
。
外
語
大
ス
、
へ
イ
ン
語
卒
。
三
十
三
年
度
女
子
部
リ
ー
ダ
ー
。

竹
下
孝
哉
Ⅱ
医
療
係
。
二
十
三
歳
。
外
語
大
中
国
語
四
年
。
三
十
七
年
度
サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
。

い
る
、
山
に
も
登
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

家
に
帰
っ
て
『
ア
ン
デ
ス
ヘ
行
く
ぞ
』
と
話
す
と
、
妻
が
『
あ
た
し
も
行
く
。
』
と
言
い
出
し
た
。
彼
女
は
外
語
の
ス
・
へ
イ
ン
語
を
出
て

る
、
山
に
も
登
っ
て
い
た
。
ひ
そ
か
に
ア
ン
デ
ス
ヘ
の
あ
こ
が
れ
を
暖
め
て
い
た
ら
し
い
。
女
も
遠
征
に
加
わ
っ
て
い
け
な
い
と
い
う

（44）



アンデス 1964年ポリピフ

雄
（
三
雄
商
事
。
二

を
連
ね
て
い
た
。

ま
た
現
地
で
は
次
の
五
人
が
登
山
に
参
加
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
・
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス
Ⅱ
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
。
二
十
二
歳
。
第
一
次
登
山
。

ノ
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ョ
Ⅱ
同
。
二
十
二
歳
。
第
二
次
。

太
田
寛
治
Ⅱ
同
。
ボ
リ
ビ
ア
日
東
金
属
鉱
山
．
工
学
院
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
・
二
十
八
歳
。
第
二
次
。

ベ
ナ
ン
シ
オ
・
パ
チ
ャ
ワ
ヤ
ー
三
十
五
歳
。
全
期
間
。
テ
ン
ト
・
キ
ー
パ
ー
と
し
て
雇
っ
た
。

ア
ン
ト
ニ
オ
・
ガ
ル
シ
ア
Ⅱ
二
十
七
歳
。
全
期
間
。
運
転
手
。

・
へ
ル
ー
丸
に
は
鈴
木
以
外
の
五
人
が
乗
っ
た
。
横
浜
出
港
後
五
十
日
目
の
五
月
二
十
六
日
早
朝
、
チ
リ
の
ア
リ
ヵ
港
に
着
い
た
。
ア
リ

カ
で
雑
貨
店
を
開
い
て
い
る
河
鍋
定
吉
さ
ん
Ｉ
熊
本
出
身
Ｉ
に
入
国
手
続
き
や
通
関
で
面
倒
を
見
て
い
た
だ
い
た
。

翌
朝
ア
リ
カ
ー
ラ
パ
ス
鉄
道
で
ボ
リ
ビ
ア
入
り
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
カ
ー
一
輌
だ
け
。
週
一
回
の
急
行
便
で
あ
る
。
標
高
四
○
六
七
メ
ー

ト
ル
の
国
境
の
駅
を
越
え
る
。
車
窓
の
左
右
に
雪
を
頂
い
た
火
山
が
い
く
つ
も
現
わ
れ
た
。
『
コ
ル
デ
ィ
ェ
ラ
・
オ
ク
シ
デ
ン
タ
ル
』
と

呼
ば
れ
る
火
山
帯
で
あ
る
。
火
山
帯
を
抜
け
る
と
大
高
原
が
開
け
た
。
四
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
標
高
で
、
。
へ
ル
ー
南
部
か
ら
ボ
リ
ビ
ア
西

部
を
通
り
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ま
で
続
く
『
ア
ル
テ
ィ
・
プ
ラ
ー
ノ
』
で
あ
る
。
行
く
手
、
ア
ル
テ
ィ
・
プ
ラ
ー
ノ
の
果
て
か
ら
コ
ル
デ
ィ
ェ

ラ
・
レ
ア
ル
が
立
ち
上
が
っ
て
き
た
。
西
日
を
受
け
て
氷
が
ぎ
ら
ぎ
ら
輝
や
い
て
い
る
。
夕
方
、
レ
ア
ル
の
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
た
感
じ

の
、
ボ
リ
ビ
ア
の
首
都
ラ
パ
ス
に
着
い
た
。
大
使
館
、
日
本
人
会
、
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
（
ク
ル
ブ
・
ア
ン
デ
ィ
ー
ノ
・
ポ
リ
ビ
ァ
ー
ノ
）
な
ど
か
ら

数
十
人
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
鈴
木
が
空
路
先
着
し
て
諸
手
続
き
を
済
ま
せ
て
い
た
。

稲
川
忠
Ⅱ
庶
務
係
。
二
十
二
歳
。
外
語
大
フ
ラ
ン
ス
語
四
年
。
三
十
八
年
度
サ
ブ
・
リ
ー
ダ
ー
。

以
上
六
隊
員
の
ほ
か
、
寺
本
義
明
（
日
立
製
作
所
。
二
十
八
歳
）
、
田
中
啓
雍
（
伊
藤
忠
。
二
十
七
歳
）
、
亀
山
晃
一
（
丸
紅
飯
田
。
二
十
五
歳
）
、
星
達

（
三
雄
商
事
。
二
十
五
歳
）
、
渥
美
重
幸
（
河
北
新
報
。
二
十
八
歳
）
、
柴
田
力
（
富
士
フ
ィ
ル
ム
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
在
住
。
二
十
八
歳
）
の
六
人
も
計
画
書
に
名
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コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
レ
ア
ル
に
は
一
九
二
八
年
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
は
い
り
地
図
を
作
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
は
信
用
で
き
る
地
図
は

な
い
。
レ
ア
ル
の
中
央
部
に
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
（
六
○
七
四
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
ヘ
ル
マ
ン
・
ミ
ル
ス
氏
が
貸
し
て
く
れ
た
地
図
（
オ
ー
ス

ト
リ
ア
隊
測
量
の
も
の
）
に
よ
る
と
、
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
周
辺
は
『
？
』
印
だ
ら
け
だ
っ
た
。
計
画
当
初
は
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
東
面
の
『
？
．
』

部
分
に
は
い
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
一
九
六
三
年
秋
発
行
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
見
て
、
こ
の
東
面
に
は
一
九

六
二
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学
パ
ー
テ
ィ
ー
が
は
い
り
、
処
女
峰
を
登
り
ま
く
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
ぼ
く
た
ち

は
ま
ず
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
方
の
『
？
』
印
を
目
指
す
こ
と
に
し
た
。

ラ
パ
ス
で
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
員
に
レ
ア
ル
の
様
子
を
た
ず
ね
た
が
、
ま
っ
た
く
要
領
を
得
な
い
。
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
西
方
山
麓
ま
で
卜

る
ほ
ど
〃
下
町
″

密
集
し
て
い
る
。

到
着
翌
日
か
ら
高
度
順
応
と
見
物
を
兼
ね
て
市
内
や
郊
外
を
動
き
回
っ
た
。
大
使
館
に
は
川
崎
栄
治
大
使
、
吉
水
通
一
等
書
記
官
を
は

じ
め
外
語
の
卒
業
生
が
多
い
の
で
、
自
分
た
ち
の
事
務
所
の
よ
う
に
気
安
く
出
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
標
高
五
千
二
百
メ
ー
ト
ル
の
チ

ャ
カ
ル
タ
ャ
宇
宙
線
観
測
所
を
車
で
訪
れ
た
が
、
急
激
に
高
所
へ
上
が
っ
た
た
め
頭
が
霞
ん
だ
よ
う
で
、
歩
き
回
る
の
が
い
さ
さ
か
苦
し

か
っ
た
。
川
崎
大
使
と
一
緒
に
、
ラ
パ
ス
東
方
に
あ
る
レ
ア
ル
山
中
の
峠
を
越
え
て
東
面
の
渓
谷
地
（
ユ
ン
ガ
ス
）
へ
も
下
り
た
。
穂
高

の
屏
風
岩
の
よ
う
な
岩
壁
に
囲
ま
れ
た
、
渓
谷
の
中
の
広
い
草
地
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
マ
ス
を
釣
っ
た
。

歩
き
回
っ
て
い
る
う
ち
高
度
に
も
慣
れ
て
き
た
。
河
鍋
さ
ん
に
後
送
を
頼
ん
で
い
た
荷
物
も
着
い
た
。
通
関
も
う
ま
く
済
ん
だ
。

ラ
パ
ス
市
は
ア
ル
テ
ィ
・
プ
ラ
ー
ノ
か
ら
落
ち
込
む
谷
の
斜
面
に
か
か
っ
て
い
る
。
町
並
み
は
小
流
を
挟
ん
で
、
標
高
三
千
五
百
メ
ー

ト
ル
か
ら
四
千
百
メ
ー
ト
ル
の
間
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
中
心
標
高
は
三
六
三
二
メ
ー
ト
ル
と
い
う
。
空
気
が
薄
い
せ
い
か
高
度
が
下
が

る
ほ
ど
〃
下
町
″
に
上
流
階
級
の
邸
宅
が
多
く
、
四
千
メ
ー
ト
ル
近
く
の
〃
山
の
手
″
に
は
貧
乏
な
イ
ン
デ
ィ
オ
の
、
士
造
り
の
住
居
が

第
一
次
登
山

（46）
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アンデス 1964年ボリビア

夜
明
け
前
に
ラ
パ
ス
を
ト
ラ
ッ
ク
で
出
る
。
大
高
原
の
広
い
ジ
ャ
リ
道
を
北
に
向
か
っ
て
つ
つ
走
る
。
右
手
に
続
く
レ
ァ
ル
の
鋭
い
ピ

ー
ク
が
赤
く
染
ま
っ
て
く
る
。
昼
前
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
部
落
』
に
着
い
た
。
こ
こ
か
ら
先
は
道
は
な
い
が
、
草
原
を
ま
だ
ト
ラ
ッ
ク
で

進
め
そ
う
だ
。
部
落
の
イ
ン
デ
ィ
オ
に
、
荷
運
び
の
リ
ャ
ー
マ
た
ち
を
連
れ
て
あ
と
を
追
っ
て
く
る
よ
う
頼
み
、
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
山
か

ら
伸
び
て
来
て
い
る
広
い
尾
根
を
登
っ
た
。
古
代
の
氷
河
が
運
ん
だ
堆
石
の
尾
根
で
あ
る
。
大
小
の
石
が
ご
ろ
ご
ろ
す
る
間
を
パ
ー
ハ
が

埋
め
て
い
る
。
パ
ー
ハ
は
イ
ネ
科
の
植
物
。
日
本
の
イ
草
に
似
て
先
が
と
が
っ
て
い
る
。
い
ま
は
冬
枯
れ
で
陽
光
に
黄
色
く
燃
え
る
よ
う

ラ
ッ
ク
で
日
帰
り
の
偵
察
に
出
か
け
た
。
チ
チ
カ
カ
湖
の
ほ
と
り
の
。
ヘ
ー
ニ
ャ
と
い
う
部
落
か
ら
》
チ
ャ
チ
ャ
コ
言
一
を
大
き
く
仰
ぐ
こ

と
が
で
き
た
。
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
の
頂
上
近
く
に
は
、
空
中
に
ひ
ろ
げ
た
白
い
傘
の
よ
う
な
大
氷
原
が
か
か
っ
て
い
た
。
主
稜
線
は
そ
の

南
方
へ
高
く
続
き
、
氷
河
を
ま
と
っ
た
た
く
さ
ん
の
ピ
ー
ク
が
眺
め
ら
れ
た
。
だ
が
ま
だ
前
山
越
し
に
三
十
キ
ロ
の
か
な
た
で
あ
る
。

地
図
に
よ
る
と
前
山
の
向
こ
う
の
ど
こ
か
に
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
部
落
』
が
あ
る
。
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
言
一
部
落
』
は
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ

ニ
山
』
南
方
か
ら
流
れ
る
谷
の
下
方
に
あ
っ
た
。
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
部
落
』
を
見
つ
け
出
せ
ば
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
山
』
南
方
の
処
女

山
群
へ
は
い
る
ル
ー
ト
が
分
か
り
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
そ
の
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
部
落
』
へ
は
ど
う
行
け
ば
い
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
。

「
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
山
』
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
は
、
あ
ち
こ
ち
に
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ご
と
名
の
つ
く
集
落
が
あ
る
。

そ
こ
で
改
め
て
鈴
木
と
竹
下
を
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
部
落
』
探
し
の
日
帰
り
偵
察
に
送
っ
た
。
二
人
は
前
山
を
ま
わ
り
こ
む
道
を
発
見

し
、
最
奥
の
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
部
落
』
ら
し
い
と
こ
ろ
へ
着
き
、
荷
運
び
の
動
物
を
交
渉
し
て
帰
っ
て
き
た
。

六
月
九
日
、
第
一
次
登
山
に
出
発
し
た
。
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
の
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス
君
が
同
行
す
る
。
ま
た
ベ
ナ
ン
シ
オ
と
い
う
イ
ン
デ

ィ
オ
の
男
を
テ
ン
ト
・
キ
ー
パ
ー
と
し
て
雇
っ
た
。
ベ
ナ
ン
シ
オ
は
過
去
七
回
遠
征
隊
に
同
行
し
た
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
一
橋
隊
、
神

戸
大
隊
に
も
同
行
し
た
。
ふ
だ
ん
は
ボ
リ
ビ
ア
山
岳
会
の
チ
ャ
カ
ル
タ
ー
ャ
・
ス
キ
ー
場
の
番
人
を
し
て
い
る
。
自
分
で
は
混
血
だ
と
い

っ
て
い
る
が
、
ア
イ
マ
ラ
族
の
血
が
濃
く
、
外
見
は
純
粋
の
イ
ン
デ
ィ
オ
と
ま
っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
な
ん
で
も
よ
く
知
っ
て
い
て
重
宝

っ
て
い
る
が
、
一

な
存
在
だ
っ
た
。

（47）



ｒ
・
ｑ

に
ａ er

C

Partof $$LaCordi lleraReal''

byCarlTroll&ErwinHein
l928

（48）



アンコウーマの東面

East faceof Hancouma (6427m), Cordi l leraReal
(BVIMukou



入
寺
く
辻
Ｓ
到
囲
回

「
ゴ
①
い
○
仁
《
す
‐
乏
①
い
岸
の
「
．
ｍ
い
ロ
の
○
岸
○
｛
之
の
く
い
Ｑ
○
一
｜
｜
、
ヨ
ロ
仁
（
一
い
つ
画
ヨ
》
○
○
「
Ｑ
一
一
一
の
「
α
刀
の
①
｜

（
、
旦
一
．
三
Ｅ
六
○
仁
）



串
寺
串
さ
ｕ
４
Ⅱ
囲
笑
回
ご
少
証
計
中
寺
半
さ
ｕ
４
Ⅲ
到
編

○
ゴ
四
斗
画
○
○
ョ
四
ヨ
い
○
仁
子
Ｕ
の
①
六
（
ｇ
ｇ
ョ
）
い
①
①
コ
ヰ
Ｏ
ヨ
ヰ
ー
の
Ｑ
両
ｏ
ゴ
四
○
○
ョ
四
コ
一
三
の
鼻
Ｑ
い
且
①
「

（
、
ざ
一
．
至
仁
大
Ｏ
Ｅ

ｏ
Ｏ
「
堅
一
一
①
「
①
刀
の
里
．



室
（
・
・
画
つ
ヨ
）
胃
（
字
⑫
“
一
『
ゴ

ー
そ

氏
や
Ｉ
山
・
訓
で
ｕ
ｑ
ｌ
４
Ｅ
戦

三
一
仁
と
○
工
四
コ
Ｏ
ｏ
仁
ヨ
四
①
「
○
に
Ｐ
○
○
「
ｇ
’
一
の
「
⑳
刀
の
四
一
・

（
、
く
一
§
昌
一
氏
○
こ
）

目
（
⑫
②
一
つ
．
｝

↑



ヰ
ジ
４
ｓ
園
回

乏
①
興
す
Ｏ
の
○
｛
の
ど
④
ョ
、
（
忠
望
『
ゴ
）
（
ｇ
一
．
至
昊
○
ｓ



ご
窒
村
刑
叫
字
画
訓
汁
雑
則
く
訓
汎
剛
甫
舜
皿

ヨ
ゴ
の
ヨ
の
ヨ
す
①
「
い
○
｛
子
①
ア
コ
Ｑ
①
④
。
両
×
ロ
の
Ｑ
三
○
コ
ぴ
ゞ
再
ゴ
の
司
○
天
Ｋ
Ｏ
こ
コ
ー
く
．
○
一
呵
○
「
①
｜
、
．
い
Ｅ
Ｑ
－
の
い
こ
つ
一

Ｆ
の
毒
さ
「
祠
三
庁
四
、
大
「
Ｏ
乏
言
一
・
三
に
天
ｏ
仁
（
｜
①
四
Ｑ
の
「
）
◇
六
ｍ
亡
Ｎ
亡
蚕
．
ン
至
匡
天
○
Ｆ
弐
一
コ
四
ｍ
ｍ
乏
凹
大
．
○
三
四
．

含
「
Ｏ
具
「
Ｏ
乏
）
皿
、
①
．
、
．
ｇ
ｏ
Ｕ
凹
口
ゴ
ロ
ゴ
に
口
ざ
引
引
四
天
①
ｍ
三
首
◆
三
．
ン
○
さ
》
ｚ
ｏ
①
’
○
四
の
三
一
○



ボリビア．アンデス 1964年

昼
す
ぎ
尾
根
が
け
わ
し
く
な
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
は
こ
こ
ま
で
。
や
が
て
着
い
た
動
物
た
ち
に
荷
物
を
積
み
か
え
る
。
リ
ャ
ー
マ
七
四
。

ロ
バ
五
匹
。
馬
二
匹
。
イ
ン
デ
ィ
オ
が
二
人
つ
い
て
い
る
。

足
下
に
は
古
氷
河
跡
の
広
い
Ｕ
字
谷
が
広
が
っ
て
い
た
。
谷
底
は
平
ら
で
幅
五
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
そ
う
。
白
濁
し
た
流
れ
が
う
ね
っ

て
い
る
。
両
岸
は
せ
り
上
が
っ
て
上
に
な
る
ほ
ど
急
に
な
り
、
頂
稜
部
に
は
支
氷
河
の
カ
ー
ル
が
い
く
つ
も
か
か
っ
て
い
る
。
谷
底
へ
お

り
、
テ
ン
ト
を
張
っ
た
。
谷
の
行
く
手
に
は
さ
か
ず
き
を
伏
せ
た
よ
う
な
雪
山
が
夕
日
に
赤
く
輝
や
い
て
い
る
。
処
女
峰
ビ
ノ
ウ
ァ
ラ
ら

し
い
・
そ
の
右
手
に
は
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
よ
り
高
い
多
数
の
ピ
ー
ク
が
、
複
雑
に
重
な
っ
て
い
る
。
す
ば
ら
し
い
処
女
地
域
へ
来
た
。
と
も
か
く

ピ
ノ
ウ
ア
ラ
め
ざ
し
て
谷
を
つ
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
宝
帷
宛
や
飯
幅
峠
稚
諏
｛
ま
だ
捗
函
匪
錬
蓉
告
唾
叫
葎
璋
群
塗

翌
日
谷
を
三
時
間
ほ
ど
さ
か
上
り
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
定
め
た
。
標
高
四
六
○
○
メ
ー
ト
ル
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
先
で
高
さ

百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
岩
壁
が
谷
筋
一
ぱ
い
を
ふ
さ
い
で
い
る
。
岩
壁
の
上
は
ま
だ
谷
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
が
、
『
動
物
が
上
へ
行
け
な

い
』
と
イ
ン
デ
ィ
オ
が
言
う
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
は
谷
底
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
さ
の
、
左
岸
の
小
テ
ラ
ス
の
上
だ
。
そ
ば
を
分

厚
い
コ
ケ
を
割
っ
て
、
き
れ
い
な
側
流
が
落
ち
て
い
る
。
谷
の
対
岸
に
は
ヒ
マ
ラ
ャ
ヒ
ダ
を
ま
と
っ
た
す
ば
ら
し
い
高
峰
が
、
青
空
の
中

か
ら
見
下
ろ
し
て
い
た
。
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
の
南
に
あ
る
の
で
『
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
峰
」
と
呼
ん
だ
。

翌
十
一
日
、
全
員
で
偵
察
に
出
た
。
岩
壁
に
は
け
も
の
道
が
つ
い
て
お
り
、
簡
単
に
上
へ
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
岩
壁
の
上
は
さ
ら
に

谷
が
一
キ
ロ
ほ
ど
続
き
氷
河
の
舌
端
が
あ
っ
た
。
こ
の
舌
端
か
ら
二
パ
ー
テ
ィ
ー
に
分
か
れ
て
偵
察
に
行
き
、
ほ
ぼ
周
囲
の
地
勢
を
つ
か

翌
十
一
日
、
全
里

谷
が
一
キ
ロ
ほ
ど
栓

む
こ
と
が
で
き
た
。

だ
○

こ
の
氷
河
（
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
’
一
氷
河
と
仮
称
）
は
東
北
方
に
向
か
っ
て
ゆ
る
や
か
に
上
り
、
主
稜
線
の
下
で
左
に
直
角
に
曲
が
り
ア
イ
ス
・
フ

ォ
ー
ル
地
帯
と
な
る
。
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
は
さ
ら
に
上
で
左
に
曲
が
り
、
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
主
峰
（
六
○
七
四
メ
ー
ト
ル
）
と
南
峰
の
間
か

ら
落
ち
て
い
る
ら
し
い
。
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
氷
河
舌
端
の
一
キ
ロ
ほ
ど
上
で
、
左
岸
か
ら
別
の
氷
河
（
ピ
ノ
ウ
ァ
ラ
氷
河
と
仮
称
）
が
落
ち
込

（49）



ビ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
の
周
囲
の
山
は
、
い
ず
れ
も
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
日
帰
り
で
登
頂
し
た
。
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
出
す
べ
き
だ
っ
た

と
思
う
が
、
天
気
の
い
い
う
ち
に
と
思
い
、
ま
た
荷
上
げ
で
余
分
の
労
力
を
費
す
の
を
恐
れ
て
、
あ
え
て
ラ
ッ
シ
ュ
・
タ
ク
テ
ィ
ッ
ク
を

と
っ
た
。
ハ
ー
ケ
ン
類
を
使
わ
な
い
、
フ
リ
ー
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
る
登
頂
で
あ
る
。
六
月
末
ま
で
に
計
十
一
の
ピ
ー
ク
（
う
ち
初
登
頂

十
座
）
を
登
り
、
三
十
日
ラ
パ
ス
に
帰
っ
た
。
ピ
ー
ク
の
高
さ
は
、
登
頂
の
さ
い
持
ち
上
げ
た
高
度
計
の
指
標
と
、
測
量
さ
れ
て
い
る
チ
ャ

チ
ャ
コ
マ
ニ
主
峰
の
高
度
と
の
比
較
、
及
び
目
算
か
ら
制
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
い
か
げ
ん
で
は
あ
る
が
、
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
主
峰

の
高
度
自
体
が
、
ボ
リ
ビ
ア
政
府
公
認
の
地
図
で
は
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
と
記
入
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
、
高
度
に
関
し
て
は
暖
昧
な
の
で
有

名
な
ボ
リ
ビ
ア
の
こ
と
だ
。
『
高
度
不
明
』
と
す
る
よ
り
は
価
値
が
あ
る
。
低
め
に
算
定
し
て
お
い
た
。
そ
の
う
ち
正
式
の
測
量
で
訂
正

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
（
高
度
計
は
ラ
パ
ス
の
飛
行
場
の
高
度
に
合
わ
せ
た
。
連
日
雲
一
つ
な
い
快
晴
で
、
気
圧
の
変
化
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
。
）

登
頂
し
た
ピ
ー
ク
の
概
要
を
記
す
。

麓
の
イ
ン
デ
ィ
オ
は
呼
ん
で
い
た
。

ん
で
い
る
。
両
氷
河
を
分
け
る
地
点
に
ピ
ノ
ウ
ア
ラ
が
立
っ
て
い
る
。
ピ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
の
ま
わ
り
に
多
数
の
ピ
ー
ク
が
あ
っ
た
。
こ
の

氷
河
の
末
端
は
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
氷
壁
。
そ
の
上
は
大
小
の
ク
レ
バ
ス
の
入
り
乱
れ
た
緩
斜
面
で
、
や
が
て
円
形
劇
場
の
底
の
よ

う
な
広
い
氷
原
と
な
る
。
氷
原
は
二
キ
ロ
ほ
ど
ゆ
る
や
か
に
続
き
、
す
さ
ま
じ
い
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
が
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
幅

の
広
い
堂
々
た
る
ピ
ー
ク
が
立
っ
て
い
る
。
あ
と
で
テ
ン
ト
に
遊
び
に
来
た
イ
ン
デ
ィ
オ
に
『
あ
の
へ
ん
の
山
は
な
ん
と
い
う
か
』
と
た

ず
ね
る
と
『
ハ
イ
リ
ワ
ヤ
』
と
答
え
た
の
で
、
そ
の
ピ
ー
ク
を
頁
イ
リ
ワ
ヤ
主
峰
（
Ｉ
峰
）
』
と
仮
称
、
そ
の
右
手
に
五
八
○
○
メ
ー

ト
ル
前
後
の
高
さ
で
続
く
ピ
ー
ク
を
同
Ⅱ
峰
、
Ⅲ
峰
、
Ⅳ
峰
、
Ｖ
峰
と
仮
称
し
た
。
ハ
イ
リ
ワ
ヤ
と
ピ
ノ
ウ
ァ
ラ
の
間
に
も
、
さ
ら
に
三

個
の
ピ
ー
ク
を
数
え
、
こ
れ
ま
で
『
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
』
と
呼
ん
で
い
た
ピ
ー
ク
を
『
ビ
ノ
ウ
ァ
ラ
ー
峰
』
、
そ
の
右
に
隣
り
合
っ
て
い
る
ピ

ー
ク
を
『
ピ
ノ
ウ
ア
ラ
Ⅱ
峰
』
と
名
付
け
た
。
あ
と
の
二
つ
に
は
ま
だ
名
前
を
つ
け
て
い
な
い
。

ま
た
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
上
の
岩
壁
よ
り
上
部
の
谷
を
『
ク
ヌ
・
バ
ン
パ
』
（
上
の
谷
）
、
川
を
『
ハ
チ
ャ
ハ
ウ
イ
ラ
』
（
大
き
な
川
）
と
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▽
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
Ⅱ
峰
（
五
六
三
九
メ
ー
ト
ル
）

頂
稜
部
分
の
長
さ
が
百
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
そ
う
な
、
薄
い
屋
根
型
の
、
姿
の
美
し
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
頂
稜
の
ま
ん
中
あ
た
り
か
ら
傾

斜
五
十
度
以
上
の
薄
い
氷
稜
が
、
一
直
線
に
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
に
落
ち
て
い
た
。
十
三
日
、
青
木
、
竹
下
、
稲
川
の
三
人
が
こ
の
氷
稜
に

と
り
つ
い
た
が
、
け
わ
し
す
ぎ
て
だ
め
。
十
五
日
、
再
度
こ
の
三
人
で
頂
上
を
め
ざ
し
た
。
氷
稜
を
左
に
見
て
南
方
の
主
稜
線
へ
登
り
、

稜
線
伝
い
に
登
頂
し
た
。
頂
上
直
下
に
で
か
い
ク
レ
バ
ス
が
あ
っ
た
。

▽
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
・
コ
ル
（
約
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）

十
一
日
、
向
、
向
（
口
凹
、
竹
下
、
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス
の
四
人
で
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
氷
河
を
つ
め
た
。
ゆ
る
や
か
な
上
り
で
あ
る
。
空
気

が
薄
く
非
常
に
澄
ん
で
い
る
の
で
物
体
の
遠
近
感
が
な
い
。
せ
い
ぜ
い
十
分
も
歩
け
ば
と
思
う
の
に
一
時
間
か
か
っ
て
も
着
か
な
い
。
コ

ル
は
最
初
か
ら
す
ぐ
そ
こ
に
見
え
て
い
た
の
に
、
氷
河
末
端
か
ら
四
時
間
登
っ
て
も
一
向
に
近
く
な
ら
ず
、
午
後
二
時
引
き
返
し
た
。
ビ

ノ
ウ
ア
ラ
ー
峰
の
上
空
が
、
星
が
見
え
そ
う
な
ほ
ど
濃
い
。

十
六
日
、
鈴
木
、
向
（
晶
）
、
向
の
三
人
で
コ
ル
に
立
っ
た
。
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
な
ケ
ル
ン
二
個
を
見
た
。
完
全
な
処
女
地

帯
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
て
つ
。
へ
ん
に
三
角
形
の
先
の
と
が
っ
た
石
を
の
せ
た
独
特
の
形
を
し
て
い
る
。
の
ち
ほ
ど

ビ
ル
ー
ョ
・
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
Ⅱ
峰
で
も
こ
れ
と
そ
っ
く
り
の
ケ
ル
ン
を
見
た
。
ピ
ル
ー
ョ
に
は
一
九
二
八
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
し
か
は

い
っ
て
い
な
い
。
こ
の
ケ
ル
ン
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
の
も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
だ
が
同
隊
は
こ
の
コ
ル
へ
は
立
っ
て
い
な
い
は
ず

だ
。
ど
う
い
う
こ
と
か
分
か
ら
な
い
・

コ
ル
の
右
手
に
三
角
錐
の
ピ
ー
ク
が
あ
る
。
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
。
コ
ル
の
左
手
に
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
東
峰
（
仮
称
、
五
七
○
○
メ
ー

ト
と
が
あ
る
。
す
ご
い
懸
垂
氷
河
の
氷
の
房
飾
り
に
守
ら
れ
て
い
て
簡
単
に
は
手
が
出
な
い
。
東
か
ら
の
風
が
冷
た
く
、
そ
う
そ
う
に

ト
ル
）
が
あ
る
。

引
き
返
し
た
。

▽
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
ー
峰
（
五
六
○
八
メ
ー
ト
ル
）
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十
一
日
、
鈴
木
、
稲
川
、
青
木
の
三
人
が
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
を
偵
察
に
行
き
、
こ
の
ピ
ー
ク
の
頂
上
か
ら
ピ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
と
チ
ャ
チ

ャ
コ
マ
ニ
氷
河
の
合
流
点
へ
落
ち
込
む
岩
稜
に
と
り
つ
い
た
。
岩
稜
中
ほ
ど
の
ギ
ャ
ッ
プ
ヘ
ピ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
側
か
ら
雪
の
ル
ン
ゼ
を
伝

っ
て
登
り
、
さ
ら
に
岩
稜
伝
い
に
一
ピ
ッ
チ
登
り
懸
垂
で
下
り
て
き
た
。

十
三
日
、
鈴
木
、
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス
、
向
（
晶
）
、
向
の
四
人
で
頂
上
を
め
ざ
す
。
ピ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
上
の
円
形
劇
場
の
底
で
ビ
ノ
ウ
ア

ラ
Ⅱ
峰
に
向
う
三
人
と
別
れ
、
Ｉ
、
Ⅱ
峰
間
の
コ
ル
へ
登
る
。
急
傾
斜
だ
が
ア
イ
ゼ
ン
が
よ
く
き
い
た
。
大
き
な
ク
レ
や
ハ
ス
が
二
本
あ
っ

た
が
、
幸
い
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
が
か
か
っ
で
い
た
。
コ
ル
か
ら
頂
上
は
す
ぐ
の
よ
う
に
思
え
た
が
、
こ
れ
が
長
く
け
わ
し
か
っ
た
。
ビ

ノ
ウ
ァ
ラ
氷
河
側
の
雪
壁
を
二
ピ
ッ
チ
登
り
、
岩
稜
へ
・
岩
稜
は
お
も
に
東
面
を
か
ら
ん
で
登
る
。
小
さ
な
岩
壁
を
い
く
つ
も
越
す
。
岩

稜
が
終
わ
る
と
雪
の
リ
ッ
ジ
で
、
ア
ン
デ
ス
特
有
の
大
き
な
雪
団
子
が
い
く
つ
も
か
ぶ
っ
て
い
た
。
高
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
団
子

が
現
わ
れ
た
。
鈴
木
が
稜
線
伝
い
に
ザ
イ
ル
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
が
大
き
な
ク
レ
バ
ス
が
あ
り
、
お
ま
け
に
頭
上
が
大
き
く
か
ぶ
っ
て
い

て
だ
め
。
ぼ
く
が
ト
ッ
プ
を
代
わ
っ
て
、
右
側
か
ら
か
ら
み
ぎ
み
に
登
っ
て
み
た
が
、
薄
い
氷
の
下
が
岩
で
足
場
が
定
ま
ら
ず
下
り
た
。

時
間
も
な
い
の
で
午
後
四
時
引
き
返
す
。

十
五
日
、
同
じ
四
人
で
ビ
ノ
ウ
ァ
ラ
ー
峰
へ
向
か
っ
た
が
、
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス
君
は
調
子
が
悪
く
て
帰
幕
。
三
人
だ
け
で
登
っ
て
し
ま

う
の
は
か
わ
い
そ
う
な
の
で
、
Ｉ
峰
を
後
ま
わ
し
に
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
・
コ
ル
へ
登
っ
た
。

十
六
日
、
四
人
で
Ｉ
峰
を
め
ざ
し
、
登
頂
に
成
功
し
た
。
頂
上
は
稜
線
か
ら
左
半
分
が
雪
の
オ
ー
等
ハ
ー
ハ
ン
グ
、
右
側
が
岩
の
オ
ー
令
ハ

ー
ハ
ン
グ
で
守
ら
れ
て
い
た
。
近
ず
き
な
が
ら
『
登
れ
な
い
か
な
』
と
思
っ
て
い
た
が
、
幸
運
な
こ
と
に
岩
の
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
の
下
に

深
い
チ
ム
ニ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
を
た
ど
っ
て
向
う
側
へ
抜
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
頂
上
は
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
雪
塊
。
そ
の
下
に
一

畳
敷
き
ほ
ど
の
岩
棚
が
あ
り
四
人
か
た
ま
る
こ
と
が
で
き
た
。

▽
無
名
峰
（
五
七
九
一
メ
ー
ト
ル
）
、
同
（
五
八
一
二
メ
ー
ト
ル
）

ビ
ノ
ゥ
ァ
ラ
Ⅱ
峰
と
ハ
イ
リ
ゥ
ャ
ー
峰
を
結
ぶ
稜
線
の
上
に
あ
る
。
十
五
日
、
青
木
、
竹
下
、
稲
川
の
三
人
が
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
ー
峰
登
頂
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幕
し
た
。

の
余
勢
を
馳
っ
て
登
頂
し
た
。
Ｉ
峰
南
方
の
コ
ル
か
ら
稜
線
の
右
側
を
ス
ム
ー
ス
に
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
懸
垂
氷
河
上
部
の
広
い
氷

の
棚
み
た
い
な
ル
ー
ト
で
あ
る
。
雪
原
状
の
コ
ル
に
出
て
左
が
五
七
九
一
メ
ー
ト
ル
峰
、
右
が
五
八
一
二
メ
ー
ト
ル
峰
、
ハ
ィ
リ
ワ
ャ
ー

峰
の
付
属
物
的
な
存
在
で
は
あ
る
が
、
立
派
な
形
を
し
て
い
る
の
で
登
頂
リ
ス
ト
に
加
え
る
こ
と
に
し
た
。
三
人
は
疲
れ
き
っ
て
深
夜
帰

▽
ハ
イ
リ
ワ
ヤ
Ⅱ
峰
（
五
八
二
八
メ
ー
ト
ル
）
、
同
Ⅲ
峰
（
五
八
三
七
メ
ー
ト
ル
）
、
同
Ⅳ
峰
（
五
五
七
八
メ
ー
ト
ル
）

十
七
日
、
稲
川
、
青
木
、
竹
下
の
三
人
が
一
気
に
縦
走
に
成
功
し
た
。
円
形
劇
場
の
底
か
ら
Ⅲ
、
Ⅳ
峰
間
の
ル
ン
、
セ
を
登
る
。
下
部
は

大
岩
の
ご
ろ
ご
ろ
し
た
堆
石
地
帯
、
ル
ン
ゼ
は
氷
と
な
っ
て
か
ら
傾
斜
が
増
し
、
底
が
ま
っ
暗
な
大
ク
レ
守
ハ
ス
を
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
で

渡
る
。
コ
ル
の
直
下
が
雪
の
小
テ
ラ
ス
。
右
へ
や
せ
た
氷
稜
を
二
十
分
ほ
ど
登
る
と
Ⅳ
峰
頂
上
。
テ
ラ
ス
へ
戻
り
、
稜
線
伝
い
は
通
過
で

き
な
い
の
で
、
稜
線
の
ビ
ノ
ウ
ア
ラ
氷
河
側
の
氷
壁
を
か
ら
み
ぎ
み
に
登
る
。
Ⅲ
峰
頂
稜
は
長
さ
百
メ
ー
ト
ル
に
近
い
、
氷
の
釣
り
尾

根
。
右
側
は
Ⅳ
峰
か
ら
Ⅱ
峰
ま
で
高
さ
八
百
メ
ー
ト
ル
に
近
い
垂
直
の
氷
壁
で
あ
る
。
氷
壁
の
下
は
別
の
氷
河
が
ク
ヌ
・
パ
ン
パ
ヘ
向
か

根
。
右
側
は
Ⅳ
峰
込

っ
て
落
ち
て
い
る
。

や
せ
尾
根
を
下
り
、
再
び
登
っ
て
Ⅱ
峰
。
こ
の
下
り
に
は
雪
庇
が
な
か
っ
た
。
Ⅱ
峰
か
ら
一
た
ん
下
っ
て
、
Ｉ
峰
の
付
属
ピ
ー
ク
を
登

り
始
め
た
が
つ
ま
り
、
右
へ
お
り
る
。
こ
の
へ
ん
右
か
ら
氷
河
が
上
が
っ
て
き
て
い
て
傾
斜
が
ゆ
る
く
、
ひ
ざ
以
上
の
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し

ん
だ
。
ど
う
し
て
も
Ｉ
峰
へ
の
ル
ー
ト
が
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
ク
レ
、
ハ
ス
を
巻
き
な
が
ら
下
り
、
氷
河
を
た
ど
っ
て
深
夜
帰
幕
。

▽
ネ
バ
ド
・
ヤ
リ
ガ
タ
ケ
（
五
八
○
○
メ
ー
ト
ル
）

二
十
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
毎
日
見
下
ろ
し
て
い
る
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
峰
攻
略
の
た
め
偵
察
隊
を
出
し
た
。
鈴
木
と
竹
下
は
チ

ャ
チ
ャ
コ
言
一
氷
河
を
つ
め
、
南
峰
、
主
峰
間
へ
出
る
ル
ー
ト
を
探
し
に
行
っ
た
が
、
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
氷
河
は
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
・
コ

ル
手
前
の
屈
曲
点
か
ら
上
は
、
ク
レ
、
ハ
ス
の
状
態
が
非
常
に
悪
く
て
通
過
で
き
ず
、
疲
れ
き
っ
て
帰
っ
て
き
た
。

青
木
と
稲
川
は
南
峰
西
面
を
と
り
か
こ
む
大
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
に
挑
ん
だ
。
こ
の
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
は
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
・
フ
の
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二
十
二
日
早
朝
、
六
人
で
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
峰
へ
向
か
っ
た
。
テ
ン
ト
の
そ
ば
の
急
な
堆
石
の
斜
面
を
し
ば
ら
く
登
る
と
、
チ
ャ
チ

ャ
コ
マ
ニ
西
氷
河
支
流
の
舌
端
に
出
た
。
舌
端
部
は
垂
直
で
手
が
出
な
い
。
少
し
左
へ
岩
場
を
よ
じ
た
あ
と
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
に
と
り

つ
く
。
堅
い
氷
だ
っ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
が
よ
く
さ
さ
ら
な
い
。
時
間
が
か
か
っ
た
。
五
十
メ
ー
ト
ル
ニ
ピ
ッ
チ
で
登
り
き
る
。
二
・
ハ
ー

テ
ィ
ー
に
分
か
れ
て
氷
塔
地
帯
を
進
み
、
大
雪
原
へ
出
る
。
南
峰
が
雪
原
の
か
な
た
に
す
ば
ら
し
い
ヒ
マ
ラ
ャ
ヒ
ダ
の
南
壁
を
見
せ
て
立

▽
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
峰
（
六
○
一
二
○
メ
ー
ト
ル
）

南
峰
へ
二
偵
察
隊
を
出
し
た
日
、
ぼ
く
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
背
後
の
尾
根
へ
登
っ
た
。
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
見
下
ろ
す
南
峰
の
南

稜
か
ら
登
頂
の
可
能
性
が
あ
る
、
と
か
ね
が
ね
思
っ
て
い
た
か
ら
、
そ
れ
を
よ
く
観
察
す
る
た
め
で
あ
る
。
南
稜
の
左
側
に
ア
イ
ス
・
フ

ォ
ー
ル
の
主
流
が
落
ち
て
い
た
。
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
を
南
稜
下
部
の
岩
尾
根
の
接
点
を
た
ど
っ
て
、
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
上
部
へ
前
進

キ
ャ
ン
プ
を
出
す
こ
と
を
考
え
た
。
だ
が
南
稜
の
上
部
は
非
常
に
や
せ
た
氷
の
リ
ッ
ジ
で
、
か
な
り
む
ず
か
し
そ
う
だ
。

青
木
た
ち
が
見
つ
け
た
ル
ー
ト
に
従
っ
て
上
部
雪
原
を
渡
り
、
南
峰
、
主
峰
間
の
コ
ル
へ
出
る
こ
と
に
し
た
。
二
十
一
日
、
支
谷
に
前

進
キ
ャ
ン
プ
を
出
し
、
六
人
で
は
い
っ
た
。
ベ
ナ
ン
シ
オ
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
の
留
守
番
だ
（
グ
テ
ィ
エ
ー
レ
ス
君
は
十
八
日
下
山
）
。
前
進
キ

ャ
ン
プ
の
標
高
は
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
・
湿
原
の
ほ
と
り
で
あ
る
。
数
百
メ
ー
ト
ル
上
に
小
氷
河
の
舌
端
が
あ
り
、
こ
の
氷
河
は
ヤ
リ
ガ

タ
ケ
に
つ
き
上
げ
て
い
る
。

壁
を
登
っ
た
。
氷
壁
の
上
は
し
ば
ら
く
セ
ラ
秤

を
は
さ
ん
で
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
峰
に
対
す
ｚ

ど
岩
で
、
槍
ケ
岳
頂
上
部
を
大
き
く
し
た
よ
声
《

ガ
タ
ケ
』
と
命
名
。

上
の
百
メ
ー
ト
ル
の
岩
壁
か
ら
続
く
岩
山
に
よ
っ
て
、
二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。
主
流
は
ク
ヌ
・
バ
ン
パ
へ
落
ち
、
支
流
が
ベ
ー
ス
・
キ

ャ
ン
プ
の
対
岸
に
食
い
込
む
支
谷
へ
落
ち
て
い
る
。
青
木
た
ち
は
こ
の
支
谷
か
ら
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
末
端
部
の
高
さ
百
メ
ー
ト
ル
の
氷

壁
を
登
っ
た
。
氷
壁
の
上
は
し
ば
ら
く
セ
ラ
ッ
ク
ス
地
帯
が
続
き
、
そ
の
上
は
ア
イ
ス
・
フ
ォ
ー
ル
上
部
の
大
雪
原
で
あ
る
。
こ
の
雪
原

を
は
さ
ん
で
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
南
峰
に
対
す
る
岩
峰
に
登
頂
し
て
き
た
。
西
面
は
雪
が
つ
い
て
い
る
が
、
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
側
は
ほ
と
ん

ど
岩
で
、
槍
ヶ
岳
頂
上
部
を
大
き
く
し
た
よ
う
な
鋭
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
か
な
り
き
わ
ど
い
岩
登
り
だ
っ
た
と
い
う
。
『
ネ
バ
ド
・
ヤ
リ
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っ
て
い
た
。
雪
原
の
上
で
は
暑
さ
に
ま
い
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
が
ひ
ど
く
て
ピ
ッ
チ
が
あ
が
ら
な
い
・
竹
下
、
青
木
、
稲
川
が
先
行
パ
ー
テ

ィ
ー
。
一
番
若
い
稲
川
が
ト
ッ
プ
で
深
雪
と
格
闘
し
て
い
る
。

南
峰
か
ら
主
峰
へ
か
け
て
の
稜
線
直
下
に
は
、
広
い
と
こ
ろ
で
は
幅
十
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
そ
う
な
ク
レ
バ
ス
が
、
長
さ
一
キ
ロ
ほ
ど
も

続
い
て
い
た
。
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
回
わ
り
こ
む
と
、
不
気
味
な
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
が
か
か
っ
て
い
た
。
両
峰
間
の
コ
ル
近
く
か
ら
猛
烈

な
西
風
に
悩
ま
さ
れ
た
。
あ
ま
り
冷
た
く
て
一
時
は
登
頂
を
断
念
し
よ
う
と
思
う
ほ
ど
だ
っ
た
。
コ
ル
か
ら
急
な
氷
壁
に
ス
テ
ッ
プ
を
た

ん
ね
ん
に
切
っ
て
三
ピ
ッ
チ
。
先
行
パ
ー
テ
ィ
ー
は
寒
さ
の
た
め
頂
上
に
居
た
た
ま
れ
ず
、
先
に
下
り
て
き
た
。
頂
上
は
長
さ
三
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
狭
い
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
で
あ
る
。
帰
途
、
氷
塔
地
帯
で
月
が
出
た
。

▽
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ
ニ
主
峰
（
六
○
七
四
メ
ー
ト
ル
）

二
十
四
日
、
鈴
木
、
青
木
、
竹
下
の
三
人
が
第
二
登
に
成
功
し
た
。
南
峰
と
の
コ
ル
直
下
ま
で
前
々
日
の
ル
ー
ト
を
た
ど
り
、
腹
ま
で

の
ラ
ッ
セ
ル
に
悩
み
な
が
ら
左
へ
ト
ラ
バ
ー
ス
を
続
け
る
。
北
面
へ
出
る
と
ク
レ
バ
ス
だ
ら
け
の
堅
雪
の
斜
面
だ
っ
た
。
頂
上
部
分
は
は

じ
め
は
急
な
氷
壁
で
と
り
つ
け
ず
、
主
稜
線
近
く
ま
で
ま
わ
り
込
ん
で
頂
上
に
立
っ
た
。
主
峰
は
頂
稜
部
分
の
長
さ
が
二
百
メ
ー
ト
ル
も

あ
り
そ
う
な
屋
根
型
の
ピ
ー
ク
で
、
頂
上
は
そ
の
東
端
。
西
端
も
六
○
六
○
メ
ー
ト
ル
の
標
高
が
算
定
し
て
あ
り
、
登
頂
し
た
。
西
峰
と

し
て
別
個
に
扱
っ
て
も
い
い
の
だ
が
、
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
の
で
登
頂
リ
ス
ト
に
は
加
え
な
い
。

▽
ハ
イ
リ
ワ
ヤ
ー
峰
（
五
九
四
○
メ
ー
ト
ル
）

南
峰
登
頂
の
翌
日
、
向
、
向
（
晶
）
、
稲
川
の
三
人
は
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
に
下
り
た
。
翌
二
十
四
日
、
向
、
稲
川
、
ベ
ナ
ン
シ
オ
の
三

人
が
ハ
イ
リ
ワ
ャ
の
主
峰
（
Ｉ
峰
）
に
登
っ
た
。
頂
上
部
分
は
こ
れ
も
長
さ
二
百
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
屋
根
型
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
無
名
峰
二

つ
を
登
頂
し
た
と
き
の
ル
ー
ト
を
た
ど
り
、
懸
垂
氷
河
の
上
部
を
巻
い
た
。
頂
上
の
西
側
は
大
き
な
雪
庇
で
、
下
の
氷
河
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
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ラ
パ
ス
に
帰
っ
て
一
週
間
ほ
ど
休
養
し
、
七
月
六
日
第
二
次
登
山
に
出
発
し
た
。
こ
の
回
は
ラ
パ
ス
在
住
の
太
田
さ
ん
と
ボ
リ
ビ
ア
山

岳
会
の
ノ
エ
ル
・
カ
ス
テ
ィ
ー
ョ
君
が
同
行
し
た
。
太
田
さ
ん
は
工
学
院
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
ボ
リ
ビ
ア
日
東
金
属
鉱
山
に
勤
め
て
い

る
。
ぼ
く
た
ち
が
来
る
の
を
知
っ
て
『
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
も
ら
お
う
と
、
装
備
を
日
本
か
ら
と
り
寄
せ
て
い
た
』
と
い
う
。

第
二
次
登
山
の
目
的
は
レ
ァ
ル
北
端
の
ソ
ラ
タ
山
群
で
あ
る
。
ソ
ラ
タ
山
群
に
は
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
（
六
四
二
七
メ
ー
ト
ル
）
と
イ
ャ
ン
・
フ

（
六
三
ハ
ニ
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う
二
つ
の
巨
峰
が
あ
る
。
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
は
三
回
、
イ
ャ
ン
・
フ
は
二
回
登
ら
れ
て
い
る
。
両
峰
の
間
に
六
千
メ

ー
ト
ル
前
後
の
ピ
ー
ク
が
四
つ
ほ
ど
。
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
か
ら
東
に
伸
び
る
レ
ア
ル
主
稜
線
上
に
ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
、
ウ
ー
マ
ア
リ
ャ
ン
タ
な

ど
の
処
女
山
群
が
あ
る
。
こ
の
山
群
の
南
に
は
い
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
谷
の
源
頭
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
お
き
、
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
と

処
女
山
群
を
登
ろ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
が
、
第
一
次
登
山
の
間
に
米
豪
合
同
登
山
隊
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
谷
に
は
い
り
、
ア
ン
コ
ウ

ー
マ
の
第
四
登
と
そ
の
他
い
く
つ
か
の
登
頂
に
成
功
し
た
と
い
う
。
計
画
を
変
更
し
て
、
北
面
か
ら
ソ
ラ
タ
山
群
の
内
ふ
と
こ
ろ
へ
深
く

食
い
込
ん
で
い
る
コ
ー
コ
谷
に
は
い
る
こ
と
に
し
た
。

ソ
ラ
タ
山
群
に
関
し
て
は
、
エ
シ
ュ
、
ハ
リ
ー
ァ
氏
が
貸
し
て
く
れ
た
色
刷
り
五
万
分
の
一
地
図
が
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
の
オ
ー
ス
ト

リ
ア
隊
が
測
量
し
た
地
図
で
あ
る
。
コ
ー
コ
谷
に
は
、
こ
の
隊
以
外
は
い
っ
た
記
録
が
な
い
・

途
中
四
泊
し
て
上
部
コ
ー
コ
谷
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
定
め
た
。
す
さ
ま
じ
い
鉄
砲
上
り
と
鉄
砲
下
り
の
連
続
だ
っ
た
。
コ
ー
コ
部

落
の
住
人
は
ず
る
く
て
リ
ャ
ー
マ
の
交
渉
に
骨
が
折
れ
た
。

ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
は
標
高
四
六
○
○
メ
ー
ト
ル
。
ビ
ル
ー
ョ
・
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
の
山
す
そ
に
あ
る
、
小
さ
な
氷
河
湖
の
そ
ば
。
モ
レ

ー
ン
の
間
に
青
い
氷
河
湖
が
多
数
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
上
部
コ
ー
コ
谷
を
へ
だ
て
て
西
方
の
空
を
仰
ぐ
と
、
イ
ャ
ン
プ
か
ら
ア
ン
コ
ウ
ー

マ
ヘ
か
け
て
ぎ
ざ
ぎ
ざ
の
鋭
い
ピ
ー
ク
が
並
び
、
そ
の
中
か
ら
大
き
な
氷
河
が
三
本
落
ち
て
い
た
。
南
方
、
谷
の
源
頭
に
は
、
ア
ン
コ
ピ

第
二
次
登
山
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参
照
ｌ
編
者
）

テ
ィ
山
群
の
白
い
ピ
ー
ク
が
連
な
っ
て
い
る
。

▽
イ
ヤ
ン
プ
（
六
一
三
ハ
ニ
メ
ー
ト
ル
）
試
登

一
番
手
近
か
な
イ
ヤ
ン
プ
を
ま
ず
攻
め
る
こ
と
に
し
た
。
コ
ー
コ
谷
を
渡
っ
て
イ
ャ
ン
プ
氷
河
の
ほ
と
り
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
出
し

た
。
ピ
コ
・
デ
ル
・
ノ
ル
テ
（
六
○
八
○
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
イ
ャ
ン
プ
ヘ
か
け
て
は
、
高
さ
五
百
’
八
百
メ
ー
ト
ル
の
す
ご
い
岩
壁
が
二
キ
ロ

以
上
も
続
い
て
い
る
。
岩
と
氷
の
巨
大
な
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
が
あ
り
、
ま
っ
た
く
手
が
出
な
い
。
イ
ャ
ン
プ
氷
河
を
つ
め
て
源
頭
の
コ
ル

（
五
九
九
三
メ
ー
ト
ル
）
に
出
た
。
頂
上
ま
で
直
線
距
離
で
一
キ
ロ
弱
、
比
高
三
百
六
十
九
メ
ー
ト
ル
。
コ
ル
か
ら
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
を
一
つ
越

す
と
、
そ
の
先
は
ま
ず
高
さ
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
垂
壁
で
あ
る
。
稜
線
の
右
側
は
大
き
な
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
混
じ
り
の
つ
る
つ
る
の
ス
ラ

ブ
。
リ
ス
が
な
く
登
れ
な
い
。
左
は
薄
い
氷
が
張
り
つ
い
て
い
る
。
少
し
西
面
に
お
り
て
、
氷
壁
に
く
い
込
ん
で
い
る
浅
い
ガ
リ
ー
を
登

る
こ
と
に
し
た
。
だ
が
、
こ
れ
も
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
に
守
ら
れ
て
い
る
。
コ
ル
の
下
に
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
出
し
計
五
日
間
、
交
代
で
こ
の

ガ
リ
ー
に
ザ
イ
ル
を
伸
ば
し
た
が
、
つ
い
に
突
破
で
き
な
か
っ
た
。
食
料
と
ハ
ー
ケ
ン
が
尽
き
、
そ
の
う
え
西
風
が
鋭
す
ぎ
た
。
イ
ヤ
ン

プ
は
時
間
が
あ
ま
っ
た
ら
ま
た
試
み
る
こ
と
に
し
、
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
に
目
を
向
け
た
。
（
神
戸
大
隊
の
イ
ャ
ン
．
フ
試
登
に
つ
い
て
は
「
山
岳
」
第
五
九
年

原
の
中
を
う
ね
っ
て
い
る
。

二
十
二
日
、
全
員
で
荷
哩

全
員
で
荷
物

▽
無
名
峰
（
六
○
五
六
メ
ー
ト
ル
）

イ
ャ
ン
プ
・
コ
ル
の
南
側
に
あ
る
岩
峰
に
十
六
日
、
鈴
木
、
稲
川
、
ノ
エ
ル
の
三
人
が
登
っ
た
。
コ
ル
か
ら
は
取
り
つ
け
ず
、
北
壁
の

ガ
ラ
ガ
ラ
崩
れ
る
ル
ン
ゼ
を
登
り
、
登
頂
後
は
急
な
氷
壁
へ
下
る
。
か
な
り
の
ア
ル
や
ハ
イ
ト
だ
っ
た
。
ノ
エ
ル
は
十
八
日
下
山
。

▽
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
（
六
四
二
七
メ
ー
ト
ル
）

コ
ー
コ
谷
を
さ
ら
に
ニ
キ
ロ
さ
か
上
っ
た
湿
原
の
ほ
と
り
に
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
を
移
し
た
。
流
れ
は
幅
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
な
り
湿

を
分
け
て
背
負
い
、
ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
ー
峰
北
面
の
氷
河
を
さ
か
上
る
。
氷
河
を
抜
け
て
、
Ｉ
峰
か
ら
北
方
に
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ア
ン
コ
ゥ
ー
マ
に
と
り
つ
く
に
は
、
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
氷
河
の
上
部
氷
原
を
二
キ
ロ
ほ
ど
横
断
す
る
。
二
十
三
日
試
登
。
ぼ
く
は
早
め
に

引
き
返
し
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
ま
で
コ
ン
ロ
の
補
給
に
往
復
し
た
。
二
台
の
コ
ン
ロ
が
そ
ろ
っ
て
使
い
も
の
に
な
ら
ず
、
前
夜
来
腹
を

へ
ら
し
、
の
ど
は
か
ら
か
ら
だ
っ
た
。
二
十
五
日
、
稲
川
、
竹
下
、
向
の
三
人
で
登
頂
に
成
功
し
た
。
第
五
登
で
あ
る
。
西
方
か
ら
雲
が

押
し
寄
せ
て
、
山
頂
部
で
は
視
界
は
十
メ
ー
ト
ル
も
な
か
っ
た
。

ア
ン
コ
ゥ
ー
マ
氷
河
か
ら
三
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
氷
壁
を
登
っ
て
主
稜
線
へ
。
イ
ャ
ン
プ
ー
ァ
ン
コ
ウ
ー
マ
間
で
は
こ
こ
だ
け
例
外
的

に
幅
の
広
い
稜
線
を
一
キ
ロ
ほ
ど
風
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
進
み
、
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
第
二
の
氷
壁
を
登
る
。
そ
の
上
は
見
事
な
三
角
形

の
リ
ッ
ジ
が
急
角
度
に
伸
び
上
が
っ
て
い
た
。
頂
上
は
広
い
雪
原
だ
っ
た
。

▽
ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
Ⅶ
峰
（
五
八
五
○
メ
ー
ト
ル
）

ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
山
群
は
地
図
の
上
で
は
七
つ
の
ピ
ー
ク
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
な
か
な
か
立
派
な
姿
を
し
て
い
る
。
二

十
三
日
、
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
青
木
、
鈴
木
、
太
田
さ
ん
の
三
人
が
Ⅶ
峰
に
登
頂
し
た
。
頂
上
に
オ
レ
ン
ジ
の
皮
が
あ
っ
た
と
い

う
。
反
対
側
か
ら
米
豪
隊
に
初
登
頂
を
さ
ら
わ
れ
た
ら
し
い
。
懸
垂
氷
河
に
手
こ
ず
っ
た
と
い
う
。

▽
ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
ー
峰
（
五
八
六
三
メ
ー
ト
ル
）

頂
上
部
分
が
き
れ
い
な
雪
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
。
二
十
四
日
、
天
候
悪
く
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
に
登
れ
な
い
で
停
滞
し
て
い

た
。
午
前
十
時
ご
ろ
風
が
弱
ま
っ
た
の
で
妻
と
二
人
で
登
り
に
行
っ
た
。

雪
の
支
稜
伝
い
に
三
時
間
で
往
復
で
き
る
と
踏
ん
で
い
た
が
、
実
際
は
六
時
間
か
か
っ
た
。
支
稜
の
上
は
下
か
ら
見
え
な
い
ク
レ
録
ハ
ス

伸
び
る
幅
の
広
い
氷
稜
の
上
に
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
作
っ
た
。
向
、
竹
下
、
稲
川
、
向
（
晶
）
の
四
人
が
は
い
り
、
他
は
下
る
。
す
さ
ま
じ

い
西
風
で
あ
る
。
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
東
面
は
巨
大
な
鋭
い
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
。
眺
め
て
い
る
と
気
が
め
入
り
こ
み
そ
う
な
迫
力
が
あ
る
。
前
面
は

比
高
八
百
メ
ー
ト
ル
の
赤
黒
い
大
岩
壁
。
両
サ
イ
ド
の
稜
線
は
分
厚
い
雪
庇
が
重
な
っ
て
い
る
。
前
進
キ
ャ
ン
プ
の
標
高
は
五
五
○
○
メ

、
ｌ
ト
ー
レ
Ｏ

ノ

I
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が
何
本
も
走
っ
て
時
間
が
か
か
り
、
最
後
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
大
き
な
ク
レ
バ
ス
に
と
り
ま
か
れ
て
い
て
渡
れ
な
い
。
ク
レ
バ
ス
の
下
を
右

へ
主
稜
線
の
近
く
ま
で
巻
い
て
、
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡
り
、
六
十
度
ほ
ど
の
氷
壁
を
二
ピ
ッ
チ
登
り
主
稜
線
に
立

っ
た
。
そ
こ
か
ら
頂
上
ま
で
は
薄
い
氷
稜
が
伸
び
上
が
っ
て
い
た
。
薄
い
上
に
風
が
激
し
い
の
で
立
ち
上
が
れ
な
い
。
氷
稜
に
ま
た
が
っ

た
。
右
足
は
ぶ
ら
ぷ
ら
。
左
足
は
か
ろ
う
じ
て
雪
面
に
あ
た
っ
た
。
大
き
な
階
段
を
作
り
な
が
ら
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
約
十
ピ
ッ
チ
で
頂

上
に
立
っ
た
。
米
豪
隊
の
足
跡
は
な
い
。

▽
ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
Ⅳ
峰
（
五
八
一
八
メ
ー
ト
ル
）

鈴
木
、
太
田
さ
ん
、
青
木
の
三
人
が
二
十
六
日
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
か
ら
往
復
し
た
。
ア
ン
コ
ピ
テ
ィ
ー
峰
東
面
に
つ
き
上
げ
る
氷
河
の

上
部
雪
原
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
稜
線
に
出
た
。
上
部
雪
原
で
は
腰
ま
で
の
ラ
ッ
セ
ル
に
悩
ま
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
雪
も
降
っ
た
。
Ⅳ
峰
は

Ｖ
峰
（
五
八
三
九
メ
ー
ト
ル
）
と
対
に
な
っ
て
い
る
。
Ｖ
峰
の
付
属
物
と
と
れ
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
そ
れ
で
も
三
角
帽
子
み
た
い
な
す
る
ど

二
十
七
日
、
竹
下
と
稲
川
が
Ｉ
椎

立
っ
て
い
る
鋭
い
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

竹
下
と
稲
川
が
Ｉ
峰

く
仁

▽
ビ
ル
ー
ョ
・
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
ー
峰
（
五
六
○
○
メ
ー
ト
ル
）

「
ビ
ル
ー
ョ
』
と
は
「
血
の
』
と
い
う
意
味
の
ア
イ
マ
ラ
語
。
『
ビ
ル
ー
ョ
・
ア
ン
コ
ウ
ー
直
で
『
血
の
白
い
水
」
と
い
う
意
味
に

な
り
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
、
と
思
っ
て
い
た
が
、
山
を
見
て
納
得
し
た
。
岩
が
鉄
物
を
含
ん
で
い
て
非
常
に
赤
い
。
ウ
ー
マ
ァ
リ
ャ

ン
タ
か
ら
主
稜
線
を
は
ず
れ
北
方
に
伸
び
て
、
小
じ
ん
ま
り
し
た
一
群
を
形
造
っ
て
い
る
。
、
ヘ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
か
ら
湿
原
を
渡
っ
て
行

▽
ビ
ル
ー
ヨ
・
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
Ⅱ
峰
（
五
五
五
○
メ
ー
ト
ル
）
、
同
Ⅲ
峰
（
五
五
二
○
メ
ー
ト
ル
）

二
十
七
日
、
向
、
向
（
晶
）
登
頂
。
午
前
中
は
雪
が
舞
っ
た
。
Ⅱ
峰
は
一
九
二
八
年
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
が
登
頂
し
た
ら
し
い
。
岩
稜

い
ピ
ー
ク
で
あ
る
。

に
登
頂
。
ク
レ
バ
ス
だ
ら
け
で
ル
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
む
ず
か
し
か
っ
た
。
四
面
が
き
り
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を
登
っ
て
行
く
。
氷
河
の
近
く
の
テ
ラ
ス
上
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
隊
の
も
の
と
思
わ
れ
る
大
き
な
ケ
ル
ン
が
あ
っ
た
。
チ
ャ
チ
ャ
コ
マ

ニ
・
コ
ル
で
見
た
ケ
ル
ン
と
そ
っ
く
り
で
、
て
つ
・
へ
ん
の
方
角
を
示
す
ら
し
い
三
角
形
の
石
が
の
っ
て
い
る
。

Ⅲ
峰
は
西
面
の
懸
垂
氷
河
を
つ
め
た
が
、
頂
上
部
分
は
高
さ
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
本
を
立
て
た
よ
う
な
氷
壁
で
直
登
で
き
な
い
。
左
の

北
方
稜
線
に
ま
わ
り
込
ん
で
登
頂
し
た
。
頂
上
は
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
薄
い
氷
稜
。

南
方
の
Ⅲ
峰
へ
縦
走
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
〃
本
″
の
角
に
大
き
な
ク
レ
、
ハ
ス
が
あ
り
下
り
ら
れ
な
い
・
反
対
側
へ
上
り
の
ル
ー
ト
を

下
っ
た
あ
と
、
〃
本
″
の
す
そ
を
め
ぐ
る
大
き
な
ク
レ
や
ハ
ス
伝
い
に
歩
い
て
Ⅱ
．
Ⅲ
峰
間
の
コ
ル
に
出
、
Ⅱ
峰
も
登
頂
し
た
。
東
面
に
も

か
な
り
大
き
な
氷
河
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
ビ
ル
ー
ョ
・
ア
ン
コ
ウ
ー
マ
山
群
に
は
、
こ
の
ほ
か
Ⅳ
峰
冤
四
五
○
メ
ー
ト
ル
）
、
Ｖ

峰
（
五
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。

第
二
次
登
山
は
予
定
よ
り
長
び
い
た
の
で
、
食
料
が
な
く
な
っ
て
困
っ
た
。
ピ
ス
ト
ル
を
携
行
し
て
い
た
の
で
、
ビ
ス
ヵ
ッ
チ
ャ
（
尻

足
の
虻
い
山
ワ
さ
ぎ
）
を
十
一
匹
撃
っ
て
食
、
へ
た
。
二
十
九
日
、
約
束
し
て
い
た
と
お
り
、
コ
ー
コ
部
落
か
ら
リ
ャ
ー
マ
を
追
っ
て
男
た
ち
が

上
が
っ
て
き
た
。
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
く
ず
を
少
し
ず
つ
分
け
て
食
令
へ
出
発
。
ガ
ス
が
深
く
道
に
迷
っ
た
。
ま
っ
暗
に
な
っ
て
コ
ー
コ
部
落
に

着
い
た
。
三
十
一
日
ラ
パ
ス
に
帰
着
し
た
。

八
月
十
二
日
午
後
晩
く
ラ
パ
ス
を
出
発
、
十
七
日
に
登
頂
し
、
十
九
日
午
後
ラ
パ
ス
に
帰
っ
た
。
サ
ハ
マ
周
辺
は
せ
め
て
ひ
と
月
ぐ
ら

い
か
け
て
、
ゆ
っ
く
り
探
っ
て
み
た
か
っ
た
の
だ
が
、
帰
国
の
時
間
が
迫
っ
て
サ
ハ
マ
だ
け
の
馳
け
足
登
山
に
終
わ
っ
た
。
十
九
日
に
ラ

パ
ス
を
離
れ
て
・
へ
ル
ー
経
由
帰
国
の
予
定
だ
っ
た
。

ル
（
西
ア
ン
デ
ろ
に
属
し
て
い
る
。

サ
ハ
マ
（
六
五
三
メ
ー
ト
ル
）
は
ボ
リ
ビ
ア
の
最
高
峰
で
あ
る
。
チ
リ
と
の
国
境
線
を
走
る
火
山
帯
、
コ
ル
デ
ィ
ェ
ラ
・
オ
ク
シ
デ
ン
タ

第
三
次
登
山
Ⅱ
サ
ハ
マ
の
登
頂
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Studies,

船
会
社
と
の
交
渉
の
た
め
青
木
を
ラ
パ
ス
に
残
し
、
隊
員
五
人

に
ベ
ナ
ン
シ
オ
、
計
六
人
の
パ
ー
テ
ィ
ー
・
サ
ハ
マ
西
麓
の
サ
ハ
マ

部
落
（
約
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
途
中
三
泊
。
朝
は

ト
ラ
ッ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
が
寒
さ
で
動
か
ず
、
一
時
間
ほ
ど
後
押
し

を
し
た
。
チ
チ
カ
カ
湖
と
ポ
ー
ポ
湖
を
結
ぶ
デ
ス
ア
グ
ァ
デ
ー
ロ

川
で
は
、
箱
舟
で
ト
ラ
ッ
ク
ご
と
渡
っ
た
の
だ
が
、
〃
渡
し
守
″

が
の
ん
び
り
し
て
い
て
ま
る
一
日
近
く
か
か
っ
た
。
水
の
枯
れ
た

川
床
を
渡
る
さ
い
、
車
輪
が
泥
に
は
ま
り
こ
み
ま
い
っ
た
。
塩
だ

ら
け
の
土
地
で
飲
み
水
が
少
な
く
て
、
泥
水
を
飲
ん
だ
。
道
と
い

え
る
も
の
の
な
い
、
奇
怪
な
溶
岩
の
峠
を
越
え
た
。
同
乗
さ
せ
て

や
っ
た
イ
ン
デ
ィ
オ
に
道
を
だ
ま
さ
れ
、
と
ん
で
も
な
く
遠
い
と

こ
ろ
に
連
れ
て
行
か
れ
た
。
イ
ン
デ
ィ
オ
の
泥
の
家
の
土
間
に
寝

た
。

近
く
か
ら
仰
ぐ
サ
ハ
マ
は
『
こ
れ
が
山
だ
』
と
い
う
よ
う
な
迫

力
で
あ
る
。
分
厚
い
氷
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
る
。
富
士
山
の
よ
う

に
、
一
見
ど
こ
か
ら
で
も
登
れ
そ
う
だ
が
、
麓
と
頂
上
を
結
ぶ
線

が
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。

サ
ハ
マ
部
落
か
ら
人
夫
を
雇
っ
て
、
火
山
礫
の
裾
野
を
一
日
登

り
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
設
営
。
十
七
日
、
鈴
木
と
稲
川
が
頂
上
に
立
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っ
た
。
時
間
が
な
く
全
員
登
頂
は
果
せ
な
か
っ
た
。

山
行
の
間
中
す
ご
い
西
風
に
吹
き
ま
く
ら
れ
た
。
登
頂
の
日
も
頂
上
は
雲
の
中
に
あ
り
、
鈴
木
た
ち
二
人
は
、
富
士
の
突
風
が
連
続
し

て
吹
く
よ
う
な
強
風
に
悩
ま
さ
れ
た
。
頂
上
は
大
氷
原
で
あ
る
。

十
八
日
サ
ハ
マ
部
落
を
離
れ
、
往
路
と
は
違
う
サ
ハ
マ
南
麓
を
ま
わ
る
道
を
た
ど
っ
た
。
夜
、
大
高
原
で
ト
ラ
ッ
ク
ご
と
道
に
迷
い
、

深
夜
飲
み
水
も
な
い
ま
ま
ト
ラ
ッ
ク
の
上
で
眠
っ
た
。

（63）



人
類
最
初
の
八
千
メ
ー
ト
ル
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
主
峰
（
八
○
七
八
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
南
に
の
び
る
稜
線
が
、

フ
ィ
ン
ガ
ー
（
七
一
六
○
メ
ー
ト
ル
）
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
南
に
の
び
て
南
峰
（
七
二
五
六
メ
ー
ト
ル
）
を
聲
立
さ
せ
て
い
る
。
一
九
六
四
年
秋
、

京
都
大
学
山
岳
部
は
学
生
を
主
体
と
す
る
隊
を
こ
の
山
に
送
り
、
初
登
頂
に
成
功
し
た
。

京
都
大
学
山
岳
部
は
一
九
六
二
年
に
、
イ
ン
ド
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
に
あ
る
イ
ン
ド
ラ
サ
ン
（
六
二
三
メ
ー
ト
ル
）
に
第
一
回
の
遠
征
隊
を

送
り
、
そ
の
初
登
頂
に
成
功
し
た
（
「
山
岳
」
第
五
八
年
参
照
）
．
今
度
が
第
二
回
目
で
あ
る
。
今
度
は
七
千
メ
ー
ト
ル
級
の
手
頃
な
未
登
峰
を

と
い
う
の
で
、
最
初
西
ネ
パ
ー
ル
に
あ
る
カ
ン
ジ
ロ
バ
（
七
○
四
一
一
メ
ー
ト
ル
）
が
候
補
に
あ
げ
ら
れ
、
い
ろ
い
ろ
検
討
さ
れ
た
結
果
、
だ
い

い
ち
キ
ャ
ラ
バ
ン
に
一
カ
月
も
か
か
る
の
で
は
遠
す
ぎ
る
し
、
そ
の
上
こ
の
山
自
身
の
資
料
が
少
な
過
ぎ
る
た
め
、
登
頂
の
可
能
性
が
さ

っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
う
い
う
山
は
現
在
の
山
岳
部
の
目
標
と
し
て
は
不
適
格
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
つ
ぎ
の
山
が
物
色

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
（
七
六
四
○
メ
ー
ト
ル
）
が
目
標
に
選
ば
れ
た
。
こ
の
山
な
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
も
比
較
的
短
か
く
、
資

ア
ン
ナ
プ

は

じ
め

ﾉレ

ナ
南
峰
登
頂

に

樋

口

明

生
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動
や
計
和
Ｓ
畑
吐
く
で
で
く
ご
か
抑
計
可
で
斗
叫
や
斗
到
編
（
計
房
代
ｑ
く
申
昨
Ｈ
－
戻
針
）

ア
コ
コ
口
で
仁
「
．
、
の
○
仁
芽
Ｕ
の
四
六
．
画
函
②
ヨ
）
（
｜
①
津
）
画
．
Ｑ
工
冒
．
○
ゴ
仁
一
一
命
『
一
雪
ゴ
）
（
「
両
ゴ
こ
い
①
の
コ
ヰ
○
ヨ

①
ゴ
、
．
Ｑ
「
戸
」
．
、
，
（
、
Ｋ
三
．
五
ョ
仁
「
由
）



拙
い
拾
ぐ
く
軋
琴
同
己
＆
抑
浄
《
飾
山
・
蓮
、
細
爺
》
暮
冷
）
庁
丑
冷
歸
（
計
廿
Ｓ
メ
サ
会
則
へ
）

く
一
の
乏
一
○
○
六
一
コ
、
仁
ロ
芦
ゴ
の
匡
で
ロ
①
『
、
ロ
ロ
「
庁
○
一
芹
ゴ
①
Ｏ
’
一
ヨ
す
一
コ
、
「
○
仁
庁
の
《
○
ア
コ
コ
①
ロ
仁
「
。
四
の
Ｏ
仁
庁
ゴ
｛
「
○
ヨ

コ
の
①
「
○
四
ヨ
ロ
畠
（
○
句
②
一
つ
「
。
）
・

段
の
①
「
、
Ｏ
「
一
Ｑ
ｍ
の
・
・
一
コ
《
ゴ
①
Ｏ
の
。
芹
①
「
乏
一
庁
す
《
ゴ
①
。
①
。
庁
『
、
｜
ロ
の
四
六
（
コ
ー
ー
ヨ
）
一
コ
岸
ゴ
の
一
の
｛
芹
．

（
、
く
い
．
仁
Ｋ
の
○
）

″
」



識
識

１
く
斗
乢
ぞ
斗
到
尿
河
片
、
齢
ヰ
が
片
細
野
皿
〃
塒
坤
存
立
ｑ
Ⅶ
壮
一
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一
方
、
山
岳
部
で
は
隊
員
選
考
委
員
会
を
作
り
、
四
人
の
隊
員
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
際
、
な
る
べ
く
後
継
者
を
養
成
す
る
と
い
う
意
味

で
、
下
級
生
も
入
れ
る
と
い
う
方
針
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
隊
長
を
含
め
て
平
均
年
齢
二
十
四
歳
と
い
う
若
い
隊
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
は
今
ま
で
わ
が
国
か
ら
出
た
、
七
千
メ
ー
ト
ル
級
を
ね
ら
う
遠
征
隊
と
し
て
は
、
最
年
少
の
隊
で
は
な
か
ろ
う
か
。
隊
の
構
成
は
つ

ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。
隊
長
は
樋
口
明
生
（
京
都
大
学
防
災
研
究
所
助
教
授
、
三
十
四
歳
）
、
副
隊
長
は
上
尾
庄
一
郎
（
大
学
院
薬
学
研
究
科
、
二
十
六
歳
）
、

隊
員
は
吉
野
煕
道
（
農
学
部
四
回
生
、
二
土
一
巖
）
、
島
田
喜
代
男
（
工
学
部
三
回
生
、
二
十
一
歳
）
、
木
村
雅
昭
（
法
学
部
四
回
生
、
二
十
一
歳
）
、
上
田
豊

（
理
学
部
三
回
生
、
二
十
歳
）
の
四
人
で
あ
る
。

五
月
十
一
日
に
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
許
可
内
定
の
電
報
を
う
け
と
り
、
全
員
大
い
に
張
り
切
っ
て
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
準
備
に
と
り
か

か
っ
た
。
七
月
十
日
ネ
パ
ー
ル
か
ら
正
式
の
許
可
を
受
け
と
り
、
七
月
の
中
頃
に
荷
物
を
船
積
み
し
、
終
り
頃
、
吉
野
、
島
田
、
木
村
の

三
人
が
神
戸
港
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

八
月
十
三
日
、
空
路
カ
ル
カ
ッ
タ
に
着
い
た
樋
口
は
、
先
の
三
人
と
合
流
し
、
十
八
日
島
田
と
カ
ト
マ
ン
ズ
に
飛
ん
だ
。
同
じ
く
八
月

料
も
豊
富
な
う
え
、
非
常
に
美
し
い
山
で
あ
り
、
高
度
も
十
分
な
の
で
、
今
度
の
遠
征
の
目
標
と
し
て
申
し
分
な
し
と
い
う
こ
と
に
な
っ

早
速
、
登
山
申
請
書
を
作
り
、
四
月
二
日
に
外
務
省
に
提
出
し
た
。
万
一
不
許
可
に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
考
え
て
、
申
請
書
に
は
第
二

候
補
と
し
て
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
、
第
三
候
補
と
し
て
ラ
ン
タ
ン
谷
の
奥
に
あ
る
ツ
ン
ガ
・
ピ
ー
ク
（
七
二
八
四
メ
ー
ト
ル
）
を
あ
げ
て
お
い

た
。
一
方
、
カ
ト
マ
ン
ズ
在
住
の
神
原
達
氏
に
申
請
書
の
写
し
を
送
り
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
の
登
山
許
可
を
取
っ
て
頂
く
よ
う
に
お
願
い
を

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
返
信
に
よ
る
と
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
は
、
Ｊ
・
０
．
Ｍ
・
ロ
バ
ー
ツ
氏
が
前
か
ら
ね
ら
っ
て
い
る
山
で
、
彼
は

そ
の
た
め
に
色
々
準
備
中
で
あ
る
か
ら
遠
慮
さ
れ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
や
む
を
得
ず
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
Ⅳ
峰
を
あ
き

ら
め
て
、
第
二
候
補
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
を
第
一
候
補
に
昇
格
さ
せ
、
申
請
書
を
書
き
な
お
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
目
標
が
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

た
○
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二
十
三
日
、
空
路
カ
ル
カ
ッ
タ
に
着
い
た
上
尾
は
、
吉
野
、
木
村
お
よ
び
十
八
日
着
い
た
上
田
の
三
人
と
合
流
し
、
二
十
五
日
荷
物
通
関

の
手
続
き
を
す
ま
せ
、
鉄
道
で
荷
物
と
と
も
に
ノ
ー
タ
ン
ワ
に
向
っ
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
手
続
き
を
終
え
た
島
田
は
、
二
十
四
日
連
絡
将

校
と
と
も
に
ポ
カ
ラ
に
飛
び
、
ポ
ー
タ
ー
を
雇
う
手
配
を
し
た
。
二
十
八
日
ノ
ー
タ
ン
ワ
に
着
い
た
四
人
は
、
こ
こ
で
ダ
ー
ジ
リ
ン
か
ら

呼
ん
だ
ラ
ク
パ
、
カ
ル
マ
の
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
と
、
ポ
カ
ラ
か
ら
飛
ん
で
き
た
連
絡
将
校
と
会
い
、
翌
二
十
九
日
ネ
パ
ー
ル
入
国
お
よ
び

荷
物
通
関
の
手
続
き
を
終
え
、
バ
イ
ラ
ワ
に
入
っ
た
。

隊
員
と
荷
物
は
、
こ
こ
か
ら
ポ
カ
ラ
ま
で
空
輸
の
予
定
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
の
飛
行
場
は
田
圃
の
よ
う
な
処
で
、
一
日
雨
が
降

る
と
三
日
位
水
ぴ
た
し
で
使
用
に
耐
え
な
い
。
モ
ン
ス
ー
ン
は
ま
だ
明
け
ず
、
三
日
と
好
天
気
は
続
か
な
い
。
連
日
飛
行
機
会
社
に
交
渉

に
通
う
が
無
駄
で
あ
っ
た
。
結
局
九
月
八
日
の
第
二
便
で
飛
べ
る
こ
と
に
な
り
、
夕
方
カ
ル
マ
を
除
く
全
員
ポ
カ
ラ
に
集
結
し
た
。

わ
が
隊
の
サ
ー
ダ
ー
は
パ
サ
ン
・
プ
タ
ー
ル
Ⅲ
、
コ
ッ
ク
は
ラ
ク
パ
・
ツ
ェ
リ
ン
、
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
は
ミ
ン
マ
・
ツ
ェ
リ
ン
と
カ
ル
マ

の
二
人
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
は
ノ
ル
ブ
で
あ
る
。
ほ
か
に
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
二
人
と
キ
チ
ン
ボ
ー
イ
一
人
が
加
わ
っ
た
。

ポ
カ
ラ
の
朝
は
す
ば
ら
し
い
。
起
き
ぬ
け
に
名
ば
か
り
の
ホ
テ
ル
を
出
て
、
前
の
飛
行
場
に
出
る
と
東
の
空
が
明
る
く
な
り
は
じ
め
、

今
ま
で
灰
色
だ
っ
た
山
々
が
目
覚
め
て
く
る
・
北
の
方
に
は
左
か
ら
我
々
の
目
指
す
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
、
一
峰
、
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
、
三

峰
、
四
峰
、
二
峰
、
ラ
ム
ジ
ュ
ン
と
七
千
’
八
千
メ
ー
ト
ル
の
ヒ
マ
ラ
ャ
ひ
だ
で
装
わ
れ
た
山
々
が
峨
々
と
聟
え
、
連
な
っ
て
い
る
。
ま

さ
に
神
々
し
い
と
で
も
い
う
よ
り
し
よ
う
の
な
い
景
観
で
あ
る
。
こ
の
国
の
人
々
が
神
々
の
座
と
考
え
る
の
も
当
然
の
よ
う
に
思
え
る
。

飛
行
場
の
芝
生
に
は
三
々
五
々
牛
や
水
牛
が
草
を
は
ん
で
お
り
、
そ
の
影
が
長
く
の
び
て
い
る
。
西
の
方
の
山
あ
い
に
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ら
し

い
白
い
峰
が
見
え
る
。

南
峰
を
双
眼
鏡
で
の
ぞ
い
て
み
る
。
東
側
の
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
（
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
続
く
稜
線
は
、
コ
ル
か
ら
丁
度
半
分
位
ま
で
は
物

モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
入
り
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凄
い
ナ
イ
マ

う
で
あ
る
。

九
月
九
日
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
始
。
前
日
の
夕
方
着
い
た
荷
物
を
深
夜
ま
で
か
か
っ
て
整
理
し
、
ま
た
早
朝
か
ら
仕
分
け
を
し
、
目
方
を

な
る
べ
く
均
一
に
す
る
。
装
備
係
の
木
村
を
中
心
に
、
目
の
ま
わ
る
よ
う
に
い
そ
が
し
い
時
間
が
過
ぎ
た
。
八
時
過
ぎ
か
ら
ポ
ー
タ
ー
が

ぽ
つ
ぽ
つ
集
ま
り
始
め
る
。
連
絡
将
校
の
処
で
登
録
を
す
ま
せ
、
前
渡
金
と
番
号
札
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
女
の
ポ
ー
タ
ー
も
三
人
混
っ

て
四
十
七
名
が
登
録
さ
れ
た
。
一
人
当
り
三
十
五
キ
ロ
位
の
荷
で
あ
る
。
九
時
半
頃
に
先
頭
が
出
発
し
、
全
員
出
終
る
ま
で
に
一
時
間
程

か
か
っ
た
。
、
ハ
ザ
ー
ル
で
、
燃
料
と
現
地
食
の
ア
ダ
、
マ
イ
タ
な
ど
を
か
つ
い
だ
ポ
ー
タ
ー
を
あ
わ
せ
、
セ
テ
ィ
・
コ
ー
ラ
沿
い
に
キ
ャ

ラ
バ
ン
が
始
ま
っ
た
。
村
々
で
は
お
祭
り
ら
し
く
、
着
飾
っ
た
女
達
が
踊
り
を
踊
っ
て
い
る
の
に
出
く
わ
す
。
皆
鼻
や
耳
に
穴
を
あ
け
飾

り
を
つ
け
て
い
る
。
ネ
ッ
ク
レ
ス
も
重
そ
う
な
の
を
し
て
い
る
。
隊
員
達
は
サ
ブ
ザ
ッ
ク
と
カ
メ
ラ
を
肩
に
、
思
い
思
い
に
歩
く
。
コ
ッ

ク
の
ラ
ク
パ
は
夕
食
用
に
鶏
を
二
羽
仕
入
れ
、
ザ
ッ
ク
の
上
に
の
せ
て
歩
い
て
い
る
。
今
日
の
予
定
は
ノ
ー
ダ
ラ
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
出

発
が
遅
か
っ
た
た
め
目
的
地
ま
で
行
け
ず
、
ス
リ
ケ
ッ
ト
ま
で
に
す
る
。
テ
ン
ト
場
は
セ
テ
ィ
・
コ
ー
ラ
の
支
流
の
河
原
で
あ
る
。
テ
ン

ト
を
張
り
終
っ
た
頃
か
ら
雨
が
降
り
だ
し
た
。
隊
長
用
の
テ
ン
ト
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
第
一
夜
を
迎
え
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
朝
は
「
サ
ー
ブ
、
お
茶
」
で
明
け
る
。
寝
袋
か
ら
首
だ
け
出
し
て
、
タ
ッ
プ
リ
入
っ
た
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
を
飲
み
ほ
す
。

煙
草
を
一
本
喫
い
終
っ
て
か
ら
テ
ン
ト
を
出
る
。
あ
ま
り
よ
い
天
気
で
は
な
い
。

今
日
は
昨
日
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
す
べ
く
、
か
な
り
の
強
行
軍
を
や
っ
た
。
河
原
か
ら
五
、
六
百
メ
ー
ト
ル
登
り
尾
根
に
出
る
と
、
ノ

ー
ダ
ラ
と
い
う
所
に
着
く
。
は
る
か
に
ポ
カ
ラ
の
湖
が
見
え
る
美
し
い
所
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
西
に
向
か
っ
て
、
千
五
、
六
百
メ
ー
ト
ル

の
尾
根
の
上
の
だ
ら
だ
ら
道
を
行
く
。
所
々
に
あ
る
水
た
ま
り
に
は
、
水
牛
が
首
だ
け
出
し
て
つ
か
っ
て
い
る
。
泥
水
で
あ
る
が
、
彼
等

は
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
羊
飼
い
の
少
年
ど
も
が
羊
を
追
っ
て
い
る
。
「
ナ
マ
ス
テ
（
こ
ん
に
ち
わ
）
」
と
云
っ
て
合
掌
す

る
と
、
彼
等
も
一
ヨ
ー
ヨ
し
な
が
ら
応
じ
て
く
れ
る
。
な
か
な
か
人
な
つ
っ
こ
い
。
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
の
天
気
で
あ
る
。
適
当
な
間
隔

エ
ッ
ジ
で
、
南
側
の
傾
斜
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
一
寸
手
が
つ
き
そ
う
に
な
い
。
や
は
り
南
氷
河
を
つ
め
る
方
が
よ
さ
そ
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で
作
ら
れ
て
い
る
チ
ョ
ー
タ
ラ
（
休
み
場
）
は
大
樹
の
蔭
に
な
っ
て
お
り
、
腰
を
お
ろ
す
と
出
て
い
た
汗
も
ス
ッ
と
ひ
い
て
い
き
、
実
に
気

持
が
よ
い
。
ル
ム
レ
イ
を
過
ぎ
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
左
岸
に
出
る
。
こ
こ
は
崖
の
上
で
、
五
、
六
百
メ
ー
ト
ル
下
を
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
が
南

に
流
れ
て
い
る
。
チ
ョ
ー
タ
ラ
で
汗
を
ぬ
ぐ
っ
て
い
る
と
、
丁
度
雲
が
切
れ
始
め
、
南
峰
が
見
え
だ
し
た
。
立
派
な
山
で
あ
る
。
何
枚
も

写
真
を
撮
る
。
こ
こ
ろ
み
に
近
く
に
い
た
土
地
の
者
に
山
の
名
を
尋
ね
て
み
る
と
、
ダ
ウ
ラ
シ
リ
だ
と
答
え
た
。

こ
の
山
は
四
つ
の
名
前
を
も
っ
て
い
る
。
一
つ
は
も
ち
ろ
ん
我
々
が
こ
こ
で
使
っ
て
い
る
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ

の
山
が
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山
群
に
あ
り
、
主
峰
の
南
に
あ
る
ピ
ー
ク
で
あ
る
か
ら
、
当
然
付
け
ら
れ
て
よ
い
平
凡
な
名
で
あ
る
。
も
う
一
つ

は
モ
デ
ィ
・
ツ
ェ
（
冨
○
監
扇
①
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
の
源
頭
に
あ
る
峰
（
ツ
ェ
）
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
三
番
目

は
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
と
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
神
様
の
名
で
、
こ
の
神
様
は
象
の
頭
を
も
っ
て
い
る
。
実
際
、
ポ
カ
ラ
か
ら

こ
の
山
を
見
る
と
、
あ
た
か
も
象
の
頭
の
よ
う
に
見
え
、
そ
の
鼻
は
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
に
繋
が
っ
て
い
る
。
は
じ
め
て
ポ
カ
ラ
か
ら
実
物
を

見
た
時
、
う
ま
く
名
を
付
け
た
も
の
だ
と
感
心
し
た
。
こ
の
遠
征
中
我
々
は
主
と
し
て
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
と
呼
び
な
ら
し
た
。
音
感
も
よ
く
な

か
な
か
よ
い
名
前
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
こ
の
名
は
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
・
ヒ
マ
ー
ル
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
南
峰
を
採
用
し
て
お
く
。
最
後
の
一
つ
は
云
う
ま
で
も
な
く
、
先
に
書
い
た
ダ
ウ
ラ
シ
リ
で
あ
る
。
最
初
こ
の
名
を
聞
い
た
時
に

、
、

、
、

は
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
誤
ま
り
で
あ
ろ
う
位
に
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
何
度
聞
き
直
し
て
も
ギ
リ
で
は
な
く
シ
リ
で
あ
る
。
意
味
は
と

聞
く
と
、
意
味
は
な
い
と
答
え
る
。
ど
う
も
や
は
り
こ
の
山
の
名
前
ら
し
い
が
、
我
々
に
は
な
じ
み
が
な
く
使
う
気
に
な
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
後
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
中
に
、
機
会
あ
る
毎
に
村
人
達
に
尋
ね
た
結
果
、
や
は
り
こ
の
山
の
名
に
間
違
い
な
い
こ
と
が
わ

か
っ
て
き
た
。
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
上
流
部
で
は
、
こ
の
名
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
の
チ
ョ
ー
タ
ラ
か
ら
急
な
坂
道
を
下
り
、
吊
橋
を
渡
る
と
今
夜
の
泊
り
場
ビ
レ
タ
テ
ィ
に
着
く
。

九
月
十
一
日
、
朝
食
の
時
カ
ル
マ
に
会
っ
た
。
彼
は
一
日
遅
れ
て
ポ
カ
ラ
を
発
ち
、
現
地
米
な
ど
を
か
つ
い
だ
ポ
ー
タ
ー
六
人
を
ひ
き

連
れ
て
、
一
日
で
す
ぐ
そ
こ
の
崖
の
上
ま
で
と
ば
し
、
今
朝
早
く
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
の
駿
足
に
は
驚
く
他
は
な
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い
。
こ
れ
で
全
員
揃
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ガ
ン
ド
ル
ヅ
ク
ヘ
の
道
は
、
は
じ
め
哲
ら
く
は
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
沿
い
に
行
さ
途
中
か
ら
河

を
離
れ
て
登
り
に
か
か
り
、
八
百
メ
ー
ト
ル
位
だ
ら
だ
ら
と
登
り
道
が
続
い
て
い
る
。
高
度
が
増
す
に
つ
れ
対
岸
の
村
が
見
え
て
く
る
。

急
な
山
の
斜
面
は
丹
念
に
耕
や
さ
れ
て
お
り
、
段
々
畑
が
は
る
か
山
の
上
ま
で
続
い
て
い
る
。
「
耕
し
て
天
に
至
る
」
と
い
う
表
現
も
決

し
て
誇
張
で
は
な
い
。
所
々
に
十
軒
、
二
十
軒
と
家
が
斜
面
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
。
川
は
は
る
か
下
に
な
り
、
廊
下
状
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
あ
た
り
で
は
、
す
ぐ
目
の
前
に
見
え
て
い
る
向
い
側
の
村
に
用
足
し
に
行
く
の
は
、
泊
り
が
け
で
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で

夕
暮
れ
時
、
南
峰
が
真
上
に
雲
の
間
か
ら
顔
を
出
し
た
。
こ
こ
の
人
達
も
ダ
ウ
ラ
シ
リ
と
呼
ん
で
い
る
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
も
頭
だ
け

前
山
の
上
に
出
し
た
。
内
院
の
氷
河
も
見
え
る
。
多
分
東
氷
河
で
あ
ろ
う
。
山
は
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
か
。
こ
う
近
く
ま
で
来
る
と
さ
す
が
に

凄
い
。
隊
員
一
同
厳
粛
な
気
持
に
な
る
．
高
度
差
五
千
メ
ー
ト
ル
余
り
。
南
面
は
ま
さ
に
絶
壁
で
あ
る
。
北
東
面
が
ゆ
る
け
れ
ば
よ
い

凄
い
。
隊
員
一
同
厳
粛
な
気
持

あ
る
。

あ
る
。翌

朝
は
数
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
交
代
さ
せ
た
の
で
、
出
発
が
遅
れ
て
予
定
通
り
進
ま
ず
、
キ
ム
ル
ン
・
コ
ー
ラ
で
泊
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
三
日
、
そ
の
遅
れ
を
と
り
も
ど
す
べ
く
早
く
出
て
、
三
時
間
ば
か
り
で
こ
の
谷
最
奥
の
村
、
チ
ョ
ム
ロ
ン
に
着
い
た
。
こ
こ
で
も
成

績
の
悪
い
二
、
三
の
ポ
ー
タ
ー
を
と
り
代
え
る
た
め
に
、
村
長
ら
し
い
人
の
家
に
話
し
に
行
く
。
家
の
軒
下
に
あ
る
濡
れ
縁
の
よ
う
な
土

間
に
、
む
し
ろ
を
敷
い
て
坐
り
こ
み
話
を
す
る
。
こ
こ
で
も
次
第
に
見
物
人
の
数
が
増
し
て
く
る
。
ポ
ー
タ
ー
は
集
ま
っ
た
。
但
し
村
人

の
言
い
分
は
こ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
上
流
部
は
聖
域
で
あ
り
、
神
々
の
住
い
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
階
級
の
低
い
人
間
や
女
は
立
入
り

が
、
と
祈
る
よ
う
な
気
に
な
る
。

ガ
ン
ド
ル
ッ
ク
の
人
達
は
、
と
つ
つ
き
が
よ
く
な
い
と
聞
い
て
い
た
が
、
我
々
が
着
く
と
、
大
勢
つ
め
か
け
、
ま
る
で
見
せ
物
で
あ

る
。
隊
員
達
は
て
ん
で
に
、
あ
る
者
は
本
を
片
手
に
妖
し
い
ヒ
ン
デ
ィ
語
や
ネ
パ
ー
ル
語
で
子
供
達
の
相
手
に
な
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
で

日
本
軍
と
戦
か
つ
た
と
い
う
老
人
が
現
わ
れ
、
日
本
語
で
何
か
問
い
か
け
て
く
る
。
こ
の
あ
た
り
は
、
あ
の
勇
敢
な
グ
ル
ヵ
兵
の
故
郷
で
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厳
禁
で
あ
る
。
も
し
入
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
神
様
の
怒
り
に
触
れ
、
き
っ
と
面
倒
な
こ
と
が
も
ち
上
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
聖
域
で

は
殺
生
は
つ
つ
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
鶏
も
た
く
さ
ん
売
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
今
夜
の
分
だ
け
で
が
ま
ん
し
ろ
。
そ
の
上
、
聖

域
に
入
る
に
は
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
お
賓
銭
を
あ
げ
ろ
、
な
ど
と
い
う
。
こ
の
際
な
る
べ
く
村
人
を
刺
激
せ
ず
、
穏
便
に
済
ま
せ
た
方

が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
で
き
る
だ
け
彼
等
の
言
う
通
り
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
ず
ロ
ー
・
カ
ー
ス
ト
の
連
中
と
女
を
今
日

一
日
で
解
雇
し
て
、
代
り
を
こ
の
村
か
ら
雇
う
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
鶏
は
二
羽
で
諦
ら
め
、
明
日
か
ら
は
食
わ
な
い
こ
と
に
し
た
。
お

妻
銭
の
方
は
、
五
十
数
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
含
め
、
一
人
に
つ
き
何
ル
ピ
ー
か
を
支
払
え
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
貧
乏
な
我
が
隊
と
し

て
は
、
な
る
幸
へ
く
払
わ
ず
に
済
ま
せ
た
い
と
思
い
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
帰
路
改
め
て
話
を
し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
な
ん
と
か
通
り
過

て
は
、こ

こ
か
ら
上
は
、
も
う
人
里
は
な
い
。
し
か
し
、
山
羊
な
ど
の
放
牧
の
た
め
の
道
が
、
か
す
か
に
つ
い
て
い
る
。
け
れ
ど
も
林
の
中
の

下
草
の
あ
る
所
や
草
原
に
入
る
と
、
ト
レ
ー
ス
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
上
こ
の
あ
た
り
か
ら
連
日
蛭
に
な
や
ま
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
下
草
の
裏
側
や
濡
れ
た
岩
の
上
で
、
我
々
の
通
る
の
を
待
ち
構
え
て
お
り
、
足
が
触
れ
る
や
否
や
吸
い
つ
い
て
く
る
。
そ
し

て
足
首
の
処
か
ら
靴
下
の
中
に
潜
り
こ
み
血
を
吸
う
。
目
の
粗
い
靴
下
を
は
い
て
い
る
と
て
き
め
ん
で
あ
る
。
し
か
も
一
度
吸
わ
れ
る
と

血
は
な
か
な
か
固
ま
ら
な
い
た
め
、
そ
の
に
お
い
を
か
ぎ
つ
け
て
く
る
の
か
、
た
く
さ
ん
の
蛭
が
そ
こ
に
集
中
し
て
く
る
。
そ
っ
と
靴
下

を
め
く
る
と
、
一
カ
所
に
十
匹
位
た
か
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
ぞ
っ
と
す
る
。
素
足
の
ポ
ー
タ
ー
達
は
、
気
の
毒
に
足
を
血
ま
み
れ
に

し
て
歩
い
て
い
る
。
そ
れ
で
も
彼
等
は
馴
れ
た
も
の
で
、
先
を
斜
め
に
切
っ
た
長
目
の
竹
を
持
っ
て
歩
き
、
蛭
が
吸
い
つ
く
と
荷
物
を
か

つ
い
で
立
っ
た
ま
ま
、
器
用
に
そ
の
へ
ら
で
こ
そ
ぎ
落
し
て
い
る
。
終
り
頃
に
は
少
し
馴
れ
た
が
、
こ
の
蛭
の
攻
撃
は
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

ま
で
続
い
た
。
特
に
夜
寝
る
時
は
脅
威
で
あ
っ
た
。

九
月
十
四
日
、
昨
夜
の
泊
り
場
ク
ル
テ
ィ
を
出
て
、
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
沿
い
に
か
な
り
悪
い
道
を
歩
く
。
一
日
中
降
っ
た
り
止
ん
だ
り

で
、
天
気
は
一
向
に
よ
く
な
ら
な
い
。
右
岸
か
ら
流
れ
こ
む
支
流
を
い
く
つ
か
渡
渉
す
る
が
、
は
じ
め
か
ら
靴
が
ず
ぶ
濡
れ
で
あ
る
か
ら

ぎ
た
。
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九
月
十
五
日
、
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
最
後
の
日
、
一
日
中
雨
。
泊
り
場
が
狭
い
た
め
出
発
が
遅
れ
、
出
た
の
は
九
時
で
あ
っ
た
。
泊
り
場
か
ら

す
ぐ
上
の
所
で
、
か
な
り
流
れ
の
き
つ
い
支
流
を
渡
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
の
方
に
は
数
本
の
滝
が
か
か
っ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
ク

ス
・
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
確
保
し
た
。
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
の
本
流
は
黄
色
の
泥
水
で
あ
る
。
右
岸
沿
い
に
小
さ
い
張
り
出
し
を
幾
つ
か
越
え

高
度
を
か
せ
ぐ
。
相
か
わ
ら
ず
蛭
が
多
い
。
一
時
頃
東
氷
河
と
南
氷
河
と
の
合
流
占
慥
出
る
。
も
う
完
全
に
内
院
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

南
氷
河
の
方
に
道
を
と
る
。
右
岸
を
少
し
登
る
と
橋
が
あ
り
、
そ
れ
を
渡
っ
て
モ
レ
ー
ン
を
少
し
登
る
と
、
小
さ
い
岩
小
屋
と
羊
飼
い
の

小
屋
と
が
あ
る
。
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
に
登
っ
た
英
国
隊
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
、
こ
の
あ
た
り
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
も
よ
い
所
で
あ
る
が
、

全
く
気
に
な
ら
な
い
。
ポ
ー
タ
ー
達
は
黙
々
と
歩
い
て
い
る
。
彼
等
は
汚
な
い
毛
布
の
よ
う
な
も
の
を
一
枚
も
っ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
れ

が
時
と
し
て
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
な
っ
た
り
、
敷
物
に
な
っ
た
り
、
夜
具
に
な
っ
た
り
す
る
。
便
利
な
も
の
で
あ
る
。

雨
の
中
を
泊
り
場
ヒ
ン
コ
ー
に
着
く
。
こ
こ
は
巨
大
な
岩
小
屋
で
雨
は
か
か
ら
な
い
。
そ
の
中
に
隊
員
用
の
テ
ン
ト
を
張
る
。
水
は
横

に
あ
る
し
、
泊
り
場
と
し
て
は
快
適
な
場
所
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う
高
度
は
三
千
メ
ー
ト
ル
を
少
し
越
え
た
の
で
、
気
温
は
か
な
り
低

い
。
そ
の
上
雨
に
濡
れ
て
い
る
の
で
、
寒
い
の
と
腹
が
へ
っ
た
の
と
で
、
裸
同
様
の
ポ
ー
タ
ー
達
は
怒
り
だ
し
、
も
う
こ
れ
以
上
上
へ
は

行
か
な
い
と
云
い
出
し
た
。
ナ
イ
ケ
（
ポ
ー
タ
ー
頭
）
が
カ
ン
カ
ン
に
な
っ
て
ど
な
っ
て
い
る
。
サ
ー
ダ
ー
の
パ
サ
ン
も
同
じ
よ
う
に
ど
な

っ
て
い
る
。
お
ど
し
た
り
、
な
だ
め
た
り
、
す
か
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
手
を
使
っ
て
ポ
ー
タ
ー
に
応
待
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
に
夕
食

の
用
意
が
で
き
て
、
暫
ら
く
休
戦
。
食
事
の
時
よ
く
聞
く
と
、
チ
ョ
ム
ロ
ン
で
雇
っ
た
ポ
ー
タ
ー
共
が
、
こ
こ
か
ら
上
で
は
流
れ
の
急
な

所
を
渡
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
か
、
道
が
非
常
に
悪
い
と
か
云
っ
て
、
ポ
カ
ラ
か
ら
来
た
連
中
を
そ
そ
の
か
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ

う
い
う
問
題
は
全
て
サ
ー
ダ
ー
に
任
せ
て
あ
る
か
ら
、
我
々
は
部
外
者
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
小
柄
で
お
と
な
し
そ
う
な
パ
サ
ン
も
、

ポ
ー
タ
ー
の
前
で
は
う
ん
と
強
気
で
堂
々
と
し
て
お
り
、
さ
す
が
名
サ
ー
ダ
ー
の
名
に
恥
じ
な
い
。
結
局
こ
の
問
題
は
、
い
や
な
奴
は
帰

れ
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
実
際
こ
こ
で
何
人
か
解
雇
さ
れ
た
が
、
食
後
ナ
イ
ケ
が
テ
ン
ト
に
入
っ
て
き
て
、
上
ま
で
行
き
ま
す
と
い
う

こ
と
で
ケ
リ
が
つ
い
た
。
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我
々
は
な
る
べ
く
高
い
所
ま
で
行
く
方
が
よ
い
と
考
え
て
、
こ
こ
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
程
上
に
ベ
ー
ス
を
作
っ
た
。
標
高
四
千
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
こ
こ
な
ら
少
し
下
れ
ば
薪
も
得
ら
れ
る
し
、
水
は
横
を
流
れ
て
い
る
し
、
眺
め
も
よ
い
し
、
ベ
ー
ス
と
し
て
は
ま
ず
申
し
分
の

な
い
所
で
あ
る
。
早
速
小
さ
い
テ
ン
ト
を
一
つ
張
っ
て
、
ポ
ー
タ
ー
に
賃
金
を
支
払
う
。
前
渡
し
金
の
額
が
人
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、
計

算
に
手
間
取
り
、
支
払
い
が
全
部
済
ん
だ
の
は
四
時
半
頃
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
に
は
他
の
テ
ン
ト
も
張
り
終
り
、
ど
う
や
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ

ン
プ
ら
し
い
形
が
整
の
っ
て
い
た
。
大
テ
ン
ト
に
入
り
祝
盃
を
あ
げ
る
。
外
は
雨
。
折
角
の
ベ
ー
ス
入
り
な
の
に
、
あ
ま
り
気
勢
が
上
ら

な
い
。
今
朝
ポ
ー
タ
ー
を
十
一
人
解
雇
し
た
の
で
、
荷
物
を
全
部
運
び
切
れ
ず
、
パ
サ
ン
が
そ
の
番
を
し
て
ヒ
ン
コ
ー
に
残
っ
て
い
る
。

明
日
は
そ
の
分
を
荷
上
げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

九
月
十
六
日
、
雨
。
ベ
ー
ス
で
初
め
て
迎
え
る
朝
。
朝
寝
坊
を
す
る
。
七
時
半
頃
ベ
ッ
ド
・
テ
ィ
ー
が
届
く
。
今
日
は
残
っ
た
荷
を
上

げ
る
だ
け
で
あ
る
。
ポ
ー
タ
ー
十
人
を
つ
れ
て
、
シ
ェ
ル
パ
が
下
っ
て
い
っ
た
。
隊
員
は
全
員
休
息
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
ガ
ス
で
何
も

見
え
な
い
。
夕
方
パ
サ
ン
達
が
上
っ
て
き
た
。
こ
れ
で
全
員
お
よ
び
全
荷
物
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

九
月
十
七
日
、
「
サ
ー
ブ
、
お
茶
」
で
目
を
さ
ま
し
テ
ン
ト
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
開
く
と
、
見
事
な
快
晴
で
あ
る
。
西
に
は
南
峰
が
デ
ン

と
腰
を
据
え
、
南
に
は
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
が
頭
上
に
迫
り
、
東
に
は
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
を
は
さ
ん
で
、
世
界
で
一
番
美
し
い
山
と
言
わ
れ
る

マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
が
聟
え
、
北
に
は
モ
レ
ー
ン
の
上
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
主
峰
が
白
く
輝
や
い
て
い
る
。
ま
さ
し
く
聖
域
で
あ
る
。
南
峰

は
氷
河
を
つ
け
、
急
傾
斜
の
氷
壁
に
守
ら
れ
て
少
々
手
ご
わ
そ
う
で
あ
る
。
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
に
繋
が
る
稜
線
は
、
こ
ち
ら
側
か
ら
見
て
も

下
半
分
に
美
し
い
ヒ
ダ
の
入
っ
た
絶
壁
で
、
と
う
て
い
手
が
つ
け
ら
れ
な
い
。
や
は
り
氷
河
を
つ
め
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
飽
か
ず
眺
め

る
う
ち
に
ガ
ス
が
か
か
っ
て
く
る
。

隊
員
達
は
整
備
に
忙
し
い
・
ザ
イ
ル
を
巻
き
直
す
者
、
前
進
キ
ャ
ン
プ
用
の
荷
物
の
仕
分
け
を
す
る
者
、
テ
ン
ト
を
張
る
者
等
々
・
気

登
高
開
始
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象
観
測
用
の
器
具
も
セ
ッ
ト
さ
れ
た
。
テ
ン
ト
は
合
計
七
張
に
な
っ
た
。
食
料
係
の
上
田
は
、
朝
か
ら
近
く
で
放
牧
し
て
い
る
羊
を
買
い

に
行
き
、
モ
リ
モ
リ
肉
の
つ
い
た
羊
を
引
っ
張
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
し
ば
ら
く
肉
に
飢
え
て
い
た
の
で
全
員
歓
声
を
あ
げ
る
。
明
日
第
一

便
の
メ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
を
走
ら
せ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
手
紙
を
書
い
た
。
明
日
か
ら
偵
察
を
始
め
る
。

十
八
日
、
吉
野
、
上
田
、
パ
サ
ン
、
ミ
ン
マ
の
四
人
が
偵
察
に
出
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
一
時
間
程
上
っ
た
所
で
、
南
峰
と
ヒ
ウ

ン
チ
ュ
リ
の
間
に
あ
る
氷
河
が
、
南
氷
河
の
本
流
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
ル
ー
ト
は
そ
の
支
流
の
対
岸
に
な
る
の
で
、
ど
こ
で
そ
れ
を
横

切
る
か
が
当
面
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
支
流
が
落
ち
こ
む
所
は
高
度
差
百
メ
ー
ト
ル
位
の
露
岩
で
、
そ
こ
で
は
支
流
末
端
の
セ
ラ
ッ
ク
が

絶
え
ず
崩
壊
を
続
け
、
大
き
な
音
を
た
て
て
い
る
。
最
初
、
そ
の
上
部
の
セ
ラ
ッ
ク
帯
を
横
断
し
よ
う
と
し
た
が
、
か
な
り
危
険
で
あ

る
。
ガ
ス
で
先
が
よ
く
見
え
な
い
の
で
、
そ
の
日
は
引
き
返
し
、
翌
日
再
び
偵
察
を
続
け
た
が
、
ど
う
も
見
込
み
が
な
い
。
二
十
日
に
上

尾
、
吉
野
、
木
村
、
ミ
ン
マ
の
四
人
が
別
の
ル
ー
ト
を
偵
察
し
た
結
果
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
あ
る
側
谷
と
本
流
と
を
区
切
る
リ
ッ
ジ
か

ら
一
度
本
流
に
下
り
、
本
流
の
モ
レ
ー
ン
上
を
一
時
間
程
上
っ
て
、
支
流
左
岸
の
草
つ
き
尾
根
に
ル
ー
ト
を
取
る
こ
と
に
決
定
し
ケ
ル
ン

を
積
ん
だ
。
こ
の
草
つ
き
を
五
百
メ
ー
ト
ル
程
登
っ
た
所
が
Ｃ
Ｉ
の
予
定
地
で
あ
る
。
例
の
落
ち
口
の
所
で
は
セ
ラ
ッ
ク
が
数
分
お
き
に

壊
れ
、
ド
ー
ン
と
谷
中
に
こ
だ
ま
を
響
か
せ
て
、
氷
塊
が
崩
れ
落
ち
て
い
る
。

翌
二
十
一
日
に
は
ほ
と
ん
ど
全
員
で
ボ
ッ
カ
を
開
始
し
、
草
つ
き
か
ら
少
し
左
に
外
れ
た
モ
レ
ー
ン
上
に
Ｃ
Ｉ
を
建
設
し
た
。
こ
こ
は

標
高
四
六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
Ｂ
Ｃ
が
見
渡
せ
る
所
で
、
前
に
は
支
流
の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
が
あ
り
、
セ
ラ
ッ
ク
が
大
蛇
の
鱗
の
よ
う
に
続

い
て
い
る
。
す
ぐ
横
に
は
美
し
い
水
が
流
れ
て
い
る
。
よ
い
所
だ
。
こ
こ
に
泊
る
吉
野
と
木
村
を
残
し
他
は
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
帰
り
道
の
こ
と
で
あ
る
。
草
つ
き
尾
根
か
ら
南
氷
河
に
下
り
た
所
に
デ
ブ
リ
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
下
り
気
味
に
ト
ラ
バ

ー
ス
し
て
中
程
ま
で
き
た
時
、
左
の
方
で
雷
の
鳴
る
よ
う
な
音
が
聞
え
た
。
右
の
方
で
は
例
の
落
ち
口
で
セ
ラ
ッ
ク
の
崩
壊
の
音
が
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
聞
え
て
い
る
が
、
左
の
方
か
ら
聞
え
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
音
が
長
く
続
く
な
と
思
っ
て
い
る
と
、
先
に
渡

り
切
っ
て
休
ん
で
い
た
ミ
ン
マ
が
、
突
然
鋭
い
口
笛
を
吹
い
た
。
振
り
返
る
と
、
津
波
の
よ
う
な
氷
の
流
れ
が
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
押
し
寄
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アンナプルナ南峰登頂

ぱ
な
ら
な
い
。

せ
て
き
て
い
る
で
は
な
い
か
。
あ
わ
て
た
。
急
な
草
つ
き
の
下
降
で
痛
め
た
足
も
何
の
そ
の
、
走
っ
た
、
走
っ
た
、
何
も
考
え
ず
に
。
か

な
り
走
っ
て
も
う
い
い
だ
ろ
う
と
振
り
返
る
と
、
前
よ
り
近
く
に
ほ
ん
の
二
、
三
メ
ー
ト
ル
の
所
か
ら
氷
が
お
お
い
か
ぷ
さ
っ
て
く
る
で

は
な
い
か
。
こ
れ
は
い
け
な
い
。
走
れ
、
走
れ
と
ば
か
り
に
闇
雲
に
走
っ
た
。
上
田
が
前
に
見
え
た
。
「
島
田
は
ど
う
し
た
」
「
大
丈
夫

で
す
」
と
の
答
に
正
直
助
か
っ
た
と
思
っ
た
。
安
全
地
帯
ま
で
逃
げ
の
び
、
振
り
返
っ
た
が
ま
だ
雪
崩
は
動
い
て
い
る
。
粘
性
の
大
き
い

流
体
の
よ
う
だ
。
止
ま
る
の
を
見
届
け
て
ホ
ッ
と
し
た
。
咽
喉
が
か
わ
い
て
、
う
ま
く
も
の
が
云
え
な
い
。
一
休
み
し
て
シ
ェ
ル
パ
達
の

見
物
席
に
行
き
、
一
言
二
コ
し
た
顔
に
迎
え
ら
れ
た
。

よ
く
見
る
と
、
も
う
一
つ
上
の
谷
か
ら
も
同
時
に
雪
崩
が
出
て
い
る
。
か
な
り
大
規
模
の
も
の
だ
。
我
々
を
襲
っ
た
の
は
、
草
つ
き
尾

根
の
向
っ
て
右
側
の
谷
、
先
刻
ま
で
は
水
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
流
れ
て
い
た
だ
け
の
谷
か
ら
出
て
お
り
、
デ
ブ
リ
が
草
つ
き
に
沿
っ
て
右

に
折
れ
、
扇
状
に
拡
が
っ
て
い
る
。
こ
の
地
点
に
つ
い
て
は
、
往
路
に
少
し
懸
念
し
た
が
、
デ
や
ブ
リ
が
真
黒
で
か
な
り
古
く
思
え
た
の

で
、
ま
ず
大
丈
夫
と
考
え
て
い
た
。
仰
ぎ
見
る
と
大
き
な
氷
塊
が
ス
ラ
ブ
の
上
に
乗
っ
て
お
り
、
少
々
の
危
険
は
感
じ
た
が
、
落
ち
て
く

る
ま
で
に
壊
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
位
に
思
っ
て
い
た
。
結
局
上
部
の
地
形
判
断
が
甘
か
っ
た
わ
け
で
、
実
は
こ
の
小
さ
い
谷
は
懸
垂
氷
河

の
下
部
に
漏
斗
状
に
開
い
て
お
り
、
氷
河
の
崩
壊
し
た
氷
を
か
き
集
め
て
流
す
、
樋
の
役
目
を
し
て
い
る
こ
と
が
後
に
わ
か
っ
た
。

先
を
歩
い
て
い
た
上
田
は
、
ほ
ぼ
横
断
し
終
る
頃
に
雪
崩
に
気
付
き
、
樋
口
と
島
田
が
必
死
に
走
る
の
を
見
守
っ
て
い
た
。
や
き
も
き

し
な
が
ら
両
手
で
目
を
覆
っ
た
り
、
開
い
た
り
、
自
分
も
逃
げ
た
り
、
ま
た
目
を
覆
っ
た
り
：
…
．
：
。
。
「
あ
の
元
気
な
島
田
も
こ
れ
で
終

り
か
、
こ
の
遠
征
も
こ
れ
で
終
り
か
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
Ｂ
Ｃ
に
帰
っ
て
か
ら
も
雪
崩
の
話
で
も
ち
き
り
で
あ
っ
た
。
夕
食
の
時
ミ
ン

マ
に
「
我
々
は
死
ん
だ
と
思
っ
た
か
？
．
」
と
聞
く
と
「
イ
エ
ス
」
と
答
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
よ
ほ
ど
気
を
つ
け
な
け
れ

翌
日
測
量
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
デ
ブ
リ
は
約
三
万
平
方
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
平
均
の
厚
み
を
三
メ
ー
ト
ル
と
す
る
と
、
約
九

万
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
氷
が
動
い
た
こ
と
に
な
る
。
平
均
勾
配
は
十
五
度
で
あ
っ
た
。

／再佇、
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二
十
三
二
十
三
の
両
日
や
吉
野
、
木
村
は
Ｃ
Ｉ
か
ら
上
部
の
偵
察
に
で
か
け
た
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
草
つ
き
尾
根
を
つ
め
て
左
側
へ
氷
河
に

出
て
、
オ
ニ
ギ
リ
岩
の
下
部
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
達
し
た
。
途
中
は
デ
ブ
リ
、
ク
レ
等
ハ
ス
が
多
く
、
あ
ま
り
快
適
な
ル
ー
ト
で
は
な

い
。
下
で
は
Ｃ
Ｉ
へ
の
ボ
ッ
カ
が
続
く
。

続
く
二
日
間
Ｂ
Ｃ
で
は
雨
。
Ｃ
Ｉ
で
は
雪
と
な
り
新
雪
雪
崩
の
音
が
響
く
。
全
員
沈
澱
。

九
月
二
十
六
日
、
Ｃ
Ｉ
に
ボ
ッ
カ
の
た
め
例
の
デ
ブ
リ
の
所
ま
で
行
く
と
、
更
に
新
ら
し
い
デ
ブ
リ
が
あ
っ
た
。
規
模
は
前
の
三
分
の

一
位
で
あ
る
。
お
か
げ
で
、
デ
ブ
リ
の
移
動
速
度
を
測
る
た
め
に
立
て
て
お
い
た
目
印
の
旗
が
、
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
か
ら
は
上

尾
、
島
田
、
パ
サ
ン
が
偵
察
に
出
て
Ｃ
Ⅱ
の
位
置
を
三
角
岩
の
下
に
決
定
し
た
。
翌
日
Ｃ
Ｉ
へ
の
ボ
ッ
カ
の
途
中
、
草
つ
き
尾
根
で
休
憩

中
、
右
岸
の
ゴ
ル
ジ
ュ
（
先
日
の
雪
崩
が
通
っ
た
谷
）
に
雪
崩
が
起
っ
た
。
我
々
が
襲
わ
れ
た
雪
崩
の
上
部
で
の
有
様
を
、
十
分
観
察
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
の
日
も
我
々
の
行
動
が
も
う
三
十
分
も
遅
け
れ
ば
、
ま
と
も
に
や
ら
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
上
で
は
五
二
○
○
メ

ー
ト
ル
の
雪
原
上
に
Ｃ
Ⅱ
が
建
設
さ
れ
、
上
尾
、
島
田
、
パ
サ
ン
の
三
人
が
泊
っ
た
。

九
月
二
十
八
日
、
吉
野
、
木
村
、
ミ
ン
マ
、
カ
ル
マ
と
共
に
Ｃ
Ⅱ
に
行
っ
て
み
る
。
Ｃ
Ⅱ
か
ら
は
上
尾
、
島
田
、
パ
サ
ン
の
三
人
が
上

部
の
偵
察
に
出
て
い
っ
た
。
翌
日
も
ボ
ッ
カ
と
偵
察
が
続
い
た
。
天
候
は
朝
か
ら
の
高
曇
り
が
だ
ん
だ
ん
ガ
ス
に
変
り
、
小
雪
が
ち
ら
つ

き
だ
し
た
。
次
の
日
も
ボ
ッ
カ
と
偵
察
を
続
け
た
が
、
な
か
な
か
よ
い
キ
ャ
ン
プ
地
が
見
つ
か
ら
な
い
。
上
尾
が
連
日
働
ら
き
過
ぎ
た
の

で
、
交
代
に
樋
口
が
Ｃ
Ⅱ
に
上
っ
た
。

十
月
一
日
、
樋
口
、
吉
野
、
ミ
ン
マ
の
三
人
で
Ｃ
Ⅱ
か
ら
偵
察
に
出
る
。
今
ま
で
Ｃ
Ⅱ
か
ら
直
接
オ
ニ
ギ
リ
岩
の
上
部
に
出
る
べ
く
偵

察
を
重
ね
て
い
た
が
、
思
う
よ
う
に
捗
ら
な
い
の
で
、
今
度
は
下
を
通
る
ル
ー
ト
を
探
し
に
行
く
。
初
め
は
勾
配
の
ゆ
る
い
雪
面
で
あ
る

が
、
オ
ニ
ギ
リ
岩
の
下
を
通
過
し
た
所
に
あ
る
細
長
い
デ
ブ
リ
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
、
右
に
折
れ
て
急
な
登
り
に
か
か
る
。
左
岸
は
一
面
の

ク
レ
響
ハ
ス
地
帯
で
あ
る
。
ガ
タ
ガ
タ
し
た
細
い
リ
ッ
ジ
を
登
り
切
り
、
二
本
並
ん
で
入
っ
て
い
る
ク
レ
識
ハ
ス
を
避
け
て
、
ジ
ク
ザ
ク
に
登

る
。
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
の
下
部
を
通
り
過
ぎ
、
ク
ク
リ
尾
根
下
部
の
雪
原
に
出
る
。
こ
の
辺
は
デ
ブ
リ
の
巣
で
あ
る
。
ク
ク
リ
尾
根
と
南
峰

／庁戸､
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翌
日
再
び
偵
察
に
行
く
。
デ
ブ
リ
の
巣
を
通
過
す
る
際
、
大
雪
崩
に
会
い
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
に
逃
げ
た
。
ど
う
も
物
騒
で
あ
る
。
こ
れ
な

ら
な
る
べ
く
最
短
距
離
を
通
っ
て
、
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
に
取
付
く
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
雪
崩
が
済
ん
で
も
直
径
数
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
落

石
が
続
い
て
い
る
。
昼
食
を
と
り
、
意
気
沮
喪
し
て
下
り
に
か
か
る
。
デ
ブ
リ
地
帯
を
通
り
過
ぎ
一
息
つ
い
て
休
ん
で
い
る
と
、
上
の
方

で
ボ
ン
と
い
う
大
き
い
音
が
し
た
。
見
上
げ
る
と
稜
線
の
近
く
で
雪
煙
が
上
り
、
そ
れ
が
強
烈
な
勢
い
で
駆
け
下
り
て
く
る
。
丁
度
入
道

雲
が
も
く
も
く
と
上
る
の
を
上
下
逆
に
し
、
ス
ピ
ー
ド
を
は
る
か
に
早
め
た
よ
う
な
具
合
で
あ
る
。
千
載
一
遇
の
好
機
と
ば
か
り
８
ミ
リ

カ
メ
ラ
を
取
出
す
。
同
行
の
吉
野
も
カ
メ
ラ
を
出
し
て
い
る
。
「
逃
げ
る
時
は
云
っ
て
く
れ
」
と
頼
ん
で
お
い
て
、
カ
メ
ラ
を
回
わ
す
。

率
雪
煙
雪
崩
で
あ
る
か
ら
た
い
し
た
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
で
き
る
だ
け
近
く
に
く
る
ま
で
映
画
に
納
め
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
撮
り
続
け
た

率
が
、
す
ぐ
に
「
も
う
逃
げ
な
あ
き
ま
せ
ん
わ
」
と
声
が
か
か
る
・
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
か
ら
目
を
離
し
て
驚
い
た
。
雪
煙
は
す
ぐ
近
く
ま
で
き
て

幟
い
る
で
は
な
い
か
。
ま
た
も
や
逃
げ
た
。
三
人
共
必
死
で
あ
る
。
ほ
ん
の
二
○
メ
ー
ト
ル
程
走
っ
た
頃
、
も
う
雪
煙
に
追
い
つ
か
れ
た
。

フガ
爆
風
を
伴
な
っ
た
猛
烈
な
地
吹
雪
で
あ
る
。
吉
野
が
尋
ハ
ラ
ン
ス
を
失
な
っ
て
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
、
ま
た
あ
わ
て
て
駆
け
出
す
一
幕
も
あ

ア
リ
、
三
人
三
様
大
い
に
逃
げ
た
。
皆
一
ふ
る
い
ブ
ル
ブ
ル
と
震
っ
て
、
大
い
に
驚
い
た
さ
ま
を
語
り
あ
っ
た
。
雪
崩
の
本
体
は
我
々
に
は

の
束
稜
（
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
に
繋
が
る
稜
線
）
と
の
間
の
氷
河
は
、
こ
の
辺
か
ら
急
に
傾
斜
を
増
し
つ
つ
中
央
峰
に
突
き
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
表

面
は
上
か
ら
下
ま
で
全
部
デ
ブ
リ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
ク
ク
リ
尾
根
の
右
側
の
、
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
と
の
間
の
沢
も
、
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
か
ら

出
た
デ
ブ
リ
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
空
は
快
晴
で
あ
る
。

危
険
地
帯
を
短
時
間
で
通
過
す
る
た
め
に
、
予
め
休
ん
で
お
い
て
、
一
気
に
デ
ブ
リ
を
通
り
ぬ
け
ク
ク
リ
尾
根
下
部
に
取
付
く
。
こ
の

間
標
高
差
二
百
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
る
が
、
絶
え
ず
雪
崩
に
気
を
つ
け
な
が
ら
急
い
で
登
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
か
な
り
苦
痛
で
あ
る
。
ク
ク
リ

尾
根
の
傾
斜
は
思
っ
た
よ
り
急
で
、
上
に
行
く
程
や
せ
て
く
る
。
六
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
登
っ
た
。
あ
と
百
メ
ー
ト
ル
位
で
セ
ラ
ッ
ク

尾
根
と
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
か
ら
上
は
き
わ
め
て
条
件
が
悪
く
、
そ
の
上
時
間
も
遅
く
な
っ
た
の
で
引
き
返
す

こ
と
に
す
る
。

／庁句､

《イィノ



翌
四
日
、
上
尾
、
木
村
、
パ
サ
ン
の
三
人
は
Ｃ
Ⅲ
か
ら
ク
ク
リ
尾
根
を
偵
察
し
、
先
日
の
最
高
到
達
点
か
ら
更
に
上
部
に
達
し
た
が
、

そ
こ
か
ら
上
は
非
常
に
悪
い
こ
と
を
再
確
認
し
、
こ
の
ル
ー
ト
は
諦
め
て
次
の
日
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
に
取
付
き
、
六
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地

点
に
Ｃ
Ⅳ
の
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
を
決
定
し
た
。

十
月
六
日
は
久
し
ぶ
り
の
快
晴
で
あ
る
。
ほ
ん
の
少
し
綿
を
千
切
っ
た
よ
う
な
雲
が
浮
か
ん
で
い
る
。
上
尾
、
木
村
、
カ
ル
マ
の
三
人

は
、
Ｃ
Ⅲ
か
ら
出
て
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
の
ル
ー
ト
エ
作
を
や
っ
て
い
る
。
三
カ
所
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
う
ち
一
番
困
難
な
の
は
、
十
メ
ー
ト
ル

位
の
氷
壁
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
張
る
仕
事
だ
。
上
か
ら
の
連
絡
に
よ
り
、
パ
サ
ン
と
ラ
ク
パ
は
繩
梯
子
用
の
材
木
を
伐
り

に
Ｂ
Ｃ
に
下
っ
た
。
Ｃ
Ⅱ
へ
の
荷
上
げ
は
ほ
ぼ
終
り
、
目
下
Ｃ
Ⅲ
へ
の
荷
上
げ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
樋
口
と
ミ
ン
マ
は
Ｃ
Ｉ
で
三
日
程

休
ん
で
、
こ
の
日
Ｃ
Ⅱ
に
登
っ
た
。
少
し
休
み
過
ぎ
た
よ
う
だ
。

十
月
七
日
、
Ｃ
Ⅳ
へ
の
荷
上
げ
が
行
な
わ
れ
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
た
。
Ｃ
Ⅲ
へ
の
荷
上
げ
も
続
い
て
い
る
。
Ｃ
Ⅲ
は
デ
ブ
リ
の
横
で
、
な

か
な
か
快
適
な
所
で
あ
る
。
見
晴
ら
し
も
よ
く
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
主
峰
か
ら
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
、
ガ
ン
ガ
プ
ル
ナ
、
三
峰
、
四

峰
、
二
峰
、
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
と
美
し
い
姿
が
ま
と
も
に
眺
め
ら
れ
る
。

翌
八
日
、
Ｃ
Ⅳ
の
す
ぐ
上
の
氷
壁
に
、
島
田
と
上
田
に
よ
っ
て
ル
ー
ト
工
作
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
こ
は
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
の
段
々
の
一
つ

で
、
低
い
所
で
十
メ
ー
ト
ル
、
高
い
所
で
三
十
メ
ー
ト
ル
位
の
氷
壁
に
な
っ
て
い
る
。
太
い
ツ
ラ
ラ
が
壁
一
面
に
、
ス
ダ
レ
の
よ
う
に
垂

れ
下
っ
た
所
で
あ
る
。
吊
り
上
げ
を
繰
り
返
し
て
登
り
切
り
、
一
番
高
度
差
の
少
な
い
左
寄
り
の
方
に
、
丸
二
日
か
か
っ
て
ル
ー
ト
が
作

し
て
、

き
た
。

届
か
な
か
っ
た
の
で
助
か
Ｚ

に
は
驚
い
た
様
子
で
あ
っ
た
。

た
の
で
助
か
っ
た

次
の
日
、
危
険
地
帯
は
朝
早
く
通
過
す
る
方
が
よ
か
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
デ
ブ
リ
地
帯
の
手
前
の
安
全
な
所
に
Ｃ
Ⅲ
を
作
っ
た
。
そ

て
、
で
き
る
だ
け
朝
早
く
そ
こ
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
を
期
し
た
。
お
か
げ
で
、
そ
こ
で
の
事
故
は
完
全
に
防
ぐ
こ
と
が
で

。
そ
れ
に
し
て
も
大
い
に
キ
モ
を
冷
や
し
、
体
を
冷
や
し
、
頭
を
冷
や
し
た
。
さ
す
が
の
ミ
ン
マ
も
こ
れ

（78）



アンナプルナ南峰登頂

○
国
ａ
画
一
一
）
〃

詩

編
壹

邑
一

〃
〃
ｆ

Ｊ
〃

Ｉ
Ｉ
Ｊ

ｊ
〃
か
《

sLr米糸目、』,で寺斗+･>J一入）
図テーャ鵬叫
原到､＋寺、4､+ifRI荒剛SIIwJIml

○
門

白
日
胃

笑
僻聯

旅
隔

、
１
１
１
Ｊ

や
Ｉ
テ

Ｑ
１
Ｉ
Ｄ
ノ

ー
、
も

一
Ｆ
が
壼
一

や
Ｉ
了

（79）



十
月
九
日
、
Ｃ
Ⅳ
へ
の
荷
上
げ
を
済
ま
せ
て
Ｃ
Ⅲ
に
帰
っ
て
く
る
と
、
何
と
な
く
様
子
が
お
か
し
い
。
よ
く
見
る
と
テ
ン
ト
の
両
側
が

デ
ブ
リ
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
懸
念
し
て
い
た
セ
ラ
ッ
ク
が
と
う
と
う
崩
壊
し
た
ら
し
い
。
幸
い
な
こ
と
に
Ｃ
Ⅲ
そ
の
も
の
は
や
ら
れ
て
い

な
い
。
実
は
昨
日
夕
食
の
時
に
セ
ラ
ッ
ク
の
基
部
が
崩
壊
し
て
雪
崩
が
起
り
、
ミ
ン
マ
の
警
報
で
吉
野
と
三
人
テ
ン
ト
か
ら
逃
げ
だ
し
た

の
だ
が
、
我
々
の
地
形
判
断
に
よ
る
と
、
も
っ
と
大
規
模
な
崩
壊
が
起
っ
て
も
大
丈
夫
と
い
う
結
論
に
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ⅲ
は

少
し
高
み
に
張
っ
て
あ
っ
た
の
で
、
デ
ブ
リ
は
こ
れ
を
避
け
て
両
側
に
分
か
れ
て
い
る
。
最
も
近
い
も
の
は
、
テ
ン
ト
か
ら
三
メ
ー
ト
ル

位
の
所
に
ブ
ロ
ッ
ク
が
転
が
っ
て
お
り
、
北
側
に
は
直
径
十
数
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
が
滑
っ
て
き
て
い
る
。
テ
ン
ト
の
上
側
に

あ
る
幅
五
メ
ー
ト
ル
位
の
ク
レ
や
ハ
ス
は
、
雪
崩
の
通
り
道
だ
け
は
完
全
に
埋
ま
っ
て
い
る
。
デ
ブ
リ
は
直
径
数
セ
ン
チ
の
氷
を
ザ
ラ
メ
雪

で
と
じ
こ
め
た
、
丁
度
ツ
ブ
ァ
ン
の
よ
う
な
ブ
ロ
ッ
ク
（
直
径
数
十
セ
ン
チ
１
数
メ
ー
ト
ル
）
と
、
青
氷
そ
の
も
の
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
一
メ
ー
ト
ル
以

下
）
と
、
ザ
ラ
メ
雪
と
か
ら
成
り
、
不
気
味
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
巨
大
な
ブ
ロ
ッ
ク
の
通
っ
た
跡
は
、
深
く
鋭
く
え
ぐ
ら
れ
樋
状
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
ク
レ
簿
ハ
ス
を
超
え
る
時
、
ク
レ
や
ハ
ス
の
上
の
端
の
雪
を
押
し
て
き
た
ら
し
く
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
前
面
に
は

三
角
に
新
雪
が
盛
り
上
っ
て
お
り
、
よ
く
見
る
と
そ
の
中
に
ツ
ラ
ラ
の
つ
い
た
小
さ
い
ブ
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
我

我
の
地
形
判
断
は
き
わ
め
て
（
ギ
リ
ギ
リ
）
正
し
く
、
予
想
通
り
「
ま
ず
大
丈
夫
」
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
雪
崩
が
留
守

中
に
起
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
た
。
も
し
テ
ン
ト
に
居
る
時
、
し
か
も
夜
中
に
起
っ
て
い
た
ら
、
ど
ち
ら
に
逃
げ
る
か
迷
っ
た
あ
げ
く
、
雪

崩
の
中
心
に
向
っ
て
逃
げ
た
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
今
夜
は
も
う
崩
壊
は
起
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
仮
に
起
っ
た
と
し
て

も
、
先
の
デ
ブ
リ
が
邪
魔
を
し
て
テ
ン
ト
ま
で
届
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
ま
た
ま
た
楽
観
的
な
こ
と
を
云
い
な
が
ら
寝
て
し
ま
っ
た
。

十
一
日
、
晴
時
々
曇
、
夜
中
三
時
に
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
の
右
側
の
懸
垂
氷
河
で
大
崩
壊
が
あ
り
、
Ｃ
Ⅲ
に
居
る
全
員
と
び
起
き
た
。
テ
ン

ト
か
ら
首
を
出
し
て
見
た
が
、
は
る
か
に
遠
い
所
で
起
っ
た
崩
壊
で
あ
っ
た
。
北
斗
七
星
が
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
の
上
に
低
く
横
た

わ
っ
て
い
る
。
そ
の
頃
か
ら
風
が
強
く
な
り
、
テ
ン
ト
の
換
気
孔
か
ら
し
き
り
に
雪
が
舞
い
込
ん
で
く
る
。
夜
中
に
起
き
た
の
で
寝
坊
を

ら
れ
た
。

（80）
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し
、
午
前
七
時
の
交
信
は
逃
が
し
て
し
ま
っ
た
。
九
時
の
交
信
に
よ
れ
ば
、
上
尾
吉
野
、
木
村
、
カ
ル
マ
、
ミ
ン
マ
の
五
人
は
Ｃ
Ⅳ
か

ら
出
て
上
部
を
偵
察
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
か
ち
運
ん
だ
材
木
を
使
っ
て
、
昨
日
Ｃ
Ⅳ
の
氷
壁
に
繩
梯
子
が
か
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
五
人
通

過
す
る
の
に
一
時
間
以
上
か
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
風
が
強
い
の
で
、
突
風
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に
注
意
す
る
。
上
尾
は
高
所
帽
を
飛

ば
さ
れ
た
そ
う
だ
。
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
所
に
Ｃ
Ｖ
が
決
定
さ
れ
た
。
島
田
は
ス
ダ
レ
氷
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に
頑
張
り
過
ぎ
て
持
病
の

痔
を
だ
し
、
昨
日
、
今
日
と
Ｃ
Ⅳ
で
沈
澱
し
て
い
る
。
大
分
重
症
ら
し
い
。
明
日
は
見
に
い
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
日
、
Ｃ
Ⅲ
は
雪
崩
に
よ

る
睡
眠
不
足
を
防
ぐ
た
め
に
、
セ
ラ
ッ
ク
尾
根
末
端
の
テ
ー
ブ
ル
状
セ
ラ
ッ
ク
の
上
に
移
転
し
た
。
前
よ
り
住
心
地
は
悪
い
が
致
し
方
な

十
月
十
二
日
、
快
晴
。
パ
サ
ン
と
ノ
ル
ブ
を
役
者
に
仕
立
て
て
映
画
を
撮
り
な
が
ら
Ｃ
Ⅳ
に
向
う
。
急
斜
面
に
か
か
る
フ
ィ
ッ
ク
ス
・

ロ
ー
プ
を
頼
り
に
高
度
を
か
せ
ぐ
。
Ｃ
Ⅳ
に
着
く
と
島
田
が
ご
そ
ご
そ
と
這
い
出
し
て
く
る
。
「
体
の
具
合
は
ど
う
だ
」
と
聞
く
と
「
そ

れ
が
ど
う
も
」
と
い
う
返
事
で
あ
る
。
氷
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に
張
り
切
り
過
ぎ
た
せ
い
だ
ろ
う
。
今
日
は
少
し
ま
し
だ
が
、
昨
日
ま
で
は

寝
返
り
を
す
る
の
も
苦
痛
だ
っ
た
と
か
。
頂
上
の
目
の
前
ま
で
来
て
い
な
が
ら
、
痔
な
ん
ぞ
出
る
と
は
何
と
い
う
こ
と
か
。
折
角
秘
か
に

期
待
し
て
い
た
全
員
登
頂
も
、
単
な
る
夢
に
な
っ
て
し
ま
う
か
。
ち
ょ
っ
と
残
念
で
あ
る
が
今
更
仕
方
が
な
い
。
早
く
回
復
す
る
よ
う
祈

V，
○

る
だ
け
だ
。

パ
サ
ン
と
ノ
ル
ブ
は
昼
食
を
済
ま
せ
、
明
日
の
仕
事
の
打
合
せ
を
す
る
と
Ｃ
Ⅲ
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
振
り
返
る
と
見
馴
れ
た
山
々
の
向

う
に
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
が
顔
を
出
し
て
い
る
。
南
側
の
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
の
コ
ル
は
は
る
か
下
に
な
り
、
そ
の
向
う
に
大
雲
海
が
見
え
る
。

隊
員
四
人
と
ミ
ン
マ
、
カ
ル
マ
は
、
昨
日
決
定
し
た
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
に
Ｃ
Ｖ
を
作
り
に
行
っ
て
い
る
。
夕
方
、
氷
壁
の
上
か
ら
盛
ん

に
雪
が
落
ち
て
く
る
の
で
出
て
み
る
と
、
上
尾
等
が
Ｃ
Ｖ
を
作
っ
て
下
り
て
く
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
繩
梯
子
を
使
っ
て
次
々
Ｃ
Ⅳ
に
帰
っ

て
く
る
。
今
夜
の
Ｃ
Ⅳ
の
泊
り
は
五
人
で
あ
る
。
Ｃ
Ｖ
で
は
吉
野
と
木
村
で
明
る
い
う
ち
に
、
か
な
り
上
部
の
ル
ー
ト
エ
作
が
で
き
て
い

る
。
山
に
入
っ
て
か
ら
の
天
気
を
グ
ラ
フ
で
表
わ
し
、
そ
の
周
期
性
か
ら
判
断
す
る
と
、
明
日
は
絶
好
の
天
気
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
い
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十
月
十
三
日
、
目
が
さ
め
る
と
予
想
通
り
絶
好
の
ア
タ
ッ
ク
日
和
で
あ
る
。
吉
野
、
木
村
、
上
田
の
三
人
の
第
一
次
登
頂
隊
は
、
六
時

に
Ｃ
Ｖ
を
出
発
し
た
。
こ
こ
で
少
し
吉
野
の
手
記
を
借
用
し
よ
う
。

「
十
月
十
三
日
、
快
晴
。
起
床
三
時
半
、
六
時
出
発
。
最
高
の
ア
タ
ッ
ク
日
和
だ
。
テ
ン
ト
を
出
る
と
す
ぐ
に
氷
の
急
斜
面
で
、
前
日

取
付
け
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
伝
い
に
木
村
、
上
田
、
私
（
吉
野
）
の
順
に
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
て
登
る
。
休
む
暇
も
な
く
青
い
氷
の
急

斜
面
。
下
を
の
ぞ
く
と
、
一
気
に
ク
ク
リ
尾
根
左
手
の
大
雪
崩
の
ル
ー
ト
に
落
ち
こ
ん
で
い
て
、
な
ん
と
も
気
味
が
悪
い
。
ち
ょ
っ
と
し

た
風
で
も
ザ
イ
ル
が
そ
よ
ぎ
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
失
な
い
そ
う
。

九
時
。
初
め
て
休
む
。
上
田
、
木
村
、
私
と
オ
ー
ダ
ー
を
変
え
て
出
発
。
ル
ー
ト
は
氷
と
雪
。
小
さ
な
ス
テ
ッ
プ
一
つ
作
る
に
も
時
間

が
か
か
り
、
垂
直
な
部
分
が
多
い
。
見
上
げ
る
と
前
の
隊
員
の
足
跡
が
ま
っ
す
ぐ
、
青
空
に
突
き
ぬ
け
る
よ
う
に
上
っ
て
ゆ
く
。

十
一
時
、
二
度
目
の
休
憩
。
ゆ
く
て
は
四
、
五
○
メ
ー
ト
ル
の
氷
壁
。
な
ん
と
か
な
ろ
う
と
坐
り
こ
ん
で
昼
飯
を
食
う
。
ア
ル
フ
ァ
米

に
氷
を
入
れ
て
お
い
た
袋
弁
当
。
お
か
ず
も
何
も
な
い
が
一
番
う
ま
か
っ
た
。
煙
草
一
服
の
後
出
発
。
左
手
に
六
、
七
十
メ
ー
ト
ル
ト
ラ

や
ハ
ー
ス
。
雪
庇
の
下
か
ら
一
面
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
ひ
だ
が
な
ぎ
落
ち
て
い
る
。
こ
の
ル
ー
ト
を
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
決
め
、
私
は
空
身
で
約

六
十
五
度
の
も
ろ
い
雪
面
に
取
付
い
た
。
ひ
ざ
ま
で
雪
。
三
○
メ
ー
ト
ル
程
登
っ
て
垂
直
の
氷
壁
に
突
き
当
た
り
、
全
貝
そ
の
下
に
集

合
。
再
び
私
が
ス
タ
ー
ト
。
じ
ゃ
ま
な
ツ
ラ
ラ
を
た
た
き
落
し
て
氷
を
削
り
出
す
。
足
元
が
崩
れ
そ
う
だ
が
頑
張
る
。
急
に
、
顔
に
冷
た

い
風
が
吹
き
当
っ
た
。
遠
く
に
チ
ベ
ッ
ト
の
山
々
、
右
前
方
に
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
第
一
峰
が
見
え
た
。
こ
の
時
が
一
番
嬉
し
か
っ
た
。
稜
線

に
出
た
の
だ
！
引
き
上
げ
た
あ
と
の
二
人
も
「
す
ご
ど
を
連
発
。
十
四
時
、
無
線
で
上
尾
副
隊
長
と
交
信
。

こ
こ
か
ら
南
に
見
え
る
ピ
ー
ク
目
指
し
て
出
発
。
十
四
時
四
十
五
分
、
遂
に
頂
上
へ
・
前
の
二
人
が
雪
面
を
登
り
、
そ
の
ま
ま
虚
空
に

よ
い
よ
ア
タ
ッ
ク
だ
。

ア
ダ
ツ
ク
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アンナプルナ南峰登頂

踏
み
上
っ
て
い
く
よ
う
な
写
真
を
何
枚
も
撮
っ
て
、
ピ
ッ
ケ
ル
に
ネ
パ
ー
ル
国
旗
、
日
の
丸
、
我
が
山
岳
部
の
旗
を
結
び
つ
け
て
か
ら
頂

上
に
上
っ
た
。
頂
上
は
広
く
ど
こ
も
と
が
っ
て
は
い
な
い
が
確
か
に
ピ
ー
ク
だ
。
こ
こ
か
ら
東
に
延
び
た
稜
線
が
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
ヘ
と
続

く
。
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
中
央
峰
と
云
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
三
人
思
い
思
い
に
写
真
を
撮
り
あ
い
、
十
五
時
四
十
分
引
き
返
し
に
か
か
っ

上
に
上
っ
た
。

く
。
ガ
ネ
ッ
》

一
方
、
Ｃ
Ⅳ
で
は
刻
々
入
る
無
電
に
よ
り
自
分
と
上
尾
が
一
喜
一
憂
し
て
い
た
が
、
最
後
の
雪
庇
を
乗
り
超
え
て
稜
線
に
出
た
と
い
う

報
が
入
る
と
一
安
心
し
た
。
と
い
う
の
は
、
技
術
的
な
困
難
は
全
て
稜
線
に
出
る
ま
で
に
あ
る
と
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
等
か
ら
の

通
信
に
よ
れ
ば
、
稜
線
に
出
た
所
か
ら
は
ど
れ
が
最
高
峰
か
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
。
無
理
も
な
い
。
コ
ル
か
ら
似
た
よ
う
な
高
さ
の
ピ

ー
ク
を
比
較
せ
よ
と
い
う
の
が
無
理
と
い
う
も
の
だ
。
と
も
か
く
名
前
が
南
峰
だ
か
ら
南
の
方
へ
行
け
と
指
示
す
る
。

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
註
釈
を
つ
け
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
は
明
ら
か
に
独
立
峰
と
見
な
せ
る
が
、
そ
の
稜
線
は

南
北
に
長
く
幾
つ
か
の
ピ
ー
ク
を
も
っ
て
い
る
。
我
々
は
仮
に
そ
れ
等
を
南
か
ら
最
南
峰
、
中
央
峰
、
マ
イ
ナ
ー
ピ
ー
ク
、
北
峰
と
名
付

け
た
が
、
近
く
か
ら
見
る
と
ど
れ
が
最
高
峰
か
わ
か
ら
な
い
。
出
発
前
に
カ
ト
マ
ン
ズ
で
Ｊ
・
０
．
Ｍ
・
ロ
バ
ー
ツ
氏
（
英
国
マ
チ
ャ
。
フ
チ
ャ

リ
隊
長
）
に
会
っ
て
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
最
南
峰
が
最
高
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
よ
う
な
わ
け
で
彼
等
は
南
へ
向
っ
た
。

稜
線
へ
出
れ
ば
も
う
困
難
は
な
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
の
、
中
央
峰
登
頂
に
成
功
し
た
と
の
無
電
が
入
っ
た
時
は
や
は
り
感
激
し
て
、
Ｃ

Ⅳ
に
い
る
連
中
は
思
わ
ず
握
手
を
交
し
た
。
う
れ
し
い
。
と
う
と
う
や
っ
た
。
交
わ
す
べ
き
酒
が
こ
こ
ま
で
上
っ
て
い
な
い
の
で
、
や
む

を
え
ず
紅
茶
か
何
か
で
乾
盃
す
る
。
シ
ェ
ル
パ
も
う
れ
し
そ
う
で
あ
る
。
彼
等
は
一
時
間
ば
か
り
頂
上
に
い
て
下
り
に
か
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
そ
れ
か
ら
が
大
変
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
ル
ー
ト
は
主
稜
線
の
東
側
に
あ
る
た
め
、
三
時
を
過
ぎ
る
と
陽
が
か
げ
り
、
雪
は
再

び
凍
り
始
め
、
急
斜
面
の
下
降
は
極
度
に
困
難
と
な
る
。
一
時
間
毎
に
無
電
で
交
信
す
る
が
、
「
今
何
番
目
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
所
に
い

る
。
全
員
元
気
」
と
か
「
ど
こ
そ
こ
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
工
作
中
。
全
員
元
気
」
と
か
い
う
返
事
で
あ
る
。
傾
斜
が
き
つ
く
ワ
ン
・
ア
ッ

ト
・
ア
・
タ
イ
ム
で
行
動
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
手
間
取
る
。
八
時
頃
ま
で
出
て
い
た
月
も
か
く
れ
て
し
ま
っ
た
。
彼
等
も
寒
い
中
で

た
。
（
以
下
略
）
」

一
方
、
Ｃ
Ⅳ

報
が
入
る
と
一

通
信
に
よ
れ
ば

－
ク
を
比
較
廿

こ
こ
で
ち
よ
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よ
く
頑
張
っ
て
い
る
。
五
回
目
の
交
信
の
時
、
も
う
Ｃ
Ｖ
の
す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
る
と
い
う
知
ら
せ
を
う
け
、
無
電
機
を
つ
け
た
ま
ま

に
し
て
お
く
。
九
時
半
、
「
Ｃ
Ｖ
に
帰
り
ま
し
た
」
と
い
う
連
絡
を
う
け
ホ
ッ
と
し
た
。
こ
れ
で
初
登
頂
も
無
事
終
っ
た
。

十
月
十
四
日
、
快
晴
。
昨
日
の
登
頂
隊
と
交
代
し
て
、
更
に
最
南
峰
と
北
峰
を
登
頂
す
る
べ
く
上
尾
、
ミ
ン
マ
、
カ
ル
マ
の
三
人
と
Ｃ

Ｖ
に
向
う
。
途
中
二
カ
所
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
が
張
っ
て
あ
る
。
上
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
過
ぎ
て
急
傾
斜
を
あ
え
ぎ
な
が
ら
登
る
と
Ｃ
Ｖ

に
着
く
。
吉
野
等
が
テ
ン
ト
か
ら
出
て
く
る
。
「
お
め
で
と
う
」
「
よ
か
っ
た
」
と
し
ば
ら
く
喜
こ
び
を
分
か
ち
あ
う
。
Ｃ
Ｖ
は
六
六
○

○
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ
り
、
尾
根
の
段
々
の
一
つ
の
非
常
に
狭
い
テ
ラ
ス
に
作
ら
れ
て
お
り
、
頭
上
か
ら
き
た
急
斜
面
が
続
い
て
足
下
は

切
れ
こ
ん
で
い
て
、
斜
面
に
烏
の
巣
の
よ
う
に
へ
ば
り
つ
い
た
キ
ャ
ン
プ
で
あ
る
。
目
の
前
は
一
気
に
Ｃ
Ⅲ
の
あ
た
り
ま
で
落
ち
こ
ん
で

い
る
。
尾
根
の
幅
も
広
く
は
な
く
、
テ
ン
ト
の
す
ぐ
後
に
は
大
き
な
ク
レ
バ
ス
が
口
を
開
け
て
い
る
。
テ
ン
ト
に
は
上
の
斜
面
か
ら
、
握

り
こ
ぶ
し
位
の
雪
塊
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
落
ち
て
く
る
。
眺
め
を
除
け
ば
あ
ま
り
快
適
と
は
云
え
な
い
よ
う
だ
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
雪

崩
の
危
険
は
な
い
。
明
日
は
ア
タ
ッ
ク
で
あ
る
。
早
く
シ
ュ
ラ
ー
フ
に
も
ぐ
り
こ
む
。

十
月
十
五
日
、
快
晴
。
三
時
過
ぎ
目
を
さ
ま
す
。
隣
り
の
テ
ン
ト
の
二
人
の
シ
ェ
ル
パ
に
炊
事
を
始
め
さ
せ
る
。
食
事
を
済
ま
せ
て
外

に
出
る
。
気
温
は
零
下
十
七
度
、
昨
夜
の
最
低
は
零
下
十
九
度
で
あ
る
。
そ
の
わ
り
に
寒
い
と
は
感
じ
な
い
。
風
の
な
い
せ
い
だ
ろ
う
。

東
の
空
が
明
る
く
な
っ
て
い
る
。
向
い
側
の
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
は
も
う
は
る
か
下
に
見
え
る
。
南
側
は
雲
海
で
あ
る
。
高
所
服
に
身
を
固

め
、
オ
ー
バ
ー
ズ
ボ
ン
、
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、
ア
イ
ゼ
ン
を
着
け
て
出
発
、
五
時
半
。
上
尾
と
ミ
ン
マ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
先
に
出
て
、

自
分
と
カ
ル
マ
の
パ
ー
テ
ィ
ー
が
こ
れ
に
続
く
。
Ｃ
Ｖ
か
ら
す
ぐ
フ
ィ
ッ
ク
ス
で
あ
る
。
落
ち
れ
ば
ダ
イ
レ
ク
ト
に
谷
底
で
あ
る
。
氷
の

露
出
し
た
急
斜
面
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
登
る
。
こ
の
ロ
ー
プ
は
第
一
次
登
頂
隊
が
夜
中
に
張
っ
た
フ
ィ
ッ
ク
ス
に
繋
が

る
。
暗
い
中
で
よ
く
張
っ
た
も
の
だ
と
改
め
て
感
心
す
る
。
今
朝
は
も
う
上
側
の
ピ
ン
が
抜
け
て
、
下
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
と
一
緒
に
ぶ
ら
下

っ
て
い
る
。
急
斜
面
を
直
登
す
る
と
、
氷
の
屑
の
た
く
さ
ん
た
ま
っ
た
テ
ラ
ス
に
出
る
。
一
服
す
る
。
稜
線
に
出
る
最
後
の
フ
ィ
ッ
ク
ス

の
所
で
、
上
尾
が
登
っ
て
い
る
の
を
８
ミ
リ
に
お
さ
め
て
サ
ョ
ナ
ラ
を
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
こ
を
登
り
切
れ
ば
主
稜
線
で
、
彼
等
は
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南
峰
へ
罷
我
々
は
北
峰
へ
と
い
う
の
が
今
日
の
計
画
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
巨
大
な
雪
庇
を
乗
り
越
え
稜
に
首
を

出
す
と
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
が
我
々
を
迎
え
て
く
れ
た
。
続
い
て
カ
ル
マ
が
上
っ
て
く
る
。
雪
庇
の
下
ま
で
は
風
蔭
に
な
っ
て
い
た
た
め
無
風

に
近
か
っ
た
が
、
稜
線
に
出
る
と
さ
す
が
に
風
が
冷
た
い
。
し
か
し
飛
ば
さ
れ
る
よ
う
な
風
で
は
な
い
。
第
一
次
登
頂
隊
が
立
派
な
道
を

つ
け
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
、
今
日
は
非
常
に
早
く
稜
線
に
出
ら
れ
た
。
先
に
稜
線
に
出
た
上
尾
ハ
ー
テ
ィ
ー
は
南
の
方
に
大
分
進
ん
で

い
る
。
我
々
も
北
峰
に
向
っ
て
歩
き
だ
す
。
北
に
向
う
稜
線
は
あ
ま
り
広
く
は
な
く
、
東
面
は
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
近
い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
コ
ブ
が
あ
り
、
そ
の
コ
ブ
の
所
は
両
側
共
き
わ
め
て
急
傾
斜
で
あ
る
。
約
一
時
間
程
歩
い
て
二
つ
目
の
コ
ブ
に
着
く
。
マ
ィ
ナ
ー
ピ
ー

ク
で
あ
る
。
東
側
を
カ
ル
マ
が
越
え
か
け
た
が
「
行
け
ぬ
」
と
い
う
。
交
代
し
て
の
ぞ
く
と
、
な
る
ほ
ど
垂
直
に
落
ち
て
い
る
。
西
側
の

急
斜
面
な
ら
通
れ
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
北
峰
ま
で
の
道
の
り
は
予
想
に
反
し
て
長
く
、
少
な
く
と
も
こ
こ
か
ら
三
時
間
は
か
か
り
そ
う

で
あ
る
。
第
一
次
登
頂
隊
の
話
で
は
、
コ
ル
か
ら
は
南
峰
へ
行
く
よ
り
北
峰
の
方
が
近
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
一
日
で
な
ん
と
か

な
る
と
思
っ
た
し
、
ピ
や
ハ
ー
ク
も
し
な
い
方
針
で
あ
る
。
も
し
北
峰
ま
で
行
け
た
と
し
て
も
、
下
り
口
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
の
所
に
も
ど
る
の

は
午
後
五
時
を
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
る
と
一
次
隊
の
二
の
舞
で
あ
る
。
残
念
だ
が
涙
を
の
ん
で
こ
こ
か
ら
引
き
返
す
こ
と
に
す

る
。
カ
ル
マ
も
残
念
そ
う
で
あ
る
が
、
一
昨
日
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
で
無
理
に
と
は
云
わ
な
い
。
決
心
が
つ
く
と
気
が
楽
に
な
っ

た
。
昼
寝
で
も
し
よ
う
。
こ
こ
も
頂
上
の
一
つ
だ
。
ゆ
っ
く
り
煙
草
を
喫
い
な
が
ら
大
●
ハ
ノ
ラ
マ
を
満
喫
す
る
。
西
に
は
ダ
ゥ
ラ
山
群
、

北
は
フ
ィ
ン
ガ
ー
と
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
主
峰
、
こ
れ
は
恐
ろ
し
く
大
き
い
・
東
は
ア
ン
ナ
。
フ
ル
ナ
の
Ⅲ
、
Ⅳ
、
Ⅱ
の
順
に
続
い
て
い
る
。
マ

チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
は
正
面
だ
。
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
は
足
下
、
南
は
南
峰
の
上
で
十
二
時
半
に
す
で
に
到
着
し
て
い
る
上
尾
達
が
、
写
真
で
も
撮

っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
小
さ
く
人
影
が
見
え
る
。
そ
の
向
う
は
雲
海
で
あ
る
。

十
月
二
十
日
、
全
員
無
事
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
集
結
し
た
。
来
た
時
に
は
緑
だ
っ
た
こ
の
あ
た
り
も
、
す
で
に
黄
色
く
な
り
、
近
く
の

小
川
に
は
氷
が
張
り
始
め
て
い
る
。

帰
路
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ー
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
や
っ
て
く
る
ま
で
の
一
週
間
を
、
東
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
、
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
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帰
り
の
キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
は
四
日
間
、
十
一
月
三
日
に
ポ
カ
ラ
に
着
い
た
。
八
日
に
は
全
員
カ
ト
マ
ン
ズ
帰
着
。
そ
の
後
、
樋
口
は
十
七
日

に
カ
ト
マ
ン
ズ
を
出
て
、
約
一
カ
月
間
イ
ン
ド
に
滞
在
し
、
十
二
月
十
九
日
羽
田
に
帰
っ
た
。
上
尾
は
デ
リ
ー
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
ま
で
足
を
延
ば
し
、
十
二
月
二
十
三
日
台
北
経
由
で
帰
国
し
た
。
吉
野
と
木
村
は
、
カ
ト
マ
ン
ズ
で
旅
行
許
可
を
取
り
、
カ

ル
マ
を
連
れ
て
ポ
ヵ
ラ
か
ら
ト
ゥ
ク
チ
ェ
に
出
て
、
ダ
ン
ブ
ッ
シ
ュ
谷
を
湖
行
し
フ
レ
ン
チ
・
コ
ル
に
達
し
、
再
び
ト
ウ
ク
チ
ェ
に
帰
っ

た
後
、
マ
ャ
ン
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
に
入
り
、
ゞ
ハ
ガ
ー
ル
村
の
奥
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
の
南
面
を
見
て
、
十
二
月
二
十
三
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
っ

た
。
そ
の
後
一
月
二
日
よ
り
二
週
間
、
ガ
ン
ジ
ャ
・
ラ
ま
で
往
復
し
て
き
た
。

島
田
と
上
田
は
ノ
ル
ブ
を
連
れ
て
、
ま
ず
ラ
ン
タ
ン
谷
に
入
り
、
次
に
チ
リ
メ
・
コ
ー
ラ
に
行
き
、
後
に
パ
ン
サ
ン
・
ラ
を
越
え
て
ブ

リ
・
ガ
ン
ダ
キ
に
出
て
、
サ
マ
、
ラ
ル
キ
ャ
・
ラ
よ
り
ト
ン
ジ
ェ
に
出
て
、
ポ
カ
ラ
経
由
で
一
月
六
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
帰
っ
た
。
四
人
は

二
月
十
九
日
に
揃
っ
て
羽
田
に
着
い
た
。

河
、
南
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
の
偵
察
小
旅
行
で
つ
ぶ
し
た
。
特
に
東
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
入
り
及
び
南
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
源
頭
ま
で
の

偵
察
は
、
我
々
が
初
め
て
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
〃
聖
域
″
の
中
央
に
位
置
す
る
テ
ン
ト
・
ピ
ー
ク
（
五
九
四
五
メ
ー
ト
ル
）
を
、
島

田
、
木
村
が
ア
タ
ッ
ク
し
、
一
夜
の
ピ
、
ハ
ー
ク
の
後
に
登
頂
に
成
功
し
た
。

十
月
三
十
日
、
ガ
ン
ド
ル
ッ
ク
か
ら
呼
ん
だ
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
山
を
下
っ
た
。

お
わ
り

に
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こ
こ
数
年
来
の
我
国
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の
隆
盛
ぶ
り
は
、
折
か
ら
の
海
外
旅
行
自
由
化
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
て
、
ま
さ
に
〃
天
井
知
ら

ず
″
の
感
が
あ
る
。
私
の
山
仲
間
た
ち
（
千
葉
県
山
岳
連
盟
）
も
、
そ
う
し
た
ブ
ー
ム
の
中
に
あ
っ
て
、
彼
等
の
夢
を
遠
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

未
知
の
山
、
未
知
の
谷
に
求
め
続
け
て
来
た
。
ネ
パ
ー
ル
、
カ
ラ
コ
ル
ム
、
コ
ン
ロ
ン
、
そ
し
て
中
央
ア
ジ
ア
と
、
登
山
家
と
し
て
ま
た

探
検
家
と
し
て
、
未
知
を
求
め
る
心
の
〃
狼
火
″
は
、
限
り
な
く
燃
え
広
が
っ
て
行
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
数
年
の
間
に
彼
等
の
視
線

は
、
一
つ
の
焦
点
と
し
て
「
カ
ラ
コ
ル
ム
」
に
集
中
さ
れ
て
行
っ
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
地
域
が
登
山
や
探
検
に
、
ま
だ
ま
だ
数
多
く
の
〃
知
ら
れ
ざ
る
宝
″
を
埋
蔵
し
て
お
り
、
パ
イ
オ
ニ
ヤ
ー
を
も
っ
て
自

任
す
る
連
中
に
と
っ
て
、
う
っ
て
つ
け
の
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
果
て
ぬ
〃
夢
″
の
一
つ
の
発
露
と
し
て
、
一

九
六
四
年
の
カ
ラ
コ
ル
ム
遠
征
計
画
が
、
打
ち
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
的
な
国
際
問
題
、
政
治
問
題
は
、
こ
の
夢
を
か
な
え
る
大
き

な
妨
げ
と
な
っ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
か
ら
の
回
答
を
得
ぬ
ま
ま
、
貴
重
な
日
時
は
矢
の
よ
う
に
過
ぎ
た
。
止
む
な
く
第
一
の
夢
は
放
棄

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
で
、
彼
等
の
問
に
燃
え
広
が
っ
た
遠
征
の
〃
火
の
手
″
を
消
し
去
る
こ
と
は
、
す
で
に
遅
き
に
失

し
て
い
た
。
急
拠
、
第
二
の
夢
の
実
現
に
と
り
か
か
っ
た
。
目
標
は
、
よ
り
可
能
性
の
あ
る
、
、
不
・
ハ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
ふ
り
む
け
ら
れ
、

グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
登
頂
（
一
九
六
四
年
秋
）

島

澄
夫
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六
○
年
来
と
云
わ
れ
る
ポ
ヵ
ラ
の
大
雨
は
、
想
像
を
絶
す
る
凄
じ
さ
だ
っ
た
。
連
日
襲
っ
て
来
る
驍
雨
は
二
十
メ
ー
ト
ル
先
の
も
の
も

見
え
な
く
な
る
。
草
原
の
飛
行
場
は
、
ま
る
で
湖
の
よ
う
。
お
蔭
で
、
ボ
ン
ベ
イ
経
由
で
、
荷
物
と
共
に
一
箇
月
も
前
に
出
発
し
た
先
発

パ
イ
オ
ニ
ャ
ー
の
夢
を
満
た
し
て
く
れ
る
〃
未
知
〃
が
選
ば
れ
た
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
（
七
二
五
五
メ
ー
ト
ル
）
。

こ
れ
が
、
そ
の
〃
未
知
″
の
名
前
だ
っ
た
。

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
、
こ
の
華
麗
を
誇
る
神
々
の
座
に
、
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
の
は
、
一
九
五
○
年
の
フ
ラ
ン
ス
隊
だ
っ
た
。
そ
れ
は
最

初
の
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
・
も
局
の
目
①
局
ｇ
ｇ
日
》
》
と
し
て
有
名
な
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
（
八
○
七
八
メ
ー
ト
ル
）
【
の
登
頂
だ
っ
た
。
そ

の
後
一
九
五
三
年
京
大
隊
の
試
登
の
後
、
一
九
五
五
年
Ⅳ
峰
（
七
五
二
四
メ
ー
ト
ル
）
が
ド
イ
ツ
隊
に
、
更
に
Ⅱ
峰
（
七
九
三
七
メ
ー
ト
ル
）
、
Ⅲ

峰
（
七
五
七
七
メ
ー
ト
ル
）
が
英
国
隊
、
イ
ン
ド
隊
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
征
服
さ
れ
た
。
し
か
し
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
南
面
、
モ
デ
イ
・
コ
ー

ラ
の
内
院
は
、
一
九
五
六
年
、
一
九
五
七
年
の
英
国
の
ロ
篭
ハ
ー
ッ
Ｑ
・
ｐ
旨
．
宛
○
胃
風
の
）
、
ノ
イ
ス
（
弓
．
Ｚ
。
旨
の
）
ら
に
よ
っ
て
、
踏

査
さ
れ
た
記
録
’
一
九
諏
七
年
享
争
奪
‘
宍
乳
う
‐
卜
幽
登
頂
ｌ
を
見
：
み
で
、
充
分
な
処
女
性
を
残
し
て
い
た
。

計
画
の
二
転
三
転
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
出
発
は
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
に
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ネ
パ
ー
ル

政
府
か
ら
、
仮
許
可
の
電
報
が
舞
い
込
ん
で
来
た
の
は
、
六
月
も
お
し
せ
ま
っ
て
か
ら
、
出
発
の
廿
日
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
と
に
か
く
、

ま
が
り
な
り
に
も
遠
征
許
可
が
お
り
、
名
実
と
も
に
〃
遠
征
隊
〃
が
出
来
上
っ
た
。
し
か
し
、
前
途
は
更
に
多
難
だ
っ
た
。
隊
長
、
隊

員
、
と
も
に
若
輩
で
あ
る
た
め
、
資
金
的
な
行
詰
り
は
惨
惜
を
極
め
て
い
た
。
出
発
前
夜
ま
で
、
募
金
の
た
め
の
東
奔
西
走
が
く
り
か
え

さ
れ
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
、
無
事
全
員
が
日
本
を
旅
立
つ
こ
と
が
出
来
た
の
が
、
不
思
議
な
く
ら
い
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
こ
の
〃
奇

蹟
〃
は
実
現
し
、
軌
道
に
の
り
、
そ
し
て
成
果
を
収
め
た
。

だ
が
何
に
も
ま
し
て
嬉
し
い
こ
と
は
、
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
の
登
頂
成
功
が
、
わ
れ
わ
れ
を
こ
の
〃
奇
蹟
″
に
導
い
て
下
さ
っ
た

関
係
者
各
位
の
、
並
々
な
ら
ぬ
御
厚
情
に
対
し
て
、
い
く
ば
く
か
の
謝
意
の
し
る
し
に
な
り
得
た
こ
と
で
あ
る
。
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隊
は
、
飛
行
機
（
や
ハ
イ
ラ
ワ
ー
ポ
カ
ラ
）
の
欠
航
で
、
二
週
間
以
上
も
バ
イ
ラ
ワ
で
足
止
め
を
食
い
、
カ
ト
マ
ン
ズ
経
由
の
後
発
隊
が
、

ポ
カ
ラ
に
先
行
す
る
破
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
飛
行
場
と
の
睨
め
っ
こ
が
毎
日
続
い
た
。
ネ
パ
ー
ル
に
来
て
か
ら
、
す
で
に
半
月
。
残

さ
れ
た
仕
事
と
い
っ
た
ら
、
待
つ
こ
と
だ
け
だ
っ
た
。
し
か
し
九
月
八
日
は
、
革
命
的
な
日
と
な
っ
た
。
待
望
の
ダ
コ
タ
３
型
が
、
、
ハ
イ

ラ
ワ
の
雲
間
か
ら
、
そ
の
旧
式
な
〃
雄
姿
″
を
見
せ
た
の
だ
。
早
速
バ
ラ
ッ
ク
建
て
の
ホ
テ
ル
の
前
庭
に
テ
ン
ト
村
が
出
現
し
た
。
荷
物

の
整
理
、
人
夫
の
召
集
、
食
糧
の
調
達
、
久
し
ぶ
り
に
味
わ
う
多
忙
が
、
わ
れ
わ
れ
を
陽
気
に
し
た
。

九
月
十
日
、
同
じ
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
ガ
不
ツ
シ
ュ
を
目
指
す
京
大
隊
の
後
を
追
っ
て
、
い
よ
い
よ
ポ
ヵ
ラ
脱
出
だ
。
隊
員
七
名
、
連
絡

官
一
名
、
シ
エ
ル
パ
七
名
、
そ
れ
に
三
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
荷
を
背
負
っ
た
七
十
六
名
の
ク
リ
ー
、
総
勢
八
十
二
名
の
キ
ャ
ラ
尋
ハ
ン
が
、

官
一
名
、
シ
ェ
ル
パ
七
名
、
そ
れ

●
●
●
●
●

住
み
な
れ
た
ポ
カ
ラ
を
後
に
す
る
。

こ
こ
で
隊
の
主
な
編
成
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

隊
長
島
澄
夫
三
歳
（
放
射
線
医
学
綜
合
研
究
所
）

隊
員
（
会
計
）
石
川
昌
一
三
○
歳
（
小
岩
中
学
）

〃
（
食
料
）
佐
瀬
洋
二
八
歳
（
経
済
高
校
）

〃
（
渉
外
）
竹
内
正
己
二
六
歳
（
中
大
文
学
部
）

〃
（
庶
務
）
有
沢
輝
明
二
六
歳
（
千
葉
市
役
所
）

〃
（
装
備
）
高
橋
善
勝
三
ハ
歳
（
日
大
工
学
部
）

〃
（
記
録
）
西
村
満
弘
二
五
歳
（
東
洋
高
圧
）

連
絡
官
Ｋ
・
Ｋ
・
ダ
ハ
ー
ル
ニ
六
歳

サ
ー
ダ
ー
ア
ン
・
ダ
ワ
三
四
歳

。
ツ
タ
テ
ン
ジ
ン
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い
眺
望
が
楽
し
め
る
。
‐

宿
に
提
供
し
て
も
ら
う
。

″

ダ
キ
ヤ

そ
の
他
コ
ッ
ク
見
習
一
名
、
メ
イ
ル
ラ
ン
ナ
ー
一
名
、
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー
二
名
の
編
成
で
あ
る
。

モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
の
路
は
、
河
原
沿
い
に
ゆ
る
や
か
な
起
伏
を
描
い
て
、
ど
こ
ま
で
も
続
い
て
い
る
。
坦
々
と
し
た
山
道
は
、
谷
の
緑

に
や
わ
ら
か
く
包
ま
れ
て
、
雲
間
に
見
え
が
く
れ
す
る
マ
チ
ャ
プ
チ
ャ
リ
さ
え
な
け
れ
ば
、
蓼
科
の
谷
沿
い
で
も
歩
い
て
い
る
よ
う
だ
。

途
中
汚
な
ら
し
い
茶
店
で
、
紅
茶
を
畷
っ
た
り
、
谷
川
で
水
浴
び
な
ど
を
し
て
、
道
草
を
食
う
。
こ
う
し
た
、
の
ん
び
り
と
し
た
キ
ャ
ラ

バ
ン
気
分
を
楽
し
め
る
の
も
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ら
ば
こ
そ
だ
。

第
一
日
目
の
宿
泊
地
は
、
ナ
ウ
ダ
ラ
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
広
い
河
原
沿
い
に
続
く
田
圃
の
、
と
あ
る
台
地
の
上
に
テ
ン
ト
が
張
ら
れ

た
。
路
は
、
こ
こ
か
ら
本
谷
と
別
れ
て
、
山
腹
を
巻
き
な
が
ら
、
次
第
に
急
な
登
り
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ず
ら
折
り
の
山
路
を
、
四
時
間

あ
ま
り
登
り
つ
め
る
と
、
今
度
は
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
目
が
け
て
、
一
気
に
下
り
と
な
る
。
降
り
切
っ
た
と
こ
ろ
が
ビ
ラ
タ
テ
ィ
だ
。
こ
の

谷
最
大
の
部
落
で
、
商
店
も
並
ん
で
い
る
。
青
々
と
繁
茂
し
て
い
る
田
畑
も
、
こ
の
村
の
豊
か
さ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
だ
。

キ
ャ
ラ
や
ハ
ン
三
日
目
。
畔
路
伝
い
に
村
を
出
は
ず
れ
る
と
、
再
び
急
な
登
り
と
な
る
。
胸
つ
き
八
丁
を
越
し
て
、
や
っ
と
峠
に
出
る
。

途
端
に
、
目
の
前
に
見
事
な
〃
鋪
装
道
路
″
が
出
現
し
た
。
平
ら
な
石
を
丹
念
に
敷
き
つ
め
た
、
階
段
状
の
。
ヘ
イ
ヴ
メ
ン
ト
が
、
青
い
絨

蔑
を
重
ね
た
よ
う
な
、
段
々
畑
の
間
を
縫
い
な
が
ら
、
山
腹
の
彼
方
に
う
ね
っ
て
い
る
。
今
日
の
目
的
地
ガ
ン
ド
ル
ン
グ
は
、
こ
の
万
里

の
長
城
の
よ
う
な
石
段
を
登
り
つ
め
た
と
こ
ろ
で
、
山
あ
い
の
斜
面
に
、
丁
度
リ
ッ
ジ
の
よ
う
に
突
き
で
て
い
る
故
も
あ
っ
て
、
素
晴
し

い
眺
望
が
楽
し
め
る
。
小
学
校
の
校
庭
。
と
云
っ
て
も
三
○
坪
た
ら
ず
の
格
好
の
広
場
な
の
で
、
〃
校
長
先
生
″
に
交
渉
し
て
、
今
宵
の

シ
ェ
ル
パ
ド
ル
《
ン
エ

″
ア
ン
・
力
『
へ
｜

″
ラ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
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翌
十
三
日
は
、
久
し
振
り
に
晴
れ
間
が
出
た
。
小
学
校
の
屋
根
越
し
に
、
大
き
な
雪
の
山
が
驚
く
ほ
ど
間
近
に
迫
っ
て
来
た
。
ヒ
ウ
ン

チ
ュ
リ
（
六
七
○
五
メ
ー
ト
ル
）
だ
。
迷
路
の
よ
う
な
石
垣
の
間
を
縫
っ
て
、
村
を
出
る
。
〃
鋪
道
″
を
し
ば
ら
く
登
る
と
、
今
度
は
切
っ
て

落
し
た
よ
う
な
下
り
だ
。
膝
が
笑
い
出
す
こ
ろ
、
や
っ
と
キ
ム
ル
ン
・
コ
ー
ラ
の
谷
に
降
り
つ
く
。
グ
ル
ン
族
の
農
家
が
数
軒
。
静
か
な

ひ
る

山
村
だ
。
少
々
早
い
が
昼
食
に
す
る
。
昼
食
と
な
る
と
例
に
よ
っ
て
コ
ッ
ク
の
テ
ン
ジ
ン
は
、
そ
の
場
に
ど
っ
か
り
大
あ
ぐ
ら
を
か
き
、

や
お
ら
石
油
コ
ン
ロ
に
火
を
つ
け
、
飯
を
炊
き
始
め
る
。
そ
の
悠
々
迫
ら
ぬ
態
度
に
、
わ
れ
わ
れ
は
唯
唖
然
と
し
て
待
つ
ば
か
り
。
飯
の

出
来
る
間
、
例
に
よ
っ
て
村
人
達
が
見
物
に
や
っ
て
来
た
。
仲
々
可
愛
ら
し
い
村
娘
も
い
る
。
早
速
つ
か
ま
え
て
記
念
撮
影
。
ニ
ョ
ヨ

笑
い
な
が
ら
、
何
や
ら
わ
け
の
わ
か
ら
ぬ
言
葉
で
、
し
き
り
に
話
し
か
け
て
来
る
。
こ
の
辺
の
女
性
は
男
性
よ
り
社
交
的
だ
。
近
づ
き
の

し
る
し
に
と
、
タ
バ
コ
を
さ
し
だ
し
た
ら
、
頚
を
横
に
振
る
。
こ
れ
に
は
驚
い
た
。
こ
の
山
奥
で
は
タ
バ
コ
は
貴
重
品
だ
。
シ
ェ
ル
パ
、

ク
リ
ー
の
雇
用
条
件
に
も
、
タ
バ
コ
の
支
給
が
明
記
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
な
の
に
。
結
局
、
器
用
な
手
つ
き
で
、
う
ま
そ
う
に
吸
い
始
め
た

が
、
一
応
の
遠
慮
を
見
せ
た
わ
け
だ
。
カ
ラ
コ
ル
ム
で
は
、
女
性
と
来
る
と
、
わ
れ
わ
れ
を
ま
る
で
化
物
か
何
か
の
よ
う
に
毛
嫌
い
す
る

し
、
男
ど
も
か
ら
は
ダ
ニ
の
よ
う
に
も
の
を
た
か
ら
れ
る
。
同
じ
貧
し
い
山
奥
で
も
、
宗
教
や
生
活
環
境
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
違
っ

て
く
る
の
か
と
、
今
更
の
よ
う
に
、
彼
女
達
の
態
度
に
深
い
感
銘
を
覚
え
た
。

午
後
に
な
る
と
、
再
び
雨
が
ば
ら
つ
き
出
し
た
。
今
年
の
モ
ン
ス
ー
ン
明
け
は
、
例
年
よ
り
遅
い
ら
し
い
。
次
第
に
そ
の
出
没
の
数
を

頂
増
す
ヒ
ル
に
神
経
を
使
い
な
が
ら
、
チ
ョ
ム
ロ
ン
に
着
い
た
頃
に
は
、
雨
も
本
降
り
と
な
っ
て
来
た
。
標
高
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
こ
の

登毛
村
は
、
戸
数
十
軒
た
ら
ず
、
モ
デ
ィ
・
コ
ー
ラ
最
後
の
人
里
だ
。
痩
せ
た
段
々
畑
に
、
粟
、
麦
、
ト
ゥ
モ
ロ
コ
シ
、
そ
れ
に
豆
な
ど
を
僅

飛
か
な
が
ら
作
っ
て
い
る
。
モ
デ
イ
の
谷
の
斜
面
に
、
し
が
み
つ
く
よ
う
に
生
き
て
い
る
寒
郷
で
あ
る
。

↑
雨
宿
り
に
と
、
罫
の
か
な
り
大
き
な
農
家
に
立
ち
寄
る
．
ぞ
ろ
ぞ
ろ
出
て
羅
家
の
雀
と
話
を
し
て
：
と
ｌ
と
言
て
も
通

シ部
じ
な
い
の
で
、
お
互
い
に
勝
手
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
る
だ
け
だ
が
Ｉ
頼
み
も
し
な
い
の
に
、
お
茶
を
わ
か
し
て
サ
ー
ビ
ス
し
て
く
れ
た
。

グ
そ
の
う
ち
連
絡
官
の
ダ
ハ
ー
ル
が
や
っ
て
来
て
、
や
っ
と
話
が
通
じ
始
め
た
。
結
局
、
軒
先
な
が
ら
そ
の
家
を
、
一
夜
の
宿
に
無
償
で
提

rql ，
、J上ノ
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ドーム登頂グレイシャー

供
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
｜

ン
卜
を
味
わ
ず
に
済
ん
だ
わ
け
だ
。

こ

翌
朝
も
憂
諺
な
雨
だ
っ
た
。
雨
具
を
被
っ
て
村
を
出
る
。
こ
こ
か
ら
は
い
よ
い
よ
無
人
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
山
ヒ
ル
の
王
国
に
入
る
わ
け

だ
。
案
の
定
、
こ
の
時
な
ら
ぬ
侵
入
者
に
対
す
る
ヒ
ル
の
襲
撃
は
、
苛
烈
を
極
め
た
。
裸
足
で
歩
く
ク
リ
ー
の
足
に
は
、
血
を
吸
っ
て
膨

ら
ん
だ
ヒ
ル
が
、
鈴
な
り
に
な
っ
て
い
る
。
昼
近
く
ク
ル
ド
ガ
ー
ル
と
い
う
と
こ
ろ
に
つ
く
。
大
き
な
羊
飼
い
の
小
屋
が
あ
る
。
午
後
に

な
っ
て
、
雨
は
一
そ
う
強
く
な
っ
た
。
小
屋
は
人
夫
達
で
満
員
の
盛
況
。
あ
ぶ
れ
た
も
の
は
、
竹
で
編
ん
だ
、
コ
ザ
を
カ
マ
ボ
コ
型
に
建

て
、
急
造
の
ね
ぐ
ら
を
器
用
に
つ
く
っ
て
い
る
。
憂
諺
な
夜
が
過
ぎ
て
、
憂
諺
な
朝
が
来
た
。
今
日
も
ズ
ブ
濡
れ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
旅
行
が

始
ま
る
。
相
も
変
ら
ぬ
上
下
か
ら
の
ヒ
ル
の
襲
撃
に
、
グ
ロ
ッ
キ
ー
に
な
り
な
が
ら
、
ヒ
ル
コ
の
洞
穴
に
た
ど
り
つ
く
。
標
高
三
三
○
○

メ
ー
ト
ル
、
す
ぐ
目
の
前
は
も
う
雪
の
世
界
だ
。
明
日
は
い
よ
い
よ
ベ
ー
ス
入
り
。
さ
す
が
に
夜
は
冷
え
こ
む
。
し
か
し
、
い
く
ら
寒
く

て
も
、
ヒ
ル
の
帝
国
か
ら
脱
出
出
来
る
こ
と
は
、
こ
の
上
な
く
有
難
か
っ
た
。

翌
十
六
日
も
氷
雨
と
濃
霧
に
明
け
た
。
ク
リ
ー
の
、
む
き
だ
し
の
痩
せ
た
足
が
、
深
い
霧
に
見
え
が
く
れ
し
て
、
如
何
に
も
寒
そ
う

だ
。
午
後
に
な
っ
て
、
や
っ
と
南
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
の
末
端
に
出
る
。
霧
の
た
め
全
く
視
界
が
効
か
な
い
。
ベ
ー
ス
偵
察
に
先
発
し
た

石
川
、
竹
内
、
ア
ン
・
ダ
ワ
も
、
位
置
が
確
認
出
来
ず
、
引
返
し
て
来
た
。
「
え
い
！
ま
ま
よ
・
」
地
図
と
磁
石
を
た
よ
り
に
、
闇
く

も
に
前
進
す
る
。
霧
の
中
か
ら
、
先
行
し
た
京
大
隊
の
Ｂ
Ｃ
が
現
わ
れ
た
。
立
ち
寄
っ
た
も
の
の
、
前
日
来
の
悪
天
候
で
、
は
っ
き
り
と

し
た
位
置
確
認
が
得
ら
れ
な
い
。
再
び
出
発
。
時
計
と
高
度
計
を
た
よ
り
に
、
適
当
な
平
坦
地
を
Ｂ
Ｃ
と
定
め
る
。
Ｂ
Ｃ
の
位
置
が
登
筆

成
果
を
大
き
く
左
右
す
る
と
い
う
の
に
、
全
く
、
心
も
と
な
い
話
だ
が
、
盲
目
同
然
で
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。
テ
ン
ト
を
立
て
、
ク
リ
ー

に
賃
金
を
払
う
。
例
に
よ
っ
て
、
帰
り
の
賃
金
問
題
で
騒
動
が
持
ち
上
が
る
。
こ
の
辺
の
と
こ
ろ
は
、
ど
こ
の
ク
リ
ー
も
同
じ
だ
。
払

え
、
払
わ
ぬ
で
押
問
答
の
末
、
人
夫
の
一
人
が
、
い
き
な
り
腰
の
山
刀
を
抜
き
放
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
は
沈
黙
の
持
久
戦
だ
。
裸
同

然
の
ク
リ
ー
達
は
、
と
て
も
こ
の
寒
い
ベ
ー
ス
で
は
泊
れ
な
い
。
明
る
い
う
ち
に
下
の
羊
小
屋
ま
で
降
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
に
足

ち
ら
か
ら
頼
み
も
し
な
い
の
に
、
全
く
親
切
な
話
で
あ
る
。
お
蔭
で
そ
の
晩
は
、
み
じ
め
な
雨
の
テ
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九
月
二
十
日
、
Ｃ
１
を
氷
河
の
左
岸
四
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
モ
レ
ー
ン
上
に
立
て
、
翌
二
十
一
日
Ｃ
１
を
出
発
し
た
第
一
次
偵
察
隊

は
コ
ル
直
下
ま
で
前
進
、
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
２
予
定
地
を
確
認
。
翌
日
第
二
次
偵
察
隊
（
石
川
、
佐
瀬
、
ア
ン
・
ダ
ワ
）

が
、
Ｃ
２
建
設
と
同
時
に
、
Ｃ
２
入
り
を
す
る
わ
け
だ
。
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
両
日
は
、
珍
ら
し
く
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
間

を
利
し
て
、
Ｃ
１
強
化
の
荷
上
げ
と
、
第
二
偵
察
隊
の
ル
ー
ト
工
作
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
翌
日
は
、
再
び
陰
欝
な
吹
雪
と
な
っ
た
。

そ
し
て
Ｃ
２
の
偵
察
隊
か
ら
、
そ
れ
以
上
に
陰
欝
な
情
報
が
や
っ
て
来
た
。
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
へ
の
尾
根
は
、
も
の
す
ご
い
ナ
イ

フ
・
エ
ッ
ジ
で
、
固
定
ロ
ー
プ
が
千
メ
ー
ト
ル
以
上
も
必
要
な
こ
と
。
そ
の
先
の
ル
ー
ト
は
、
天
候
が
悪
く
殆
ん
ど
予
測
が
つ
か
ぬ
こ

と
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
か
ら
流
れ
る
声
は
、
烈
し
い
風
雪
で
と
も
す
れ
ば
途
切
れ
勝
ち
だ
っ
た
。
連
日
の
悪
天
候
と
隊
員
の
疲
労
。
こ
れ

以
上
の
悪
条
件
が
続
け
ば
、
致
命
的
な
こ
と
に
な
る
。
冷
酷
な
「
撤
退
命
令
」
が
出
さ
れ
た
。
雪
ま
み
れ
に
な
っ
て
テ
ン
と
を
撤
収
す
る

隊
員
達
の
士
気
は
、
風
雪
よ
り
も
冷
た
か
っ
た
。
近
く
に
Ｂ
Ｃ
を
置
い
て
い
る
京
大
隊
も
、
Ｃ
１
か
ら
先
の
ル
ー
ト
が
雪
崩
の
通
路
と
な

も
と
を
見
ら
れ
た
ク
リ
ー
達
は
勅
三
々
伍
々
ブ
ッ
ブ
ッ
文
句
を
言
い
な
が
ら
や
引
返
し
て
行
っ
た
。

四
日
も
続
い
た
雨
は
、
カ
ラ
リ
と
晴
れ
上
っ
た
。
晴
れ
て
見
て
驚
い
た
。
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
（
八
○
七
八
メ
ー
ト
ル
）
の
南
壁
が
、
目
の

前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
（
六
七
○
五
メ
ー
ト
ル
）
も
す
ぐ
背
後
に
あ
る
。
目
指
す
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
も

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
東
、
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
（
六
六
六
七
メ
ー
ト
ル
）
の
肩
越
し
に
巨
大
な
ド
ー
ム
を
覗
か
せ
て
い
る
。
南
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
氷
河
も
、
か
な
り
上
部
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
だ
。
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
の
入
口
、
ゴ
ル
ジ
ュ
地
帯
が
か
な
り
下
方
に
見
え
る
。

Ｂ
Ｃ
位
置
を
、
い
さ
さ
か
オ
ー
や
ハ
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
さ
せ
た
言
い
わ
け
も
手
伝
っ
て
、
一
応
南
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
側
か
ら
の
接
近
を
試
み
る
こ

と
に
す
る
。
荷
の
整
理
も
終
了
し
た
九
月
十
九
日
、
第
一
次
偵
察
隊
と
し
て
、
高
橋
、
西
村
、
ド
ル
ジ
ェ
の
三
名
が
氷
河
の
左
岸
に
向

う
。
ま
だ
雨
季
が
完
全
に
終
ら
な
い
の
か
、
こ
の
と
こ
ろ
午
後
か
ら
決
っ
た
よ
う
に
天
候
が
崩
れ
出
す
。
視
界
の
効
か
ぬ
偵
察
で
、
確
実

性
は
な
か
っ
た
が
、
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
と
テ
ン
ト
・
ピ
ー
ク
の
コ
ル
突
破
に
一
応
の
可
能
性
が
出
た
の
で
、
一
発
等
ハ
ク
チ
を
打
つ

こ
と
に
す
る
。
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九
月
二
十
八
日
、
有
沢
、
ド
ル
ジ
ェ
の
二
名
が
、
ゴ
ル
ジ
ュ
に
手
こ
づ
っ
て
い
る
。
竹
内
隊
の
支
援
に
向
う
。
連
日
の
雪
で
、
谷
は
予

想
以
上
に
増
水
し
て
い
る
。
ゴ
ル
ジ
ュ
の
通
過
不
能
の
場
合
を
考
え
て
、
第
二
次
偵
察
隊
と
し
て
、
佐
瀬
、
ア
ン
・
ダ
ワ
、
ダ
キ
ャ
の
三

名
を
、
南
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
左
岸
に
向
け
る
。
先
日
の
試
登
ル
ー
ト
を
伝
っ
て
、
旧
Ｃ
１
か
ら
テ
ン
ト
・
ピ
ー
ク
の
南
稜
を
ま
わ
り
込

み
、
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
に
達
す
る
ル
ー
ト
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。
他
方
、
ゴ
ル
ジ
ュ
の
攻
略
も
第
一
の
難
関
、
三
○
メ
ー
ト
ル

程
の
ス
ラ
ブ
に
固
定
ロ
ー
プ
を
工
作
、
第
二
難
関
で
あ
る
三
メ
ー
ト
ル
程
の
小
滝
は
、
山
麓
か
ら
材
木
を
伐
り
出
し
、
ハ
シ
ゴ
を
つ
く
っ

て
突
破
。
九
月
三
十
日
、
や
っ
と
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
に
入
り
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
。
僅
か
四
○
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
ゴ
ル
ジ
ュ

続
く
二
十
五
、
二
十
六
日
も
、
相
変
ら
ず
天
候
の
回
復
は
望
め
な
か
っ
た
。
撤
収
は
二
十
六
日
に
終
了
。
全
員
Ｂ
Ｃ
に
戻
っ
て
来
た
。

ル
ー
ト
は
や
は
り
、
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
か
ら
の
接
近
以
外
に
は
、
と
れ
そ
う
も
な
い
。
西
氷
河
入
口
の
ゴ
ル
ジ
ュ
突
破
は
、
相
当
の

難
関
だ
が
、
一
九
五
七
年
英
国
ノ
イ
ス
隊
が
、
す
で
に
こ
こ
を
通
過
し
て
い
る
。
休
む
間
も
な
く
、
竹
内
が
二
名
の
ロ
ー
カ
ル
ポ
ー
タ
ー

を
連
れ
て
、
ゴ
ル
ジ
ュ
に
向
う
。
他
の
連
中
は
休
養
だ
。
午
前
中
、
久
し
ぶ
り
に
訪
れ
た
晴
間
を
利
用
し
て
、
皆
洗
濯
に
水
浴
に
大
童

だ
。
標
高
四
二
○
○
メ
ー
ト
ル
。
こ
の
Ｂ
Ｃ
は
、
攻
撃
拠
点
と
し
て
は
不
適
当
だ
が
、
景
勝
地
と
し
て
は
最
適
だ
。
モ
レ
ー
ン
の
上
に

は
、
柔
ら
か
な
芝
地
が
広
が
り
、
そ
の
間
を
縫
う
よ
う
に
し
て
、
小
さ
な
せ
せ
ら
ぎ
が
可
愛
ら
し
い
音
を
た
て
て
い
る
。
時
折
聞
え
て
来

る
羊
の
遠
声
が
、
遠
い
牧
場
の
夢
を
誘
う
よ
う
だ
。
北
の
空
に
は
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
エ
峰
が
、
八
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
大
氷
壁
を
天
高
か
く

そ
そ
り
立
た
せ
、
東
に
は
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
が
、
純
白
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
壁
を
見
せ
て
い
る
。
ふ
り
か
え
る
と
、
聖
な
る
山
マ
チ
ャ
プ

チ
ャ
リ
が
、
研
ぎ
す
ま
さ
れ
た
氷
の
穂
先
を
、
鋭
く
天
空
に
突
き
刺
し
て
い
る
。
そ
の
金
属
的
な
氷
の
冷
さ
に
は
、
美
し
さ
を
通
り
越
し

て
、
凄
絶
な
鬼
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
芝
地
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
秋
の
野
花
も
、
こ
の
豪
壮
な
氷
の
大
伽
藍
に
、
お
の
の

か
た
だ
っ
た
（

い
て
い
る
よ
う
だ
。

っ
て
い
る
た
め
、
登
筆
に
困
難
を
極
め
て
い
る
よ
う
だ
。
毎
日
の
よ
う
に
ガ
ネ
ッ
シ
ュ
か
ら
流
れ
落
ち
る
雪
崩
は
、
百
雷
の
よ
う
な
暴
れ
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に
、
五
日
も
費
や
さ
れ
た
わ
け
だ
。
ゴ
ル
ジ
ュ
の
突
破
と
同
時
に
、
第
一
次
偵
察
隊
（
竹
内
、
有
沢
）
は
、
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
の
分

岐
点
上
部
、
標
高
四
一
三
○
メ
ー
ト
ル
の
モ
レ
ー
ン
上
に
Ｃ
１
を
建
設
。
一
方
、
テ
ン
ト
・
ピ
ー
ク
側
を
ま
わ
り
こ
ん
だ
第
二
次
偵
察
隊

（
佐
瀬
）
は
、
二
十
九
日
西
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
氷
河
に
下
降
、
同
日
氷
河
右
岸
に
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
。
し
か
も
彼
等
の
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト

は
標
高
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
で
、
次
の
前
進
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
適
当
だ
っ
た
。
別
に
忍
術
を
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
Ｃ
１
と
Ｃ
２
が

同
時
に
出
来
上
っ
た
わ
け
だ
。

十
月
一
日
、
久
し
振
り
に
太
陽
が
拝
め
た
。
隊
長
は
第
一
次
偵
察
隊
と
共
に
Ｃ
１
に
入
る
。
そ
の
間
Ｃ
２
の
第
二
次
偵
察
隊
は
、
氷
河

上
部
の
偵
察
、
残
り
の
も
の
は
Ｂ
Ｃ
よ
り
の
荷
上
げ
だ
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
ゴ
ル
ジ
ュ
を
越
え
て
Ｃ
１
ま
で
は
、
ボ
ッ
ヵ
・
ル
ー
ト
と
し
て
少
々

ス
ト
ラ
イ
ド
が
長
い
の
で
、
ゴ
ル
ジ
ュ
手
前
に
荷
物
デ
ポ
地
点
を
つ
く
り
、
ピ
ス
ト
ン
輸
送
す
る
。
天
候
は
ど
う
や
ら
、
回
復
の
兆
が
見

え
た
よ
う
だ
。
Ｂ
Ｃ
１
Ｃ
１
間
で
は
、
相
変
ら
ず
蟻
の
よ
う
な
荷
上
げ
作
業
が
続
く
。
そ
の
間
隊
長
は
Ｃ
２
お
よ
び
、
そ
の
対
岸
の
ロ
ッ

ク
・
ポ
イ
ン
ト
近
く
ま
で
登
っ
て
、
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
側
の
氷
河
の
状
態
を
偵
察
す
る
。
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
側
か
ら
イ
ン

ゼ
ル
が
三
本
、
更
に
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
胸
壁
の
氷
河
中
央
に
向
っ
て
大
き
な
イ
ン
ゼ
ル
越
し
に
見
え
る
氷
棚
を
二
つ
越
し
、
三
つ

目
の
氷
棚
に
乗
れ
ば
、
そ
の
雪
面
は
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
で
、
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
の
肩
に
続
い
て
い
る
。
イ
ン
ゼ
ル
基
部
の
氷
河
の

状
態
が
す
こ
ぶ
る
悪
そ
う
だ
が
、
し
か
し
何
と
か
や
れ
そ
う
だ
。
三
日
間
に
わ
た
る
偵
察
は
、
も
う
わ
れ
わ
れ
に
少
し
の
陦
跨
も
許
さ
な

十
月
四
日
、
久
し
ぶ
り
の
快
晴
が
目
に
ま
ぶ
し
か
っ
た
。
第
二
次
偵
察
隊
は
、
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
東
稜
の
基
部
を
ま
わ
り
こ
ん

で
、
第
二
の
イ
ン
ゼ
ル
基
部
五
四
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
３
サ
イ
ト
を
確
認
し
た
。
間
髪
を
入
れ
ず
第
一
次
偵
察
隊
は
、
Ｃ
３
建
設
に
向

う
。
一
方
、
Ｂ
Ｃ
の
ポ
ッ
カ
で
腰
を
痛
め
た
西
村
が
、
Ｃ
１
へ
前
線
復
帰
を
し
て
来
る
。
Ｂ
Ｃ
の
白
川
、
高
橋
は
、
残
り
の
シ
ェ
ル
パ
達

を
指
揮
し
て
、
相
変
ら
ず
辛
い
運
送
業
に
明
け
暮
れ
て
い
る
。
イ
ン
ゼ
ル
基
部
の
氷
は
、
予
想
以
上
に
荒
れ
て
い
た
。
第
一
次
偵
察
隊
の

苦
闘
は
、
ま
ず
、
キ
ャ
ン
プ
直
上
の
、
岩
の
ル
ン
ゼ
突
破
で
開
始
さ
れ
た
。
そ
こ
を
抜
け
る
と
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
長
い
雪
の
斜
面

か
つ
た
。
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が
、
無
数
の
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
を
孕
ん
で
、
上
部
の
ア
イ
ス
フ

ォ
ー
ル
群
に
続
い
て
い
る
。
二
十
メ
ー
ト
ル
程
の
氷
爆
は
、
完
全

な
垂
壁
だ
。
再
び
ピ
ト
ン
が
打
ち
込
ま
れ
、
繩
梯
子
が
垂
れ
下
が

る
。
ア
イ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
上
は
、
不
安
定
な
ス
ノ
ウ
・
ブ
リ

ッ
ジ
が
か
か
っ
て
い
る
。
一
触
崩
潰
の
橋
な
の
で
、
ア
ブ
ミ
を
頼

り
に
そ
の
橋
の
下
を
く
ぐ
る
。
頭
上
約
八
○
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な

雪
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
に
も
、
赤
い
ロ
ー
プ
が
垂
れ
下
が
る
。
そ
の

上
約
五
メ
ー
ト
ル
の
氷
の
垂
壁
に
も
、
ロ
ー
プ
が
電
光
型
に
走
っ

て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
固
定
ロ
ー
プ
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
。
Ｃ
３

か
ら
こ
こ
ま
で
、
高
距
に
し
て
三
○
○
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
。
一
日

に
一
○
○
メ
ー
ト
ル
も
稼
げ
れ
ば
上
乗
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。
三
日

間
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
土
木
工
事
を
終
え
て
、
選
手
交
代
。
今
度
は

佐
瀬
、
西
村
組
が
工
事
を
請
負
う
。
十
月
九
日
、
Ｃ
４
が
巨
大
な

氷
塔
の
上
に
置
か
れ
る
。
標
高
五
七
六
○
メ
ー
ト
ル
、
Ｃ
４
か
ら

上
の
氷
壁
も
九
十
度
。
二
日
が
か
り
の
工
事
で
、
約
四
十
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
る
。
こ
の
Ｃ
３
１
Ｃ
４
の
ル
ー
ト
、
足
よ

り
も
手
が
疲
れ
る
と
、
ボ
ッ
カ
隊
は
し
き
り
に
こ
ぼ
す
。

十
月
十
一
日
、
第
二
次
偵
察
隊
は
ル
ー
ト
を
求
め
て
Ｃ
４
を
出

発
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
上
部
の
雪
原
を
つ
め
て
、
氷
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
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ル
を
ト
ラ
バ
ー
ス
し
た
時
だ
っ
た
。
突
然
、
頭
上
の
氷
柱
に
火
花
が
散
っ
た
。
氷
の
亀
裂
だ
っ
た
。
氷
崩
は
落
下
す
る
に
つ
れ
、
小
さ
な

ナ
ダ
レ
を
呼
ん
で
、
二
人
を
震
っ
た
。
危
う
く
小
さ
な
ク
レ
バ
ス
に
難
を
逃
れ
る
。
だ
が
ナ
ダ
レ
の
最
後
の
氷
塊
が
、
佐
瀬
の
背
部
を
襲

っ
た
。
数
メ
ー
ト
ル
は
じ
き
飛
ば
さ
れ
た
彼
は
、
も
う
自
力
で
は
起
き
上
が
れ
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
に
よ
る
緊
急
連
絡
は
、
丁

度
Ｃ
４
に
登
っ
て
き
た
隊
長
を
、
遭
難
現
場
へ
と
駈
り
た
て
た
。
激
痛
に
う
め
く
佐
瀬
を
、
Ｃ
４
へ
収
容
す
る
の
は
困
難
を
き
わ
め
た
。

彼
の
苦
痛
に
た
ま
り
か
ね
て
か
、
シ
ェ
ル
パ
の
ダ
キ
ャ
が
突
然
声
を
あ
げ
て
泣
き
始
め
た
。
そ
の
声
に
誘
わ
れ
て
、
何
と
も
言
え
ぬ
悲
恰

感
が
わ
れ
わ
れ
の
胸
を
し
め
つ
け
た
。
ふ
り
か
え
る
と
、
白
い
雪
の
世
界
が
空
虚
の
中
に
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た
。
も
う
こ
れ
が
見
収
め

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
感
傷
に
溺
れ
て
ば
か
り
は
い
ら
れ
な
い
。
一
刻
も
早
く
Ｃ
４
へ
収
容
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
や
っ
と
連
絡

の
と
れ
た
Ｃ
３
の
隊
員
に
、
医
療
品
の
至
急
荷
上
げ
を
指
令
す
る
。
そ
し
て
、
し
ば
ら
く
の
陦
跨
の
後
〃
遠
征
の
中
断
″
も
Ｉ
。
胸
の

中
を
風
が
吹
き
抜
け
た
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
も
し
骨
折
で
も
し
て
い
れ
ば
、
隊
の
全
力
を
挙
げ
て
、
下
山
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
Ｃ
４
上
部
の
大
氷
壁
は
、
ロ
ー
プ
で
〃
荷
物
〃
の
よ
う
に
吊
り
降
ろ
し
た
。
動
か
す
毎
に
陣
き
を
上
げ
る
〃
荷
物
″
の
運
搬
は
果
し

な
く
辛
く
、
そ
し
て
長
か
っ
た
。
Ｃ
４
で
早
速
鎮
痛
剤
を
注
射
し
て
、
彼
を
裸
に
す
る
。
骨
折
は
な
か
っ
た
。
全
治
二
週
間
程
度
の
負
傷

だ
っ
た
。
「
よ
し
、
登
山
続
行
だ
。
」
再
び
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
、
佐
瀬
の
負
傷
状
態
と
遠
征
の
継
続
と
を
伝
え
る
。
こ
の
指
令
は
心
の

風
穴
を
ふ
さ
ぐ
に
は
充
分
だ
っ
た
。
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
に
再
び
活
気
が
訪
れ
た
。

十
月
十
二
日
、
隊
長
、
竹
内
、
有
沢
の
三
名
は
、
佐
瀬
を
Ｃ
３
へ
収
容
す
る
一
方
、
ド
ル
ジ
ェ
を
Ｃ
４
入
り
さ
せ
る
。
サ
ー
ダ
ー
の
ア

ン
・
ダ
ワ
は
、
こ
の
所
腹
痛
を
訴
え
不
調
な
の
で
、
ド
ル
ジ
ェ
を
攻
撃
隊
員
と
し
て
、
西
村
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
し
た
わ
け
だ
。
翌
十
三
日

も
、
抜
け
る
よ
う
な
青
空
だ
っ
た
。
し
か
し
シ
ェ
ル
パ
に
言
わ
せ
る
と
、
こ
の
天
気
も
、
四
’
五
日
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
今
日
は
攻
撃
隊

の
待
つ
Ｃ
４
へ
、
竹
内
、
有
沢
、
高
橋
、
そ
れ
に
シ
ェ
ル
パ
三
名
が
Ｃ
５
建
設
用
資
材
を
背
負
っ
て
出
発
す
る
。
こ
の
内
、
有
沢
、
高

橋
、
ア
ン
・
ダ
ワ
、
そ
れ
に
ダ
キ
ヤ
の
四
名
が
Ｃ
４
に
留
ま
り
、
Ｃ
５
建
設
並
び
に
ア
タ
ッ
ク
の
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
予
定
で
あ
る
。
石
川

は
、
残
り
の
シ
ェ
ル
パ
、
ロ
ー
カ
ー
ル
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
、
Ｃ
２
１
Ｃ
３
間
の
荷
上
げ
だ
。
彼
は
最
初
高
度
影
響
に
か
か
っ
た
の
で
、
敢
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て
後
方
の
補
給
戦
線
に
置
い
た
の
だ
が
、
以
後
黙
々
と
し
て
〃
縁
の
下
″
に
力
を
入
れ
て
く
れ
た
。
Ｃ
３
に
収
容
さ
れ
た
佐
瀬
は
諺
半
身

不
随
だ
が
食
欲
も
あ
り
、
元
気
を
取
り
戻
し
た
よ
う
だ
。
彼
の
負
傷
が
比
較
的
軽
く
て
済
ん
だ
こ
と
は
、
不
幸
中
の
幸
い
だ
が
、
こ
こ
で

戦
力
を
一
人
失
う
こ
と
は
、
重
大
な
損
失
だ
っ
た
。
五
七
六
○
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
４
か
ら
七
二
五
五
メ
ー
ト
ル
の
頂
上
ま
で
は
、
常
識
と
し

て
Ｃ
５
１
Ｃ
６
と
二
つ
の
テ
ン
ト
が
必
要
だ
。
だ
が
、
安
定
し
た
天
候
の
極
端
に
短
か
い
ポ
ス
ト
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
で
は
、
十
月
中
旬
ま

で
に
登
山
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
恐
ろ
し
い
〃
冬
″
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。
「
も
う
一
週
間
も
す
る
と
、
恐
ろ
し

い
大
雪
が
や
っ
て
来
る
。
悶
筐
旦
昌
〃
殺
識
の
日
〃
と
言
っ
て
、
羊
な
ど
皆
殺
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
」
シ
ェ
ル
パ
の
ド
ル
ジ
ェ
が
そ
ん

な
こ
と
を
言
っ
て
、
隊
員
達
を
威
か
す
。
で
き
る
だ
け
Ｃ
５
を
上
部
に
持
ち
上
げ
て
、
〃
一
発
勝
負
″
を
試
み
る
以
外
に
手
は
な
か
つ

そ
し
て
十
月
十
五
日
は
明
け
た
。
午
前
七
時
、
申
し
分
な
い
快
晴
に
恵
ま
れ
て
、
二
人
は
Ｃ
５
を
出
発
し
た
。
雪
の
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル
を

快
適
な
ピ
ッ
チ
で
突
破
。
三
時
間
足
ら
ず
で
〃
第
二
の
氷
棚
″
に
出
る
。
午
後
一
時
、
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
と
フ
ル
ー
テ
ッ
ド
・
ピ

ー
ク
と
の
コ
ル
に
出
て
、
さ
ら
に
北
側
（
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
ー
峰
側
）
を
巻
い
て
、
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
稜
線
上
に
ビ
バ
ー
ク
・
サ
イ
ト
を

つ
く
る
。
標
高
六
四
九
○
メ
ー
ト
ル
。
ツ
ェ
ル
ト
を
か
ぶ
っ
て
も
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
寒
さ
と
興
奮
は
、
二
人
を
容
易
に
寝
せ
つ
け

て
、
こ
れ
を
治

め
″
で
あ
る
。

た
○

午
後
二
時
過
ぎ
、
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
雪
壁
を
登
り
つ
め
て
、
〃
第
二
の
氷
棚
〃
直
下
に
Ｃ
５
を
作
っ
た
。
標
高
六
一
九
○
メ
ー
ト

ル
。
ピ
ー
ク
ま
で
あ
と
千
メ
ー
ト
ル
と
ち
ょ
っ
と
。
Ｃ
４
へ
と
下
る
サ
ポ
ー
ト
隊
の
激
励
を
受
け
て
、
西
村
、
ド
ル
ジ
ェ
が
二
人
用
の
Ｃ

５
テ
ン
ト
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
。
こ
の
遠
征
に
か
け
ら
れ
た
長
い
歳
月
と
膨
大
な
費
用
。
そ
し
て
労
力
。
す
べ
て
が
、
こ
の
若
い
二
人
の

〃
明
日
〃
に
賭
け
ら
れ
た
わ
け
だ
。

十
月
十
四
日
。
攻
撃
隊
は
Ｃ
４
を
出
発
し
て
、
Ｃ
５
建
設
予
定
地
に
向
っ
た
。
サ
ポ
ー
ト
隊
は
Ｃ
５
建
設
用
の
装
備
、
食
糧
を
背
負
っ

、
こ
れ
を
追
っ
た
。
今
日
中
に
Ｃ
５
を
建
設
し
、
同
時
に
明
日
は
ア
タ
ッ
ク
、
と
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
。
す
べ
て
は
〃
王
手
詰

rqq1
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幻
の
よ
う
に
美
し
か
っ
た
。

な
か
っ
た
。
凍
て
つ
い
た
無
数
の
星
が
、
明
日
の
快
晴
を
約
束
し
て
く
れ
て
い
た
。

十
月
十
六
日
。
朝
日
が
〃
白
き
神
々
の
座
″
を
金
色
に
染
め
は
じ
め
た
。
テ
ン
ト
を
は
ね
の
け
た
二
人
は
、
ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
ザ
イ
ル

を
結
ぶ
。
午
前
六
時
三
十
分
、
〃
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
〃
を
賭
け
て
二
人
は
出
発
し
た
。
五
十
度
に
近
い
雪
の
側
稜
が
、
ピ
ー
ク
に
向
か
っ

て
一
気
に
伸
び
て
い
た
。
ア
イ
ゼ
ン
が
小
気
味
よ
く
氷
に
喰
い
込
む
。
二
人
は
た
だ
黙
々
と
登
っ
た
。
期
待
と
不
安
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
二
人
の
足
を
速
め
る
。
午
前
十
一
時
四
十
五
分
、
二
人
は
、
一
番
高
い
雪
の
上
に
出
た
。

、
、
、

こ
れ
で
す
べ
て
が
終
わ
っ
た
。
あ
れ
ほ
ど
苦
労
し
た
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
は
、
二
人
の
足
下
に
あ
る
の
だ
。

「
午
前
十
一
時
四
十
五
分
。
登
頂
し
ま
し
た
。
」

ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
か
ら
流
れ
る
西
村
隊
員
の
報
告
は
短
か
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
だ
っ
た
。
こ
の
短
か
い
言
葉

の
う
ち
に
は
、
す
録
へ
て
が
あ
っ
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
終
わ
っ
た
の
だ
。
」
そ
れ
だ
け
で
充
分
満
た
さ
れ
て
い
た
。

頂
上
の
雪
の
中
に
全
隊
員
の
名
簿
と
、
冬
の
富
士
で
遭
難
し
た
二
人
の
山
仲
間
の
遺
影
と
遺
骨
が
埋
め
ら
れ
た
。
あ
れ
ほ
ど
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
憧
れ
て
い
た
こ
の
二
人
は
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
の
処
女
峰
、
七
二
五
五
メ
ー
ト
ル
の
頂
に
安
ら
か
に
眠
っ
た
の
だ
。

登
頂
の
夜
は
凄
い
よ
う
な
満
月
だ
っ
た
。
苦
闘
し
た
〃
氷
河
の
山
″
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
・
ド
ー
ム
も
、
い
ま
は
、
青
い
月
影
の
な
か
で
、

「
頂
上
だ
！
」

静
か
な
、
美
し
い
、
そ
し
て
満
ち
足
り
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
夜
だ
っ
た
。
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ま
え
が
き

私
達
立
教
大
学
山
岳
部
関
係
者
の
間
で
、
戦
後
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
こ
う

と
い
う
計
画
は
、
何
度
と
な
く
樹
て
ら
れ
た
。
戦
前
ナ
ン
ダ
・
コ
ー
ト
へ

出
掛
け
て
い
る
だ
け
に
、
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
未
登
の
山
を
、
初

登
で
も
コ
ブ
で
は
駄
目
だ
と
か
、
山
の
問
題
と
財
政
的
な
問
題
で
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
行
の
話
が
樹
て
ら
れ
て
は
こ
わ
れ
、
こ
わ
れ
て
は
た
て
ら
れ
て
い
る

う
ち
に
、
一
九
六
四
年
頃
に
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
病
に
取
り
つ
か
れ
た
者
も
極
く

限
ら
れ
て
来
た
。
一
九
六
三
年
春
、
酒
井
Ｏ
Ｂ
会
長
・
小
原
先
輩
に
私
の

ヒ
マ
ラ
ヤ
行
の
構
想
を
話
し
助
言
を
得
て
、
メ
ン
バ
ー
を
集
め
た
の
は
十

月
で
あ
っ
た
。
①
ネ
パ
ー
ル
東
部
等
ハ
ル
ン
氷
河
に
五
名
以
内
の
隊
を
送

る
。
②
費
用
は
四
百
万
円
以
内
、
個
人
負
担
を
四
十
万
円
以
上
と
す
る
。

③
学
術
の
外
貨
を
使
用
す
る
た
め
大
学
組
織
の
隊
と
す
る
。
④
未
踏
峯
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
歩
け
る
機
動
性
の
あ
る
隊
と
し
た
い
。
⑤
時
期
は
一
九

ノ､『

ﾉレ

ン
の
山
々
へ
（
一
九
六
四
年
）

六
四
年
プ
レ
・
モ
ン
ス
ー
ン
期
と
す
る
。
⑥
こ
れ
を
機
に
引
続
き
小
パ
ー

テ
ィ
を
出
す
、
と
い
う
こ
と
が
骨
子
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
準
備
も
資
金

も
極
力
隊
員
が
中
心
で
や
り
、
何
登
で
も
面
白
そ
う
な
山
へ
登
り
山
旅
を

楽
し
み
、
こ
う
し
て
小
さ
な
隊
を
何
度
か
出
す
う
ち
に
、
力
が
出
来
て
か

ら
大
き
な
隊
を
編
成
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

十
二
月
中
旬
、
大
学
の
協
力
を
得
て
、
ド
イ
ツ
語
研
究
室
を
借
用
し
、

隊
長
に
は
福
田
山
岳
部
長
を
口
説
き
落
と
し
論
十
二
月
末
外
務
省
を
通
じ

て
登
山
申
請
・
外
貨
使
用
の
許
可
申
請
等
を
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
時
間
と

の
競
走
で
全
く
奇
跡
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
企
画
に
つ
い
て
は
深
田
久
弥

氏
、
渉
外
に
は
ネ
パ
ー
ル
在
住
の
神
原
達
氏
の
親
身
の
御
世
話
を
い
た
だ

き
帝
隊
の
成
否
に
関
す
る
二
つ
の
段
階
の
援
助
は
本
当
に
有
り
難
か
っ

た
。
小
原
先
輩
か
ら
は
、
大
い
に
楽
し
め
、
金
だ
け
は
充
分
持
っ
て
行
く

よ
う
に
、
君
達
は
誰
を
見
て
も
英
語
が
駄
目
だ
か
ら
、
外
地
で
は
金
だ
け

を
頼
り
と
せ
よ
等
、
妙
な
激
励
の
言
葉
を
も
ら
い
、
本
格
的
準
備
は
十
二

山

野
井
武
夫
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月
末
始
め
ら
れ
た
。
発
注
す
る
装
備
は
何
も
な
く
、
個
人
装
備
は
今
迄
山

登
り
に
使
っ
て
い
た
も
の
を
持
参
し
、
Ｏ
Ｂ
会
の
テ
ン
ト
等
を
借
用
し
、

シ
ェ
ル
パ
用
の
も
の
は
片
桐
・
山
友
社
・
秀
山
荘
・
富
士
ス
ポ
ー
ツ
等
の

先
輩
連
に
「
唐
突
な
御
願
と
を
し
、
装
備
は
一
月
中
旬
ま
で
あ
っ
と
い

う
間
に
集
め
ら
れ
、
幸
先
き
良
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

バ
ル
ン
氷
河
の
奥
に
は
マ
カ
ル
ー
（
八
四
七
○
メ
ー
ト
ル
）
、
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
（
七
五
○
二
メ
ー
ト
ル
）
、
ペ
タ
ン
ッ
ェ
（
六
七
三
○
メ

ー
ト
ル
）
、
チ
ャ
ム
ラ
ン
（
七
三
一
九
メ
ー
ト
ル
）
、
バ
ル
ン
ツ
ェ
（
七
二
二

○
メ
ー
ト
ル
）
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
（
六
八
三
七
メ
ー
ト
ル
）
等
、
多
く
の
六
五
○

○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
を
擁
し
て
お
り
、
少
数
の
私
達
で
も
こ
な
せ
そ
う

な
山
も
あ
り
、
見
て
来
る
だ
け
で
も
良
い
と
い
う
気
持
で
あ
っ
た
。
東
部

の
町
ダ
ー
ラ
ン
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
編
成
し
、
ダ
ン
ク
ッ
タ
、
ヌ
ム
を
経
て

バ
ル
ン
に
入
り
、
約
四
○
日
間
バ
ル
ン
氷
河
生
活
を
送
り
、
バ
ル
ン
ッ

ェ
、
・
ヘ
タ
ン
ッ
ェ
登
頂
後
ホ
ン
グ
ー
氷
河
、
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
、
イ
ム

ジ
ャ
を
経
て
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
付
近
を
回
り
、
ナ
ム
チ
ェ
を
経
て
カ
ト
マ
ン

ズ
へ
帰
る
コ
ー
ス
を
予
定
し
、
道
中
で
は
鉱
物
・
植
物
・
動
物
・
昆
虫
等

の
学
術
調
査
も
併
せ
て
行
な
う
計
画
で
あ
っ
た
。
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、

隊
長
福
田
宏
年
（
訴
歳
）
立
教
大
学
助
教
授
。

隊
員
山
野
井
武
夫
（
鋤
歳
）
和
光
産
業
勤
務
。

〃
大
倉
昌
身
風
歳
）
東
思
電
気
勤
務
。

″
岸
野
武
罰
歳
）
酒
井
吉
之
助
商
店
勤
務
。

″
遠
藤
泰
可
愈
歳
）
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
勤
務
。

■け

三
月
七
日
真
夜
中
、
先
発
の
山
野
井
、
遠
藤
は
カ
ル
カ
ッ
タ
の
リ
ッ
ト

ン
・
ホ
テ
ル
に
入
っ
た
。
ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
の
大
阪
市
大
と
か
、
川
喜

田
教
授
等
と
一
緒
の
ホ
テ
ル
だ
っ
た
。
毎
日
新
聞
の
Ｉ
氏
の
援
助
に
よ
る

と
こ
ろ
が
多
く
、
そ
の
他
丁
度
シ
ャ
ル
プ
ー
隊
の
平
野
征
人
氏
ら
が
ラ
ッ

セ
ル
・
ホ
テ
ル
に
い
た
の
で
、
シ
ェ
ル
パ
、
通
関
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
助
言
を

受
け
、
本
村
領
事
館
員
か
ら
は
通
関
業
者
の
ゴ
ッ
シ
ュ
氏
を
紹
介
さ
れ
、

本
隊
と
合
流
後
、
三
月
一
六
日
ハ
ウ
ラ
ー
駅
か
ら
大
倉
・
岸
野
・
遠
藤
の

三
名
は
、
約
二
ト
ン
の
荷
物
と
共
に
ジ
ョ
グ
バ
ニ
ヘ
向
っ
た
。
一
七
日
、

隊
長
と
私
は
ゼ
ネ
ス
ト
中
の
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ダ
ム
ダ
ム
空
港
を
あ
と
に
カ

ト
マ
ン
ズ
に
飛
ん
だ
。
カ
ト
マ
ン
ズ
で
は
所
定
の
仕
事
の
他
に
、
神
原
氏

の
助
力
に
よ
り
カ
ー
ネ
ル
・
ワ
イ
リ
ー
（
一
九
五
三
年
英
国
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

隊
員
）
に
会
い
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
基
地
ダ
ー
ラ
ン
の
グ
ル
カ
連
隊
キ
ャ
ン

プ
の
宿
泊
許
可
を
も
ら
い
、
快
適
な
ダ
ー
ラ
ン
生
活
が
約
束
さ
れ
た
。

私
達
は
シ
ェ
ル
パ
を
手
配
す
る
時
間
が
な
く
、
平
野
氏
の
勘
案
等
か
ら

半
分
は
シ
ャ
ル
プ
ー
の
者
を
、
残
り
は
カ
ト
マ
ン
ズ
で
決
め
る
寺
へ
く
考
え

て
お
り
、
早
速
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
で
人
選
を
行
な
い
、
サ
ー
ダ

ー
Ⅱ
ナ
ミ
、
シ
ェ
ル
パ
Ⅱ
ア
ン
・
ダ
ワ
（
コ
ッ
ク
）
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
、

ラ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
、
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
パ
サ
ン
・
カ
ミ
の
六
名
の
シ
ェ

以
上
五
名
で
、
隊
長
以
外
は
立
教
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
隊
の
名
称

を
立
教
大
学
ヒ
マ
ラ
ヤ
学
術
踏
査
隊
と
し
た
（
年
齢
は
遠
征
当
時
）
。

ダ
ー
ラ
ン
・
・
ハ
ザ
ー
ル
ま
て
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ル
パ
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
、
パ
サ
ン
・
ニ
マ
の
キ
ッ
チ
ン
ポ
ー
イ
、
他
に
二
名

を
メ
ー
ル
・
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
雇
っ
た
。
サ
ー
ダ
ー
は
ギ
ャ
ル
ッ
ェ
ン
・

ノ
ル
ブ
の
義
兄
弟
、
ア
ン
・
ダ
ワ
は
阪
大
と
日
大
隊
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
は

シ
ャ
ル
。
フ
ー
ヘ
、
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
ラ
ク
パ
・
ノ
ル
ブ
は
一
九
五
九
年

の
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
以
来
の
日
本
隊
の
馴
染
だ
し
、
と
い
う
具
合
で
皆
何
等

か
の
つ
な
が
り
の
あ
る
連
中
で
、
サ
ー
ダ
ー
を
除
い
て
は
、
全
員
バ
ル
ン

に
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
最
初
隊
長
は
大
学
の
授
業
の

関
係
で
、
五
月
中
旬
不
要
の
荷
を
ま
と
め
て
ダ
ー
ラ
ン
ヘ
下
り
る
予
定
で

あ
っ
た
の
で
、
帰
路
の
道
案
内
と
し
て
は
特
に
イ
ン
テ
リ
・
シ
ェ
ル
パ
と

し
て
、
高
校
出
の
パ
サ
ン
・
カ
ミ
を
選
ん
だ
。
リ
エ
ゾ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー

に
は
、
最
初
東
海
大
学
隊
に
加
わ
っ
た
カ
ル
キ
君
と
い
う
青
年
が
決
っ
た

が
、
翌
日
ホ
テ
ル
で
マ
ラ
リ
ヤ
の
発
作
で
倒
れ
る
椿
事
が
あ
り
、
交
渉
し

た
結
果
大
男
の
ビ
ス
タ
君
と
い
う
の
が
決
っ
た
。

三
月
三
一
日
に
は
シ
ェ
ル
パ
を
含
め
た
全
員
が
、
ダ
ー
ラ
ン
の
グ
ル
ヵ

連
隊
キ
ャ
ン
プ
に
集
ま
り
、
食
糧
の
買
出
し
、
装
備
の
分
配
、
荷
作
り
等

が
進
め
ら
れ
た
。
キ
ャ
ン
プ
生
活
は
全
く
快
適
で
あ
っ
た
が
、
食
堂
で
は

食
事
の
た
び
に
将
校
に
話
し
掛
け
ら
れ
、
特
に
夕
食
時
等
は
緊
張
の
た
め

に
物
を
味
わ
う
余
裕
も
な
く
英
語
と
マ
ナ
ー
が
悩
み
で
あ
っ
た
。
サ
ン
ダ

ル
と
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
で
ビ
ラ
ト
ナ
ガ
ー
ル
の
空
港
に
降
り
立
っ
た
ビ
ス
タ

君
は
、
そ
の
姿
で
は
厳
し
い
英
国
隊
の
食
堂
に
は
出
ら
れ
ず
、
や
り
く
り

し
て
急
場
を
し
の
い
だ
が
、
こ
の
時
か
ら
彼
と
私
達
と
の
間
に
は
越
え
難

い
み
ぞ
が
出
来
て
し
ま
っ
た
。
必
要
と
思
う
物
は
何
ん
で
も
支
給
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
る
ら
し
く
、
そ
の
鉄
面
皮
は
驚
歎
に
価
す
る
。
装
備
の
支
給

で
は
根
負
け
が
し
て
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
ま
で
シ
ェ
ル
パ
を
一
名
つ
け
て
、
高

所
用
靴
と
オ
ー
バ
ー
ズ
ボ
ン
を
買
い
に
や
ら
せ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。
最

初
に
一
歩
ゆ
ず
り
円
満
に
キ
ャ
ラ
尋
ハ
ン
を
始
め
た
い
、
そ
う
考
え
た
私
達

の
作
戦
負
け
で
、
こ
の
後
何
回
と
な
く
彼
と
私
達
は
衝
突
し
た
の
で
あ

る
。

マ
ラ
ャ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
の
外
に
ポ
ー
タ
ー
を
集
め
、
荷
物
を
あ
た
え
て

キ
ャ
ラ
バ
ン
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
の
は
、
三
月
二
六
日
で
あ
っ
た
。

登
り
降
り
と
、
赤
茶
け
た
単
調
な
道
で
あ
っ
た
が
、
サ
ー
ダ
ー
に
代
わ
り

ア
ン
タ
ル
ケ
イ
が
良
く
や
っ
て
く
れ
た
お
か
げ
で
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
賞

味
し
た
り
、
泳
い
だ
り
、
茶
店
で
ジ
ャ
ン
（
地
酒
）
を
あ
さ
っ
た
り
、
ポ

ー
タ
ー
や
シ
ェ
ル
パ
に
ネ
パ
ー
ル
語
を
教
わ
っ
た
り
、
楽
し
み
な
が
ら
徐

徐
に
マ
イ
。
ヘ
ー
ス
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
て
行
く
こ
と
が
で
き

た
。

四
月
二
日
朝
、
ポ
ー
テ
、
ハ
ス
の
泊
り
場
で
、
一
二
が
不
調
を
う
っ
た
え

て
来
た
。
チ
キ
ン
ポ
ッ
ク
ス
ら
し
い
の
で
、
サ
ー
ダ
ー
に
そ
の
旨
を
伝

え
、
彼
を
メ
ー
ル
ラ
ン
ナ
ー
に
仕
立
て
ダ
ー
ラ
ン
で
静
養
す
る
よ
う
に
し

た
。
彼
の
「
チ
キ
ン
ポ
ッ
ク
ス
、
シ
ェ
ル
パ
、
チ
ェ
ン
ジ
、
ノ
ー
グ
ッ
ド
」

と
言
う
答
え
は
、
い
さ
さ
か
難
解
で
あ
っ
た
が
、
チ
キ
ン
ポ
ッ
ク
ス
（
水

庖
瘡
）
が
シ
ェ
ル
パ
に
う
つ
っ
た
ら
大
変
だ
と
い
う
意
味
ら
し
い
。
ヌ
ム

六
三
名
の
キ
ャ
ラ
今
ハ
ン
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ま
で
つ
づ
く
尾
根
に
出
て
初
め
て
、
ク
ム
バ
カ
ル
ナ
・
ヒ
マ
ー
ル
の
山
々

が
見
え
た
。
ジ
ャ
イ
ガ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
マ
カ
ル
ー
、
名
の
通
り
羽
を
拡
げ

た
烏
の
よ
う
な
チ
ャ
ム
ラ
ン
、
そ
れ
に
ト
ウ
ッ
ェ
（
六
七
三
九
メ
ー
ト
ル
）
、

い
よ
い
よ
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
来
た
ん
だ
と
い
う
感
が
深
く
な
っ
た
。

ヌ
ム
の
突
端
か
ら
ア
ル
ン
を
竹
の
吊
橋
で
横
切
る
時
、
山
野
井
、
岸
野

と
四
名
の
シ
ェ
ル
パ
は
、
本
隊
と
離
れ
セ
ド
ア
の
民
家
の
軒
下
に
泊
る
は

め
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
頭
上
に
は
蜜
蜂
の
巣
が
あ
り
、
夜
は
家
ダ
ニ
の

ア
タ
ッ
ク
に
顔
か
ら
身
体
中
は
れ
上
が
り
、
こ
た
目
と
見
ら
れ
な
い
姿
と

な
り
、
岸
野
や
シ
ェ
ル
パ
は
煙
草
を
き
ら
せ
、
近
所
の
子
供
を
手
な
ず
け

て
キ
ザ
ミ
煙
草
を
ち
ょ
ろ
ま
か
し
、
手
製
の
両
切
を
作
り
、
「
力
車
タ
や
ハ

日
（
安
い
モ
ー
タ
ー
．
ハ
ス
以
下
の
タ
。
ハ
コ
）
と
名
ず
け
て
吸
う
一
幕
も
あ
っ

た
。

、
ハ
ル
ン
谷
に
入
る
最
後
の
部
落
セ
ド
ア
で
一
日
休
養
を
と
り
、
こ
こ
で

ポ
ー
タ
ー
を
交
代
し
た
。
大
勢
の
村
人
の
中
で
の
傑
作
は
、
年
寄
り
が
雪

男
の
毛
を
Ｄ
Ｄ
Ｔ
の
粉
と
交
換
し
よ
う
と
や
っ
て
来
た
こ
と
だ
ろ
う
。
婆

さ
ん
は
、
雪
男
の
昼
寝
し
て
い
る
処
を
見
つ
け
、
目
覚
め
て
立
去
っ
た
後

拾
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
ほ
ん
物
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
四
月
六
日
、
セ
ド

ァ
の
ポ
ー
タ
ー
を
つ
れ
て
村
を
後
に
し
た
。
ク
ム
バ
の
森
、
テ
ィ
キ
・
ラ

の
雪
の
峠
等
を
越
え
、
バ
ル
ン
・
コ
ー
ラ
に
入
る
と
川
く
り
に
別
天
地
が

ひ
ろ
が
る
。
美
し
い
カ
ル
カ
、
黒
々
し
た
大
岩
壁
の
上
に
見
え
る
白
い
頂

や
氷
河
、
豊
富
な
燃
料
で
火
事
か
と
見
ま
ど
う
キ
ャ
ン
プ
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー

が
た
か
れ
、
本
当
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
庭
と
い
う
感
じ
の
と
こ
ろ
が
つ
づ
く
。

バ
ル
ン
・
コ
ー
ラ
は
地
図
で
見
る
通
り
き
わ
め
て
ゆ
る
い
傾
斜
で
あ

る
。
理
想
的
な
高
度
に
Ｂ
Ｃ
を
設
け
て
は
、
当
地
域
で
目
的
の
山
へ
登
る

こ
と
が
難
か
し
い
。
高
過
ぎ
る
と
思
っ
た
が
、
い
っ
き
に
五
一
五
○
メ
ー

ト
ル
の
地
点
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
右
手
に
は
マ
カ
ル
ー
、
正
面
に
は
ロ

ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
、
左
手
は
無
名
峯
に
囲
ま
れ
、
下
方
に
は
神
秘
の
水

を
た
た
え
た
尋
ハ
ル
ン
湖
を
控
え
た
こ
の
地
は
、
最
高
の
景
色
を
提
供
し

て
、
一
日
中
山
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
あ
き
な
い
。
私
達
は
バ
ル
ン
・
ホ

テ
ル
と
Ｂ
Ｃ
を
名
ず
け
、
石
室
を
造
っ
た
り
、
観
測
器
具
を
す
え
つ
け
た

り
、
荷
物
を
整
理
し
た
り
、
草
の
根
、
値
松
（
ポ
ー
タ
ー
が
一
日
が
か
り
で

下
か
ら
取
っ
て
き
た
）
等
で
ホ
テ
ル
を
整
備
し
た
。
食
糧
に
つ
い
て
は
セ
ド

識
ハ
ル
ン
・
ポ
カ
リ
の
一
キ
ロ
程
上
部
、
高
度
に
し
て
約
五
一
五
○
メ
ー
ト

ル
の
草
地
に
到
着
し
た
の
は
四
月
二
日
で
、
こ
こ
を
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

と
定
め
セ
ド
ァ
の
人
夫
を
帰
し
た
。
セ
ド
ア
以
来
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
感
心

し
た
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
隊
の
記
録
に
も
あ
る
通
り
、
セ
ド
ア
の
村
人
の

忠
実
と
忍
耐
強
さ
で
あ
る
。
テ
ィ
キ
・
ラ
越
え
で
は
裸
足
の
彼
等
に
追
い

つ
か
れ
、
ス
テ
ッ
プ
・
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
問
に
合
わ
な
い
位
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
Ｂ
Ｃ
入
り
の
日
は
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
に
加
え
、
寒
さ
と
高
度
の
た

め
皆
疲
労
し
、
私
達
も
祈
る
よ
う
な
気
持
で
彼
等
を
見
守
り
、
あ
り
っ
た

け
の
シ
ー
ト
等
を
集
め
、
急
造
テ
ン
ト
と
し
て
収
容
し
、
最
悪
の
事
態
に

備
え
た
が
、
幸
い
翌
日
皆
元
気
に
下
っ
て
行
っ
た
。

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
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バルンの山点へ、

四
月
一
三
日
、
バ
ル
ン
谷
を
糊
り
、
イ
ー
ス
ト
・
コ
ル
（
シ
ェ
ル
パ
ー
・

コ
ル
）
へ
出
る
谷
の
入
口
の
モ
レ
ー
ン
上
に
荷
物
を
揚
げ
、
こ
こ
を
ア

ド
ヴ
ァ
ン
ス
・
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
（
五
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
と

す
る
こ
と
に
し
、
六
人
用
天
幕
一
張
を
建
設
し
た
。
四
月
一
六
日
に
は
五

七
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
１
四
人
用
一
張
を
設
け
、
更
に
シ
ェ
ル
パ

ー
・
コ
ル
の
登
り
口
に
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
の
ロ
ー
プ
を
固
定
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
シ
ェ
ル
パ
の
言
に
よ
れ
ば
、
今
年
こ
の
地
区
は
サ
ム
・
ゥ
オ

ー
ム
で
、
メ
ニ
ー
ス
ノ
ウ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
証
拠
に
下
の
方
に
は
雪

が
な
い
。
シ
ェ
ル
パ
ー
・
コ
ル
へ
の
登
路
は
例
年
半
分
ガ
レ
が
出
て
い

て
、
ロ
ー
プ
は
不
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
サ
ー
ダ
ー
と

リ
エ
ゾ
ン
が
見
物
を
兼
ね
て
、
他
の
連
中
と
一
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
の
荷
を

Ａ
Ｂ
Ｃ
に
上
げ
て
来
た
が
、
高
度
の
た
め
二
人
共
ア
ウ
ト
に
な
り
、
Ｂ
Ｃ

で
看
護
を
つ
け
て
寝
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
一
九
日
、
山
野
井
、
ア
ン
タ

ル
ケ
イ
、
ラ
ク
パ
と
三
人
で
シ
ェ
ル
パ
ー
・
コ
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
終

え
、
プ
ラ
ト
ー
氷
河
に
出
て
初
め
て
バ
ル
ン
ッ
ェ
を
見
、
こ
れ
は
い
け

る
、
易
し
い
と
思
っ
て
喜
ん
で
い
た
時
、
隊
長
か
ら
サ
ー
ダ
ー
、
リ
ェ
ゾ

ア
の
村
人
に
予
約
し
、
十
日
お
き
に
二
度
程
野
菜
、
鳥
、
米
等
を
上
げ
る

よ
う
手
配
し
て
お
い
た
。
高
度
の
た
た
り
は
て
き
面
で
あ
っ
た
が
、
徐
々

に
皆
調
子
を
上
げ
て
来
た
。
こ
程
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
も
異
常
乾
燥
地
帯
ら
し

く
、
誰
で
も
む
く
み
、
シ
ェ
ル
パ
に
慰
さ
め
ら
れ
る
始
末
で
あ
っ
た
。

バ
ル
ン
ツ
ェ
、
ブ
ラ
ト
ー
氷
河
へ

ン
共
病
状
の
悪
化
を
無
電
で
伝
え
て
来
た
の
で
》
山
野
井
が
急
い
で
Ｂ
Ｃ

へ
下
っ
て
見
た
。
両
名
共
典
型
的
な
気
の
病
ら
し
く
、
す
っ
か
り
元
気
が

な
い
。
隊
長
も
あ
き
れ
返
っ
て
、
Ｂ
Ｃ
よ
り
下
に
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
、
両

人
に
看
護
人
を
つ
け
、
隊
員
は
す
べ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
か
ら
上
に
上
る
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
リ
エ
ゾ
ン
は
と
も
か
く
、
サ
ー
ダ
ー
の
マ
イ
ナ
ス
Ｃ
１
と

い
う
の
は
前
代
未
聞
で
あ
っ
た
。
上
の
キ
ャ
ン
プ
で
は
一
二
日
大
倉
、
ア

ン
タ
ル
ケ
イ
が
プ
ラ
ト
ー
氷
河
上
六
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
２
を

設
け
、
バ
ル
ン
ッ
ェ
本
峯
の
登
路
を
偵
察
し
て
い
た
。

プ
ラ
ト
ー
氷
河
は
バ
ル
ン
ッ
ェ
に
源
を
発
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
げ
ん
こ

つ
山
（
無
名
峯
）
等
の
麓
を
通
り
、
バ
ル
ン
谷
の
シ
ェ
ル
シ
ョ
ン
・
カ
ル

カ
の
正
面
に
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
（
ロ
ー
ア
・
バ
ル
ン
・
グ
レ
イ
シ
ャ
ー
）
と

な
っ
て
落
ち
る
、
氷
河
と
い
う
よ
り
大
雪
原
で
あ
る
。
シ
ェ
ル
パ
ー
・
コ

ル
か
ら
見
る
と
、
バ
ル
ン
ッ
ェ
の
手
前
に
そ
っ
く
り
な
、
に
せ
バ
ル
ン
ッ

ェ
が
あ
り
、
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
バ
ル
ン
ッ
ェ
に
向
か
っ
て
進
み
、
小

高
い
頂
に
立
つ
と
本
当
の
頂
が
望
め
る
。
ゆ
る
い
女
性
的
な
感
じ
で
全
く

容
易
に
見
え
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
隊
の
苦
闘
は
全
く
う
そ
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
た
。
四
月
二
三
日
の
夕
方
、
隊
長
か
ら
無
電
で
「
サ
ー
ダ
ー
が
死

に
そ
う
だ
」
と
伝
え
て
来
た
。
大
倉
が
至
急
下
り
、
次
い
で
ナ
ム
チ
ェ
・

バ
ザ
ー
ル
ヘ
シ
ェ
ル
パ
を
走
ら
せ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
出
要
請
の

電
報
を
打
た
せ
る
、
へ
く
準
備
を
始
め
た
。

Ｃ
２
か
ら
上
の
偵
察
を
や
っ
て
い
る
大
倉
は
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
と
パ
ー

テ
ィ
を
組
み
、
好
調
で
バ
ル
ン
ッ
ェ
中
段
に
掛
る
二
つ
の
大
ク
レ
バ
ス
を
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越
え
、
ル
ー
ト
を
見
つ
け
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
迄
ト
レ
ー
ス
し
、
二
五
日

に
は
ア
タ
ッ
ク
に
入
る
態
勢
で
い
た
だ
け
に
、
下
れ
と
い
う
こ
と
は
辛
ら

か
つ
た
が
、
彼
は
情
勢
を
正
確
に
つ
か
み
、
二
四
日
に
は
マ
イ
ナ
ス
Ｃ
１

に
下
り
、
サ
ー
ダ
ー
の
手
当
を
し
た
。
二
五
日
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
要
請

の
手
紙
を
持
た
せ
、
パ
サ
ン
、
ラ
ク
パ
の
両
シ
ェ
ル
パ
を
ナ
ム
チ
ェ
に
下

ら
せ
た
。
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ル
、
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
両
峠
と
も
雪
の
状
態

が
悪
く
、
乏
し
い
装
備
の
内
か
ら
彼
等
に
も
亦
ツ
ェ
ル
ト
、
ロ
ー
プ
等
持

た
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
帰
り
に
は
二
三
名
の
ポ
ー
タ
ー
を
雇
い
、
食

糧
を
上
げ
る
よ
う
指
示
し
た
。
サ
ー
ダ
ー
の
手
当
は
大
倉
に
任
せ
、
山
野

井
、
岸
野
、
遠
藤
に
シ
ェ
ル
パ
ー
名
で
バ
ル
ン
ッ
ェ
に
向
か
い
、
二
八
日

に
は
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
３
を
建
設
し
、
山
野
井
、
遠
藤
、

ア
ン
タ
ル
ケ
イ
が
入
り
、
Ｃ
２
か
ら
岸
野
、
パ
サ
ン
・
カ
ミ
が
こ
れ
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。

二
九
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
Ｃ
３
の
三
名
は
登
頂
を
試
み
る
た
め
五
時

三
○
分
テ
ン
ト
を
出
た
。
最
初
急
な
斜
面
を
登
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
右

手
に
黒
々
と
し
た
マ
カ
ル
ー
が
姿
を
表
わ
し
、
に
せ
バ
ル
ン
ッ
ェ
を
見
下

ろ
す
高
度
に
な
る
頃
か
ら
、
氷
混
り
の
傾
斜
面
と
な
っ
て
き
た
。
大
き
な

ク
レ
バ
ス
を
三
個
所
ば
か
り
越
え
、
最
後
に
小
さ
な
雪
庇
を
切
っ
て
リ
ッ

ジ
に
出
、
一
五
○
メ
ー
ト
ル
程
幅
広
い
尾
根
を
行
く
と
、
突
然
頂
上
が
目

の
前
に
姿
を
表
わ
す
。
約
七
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
、
幅
広
か
っ
た

バ
ル
ン
ツ
ェ
の
ア
タ
ッ
ク

尾
根
が
左
へ
曲
が
り
、
雪
庇
と
な
っ
て
右
手
バ
ル
ン
側
に
張
り
出
し
、
左

は
五
メ
ー
ト
ル
程
下
か
ら
ス
パ
ッ
と
一
気
に
イ
ム
ジ
ャ
側
へ
落
ち
込
ん
で

い
る
。
約
一
五
○
メ
ー
ト
ル
先
に
三
○
メ
ー
ト
ル
程
の
ピ
ナ
ク
ル
が
立
っ

て
い
て
、
そ
の
先
に
卵
型
の
雪
庇
が
二
個
あ
り
、
そ
の
先
が
頂
上
で
あ

る
。
一
つ
目
の
雪
庇
の
下
半
分
は
見
え
な
い
が
、
二
つ
目
の
下
に
出
れ
ば

成
功
と
見
た
。
こ
の
地
点
で
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
に
確
保
さ
せ
、
ト
ッ
プ
を
交

代
し
て
進
ん
で
見
た
が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
。
そ
の
う
ち

Ｃ
２
か
ら
来
た
岸
野
パ
ー
テ
ィ
が
追
い
つ
き
、
三
名
で
交
代
で
進
み
、
ピ

ナ
ク
ル
の
下
迄
足
場
を
切
り
、
四
○
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
プ
を
一
本
固
定
し

て
、
二
時
下
降
す
る
こ
と
に
し
た
。

ピ
ナ
ク
ル
は
四
分
の
一
以
上
が
雪
庇
状
で
、
直
登
は
不
可
能
、
雪
は
左

手
に
廻
り
込
め
ば
固
そ
う
な
の
で
（
正
面
は
途
中
か
ら
雪
庇
に
な
っ
て
し

ま
う
）
、
次
回
は
先
ず
一
五
○
メ
ー
ト
ル
以
上
の
ロ
ー
プ
と
、
フ
ィ
ッ
ク

ス
用
バ
ー
二
本
以
上
と
、
足
場
切
り
の
折
た
た
み
ス
コ
ッ
プ
等
持
参
し
、

ピ
ナ
ク
ル
中
段
に
一
五
’
二
○
セ
ン
チ
の
バ
ン
ド
を
き
ざ
み
、
コ
ー
ナ
ー

は
人
の
立
て
る
丈
だ
け
け
ず
ろ
う
と
い
う
作
戦
を
立
て
た
。
前
回
シ
ャ
ル

プ
ー
登
頂
で
意
気
込
ん
で
い
た
ア
ン
タ
ル
ヶ
イ
の
「
バ
ト
ッ
ァ
イ
ナ
」
と

言
う
声
が
力
な
く
ひ
び
い
た
。

五
月
一
日
、
遠
藤
と
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
は
再
度
バ
ル
ン
ッ
ェ
に
向
か
っ

た
。
前
回
の
結
論
を
実
行
す
る
た
め
、
Ｃ
３
を
五
時
三
○
分
出
発
し
頂
上

へ
向
っ
た
。
二
九
日
の
引
返
し
点
八
時
通
過
。
ア
ン
タ
ル
ヶ
イ
の
ジ
ッ
ヘ

ル
に
よ
り
幅
約
二
○
セ
ン
チ
の
バ
ン
ド
を
ピ
ナ
ク
ル
に
、
更
に
コ
ー
ナ
ー
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を
ま
わ
り
こ
ん
で
ピ
ナ
ク
ル
の
上
に
出
る
。
ル
ー
ト
に
は
ロ
ー
プ
を
固
定

し
た
が
、
天
候
悪
化
の
た
め
一
四
時
三
○
分
、
ピ
ナ
ク
ル
か
ら
懸
垂
で
下

降
し
、
一
五
時
三
○
分
Ｃ
３
に
帰
着
し
た
。
遠
藤
の
ピ
ナ
ク
ル
越
え
に
、

私
達
は
今
度
こ
そ
大
丈
夫
の
念
を
い
だ
い
た
。

二
五
日
か
ら
Ｂ
Ｃ
と
の
連
絡
が
絶
え
て
い
る
た
め
、
Ｂ
Ｃ
へ
下
リ
サ
ー

ダ
ー
、
リ
エ
ゾ
ン
の
様
子
、
食
糧
の
補
給
状
況
等
を
確
認
し
、
充
分
休
養

の
上
一
気
に
バ
ル
ン
ッ
ェ
を
落
し
度
い
と
考
え
て
、
二
日
早
朝
Ｃ
３
か
ら

下
降
を
始
め
た
が
、
Ｃ
２
へ
の
途
中
で
大
倉
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
の
両
名
が
上

を
心
配
し
て
連
絡
に
来
た
の
と
一
緒
に
な
り
Ｂ
Ｃ
へ
下
っ
た
。
途
中
歩
き

な
が
ら
の
話
で
は
、
名
医
の
お
か
げ
で
注
射
を
何
本
も
打
た
れ
、
サ
ー
ダ

ー
は
大
分
元
気
が
出
て
来
て
Ｂ
Ｃ
に
上
っ
て
お
り
、
食
糧
も
充
分
と
は
言

え
な
い
が
、
セ
ド
ァ
か
ら
に
わ
と
り
，
じ
ゃ
が
い
も
等
が
上
り
、
活
気
が

あ
る
と
い
う
。
ま
ず
ま
ず
胸
を
ほ
っ
と
さ
せ
た
。
ヘ
リ
を
呼
ん
だ
上
に
サ

ー
ダ
ー
に
死
な
れ
て
は
、
我
が
隊
は
破
産
し
て
し
ま
う
。
シ
ェ
ル
パ
の
話

で
は
彼
は
病
気
の
常
習
犯
と
の
こ
と
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
不
信

の
念
を
強
く
し
た
が
、
喧
嘩
に
な
ら
な
い
。
五
月
三
日
、
四
日
と
久
方
ぶ

り
の
Ｂ
Ｃ
は
、
ナ
ム
チ
ェ
に
下
っ
た
ラ
ク
パ
、
パ
サ
ン
等
全
員
が
集
ま
り

賑
や
か
で
あ
っ
た
。
ア
ン
・
ダ
ワ
が
作
る
料
理
を
手
当
り
次
第
食
べ
、
シ

ュ
ラ
フ
を
外
に
出
し
て
ご
ろ
り
と
横
に
な
る
。
強
風
に
マ
カ
ル
ー
が
雪
煙

を
な
び
か
せ
、
大
き
な
烏
が
飛
ん
で
来
て
輪
を
画
く
・
或
る
者
は
床
屋
を
開

き
、
或
る
者
は
仕
立
屋
を
又
手
紙
を
と
、
思
い
思
い
に
休
養
を
楽
し
ん
だ
。

こ
こ
で
今
後
の
計
画
を
最
終
的
に
検
討
し
た
。
①
現
地
食
糧
の
補
給
を

計
画
的
に
行
う
。
②
隊
長
も
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
を
越
え
て
ナ
ム
チ
ェ
経

由
で
下
山
す
る
。
そ
の
た
め
五
月
一
○
日
迄
に
全
員
プ
ラ
ト
ー
の
Ｃ
２
に

集
ま
る
。
③
五
月
末
に
は
イ
ム
ジ
ャ
ヘ
出
る
こ
と
と
し
、
バ
ル
ン
ッ
ェ
は
五

月
一
五
日
迄
若
し
く
は
あ
と
二
度
の
攻
撃
で
打
切
る
。
④
隊
長
が
帰
っ
た

あ
と
は
、
バ
ル
ン
谷
上
部
及
び
プ
ラ
ト
ー
氷
河
周
辺
の
試
登
を
行
な
う
。
⑤

リ
エ
ゾ
ン
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
し
過
ぎ
る
の
で
、
先
に
帰
る
隊
長
の
指
揮
下

に
入
る
の
が
い
や
な
ら
セ
ド
ア
路
を
帰
す
。
⑥
シ
ェ
ル
パ
の
増
員
、
ヘ
リ

の
要
請
等
で
大
幅
に
予
算
を
超
過
し
て
い
る
の
で
、
帰
路
の
キ
ャ
ラ
バ
ン

は
短
縮
す
る
等
で
あ
る
。

私
達
が
上
の
キ
ャ
ン
プ
に
い
た
時
の
、
リ
エ
ゾ
ン
の
横
暴
ぶ
り
を
聞
い

た
若
い
連
中
は
、
な
ぐ
る
と
い
う
始
末
で
あ
り
、
悪
事
は
サ
ー
ダ
ー
と
リ

エ
ゾ
ン
が
全
部
し
よ
っ
て
し
ま
い
、
お
か
げ
で
他
の
連
中
は
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
良
く
な
る
と
い
っ
た
皮
肉
な
面
も
あ
っ
た
。
六
日
か
ら
山
野
井
、
大

倉
、
岸
野
、
遠
藤
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
、
パ
サ
ン
・
カ
ミ
の
六
名
で
バ
ル
ン

ッ
ェ
に
登
る
べ
く
キ
ャ
ン
プ
に
向
か
い
、
隊
長
の
班
は
Ｂ
Ｃ
を
撤
収
し
て

Ｃ
２
へ
移
動
を
開
始
し
た
。

五
月
九
日
、
バ
ル
ン
ッ
ェ
攻
撃
の
た
め
山
野
井
、
大
倉
、
遠
藤
、
ア
ン

タ
ル
ケ
イ
の
四
名
で
Ｃ
３
を
五
時
四
○
分
に
出
発
し
た
。
こ
の
と
こ
ろ
毎

日
午
後
に
な
る
と
天
候
が
く
ず
れ
ぎ
み
で
あ
っ
た
が
、
九
時
に
ピ
ナ
ク
ル

の
下
に
着
き
、
大
倉
、
遠
藤
の
パ
ー
テ
ィ
が
先
行
し
て
ピ
ナ
ク
ル
の
上
に

バ
ル
ン
ツ
ェ
登
頂
の
断
念
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出
た
。
一
時
間
程
下
で
見
て
い
た
が
、
五
メ
ー
ト
ル
程
し
か
進
ん
で
お
ら

ず
、
時
折
手
の
ふ
れ
た
雪
庇
の
裏
側
が
落
ち
る
の
が
見
え
る
。
ア
ン
タ
ル

ケ
イ
に
コ
ー
ナ
ー
で
ジ
ッ
ヘ
ル
さ
せ
、
ピ
ナ
ク
ル
の
上
へ
出
て
見
た
が
、

ク
レ
バ
ス
の
入
っ
た
雪
庇
が
あ
り
、
卵
の
殼
状
の
雪
庇
へ
出
る
の
は
至
難

の
業
で
あ
る
。
日
数
に
余
裕
も
な
く
、
予
想
外
の
病
人
と
、
プ
ラ
ト
ー
氷

河
の
出
口
入
口
の
悪
さ
に
ロ
ー
プ
類
を
使
い
果
し
て
し
ま
っ
た
私
達
に
、

残
さ
れ
た
可
能
性
は
殆
ん
ど
な
い
。
こ
こ
を
越
す
に
は
二
百
メ
ー
ト
ル
程

の
ロ
ー
プ
、
二
五
本
程
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
用
バ
ー
又
は
ア
イ
ス
ピ
ト
ン
、
丸

三
日
の
好
天
が
必
要
と
見
た
。
頂
上
は
目
前
で
あ
る
が
、
生
命
を
か
け
て

登
る
程
の
山
で
も
な
い
。
丁
度
隊
長
と
無
電
連
絡
が
取
れ
た
の
で
、
残
念

で
は
あ
る
が
登
頂
を
断
念
し
て
Ｃ
３
へ
帰
着
し
た
。

私
達
が
バ
ル
ン
ッ
ェ
最
後
の
攻
撃
を
し
て
い
る
頃
、
隊
長
の
指
揮
で
Ｂ

Ｃ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
撤
収
さ
れ
、
殆
ん
ど
の
荷
は
プ
ラ
ト
ー
氷
河
の
Ｃ
２
に
集

め
ら
れ
た
。
一
○
日
、
Ｃ
２
に
全
員
が
集
ま
り
計
画
を
次
の
段
階
に
移
し

た
。
Ａ
班
は
隊
長
、
リ
エ
ゾ
ン
、
サ
ー
ダ
ー
で
パ
サ
ン
・
カ
ミ
と
ハ
イ
ポ

ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
一
四
日
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
を
越
え
ナ
ム
チ
ェ
経
由

帰
路
に
つ
く
。
Ｂ
班
は
山
野
井
、
大
倉
、
ラ
ク
パ
、
ア
ン
・
ダ
ワ
の
四
名

で
、
二
日
か
ら
一
二
日
迄
バ
ル
ン
上
部
へ
出
て
、
。
ヘ
タ
ン
ッ
ェ
の
登
頂
及

び
そ
の
他
の
偵
察
を
行
う
。
Ｃ
班
は
岸
野
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
、
ジ
ャ
ン
ブ

ー
、
パ
サ
ン
で
、
Ｃ
２
を
基
地
と
し
て
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
（
六
八
三

七
メ
ー
ト
ル
）
の
試
登
と
無
名
峯
の
偵
察
及
び
Ａ
班
の
輸
送
の
援
助
を
行

う
こ
と
と
し
た
。

Ａ
班
は
一
四
日
Ｃ
２
を
出
発
、
不
要
に
な
っ
た
荷
を
運
ぶ
た
め
、
ナ
ム

チ
ェ
か
ら
呼
ん
だ
十
名
程
の
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー
と
共
に
ウ
ェ
ス
ト
・

コ
ル
を
下
り
、
パ
ン
チ
・
ポ
カ
リ
、
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
を
越
え
、
五
日

で
ナ
ム
チ
ェ
に
到
着
し
、
シ
ェ
ル
パ
の
町
ナ
ム
チ
ェ
で
一
週
間
程
滞
在
、

近
所
の
タ
ミ
の
部
落
の
祭
礼
等
を
見
物
し
、
六
月
六
日
カ
ト
マ
ン
ズ
に
到

着
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
・
コ
ル
や
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
の
下
降
は
決
し
て
ら

く
な
も
の
と
は
言
え
な
い
の
に
、
私
達
の
た
め
に
必
要
な
装
備
を
の
こ
し

て
い
か
れ
た
隊
長
の
気
持
に
は
、
全
く
頭
が
下
が
る
思
い
で
あ
っ
た
。

Ｂ
班
は
二
日
プ
ラ
ト
ー
を
出
発
し
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
に
下
り
、
次
の
日
は
八

日
分
の
荷
物
を
背
負
っ
て
、
広
々
と
し
た
バ
ル
ン
谷
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
。

一
三
日
は
吹
雪
で
滞
在
し
、
一
四
日
等
ハ
ル
ン
ッ
ェ
か
ら
流
下
す
る
氷
河
の

モ
レ
ー
ン
上
に
テ
ン
ト
を
前
進
さ
せ
た
。
一
五
日
、
氷
河
上
を
左
岸
か
ら

右
岸
に
移
り
、
バ
ル
ン
の
谷
も
奥
ま
っ
た
五
八
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に

最
終
キ
ャ
ン
プ
を
張
っ
た
。

五
月
一
六
日
、
・
ヘ
タ
ン
ッ
ェ
攻
撃
の
た
め
全
員
で
四
時
四
五
分
テ
ン

ト
を
出
た
。
最
初
三
時
間
程
広
大
な
雪
原
を
横
切
り
、
。
ヘ
タ
ン
ッ
ェ
の
基

部
へ
着
い
た
の
は
八
時
で
あ
る
。
ル
ー
ト
は
三
つ
ほ
ど
考
え
ら
れ
た
。
先

ず
左
手
の
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
と
の
コ
ル
か
ら
右
方
稜
線
を
と
る

も
の
。
次
に
右
手
の
チ
ャ
ゴ
ー
と
の
コ
ル
か
ら
左
方
稜
線
を
と
る
も
の
。

第
三
に
私
達
が
選
ん
だ
真
中
の
壁
を
登
る
も
の
で
あ
る
。
八
時
に
取
り
つ

バ
ル
ン
の
奥
へ
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い
て
、
一
時
間
程
は
急
な
斜
面
の
ラ
ッ
セ
ル
で
あ
っ
た
が
、
ク
レ
バ
ス
を

越
え
六
四
五
○
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
堅
氷
が
出
て
来
て
、
ピ
ト
ン
を
使
う

有
様
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ク
レ
バ
ス
を
越
え
壁
を
す
ぎ
る
と
難
場
は
終

っ
て
、
雪
の
大
斜
面
を
三
○
分
程
登
る
と
国
境
稜
線
に
出
た
。
も
の
す
ご

い
風
圧
を
う
け
、
結
ん
で
い
る
ザ
イ
ル
は
弓
な
り
で
あ
る
。
こ
こ
を
小
一

時
間
も
登
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
二
一
時
三
五
分
た
た
み
二
十
畳
程
の
頂

上
へ
着
い
た
。
か
す
か
に
マ
カ
ル
ー
や
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
下
方
の
チ
ベ
ッ
ト

側
が
見
え
る
。
天
候
も
悪
化
し
て
来
た
の
で
ぐ
ず
ぐ
ず
出
来
ず
、
写
真
だ

け
型
ど
お
り
に
撮
っ
て
早
々
に
下
り
に
う
つ
っ
た
。
取
付
の
雪
原
に
着
い

た
時
は
ほ
っ
と
し
た
が
、
雪
原
上
の
ト
レ
ー
ス
は
消
え
、
か
す
か
に
見
え

る
赤
旗
を
た
よ
り
に
一
七
時
一
五
分
キ
ャ
ン
プ
に
も
ど
っ
た
。
全
く
ロ
ン

グ
・
コ
ー
ス
で
登
頂
感
な
ど
な
に
も
な
か
っ
た
。
一
七
日
は
好
天
で
あ
っ

た
が
強
風
が
吹
き
ま
く
り
、
休
養
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

一
八
日
は
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
偵
察
の
た
め
、
全
員
で
チ
ョ

ー
ポ
ル
と
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
の
コ
ル
へ
向
い
、
雪
原
を
つ
め
た

所
の
コ
ル
下
の
壁
の
基
部
六
○
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
横
穴
式
の
雪
洞

を
掘
り
、
シ
ェ
ル
パ
二
名
に
明
後
日
の
む
か
え
を
言
い
渡
し
て
テ
ン
ト
に

帰
し
、
山
野
井
、
大
倉
は
雪
洞
に
泊
っ
た
。
翌
一
九
日
は
寒
さ
の
た
め
早

く
か
ら
眼
を
覚
し
た
。
久
し
ぶ
り
で
私
達
が
炊
事
を
し
、
か
ん
た
ん
に
朝

食
を
取
っ
て
出
発
し
た
。
コ
ル
ま
で
は
約
一
○
○
メ
ー
ト
ル
位
の
壁
で
あ

っ
た
が
、
ロ
ー
プ
を
つ
か
い
楽
に
上
部
に
出
た
。
し
か
し
雪
庇
の
張
り
出

し
が
大
き
く
、
突
破
す
る
の
に
苦
労
し
た
。
コ
ル
に
出
る
と
ホ
ン
グ
ー
。

コ
ー
ラ
が
眼
下
に
開
け
か
ア
マ
・
ダ
ブ
ラ
ム
が
天
を
さ
し
て
い
た
。
ロ
ー

ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
を
観
察
す
る
と
、
イ
ム
ジ
ャ
側
は
斜
面
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
雪
崩
れ
て
い
て
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
か
ら
の
ル
ー
ト
は
長

い
が
安
全
に
登
れ
そ
う
だ
。

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
は
私
達
が
か
つ
て
は
夢
を
抱
き
、
セ
ン
ト

ポ
ー
ル
・
ピ
ー
ク
と
名
ず
け
て
頂
に
立
と
う
と
考
え
て
い
た
が
、
テ
ン
ト

を
一
つ
出
さ
な
い
と
無
理
で
あ
る
。
種
々
考
え
た
が
チ
ョ
ー
ポ
ル
に
登
る

こ
と
に
し
た
。
適
当
な
痩
せ
尾
根
で
面
白
い
登
高
が
続
い
た
が
、
一
四
時

高
度
六
六
五
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
雪
庇
を
踏
み
抜
く
事
故
が
あ
り
、
頂

上
直
下
で
あ
っ
た
が
や
む
な
く
下
っ
た
。
一
八
時
三
○
分
暗
く
な
っ
た
雪

洞
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
が
翌
日
も
よ
い
天
気
で
あ
っ
た
。
身
仕
度
を
し
て
雪

洞
を
あ
と
に
し
た
。
シ
ェ
ル
パ
が
こ
ち
ら
に
向
っ
て
、
黒
点
の
よ
う
に
登

っ
て
来
る
の
が
見
え
る
が
、
な
か
な
か
こ
な
い
・
途
中
で
に
こ
や
か
な
シ
ェ

ル
パ
に
向
え
ら
れ
テ
ン
ト
に
戻
る
・
二
一
日
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
経
て
Ｃ
１
ま
で
む

か
え
に
来
た
プ
ラ
ト
ー
隊
と
合
流
、
十
日
間
の
バ
ル
ン
の
旅
を
終
え
た
。

一
方
、
プ
ラ
ト
ー
氷
河
隊
は
五
月
一
四
日
迄
荷
物
の
輸
送
を
し
、
隊
長

隊
二
名
の
出
発
を
見
送
っ
た
後
、
岸
野
、
遠
藤
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
は
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
（
六
八
三
七
メ
ー
ト
ル
）
に
向
う
。
Ｃ
２
か
ら
雪
原
を

行
き
、
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
峯
の
東
側
を
ト
ラ
バ
ー
ス
ぎ
み
に
膝
ま
で
の

ラ
ッ
セ
ル
が
あ
る
。
一
二
時
四
○
分
頃
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
が
ヒ
ド
ン
・
ク

レ
バ
ス
に
落
ち
た
が
、
ロ
ー
プ
で
と
ま
っ
た
。
打
身
の
彼
を
空
身
で
Ｃ
２

へ
帰
ら
せ
、
二
人
で
彼
の
荷
を
分
け
て
背
負
い
、
一
五
時
二
○
分
六
五
○
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○
メ
ー
ト
ル
峰
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
と
の
間
の
雪
原
を
前
進
キ
ャ
ン

プ
と
決
め
る
。
五
月
一
五
日
六
時
三
○
分
、
テ
ン
ト
を
出
た
。
雪
原
を
つ
め

コ
ル
へ
の
急
な
雪
壁
を
登
り
、
一
○
時
三
○
分
コ
ル
（
六
四
○
○
メ
ー
ト
ル
）

に
着
い
た
。
ホ
ン
グ
ー
氷
河
を
は
さ
ん
で
チ
ャ
ム
ラ
ン
の
全
容
が
見
え

る
。
頂
上
迄
の
登
り
は
、
ホ
ン
グ
ー
氷
河
側
も
プ
ラ
ト
ー
氷
河
側
も
劣
ら

ず
急
峻
で
、
雪
も
硬
く
氷
化
し
て
い
る
。
ホ
ン
グ
ー
氷
河
側
を
捲
き
気
味

に
、
悪
い
所
は
ア
イ
ス
ピ
ト
ン
を
つ
か
い
な
が
ら
一
三
時
三
○
分
迄
登
る
。

高
度
約
六
六
○
○
メ
ー
ト
ル
位
で
あ
ろ
う
か
、
こ
こ
か
ら
テ
ン
ト
に
帰
っ

た
。
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
と
ジ
ャ
ン
ブ
ー
が
テ
ン
ト
ま
で
出
向
え
て
く
れ
た
。

五
月
一
六
日
は
休
養
日
と
し
た
が
、
遠
藤
と
パ
サ
ン
・
ノ
ル
ブ
、
ジ
ャ
ン

ブ
ー
の
三
名
で
、
横
手
に
あ
る
無
名
峯
（
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
）
に
登
る
。

ド
ー
ム
型
の
双
子
峰
で
、
約
四
時
間
の
苦
闘
の
後
頂
き
に
立
っ
た
。
ア
ン

タ
ル
ケ
イ
が
Ｃ
２
か
ら
上
っ
て
き
て
五
名
と
な
っ
た
。
五
月
一
七
日
、
視

界
が
悪
い
の
で
ア
タ
ッ
ク
を
あ
き
ら
め
、
攻
撃
に
有
利
の
よ
う
に
テ
ン
ト

を
上
方
に
移
動
す
る
こ
と
と
し
、
コ
ル
直
下
ま
で
ジ
ャ
ン
ブ
ー
を
除
い
た

他
の
者
で
装
備
を
背
負
っ
て
登
っ
た
。
五
月
一
八
日
、
四
名
で
再
度
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
・
ピ
ー
ク
の
ア
タ
ッ
ク
に
向
う
。
六
五
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
で
ア

ン
タ
ル
ケ
イ
が
不
調
を
う
っ
た
え
た
の
で
、
待
た
せ
る
こ
と
に
し
た
。
先
日

《
の
引
返
し
地
点
を
す
ぎ
る
頃
か
ら
天
候
が
悪
く
な
る
。
二
蒔
、
最
後
の

咄
難
関
と
思
わ
れ
る
岩
場
に
着
く
。
高
度
六
七
○
○
メ
ー
ト
ル
付
近
で
引
き

／峰
返
す
こ
と
に
す
る
。
頂
上
が
地
吹
雪
の
間
に
時
々
見
え
た
。
懸
垂
下
降
で

寺

、

〃
時
間
を
か
せ
ぎ
一
七
時
テ
ン
ト
に
着
く
。

五
月
一
九
日
、
集
結
日
が
明
日
な
の
で
登
頂
を
あ
き
ら
め
Ｃ
２
へ
下

る
。
午
後
か
ら
無
人
の
Ｃ
２
を
整
備
す
る
。
五
月
二
○
日
、
。
ヘ
タ
ン
ッ
ェ
・

パ
ー
テ
ィ
を
迎
え
に
下
る
。
コ
ル
で
一
三
時
迄
ま
っ
た
が
見
え
ず
、
無

電
も
き
か
な
い
。
遠
藤
、
ジ
ャ
ン
ブ
ー
は
南
東
に
あ
る
六
四
○
○
メ
ー
ト

ル
峯
を
登
り
Ｃ
２
に
も
ど
る
。
二
一
日
、
コ
ル
下
で
無
電
に
よ
る
連
絡
が

と
れ
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
の
上
部
で
再
会
し
、
Ｃ
１
地
点
に
テ
ン
ト
を
張
り
全
員
泊

る
。
一
三
日
、
全
員
Ｃ
２
に
入
り
、
撤
収
の
準
備
を
し
、
午
後
出
発
ウ
ェ

ス
ト
・
コ
ル
に
泊
る
。
夕
方
吹
雪
の
中
を
五
人
の
ロ
ー
カ
ル
・
ポ
ー
タ
ー

が
、
ナ
ム
チ
ェ
か
ら
撤
収
の
手
伝
い
に
き
た
。
彼
等
を
Ｃ
２
ま
で
上
ら
せ

る
。
な
に
し
ろ
食
糧
が
底
を
つ
い
た
の
で
、
サ
ー
ブ
だ
け
カ
ル
カ
ま
で
先

き
に
下
る
こ
と
に
す
る
。
パ
ン
チ
・
ポ
カ
リ
、
ア
ン
プ
・
ラ
プ
チ
ャ
を
経

て
、
二
四
日
青
い
草
が
一
面
の
チ
ュ
ク
ン
・
カ
ル
ヵ
に
つ
い
た
。
こ
こ
で

ア
ン
タ
ル
ケ
イ
以
下
七
名
を
待
つ
た
め
三
日
間
滞
在
、
二
七
日
全
員
合
流

し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
に
ヤ
ク
の
生
肉
と
ジ
ャ
ン
に
舌
つ
ず
み
を
う
ち
、

軽
い
酔
い
に
ま
ぶ
た
を
と
じ
る
。

二
九
日
、
デ
ィ
ン
ポ
チ
ェ
か
ら
隊
を
二
分
し
、
大
倉
は
連
絡
と
荷
物
を

下
ろ
す
た
め
ナ
ム
チ
ェ
に
先
行
、
他
の
隊
員
は
三
日
間
の
行
程
で
、
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
に
近
い
プ
モ
リ
の
麓
ま
で
行
く
。
三
一
日
、
ナ
ム
チ
ェ
で
全
員

合
流
、
ア
ン
タ
ル
ケ
イ
の
家
で
休
養
の
の
ち
、
六
月
三
日
一
二
名
の
ポ
ー
タ

ー
と
共
に
、
カ
ト
マ
ン
ズ
を
め
ざ
し
て
帰
路
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
開
始
し
た
。

（
付
記
）
こ
の
遠
征
に
つ
い
て
は
、
既
に
福
田
宏
年
『
バ
ル
ン
氷
河
紀
行
』
（
一

九
六
四
年
一
○
月
講
談
社
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
（
編
者
）
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私
達
の
隊
は
学
校
創
立
○
○
周
年
記
念
と
か
、
そ
ん
な
大
袈
裟
な
も
の

で
は
な
い
・
し
か
も
猫
も
杓
子
も
海
外
に
出
る
世
と
あ
っ
て
は
、
私
達
と

し
て
も
杓
子
以
下
で
は
お
さ
ま
り
が
つ
か
な
い
。
何
と
か
な
ら
な
い
か
と

学
生
達
が
相
談
を
も
ち
か
け
て
き
た
の
は
、
一
九
六
四
年
の
正
月
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
私
達
教
員
が
出
る
と
な
れ
ば
、
単
な
る
山
登
り
だ
け
で
は

許
さ
れ
な
い
。
幸
い
隊
長
に
も
私
に
も
、
か
ね
て
や
っ
て
み
た
い
と
い
う

研
究
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
。
山
の
高
さ
、
研
究
テ
ー
マ
、
隊
の
規
模
、
そ
し

て
そ
れ
か
ら
く
る
募
金
額
。
こ
れ
ら
を
明
ん
で
、
こ
れ
な
ら
な
ん
と
か
な

り
そ
う
だ
と
考
え
た
。
大
学
当
局
も
そ
の
意
義
を
認
め
て
計
画
を
買
っ
て

く
れ
、
実
質
的
に
理
工
学
研
究
所
主
催
の
行
事
と
し
て
で
き
あ
が
っ
た
の

が
、
同
志
社
大
学
ア
ラ
ス
カ
学
術
遠
征
隊
で
あ
る
。
と
か
く
学
術
遠
征
隊

ア
ラ
ス
カ
の
山
々

Ⅱ
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
峯
第
三
登
と
リ
ー
ガ
ル
峯
初
登
Ⅱ

と
い
う
も
の
は
、
ど
ち
ら
か
に
ウ
ェ
イ
ト
が
か
か
り
す
ぎ
、
他
方
が
ほ
ん

の
つ
け
た
し
に
な
る
傾
向
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を
平
等
な
ウ
ェ
イ
ト
で
や

ろ
う
と
い
う
の
が
私
達
の
狙
い
で
あ
っ
た
。

私
達
の
隊
は
非
常
に
多
く
の
目
的
を
も
っ
て
い
た
。
氷
河
の
研
究
、
地

磁
気
の
測
定
、
Ｖ
Ｌ
Ｆ
（
可
聴
周
波
宇
宙
電
磁
波
現
象
）
の
観
測
、
そ
れ

に
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
峯
の
登
頂
等
と
、
総
勢
八
名
で
は
余
程
う
ま
く
た
ち

ま
わ
ら
な
い
と
こ
な
し
き
れ
な
い
。
ま
ず
隊
員
を
紹
介
し
よ
う
。

西
原
正
夫
（
坐
歳
）
隊
長
。
工
博
。
同
志
社
大
学
教
授
（
高
圧

材
料
学
）
。
氷
河
測
定
担
当
。

北
村
泰
一
（
謁
歳
）
登
華
隊
長
。
理
博
。
同
志
社
大
学
助
教
授

（
空
間
物
理
学
）
。
地
磁
気
Ｖ
Ｌ
Ｆ
観
測
担

北

村
泰
一
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ブラックバーン峰西北尾根とアドバンス・ベースキャンプI (2800m)

TheNorth-west ridgeofMt. Blackburn (5038m) seen fromthe
AdvancedBase-camp l (2800m) .

(ByMKitamura)



リーガル峰の西面と第2キャンプ(3300m)

TheWest ridgeofMt. Regal (4212m) andCamp ll (3300m)
(ByMKitamura)
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アラスカの山々

氷
河
の
研
究
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
隊
長
の
専
攻
が
高
圧
下
に
お
け
る

岩
石
や
金
属
の
変
形
を
研
究
す
る
分
野
で
あ
り
、
そ
の
理
論
と
測
定
方
法

う
◎

当
。
南
極
第
一
次
及
び
第
三
次
越
冬
隊
員
。

京
大
学
士
山
岳
会
員
。

長
谷
川
曉
一
（
配
歳
）
同
志
社
大
学
山
岳
会
員
。
ト
ー
レ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
勤
務
。
氷
河
測
定
担
当
。
同

志
社
山
嶺
会
台
湾
遠
征
隊
員
。

荒
木
徹
（
恥
歳
）
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
（
空
間
物
理

〃
学
）
。
地
磁
気
Ｖ
Ｌ
Ｆ
観
測
担
当
。

川
井
康
男
（
弱
歳
）
同
志
社
大
学
工
学
部
電
子
工
学
科
四
回

生
。
同
志
社
大
学
山
岳
部
主
将
。
装
備
・

Ｖ
Ｌ
Ｆ
観
測
担
当
。

松
本
朗
（
認
歳
）
同
志
社
大
学
経
済
学
部
四
回
生
。
同
志
社

大
学
山
岳
部
副
将
。
食
糧
担
当
。

田
中
正
男
（
記
歳
）
同
志
社
大
学
文
学
部
四
回
生
。
渉
外
担
当
。

内
藤
真
一
（
犯
歳
）
同
志
社
大
学
法
学
部
二
回
生
。
医
療
担
当
。

数
多
く
出
る
遠
征
隊
の
中
で
も
、
こ
の
よ
う
に
地
球
科
学
的
な
研
究
と

登
山
と
を
、
対
等
に
含
ん
で
い
る
遠
征
隊
は
一
寸
珍
ら
し
い
。
そ
れ
は
極

端
な
い
い
方
を
す
れ
ば
、
ノ
ー
ト
一
冊
で
こ
と
が
足
り
る
人
文
・
社
会
科

学
的
調
査
を
目
的
と
す
る
隊
と
は
異
っ
て
、
こ
う
し
た
地
球
科
学
の
研
究

に
は
、
複
雑
な
電
子
管
回
路
や
電
源
等
の
重
装
備
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る

を
氷
河
に
応
用
し
た
ら
、
或
い
は
今
迄
複
雑
で
大
変
困
難
と
さ
れ
て
い
た

氷
の
流
動
の
問
題
が
、
力
学
的
に
解
明
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
の
希
望

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
地
磁
気
や
Ｖ
Ｌ
Ｆ
の
測
定
を
採
り
上
げ
た
の

は
、
最
近
ロ
ケ
ッ
ト
や
人
工
衛
星
に
よ
っ
て
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
ス
ペ

ー
ス
・
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
（
空
間
物
理
学
）
の
研
究
の
鍵
に
な
る
現
象
が
、

ア
ラ
ス
カ
で
は
大
変
豊
富
で
観
測
し
や
す
い
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
ア
ラ
ス
カ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
カ
ナ
ダ
、
シ
ベ
リ
ア

又
は
南
極
等
、
高
緯
度
地
方
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
よ
い
。
日
本
で
も
今
秋

か
ら
い
よ
い
よ
南
極
観
測
が
再
開
さ
れ
る
が
、
今
回
の
ア
ラ
ス
カ
行
は
、

そ
の
時
の
た
め
の
予
備
的
研
究
の
意
味
も
も
っ
て
い
た
。

山
の
選
択
に
つ
い
て
は
余
り
自
由
は
な
か
っ
た
。
西
の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー

は
す
で
に
明
治
・
早
稲
田
両
隊
の
足
跡
が
あ
り
、
又
ア
メ
リ
カ
の
連
中
の

プ
レ
イ
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
も
化
し
、
東
の
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
や
ロ
ー
ガ

ン
は
当
時
既
に
全
日
本
山
岳
連
盟
の
パ
ー
テ
ィ
や
関
西
学
院
大
学
が
夫
々

名
乗
り
あ
げ
て
い
た
。
と
す
る
と
残
る
は
そ
の
中
間
に
位
置
す
る
ラ
ン
ゲ

ル
山
脈
か
チ
ュ
ガ
ッ
チ
山
脈
し
か
な
い
。
チ
ュ
ガ
ッ
チ
は
山
も
低
く
、
未

踏
峯
も
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
台
迄
下
ら
ね
ば
あ
り
そ
う
に
な
い
。
ラ
ン
ゲ

ル
山
脈
な
ら
主
峯
は
ど
う
に
か
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
台
を
保
て
る
。
又
そ

の
山
群
に
は
、
山
日
記
に
ア
ラ
ス
カ
唯
一
の
未
登
峰
と
し
て
記
載
さ
れ
て

い
る
リ
ー
ガ
ル
峯
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
も
短
か
い
。
現
役
学

生
が
主
と
し
て
登
る
山
で
あ
れ
ば
、
そ
う
高
の
ぞ
み
も
出
来
ま
い
。
先
ず

こ
の
あ
た
り
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
準
備
が
始
ま
っ
た
の
は
四
月
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七
月
三
日
。
隊
長
が
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
到
着
し
、
こ
れ
で
一
行
八
名
全

員
が
揃
っ
た
。
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
で
は
明
治
や
早
稲
田
の
隊
に
な
ら
っ
て
、

木
村
氏
と
明
大
の
高
橋
進
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ

を
通
る
日
本
人
は
大
抵
の
場
合
こ
の
両
氏
の
お
世
話
に
な
る
。
時
に
は
ニ

パ
ー
テ
ィ
以
上
も
日
本
人
が
重
な
り
、
は
た
で
み
て
い
て
も
大
変
な
位
の

忙
し
さ
だ
が
、
両
氏
は
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
世
話
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
好
意
に
甘
え
て
、
世
話
を
さ
れ
る
の
が
当
然
だ
と
い
う
態
度
は

厳
に
つ
つ
し
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
ア
ラ
ス
カ
へ
多
く
の

隊
が
出
か
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

山
麓
へ
至
る
第
一
の
拠
点
は
、
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
東
北
三
五
○
キ
ロ
の

距
離
に
あ
る
ガ
ル
カ
ナ
（
の
昌
冨
旨
僅
）
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
仕
事

は
、
そ
こ
へ
ま
ず
一
ト
ン
余
り
の
荷
を
運
ぶ
こ
と
に
あ
る
。
幸
い
に
も
ガ

ル
カ
ナ
ヘ
は
立
派
な
、
い
わ
ゆ
る
グ
レ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
が
通
じ
て
い
る

の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
荷
物
の
輸
送
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ラ
ス

カ
は
大
変
な
物
価
高
。
中
で
も
人
件
費
は
や
へ
ら
棒
に
高
い
・
運
転
手
つ
き

で
ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
る
と
、
一
日
二
五
○
ド
ル
（
約
九
万
円
）
余
計
に
と

の
初
め
で
あ
っ
た
。
幸
い
朝
日
新
聞
社
の
援
助
も
き
ま
り
、
又
所
長
や
学

内
有
力
教
授
の
奔
走
に
よ
っ
て
募
金
も
必
要
額
に
達
し
た
。
物
資
調
達
も

ア
ピ
、
サ
イ
パ
ル
の
先
輩
の
経
験
で
す
っ
か
り
道
が
つ
い
て
い
る
。
伝
統

の
あ
る
大
学
は
有
難
い
も
の
で
あ
る
。

山
麓
へ
の
旅

ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
と
て
も
か
な
わ
な
い
。
多
少
危
険
で
も
私
達
自
身
で

運
転
し
て
ゆ
く
他
は
な
い
。
幸
い
長
谷
川
君
が
免
許
を
も
っ
て
い
た
の
で

ト
ラ
ッ
ク
を
借
り
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
は
七
月
四
日
の
早
朝

で
あ
っ
た
。
パ
ル
コ
ー
を
す
ぎ
る
と
、
美
し
い
マ
タ
ヌ
ス
カ
鶏
谷
沿
い
に

Ｈ
Ｗ
Ｙ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
高
度
を
あ
げ
る
。
あ
る
峠
を
こ
す
と
忽
然
と
し
て
大

平
原
が
展
開
さ
れ
る
。
私
達
は
ア
ラ
ス
カ
の
内
陸
部
に
足
を
ふ
み
入
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
高
度
六
○
○
メ
ー
ト
ル
、
み
わ
た
す
限
り
の
湖
沼
と
森

林
。
真
直
に
の
び
る
Ｈ
Ｗ
Ｙ
が
い
く
つ
か
の
岡
を
越
え
た
こ
ろ
、
ガ
ル
カ

ナ
は
目
の
前
に
あ
っ
た
。

こ
こ
に
大
き
な
飛
行
場
が
あ
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
曽
烏
．
両
．
夛
皀
ｍ
Ｏ
ｐ
）

と
い
う
プ
ッ
シ
ュ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
す
ん
で
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
の
は
え
て

い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
、
一
寸
し
た
ス
・
ヘ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
勇
敢
に
離

着
陸
す
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ッ
シ
ュ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
名
前
が
つ
い
た

の
だ
そ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
そ
の
道
の
野
武
士
的
存
在
で
あ
る
。
ア
ラ
ス

カ
に
は
ブ
ッ
シ
ュ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
は
数
多
く
い
て
も
、
ス
キ
ー
を
つ
け
て

氷
河
上
に
離
着
陸
出
来
る
も
の
は
多
く
は
い
な
い
。
西
の
方
マ
ッ
キ
ン
レ

ー
地
方
に
ド
ン
・
シ
ェ
ル
ダ
ン
（
。
。
ロ
段
①
丘
。
ロ
）
、
そ
し
て
東
の
ガ
ル

カ
ナ
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
だ
け
だ
と
は
本
人
の
話
で
あ
る
。
こ
の
ガ
ル
カ
ナ
か

ら
、
基
地
に
な
る
ナ
ベ
ス
ナ
氷
河
ま
で
直
線
距
離
に
し
て
約
一
○
○
キ

ロ
、
航
路
に
し
て
一
六
○
キ
ロ
以
上
は
あ
ろ
う
。
こ
の
間
の
輸
送
手
段
が

問
題
で
あ
っ
た
。
無
論
、
自
動
車
道
路
等
は
な
い
・
前
に
も
述
べ
た
よ
う

に
人
件
費
が
誠
に
高
く
、
上
マ
ラ
ヤ
の
よ
う
に
人
夫
を
使
う
わ
け
に
は
ゆ
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アラスカの山々

こ
の
年
の
夏
に
は
日
本
か
ら
カ
ナ
ダ
・
ア
ラ
ス
カ
国
境
周
辺
の
山
岳
地

域
へ
、
幾
つ
か
の
遠
征
隊
が
殺
到
し
た
。
関
西
学
院
大
学
、
学
習
院
大

学
、
福
岡
か
ら
き
た
隊
が
カ
ナ
ダ
の
ロ
ー
ガ
ン
ヘ
、
日
本
山
岳
連
盟
の
隊

が
エ
ラ
イ
ア
ス
峯
へ
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
ま
だ
あ
る
ら

し
い
。
こ
の
現
象
は
恐
ら
く
、
一
九
六
四
年
四
月
か
ら
外
国
観
光
外
貨
の

枠
が
、
は
ず
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
隊
の
輸
送
を
ほ
と
ん
ど
一
手
に

引
受
け
て
輸
送
す
る
と
い
う
。
各
隊
と
も
輸
送
時
期
は
ほ
と
ん
ど
同
時
な

の
で
、
当
然
諸
々
の
支
障
が
起
っ
た
。
こ
の
地
域
の
天
候
は
非
常
に
不
安

定
だ
。
そ
し
て
変
化
が
激
し
い
。
晴
天
は
数
日
に
一
日
の
割
合
し
か
な

い
。
そ
の
一
日
を
各
隊
が
待
ち
う
け
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
気
持
ば
か

り
焦
っ
て
一
向
に
事
が
進
捗
し
な
い
。
七
月
五
日
は
こ
う
し
て
ウ
ィ
ル
ソ

ン
は
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
ゆ
き
姿
を
み
せ
ず
、
私
達
は
飛
行
場
の
一
隅
に
テ

ン
ト
を
張
っ
て
待
機
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

か
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
大
体
そ
ん
な
人
間
は
い
な
い
。
た
と
え
人
間
が

い
る
に
し
て
も
、
そ
ん
な
人
間
を
使
う
よ
り
も
飛
行
機
で
輸
送
す
る
方
が

ず
っ
と
安
上
り
で
済
む
。
飛
行
機
と
い
っ
て
も
パ
イ
パ
ー
・
ス
ー
パ
ー
カ

ブ
と
い
う
ほ
ん
の
小
さ
な
二
人
用
の
小
型
機
で
あ
る
。
一
人
で
尾
部
を
ひ

ょ
い
と
持
ち
上
げ
て
、
簡
単
に
方
向
転
換
の
出
来
る
程
度
の
も
の
で
あ

る
。

基
地
の
完
成

翌
六
日
も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
姿
を
み
せ
な
い
。
ま
だ
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
帰
っ

て
こ
な
い
と
い
う
。
そ
こ
で
交
渉
の
結
果
、
デ
ー
ブ
と
い
う
副
操
縦
士

に
、
ナ
ベ
ス
ナ
氷
河
の
基
地
の
下
流
二
○
キ
ロ
の
リ
ー
ヴ
飛
行
場
（
両
①
①
ぐ
①

ど
同
国
の
産
）
ま
で
、
パ
イ
パ
ー
よ
り
一
ま
わ
り
大
型
の
セ
ス
ナ
機
で
輸

送
を
開
始
し
て
貰
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ガ
ル
カ
ナ
か
ら
リ
ー
ヴ
ヘ
直
接
空

輸
す
る
の
は
や
や
遠
す
ぎ
る
。
グ
レ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
を
ガ
ル
カ
ナ
か
ら

な
お
二
時
間
北
上
し
た
チ
ス
ト
チ
ナ
合
冨
の
８
号
旨
四
）
と
い
う
、
も
と

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
部
落
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
飛
行
場
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

だ
と
四
十
分
は
短
縮
さ
れ
る
。
そ
れ
〆
と
い
う
わ
け
で
チ
ス
ト
チ
ナ
ヘ

走
る
。
そ
の
日
全
部
の
輸
送
が
終
っ
た
の
は
夜
の
十
時
。
曇
っ
た
空
に
、

あ
た
り
は
漸
や
く
う
す
暗
が
り
に
な
ろ
う
と
す
る
頃
で
あ
っ
た
。

七
月
七
日
。
快
晴
で
絶
好
の
輸
送
日
和
だ
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
ロ
ー
ガ

ン
へ
い
っ
て
い
た
の
か
、
や
は
り
姿
を
み
せ
な
か
っ
た
。

翌
七
月
八
日
。
や
っ
と
の
こ
と
で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。

彼
は
ロ
ー
ガ
ン
か
ら
つ
い
先
程
帰
っ
て
き
て
ク
タ
ク
タ
に
疲
れ
て
い
る
。

だ
か
ら
輸
送
を
、
こ
の
近
く
の
ナ
ベ
ス
ナ
部
落
に
ガ
イ
ド
と
し
て
す
ん
で

い
る
ビ
ル
と
い
う
男
に
ま
か
せ
て
、
自
分
は
こ
れ
か
ら
帰
っ
て
ね
る
と
い

う
。
輸
送
は
そ
の
日
の
午
後
四
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
夜
中
で
も
明
る
い
か

ら
心
配
は
要
ら
な
い
。
自
分
が
一
番
機
で
と
び
だ
し
た
。

ナ
ベ
ス
ナ
氷
河
上
空
に
さ
し
か
か
る
。
幅
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
源

頭
迄
全
長
一
五
○
キ
ロ
以
上
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
巨
大
な
氷
河
で
あ
る
。

バ
ル
ト
ロ
氷
河
で
長
さ
は
六
○
キ
ロ
、
さ
ら
に
長
い
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
で
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さ
え
七
○
キ
ロ
位
し
か
な
い
。
下
流
は
い
た
る
と
こ
ろ
ク
レ
バ
ス
が
口
を

あ
け
、
大
変
危
険
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
あ
ち
こ
ち
に
氷
河
湖
が
み
お

ろ
せ
る
。
約
三
○
分
で
基
地
予
定
地
に
つ
い
た
。
基
地
予
定
地
は
、
氷
河

の
わ
き
の
氷
河
堆
積
物
で
出
来
た
広
々
し
た
平
坦
地
の
一
隅
に
あ
り
、
眼

前
に
は
上
半
分
な
お
雪
を
い
た
だ
く
無
名
の
前
山
が
そ
そ
り
立
ち
、
下
半

分
の
山
腹
は
な
だ
ら
か
な
緑
の
斜
面
を
も
っ
て
、
遥
か
彼
方
で
こ
の
平
坦

地
と
連
ら
な
っ
て
い
る
。
山
肌
に
は
鶏
水
が
夕
日
を
う
け
て
キ
ラ
キ
ラ
と

ひ
か
り
、
何
と
も
い
え
ぬ
美
し
さ
。
こ
の
辺
は
氷
河
の
幅
は
六
’
七
キ
ロ
、

山
麓
の
幅
十
キ
ロ
は
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
飛
行
機
が
去
っ
て
み
る
と
、

あ
た
り
は
寂
と
し
て
鶏
水
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
み
。
陽
は
な
お
高
く
空
は

い
や
が
上
に
も
青
い
。
ふ
と
昭
和
基
地
に
初
上
陸
し
た
時
の
気
持
を
思
い

出
す
。
前
山
の
尾
根
に
見
え
る
数
個
の
白
い
斑
点
は
山
羊
の
群
だ
ろ
う

か
。
第
二
便
が
や
っ
て
き
た
の
は
そ
れ
か
ら
一
時
間
余
り
後
、
続
い
て
第

三
便
、
第
四
便
。
や
っ
と
全
部
の
人
間
と
荷
物
を
運
び
終
え
た
の
は
、
も

は
や
太
陽
が
空
に
高
い
翌
朝
午
前
二
時
頃
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
私
達
の
四
○
日
に
わ
た
る
基
地
は
、
こ
の
ナ
ベ
ス
ナ
氷
河
の

中
流
に
完
成
さ
れ
た
。
こ
の
地
を
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
に
な
ぞ
ら
え
、

メ
ル
ヘ
ン
ウ
ィ
ー
ゼ
と
名
づ
け
た
。

基
地
が
出
来
て
晴
天
の
三
日
間
が
過
ぎ
た
。
基
地
が
出
来
た
ら
す
ぐ
登

山
隊
を
第
一
前
進
基
地
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
）
へ
輸
送
す
る
と
約
束
し
た
ウ
ィ
ル

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
登
頂

ソ
ン
は
、
ま
だ
や
っ
て
こ
な
い
。
皆
の
顔
に
焦
燥
の
色
が
う
か
ぶ
。

七
月
一
三
日
、
故
障
し
て
い
た
無
線
機
が
な
お
り
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
を
呼

び
だ
し
た
ら
午
後
二
時
に
飛
来
す
る
と
い
う
。
基
地
は
俄
か
に
活
気
ず

く
。
爆
音
高
く
や
っ
て
き
た
一
番
機
に
ま
ず
自
分
が
の
り
こ
む
。
機
上
か

ら
リ
ー
ガ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
登
路
を
偵
察
し
、
そ
の
根
拠
点
Ａ
Ｂ

Ｃ
２
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
山
に
関
し
て
私
達
は
三
つ
の
計
画
を
も
っ
て
い
た
。
ラ
ン
ゲ
ル
山
脈

中
の
主
峯
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
（
五
○
三
八
メ
ー
ト
ル
）
と
、
こ
れ
に
近
接
す

る
未
知
の
処
女
峯
リ
ー
ガ
ル
（
四
三
二
メ
ー
ト
ル
）
の
登
頂
と
、
こ
の
二

峯
を
結
ぶ
尾
根
の
縦
走
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
縦
走
は
時
間
的
な
制
約

に
よ
っ
て
実
現
の
可
能
性
は
少
な
か
っ
た
。

ブ
峯
は
一
九
一
三
年
ア
メ
リ
カ
の
ド
ラ
・
キ
ー
ン
隊
が
私
達
と
は
反
対

側
の
ケ
ニ
コ
ッ
ト
氷
河
（
〆
の
己
昌
８
詳
国
．
）
か
ら
初
登
頂
し
、
そ
れ
か

ら
半
世
紀
後
の
一
九
五
八
年
、
ア
メ
リ
カ
各
地
か
ら
の
混
成
隊
ブ
ル
ー
マ

隊
に
よ
っ
て
も
ナ
ベ
ス
ナ
側
か
ら
登
頂
さ
れ
て
い
る
。

チ
ス
ト
チ
ナ
で
会
っ
た
元
ガ
イ
ド
と
自
称
す
る
老
人
は
、
次
の
よ
う
な

面
白
い
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
彼
は
一
九
一
三
年
の
ド
ラ
・
キ
ー
ン
隊

に
途
中
ま
で
つ
い
て
い
っ
た
。
頂
上
近
く
ま
で
行
っ
た
彼
の
仲
間
の
ガ
イ

ド
に
よ
る
と
、
登
頂
の
日
、
ド
ラ
・
キ
ー
ン
達
は
嵐
を
つ
い
て
出
か
け
、

間
も
な
く
帰
っ
て
き
て
登
頂
に
成
功
し
た
と
い
っ
た
が
、
あ
の
嵐
の
中
で

は
登
頂
で
き
る
筈
が
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ド

ラ
・
キ
ー
ン
は
偽
登
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
五
○
年
経
っ
た
今
、
そ
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ん
な
こ
と
を
詮
索
し
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
自
分
達
の
登
頂
に

全
力
を
つ
く
す
寺
へ
き
だ
ろ
う
。

ま
も
な
く
機
は
基
地
を
飛
び
立
っ
た
。
ナ
ベ
ス
ナ
氷
河
を
上
流
へ
向

う
。
下
流
で
は
荒
々
し
か
っ
た
氷
河
も
、
上
流
で
は
大
分
穏
か
に
な
っ
て

い
る
。
モ
レ
ー
ン
が
何
本
も
見
え
る
。
写
真
も
文
献
も
な
い
未
知
の
処
女

峯
リ
ー
ガ
ル
と
は
ど
ん
な
山
だ
ろ
う
か
。
あ
る
前
衛
峯
の
岩
壁
を
ま
が
り

き
る
と
、
目
の
前
が
一
度
に
開
け
て
き
た
。
「
し
め
た
、
こ
れ
な
ら
い
け

る
／
」
西
北
尾
根
は
ク
レ
バ
ス
が
多
く
、
そ
れ
に
余
り
に
も
長
い
・
南
尾

根
か
又
は
ダ
イ
レ
ク
ト
に
頂
上
に
続
く
西
尾
根
を
登
る
べ
き
だ
。
こ
れ
で

リ
ー
ガ
ル
は
よ
し
。
機
は
ブ
峯
に
向
い
、
ま
も
な
く
縦
走
路
に
さ
し
か
か

る
。
お
お
、
こ
れ
は
悪
い
／
鋭
い
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
が
延
々
と
続
く
。

こ
の
あ
た
り
の
山
相
は
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山

の
相
と
、
五
千
メ
ー
ト
ル
級
の
そ
れ
で
あ
る
。
雪
線
は
二
’
三
千
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
高
さ
で
浸
蝕
風
化
が
最
も
激
し
い
。
従
っ
て
五
千

メ
ー
ト
ル
級
の
山
の
山
頂
附
近
は
、
非
常
に
穏
か
な
相
を
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
の
多
く
は
絶
壁
と
鋭
い
稜
線
と
に
囲
ま

れ
、
し
か
も
岩
質
が
極
度
に
も
ろ
い
。
縦
走
は
簡
単
に
あ
き
ら
め
た
。
次

は
ブ
峯
だ
。

先
ず
予
定
の
東
北
尾
根
の
偵
察
に
か
か
る
。
下
半
部
は
よ
し
。
だ
が
下

半
か
ら
上
半
に
さ
し
か
か
る
と
こ
ろ
が
悪
そ
う
だ
。
も
っ
と
近
ず
く
。
お

お
、
こ
れ
は
絶
望
的
だ
。
下
半
と
上
半
を
連
結
す
る
尾
根
の
両
側
は
千
メ

ー
ト
ル
以
上
も
な
ぎ
落
ち
、
鋭
い
ナ
イ
フ
エ
ッ
ジ
が
一
’
二
哩
も
続
き
、

そ
の
奥
に
急
傾
斜
の
氷
壁
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
る
。
四
名
で
は
と
て
も

こ
の
悪
尾
根
の
輸
送
は
続
け
ら
れ
ま
い
。
だ
が
、
こ
の
尾
根
を
放
棄
す
れ

ば
、
六
年
前
ア
メ
リ
カ
隊
が
登
っ
た
尾
根
を
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー

ト
変
更
か
？
あ
く
ま
で
こ
の
尾
根
を
や
る
か
？
三
度
四
度
と
そ
の
上

を
飛
ん
だ
後
「
勝
て
る
勝
負
だ
け
を
し
よ
う
」
と
心
に
決
め
る
。

着
陸
場
所
を
指
定
す
る
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
二
、
三
回
雪
原
の
上
を
旋
回

し
て
い
た
が
、
や
が
て
下
降
し
始
め
る
。
軽
い
シ
ョ
ッ
ク
と
共
に
着
陸
。

眼
前
に
こ
れ
か
ら
登
ろ
う
と
す
る
北
西
稜
が
、
か
な
り
の
傾
斜
で
た
ち
は

だ
か
る
。
雪
崩
の
心
配
も
な
い
。
こ
こ
を
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
と
し
よ
う
。
高
度
二

八
○
○
メ
ー
ト
ル
、
頂
上
ま
で
あ
と
二
つ
キ
ャ
ン
プ
を
出
せ
ば
よ
か
ろ
う

と
胸
算
用
す
る
。

七
月
十
四
日
午
前
六
時
、
松
本
君
を
最
後
に
四
人
が
そ
ろ
う
。
さ
て
今

日
は
、
と
に
角
偵
察
を
か
ね
て
目
の
前
の
氷
壁
を
登
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

八
時
出
発
。
一
肩
の
荷
が
ず
し
り
と
重
い
。

十
時
頃
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
程
登
る
。
や
っ
と
コ
ル
の
向
う
側
の
ク
ス

ク
ラ
ナ
氷
河
（
嗣
匡
の
百
宣
旨
画
邑
．
）
が
眺
め
ら
れ
る
高
さ
だ
。
ナ
ベ
ス
ナ

側
と
異
っ
て
、
雪
が
大
変
少
な
い
。
雪
崩
の
音
し
き
り
。
固
定
ザ
イ
ル
を

ど
ん
ど
ん
使
用
す
る
。
急
傾
斜
で
五
’
六
十
度
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
雪
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
。
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
位
の
地
点
か
ら
斜
面
に
蒼
氷

が
出
だ
し
て
来
た
。
雪
と
蒼
氷
の
混
合
で
あ
る
。
午
後
三
時
三
十
分
、
と

あ
る
氷
塊
の
突
き
出
し
た
蔭
に
、
わ
ず
か
に
平
坦
な
空
間
の
あ
る
と
こ
ろ

で
停
止
す
る
。
こ
こ
は
下
か
ら
見
て
い
た
前
衛
峯
に
は
ま
だ
ま
だ
及
ぶ
ま
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い
・
高
度
は
三
七
○
○
メ
ー
ト
ル
。
ま
だ
時
間
は
早
か
っ
た
が
、
こ
れ
か

ら
上
は
な
お
傾
斜
が
増
し
、
デ
ポ
地
点
が
果
し
て
見
つ
か
る
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
日
は
そ
こ
に
荷
物
を
お
き
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
迄
降
り

る
。
あ
れ
程
晴
れ
て
い
た
の
に
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
に
降
り
た
頃
は
す
っ
か
り
曇

り
、
小
雪
さ
え
バ
ラ
つ
い
て
き
た
。

翌
十
五
日
、
再
び
晴
天
。
昨
日
の
疲
れ
が
と
り
き
れ
ず
、
気
だ
る
い
身

体
を
む
ち
打
っ
て
再
び
荷
上
げ
。
昨
日
の
ト
レ
ー
ス
が
残
っ
て
お
り
、
大

い
に
高
度
を
か
せ
ぐ
。
肩
の
荷
が
重
い
・

昨
日
の
デ
ポ
地
点
へ
三
時
間
も
早
く
着
く
。
持
っ
て
き
た
固
定
ザ
イ
ル

二
五
○
メ
ー
ト
ル
は
す
べ
て
使
用
し
た
。
こ
の
デ
ポ
地
点
よ
り
上
は
一
寸

見
た
と
こ
ろ
で
も
傾
斜
が
相
当
に
急
で
、
こ
の
先
ど
れ
程
固
定
ザ
イ
ル
が

必
要
か
わ
か
ら
な
い
・
川
井
、
松
本
両
君
を
偵
察
に
出
し
、
内
藤
君
と
私

は
テ
ン
ト
を
張
る
。
ま
も
な
く
両
君
が
帰
着
し
た
が
、
そ
の
報
告
に
よ
る

と
、
こ
れ
か
ら
上
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
ま
で
は
蒼
氷
と
雪
と
急
傾
斜
で
、

今
迄
の
ル
ー
ト
の
中
で
は
最
も
悪
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ

の
デ
ポ
地
点
を
正
式
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
地
（
Ｃ
１
）
と
す
る
こ
と
に
決
め

た
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
は
氷
塊
の
蔭
の
ほ
ん
の
一
坪
程
の
ス
・
ヘ
ー
ス
を
利
用

し
て
張
ら
れ
、
頭
上
は
蒼
氷
が
続
き
、
眼
下
は
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上

も
な
ぎ
落
ち
て
い
る
と
い
う
絶
景
の
場
所
で
あ
る
。
つ
い
そ
ば
に
ラ
ン
ゲ

ル
峯
（
雪
国
侭
①
房
侭
褐
日
）
、
サ
ン
フ
ォ
ー
ド
峯
（
殴
匙
。
ａ
》
ち
ぢ
旨
）
、

ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ス
峯
色
胃
負
の
）
が
望
ま
れ
る
。
こ
の
地
を
中
天
に
か
か
る
キ

ャ
ン
プ
と
い
う
意
味
で
、
鷲
の
巣
キ
ャ
ン
プ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
。
そ
の

日
は
再
び
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
に
降
り
る
。

翌
朝
四
時
に
起
き
る
。
零
下
六
度
。
前
夜
バ
ラ
バ
ラ
と
雪
の
音
が
し
て

い
た
の
で
、
今
日
は
駄
目
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
ま
た
快
晴
で
あ
る
。
テ

ン
ト
を
片
付
け
、
も
う
通
い
な
れ
た
道
と
な
っ
た
ル
ー
ト
を
三
度
荷
上
げ

す
る
。
体
も
快
調
。
三
時
間
程
で
鷲
の
巣
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
。
こ
の

三
日
間
連
続
晴
天
が
続
い
た
の
で
、
ト
レ
ー
ス
が
消
え
ず
大
変
幸
運
で
あ

っ
た
。ウ

ィ
ス
キ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
翌
日
の
作
戦
を
た
て
る
。
鷲
の
巣
キ
ャ

ン
プ
か
ら
頂
上
ま
で
は
高
距
に
し
て
三
一
○
○
メ
ー
ト
ル
。
ラ
ッ
シ
ュ
で

行
っ
て
行
け
な
い
高
さ
で
は
な
い
が
、
途
中
に
ど
ん
な
悪
場
が
あ
る
か
も

知
れ
な
い
。
確
実
に
登
頂
す
る
た
め
に
は
、
も
う
一
つ
キ
ャ
ン
プ
を
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
も
は
や
四
人
同
時
に
行
動
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
第
一
登
頂
隊
と
し
て
川
井
、
内
藤
両
君
を
、
第

二
登
頂
隊
と
し
て
松
本
君
と
私
を
決
め
、
第
二
登
頂
隊
は
第
一
登
頂
隊
を

支
援
し
て
翌
日
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
（
Ｃ
２
）
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
た
。

翌
七
月
十
七
日
。
三
時
起
床
。
も
う
外
は
明
る
い
。
空
は
分
厚
そ
う
な

高
層
雲
に
と
ざ
さ
れ
、
少
し
の
風
も
な
く
、
嵐
の
前
の
静
け
さ
と
い
っ
た

不
気
味
な
感
じ
。
視
界
も
悪
い
・
今
日
は
荒
れ
そ
う
だ
。

六
時
に
鷲
の
巣
キ
ャ
ン
プ
を
出
発
。
す
ぐ
目
の
前
の
急
傾
斜
を
登
る
。

川
井
、
松
本
両
君
の
努
力
で
一
○
○
メ
ー
ト
ル
の
蒼
氷
の
壁
に
ス
テ
ッ
プ

が
切
ら
れ
る
。
彼
等
の
技
術
は
信
頼
で
き
る
。
私
は
た
だ
あ
と
か
ら
つ
い

て
行
け
ば
よ
か
っ
た
。
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
あ
た
り
で
蒼
氷
の
急
傾
斜
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面
は
終
り
、
四
一
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
か
ら
傾
斜
は
ゆ
る
く
、
雪
も
柔

か
く
な
っ
て
き
た
。
松
本
君
は
元
気
よ
く
ラ
ッ
セ
ル
し
て
い
く
が
、
自
分

は
仲
々
つ
い
て
い
け
な
い
。
肩
の
荷
が
く
い
い
る
。
明
ら
か
に
高
度
の
影

響
を
自
覚
し
た
。
一
寸
早
す
ぎ
る
と
思
っ
た
が
、
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の

と
こ
ろ
に
Ｃ
２
を
建
設
す
る
。
天
候
は
悪
化
の
傾
向
が
み
え
る
。
急
が
ね

ば
な
ら
な
い
・
風
は
冷
た
く
、
高
所
服
を
着
て
も
ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
く
る
。

軽
い
頭
痛
が
す
る
。
呼
吸
を
い
く
ら
し
て
も
し
た
り
な
い
感
じ
で
あ
る
。

第
一
登
頂
隊
の
川
井
、
内
藤
両
君
を
Ｃ
２
に
残
し
、
再
び
急
斜
面
を
鷲
の

巣
キ
ャ
ン
プ
へ
と
降
り
た
。
往
路
三
時
間
、
帰
路
二
時
間
、
行
動
時
間
の

短
か
さ
の
割
合
い
に
は
、
ぐ
っ
た
り
と
し
た
疲
労
を
覚
え
た
。

鷲
の
巣
キ
ャ
ン
プ
に
戻
っ
て
一
時
間
程
し
た
午
後
一
時
頃
、
猛
然
た
る

風
が
吹
き
出
し
た
。
今
に
も
さ
け
ん
ば
か
り
の
テ
ン
ト
の
ハ
タ
メ
キ
。
テ

ン
ト
の
す
ぐ
上
の
氷
塊
の
か
ど
を
き
る
風
は
悪
魔
の
悲
鳴
に
似
て
、
こ
の

絶
壁
の
一
角
の
高
度
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
鷲
の
巣
キ
ャ
ン
プ

は
、
狂
騒
の
場
と
化
し
た
。
よ
か
っ
た
。
も
う
一
時
間
寝
坊
し
て
い
た

ら
、
あ
の
蒼
氷
の
急
斜
面
で
、
こ
の
嵐
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
、

そ
の
幸
運
を
喜
こ
び
あ
っ
た
。

夕
方
七
時
頃
風
は
お
さ
ま
り
始
め
た
。
空
も
快
晴
と
な
る
。
一
時
的
な

前
線
の
通
過
か
？
眼
下
に
雲
が
飛
び
、
す
ば
ら
し
い
景
観
。
テ
ン
ト
の

外
の
も
の
は
す
っ
か
り
雪
で
埋
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
日
が
落
ち
る
、
淡

い
星
が
二
つ
三
つ
・
明
日
も
こ
の
天
気
が
も
ち
ま
す
よ
う
に
。
時
々
思
い

出
し
た
よ
う
に
嵐
の
名
残
り
の
風
が
さ
っ
と
雪
を
飛
ば
し
て
い
っ
た
。

翌
十
八
日
も
三
時
に
起
き
る
。
風
も
す
っ
か
り
や
ん
で
絶
好
の
登
頂

日
。
今
日
は
Ｃ
２
か
ら
第
一
登
頂
隊
が
登
頂
し
、
鷲
の
巣
キ
ャ
ン
プ
か
ら

私
達
第
二
登
頂
隊
が
Ｃ
２
ま
で
登
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
天
気

が
よ
く
、
そ
れ
に
若
し
身
体
の
状
態
が
よ
か
っ
た
ら
同
時
登
頂
を
や
ろ
う

と
決
め
る
。
第
二
登
頂
隊
に
入
っ
た
こ
と
を
残
念
が
っ
て
い
た
松
本
君

は
、
す
っ
か
り
元
気
を
と
り
戻
し
て
い
た
。

五
時
出
発
。
サ
ブ
ザ
ッ
ク
軽
装
の
快
適
さ
。
ピ
ッ
チ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
の
ぼ

り
、
二
時
間
で
Ｃ
２
着
。
第
一
登
頂
隊
は
す
で
に
そ
の
時
よ
り
四
時
間
も

前
に
出
発
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

Ｃ
２
か
ら
上
は
、
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い
尾
根
。
技
術
的
に
は
何
の
心
配
も
な

い
が
、
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
だ
け
が
恐
ろ
し
い
。
そ
れ
に
高
度
影
響
と
い

う
関
所
も
通
ら
ね
ば
な
ら
な
い
・
昨
日
の
軽
い
頭
痛
は
す
っ
か
り
治
っ
て

い
た
が
、
Ｃ
２
を
通
過
し
た
頃
か
ら
段
々
高
度
影
響
を
自
覚
し
て
き
た
。

息
切
れ
、
立
ち
く
ら
み
が
次
第
に
激
し
く
な
っ
て
く
る
。
四
八
○
○
メ
ー

ト
ル
位
か
ら
上
は
、
歩
く
こ
と
の
疲
れ
よ
り
も
、
如
何
に
一
寸
で
も
多
く

酸
素
を
吸
収
す
る
か
の
方
へ
努
力
が
集
中
さ
れ
た
。
う
っ
か
り
し
て
い
る

と
呼
吸
が
浅
く
な
り
、
意
識
が
滕
臆
と
し
、
悦
惚
状
態
に
な
る
。
ハ
ツ
と

我
に
か
え
っ
て
再
び
力
一
杯
深
呼
吸
を
す
る
。
高
度
の
割
合
に
高
所
影
響

が
強
す
ぎ
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
こ
れ
も
基
地
か
ら
飛
行
機
で
一
挙
に
こ
こ

迄
や
っ
て
来
た
せ
い
か
も
知
れ
な
い
・

十
時
頃
、
第
一
登
頂
隊
が
降
り
て
来
た
の
に
出
会
う
。
八
時
に
頂
上
に
至

っ
た
と
い
う
。
さ
す
が
一
番
若
く
元
気
な
内
藤
君
も
足
も
と
が
も
つ
れ
て
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アラスカの山々

い
る
よ
う
に
見
え
た
。
そ
れ
か
ら
あ
と
も
た
だ
如
何
に
呼
吸
を
す
る
か
に

終
止
し
た
。
う
す
れ
て
い
く
意
識
の
底
で
第
三
登
の
辛
さ
を
噛
み
し
め

た
。
こ
れ
が
初
登
な
ら
ど
れ
だ
け
気
持
に
張
り
の
出
て
く
る
こ
と
か
と
。

十
一
時
三
十
分
、
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い
頂
上
に
着
く
。
ま
る
で
飛
行
場
か
何

か
の
よ
う
な
頂
上
だ
。
抱
き
あ
っ
て
喜
び
あ
う
と
こ
ろ
だ
が
、
一
向
に
そ

ん
な
感
激
は
わ
か
な
い
。
あ
あ
、
も
う
お
し
ま
い
か
と
い
っ
た
感
じ
で
あ

る
。
こ
れ
も
第
三
登
の
悲
し
さ
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
ラ
ン
ゲ
ル
山
脈
の
五
千
メ
ー
ト
ル
前
後
の
頂
上
の
形
に
は
共
通
し

た
点
が
あ
る
。
北
西
に
み
え
る
ラ
ン
ゲ
ル
峯
、
そ
の
北
の
サ
ン
フ
ォ
ー
ド

峯
、
ナ
ベ
ス
ナ
・
プ
ラ
ト
ー
を
こ
し
て
ジ
ャ
ー
ヴ
ィ
ス
峯
、
東
に
遠
く
ボ

ナ
峯
の
頂
上
は
い
ず
れ
も
円
頂
で
あ
る
が
、
中
腹
か
ら
下
が
急
傾
斜
で
も

っ
て
谷
に
な
ぎ
お
ち
て
い
る
。
こ
れ
も
こ
の
辺
の
浸
蝕
が
、
三
千
メ
ー
ト

ル
前
後
の
高
度
で
最
も
激
し
い
と
い
う
事
実
を
、
示
し
て
い
る
も
の
で
あ

ろ
う
。一

時
間
程
周
囲
の
山
を
写
真
に
お
さ
め
る
。
遠
く
ロ
ー
ガ
ン
峯
、
セ
ン

ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
が
望
ま
れ
る
。
日
本
の
他
の
パ
ー
テ
ィ
も
こ
の
好
天
を

掴
ん
で
、
快
調
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
彼
等
の
成
功
を
祈
っ

た
。

リ
ー
ガ
ル
峯
は
高
度
約
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
。
高
度
こ
そ
低
い
が
今
迄

登
華
の
記
録
も
写
真
も
な
く
、
一
切
が
久
未
知
ｖ
の
山
で
あ
る
。
前
進
基

リ
ー
ガ
ル
峯
登
頂

地
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
か
ら
も
前
山
が
邪
魔
に
な
っ
て
、
頂
上
の
ほ
ん
の
一
部
し
か

見
え
な
い
。
し
か
し
偵
察
飛
行
の
結
果
と
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
頂
上
か
ら

遠
望
し
た
と
こ
ろ
と
を
綜
合
し
て
、
ル
ー
ト
を
選
べ
ば
登
れ
る
山
相
と
ふ

ん
だ
。
処
々
岩
も
出
て
い
る
が
、
殆
ん
ど
岩
な
し
に
ル
ー
ト
が
選
等
へ
る
。

こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
は
、
私
が
偵
察
飛
行
を
し
て
あ
ら
か
じ
め
定
め
て
お
い

た
地
点
と
ど
う
も
様
子
が
違
う
。
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
手
違
い

で
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
異
る
と
こ
ろ
へ
降
り
て
し
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。
私
が
最

後
に
飛
来
し
た
時
は
ガ
ス
が
か
か
っ
て
お
り
、
そ
の
地
点
を
地
図
上
で
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
か
ら
は
リ
ー
ガ
ル
は
無
論
の

こ
と
、
附
近
の
山
も
ガ
ス
の
た
め
見
え
ず
、
自
分
の
位
置
も
つ
か
め
な
く

て
甚
だ
心
細
い
状
態
で
あ
っ
た
。

翌
七
月
三
十
一
日
も
濃
い
ガ
ス
で
何
も
み
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
前

日
、
ガ
ス
の
一
寸
し
た
晴
れ
間
を
つ
か
ん
で
定
め
て
お
い
た
方
向
に
、
と

に
か
く
歩
き
出
す
こ
と
に
し
た
。
時
々
ガ
ス
が
薄
く
な
り
青
空
が
チ
ラ
チ

ラ
見
え
る
。
こ
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
の
高
度
は
約
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
。
Ａ
Ｂ
Ｃ

１
と
同
じ
高
さ
だ
。
と
す
る
と
又
私
達
は
雲
の
中
に
い
る
の
で
は
な
い
か

？
私
は
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
雲
の
中
で
、
無
為
に
過
ご
し
た
七
日
間
の

経
験
か
ら
、
高
度
を
も
う
少
し
上
げ
た
ら
雲
の
上
に
出
る
か
も
知
れ
な
い

と
考
え
た
。
軽
い
荷
を
も
ち
、
ゆ
る
い
傾
斜
を
登
り
は
じ
め
る
。
気
温
は

１
局
Ｑ
生
あ
た
た
か
い
。
間
も
な
く
雪
さ
え
降
り
出
し
た
。
約
二
時
間

半
を
費
し
た
時
あ
た
り
が
平
坦
に
な
り
、
ガ
ス
で
わ
か
ら
な
い
が
何
か
コ

ル
に
出
た
よ
う
な
気
が
し
た
。
眼
前
に
小
高
い
山
が
ぼ
ん
や
り
み
え
る
。
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先
の
ル
ー
ト
を
見
通
す
希
望
を
も
っ
て
そ
こ
に
登
っ
て
み
た
が
、
そ
の
頃

か
ら
雪
が
激
し
く
な
り
小
高
い
山
の
上
か
ら
は
何
も
み
え
な
か
っ
た
。
視

程
二
○
メ
ー
ト
ル
。
も
う
こ
れ
は
い
け
な
い
・
今
日
は
こ
れ
以
上
の
行
動

を
や
め
よ
う
。
荷
を
そ
こ
に
デ
ポ
し
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
に
帰
え
る
。
ラ
ッ
セ
ル

は
膝
を
没
し
、
ス
キ
ー
を
も
っ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
た
。
Ａ

Ｂ
Ｃ
２
へ
着
い
た
時
雪
は
本
格
的
に
な
っ
て
い
た
が
、
午
前
十
時
、
時
間

も
ま
だ
早
い
。
そ
こ
で
キ
ャ
ン
プ
を
デ
ポ
地
点
迄
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。

降
り
し
き
る
雪
に
濡
れ
な
が
ら
再
び
ラ
ッ
セ
ル
。
そ
の
夜
は
八
時
に
な
っ

て
も
気
温
は
ｌ
穐
○
で
暖
か
く
、
雪
が
溶
け
て
テ
ン
ト
の
中
は
ビ
チ
ャ

ビ
チ
ャ
。
居
住
性
は
悪
か
っ
た
が
寒
く
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
い
つ
し

か
眠
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。

八
月
一
日
。
終
日
雪
。
沈
澱
。

八
月
二
日
。
朝
ガ
ス
が
あ
っ
た
が
、
リ
ー
ガ
ル
ら
し
い
も
の
が
チ
ラ
リ

と
み
え
た
。
そ
れ
は
予
想
し
て
い
た
の
と
は
ま
る
で
異
る
方
向
に
あ
っ

た
。
段
々
晴
れ
て
き
て
自
分
の
位
置
が
確
認
出
来
る
と
、
ま
る
で
今
迄
は

見
当
違
い
の
方
向
を
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
昨
日
あ
の
ま
ま
小

山
を
尾
根
上
の
一
ピ
ー
ク
と
考
え
て
進
ん
で
い
た
ら
、
危
険
な
谷
へ
降
り

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

と
に
か
く
リ
ー
ガ
ル
ヘ
の
直
接
ル
ー
ト
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
が
、
こ
の

方
向
だ
け
は
確
か
だ
と
い
う
方
向
に
歩
き
出
し
た
。
前
々
日
か
ら
の
雪
は

腰
を
没
し
、
重
い
荷
と
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
し
む
。
傾
斜
は
ゆ
る
い
。
や
が

て
、
時
々
太
陽
も
顔
を
出
し
は
じ
め
、
気
持
も
晴
れ
ば
れ
と
し
て
く
る
。

し
か
し
、
こ
の
あ
た
り
は
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
が
多
く
、
寸
時
の
注
意
も

怠
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。
あ
る
氷
の
小
山
を
の
り
こ
し
た
ら
リ
ー

ガ
ル
の
全
容
が
初
め
て
み
え
た
。
う
ん
、
こ
の
山
は
背
は
低
い
が
仲
々
美

人
だ
ワ
イ
、
と
一
寸
気
を
よ
く
す
る
。
登
筆
ル
ー
ト
は
三
本
考
え
ら
れ

た
。
私
は
そ
の
中
で
中
央
に
み
え
る
西
稜
を
選
ん
だ
。
こ
れ
が
頂
上
に
至

る
最
短
ル
ー
ト
で
も
あ
り
、
又
一
寸
し
た
魅
惑
的
な
鋭
ど
さ
を
も
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
や
が
て
リ
ー
ガ
ル
直
下
の
カ
ー
ル
状
の
雪
原
に
出
る
。
高
度

約
三
四
○
○
メ
ー
ト
ル
。
あ
と
八
○
○
メ
ー
ト
ル
と
少
し
だ
。
一
○
時
三

○
分
。
こ
の
地
点
を
Ｃ
２
と
定
め
る
。
時
間
は
ま
だ
た
っ
ぷ
り
あ
る
。
翌

日
の
た
め
ト
レ
ー
ス
を
つ
け
が
て
ら
尾
根
の
と
つ
つ
き
迄
偵
察
に
出
る
。

ル
ー
ト
と
し
て
選
ん
だ
西
稜
は
途
中
で
ス
ッ
ポ
リ
と
切
れ
、
ナ
ベ
ス
ナ
の

支
流
氷
河
へ
と
落
ち
込
ん
で
い
る
。
従
っ
て
Ｃ
２
か
ら
そ
の
西
稜
に
と
つ

つ
く
の
が
一
つ
の
や
ま
ぱ
だ
。
斜
面
の
あ
ち
こ
ち
に
ク
レ
バ
ス
が
走
っ
て

お
り
、
何
度
か
雪
面
を
ふ
み
ぬ
き
肝
を
冷
や
す
。
つ
い
近
く
と
思
っ
て
い

た
と
つ
つ
き
点
迄
、
三
時
間
た
つ
ぶ
り
を
費
や
す
。

翌
朝
三
日
。
気
温
も
ｌ
ｇ
６
と
下
り
快
晴
、
絶
好
の
登
頂
日
よ
り
と

な
っ
た
。
前
日
の
ト
レ
ー
ス
が
役
に
た
っ
て
ぐ
ん
ぐ
ん
ピ
ッ
チ
が
。
あ
が

る
。
尾
根
に
と
り
つ
く
斜
面
は
六
○
度
を
こ
す
急
勾
配
だ
が
、
幸
い
に
三

○
○
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
し
か
な
い
・
手
持
の
固
定
ザ
イ
ル
、
登
華
ザ
イ
ル

を
全
部
使
用
し
て
ど
う
に
か
乗
切
っ
た
。
尾
根
に
は
雪
庇
が
あ
り
傾
斜
も

急
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
雪
が
し
っ
か
り
し
ま
っ
て
い
た
の
で
安
全
で

あ
っ
た
。
時
々
痩
尾
根
が
ス
パ
リ
と
輪
切
り
に
た
ち
割
ら
れ
る
よ
う
に
、
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ク
レ
バ
ス
が
口
を
あ
け
て
い
る
。
高
度
が
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ

な
の
で
、
身
体
の
異
常
も
起
ら
ず
快
調
で
あ
る
。
冷
た
い
風
が
ガ
ス
を
と

ば
し
頬
に
心
地
よ
い
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
と
違
っ
て
、
こ
こ
に
は
処
女
地

を
ゆ
く
あ
の
特
有
の
心
の
は
ず
み
が
あ
る
。
何
度
か
の
偽
ピ
ー
ク
に
だ
ま

さ
れ
つ
つ
、
や
っ
と
頂
上
直
下
に
つ
く
。
十
一
時
か
っ
き
り
に
頂
上
着
。

頂
上
は
畳
半
分
位
の
雪
の
塊
で
あ
っ
た
。
反
対
側
は
頂
上
よ
り
数
百
メ
ー

ト
ル
の
氷
崖
と
な
り
、
リ
ー
ガ
ル
氷
河
へ
と
お
ち
こ
ん
で
い
る
。
今
日
は

ロ
ー
ガ
ン
、
エ
ラ
イ
ア
ス
も
見
え
な
い
。
ポ
ナ
（
冒
弄
．
国
○
目
目
色
９
ｓ
日
）

だ
け
が
下
半
は
荒
々
し
く
、
だ
が
お
だ
や
か
な
頂
上
を
み
せ
て
い
た
。
記

念
の
写
真
を
と
り
、
登
頂
記
録
を
し
る
し
た
紙
片
を
ピ
ン
に
つ
め
頂
上
に

埋
め
る
。

ゆ
っ
く
り
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
降
り
は
じ
め
る
。
帰
途
は
早
い
。
あ
と

は
基
地
迄
無
事
帰
着
で
き
れ
ば
自
分
の
仕
事
の
半
分
は
終
る
。
帰
途
の
雪

崩
を
心
配
し
て
い
た
最
後
の
斜
面
も
、
雪
が
安
定
し
て
い
て
難
な
く
通

過
。
Ｃ
２
に
帰
着
し
た
の
は
出
発
し
て
か
ら
九
時
間
後
の
午
後
三
時
で
あ

っ
た
。こ

う
し
て
登
山
隊
の
仕
事
は
終
っ
た
。
高
度
に
し
て
四
三
○
○
メ
ー
ト

ル
で
は
ス
ケ
ー
ル
も
小
さ
く
、
多
少
欲
求
不
満
の
き
ら
い
は
あ
る
が
、
し

唯
か
し
と
に
か
く
未
登
峰
の
空
白
を
一
つ
埋
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
隊
の
規

ｕ沁
模
、
仕
事
の
、
ハ
ラ
ン
ス
を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
位
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
る

表
ま
い
・

ァ
帰
途
は
、
内
藤
君
が
ク
レ
琴
ハ
ス
に
落
ち
こ
み
九
死
に
一
生
を
得
た
が
、

◎
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
へ
の
新
登
路
ｌ
東
峯
へ
の
ル
ー
ト

〔
ナ
ベ
ス
ナ
側
よ
り
〕
私
達
の
初
期
の
計
画
で
は
、
若
し
条
件
が
よ
け

れ
ば
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
東
峯
よ
り
東
北
に
の
び
る
尾
根
を
登
路
に
と
る
予

定
で
あ
っ
た
。
こ
の
登
路
は
ブ
峯
に
い
た
る
ル
ー
ト
の
中
で
は
、
男
性
的

な
魅
力
を
も
つ
尾
根
で
あ
る
が
、
下
半
分
が
長
大
で
あ
る
の
が
欠
点
で
あ

る
。
今
後
ブ
峯
に
志
ざ
す
な
ら
ば
、
是
非
こ
の
東
北
尾
根
を
試
み
る
べ
き

で
あ
る
。
ブ
峯
は
東
西
に
約
四
キ
ロ
程
離
れ
た
二
つ
の
丸
い
頂
上
を
も
っ

て
お
り
、
そ
の
西
の
頂
を
主
峯
と
称
し
て
い
る
が
、
写
真
に
よ
っ
て
は
ど

ち
ら
が
高
い
か
不
明
な
の
が
あ
る
。
頂
上
か
ら
の
感
じ
で
も
、
主
峯
の
方

が
明
ら
か
に
高
い
と
は
い
え
な
い
位
だ
か
ら
、
そ
の
差
は
わ
ず
か
な
の
で

あ
ろ
う
。
東
峯
及
び
東
北
尾
根
は
無
論
処
女
ル
ー
ト
で
あ
る
。

〔
ケ
ニ
コ
ッ
ト
側
よ
り
〕
ド
ラ
・
キ
ー
ン
は
ケ
ー
ョ
ッ
ト
側
か
ら
登
っ

た
に
し
て
も
、
主
峯
か
ら
南
に
の
び
る
南
西
尾
根
を
と
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
方
が
ず
っ
と
容
易
で
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
飛
行
機
に
よ
る
偵

察
は
、
東
峯
よ
り
南
に
の
び
る
東
南
尾
根
の
魅
力
を
増
大
さ
せ
た
。
こ
の

尾
根
は
ナ
ベ
ス
ナ
側
の
東
北
尾
根
よ
り
更
に
男
性
的
で
、
且
つ
東
北
尾
根

の
長
大
さ
も
な
い
。
但
し
ベ
ー
ス
と
な
る
べ
き
飛
行
機
の
着
陸
場
所
の
選

択
に
は
、
苦
労
を
す
る
か
も
知
れ
な
い
。

そ
の
話
は
省
こ
う
。
基
地
迄
の
三
泊
四
日
の
氷
河
の
旅
は
楽
し
い
も
の
春

あ
っ
た
。

残
さ
れ
た
問
題
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◎
装
備
の
基
準
に
つ
い
て

同
時
期
に
行
っ
た
他
の
隊
も
同
意
見
で
あ
ろ
う
が
、
夏
期
の
こ
の
地
方

の
登
山
は
、
総
じ
て
春
山
後
期
の
装
備
で
充
分
こ
と
が
足
り
る
。
私
達
の

測
定
し
た
最
低
気
温
は
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
ｌ
屋
６
で
あ
り
、
風
も

秒
速
三
十
メ
ー
ト
ル
そ
こ
そ
こ
で
あ
っ
た
。

◎
通
信
機
に
つ
い
て

何
と
い
っ
て
も
人
煙
よ
り
一
○
○
キ
ロ
も
離
れ
て
お
り
、
一
度
事
が
起

る
と
収
拾
が
つ
か
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
無
線
機
の
必
携
を
意
味
す

◎
東
峯
よ
り
東
に
の
び
る
地
域
の
山
に
つ
い
て

〔
双
子
山
（
仮
称
）
〕
ブ
峯
か
ら
東
へ
、
リ
ー
ガ
ル
に
至
る
尾
根
は
仲
々

鋭
ど
い
魅
力
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
ピ

ー
ク
も
二
つ
三
つ
あ
る
。
中
で
も
仮
称
双
子
山
（
目
急
旨
）
は
高
度
も
四

三
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
も
あ
り
、
リ
ー
ガ
ル
よ
り
山
容
も
余
程
立
派
で
登

り
ご
た
え
の
あ
る
山
で
あ
る
。
た
だ
ブ
峯
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
そ
の

存
在
は
余
り
目
立
た
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
を
と
り
ま
と
め
る
と
、
今
後
ブ
峯
に
至
る
際
に
は
是
非
こ
の
東
峯

へ
の
ル
ー
ト
を
と
る
べ
き
で
あ
る
。
双
子
山
だ
け
を
目
的
に
す
る
に
は
や

や
貧
弱
だ
が
、
コ
ル
か
ら
東
へ
東
峯
へ
の
ル
ー
ト
を
開
く
と
共
に
、
西
へ

こ
の
双
子
山
を
登
れ
ば
一
寸
し
た
面
白
い
仕
事
が
出
来
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

そ
の
他

る
。
私
達
の
場
合
、
ア
マ
チ
ュ
ア
用
五
ワ
ッ
ト
の
無
線
機
を
携
帯
し
た
。

ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
三
○
ワ
ッ
ト
の
出
力
を
要
求
し
た
が
、
こ
れ
で
十
分
で
あ

っ
た
。
電
源
は
二
○
○
ワ
ッ
ト
重
量
一
○
キ
ロ
強
の
発
電
機
で
あ
る
。
基

地
と
登
山
隊
は
三
○
キ
ロ
以
上
も
離
れ
て
い
た
が
、
見
通
し
が
き
い
た
た

め
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
充
分
連
絡
が
と
れ
た
。
こ
の
電
池
の
充
電
に
は
、

太
陽
電
池
が
非
常
に
有
効
で
あ
っ
た
。

「
山
岳
」
第
五
九
年
英
文
欄
訂
正

英
文
欄
六
頁
上
か
ら
三
行
目
末
尾
の
ピ
リ
オ
ド
を
と
り
、
そ
の
次
に
以
下
を
挿
入

す
る
。

昏
吋
目
回
国
四
己
働
嗣
辱
○
旨
．
Ｑ
冒
忌
＆
め
ご
色
○
閑
、
旨
胆
国
（
、
、
震
ｇ
目
）

。
①
、
．
『
⑦
画
島
①
Ｈ
①
』
胃
弐
函
旨
旨
ぬ
ら
ず
ロ
ロ
胆
⑦
苛
○
旨
．

ロ
⑦
。
．
④
ロ
①
己
鼬
風
①
堅
津
○
日
舜
函
旨
冒
ぬ
ら
ず
巨
口
限
○
ず
○
旨
さ
Ｈ
弓
の
自
凸
凹
目
○
ぐ
閏

弓
画
昌
①
Ｆ
色
（
巴
９
日
）
．
○
ご
号
①
言
色
鷺
、
与
国
ず
⑦
』
い
目
旨
○
吋

己
図
冨
（
弓
酌
昌
①
閑
色
冒
胸
風
．
⑥
．
認
９
日
）
．

ご
馬
．
届
詞
①
ｍ
ｅ
医
①
堅
目
の
匡
堅
胃
Ｐ

己
①
。
．
届
ご
辱
匙
①
』
旨
８
岬
己
閏
昼
①
切
尉
ぎ
ぎ
君
の
“

シ
）
岬
日
日
号
①
厨
（
国
一
国
口
○
脚
目
四
薗
巨
Ｈ
己
）
陣
』
め
ず
①
８
画
（
少
冒
函

弓
苛
國
島
①
望
）
．
屍
の
Ｃ
Ｏ
ロ
ロ
巳
５
門
⑦
竺
日
彦
吊
①
段
鼻
①
晶
矧
閏
偏
の
の
画
ロ
』

ｏ
胃
ロ
ラ
且
四
目
旨
○
吋
己
①
鼻
の
Ｇ
、
冒
国
①
〆
騨
旨
頤
臥
ゞ
。
．
田
９
日
）

○
く
日
自
画
冒
胆
陣
門
酔
昏
Ｈ
ｏ
匡
哩
白
目
○
℃
岸
①
⑦
夛
○
奇
噂
己
色
葛
四
口
“
冒
邑

○
ず
画
冒
己
匡
門
田
昌
圃
胃
．
『
⑦
胃
宣
＆
□
ご
哩
画
田
口
圃
胃
．

国
）
坤
旨
①
日
胃
厨
（
厨
ご
ロ
島
①
陣
冒
ご
閏
己
Ｏ
Ｂ
）
陣
骨
め
胃
巷
色

（
困
匿
弄
己
四
目
⑦
自
国
旨
、
）
．
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セント ・エライアス

戦
後
間
も
な
い
一
九
四
六
年
の
暮
、
と
に
か
く
山
に
登
ろ
う
と
集
っ
て

出
来
た
関
西
登
高
会
も
、
間
も
な
く
二
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
重
な
る
合
宿
も
マ
ナ
ス
ル
に
刺
戟
さ
れ
、
そ
の
他
の
遠
征
等
に
力
を

得
て
、
北
海
道
日
高
山
脈
へ
の
合
宿
と
な
り
、
遂
に
ジ
ュ
ガ
ー
ル
・
ヒ
マ

ー
ル
ヘ
と
結
実
し
て
行
っ
た
。
け
れ
ど
会
独
自
の
海
外
遠
征
へ
の
思
い
は

次
第
に
深
く
な
り
、
会
の
力
に
ふ
さ
わ
し
い
小
遠
征
の
計
画
が
討
議
さ
れ

て
来
た
。

つ
い
に
ア
ラ
ス
カ
が
選
ば
れ
た
理
由
は
、
遠
征
費
用
が
少
な
く
て
済
む

こ
と
と
、
日
数
が
約
一
ケ
月
半
位
で
行
け
る
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
一
九

六
三
年
の
春
頃
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
市
在
住
の
ス
コ
ッ
ト
。
Ｄ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン

君
に
も
連
絡
が
と
れ
、
目
標
を
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ァ
ス
峰
に
決
め
た
の
も

そ
の
頃
で
あ
っ
た
。

当
時
手
も
と
の
ア
ラ
ス
カ
の
資
料
と
言
え
ば
明
治
、
早
稲
田
の
マ
ッ
キ

ン
レ
ー
と
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ル
パ
イ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
ぐ
ら
い
で
あ
っ

セ
ン
ト
。
エ
ラ
イ
ア
ス
（
一
九
六
四
年
）

た
。
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
（
五
四
八
八
メ
ー
ト
ル
）
は
、
周
知
の
通
り

一
八
九
七
年
イ
タ
リ
ー
の
高
名
な
登
山
家
ア
ブ
ル
ッ
ッ
ィ
公
の
一
行
に
よ

っ
て
、
そ
の
初
登
頂
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
ル
ー
ム
に
も
通
い

ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
調
べ
て
み
た
が
、
こ
の
山
の
第
二
登
の
資
料
を
得
る
こ
と

が
出
来
ず
、
一
九
六
三
年
の
秋
も
終
わ
る
頃
、
会
と
し
て
の
最
終
決
定
の

時
も
、
ま
だ
南
面
か
ら
の
ル
ー
ト
に
研
究
を
集
中
し
て
い
た
。
ハ
ミ
ル
ト

ン
君
も
第
二
登
の
記
録
を
知
ら
ず
、
一
九
六
四
年
に
入
っ
て
山
岳
連
盟
に

計
画
書
を
提
出
し
た
時
は
、
勿
論
南
面
の
チ
ン
ダ
ル
氷
河
か
ら
へ
イ
ド
ン
・

ピ
ー
ク
を
経
て
登
る
計
画
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
二
月
十
六
日
の
西
岡
一
雄
氏
の
葬
儀
に
列
席
し
た
時
、
諏
訪

多
栄
蔵
氏
か
ら
一
九
四
六
年
頃
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
手
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と

を
聞
き
、
あ
わ
て
て
見
せ
て
い
た
だ
い
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
第
二
登

頂
の
記
録
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
南
面
の
記
録
は
、
航
空
隊
支
援
の
も

と
に
展
開
さ
れ
た
三
ケ
月
に
余
る
大
遠
征
で
あ
り
、
ル
ー
ト
そ
の
他
は
私

浅
野
清
彦

(125）



達
の
計
画
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
が
、
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
ヘ
の
認
識

を
新
た
に
し
た
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
。

こ
の
山
へ
の
挑
戦
は
、
そ
の
後
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
連
中
を
中
心
に
数

回
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
れ
も
成
功
せ
ず
、
ま
だ
第
三
登
が
な
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
南
面
か
ら
北
面
へ
の
転
進
は
私

達
の
夢
を
い
さ
さ
か
崩
し
は
し
た
が
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
峰
か
ら
ラ
ッ
セ
ル
・

コ
ル
を
経
て
登
る
ル
ー
ト
を
当
面
の
目
標
と
決
定
し
た
の
は
、
二
月
末
で

あ
っ
た
。

そ
の
後
ウ
ォ
シ
ュ
バ
ー
ン
氏
か
ら
の
助
言
と
美
し
い
写
真
が
到
着
し
た

が
、
北
壁
正
面
の
ル
ー
ト
と
ラ
ッ
セ
ル
・
コ
ル
へ
の
直
登
ル
ー
ト
の
二
つ

を
推
薦
し
て
来
ら
れ
た
の
み
で
、
私
達
の
申
し
入
れ
た
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
何
も
言
わ
れ
な
い
の
に
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
な
が
ら
も
計
画
は
進

め
ら
れ
た
。

春
と
と
も
に
、
ア
ラ
ス
カ
遠
征
の
情
報
が
次
か
ら
次
へ
と
聞
え
て
来

た
。
ま
ず
関
西
学
院
大
学
の
ロ
ー
ガ
ン
峰
が
あ
り
、
つ
い
で
川
口
市
の
カ

ナ
デ
ィ
ァ
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
が
あ
っ
た
。
こ
の
二
隊
に
は
す
ぐ
連
絡
し
て
協

力
を
お
願
い
し
た
が
、
次
の
同
志
社
大
学
が
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
に
行
く

と
い
う
情
報
に
は
い
さ
さ
か
慌
て
た
。
旧
知
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
支
部
委
員
岸
田
権

二
、
津
田
康
祐
両
氏
や
サ
イ
パ
ル
遠
征
か
ら
帰
国
し
て
間
も
な
い
平
林
克

敏
氏
等
同
大
学
の
先
輩
達
に
お
願
い
し
て
、
目
標
の
変
更
を
頼
み
込
む
。

楽
し
い
山
行
が
先
陣
争
い
に
よ
り
、
無
理
が
出
来
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け

た
か
っ
た
。
幸
い
私
達
の
懇
望
を
心
よ
く
了
解
し
て
い
た
だ
い
た
先
輩
並

に
各
遠
征
隊
の
皆
様
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
聞

い
た
の
は
学
習
院
大
学
で
あ
る
。
同
大
学
は
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
計
画

の
先
輩
で
あ
る
の
で
、
そ
の
計
画
書
を
見
る
ま
で
心
配
で
あ
っ
た
。
そ
の

上
九
州
か
ら
も
う
一
隊
出
る
と
聞
い
て
、
あ
き
れ
る
と
同
時
に
ど
う
に
で

も
な
れ
と
腰
が
坐
っ
て
来
た
感
じ
で
、
つ
い
に
連
絡
も
と
ら
な
か
っ
た

が
、
岳
連
か
ら
そ
の
計
画
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
ま
で
は
、
や
は
り
心
配
で

あ
っ
た
。

ア
ラ
ス
カ
の
登
山
は
、
す
で
に
明
治
、
早
稲
田
の
報
告
で
、
御
承
知
の

よ
う
に
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
の
輸
送
は
す
ゃ
へ
て
軽
飛
行
機
に
よ
る
こ
と

が
常
識
で
あ
る
。
こ
れ
は
装
備
、
食
料
の
軽
量
化
を
極
力
進
め
る
こ
と

と
、
体
調
を
ど
う
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
来
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
の
旅
の

無
い
こ
と
は
、
近
代
化
さ
れ
た
国
で
の
登
山
ら
し
さ
を
感
じ
る
が
、
一
抹

の
淋
し
さ
は
か
く
せ
な
い
。
た
だ
軽
量
化
と
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
登
山
を
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
。

こ
の
計
画
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
野
村
君
や
西
前
君
等
は
、
ア
ラ
ス

カ
に
於
け
る
ラ
ッ
シ
ュ
戦
法
の
た
め
に
、
冬
山
合
宿
や
春
山
計
画
に
ス
ピ

ー
ド
を
加
え
た
訓
練
を
す
で
に
重
ね
て
い
た
。
海
外
遠
征
が
初
め
て
の
私

に
は
、
ジ
ュ
ガ
ー
ル
に
遠
征
経
験
を
持
つ
野
村
君
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
非
常

に
役
立
っ
た
。
個
人
装
備
か
ら
共
同
装
備
に
至
る
ま
で
、
彼
の
徹
底
し
た

軽
量
化
へ
の
意
慾
は
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
装
備
係
や
私
な
ど

の
不
安
を
退
け
る
力
を
持
っ
て
い
た
。
当
初
に
計
画
さ
れ
た
も
の
は
、
あ

く
ま
で
小
さ
な
隊
で
、
ス
ピ
ー
ド
を
心
掛
け
た
夏
休
み
遠
征
と
で
も
言
え
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セント ・エライアス

る
も
の
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
会
の
今
後
の
こ
と
を
思
う
と
、
遠
征
経
験
者

の
数
を
多
く
す
る
こ
と
や
、
次
代
を
背
負
う
人
達
の
養
成
を
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
・
遠
征
委
員
会
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、
新
た
に
二
名
の
追
加
を

認
め
九
名
の
隊
と
な
っ
た
。
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
君
は
現
地
の

山
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
が
、
隊
員
と
し
て
参
加
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

彼
の
参
加
は
現
地
に
於
け
る
輸
送
、
宿
舎
、
通
関
そ
の
他
に
大
変
な
力
を

発
揮
し
て
く
れ
た
。
こ
鼻
に
隊
員
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

野
村
哲
也
三
十
六
歳
大
阪
河
南
高
校
教
諭
。
彼
は
前
に
記
し
た
よ

う
に
、
こ
の
遠
征
の
中
心
と
し
て
活
躍
し
た
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
で
、
一
九
六

一
年
の
ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
の
副
隊
長
を
や
り
、
今
度
も
ま
た
副
隊
長
を

や
っ
て
も
ら
う
。
京
大
大
学
院
に
在
学
中
で
あ
り
、
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
る
。
良
き
意
味
の
野
心
家
で
あ
る
。

西
前
四
郎
二
十
八
歳
関
西
大
学
一
高
教
諭
。
現
在
彼
は
ア
ン
カ
レ

ッ
ジ
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
大
学
に
在
学
中
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
皆
、
彼
の
語
学

力
と
遠
征
の
た
め
の
準
備
に
尽
し
た
結
果
に
外
な
ら
ぬ
こ
と
だ
。
小
さ
な

体
に
溢
れ
る
フ
ァ
イ
ト
と
技
術
は
、
登
頂
隊
員
と
し
て
充
分
そ
の
力
を
発

揮
し
て
く
れ
た
。

川
本
怜
三
二
十
八
歳
好
き
な
写
真
関
係
の
会
社
を
退
職
し
て
参
加

し
た
彼
は
、
こ
の
遠
征
隊
一
の
被
害
者
で
も
あ
る
。
関
西
大
学
山
岳
部
出

身
と
自
称
す
る
彼
は
、
登
高
会
で
も
ス
キ
ー
の
名
手
で
あ
り
、
写
真
家
で

も
あ
る
。
十
六
ミ
リ
を
廻
し
続
け
、
こ
の
遠
征
を
助
け
て
く
れ
た
。

山
根
孝
明
二
十
七
歳
山
陽
特
殊
製
鋼
勤
務
。
登
頂
隊
員
と
し
て
、

困
難
な
痩
尾
根
を
突
破
し
て
く
れ
た
、
会
き
っ
て
の
ク
ラ
イ
マ
ー
で
あ
る

彼
、
ま
た
装
備
係
の
専
門
家
で
も
あ
る
。
話
し
か
け
る
と
、
ピ
ン
ト
が
常

に
ず
れ
て
は
い
る
が
、
荘
洋
と
し
た
フ
ァ
イ
タ
ー
で
、
黙
々
と
仕
事
を
続

け
る
遠
征
む
き
の
男
で
も
あ
る
。

尾
田
勉
二
十
二
歳
住
友
金
属
鋼
管
製
造
所
勤
務
。
食
料
係
の
専
門

家
で
、
ダ
ン
プ
カ
ー
的
存
在
で
も
あ
る
。
重
量
級
の
体
で
黙
々
と
輸
送
や

ル
ー
ト
エ
作
に
専
心
す
る
好
漢
。
彼
と
山
根
君
と
は
現
場
の
工
員
さ
ん
で

あ
り
、
夜
業
を
続
け
な
が
ら
今
度
の
遠
征
に
参
加
し
た
の
だ
。
け
れ
ど
大

従
業
員
の
カ
ン
パ
に
思
わ
ぬ
幸
運
に
恵
ま
れ
た
男
達
で
も
あ
る
。
職
場
の

方
々
の
厚
い
援
助
、
支
持
を
感
謝
す
る
。

丈
田
宗
和
二
十
一
歳
関
西
大
学
在
学
中
。
現
役
の
山
岳
部
員
で
あ

る
彼
は
、
部
長
初
め
先
輩
の
方
々
の
暖
か
い
支
持
で
参
加
を
許
さ
れ
、
山

岳
部
は
休
部
と
い
う
形
で
、
若
い
体
を
活
か
し
て
く
れ
る
。
遠
征
中
一
番

話
題
の
中
心
人
物
と
し
て
も
大
活
躍
で
あ
っ
た
。

河
合
秀
郎
三
十
一
歳
和
歌
山
医
大
助
手
。
も
と
も
と
サ
ッ
カ
ー
の

選
手
で
あ
る
彼
は
、
山
で
も
街
で
も
万
能
選
手
ぶ
り
を
あ
ら
わ
し
、
特
に

専
門
外
の
精
神
医
学
に
も
そ
の
腕
を
見
せ
て
く
れ
た
。
一
人
で
貧
し
い
ア

メ
リ
カ
旅
行
中
に
、
好
き
な
酒
を
黒
人
に
と
ら
れ
か
け
た
の
で
逃
げ
た
と

か
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
心
街
で
、
不
親
切
な
ア
メ
リ
カ
人
を
対
手
に
日

本
語
で
咲
呵
を
切
る
と
い
う
好
漢
で
あ
る
。

ス
コ
ッ
ト
。
Ｄ
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
（
呼
旦
呑
口
．
国
四
目
盲
口
々
旨
）
三
十

五
歳
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
市
役
所
シ
テ
ィ
ー
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
。
ハ
ラ
モ
シ
ュ
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暗
い
羽
田
を
発
っ
て
う
と
う
と
す
る
と
、
も
う
下
の
世
界
が
変
っ
て
い

る
。
広
大
な
原
野
の
よ
う
な
も
の
が
左
下
に
、
右
下
に
は
太
平
洋
が
見
え

る
。
ア
ラ
ス
カ
上
空
だ
。
原
始
林
ら
し
い
の
が
雪
を
冠
っ
た
山
と
な
り
、

雲
の
彼
方
に
朝
日
を
う
け
て
赤
い
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
が
見
え
出
す
と
、
ぐ
ん

と
高
度
が
下
が
り
、
あ
っ
と
い
う
問
に
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
空
港
、
全
く
旅
な

ど
と
い
う
味
わ
い
は
な
い
。
通
関
検
査
な
ど
ト
ラ
ン
ク
の
蓋
を
開
け
る
だ

け
で
「
Ｏ
Ｋ
」
で
あ
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
君
の
手
配
で
州
の
儀
典
局
長
代
理

な
ど
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
宿
舎
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に
落
ち
つ
く
間
も
な
く
、

車
の
手
配
な
ど
を
し
て
く
れ
た
ケ
ニ
ヤ
ン
少
佐
の
迎
え
で
、
航
空
基
地
の

将
校
集
会
所
で
食
事
を
よ
ば
れ
る
。
彼
は
シ
ビ
ル
・
エ
ア
・
パ
ト
ロ
ー
ル

の
隊
長
で
日
本
に
も
永
く
い
た
ら
し
く
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
友
人
で
も
あ

の
遠
征
隊
員
で
あ
っ
た
彼
が
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
い
る
こ
と
を
知
り
、
彼
と

の
文
通
で
こ
の
山
行
き
が
出
来
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
ク
ラ
イ
マ
ー
で
は

な
か
っ
た
が
、
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
り
素
晴
し
い
現
地
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
あ

っ
た
彼
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
を
訪
ね
て
く
れ
て
、
彼
の
暖
か
い
純

な
友
情
を
一
層
知
る
こ
と
が
出
来
嬉
し
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人
ら
し
い
茶

目
気
の
あ
る
社
交
家
だ
。
地
震
で
彼
の
参
加
が
あ
や
ぶ
ま
れ
た
が
、
大
奮

闘
で
活
躍
し
約
束
通
り
同
行
し
た
。
常
に
隊
の
中
で
は
笑
い
の
中
心
で
あ

っ
た
。
《
自
冨
ぐ
の
唱
且
匙
＆
〕
》
と
話
し
か
け
る
彼
を
、
山
と
共
に
忘
れ

る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

出
発
か
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で

る
。
彼
の
援
助
は
大
変
あ
り
が
た
か
っ
た
。
救
助
隊
、
市
役
所
等
の
挨

拶
、
日
本
人
有
力
者
Ｇ
木
村
氏
、
マ
ク
タ
ッ
ト
氏
の
歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
に

振
り
廻
さ
れ
、
夜
汽
車
、
夜
飛
行
と
寝
て
い
な
い
の
を
、
翌
朝
六
時
に
起

こ
さ
れ
て
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
聖
書
研
究
会
に
引
っ
ぱ
り
出
さ
れ
る
。
全
く
眠
い

が
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
こ
と
も
考
え
て
、
ぼ
や
き
な
が
ら
も
出
席
、
第
二
日
の

活
躍
を
開
始
す
る
。

先
発
隊
を
六
月
十
四
日
に
送
り
出
し
た
の
に
、
船
の
都
合
で
今
日
に
は

着
く
予
定
だ
。
先
発
隊
の
仕
事
も
重
な
っ
て
大
多
忙
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
活

躍
に
助
け
ら
れ
、
三
日
朝
出
発
の
め
ど
が
夜
お
そ
く
な
っ
て
た
ち
、
ほ
っ

と
す
る
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
言
わ
せ
る
と
、
私
達
が
各
要
所
の
人
達
に
計
画

書
を
送
り
、
挨
拶
し
て
お
い
た
の
が
非
常
に
役
に
立
っ
た
そ
う
だ
。

三
日
の
朝
は
エ
ア
・
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
オ
フ
ィ
シ
ヤ
ル
カ
ー
が
二
台
で

迎
え
に
来
る
。
港
に
廻
し
て
荷
を
引
取
り
す
ぐ
出
発
す
る
。
約
三
○
○
キ

ロ
八
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
で
あ
る
。
車
に
ゆ
ら
れ
て
次
々
と
展
開
さ
れ
る
美

し
い
ア
ラ
ス
カ
風
景
に
、
や
っ
と
山
に
来
た
落
ち
付
い
た
気
持
ち
に
な

る
。
ア
タ
ナ
ス
カ
渓
谷
を
さ
か
上
り
、
氷
河
が
ハ
イ
ウ
ェ
ー
近
く
ま
で
押

出
さ
れ
て
い
る
の
も
見
ら
れ
る
。
ロ
ン
グ
レ
ー
ク
、
キ
ン
グ
マ
ウ
ン
テ
ン

等
の
山
間
部
を
過
ぎ
て
平
原
に
入
り
、
ハ
イ
ウ
ェ
ー
は
地
道
と
な
る
。
だ

だ
っ
広
い
原
野
の
平
凡
な
眺
め
も
沼
や
湖
が
点
々
と
続
き
、
寒
波
に
の
び

悩
ん
で
い
る
や
せ
た
針
葉
樹
林
が
広
が
る
の
も
、
ア
ラ
ス
カ
的
な
景
観
と

言
え
る
。
途
中
ガ
ル
カ
ー
ナ
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
基
地
に
よ
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
パ

イ
ロ
ッ
ト
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
は
、
日
本
か
ら
の
遠
征
隊
が
ほ
と
ん
ど
世
話
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セント・エライアス

に
な
り
、
そ
の
実
力
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ー
ス
ま
で
早
く
入
り

た
い
私
達
に
と
っ
て
は
、
彼
の
輸
送
計
画
が
気
に
な
る
。
広
い
飛
行
場
の

片
隅
に
彼
の
小
さ
な
事
務
所
と
格
納
庫
が
あ
る
。
天
気
が
悪
い
の
で
し
ば

ら
く
待
た
さ
れ
る
事
を
覚
悟
し
て
、
更
に
チ
チ
ナ
飛
行
場
ま
で
走
る
。
ハ

イ
ウ
ェ
ー
を
は
ず
れ
る
と
、
兎
や
ム
ー
ス
の
横
切
る
小
さ
な
悪
路
で
あ
る

が
、
一
段
と
山
に
近
ず
い
た
感
じ
で
楽
し
い
・
夕
方
お
そ
く
、
こ
れ
が
飛

行
場
か
と
驚
く
程
侘
し
い
所
に
着
く
。
カ
ド
ー
バ
ー
・
エ
ァ
ー
ラ
イ
ン
の

小
さ
な
格
納
庫
が
な
け
れ
ば
、
河
原
か
と
間
違
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。
雨

の
中
で
や
っ
と
暗
く
な
っ
た
十
一
時
頃
食
事
も
終
り
、
テ
ン
ト
に
全
員
も

ぐ
り
込
む
。
こ
の
小
さ
な
飛
行
場
に
四
、
五
、
六
の
三
日
間
を
過
す
。
時

時
雨
の
ば
ら
つ
く
う
っ
と
う
し
い
日
が
過
ぎ
、
い
さ
さ
か
あ
せ
り
気
味
の

七
日
の
朝
早
く
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
か
ら
の
連
絡
で
全
貝
こ
の
地
を
離
れ
る
こ

と
が
出
来
た
。
チ
チ
ナ
飛
行
場
か
ら
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
ま
で
は
直
線
距
離

約
三
○
○
キ
ロ
、
二
時
間
半
の
飛
行
で
あ
る
。
先
ず
野
村
君
が
パ
イ
パ
ー

機
で
直
接
セ
ワ
ー
ド
氷
河
へ
、
次
に
続
く
者
は
セ
ス
ナ
機
で
一
た
ん
途
中

の
タ
ナ
リ
バ
ー
ま
で
約
一
時
間
飛
び
、
氷
河
地
帯
を
往
復
す
る
パ
イ
パ
ー

機
に
中
継
さ
れ
る
。
ア
ラ
ス
カ
登
山
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
こ
の
飛
行

は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
楽
し
み
を
な
く
し
は
す
る
が
、
ま
た
別
な
美
し
い
時

間
を
持
た
し
て
く
れ
て
、
そ
の
上
時
間
の
節
約
に
も
な
る
こ
と
が
大
き
な

魅
力
で
あ
る
。
飛
び
立
つ
と
す
ぐ
、
ラ
ン
ゲ
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
等
五

○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
大
き
く
迫
り
、
ベ
ア
ー
、
ボ
ナ
等
も
素
晴
し

い
・
金
の
余
っ
て
い
る
方
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
言
え
ば
、
ど
こ
で
も
飛
ん
で

く
れ
る
。
山
人
達
の
特
別
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
推
薦
し
て
お
く
。

料
金
は
非
常
に
高
い
よ
う
だ
が
、
足
も
と
を
見
る
よ
う
な
こ
と
は
な

く
、
飛
行
一
時
間
当
り
が
約
三
五
ド
ル
で
あ
る
。
特
に
バ
ー
ク
レ
ー
・
ア

イ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
上
空
は
良
い
。
真
白
な
大
き
い
氷
河
地
帯
が
ア
ラ
ス

カ
の
山
の
特
徴
で
あ
り
、
極
地
帯
を
除
け
ば
こ
の
よ
う
な
も
の
は
見
ら
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
七
日
の
夕
方
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
入
っ
た
の
は
私
の
機

が
最
終
で
、
ベ
ー
ス
に
五
名
、
途
中
の
タ
ナ
リ
バ
ー
に
四
名
が
残
る
。
熊

の
巣
だ
と
い
う
タ
ナ
ー
で
雨
の
八
日
を
過
し
た
連
中
も
、
九
日
の
午
前
中

に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
集
合
出
来
た
。
九
名
の
人
員
と
約
八
○
○
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
荷
を
、
タ
ナ
リ
バ
ー
か
ら
パ
イ
パ
ー
機
で
八
回
、
セ
ス
ナ
機
で
二

回
輸
送
し
て
く
れ
た
。
往
き
の
全
飛
行
機
が
二
○
○
ド
ル
で
あ
っ
た
。

全
員
集
合
出
来
た
九
日
の
午
後
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
氷
河
訓
練
と
ル

ー
ト
偵
察
を
兼
ね
て
、
ゞ
ヘ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
上
部
の
フ
ォ
ー
ル
状
に
な
っ
た

氷
河
を
登
る
。
翌
十
日
か
ら
登
頂
を
終
り
全
員
ベ
ー
ス
に
集
合
の
二
十
一

日
ま
で
の
十
二
日
間
を
、
野
村
君
と
登
頂
隊
員
西
前
君
の
手
記
を
ま
じ
え

て
、
日
を
追
っ
て
記
録
す
る
。

七
月
十
日
（
雪
）
前
日
の
偵
察
と
検
討
の
結
果
、
今
日
は
朝
か
ら
雪
で

あ
る
が
、
北
壁
正
面
ル
ー
ト
は
充
分
な
偵
察
を
必
要
と
す
る
の
で
後
に
廻

す
こ
と
と
し
、
と
り
あ
え
ず
全
員
で
安
全
な
ニ
ュ
ー
ト
ン
尾
根
か
ら
一
週

間
の
予
定
で
攻
撃
す
る
こ
と
と
し
た
。
尾
根
上
か
ら
正
面
ル
ー
ト
の
観
察

琴
二
山
閂
［
貝
華
恥
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も
出
来
る
の
で
、
そ
れ
を
兼
ね
先
ず
隊
を
二
分
し
、
一
言
－
ト
ン
尾
根
を

野
村
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
五
名
、
他
は
サ
ポ
ー
ト
に
廻
り
後
日
正
面
ル
ー

ト
攻
撃
隊
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
私
達
は
ウ

ィ
ル
ソ
ン
の
見
た
一
言
－
ト
ン
峰
頂
上
近
く
の
ト
レ
ー
ス
と
、
野
村
君
が

着
陸
す
る
際
、
こ
の
付
近
を
飛
ん
で
見
つ
け
た
ア
メ
リ
カ
隊
の
ベ
ー
ス
キ

ャ
ン
プ
跡
な
ど
か
ら
、
多
分
こ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
彼
等
に
ふ
み
に
じ

ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
と
想
像
し
て
い
た
。
こ
の
日
は
濃
い
霧
と
雪
に
ル
ー

ト
が
見
つ
け
に
く
く
、
特
に
尾
根
末
端
の
氷
河
か
ら
の
取
り
付
き
点
に
苦

し
み
、
尾
根
上
唯
一
の
露
岩
地
点
に
デ
ポ
し
て
帰
る
。

七
月
十
一
日
（
曇
時
々
晴
）
晴
れ
間
に
見
る
デ
ポ
地
点
が
遥
か
下
部
な

の
で
、
今
更
の
よ
う
に
山
の
ス
ケ
ー
ル
に
驚
く
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
も
尾

根
も
、
す
っ
ぽ
り
と
濃
い
ガ
ス
に
包
ま
れ
て
い
る
が
、
更
に
新
ら
し
い
荷

を
負
い
全
員
出
発
す
る
。
、
ヘ
ー
ス
か
ら
一
た
ん
氷
河
を
下
り
、
ニ
ュ
ー
ト

ン
尾
根
の
取
り
付
き
点
ま
で
が
長
い
・
デ
ポ
地
点
の
上
の
ピ
ー
ク
を
越
え

た
所
に
第
一
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
、
私
と
河
合
ド
ク
タ
ー
が
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
に
下
る
。
尾
根
の
上
で
も
ク
レ
バ
ス
が
か
く
れ
て
い
る
嫌
な
所
だ
。

七
月
十
二
日
（
晴
）
野
村
．
西
前
が
ル
ー
ト
エ
作
の
た
め
先
発
、
二
時

間
遅
れ
て
五
名
の
ポ
ッ
カ
隊
が
出
発
す
る
。
毎
日
こ
の
形
式
で
、
ル
ー
ト

エ
作
に
特
に
日
を
費
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
尾
根
は
第
一
キ

ャ
ン
プ
付
近
か
ら
広
い
台
状
の
だ
ら
だ
ら
登
り
が
続
く
が
、
途
中
に
大
き

な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
状
の
段
が
出
来
、
そ
の
上
部
に
も
下
部
に
も
、
デ
ブ
リ

が
見
ら
れ
る
。
尾
根
は
三
時
間
程
の
登
り
で
急
に
細
く
な
り
、
百
メ
ー
ト

ル
程
の
痩
尾
根
と
な
り
、
そ
の
突
当
り
が
百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
の
壁
と
な

っ
て
い
る
。
痩
尾
根
も
壁
も
氷
の
上
に
不
安
定
な
雪
が
の
り
、
ル
ー
ト
エ

作
に
苦
労
す
る
。
こ
の
壁
の
ル
ー
ト
エ
作
に
約
四
時
間
を
費
す
。
こ
の
壁

の
上
部
か
ら
尾
根
は
急
に
左
に
折
れ
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
頂
上
ま
で
急
斜
面
で

突
上
げ
る
。

痩
尾
根
の
始
ま
る
手
前
に
ア
メ
リ
カ
隊
の
第
二
キ
ャ
ン
プ
跡
が
あ
り
、

壁
に
は
固
定
ザ
イ
ル
が
下
が
っ
て
い
た
。
荷
を
負
っ
て
の
登
肇
が
困
難
の

た
め
、
そ
の
ザ
イ
ル
を
利
用
し
て
つ
り
上
げ
、
午
後
六
時
頃
や
っ
と
壁
の

上
の
台
地
に
第
二
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
私
達
の
第
二

キ
ャ
ン
プ
は
ア
メ
リ
カ
隊
の
第
三
キ
ャ
ン
プ
地
で
あ
っ
た
。
麻
の
八
ミ
リ

の
固
定
ザ
イ
ル
が
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、
標
旗
の
付
い
て
い
な
い
細
い
竹

の
よ
う
な
棒
が
残
っ
て
い
た
り
す
る
。
西
前
、
山
根
両
隊
員
が
第
一
キ
ャ

ン
プ
に
下
り
、
他
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
。

七
月
十
三
日
（
晴
）
昨
日
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
で
は
河
合
、
浅
野
の
両

名
が
ハ
ン
ド
ト
ー
キ
ー
と
双
眼
鏡
で
第
二
キ
ャ
ン
プ
建
設
を
見
守
っ
て
い

た
が
、
最
後
の
壁
の
工
作
時
間
が
延
び
る
の
に
い
ら
い
ら
さ
せ
ら
れ
た
。

ハ
ン
ド
ト
ー
キ
ー
の
調
子
は
上
々
で
、
今
回
は
特
に
ベ
ー
ス
か
ら
全
部
の

ル
ー
ト
が
見
渡
せ
る
の
で
、
標
高
差
二
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
越
し
た
地
点

で
も
自
由
に
連
絡
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

ニ
ュ
ー
ト
ン
隊
は
第
三
キ
ャ
ン
プ
建
設
を
頂
上
に
予
定
し
て
出
発
、
第

一
キ
ャ
ン
プ
の
西
前
、
山
根
隊
員
は
第
二
を
越
し
第
三
キ
ャ
ン
プ
へ
の
荷

上
げ
を
や
る
。
第
二
キ
ャ
ン
プ
上
部
の
急
な
登
り
は
、
次
々
と
ク
レ
バ
ス
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セソト ・エライアス

が
あ
ら
わ
れ
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
ば
ま
れ
る
が
論
や
っ
と
六
時
過
ぎ
に
諺
頂
上

直
下
の
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
地
点
に
第
三
キ
ャ
ン
プ
が
建
設
さ
れ
た
。
日

の
暮
れ
な
い
ア
ラ
ス
カ
の
夏
は
長
時
間
行
動
出
来
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い

が
、
連
日
の
十
二
時
間
近
い
行
動
に
登
頂
隊
は
へ
ば
っ
て
来
た
ら
し
い
。

毎
日
毎
日
の
晴
天
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
交
信
す
る
野
村
副
隊

長
の
声
か
ら
も
判
断
出
来
た
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
河
合
、
浅
野
は
北
壁

正
面
ル
ー
ト
の
荷
上
げ
と
偵
察
に
登
る
。
氷
河
の
右
岸
近
く
に
あ
る
中
心

部
を
ゆ
っ
く
り
と
登
り
、
雪
崩
の
観
察
を
や
り
な
が
ら
正
面
ル
ー
ト
へ
の

取
付
点
を
さ
が
す
。
正
面
上
部
に
大
き
く
覆
い
か
ぶ
さ
る
、
厚
み
百
メ
ー

ト
ル
を
越
す
大
氷
塊
が
崩
れ
落
ち
る
雪
崩
に
、
壁
の
近
く
は
深
く
え
ぐ
ら

れ
て
い
る
。
尾
根
の
上
部
に
も
デ
ブ
リ
の
あ
と
が
見
え
る
。
こ
れ
は
な
か

な
か
取
付
き
が
大
変
だ
し
危
険
が
大
き
い
。
更
に
よ
く
偵
察
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
決
心
す
る
。

氷
河
か
ら
見
上
げ
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
尾
根
は
な
か
な
か
威
力
が
あ
る
。
眼

鏡
に
は
隊
員
の
活
躍
が
点
々
と
見
ら
れ
、
そ
の
成
功
を
祈
っ
た
。
雪
崩
の

危
険
の
少
な
い
、
正
面
尾
根
が
充
分
観
察
出
来
る
地
点
に
デ
ポ
し
て
ベ
ー

ス
へ
と
下
る
。

連
絡
に
よ
る
と
西
前
、
山
根
は
第
一
キ
ャ
ン
プ
に
下
り
、
明
日
は
ベ
ー

ス
に
帰
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
三
キ
ャ
ン
プ
で
は
全
員
に
軽
い
高
度

の
影
響
が
出
て
来
た
ら
し
い
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
温
度
は
夕
方
急
に
下

る
が
、
マ
イ
ナ
ス
五
度
位
に
し
か
な
ら
な
い
。
日
中
は
平
均
プ
ラ
ス
十
度

位
で
あ
る
。

七
月
十
四
日
（
晴
）
こ
の
日
も
朝
早
く
か
ら
全
く
雲
の
無
い
快
晴
で
あ

っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
・
コ
ル
に
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
建
設
す
る
予
定
だ
。
野
村

以
下
五
名
は
比
較
的
元
気
な
丈
田
と
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
先
発
さ
せ
、
ニ
ュ
ー

ト
ン
頂
上
か
ら
尾
根
筋
を
下
り
気
味
に
進
む
。
第
二
キ
ャ
ン
プ
の
天
幕
は

第
三
と
な
り
、
更
に
テ
ン
ト
を
畳
ん
で
ラ
ッ
セ
ル
・
コ
ル
を
目
指
す
が
、
午

後
三
時
頃
、
一
五
○
メ
ー
ト
ル
落
ち
て
い
る
壁
と
、
そ
れ
に
続
く
想
像
外
に

悪
い
の
こ
ぎ
り
状
の
痩
尾
根
に
当
る
そ
の
場
所
に
は
、
例
の
ア
メ
リ
カ
隊

の
キ
ャ
ン
プ
跡
も
あ
り
資
材
も
放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
か
ら
前
進
し

た
跡
は
見
当
ら
な
い
・
夕
方
の
連
絡
で
、
野
村
君
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
隊
は
こ

の
場
所
か
ら
前
進
し
て
い
な
い
吉
報
と
同
時
に
、
や
や
悲
観
的
な
キ
ャ
ン

プ
前
進
不
能
の
観
測
が
伝
え
ら
れ
て
来
る
・
丈
田
、
尾
田
両
隊
員
は
壁
に
ル

ー
ト
を
切
り
開
く
努
力
を
重
ね
て
く
れ
た
ら
し
い
が
、
こ
の
壁
の
下
降
に

も
相
当
時
間
を
費
す
だ
ろ
う
と
報
告
し
て
来
る
。
私
は
野
村
君
と
の
連
絡

で
、
北
壁
正
面
尾
根
へ
の
挑
戦
は
断
念
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
隊
が
前
進
し

て
い
な
い
以
上
、
こ
の
ル
ー
ト
に
全
力
を
注
ぐ
決
心
を
し
て
、
西
前
、
山

根
両
隊
員
に
第
四
キ
ャ
ン
プ
へ
の
応
援
を
命
ず
る
こ
と
と
す
る
。
野
村
君

は
翌
十
五
日
の
第
一
回
攻
撃
の
結
果
を
見
て
か
ら
と
の
意
見
で
あ
っ
た

が
、
私
は
天
候
の
崩
れ
る
こ
と
を
心
配
し
て
、
ま
だ
充
分
に
疲
れ
の
回
復

し
て
い
な
い
両
隊
員
を
浅
野
、
河
合
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
翌
日
第
二
キ
ャ

ン
プ
に
入
る
決
心
を
し
た
。
こ
の
夜
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
は
四
名
と
な
り
、

久
し
ぶ
り
で
楽
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
し
か
し
午
後
に
な
る
と
高
空

に
出
る
雲
に
天
気
の
崩
れ
を
予
想
し
て
、
私
に
は
何
と
な
く
不
安
な
夜
で
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あ
っ
た
。

七
月
十
五
日
（
晴
）
早
く
か
ら
明
け
る
外
に
出
て
見
る
と
、
昨
日
の
不

安
な
雲
は
一
切
な
く
、
又
も
や
か
ら
り
と
し
た
天
気
で
あ
る
。
第
四
キ
ャ

ン
プ
と
の
交
信
は
、
第
一
回
の
攻
撃
隊
と
し
て
丈
田
、
川
本
、
ハ
ミ
ル
ト

ン
の
三
名
が
出
発
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
今
日
は
第
二
キ
ャ
ン
プ
ま
で
だ

と
ゆ
っ
く
り
と
仕
度
し
て
四
人
で
出
発
す
る
。
西
前
、
山
根
が
至
極
元
気

な
の
が
頼
も
し
い
。

竹
類
の
持
込
み
を
心
配
し
て
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
棒
で
標
旗
を
立
て
た

が
、
連
日
の
好
天
で
皆
倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
修
正
し
て

前
進
す
る
。
尾
根
末
端
へ
の
ル
ー
ト
も
短
縮
し
た
。
第
一
キ
ャ
ン
プ
は
畳

み
、
第
二
キ
ャ
ン
プ
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
、
食
料
そ
の
他
の
貯
蔵

品
も
第
二
へ
移
す
。
第
二
キ
ャ
ン
プ
途
中
の
ア
イ
ス
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
も
、

幸
運
に
も
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
見
付
け
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
付
け
て
越
し
て

い
る
。
痩
尾
根
の
不
安
定
な
雪
と
、
そ
の
上
の
壁
の
雪
に
ル
ー
ト
エ
作
時

間
の
長
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
た
。

ア
メ
リ
カ
隊
の
固
定
ザ
イ
ル
は
晒
し
て
な
い
麻
で
摩
擦
力
が
強
く
、
合

成
繊
維
と
違
う
好
さ
を
感
じ
な
が
ら
使
用
す
る
。
第
二
キ
ャ
ン
プ
か
ら
は

目
の
下
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
が
小
さ
い
点
と
見
え
、
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア

ス
氷
河
の
泡
立
ち
も
よ
く
観
察
出
来
る
。
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
下
の
セ
ワ
ー

ド
氷
河
が
大
き
く
広
が
り
、
標
高
差
四
千
メ
ー
ト
ル
の
ロ
ー
ガ
ン
峰
へ
と

上
っ
て
行
く
の
が
雄
大
に
眺
め
ら
れ
る
。

七
月
十
六
日
（
晴
）
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
登
る
西
前
、
山
根
を
先
発
さ
せ

河
合
、
浅
野
は
ゆ
っ
く
り
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
頂
上
を
目
ざ
す
。
第
四
と
の
交

信
は
第
一
回
登
頂
の
失
敗
を
告
げ
、
し
か
も
痩
尾
根
の
状
態
が
非
常
に
悪

い
こ
と
を
知
ら
せ
て
来
る
。
西
前
、
山
根
両
隊
員
は
『
何
と
か
な
る
で
し
ょ

う
」
と
け
ろ
り
と
し
て
い
た
。
河
合
ド
ク
タ
ー
と
二
人
の
、
の
ん
び
り
し

た
登
高
も
次
第
に
高
度
を
か
せ
ぎ
、
四
○
○
○
メ
ー
ト
ル
近
く
で
元
気
な

丈
田
、
尾
田
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
と
久
し
ぶ
り
の
対
面
を
す
る
。
三
人
は
今
日

中
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
下
る
の
だ
。
す
っ
か
り
日
に
焼
け
唇
な
ど
ふ
や

け
て
い
る
。
わ
ず
か
五
日
ぶ
り
に
顔
を
会
わ
せ
て
も
、
こ
ん
な
に
嬉
し
い

も
の
か
、
い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
山
の
中
の
あ
の
気
持
ち
は
好
き
で
あ

る
。
再
会
後
一
時
間
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
頂
上
へ
出
る
と
、
急
に
腰
が
抜
け
た

よ
う
な
喜
び
が
明
る
い
展
望
と
と
も
に
や
っ
て
く
る
。
マ
ラ
ス
ピ
ナ
氷

河
、
太
平
洋
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
峰
に
ク
ッ
ク
峰
、
そ
れ
に
尾
根
続
き
の
ジ

ャ
ネ
ッ
ト
峰
、
オ
ー
ガ
ス
タ
峰
等
、
山
の
喜
び
は
久
し
ぶ
り
だ
。
セ
ン
ト
・

エ
ラ
イ
ア
ス
は
ま
す
ま
す
高
く
、
圧
倒
的
な
威
力
を
も
っ
て
か
ぶ
さ
っ
て

来
る
。
こ
の
広
大
な
氷
河
に
包
ま
れ
た
地
帯
は
、
足
下
の
セ
ン
ト
・
エ
ラ

イ
ア
ス
氷
河
か
ら
東
へ
セ
ワ
ー
ド
氷
河
の
大
き
な
流
れ
と
な
り
、
ロ
ー
ガ

ン
峰
の
向
う
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
氷
河
が
流
れ
込
み
、
南
に
細
く
急
に
泡
立

ち
な
が
ら
マ
ラ
ス
ピ
ナ
氷
河
の
広
大
な
三
角
州
と
な
っ
て
い
る
。
西
を
見

る
と
コ
ロ
ン
ブ
ス
氷
河
は
バ
ー
ク
レ
イ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
り
、
は
る
か

に
消
え
て
い
る
。
充
分
に
頂
き
を
楽
し
ん
だ
二
人
は
西
前
、
山
根
の
健
闘

を
祈
っ
て
下
山
、
六
時
頃
第
二
キ
ャ
ン
プ
に
入
る
。

七
月
十
七
日
（
晴
）
も
う
一
日
だ
け
の
晴
を
祈
っ
て
い
た
が
、
幸
い
今
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日
も
雲
一
つ
な
い
快
晴
で
あ
る
。
ハ
ン
ド
ト
ー
キ
ー
は
昨
日
か
ら
の
準
備

と
、
早
朝
の
登
頂
隊
の
出
発
を
告
げ
る
。
心
配
げ
に
報
告
す
る
野
村
君

も
、
ど
う
や
ら
難
関
を
突
破
し
て
く
れ
た
様
子
と
知
ら
せ
て
く
る
。
こ
こ

に
西
前
君
の
登
頂
手
記
を
記
し
て
お
く
。

登
頂
報
告
西
前
四
郎

午
前
二
時
、
激
し
い
風
の
音
に
四
人
と
も
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
。
昨

日
か
ら
案
じ
て
い
た
よ
う
に
一
週
間
続
き
の
好
天
も
崩
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
西
前
、
山
根
が
最
少
限
の
荷
で
一
気
に
頂
上
を
窺
う
こ
と
に
し

て
、
三
時
第
四
キ
ャ
ン
プ
を
出
る
。
下
の
氷
壁
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
に

す
が
っ
て
十
分
と
か
か
ら
な
い
。
四
時
川
本
隊
の
ト
レ
ー
ス
に
導
か
れ

て
、
堅
く
し
ま
っ
た
尾
根
を
「
人
差
指
」
に
達
す
る
。
右
手
は
雪
庇
が
張

り
出
し
、
左
手
は
氷
の
上
に
ザ
ラ
メ
雪
が
凍
り
つ
い
た
急
斜
面
で
あ
る
。

四
ピ
ッ
チ
、
一
○
○
メ
ー
ト
ル
程
ツ
ル
ベ
で
行
く
と
「
小
指
」
の
急
な
下

り
が
難
か
し
ぐ
四
○
メ
ー
ト
ル
の
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
残
す
。
こ
こ
か
ら
先
も

ま
た
同
じ
よ
う
な
指
が
並
ん
で
い
て
、
雪
庇
を
落
し
た
あ
と
を
綱
渡
り
よ

ろ
し
く
下
っ
て
行
く
箇
所
等
、
両
側
が
下
の
氷
河
ま
で
千
メ
ー
ト
ル
も
す

っ
ぽ
り
切
れ
落
ち
て
い
る
だ
け
に
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
悪

さ
」
だ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル
・
コ
ル
六
時
四
十
分
。
最
初
の
人
差
指
か
ら
五

○
○
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
だ
が
、
か
な
り
疲
れ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
気
づ
か

っ
て
い
た
雲
も
消
え
て
、
今
日
も
暖
か
い
天
気
で
あ
る
。
ひ
ろ
び
ろ
と
し

た
雪
の
コ
ル
で
ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
後
、
テ
ル
モ
ス
、
フ
ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー

プ
》
ピ
ト
ン
や
防
寒
具
な
ど
思
い
切
っ
て
残
し
て
行
く
。
頂
上
ま
で
高
度

差
一
七
○
○
メ
ー
ト
ル
。
難
か
し
い
所
は
な
い
が
、
終
始
一
五
’
三
○
セ

ン
チ
程
も
ぐ
る
の
で
、
疲
れ
を
お
そ
れ
て
努
め
て
ゆ
っ
く
り
登
る
。
五
○

○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
ブ
ロ
ッ
ク
帯
で
一
ピ
ッ
チ
、
ス
テ
ッ
プ
を
切
っ

た
の
が
応
え
て
、
二
人
と
も
急
に
高
度
の
影
響
を
感
じ
出
し
た
。
（
三
時
）

そ
こ
か
ら
頂
上
へ
は
ゆ
る
い
大
斜
面
が
続
い
て
い
る
だ
け
だ
が
、
足
の
方

は
全
く
は
か
ど
ら
な
い
。
最
後
に
西
側
へ
大
き
く
ま
わ
り
こ
ん
で
頂
上
に

立
っ
た
の
は
、
八
時
二
十
分
だ
っ
た
。

ピ
ッ
ケ
ル
や
フ
ィ
ッ
ク
ス
。
、
ハ
ー
に
結
ん
だ
旗
が
赤
々
と
夕
陽
を
う
け

て
は
た
め
く
。
隊
長
が
一
番
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
が
、
下
か
ら
見
え
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
何
回
も
下
へ
向
っ
て
ピ
ッ
ケ
ル
を
振
っ
て
み
る
。
う
す

れ
て
い
く
陽
差
し
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
い
く
つ
も
露
出
を
変
え
て
写

真
を
と
り
、
預
っ
て
来
た
写
真
や
記
念
品
を
堅
雪
の
下
に
埋
め
て
頂
上
を

後
に
す
る
。
九
時
の
日
没
と
同
時
に
、
体
が
寒
さ
で
こ
わ
ば
っ
て
し
ま
っ

た
。
今
日
中
に
コ
ル
ま
で
降
り
ら
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
天
気
も
ま
だ

持
ち
そ
う
な
の
で
、
ビ
、
ハ
ー
ク
の
誘
惑
に
負
け
て
し
ま
う
。
九
時
四
十

分
、
約
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
。
雪
を
掘
り
下
げ
て
ツ
ェ
ル
ト
を
張
る
。
高

度
の
せ
い
か
、
ロ
ー
ソ
ク
を
二
本
と
も
し
て
い
て
も
殆
ん
ど
温
ま
ら
ず
、

一
晩
中
震
え
て
い
た
。

翌
十
八
日
午
前
三
時
の
日
の
出
か
ら
更
に
二
時
間
、
暖
か
く
な
る
の
を

待
っ
て
出
発
す
る
。
途
中
ス
タ
カ
ッ
ト
ニ
箇
所
、
グ
リ
セ
ー
ド
も
交
え
て

十
時
ラ
ッ
セ
ル
の
コ
ル
。
更
に
二
度
と
通
る
気
の
し
な
い
痩
尾
根
を
登
っ
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七
月
十
八
日
（
晴
）
今
日
も
ま
だ
晴
れ
て
い
る
。
登
頂
隊
も
無
事
第
四

キ
ャ
ン
プ
に
帰
っ
た
。
野
村
君
と
種
々
相
談
し
た
結
果
、
川
本
、
山
根
隊

員
は
明
十
八
日
ベ
ー
ス
に
下
り
、
新
ら
し
い
食
料
補
給
に
丈
田
、
尾
田
隊

員
を
登
ら
せ
る
。
十
九
日
は
キ
ャ
ン
プ
を
ニ
ュ
ー
ト
ン
頂
上
直
下
に
移

し
、
二
十
日
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
峰
の
東
に
あ
る
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
西
峰
と
思
わ
れ

る
明
瞭
な
ピ
ー
ク
に
、
野
村
、
西
前
、
丈
田
、
尾
田
の
四
名
で
往
復
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

七
月
十
九
日
（
晴
）
。

七
月
二
十
日
（
晴
）
ま
だ
続
く
天
気
に
、
い
さ
さ
か
あ
き
れ
気
味
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
幸
運
が
待
っ
て
い
る
と
は
思
い
が
け
な
い
こ
と
だ
っ

た
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
隊
は
ベ
ー
ス
か
ら
明
瞭
に
見
え
る
ピ
ー
ク
（
初
登
頂
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
峰
か
無
名
峰
か
不
明
）
を
目
指
し
て
出
発

す
る
。
ベ
ー
ス
組
は
川
本
、
河
合
、
浅
野
の
三
名
で
セ
ワ
ー
ド
氷
河
を
渡

り
、
テ
ー
ブ
ル
・
マ
ウ
ン
テ
ン
と
記
さ
れ
て
い
る
ピ
ー
ク
に
行
く
。
ス
キ

ー
を
付
け
て
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
の
台
地
を
下
り
、
広
大
な
氷
河
を
横
断
す

る
。
図
上
で
約
十
四
キ
ロ
あ
る
。
ザ
ラ
メ
状
の
氷
河
の
上
を
懸
命
に
ス
キ

ー
を
滑
ら
せ
る
が
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
遠
く
な
る
感
じ
で
、
ど
れ
程
進

ん
だ
か
見
当
も
つ
か
な
い
。
次
第
に
高
く
な
る
エ
ラ
イ
ア
ス
が
見
事
で
、

野
村
隊
の
登
っ
て
い
る
ピ
ー
ク
も
そ
の
全
容
が
見
え
て
来
る
。

て
、
先
輩
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
握
手
。
疲
れ
た
体
に
第
四
キ
ャ
ン
プ
下

の
氷
壁
が
実
に
長
か
っ
た
。
四
時
第
四
キ
ャ
ン
プ
着
。
（
以
上
西
前
記
）

十
日
間
続
い
た
晴
天
も
翌
二
十
二
日
は
崩
れ
だ
し
、
夕
方
に
は
す
っ
か

り
雪
と
な
っ
た
。
残
さ
れ
て
い
る
正
面
尾
根
へ
の
未
練
も
、
こ
れ
で
す
っ

か
り
流
さ
れ
た
感
じ
で
あ
る
。
残
念
そ
う
な
西
前
君
等
を
説
き
伏
せ
、
全

員
に
中
止
を
命
じ
、
二
十
六
日
の
飛
行
便
を
待
つ
こ
と
と
な
る
。

こ
の
山
行
で
は
登
山
中
晴
天
で
、
下
る
と
す
っ
か
り
崩
れ
、
二
十
六
日

の
下
り
便
の
来
る
日
に
な
っ
て
、
晴
れ
出
す
と
い
う
幸
運
が
一
番
嬉
し
い

氷
河
は
流
れ
に
従
い
大
き
い
う
ね
り
を
持
っ
て
い
る
。
ス
キ
ー
は
登
り

に
か
か
り
、
後
滑
り
し
た
り
突
然
滑
り
出
し
た
り
す
る
。
ベ
ー
ス
で
吹
い

て
い
な
い
風
も
、
氷
河
の
中
心
部
で
は
冷
た
く
流
れ
て
い
る
。
冬
の
こ
の

広
大
な
氷
河
の
状
況
を
想
像
し
て
、
そ
の
厳
し
さ
を
考
え
た
。
対
岸
の
台

上
に
登
る
と
更
に
そ
の
先
き
に
大
き
な
氷
河
が
あ
り
、
ロ
ー
ガ
ン
は
ま
だ

は
る
か
向
う
で
遠
い
。

セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ァ
ス
山
群
の
観
察
を
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
み
引
返
す
。

交
信
に
よ
る
と
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
登
頂
に
は
成
功
し
た
ら
し
い
・
明
日
は
全
員

集
合
出
来
る
と
思
う
と
嬉
し
い
。

七
月
二
十
一
日
（
晴
）
ち
ょ
う
ど
こ
れ
で
十
日
間
の
晴
天
が
続
い
た
こ

と
に
な
る
。
朝
か
ら
調
理
士
が
腕
に
よ
り
を
か
け
、
ぱ
ら
ず
し
を
作
っ
て

い
る
。
一
時
に
野
村
、
西
前
、
尾
田
、
丈
田
が
下
り
て
来
る
。
嬉
し
い
食

事
が
出
来
た
。
全
員
全
く
の
事
故
無
し
。
最
後
に
残
し
て
あ
っ
た
ウ
イ
ス

キ
ー
の
乾
杯
で
祝
う
。

後

記
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こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
上
ハ
ミ
ル
ト
ン
君
の
お
か
げ
で
意
外
に
ド
ル
の
節

約
が
出
来
、
全
員
で
ア
メ
リ
カ
旅
行
を
楽
し
め
た
の
も
隊
長
と
し
て
嬉
し

い
こ
と
だ
っ
た
。
経
費
の
節
約
の
た
め
に
船
便
を
捜
す
こ
と
が
大
変
で
、

予
定
し
て
い
た
船
も
他
の
隊
に
さ
ら
わ
れ
た
り
、
不
定
期
便
の
貨
物
船
ば

か
り
で
予
定
が
た
た
ず
困
っ
た
。
今
後
は
ア
ラ
ス
カ
に
行
く
便
船
が
多
く

な
り
、
往
復
二
十
四
万
円
の
飛
行
機
代
を
節
約
出
来
る
な
ら
ば
、
一
人
当

り
二
十
万
円
位
の
山
行
を
計
画
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

七
月
を
中
心
と
す
る
な
ら
、
装
備
等
は
日
本
の
冬
山
の
物
を
持
っ
て
行

け
ば
良
く
、
飛
行
機
で
行
く
な
ら
ば
三
十
五
万
円
位
で
も
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
ア
メ
リ
カ
の
山
人
達
が
一
言
－
ヨ
ー
ク
か
ら
出

か
け
る
よ
り
、
日
本
は
ア
ラ
ス
カ
に
近
い
。
ア
ラ
ス
カ
の
山
々
で
、
庶
民

の
遠
征
登
山
を
考
え
て
来
た
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
い
さ
さ
か
贄
沢
に
流

れ
、
世
間
に
甘
え
た
登
山
と
な
っ
た
こ
と
を
差
か
し
ぐ
思
っ
て
い
る
。
又

も
や
空
軍
の
ト
ラ
ッ
ク
に
ゆ
ら
れ
て
、
二
十
八
日
に
全
員
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ

に
帰
る
こ
と
が
出
来
て
、
こ
の
登
山
は
終
っ
た
。
最
後
に
ア
メ
リ
カ
山
岳

会
の
ウ
ォ
シ
ュ
バ
ー
ン
氏
や
エ
バ
レ
ッ
ト
氏
か
ら
の
暖
か
い
助
言
と
支
持

を
感
謝
す
る
と
共
に
、
今
後
こ
の
地
が
日
本
の
良
い
ゲ
レ
ン
デ
と
な
る
こ

と
を
祈
る
。

、

古
代
の
立
山
を
め
ぐ
っ
て
広
瀬
誠

サ
イ
パ
ル
の
登
頂
と
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
横
断
児
島
勘
次

ト
ウ
イ
ン
ズ
の
試
登
菰
田
快

シ
ャ
ル
プ
ー
の
登
頂
と
東
北
ネ
パ
ー
ル
山
群
の
踏
査
平
野
征
人

￥
ハ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
登
頂
渡
辺
兵
力

ヌ
ン
ブ
ー
ル
の
登
頂
沼
田
真

Ｐ
二
九
の
東
面
木
村
裕
一

ナ
ラ
カ
ン
カ
ー
ル
紀
行
安
藤
久
男

ニューギニア中央高地の旅加藤泰安コルディエラ・レアル（一九六三年）金井健二ヒムルン・ヒマールの試登善行久親

カ
ン
デ
・
ヒ
ウ
ン
チ
ュ
リ
の
試
登
長
沢
和
俊

鷲
の
国
の
瞥
見
山
崎
安
治

近
藤
茂
吉
氏
の
黒
部
横
断
山
崎
安
治

「
わ
が
山
旅
五
十
年
」
深
田
久
弥

追
悼
吉
田
竹
志
氏
（
藤
島
敏
男
）
、
西
岡
一
雄
氏
（
諏
訪
多
栄
蔵
・
加
納

一
郎
）
、
高
木
正
孝
氏
（
田
口
二
郎
・
田
中
薫
）
、
田
中
秀
作
氏

会
務
報
告
・
英
文
梗
概

付
録
Ⅱ
ネ
・
ハ
ー
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
東
北
部
の
地
図
（
十
万
分
の
一
）
（
折
込
）

Ａ
５
判
三
○
○
頁
・
写
真
四
八
葉
（
内
原
色
版
一
葉
）
・
地
図
一
九
面
・
定
価

千
二
百
円

★
御
希
望
の
方
は
本
会
事
務
室
或
い
は
茗
溪
堂
で
お
求
め
下
さ
い
。

一
〃
″
●
’
０
●
０
．
０
’
０
’
０
’
‐
，
，
●
‐
‐
‐
，
‐
．
Ｊ
１
１
“
１
‐
‐
‐
‐
‘
．
‐
‐
●
‐
ｕ
‐
‘
‐
、
延
』

岳
第
五
十
九
年

ｊｕ

（
一
九
六
五
年
三
月
刊
）

〆
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関
西
学
院
大
学
山
岳
部
は
学
院
創
立
七
五
周
年
を
記
念
し
て
、
学
院
ゆ

か
り
の
地
カ
ナ
ダ
に
学
生
隊
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
々
の
目
的
は
、

カ
ナ
ダ
の
最
高
峰
ロ
ー
ガ
ン
巨
諄
．
冒
唱
目
（
六
○
五
○
メ
ー
ト
ル
）
を
新

ル
ー
ト
か
ら
登
頂
す
る
こ
と
と
、
ユ
ー
コ
ン
領
州
内
の
ア
メ
リ
カ
原
住
民

遺
跡
の
調
査
で
あ
っ
た
。
学
術
調
査
の
報
告
は
別
の
機
会
に
ゆ
ず
り
、
こ

こ
で
は
ロ
ー
ガ
ン
峰
登
頂
の
模
様
に
つ
い
て
記
し
て
お
こ
う
。

ロ
ー
ガ
ン
峰
は
カ
ナ
ダ
の
最
高
峰
で
あ
り
、
北
米
大
陸
で
は
ア
ラ
ス
カ

の
マ
ッ
キ
ン
レ
ー
に
次
ぐ
高
さ
を
有
し
て
お
り
、
ユ
ー
コ
ン
領
州
の
西
南

端
（
北
緯
六
○
度
三
五
分
、
西
経
一
四
○
度
二
五
分
）
に
位
置
し
て
い

る
。
そ
の
頂
上
稜
線
は
一
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
有
し
、
中
央
峰
、

西
峰
、
東
峰
の
三
つ
の
ピ
ー
ク
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
の
巨
大
な
雪
庇
を

ま
と
っ
た
輝
や
く
氷
壁
は
、
北
米
第
一
の
壮
麗
な
光
景
で
あ
ろ
う
。
こ
の

山
城
は
世
界
有
数
の
氷
河
地
域
で
あ
り
、
ロ
ー
ガ
ン
周
辺
に
も
ロ
ー
ガ
ン

冒
彊
目
氷
河
、
ハ
ッ
バ
ー
ド
国
号
冨
＆
氷
河
、
カ
ス
カ
ワ
ル
シ
ュ

ロ
ー
ガ
ン
峰
東
稜
（
一
九
六
四
年
）

〆
画
の
盲
君
巳
呂
氷
河
、
セ
ワ
ー
ド
牌
葛
色
ａ
氷
河
等
の
大
氷
河
が
分
布

し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
氷
河
も
学
問
的
に
興
味
あ
る
素
材
を
提
供
し
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
は
部
分
的
に
探
査
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ロ
ー
ガ

ン
峰
は
一
九
二
五
年
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
合
同
隊
が
初
登
頂
し
て
以

来
、
一
九
六
三
年
夏
ま
で
に
西
方
か
ら
中
央
峰
へ
四
隊
が
登
頂
し
、
東
稜

か
ら
は
一
九
五
七
年
以
来
三
隊
が
東
峰
に
達
し
て
い
る
。
一
九
六
四
年
は

我
々
の
東
稜
か
ら
中
央
峰
へ
の
初
登
と
共
に
、
学
習
院
大
隊
の
西
方
か
ら

の
登
頂
、
ア
メ
リ
カ
隊
の
北
稜
か
ら
の
登
頂
も
あ
り
、
ロ
ー
ガ
ン
の
登
肇

に
画
期
的
な
一
頁
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
（
１
）
太
平
洋
岸
か
ら
マ
ラ
ス
ピ
ナ
冒
巴
國
砦
冒
四

氷
河
、
セ
ワ
ー
ド
氷
河
経
由
、
（
２
）
ア
ラ
ス
カ
の
チ
チ
ナ
谷
か
ら
ロ
ー

ガ
ン
氷
河
経
由
、
（
３
）
カ
ナ
ダ
の
ク
ル
ア
ー
ネ
固
呂
目
①
湖
畔
か
ら
カ

ス
カ
ワ
ル
シ
ュ
氷
河
経
由
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
た
が
、
我
々
と
同
行
す
る

こ
と
に
な
っ
た
カ
ナ
ダ
人
ガ
イ
ド
の
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ザ
ー
氏
の
助
言
も

室
田
欣
一
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識
晦
升
寺
く
乢
号
が
抑
計
ロ
ー
吐
く
歸
到
矧
煎
庁
嫌
ご
行
易
、
Ｉ
員
１
編
（
翌
圃
俳
罰
汁
怖
）

『
一
耐
い
○
仁
子
，
⑲
四
里
「
ａ
ｍ
の
ｇ
三
一
．
ｒ
ｏ
ｍ
四
コ
（
９
９
ヨ
）
い
①
の
コ
ヰ
○
ョ
○
ｍ
ヨ
ロ
国
（
弓
邑
ョ
）
。
乏
一
芽
三
芹

く
四
コ
○
○
仁
く
の
「
’
．
《
ゴ
の
ロ
四
○
六
ｍ
「
○
に
．
９



嚥手穿輻

露

勢患憩

ローガン峰東稜(BCから) (関西学院大学）

TheEast RidgeofMt. Loganseen fromtheBase-camp



鍵蕊鍵

口一ガン峰東稜の登高(2800m附近) (関西学院大学）

C1 imbingup theEaSt Ridgeof Mt. Loganat about 2800m
inheight.
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ローガン峰東稜

五
月
三
○
日
夕
刻
、
連
日
の
荷
物
整
理
も
終
わ
り
、
在
留
邦
人
に
よ
る

壮
行
会
に
招
待
さ
れ
て
楽
し
い
時
を
過
し
、
直
ち
に
ト
ラ
ッ
ク
と
乗
用
車

に
分
乗
し
て
、
隊
長
以
下
九
名
で
エ
ド
モ
ン
ト
ン
か
ら
ア
ラ
ス
カ
・
ハ
イ

ウ
ェ
イ
に
向
う
。
四
名
が
交
互
に
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
、
ク
ル
ア
ー
ネ
湖
畔

ま
で
の
約
二
四
○
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
三
日
間
で
走
破
し
、
六
月
二
日
ク

ル
ア
ー
ネ
湖
畔
に
到
着
。
こ
の
間
ト
ラ
ッ
ク
が
道
路
か
ら
転
落
し
て
、
あ

わ
や
と
い
う
所
で
命
び
る
い
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
し
た
損
害
も

な
く
済
ん
だ
。
た
だ
私
だ
け
が
指
に
裂
傷
を
負
い
、
徒
歩
に
よ
る
入
山
は

無
理
と
な
っ
た
の
で
、
荷
物
に
つ
い
て
ゆ
く
今
井
と
共
に
飛
行
機
で
ベ
ー

ス
・
キ
ャ
ン
プ
へ
入
る
こ
と
に
、
計
画
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
た
。
凍
結
し
た
湖
畔
に
あ
る
、
北
米
極
地
研
究
所
シ
月
胃
冒
の
昏
具
①

呉
ｚ
ｏ
儲
呂
シ
日
①
骨
閣
の
横
に
テ
ン
ト
を
張
り
、
物
資
の
最
終
的
な
整
理

を
す
る
。

翌
三
日
も
小
雨
が
ば
ら
つ
き
、
う
っ
と
う
し
い
天
気
で
あ
っ
た
が
、
ハ

ン
ス
・
モ
ー
ザ
ー
と
五
名
の
隊
員
は
ス
リ
ム
ズ
河
か
ら
ロ
ー
ガ
ン
東
稜
基

部
の
Ｂ
Ｃ
予
定
地
ま
で
、
徒
歩
で
入
山
す
る
た
め
に
出
発
す
る
。
そ
の
後

グ
レ
ア
ム
隊
長
と
我
々
二
名
は
、
先
日
の
事
故
で
多
少
い
た
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
に
物
資
を
積
み
、
ア
ラ
ス
カ
の
グ
レ
ナ
レ
ン
ヘ
向
っ
て
更
に
北
上
し

あ
っ
て
、
カ
ナ
ダ
の
ク
ル
ア
ー
ネ
湖
畔
か
ら
カ
ス
カ
ワ
ル
シ
ュ
氷
河
を
経

由
す
る
ル
ー
ト
を
選
ん
だ
。

ア
プ
ロ
ー
チ

た
。
六
月
四
日
は
飛
行
場
の
格
納
庫
の
中
で
シ
ュ
ラ
ー
フ
・
ザ
ッ
ク
に
く

る
ま
っ
て
眠
り
、
翌
日
午
後
軽
飛
行
機
で
チ
チ
ナ
谷
を
さ
か
の
ぼ
り
、
ロ

ー
ガ
ン
氷
河
末
端
の
河
原
に
二
人
で
キ
ャ
ン
プ
す
る
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
帰

っ
て
、
我
々
二
人
だ
け
に
な
る
と
急
に
寂
し
く
な
り
、
先
刻
聞
か
さ
れ
た

熊
の
恐
ろ
し
さ
が
身
に
せ
ま
っ
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

六
月
七
日
、
天
候
が
回
復
す
る
と
共
に
、
い
よ
い
よ
Ｂ
Ｃ
予
定
地
へ
の

空
輸
が
始
ま
る
。
六
回
の
空
輸
で
全
装
備
を
運
び
終
り
、
こ
こ
へ
仮
Ｂ
Ｃ

を
作
っ
た
。
明
日
か
ら
徒
歩
部
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
荷
物
を
更
に
東

稜
に
近
い
所
（
標
高
一
三
○
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
運
ん
で
Ｂ
Ｃ
を
建
設
す
る

こ
と
に
す
る
。
二
人
共
初
め
て
氷
河
を
踏
ん
だ
の
で
、
す
っ
か
り
勘
が
狂

っ
て
、
こ
こ
か
ら
東
稜
の
取
付
ま
で
ど
の
位
の
距
離
が
あ
る
の
か
、
見
当

も
つ
か
な
い
始
末
で
あ
る
。

六
月
十
日
は
昨
日
の
雨
に
つ
づ
く
悪
天
候
で
あ
る
が
、
涼
し
い
の
で
ポ

ッ
カ
に
は
快
適
で
あ
っ
た
。
そ
ろ
そ
ろ
徒
歩
隊
が
見
え
て
も
よ
い
頃
だ
と

考
え
な
が
ら
、
無
言
で
ス
キ
ー
の
先
端
を
一
心
に
見
つ
め
て
ポ
ッ
ヵ
を
続

け
る
。
退
屈
だ
が
、
こ
れ
を
一
週
間
も
続
け
て
い
る
徒
歩
の
隊
員
達
の
こ

と
を
思
う
と
、
贄
沢
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
午
後
氷
河
の
彼
方
に
双
眼
鏡

で
黒
点
を
見
つ
け
る
。
確
か
に
人
間
だ
。
我
々
の
仲
間
だ
。
し
か
し
な
か

な
か
近
寄
っ
て
こ
な
い
。
な
ん
と
広
い
氷
河
で
あ
ろ
う
か
。
遂
に
午
後
七

時
三
十
分
、
全
員
Ｂ
Ｃ
に
揃
っ
た
。
皆
真
黒
に
日
焼
け
し
、
精
桿
な
顔
に
な

っ
て
い
る
。
ア
プ
ロ
ー
チ
は
予
想
に
反
し
て
悪
条
件
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

ガ
イ
ド
の
モ
ー
ザ
ー
ま
で
が
帰
り
は
飛
行
機
に
乗
る
よ
う
に
と
言
い
出
す
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東
峰
登
頂

六
月
二
日
は
終
日
食
糧
、
装
備
の
最
終
的
な
整
理
、
点
検
を
行
っ

た
。
一
九
五
九
年
に
、
こ
の
リ
ッ
ジ
を
登
っ
て
東
峰
に
達
し
た
モ
ー
ザ
ー

の
経
験
を
尊
重
し
て
、
彼
の
意
見
に
従
っ
て
食
糧
、
装
備
を
大
幅
に
軽
量

化
し
た
。
彼
の
計
画
で
は
、
一
八
日
間
で
中
央
峰
を
登
っ
て
Ｂ
Ｃ
ま
で
下

山
し
て
こ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
我
々
は
四
○
日
分
以
上
の
食
糧
を
準

備
し
て
い
る
の
で
、
下
山
後
は
近
く
の
山
を
漁
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
勿

論
余
力
が
残
っ
て
い
る
場
合
の
話
し
で
は
あ
る
が
。

氷
河
上
で
は
昼
間
は
気
温
が
上
昇
し
、
雪
の
状
態
が
悪
い
の
で
、
能
率

を
上
げ
る
た
め
夜
間
出
発
し
、
午
前
中
で
行
動
を
打
ち
切
る
こ
と
に
し

た
。
六
月
頃
に
は
、
こ
の
辺
り
で
は
二
○
時
間
位
明
る
く
、
真
夜
中
で
も

ヘ
ッ
ド
・
ラ
ン
プ
は
不
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
我
々

は
と
か
く
夜
更
し
を
し
が
ち
で
あ
っ
た
。

六
月
二
一
日
、
寝
袋
に
入
っ
た
と
思
う
や
、
た
ち
ま
ち
朝
飯
の
時
間
に

な
り
、
午
前
三
時
全
員
ス
キ
ー
を
履
い
て
出
発
す
る
。
五
○
○
メ
ー
ト
ル

程
進
ん
だ
だ
け
で
第
一
の
ク
レ
バ
ス
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
ア
イ
ゼ
ン
に
履
き

変
え
る
。
こ
こ
か
ら
二
人
ず
つ
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
し
、
更
に
東
稜
と
南
東
稜

に
は
さ
ま
れ
た
氷
河
を
つ
め
る
。
モ
ー
ザ
ー
は
巧
み
に
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ

ス
を
避
け
な
が
ら
、
一
九
五
九
年
彼
が
登
っ
た
取
付
の
斜
面
へ
と
我
々
を

導
い
て
く
れ
る
。
こ
の
南
側
斜
面
は
、
高
度
差
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
氷

始
末
で
あ
る
。

化
し
た
壁
状
の
ル
ン
ゼ
で
、
平
均
斜
度
四
○
度
位
で
あ
り
、
中
程
に
水
平

に
幅
三
メ
ー
ト
ル
の
ク
レ
バ
ス
が
走
り
、
上
部
程
急
傾
斜
で
あ
る
。
東
稜

の
北
斜
面
か
ら
取
付
い
た
ア
メ
リ
カ
隊
が
、
我
々
の
Ｃ
Ｉ
予
定
地
（
一
一
三

四
○
メ
ー
ト
ル
）
ま
で
に
三
つ
の
前
進
キ
ャ
ン
プ
を
設
け
て
い
る
こ
と
か

ら
み
て
も
、
こ
の
ル
ー
ト
の
優
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

氷
河
上
の
ク
レ
零
ハ
ス
を
越
え
る
の
に
手
間
ど
り
、
ル
ン
ゼ
の
下
に
達
し

た
時
は
、
上
部
の
岩
場
に
陽
が
差
し
て
落
石
が
断
続
的
に
起
こ
り
始
め

て
、
こ
の
登
肇
は
非
常
に
危
険
と
な
っ
て
き
た
。
落
石
の
間
を
縫
っ
て
遂

に
東
稜
上
に
出
た
。
そ
こ
で
一
息
入
れ
よ
う
と
し
た
が
当
が
外
れ
た
。
荷

物
を
置
い
て
の
ん
び
り
と
煙
草
を
ふ
か
せ
る
よ
う
な
場
所
は
、
何
処
に
も

な
い
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
隊
は
ど
こ
に
テ
ン
ト
を
張
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
我
々
に
も
、
日
本
の
山
と
こ
の
辺
り
の
山
の
違
い
が
や
っ
と
分
っ
て

来
た
。
今
頃
気
が
付
く
と
は
１
．
休
む
暇
も
な
く
浮
石
だ
ら
け
の
岩
稜
を

登
っ
て
、
標
高
三
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
や
や
平
ら
な
ガ
ラ
場
に
デ
ポ
す

る
。
こ
の
デ
ポ
地
か
ら
、
下
の
氷
河
の
上
に
小
さ
く
黒
く
見
え
る
我
々
の

Ｂ
Ｃ
を
眺
め
た
一
同
の
は
し
ゃ
ぎ
よ
う
。
な
ん
と
無
邪
気
な
連
中
で
あ
る

ア
ハ
ノ
Ｏ

Ｂ
Ｃ
へ
帰
っ
て
休
養
中
、
ロ
ー
ガ
ン
北
面
へ
ア
メ
リ
カ
隊
を
送
り
込
ん

だ
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
、
我
々
の
様
子
を
見
に
立
ち
寄
っ
た
。

テ
ン
ト
か
ら
急
い
で
飛
出
そ
う
と
し
た
モ
ー
ザ
ー
が
、
転
倒
し
て
左
膝
を

強
打
し
て
歩
行
不
能
と
な
り
、
直
ち
に
そ
の
飛
行
機
で
下
山
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
破
目
に
な
っ
た
。
彼
を
失
う
こ
と
は
我
々
に
と
っ
て
大
き
な
痛
手
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る で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
や
り
切
れ
な
い
の
は
、
こ
の
遠
征
を
支

援
し
て
下
さ
っ
た
関
係
者
に
与
え
る
シ
ョ
ッ
ク
を
考
え
る
時
で
あ
る
。
あ

ま
り
に
も
突
然
の
こ
と
な
の
で
対
策
も
定
ま
ら
な
い
が
、
と
に
か
く
隊
員

の
気
持
を
ひ
き
た
て
再
び
ロ
ー
ガ
ン
に
向
お
う
と
決
心
し
た
。

翌
日
は
気
分
転
換
の
た
め
終
日
ス
キ
ー
を
し
て
遊
ぶ
。
明
日
か
ら
い
よ

い
よ
ロ
ー
ガ
ン
峰
ア
タ
ッ
ク
だ
。
我
々
の
力
に
相
応
し
い
登
り
方
で
、
セ

ー
フ
テ
ィ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
よ
う
。
翌
日
か
ら
連
日
悪
天

候
で
、
一
八
日
も
空
模
様
は
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た
が
視
界
が
き
く
の
を

幸
い
に
、
午
前
四
時
に
出
発
す
る
。
一
張
の
テ
ン
ト
に
予
備
の
食
糧
、
装

備
を
詰
め
込
み
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
宛
に
、
我
々
を
七
月
一
○

日
頃
に
迎
え
に
く
る
よ
う
に
と
依
頼
し
た
手
紙
と
、
事
務
局
、
友
人
達
へ

の
便
り
を
同
封
し
た
袋
を
、
テ
ン
ト
の
支
柱
に
ぶ
ら
さ
げ
て
お
く
。
我
々

を
六
月
二
六
日
に
迎
え
に
く
る
よ
う
に
と
、
先
日
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
言
っ
て

お
い
た
の
だ
が
、
こ
の
調
子
で
は
、
と
て
も
そ
の
頃
ま
で
に
登
頂
出
来
そ

う
に
な
い
の
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

先
日
の
デ
ポ
地
ま
で
は
、
二
回
目
で
あ
っ
た
た
め
か
問
題
な
く
通
過

し
、
そ
の
後
も
二
箇
所
に
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
張
っ
た
の
み
で
、
三

二
四
○
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
懸
垂
氷
河
の
上
に
Ｃ
Ｉ
を
建
設
し
た
。
取
付

か
ら
こ
こ
ま
で
の
間
に
は
、
テ
ン
ト
を
張
れ
る
よ
う
な
場
所
は
全
く
な
か

っ
た
。
翌
日
は
又
し
て
も
雪
で
、
早
く
も
食
糧
の
節
約
を
計
る
こ
と
に
す

六
口
型
一
、
）
ｐ
Ｈ

雪
の
中
を
先
日
の
デ
ポ
を
回
収
し
、
荷
上
げ
に
向
う
。

Ｃ
Ｉ
か
ら
上
部
は
急
に
傾
斜
が
増
し
氷
壁
と
な
っ
て
い
る
。
足
場
作
り
に

手
間
ど
り
、
わ
ず
か
一
五
○
メ
ー
ト
ル
高
度
を
上
げ
た
だ
け
で
、
霧
に
ま

か
れ
て
退
却
。
六
月
一
三
日
、
昨
日
来
の
雪
が
少
し
お
さ
ま
っ
た
の
で
午

前
五
時
Ｃ
Ｉ
を
撤
収
し
て
Ｃ
Ⅱ
建
設
に
向
う
。
今
日
も
コ
ン
テ
イ
ニ
ュ
ァ

ス
で
歩
け
る
所
は
全
く
な
く
、
階
段
状
の
氷
壁
に
て
こ
ず
り
、
最
後
の
岩

峰
に
達
し
た
頃
に
は
吹
雪
と
な
る
。
テ
ン
ト
を
張
る
場
所
ど
こ
ろ
か
、
荷

を
置
く
所
も
な
く
、
や
む
を
得
ず
氷
の
ナ
イ
フ
・
エ
ッ
ジ
を
一
二
○
メ
ー

ト
ル
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
大
き
な
懸
垂
氷
河
の
上
に
絶
好
の
キ
ャ
ン
プ
地

を
見
い
出
す
。
高
度
計
は
三
七
八
○
メ
ー
ト
ル
を
示
し
、
こ
れ
ま
で
の
最

高
到
達
地
点
だ
と
喜
び
合
う
。
し
か
し
、
一
六
時
間
も
か
か
っ
て
地
吹
雪

の
中
を
、
先
の
ル
ー
ト
の
見
通
し
も
な
く
テ
ン
ト
を
上
げ
る
危
険
を
痛
感

し
、
反
省
さ
せ
ら
れ
た
。
六
月
二
四
日
、
ガ
ス
の
中
を
ル
ー
ト
エ
作
隊
二

名
の
後
を
追
っ
て
”
五
名
の
ポ
ッ
カ
隊
が
続
く
。
部
分
的
に
は
七
○
度
に

達
す
る
急
な
氷
壁
の
連
続
で
は
か
ど
ら
ず
、
四
○
二
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点

に
デ
ポ
。
こ
れ
か
ら
先
は
あ
ま
り
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
気
は
ゆ

る
せ
な
い
。

六
月
二
六
日
、
Ｃ
Ⅲ
建
設
に
向
う
。
デ
ポ
地
か
ら
上
部
は
広
く
、
ゆ
る

い
雪
の
尾
根
と
な
り
、
全
員
好
調
に
四
四
○
○
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
・
ド

ー
ム
直
下
に
達
し
、
Ｃ
Ⅲ
を
建
設
し
、
そ
の
後
下
の
デ
ポ
も
回
収
す
る
。

眼
前
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
冨
舜
．
冨
ｏ
シ
再
冒
局
（
四
三
八
九
メ
ー
ト
ル
）
の
美

し
い
双
耳
峰
が
夕
日
に
輝
き
、
ロ
ー
ガ
ン
南
東
稜
の
向
う
に
姿
を
見
せ
た

セ
ワ
ー
ド
氷
河
の
大
雪
原
は
、
昨
日
ま
で
の
苦
闘
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
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る
。

六
月
二
七
日
、
荷
上
げ
に
向
っ
た
が
ド
ー
ム
の
斜
面
で
霧
に
ま
か
れ
引

返
す
。
夕
方
、
い
つ
も
の
よ
う
に
晴
れ
て
き
た
の
で
、
今
井
他
三
名
を
ル

ー
ト
エ
作
に
出
発
さ
せ
る
。
大
セ
ラ
ッ
ク
ス
帯
の
下
を
左
へ
三
○
○
メ
ー

ト
ル
程
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
ク
レ
バ
ス
に
か
か
っ
た
ス
ノ
ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
を

渡
っ
て
、
上
部
の
ク
ラ
ス
ト
し
た
雪
面
に
出
る
。
四
時
間
で
ア
イ
ス
・
ド

ー
ム
頂
上
の
四
八
○
○
メ
ー
ト
ル
に
到
達
し
、
東
峰
の
全
容
を
確
認
し
て

夜
半
Ｃ
Ⅲ
に
帰
っ
て
き
た
。
も
う
頂
上
は
目
前
だ
と
思
い
、
キ
ャ
ン
プ
は

喜
び
に
包
ま
れ
た
。

六
月
二
八
日
、
全
員
で
荷
上
げ
を
し
て
、
ア
イ
ス
・
ド
ー
ム
の
大
雪
原

を
前
衛
峰
の
下
で
ト
ラ
バ
ー
ス
し
て
、
東
峰
の
直
下
へ
向
っ
て
進
む
。
写

真
で
見
た
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ッ
ト
の
ジ
ル
バ
ー
・
ザ
ッ
テ
ル
を
思
い
お
こ

す
よ
う
な
広
大
さ
で
あ
る
。
霧
に
ま
か
れ
た
時
の
た
め
に
、
赤
旗
を
三
○

メ
ー
ト
ル
お
き
に
立
て
て
い
く
。

六
月
二
九
日
、
高
度
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
Ｃ
Ⅳ
を
設
け
る
。

全
員
好
調
で
、
高
山
病
の
気
配
な
し
。
食
欲
も
旺
盛
で
、
食
糧
制
限
が
最

も
こ
た
え
る
。
翌
日
か
ら
猛
烈
な
吹
雪
で
行
動
は
出
来
な
い
。
こ
の
高
度

で
ふ
ぷ
か
れ
る
と
全
く
こ
た
え
る
。
食
糧
も
ほ
と
ん
ど
尽
き
た
が
、
ど
う

に
も
な
ら
な
い
。
七
月
三
日
、
天
候
回
復
の
き
ざ
し
が
見
え
た
の
で
全
員

東
峰
ア
タ
ッ
ク
に
出
発
し
た
が
、
す
ぐ
吹
雪
と
な
り
キ
ャ
ン
プ
に
引
返

す
。
午
後
五
時
、
再
度
天
候
が
回
復
し
て
き
た
の
で
、
今
井
、
千
田
、
小

西
、
三
戸
田
を
出
発
さ
せ
る
。
千
田
は
調
子
が
悪
く
、
し
ば
ら
く
し
て
帰

っ
て
き
た
。
残
り
の
三
名
は
そ
の
ま
ま
ア
タ
ッ
ク
に
向
い
、
悪
天
候
の
中

を
一
寸
刻
み
に
前
進
し
た
が
、
五
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
登
頂
を
断

念
し
深
夜
キ
ャ
ン
プ
に
戻
っ
て
き
た
。
最
後
の
機
会
も
こ
う
し
て
つ
ぶ
れ

た
。
後
は
撤
収
の
み
だ
。
Ｂ
Ｃ
か
ら
再
び
登
り
な
お
す
の
だ
。

七
月
四
日
、
目
が
覚
め
る
と
快
晴
で
あ
る
。
昨
日
温
存
し
て
い
た
大

沼
、
新
村
が
元
気
な
の
で
、
撤
収
の
前
に
東
峰
だ
け
で
も
と
思
い
、
ア
タ

ッ
ク
の
許
可
を
与
え
る
。
こ
れ
を
見
た
他
の
隊
員
も
行
く
の
を
望
ん
だ
の

で
、
結
局
全
員
を
出
発
さ
せ
る
。
技
術
的
に
何
等
問
題
の
な
い
ル
ー
ト
な

の
で
、
各
自
ザ
イ
ル
を
は
ず
し
て
、
自
分
の
・
ヘ
ー
ス
で
歩
き
、
四
時
間
で

東
峰
に
立
つ
・
遠
征
前
の
春
山
合
宿
で
不
慮
の
死
を
と
げ
た
仲
間
、
高
田

君
の
遺
品
を
頂
上
に
埋
め
、
黙
祷
を
さ
さ
げ
る
。
コ
ル
一
つ
隔
て
た
中
央

峰
は
予
想
以
上
に
遠
く
、
再
度
出
な
お
す
こ
と
に
す
る
。
型
通
り
の
記
念

撮
影
も
、
東
峰
で
は
感
激
が
う
す
か
っ
た
・
高
度
の
た
め
か
食
欲
不
振
で
、

こ
の
二
日
間
食
糧
が
減
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
明
日
よ
い
天
気
で
あ
れ

ば
、
も
う
一
度
中
央
峰
ア
タ
ッ
ク
を
試
み
よ
う
と
決
心
す
る
。

七
月
五
日
、
ガ
ス
の
た
め
ア
タ
ッ
ク
を
諦
め
、
撤
収
と
き
め
る
。
再
度

の
ア
タ
ッ
ク
の
た
め
テ
ン
ト
ー
張
と
、
撤
収
に
不
要
な
装
備
を
デ
ポ
し
た

の
で
荷
は
軽
い
・
深
夜
Ｃ
Ⅲ
．
Ｃ
Ⅱ
間
の
デ
ポ
地
に
着
き
テ
ン
ト
を
張
る
。

ウ
エ
フ
ァ
ー
ス
と
紅
茶
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
最
低
の
一
夜
で
あ
っ
た
。

七
月
六
日
、
氷
壁
に
積
っ
た
雪
が
く
さ
っ
て
最
悪
の
状
態
で
あ
る
。
昼
頃

飛
行
機
が
飛
来
し
、
何
度
も
Ｂ
Ｃ
附
近
に
着
陸
す
る
。
ど
こ
か
の
隊
を
運

ん
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
我
々
の
姿
も
確
認
し
て
く
れ
た
か
ら
、
日
本
で
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も
心
配
せ
ず
に
済
む
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
早
く
下
り
よ
う
と
思
う
が
、
気

ば
か
り
あ
せ
っ
て
、
こ
の
日
も
Ｃ
Ⅱ
ま
で
下
り
た
だ
け
で
日
が
暮
れ
た
。
七

月
七
日
、
新
雪
の
た
め
か
え
っ
て
下
り
や
す
く
な
り
、
夜
の
一
○
時
三
○

分
に
着
く
。
Ｂ
Ｃ
の
横
に
は
二
人
用
テ
ン
ト
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
日
本
語

が
飛
び
出
し
た
の
で
我
々
は
全
く
驚
い
た
。
福
岡
の
修
猷
館
高
校
Ｏ
Ｂ
隊

の
南
条
氏
で
あ
っ
た
。
七
月
八
日
、
再
度
の
ア
タ
ッ
ク
の
た
め
の
食
糧
も

乏
し
く
、
下
山
予
定
日
も
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
グ
レ
ァ
ム
隊
長
や
日
本
の

事
務
局
と
も
連
絡
を
と
っ
た
方
が
良
い
と
考
え
、
今
井
、
千
田
、
三
戸
田

を
下
山
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
七
月
二
日
午
後
、
天
候
が
回
復
し
た
の

で
三
名
を
下
山
さ
せ
る
。
こ
こ
ま
で
苦
労
を
共
に
し
た
隊
員
と
別
れ
る
の

は
つ
ら
い
が
、
こ
れ
も
仕
方
な
い
。

福
岡
隊
の
他
の
三
名
は
、
我
々
と
同
じ
ア
プ
ロ
ー
チ
・
ル
ー
ト
を
と
っ

て
い
る
ら
し
い
が
、
ま
だ
到
着
し
な
い
。
い
さ
さ
か
心
配
に
な
る
。
南
条

さ
ん
と
昼
食
を
共
に
し
、
日
本
の
こ
と
を
色
々
話
す
。
彼
は
文
筆
業
だ
け

あ
っ
て
我
々
を
退
屈
さ
せ
な
い
。
彼
に
、
日
本
隊
同
志
が
競
争
す
る
の
は

や
め
て
、
一
緒
に
登
ろ
う
と
提
案
し
て
、
彼
の
仲
間
が
到
着
す
る
の
を
待

つ
こ
と
に
し
た
。

七
月
一
四
日
、
昨
日
ま
で
待
っ
た
が
福
岡
隊
の
三
名
は
到
着
し
な
い
の

で
、
昨
夜
南
条
氏
に
先
に
出
発
す
る
旨
伝
え
る
。
素
晴
し
い
好
天
に
恵
ま

れ
、
前
回
の
Ｃ
Ⅱ
ま
で
一
五
時
間
で
登
る
。
リ
ッ
ジ
の
状
態
も
雪
が
ふ
え

中
央
峰
登
頂

た
た
め
良
く
な
っ
て
い
る
が
、
我
々
が
ル
ー
ト
に
慣
れ
た
の
も
理
由
に
な

る
だ
ろ
う
。
七
月
一
五
日
、
今
日
も
快
晴
、
前
回
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
好
天
続
き
だ
。
Ｃ
Ⅱ
上
部
の
氷
壁
は
フ
ィ
ッ
ク
ス
・
ロ
ー
プ
を
は
ず
し

て
い
た
の
で
、
時
間
を
と
ら
れ
、
Ｃ
Ⅲ
へ
は
午
後
五
時
四
○
分
に
到
着
し

た
。
テ
ン
ト
は
Ｃ
Ⅱ
に
残
し
て
き
て
お
り
、
Ｃ
Ⅳ
へ
は
五
時
間
位
か
か
り

そ
う
な
の
で
引
返
す
か
否
か
と
迷
っ
た
が
、
結
局
Ｃ
Ⅳ
へ
向
う
こ
と
に
す

る
。
ツ
ェ
ル
ト
・
ザ
ッ
ク
を
か
ぶ
り
、
夕
食
を
と
っ
た
後
出
発
し
た
。
ア

イ
ス
・
ド
ー
ム
の
頭
へ
出
た
の
は
午
後
一
○
時
。
広
い
プ
ラ
ト
ー
を
二
時

間
、
白
夜
の
中
を
黙
々
と
進
む
。
Ｃ
Ⅳ
附
近
に
着
い
た
が
デ
ポ
し
た
物
資

が
見
当
ら
ず
、
う
す
暗
い
中
を
こ
れ
以
上
捜
し
て
も
疲
労
す
る
だ
け
な
の

で
、
ビ
バ
ー
ク
を
決
心
し
た
。
丁
度
そ
の
時
新
村
が
デ
ポ
を
発
見
し
た
。

テ
ン
ト
を
張
り
、
夜
食
か
朝
食
か
区
別
の
つ
か
ぬ
食
事
を
し
て
い
る
時
、

先
程
沈
ん
で
い
っ
た
太
陽
が
再
び
姿
を
現
わ
し
た
。
今
日
（
七
月
一
六
日
）

も
快
晴
だ
が
休
養
を
と
っ
て
明
日
一
挙
に
中
央
峰
を
ア
タ
ッ
ク
し
よ
う
。

天
候
も
安
定
し
て
い
る
し
食
糧
、
燃
料
も
充
分
あ
る
。

七
月
一
七
日
、
中
央
峰
ア
タ
ッ
ク
だ
。
午
前
三
時
三
○
分
、
完
全
装
備

で
三
日
間
の
ビ
零
ハ
ー
ク
準
備
を
し
て
テ
ン
ト
か
ら
飛
び
出
す
。
し
か
し
、

ア
イ
ゼ
ン
を
つ
け
て
い
る
間
に
雲
が
湧
き
、
東
峰
を
包
ん
で
し
ま
っ
た
。

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
東
峰
は
眼
中
に
な
い
。
目
的
は
た
だ
一
つ
、
中
央
峰
だ

け
で
あ
る
。
万
全
を
期
し
て
行
動
を
中
止
す
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
雲
が

薄
く
な
っ
た
の
で
、
東
峰
へ
達
す
る
の
に
前
回
登
っ
た
南
東
稜
よ
り
容
易

そ
う
な
北
稜
を
、
大
沼
、
小
西
に
偵
察
さ
せ
る
。
帰
っ
て
き
た
彼
等
の
報
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告
で
は
季
北
稜
は
ゆ
る
く
南
東
稜
よ
り
は
る
か
に
容
易
で
あ
り
や
又
上
部

で
の
ト
ラ
バ
ー
ス
も
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
日
は
北
稜

か
ら
登
ろ
う
。

七
月
一
八
日
、
午
前
四
時
三
○
分
出
発
。
一
時
間
で
北
稜
の
上
に
出

る
。
北
稜
上
を
二
時
間
進
み
、
東
峰
直
下
の
急
傾
斜
に
な
る
手
前
で
北
側

の
斜
面
を
登
り
ぎ
み
に
ト
ラ
バ
ー
ス
し
、
中
央
峰
と
東
峰
の
間
の
稜
線
へ

向
う
。
稜
線
へ
出
た
の
は
Ｃ
Ⅳ
を
出
て
四
時
間
後
で
あ
っ
た
。
出
た
所
は

東
峰
よ
り
五
○
メ
ー
ト
ル
下
で
あ
っ
た
。
稜
線
は
意
外
に
広
い
が
、
中
央

峰
と
の
最
低
鞍
部
へ
の
下
り
は
や
せ
て
い
る
。
鞍
部
か
ら
頂
上
を
往
復
す

る
の
に
五
時
間
か
か
る
と
見
て
、
ビ
バ
ー
ク
用
具
の
一
部
を
デ
ポ
す
る
。

コ
ル
か
ら
二
○
○
メ
ー
ト
ル
余
り
急
な
リ
ッ
ジ
を
登
る
と
、
顕
著
な
ピ
ー

ク
が
見
え
て
き
た
。
あ
れ
が
中
央
峰
だ
と
、
互
い
に
励
ま
し
合
っ
て
そ
の

ピ
ー
ク
に
登
る
と
、
更
に
前
方
に
、
よ
り
高
く
ま
ぎ
れ
も
な
い
中
央
峰
が

そ
び
え
て
い
る
。
や
っ
ぱ
り
中
央
峰
は
高
い
。
も
う
東
峰
と
殆
ん
ど
同
じ

高
さ
に
立
っ
て
い
る
の
に
、
頂
上
は
ま
だ
上
に
あ
る
。
二
回
目
の
六
○
○

○
メ
ー
ト
ル
は
、
あ
ま
り
苦
し
く
な
い
。
先
行
の
大
沼
、
小
西
の
パ
ー
テ

ィ
が
頂
上
直
下
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
、
じ
っ
と
動
か
ず
に
待
っ
て
い

た
。
「
全
員
一
緒
に
ピ
ー
ク
を
踏
み
ま
し
よ
う
」
と
言
う
。
四
名
ピ
ー
ク

の
下
に
並
び
「
い
ち
っ
、
に
い
つ
、
さ
ん
」
で
ス
タ
ー
ト
し
、
同
時
に
頂

に
立
つ
・

セ
ワ
ー
ド
氷
河
を
隔
て
て
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
陣
．
両
冒
の
（
五
四

八
八
メ
ー
ト
ル
）
が
そ
び
え
て
い
る
。
ク
ッ
ク
三
戸
○
○
鼻
（
四
一
九
四
メ
ー

ト
ル
）
も
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冨
骨
．
く
色
目
８
冒
関
（
四
七
九
一
メ
ー
ト
ル
）
も

見
え
る
。
空
に
は
一
片
の
雲
も
な
く
、
抜
け
る
よ
う
に
青
い
。
聞
こ
え
る

の
は
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
音
だ
け
で
あ
る
。
ど
の
顔
も
、
か
つ
て
見

た
こ
と
の
な
い
程
の
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
記
念
撮
影
の
後
、
喜
び
を

か
み
し
め
る
よ
う
に
一
歩
一
歩
帰
り
の
道
を
歩
む
。
七
時
間
に
亘
る
ア
タ

ッ
ク
は
終
っ
た
。
七
名
全
員
な
ら
も
っ
と
素
晴
し
い
の
に
、
と
思
う
と
一

抹
の
心
残
り
も
あ
る
が
、
下
山
し
た
三
名
は
我
々
四
名
の
た
め
に
涙
を
の

ん
で
下
っ
た
の
だ
。
下
り
は
四
時
間
で
Ｃ
Ⅳ
に
帰
着
。
テ
ン
ト
の
中
で
頂

上
に
翻
し
た
カ
ナ
ダ
国
旗
、
日
の
丸
、
そ
し
て
部
旗
に
寄
せ
書
を
し
た
。

今
日
の
こ
の
喜
び
を
寝
袋
に
く
る
ま
っ
て
か
み
し
め
よ
う
。

七
月
一
九
日
午
前
九
時
三
○
分
、
ゆ
っ
く
り
と
撤
収
を
は
じ
め
る
。
Ｃ

Ⅲ
直
前
で
、
小
西
が
ヒ
ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
に
音
も
な
く
吸
い
込
ま
れ
た
。

が
、
幸
い
す
ぐ
引
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
今
日
は
Ｃ
Ⅱ
で
寝
る
。

七
月
二
○
日
、
快
晴
の
も
と
最
後
の
ザ
イ
ル
さ
ば
き
を
楽
し
み
な
が
ら

下
る
。
午
後
八
時
、
遂
に
懐
し
い
Ｂ
Ｃ
に
帰
っ
て
き
た
。
福
岡
隊
の
テ
ン

ト
は
雪
に
埋
も
れ
倒
れ
か
け
て
い
た
。
南
条
さ
ん
は
ど
う
し
た
の
か
と
心

配
し
た
が
、
我
々
の
デ
ポ
の
中
か
ら
先
日
連
絡
の
た
め
下
山
し
た
三
名

が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
託
し
た
手
紙
が
見
つ
か
り
、
南
条
さ
ん
は
飛
行
機
で

ク
ル
ァ
ー
ネ
ま
で
下
山
し
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。
カ
ス
カ
ワ
ル
シ
ュ

氷
河
と
ハ
ッ
バ
ー
ド
氷
河
の
分
水
嶺
に
あ
る
極
地
研
究
所
の
キ
ャ
ン
プ
か

ら
、
ク
ル
ァ
ー
ネ
ま
で
飛
行
機
に
乗
せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
聞
い
た
我
々
の
喜
び
よ
う
は
、
も
う
下
界
に
降
り
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た
か
の
よ
う
だ
。

七
月
一
二
日
、
無
人
の
氷
河
の
上
と
は
い
え
、
立
つ
烏
跡
を
に
ご
さ
ず

の
た
と
え
通
り
に
、
塵
芥
を
雪
の
中
に
埋
め
た
。
撤
収
準
備
に
一
日
を
費

す
。
七
月
一
三
日
、
雪
の
た
め
撤
収
を
延
期
し
、
つ
ぶ
れ
か
け
て
い
る
福

岡
隊
の
テ
ン
ト
を
た
た
み
、
彼
等
の
物
資
に
標
識
を
と
り
つ
け
た
。
七
月

二
七
日
、
連
日
悪
天
候
で
撤
収
出
来
ず
に
い
た
が
、
午
前
三
時
遂
に
Ｂ
Ｃ

を
撤
収
。
翌
二
八
日
、
夜
中
極
地
研
究
所
の
キ
ャ
ン
プ
に
到
着
し
た
。

約
二
箇
月
に
亘
る
登
山
に
よ
っ
て
、
我
々
は
幸
い
に
も
、
目
標
の
ロ
ー

ガ
ン
峰
に
登
頂
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
し
か
し
、
そ
の
経
過
は
こ
こ
に
述

べ
た
通
り
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
途
中
、
誤
報
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
我
々
の
行
方
不
明
が
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
勿
論
下
山
後
に
知
っ

た
の
で
あ
る
が
、
出
発
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
長
距
離
無
電
機
の
使
用

が
、
将
来
こ
の
種
の
ト
ラ
ブ
ル
を
な
く
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

付
記
関
西
学
院
大
学
カ
ナ
ダ
（
ユ
ー
コ
ン
領
州
）
探
検
隊
の
メ
ン
簿
ハ
ー
は
、

隊
長
Ｌ
・
Ｂ
・
グ
レ
ア
ム
（
四
一
歳
）
関
学
大
社
会
学
部
教
授
。

登
鑿
隊
長
室
田
欣
一
（
二
四
歳
）
商
学
部
四
年
。

隊
員
今
井
拓
雄
（
一
三
歳
）
商
学
部
四
年
。

″

千
田
一
夫
（
二
三
歳
）
経
済
学
部
四
年
。

″

大
沼
俊
勝
（
二
三
歳
）
経
済
学
部
三
年
。

″

小
西
啓
右
（
二
一
歳
）
商
学
部
三
年
。

″

新
村
岳
夫
（
二
○
歳
）
法
学
部
二
年
。

″

三
戸
田
一
郎
（
二
○
歳
）
法
学
部
二
年
。

ガ
イ
ド
ハ
ン
ス
・
モ
ー
ザ
ー
（
三
二
歳
）
。

〆

~、

山
と
き
ど
き
松
方
三
郎

チ
ャ
ム
ラ
ン
一
九
六
二
年
中
野
征
紀

サ
ル
ト
ロ
・
カ
ン
リ
登
頂
加
藤
奉
安

東
北
ネ
パ
ー
ル
一
九
六
二
年
中
尾
佐
助

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
一
周
の
旅
石
坂
照
二
郎

ビ
ッ
グ
・
ホ
ワ
イ
ト
・
ピ
ー
ク
登
頂
高
橋
照

イ
ン
ド
ラ
サ
ン
と
デ
オ
・
テ
ィ
バ
酒
井
敏
明

Ｇ
Ⅳ
の
写
真
と
サ
ラ
グ
ラ
ー
ル
峰
Ｆ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ

コ
ル
デ
ィ
エ
ラ
・
プ
ラ
ン
ヵ
吉
川
尚
郎

山
岳
会
と
日
本
ア
ル
プ
ス
地
方
三
角
測
量
の
思
い
出
高
木
菊
三
郎

台
湾
山
岳
未
到
へ
の
想
片
沼
井
鉄
太
郎

台
湾
の
山
旅
藤
田
博

青
い
雪
の
山
チ
ン
ポ
ラ
ソ
和
田
匡
弘

登
山
技
術
研
究
会
の
報
告

追
悼
武
智
直
道
氏
（
槙
有
恒
）
、
橋
本
竜
伍
氏
（
日
高
信
六
郎
）
、
大
森
明

洸
氏
（
神
谷
恭
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
年
譜
（
一
九
五
六
’
五
八
年
）

田
中
栄
蔵

馬
場
勝
嘉

会
務
報
告
・
英
文
梗
概

Ａ
５
判
二
八
○
頁
・
写
真
四
六
葉
・
地
図
二
二
面
・
定
価
千
円

★
御
希
望
の
方
は
本
会
事
務
室
或
い
は
茗
溪
堂
で
お
求
め
下
さ
い
。

山
岳
第
五
十
八
年

（
一
九
六
四
年
三
月
刊
）

L ノ
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人
口
七
千
の
小
さ
な
港
町
、
日
米
合
弁
の
ア
ラ
ス
カ
パ
ル
プ
の
本
拠
地

シ
ト
カ
。
前
庭
に
は
緑
の
芝
生
が
拡
が
り
、
裏
庭
下
に
は
白
鳥
の
遊
ぶ
湖

水
が
静
か
に
は
す
を
浮
べ
て
い
る
。
対
岸
に
は
樅
の
林
が
黒
々
と
湖
岸
ま

で
迫
り
、
そ
の
上
に
は
ス
リ
ー
・
シ
ス
タ
ー
ズ
、
ベ
ア
・
マ
ウ
ン
テ
ン
、

ア
ロ
ー
ヘ
ッ
ド
、
ク
ロ
ス
の
峰
々
の
氷
蝕
を
受
け
た
エ
イ
ギ
ュ
ー
が
、
残

雪
を
と
ど
め
て
影
を
湖
水
に
投
映
し
て
い
る
。
暖
冷
房
自
在
の
五
室
と
車

付
き
の
車
庫
。
こ
ん
な
合
宿
所
が
提
供
さ
れ
、
わ
れ
わ
れ
学
習
院
山
岳
部

ロ
ー
ガ
ン
峰
登
山
隊
八
人
は
幸
運
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

間
も
な
く
入
港
し
た
後
発
隊
も
、
入
国
手
続
、
税
関
と
も
〃
ロ
ー
ガ
ン

峰
登
山
″
〃
オ
オ
ク
レ
イ
ジ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
〃
で
全
て
Ｏ
Ｋ
。
写
真
を
撮
る

た
め
、
狩
猟
の
た
め
に
山
に
来
る
の
な
ら
ま
だ
し
も
、
山
を
登
る
だ
け
の

目
的
で
、
わ
ざ
わ
ざ
日
本
か
ら
や
っ
て
来
た
と
云
う
こ
と
は
、
こ
こ
に
住

む
ア
メ
リ
カ
人
に
は
理
解
出
来
な
い
こ
と
ら
し
い
。

ア
ラ
ス
カ
パ
ル
プ
の
方
々
の
御
好
意
を
得
て
、
一
週
間
の
準
備
と
登
山

ロ
－
ガ
ン
峰
（
一
九
六
四
年
）

川

崎
巖

前
の
体
調
を
終
え
、
七
月
二
日
い
よ
い
よ
シ
ト
カ
を
出
発
し
た
。
森
林

伐
採
主
任
が
ヘ
ェ
イ
ン
ズ
に
出
張
す
る
と
い
う
の
で
、
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
に

一
ト
ン
の
荷
物
を
積
み
こ
む
。
彼
は
か
つ
て
石
原
慎
太
郎
に
見
込
ま
れ

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ア
ラ
ス
カ
物
語
」
に
出
演
し
た
と
い
う
独
身
の
好
漢
で

あ
る
。
豪
華
な
遊
覧
を
兼
ね
た
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
に
ト
ラ
ッ
ク
ご
と
乗
船

し
た
。
ま
る
で
湖
水
か
運
河
の
よ
う
に
お
だ
や
か
な
、
狭
い
フ
ィ
ヨ
ル
ド

海
岸
線
に
は
、
氷
蝕
さ
れ
た
鋭
峰
か
ら
氷
河
が
い
き
な
り
海
に
落
ち
込
ん

で
い
て
、
そ
の
中
を
船
は
静
か
な
波
紋
を
描
き
な
が
ら
、
一
三
時
間
で
ヘ

ェ
イ
ン
ズ
に
着
い
た
。

こ
れ
よ
り
一
路
ア
ラ
ス
カ
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
を
六
三
○
マ
イ
ル
程
北
上
、

ガ
ル
カ
ナ
ま
で
一
泊
二
日
の
バ
ス
旅
行
が
始
ま
る
。
手
荷
物
持
込
制
限
一

人
五
○
キ
ロ
だ
が
、
特
別
の
は
か
ら
い
で
超
過
分
は
全
て
無
料
で
、
バ
ス

の
う
し
ろ
と
ボ
デ
ィ
ー
の
下
の
ト
ラ
ン
ク
に
入
れ
て
く
れ
る
。
運
賃
は
一

人
三
六
ド
ル
。
三
○
人
乗
り
の
バ
ス
は
、
最
初
ほ
か
に
お
客
も
な
く
、
わ

れ
わ
れ
八
人
の
貸
切
り
同
様
で
、
カ
ナ
ダ
国
境
の
税
関
も
簡
単
に
通
過
。

た
だ
変
っ
た
こ
と
は
、
両
国
国
境
を
境
い
に
、
カ
ナ
ダ
領
の
道
路
は
土
煙

り
を
た
て
る
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

標
高
一
○
○
○
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
平
原
を
、
時
速
九
○
キ
ロ
で
ひ
た

は
し
り
、
窓
に
飛
び
去
る
広
大
な
景
色
に
、
す
っ
か
り
西
部
劇
気
分
で
御

機
嫌
に
な
っ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
直
線
的
な
道
に
あ
く
び
を
し
て
い
る

運
転
手
に
、
時
々
ピ
ー
ス
を
く
わ
え
さ
せ
て
は
自
覚
さ
せ
た
。
ヘ
ェ
イ
ン

ズ
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
過
ぎ
る
と
米
松
と
樅
の
林
の
平
原
の
向
う
に
、
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峰ロ ーーガ

穂
高
の
吊
尾
根
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
山
々
が
見
え
初
め
た
。
周
囲
の
人
々

に
山
の
名
を
訊
ね
て
も
、
彼
等
に
と
っ
て
は
山
な
ど
は
全
く
興
味
の
外
で

あ
る
。
ど
れ
を
指
し
て
も
全
て
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ァ
ス
・
レ
ン
ジ
と
答
は

一
つ
で
あ
る
。

ク
ル
ア
ネ
湖
を
は
じ
め
と
す
る
湖
沼
と
湿
地
と
森
林
の
中
の
一
本
道
、

ア
ラ
ス
カ
・
ハ
イ
ウ
ェ
ー
に
は
、
行
交
う
車
も
ま
ば
ら
で
、
五
○
マ
イ
ル

間
隔
ぐ
ら
い
で
給
油
所
と
、
カ
フ
ェ
を
兼
た
は
た
ご
と
カ
マ
ポ
コ
兵
舎
の

教
会
が
点
在
す
る
だ
け
で
あ
る
。
北
上
す
る
に
つ
れ
て
米
松
と
樅
の
背
丈

が
低
く
な
っ
て
、
遂
に
荒
原
と
な
る
。
地
平
線
の
か
な
た
に
、
夜
中
の
太

陽
が
沈
む
情
景
に
は
、
も
の
の
あ
わ
れ
を
解
し
な
い
わ
れ
わ
れ
で
さ
え
、

深
い
詩
情
が
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
。
ト
ー
ク
・
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
丸
太

造
り
の
モ
ー
テ
ル
に
一
泊
。

昨
日
乗
っ
た
バ
ス
は
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
行
き
で
あ
っ
た
が
、
交
代
し
た

運
転
手
と
他
の
乗
客
の
好
意
で
、
バ
ス
を
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
行
き
に
変
更
し

て
く
れ
、
乗
換
え
な
い
で
、
ガ
ル
カ
ナ
の
飛
行
場
の
中
ま
で
送
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
運
転
手
は
戦
後
東
京
の
渋
谷
に
い
た
こ
と
が
あ
る

と
、
盛
ん
に
東
京
の
話
を
し
か
け
て
く
る
。
遠
く
旅
し
て
い
る
身
に
と
っ

て
は
、
こ
う
し
た
ア
ラ
ス
カ
に
共
通
し
た
素
朴
な
親
切
が
、
身
に
し
み
て

う
れ
し
い
。

ブ
ッ
シ
ュ
・
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、
同
志
社
隊
や
関
西
登
高

会
を
連
日
運
ん
だ
後
で
、
く
た
く
た
に
疲
れ
て
い
る
模
様
な
の
で
、
飛
行

場
と
い
っ
て
も
バ
ラ
ッ
ク
の
格
納
庫
し
か
な
い
横
の
草
む
ら
の
中
に
、
テ

ン
ト
を
張
っ
て
待
つ
こ
と
に
す
る
。
翌
日
の
夕
方
六
時
、
先
刻
ま
で
。
ヘ
ン

キ
塗
を
し
て
い
た
オ
ッ
サ
ン
の
操
縦
す
る
セ
ス
ナ
機
に
、
私
と
錦
織
が
一

五
○
キ
ロ
の
荷
物
を
膝
の
上
ま
で
積
ま
れ
て
乗
せ
ら
れ
る
。
大
湿
地
帯
の

上
を
ム
ー
ス
が
四
、
五
匹
連
れ
で
歩
い
て
い
る
の
を
眺
め
な
が
ら
一
飛
び

し
て
、
家
一
軒
な
い
狸
と
寵
の
巣
で
あ
る
荒
野
の
飛
行
場
、
メ
イ
ク
リ
ー

ク
に
降
ろ
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
、
こ
の
飛
行
機
の
事
故
に
保
険
が
効
か
な

い
の
も
当
然
だ
と
、
へ
ん
な
と
こ
ろ
に
感
心
す
る
。

七
月
一
五
日
早
朝
、
ま
だ
眠
っ
て
い
る
テ
ン
ト
に
突
風
が
吹
き
つ
け
て

き
た
と
思
っ
た
ら
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
玩
具
の
よ
う
な
飛
行
機
に
乗
っ
て
現

わ
れ
た
。
昨
日
の
よ
り
小
さ
な
、
こ
の
橇
を
つ
け
た
パ
イ
パ
ア
キ
ャ
ブ
機

は
、
私
一
人
と
七
五
キ
ロ
の
荷
物
を
積
ん
で
、
腰
を
ふ
り
ふ
り
や
っ
と
舞

上
が
る
。
蛇
行
す
る
泥
沼
の
チ
チ
ナ
川
に
添
っ
て
遡
行
、
ロ
ー
ガ
ン
氷
河

の
上
空
五
○
○
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
を
飛
び
つ
づ
け
る
。
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
氷
河
の
モ
レ
イ
ン
の
縞
が
、
飛
行
機
の
足
の
下
に
実

に
す
ば
ら
し
い
。

オ
ギ
ル
ビ
ー
氷
河
に
入
る
と
、
ロ
ー
ガ
ン
頂
上
の
プ
ラ
ト
ー
が
目
前
に

拡
ろ
が
り
、
こ
の
ま
ま
頂
上
に
着
地
出
来
そ
う
な
気
が
す
る
。
機
を
キ
ン

グ
・
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
の
上
に
着
雪
さ
せ
る
。
標
高
二
九
七
○
メ
ー
ト
ル

ま
で
足
を
使
わ
ず
に
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
来
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

北
北
東
に
ル
カ
ニ
ア
、
南
に
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア
ス
、
前
面
に
キ
ン
グ
・

コ
ル
を
望
む
白
銀
の
静
か
な
こ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
に
、
八
人
と
四
五
日

分
の
食
糧
が
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
一
昼
夜
の
間
に
集
結
し
た
。
一
月
後
の
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ローガン峰

八
月
一
五
日
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
に
飛
来
し
て
く
れ
る
こ
と
を
約
束
し
て
別
れ

る
と
、
こ
の
広
い
氷
河
上
は
わ
れ
わ
れ
八
人
の
世
界
で
あ
る
。

七
月
二
二
日
迄
の
一
週
間
で
、
キ
ン
グ
・
コ
ル
の
Ｃ
２
ま
で
全
員
の
一

二
日
分
二
○
○
キ
ロ
の
物
資
を
、
ス
キ
ー
で
運
び
あ
げ
た
。
最
初
は
ス
ケ

ー
ル
ア
ウ
ト
し
て
、
正
確
な
距
離
・
高
度
の
判
断
を
つ
け
か
ね
た
り
、
偵

察
に
出
掛
け
て
嬉
し
さ
の
あ
ま
り
炎
天
下
に
昼
寝
し
て
、
顔
や
口
唇
を
焼

け
た
だ
ら
し
て
、
夜
ヒ
イ
ヒ
イ
泣
く
者
が
出
た
り
し
た
。

連
日
の
快
晴
続
き
で
、
ロ
ー
ガ
ン
西
尾
根
末
端
と
キ
ン
グ
・
ピ
ー
ク
西

尾
根
に
挟
ま
れ
た
谷
氷
河
の
水
平
距
離
一
二
キ
ロ
、
高
度
差
二
○
○
メ

ー
ト
ル
の
こ
の
ル
ー
ト
の
帰
路
は
、
実
に
快
調
な
ス
キ
ー
コ
ー
ス
と
な
っ

た
。
炎
天
下
で
は
最
高
四
二
度
に
も
な
る
真
昼
の
暑
さ
を
避
け
、
午
前
三

時
頃
か
ら
行
動
を
開
始
し
て
、
遅
く
と
も
午
前
一
○
時
頃
ま
で
に
は
行
動

を
切
上
げ
る
。
昼
間
は
テ
ン
ト
の
出
口
に
ツ
ェ
ル
ト
ザ
ッ
ク
を
張
り
、
そ

の
下
に
エ
ア
マ
ッ
ト
を
敷
い
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
待
機
し
て
、
夕
食
後
に
ス
キ
ー

を
楽
し
み
な
が
ら
荷
上
げ
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

キ
ン
グ
・
コ
ル
の
Ｃ
２
か
ら
、
一
九
二
五
年
の
カ
ナ
ダ
隊
が
と
っ
た
中

央
峰
と
西
峰
間
に
直
接
続
く
斜
面
に
取
付
こ
う
と
、
七
月
二
五
、
六
日
に

か
け
て
前
後
七
回
偵
察
し
た
が
、
斜
面
全
体
に
亀
の
甲
羅
を
思
わ
せ
る
縦

横
に
走
っ
た
ク
レ
バ
ス
に
阻
ま
れ
て
、
進
む
こ
と
も
で
き
な
い
。
こ
の
山

の
登
山
の
時
期
と
し
て
は
、
遅
き
に
過
ぎ
て
い
た
の
だ
。
真
夏
の
氷
河
は

ズ
タ
ズ
タ
に
荒
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
が
あ
ま
り
に
順
調
で
、
ロ
ー
ガ
ン

組
み
し
易
し
と
な
め
て
か
か
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
行
手
を
阻
む
こ
の
ク

レ
バ
ス
帯
に
手
間
ど
り
覇
初
め
て
の
氷
河
と
の
格
闘
に
は
、
ク
レ
バ
ス
に

落
ち
る
隊
員
も
あ
り
、
天
候
の
下
り
坂
へ
の
明
ら
か
な
徴
候
と
重
な
り
、

登
山
期
間
中
で
最
も
追
い
詰
め
ら
れ
た
気
持
に
な
っ
た
。
私
は
こ
こ
で
全

員
登
頂
を
諦
め
て
、
短
期
間
勝
負
で
一
パ
ー
テ
ィ
で
も
頂
上
に
立
た
せ
る

よ
う
な
体
勢
に
、
切
り
か
え
る
こ
と
に
し
た
。

キ
ン
グ
・
コ
ル
か
ら
後
戻
り
し
て
、
三
八
三
○
メ
ー
ト
ル
地
点
か
ら
東

北
に
、
ロ
ー
ガ
ン
の
西
稜
に
食
込
ん
だ
カ
ー
ル
状
の
雪
面
を
、
西
稜
に
直

接
取
付
く
ル
ー
ト
が
、
偵
察
の
結
果
唯
一
の
可
能
性
を
残
し
て
い
た
。
キ

ン
グ
・
コ
ル
か
ら
新
ル
ー
ト
を
開
き
、
ス
キ
ー
で
危
い
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ

を
七
カ
所
通
過
し
て
、
四
三
○
○
メ
ー
ト
ル
に
Ｃ
３
を
建
設
す
る
こ
と
に

成
功
し
た
。

Ｃ
３
と
Ｃ
４
間
は
比
高
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
急
斜
面
で
、
雪
崩
の
危
険

も
あ
り
、
ス
キ
ー
を
捨
て
ア
イ
ゼ
ン
と
ピ
ッ
ケ
ル
の
世
界
が
始
ま
っ
た
。

最
後
の
二
○
○
メ
ー
ト
ル
は
、
不
安
定
な
雪
面
が
ま
じ
っ
て
い
る
の
で
、

ザ
イ
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
し
て
乗
切
り
、
頂
上
に
つ
な
が
る
大
雪
面
の
西
端

に
Ｃ
４
を
建
設
し
た
。

二
九
日
、
こ
の
大
雪
面
を
西
か
ら
東
に
縦
断
し
、
頂
上
に
接
近
し
よ
う

と
す
る
が
、
川
村
の
ク
レ
バ
ス
墜
落
に
出
鼻
を
挫
か
れ
、
こ
の
十
数
キ
ロ

の
大
雪
原
を
、
い
つ
落
ち
る
か
わ
か
ら
ぬ
不
安
に
支
配
さ
れ
な
が
ら
、
ヒ

ド
ン
・
ク
レ
バ
ス
の
上
を
這
う
よ
う
に
し
て
進
む
気
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。

三
○
日
二
時
、
今
度
は
キ
ン
グ
・
ピ
ー
ク
と
相
対
し
て
い
る
東
側
ピ
ー
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ク
の
側
稜
に
そ
っ
て
登
り
、
西
稜
の
ピ
ー
ク
を
一
つ
ず
つ
忠
実
に
越
し
て

進
む
。
仕
方
な
く
追
い
詰
め
ら
れ
て
採
っ
た
、
こ
の
ロ
ー
ガ
ン
峰
へ
の
新

ル
ー
ト
は
、
長
さ
と
の
苦
闘
だ
っ
た
。
南
側
の
下
に
は
、
キ
ン
グ
・
コ
ル

か
ら
中
央
峰
と
西
峰
間
に
連
ら
な
る
一
九
二
五
年
カ
ナ
ダ
隊
の
通
っ
た
広

い
雪
面
が
拡
が
り
、
そ
の
先
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
、
セ
ン
ト
・
エ
ラ
イ
ア

ス
が
、
セ
ワ
ー
ド
氷
河
上
の
雲
海
の
上
に
頭
を
出
し
て
い
る
。
後
に
は
つ

い
数
日
前
ま
で
高
く
仰
い
だ
キ
ン
グ
・
ピ
ー
ク
の
美
し
い
峰
が
低
く
見
え

る
。
北
に
は
頂
上
プ
ラ
ト
ー
の
広
い
雪
斜
面
。
そ
の
上
に
ラ
ク
ダ
の
コ
ブ

の
よ
う
に
見
え
る
北
峰
と
、
い
く
つ
か
の
コ
ブ
の
頭
が
果
し
な
く
続
き
、

そ
の
下
に
は
ロ
ー
ガ
ン
氷
河
が
遥
か
下
に
流
れ
て
い
る
。
前
面
西
稜
に

は
、
後
立
山
の
縦
走
に
似
た
い
く
つ
も
の
ピ
ー
ク
が
次
々
に
現
わ
れ
、
Ｃ

４
か
ら
中
央
峰
迄
一
三
キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
長
い
稜
線
で
あ
っ
た
。

ロ
ー
ガ
ン
は
ち
ょ
う
ど
上
の
平
ら
な
デ
コ
レ
イ
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
の
よ
う

な
形
で
、
東
西
に
か
け
て
わ
ず
か
に
高
く
、
東
峰
、
中
央
峰
、
西
峰
、
北

峰
が
峰
頭
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
他
に
も
数
多
い
コ
ブ
の
よ
う
な
凹
凸

が
い
く
つ
も
あ
る
。

第
一
次
隊
四
人
の
内
二
人
が
、
西
峰
を
直
前
に
し
て
へ
ば
り
、
川
崎
、

川
村
で
西
峰
に
一
三
時
三
○
分
に
達
し
、
二
一
時
疲
れ
て
Ｃ
４
に
帰
幕
し

た
。
こ
の
結
果
で
、
Ｃ
４
か
ら
中
央
峰
ま
で
は
長
い
と
い
う
こ
と
を
除
け

ば
、
別
に
問
題
も
な
く
、
途
中
ま
で
サ
ポ
ー
ト
を
つ
け
、
ビ
バ
ー
ク
一
泊

を
覚
悟
す
れ
ば
登
頂
は
困
難
で
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。

一
方
Ｃ
２
と
Ｃ
３
間
は
ス
ノ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
危
く
、
テ
ン
ト
間
の
連
絡

が
心
配
で
あ
る
の
と
、
食
糧
の
補
給
も
必
要
と
な
り
、
七
月
三
一
日
一
次

隊
と
二
次
隊
を
入
替
え
る
こ
と
に
し
た
。
八
月
二
日
三
時
、
高
野
、
錦

織
、
石
川
が
二
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
連
れ
て
出
発
、
五
九
○
○
メ
ー
ト
ル
に

ビ
バ
ー
ク
し
て
、
翌
三
日
三
時
に
出
発
し
た
が
、
ガ
ス
の
た
め
引
き
返
し

五
時
再
出
発
、
風
の
中
を
一
○
時
三
○
分
中
央
峰
登
頂
に
成
功
し
た
。
二

一
時
三
○
分
Ｃ
４
に
帰
幕
す
る
。
翌
四
日
は
か
な
り
疲
労
し
て
い
た
が
、

食
糧
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
昼
か
ら
全
員
Ｃ
２
ま
で
撤
収
す
る
。

い
よ
い
よ
天
候
も
悪
化
し
て
き
た
が
、
目
の
前
に
そ
び
え
る
キ
ン
グ
・

ピ
ー
ク
に
、
一
戦
も
交
え
ず
に
引
き
下
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
新
雪
の

急
斜
面
に
取
付
い
て
み
た
が
、
小
さ
な
泡
雪
崩
を
幾
度
か
か
ぶ
り
、
士
気

は
あ
が
ら
ず
、
遂
に
Ｂ
Ｃ
ま
で
引
揚
げ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
Ｂ
Ｃ
ま
で
下
る
と
、
登
頂
を
終
っ
た
後
の
あ
の
安
堵
感
と
、
そ

れ
に
伴
な
う
疲
労
し
た
よ
う
な
不
精
が
テ
ン
ト
中
を
支
配
し
、
一
方
で
は

わ
ざ
わ
ざ
ア
ラ
ス
カ
の
山
奥
に
あ
っ
て
、
生
涯
二
度
と
な
い
で
あ
ろ
う
こ

の
チ
ャ
ン
ス
に
、
迎
え
の
飛
行
機
が
来
る
迄
、
今
一
度
全
力
を
尽
し
て
挑

戦
せ
れ
ば
と
い
う
意
欲
の
交
錯
し
た
、
複
雑
な
気
持
が
各
人
各
様
に
現
わ

れ
、
毎
朝
観
天
望
気
し
て
は
、
ず
る
ず
る
食
糧
を
食
い
潰
し
て
し
ま
う
状

況
が
続
い
た
。

し
か
し
毎
朝
の
風
と
、
午
後
に
な
っ
て
湧
上
っ
て
く
る
雲
、
到
着
当
時

想
像
も
し
な
か
っ
た
Ｂ
Ｃ
近
辺
の
ク
レ
バ
ス
に
、
つ
い
に
見
切
り
を
つ

け
、
八
月
一
二
日
Ｂ
Ｃ
を
出
発
、
オ
ギ
ル
ピ
ー
氷
河
を
下
り
ロ
ー
ガ
ン
氷

河
に
出
て
、
ツ
ン
ゲ
の
チ
チ
ナ
河
が
始
ま
る
高
度
七
○
○
メ
ー
ト
ル
の
、
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ロー‐ガン峰

森
林
限
界
の
飛
行
機
中
継
地
点
ま
で
氷
河
の
道
を
歩
き
だ
し
た
。

風
邪
に
や
ら
れ
た
橋
本
と
付
添
っ
た
高
野
、
小
森
に
は
気
の
毒
で
あ
っ

た
が
後
に
残
し
、
氷
河
、
モ
レ
イ
ン
、
泥
沼
の
池
、
小
川
、
詩
情
あ
ふ
れ

る
緑
の
ア
ル
プ
と
変
化
す
る
、
一
日
一
○
キ
ロ
の
遅
々
た
る
歩
み
で
あ
っ

た
が
、
約
八
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
楽
し
い
旅
だ
っ
た
。

や
っ
と
全
景
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
ロ
ー
ガ
ン
を
振
り
返
り
、
日
本

ア
ル
プ
ス
を
幾
つ
か
寄
集
め
た
よ
う
な
、
周
囲
の
無
名
の
山
々
を
眺
め
、

騒
々
し
い
東
京
の
混
雑
と
、
ア
ラ
ス
カ
の
山
を
永
年
夢
み
て
、
今
度
は
来

れ
な
か
っ
た
山
仲
間
に
想
い
を
は
せ
る
時
、
こ
の
一
瞬
が
実
に
貴
重
な
も

の
に
思
え
、
一
歩
々
々
踏
み
し
め
て
下
っ
て
い
っ
た
。

ロ
ー
ガ
ン
登
山
を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
感
じ
た
特
長
を
列
記
す
る
と

次
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

仙
高
さ
の
割
に
比
高
が
大
き
く
、
氷
河
は
他
の
地
方
に
比
べ
て
比
較
に

な
ら
な
い
ぐ
ら
い
大
規
模
で
、
話
に
き
く
ヒ
マ
ラ
ヤ
よ
り
広
さ
と
深
さ
を

も
っ
た
ワ
イ
ル
ド
な
感
が
深
い
。
ガ
イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー
が
い
な
い
が
、
一

方
飛
行
機
が
使
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
又
新
ら
し
い
登
山
の
型
が
こ
こ
に

あ
る
と
い
え
る
。

②
登
山
シ
ー
ズ
ン
が
夏
で
、
休
み
を
利
用
し
て
短
期
間
で
登
れ
る
。
六

月
中
旬
か
ら
七
月
中
旬
ま
で
が
最
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
七
月
中
旬
以
降

は
、
天
候
の
悪
化
に
も
ま
し
て
雪
氷
面
の
融
解
が
激
し
く
、
テ
ン
ト
間
が

孤
立
す
る
危
険
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
人
の
配
置
や
、
ク
レ
、
ハ
ス
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
組
立
梯
子
等
の
準
備
は
、
特
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

③
万
一
に
備
え
て
ゞ
Ｂ
Ｃ
と
飛
行
基
地
間
の
連
絡
用
通
信
機
の
準
備
が

望
ま
し
い
。

四
六
、
七
月
を
登
頂
期
間
と
し
た
場
合
、
日
本
の
春
山
程
度
の
装
備
で

充
分
で
あ
る
の
と
、
距
離
が
近
い
た
め
比
較
的
安
い
費
用
で
行
け
る
。

⑤
ス
キ
ー
が
有
効
に
使
用
出
来
る
部
分
が
多
い
。

⑥
森
林
限
界
よ
り
低
い
と
こ
ろ
を
通
過
す
る
か
、
一
時
立
寄
る
場
合
に

は
、
野
獣
、
特
に
龍
の
た
め
に
、
護
身
用
と
し
て
の
銃
の
準
備
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
も
二
回
寵
に
襲
わ
れ
た
が
、
土
地
の
連
中
も
銃
器

な
し
で
は
決
し
て
歩
か
な
い
。

最
後
に
隊
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

隊
長
川
崎
巌
二
九
歳
昭
和
三
五
年
卒
。

第
五
次
南
極
観
測
越
冬
隊
員
。

副
隊
長
高
野
実
之
輔
二
九
〃
昭
和
三
六
年
卒
。

記
録
佐
藤
浩
幸
二
七
〃
昭
和
三
八
年
卒
。

庶
務
、
医
薬
川
村
治
朗
一
三
〃
経
済
学
部
四
年
。

会
計
、
気
象
小
森
泰
三
二
四
〃
法
学
部
四
年
。

装
備
錦
織
英
夫
二
四
〃
経
済
学
部
三
年
。

食
糧
石
川
正
弘
一
三
〃
法
学
部
三
年
。

食
糧
輸
送
橋
本
克
彦
二
○
〃
経
済
学
部
二
年
。
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ア
ル
タ
ア
ル
（
ど
冨
昆
）
は
エ
ク
ア
ド
ル
・
ア
ン
デ
ス
（
シ
己
の
の
同
２
画
１

号
Ｈ
一
四
口
。
、
）
山
系
の
東
部
山
脈
（
§
＆
筐
①
国
○
８
匙
①
目
且
）
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
、
ア
マ
ゾ
ン
の
一
大
支
流
で
あ
る
パ
ス
タ
ア
サ
河
（
四
○

願
の
国
困
）
の
源
流
域
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
山
は
他
の
エ
ク
ア
ド
ル
・
ア

ン
デ
ス
の
山
が
独
立
的
山
容
を
呈
し
て
い
る
の
に
対
し
、
連
峰
性
を
も
つ

唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
ア
ル
タ
ア
ル
は
文
字
通
り
「
祭
壇
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
が
、
ケ
チ
ュ
ア
語
で
は
「
コ
リ
ャ
ネ
ス
」
（
美
し
い
峰
）
と
云
わ

れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
キ
リ
ス
ト
教
会
の
牧
師
の
階
位
名
が
付
け
ら
れ

て
お
り
、
南
か
ら
北
へ
、
オ
ビ
ス
ポ
○
画
の
冒
（
大
僧
正
・
五
四
○
四
メ
ー
ト

ル
※
）
、
タ
ベ
ル
ナ
ク
ロ
目
農
の
旨
胃
昌
○
（
聖
堂
・
五
二
九
六
メ
ー
ト
ル
）
、
カ
ノ

ニ
ゴ
８
口
目
揖
○
（
修
道
僧
・
五
三
五
五
メ
ー
ト
ル
）
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
未
踏
峰
で
あ
る
。
（
一
九
六
三
年
七
月
に
イ
タ
リ
ア
山

ア
ル
タ
ァ
ル
連
峰
オ
ビ
ス
ポ
峰
登
頂

Ⅱ
一
九
六
四
年
第
二
次
エ
ク
ア
ド
ル
・
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
の
記
録
Ⅱ

岳
会
の
メ
ン
バ
ー
ニ
名
が
、
主
峰
オ
ビ
ス
ポ
に
登
頂
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
入
っ
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
彼
等
は
気
象
条
件
の
た
め
か
、
左
側
の

岩
の
ピ
ー
ク
Ⅱ
最
高
峰
よ
り
二
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
低
い
と
思
わ
れ
る
Ⅱ
を

主
峰
頂
上
と
誤
認
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
）

※
標
高
は
ま
ち
ま
ち
で
、
ア
ル
ト
ゥ
ロ
・
ア
イ
ヒ
ラ
ア
（
鈩
具
目
○
国
。
匡
曾
）
の

ヨ
ク
ア
ド
ル
の
雪
と
森
』
（
目
①
ぐ
の
望
静
辱
四
の
ロ
胃
巨
昌
日
）
の
年
表
に
は
五

四
○
四
メ
ー
ト
ル
、
エ
ク
ア
ド
ル
陸
軍
地
理
研
究
所
の
一
○
○
万
分
の
一
の
地
図

で
は
五
三
一
九
メ
ー
ト
ル
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
テ
ラ
ン
（
印
鼬
ｐ
ａ
ｍ
ｏ
Ｃ
弓
関
動
己
）

の
ヨ
ク
ア
ド
ル
の
地
理
』
（
⑦
①
○
四
具
屋
号
｝
圃
。
匡
農
日
）
に
は
五
三
二
○
メ

ー
ト
ル
と
し
て
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
持
参
し
た
高
度
計
・
気
圧
計
で
測
定
し
た
と

こ
ろ
で
は
約
五
三
二
○
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

一
九
六
一
年
早
稲
田
大
学
探
検
部
（
和
田
匡
弘
隊
長
）
が
試
登
（
「
山

宮
野
準
舟ム
イロ
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アルタアル連峰・オビスポ峰登頂

岳
」
第
五
八
年
参
照
）
し
て
き
た
資
料
に
基
き
、
一
九
六
三
年
わ
れ
わ
れ
早
稲

田
大
学
山
の
会
及
び
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
エ
ク
ア
ド
ル
・
ア
ン

デ
ス
特
に
未
踏
峰
ア
ル
タ
ア
ル
及
び
カ
ヤ
ン
ベ
登
頂
の
計
画
が
準
備
さ
れ

た
。
写
真
、
ス
ラ
イ
ド
で
み
る
ア
ル
タ
ア
ル
は
オ
ビ
ス
ポ
峰
※
を
始
め
と

し
て
、
そ
の
登
頂
の
可
能
性
を
信
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
鋭
さ
を
誇
る
山
で

あ
っ
た
。

※
一
八
八
○
年
こ
の
地
を
訪
れ
、
数
々
の
初
登
頂
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
た
イ
ギ
リ

ス
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
ン
・
ハ
ー
は
、
そ
の
箸
『
赤
道
の
大
ア
ン
デ
ス
の
旅
』

（
弓
国
ぐ
①
一
砂
色
目
○
局
“
芹
昏
①
⑦
吋
①
胃
津
昌
①
ｍ
旦
国
名
画
８
蜀
）
の
中
で
、
オ
ビ

ス
ポ
峰
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー
と
対
比
さ
せ
て
こ
う
表
現
し
て

い
る
。
「
最
高
峰
は
噴
火
口
（
カ
ル
デ
ラ
湖
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
の
底
か
ら
三
五

○
○
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
○
六
七
メ
ー
ト
ル
）
も
せ
り
上
っ
て
お
り
、
そ
の
絶
壁
は

ア
イ
ガ
ー
の
最
も
険
し
い
部
分
よ
り
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
」

わ
れ
わ
れ
一
行
七
名
は
皆
、
海
外
遠
征
は
初
め
て
で
あ
り
、
隊
長
が
二

十
七
歳
（
当
時
）
、
隊
の
平
均
年
齢
が
二
十
四
歳
と
い
う
若
輩
の
パ
ー
テ

ィ
ー
だ
っ
た
が
、
学
生
時
代
か
ら
の
気
心
の
し
れ
た
仲
間
ば
か
り
で
あ
っ

時
期
は
ア
ン
デ
ス
の
乾
燥
期
と
い
わ
れ
る
六
月
・
七
月
を
選
ん
だ
が
、

ア
ル
タ
ア
ル
で
は
入
山
期
間
四
十
日
中
、
快
晴
日
数
わ
ず
か
三
日
と
い
う

天
候
で
あ
っ
た
。
装
備
・
食
糧
に
は
特
に
独
創
的
な
も
の
は
な
か
っ
た

が
、
乾
燥
期
の
ア
ン
デ
ス
山
系
で
特
異
性
を
発
揮
す
る
と
い
う
ア
ル
タ
ァ

ル
の
気
象
観
測
と
、
地
形
測
量
の
た
め
の
器
材
を
持
上
げ
る
こ
と
が
で

た
。

き
、
所
期
の
目
的
を
あ
る
程
度
達
成
で
き
た
こ
と
は
、
登
頂
と
共
に
嬉
し

か
っ
た
。

一
九
六
四
年
五
月
十
六
日
朝
、
船
は
暑
い
グ
ワ
ヤ
キ
ル
港
に
錨
を
お
ろ

し
た
。
通
関
手
続
も
簡
単
に
エ
ク
ア
ド
ル
に
第
一
歩
を
踏
む
。
十
八
日
、

ト
ラ
ッ
ク
に
一
・
五
ト
ン
の
荷
物
を
載
せ
、
ア
ル
タ
ア
ル
の
登
山
根
拠
地

と
も
い
う
べ
き
リ
オ
バ
ン
バ
に
向
う
。

リ
オ
バ
ン
バ
は
チ
ン
ポ
ラ
ッ
ソ
（
六
三
一
○
メ
ー
ト
ル
）
と
ア
ル
タ
ア
ル

に
は
さ
ま
れ
た
、
標
高
二
六
○
○
メ
ー
ト
ル
の
静
か
な
石
畳
み
の
古
い
街

で
あ
る
。
リ
オ
バ
ン
バ
で
は
関
係
方
面
の
挨
拶
や
現
地
調
達
物
資
の
購

入
、
キ
ャ
ラ
、
ハ
ン
用
の
馬
・
ロ
バ
の
予
約
に
数
日
忙
殺
さ
れ
る
。

五
月
二
十
五
日
、
い
よ
い
よ
一
・
五
ト
ン
の
荷
物
と
共
に
ア
ル
タ
ァ
ル

に
向
う
。
ト
ラ
ッ
ク
の
窓
か
ら
み
る
ア
ル
タ
ァ
ル
は
、
ま
さ
に
「
美
し
い

峰
」
で
あ
る
。
リ
オ
・
タ
ラ
ウ
の
出
合
で
一
日
五
ス
ク
レ
ー
（
約
一
○
○

円
）
で
予
約
し
て
お
い
た
ロ
バ
、
馬
に
荷
を
載
せ
替
え
、
文
明
の
社
会
か

ら
離
別
す
る
・
途
中
、
イ
ン
デ
ィ
オ
達
の
部
落
を
み
な
が
ら
、
急
に
降
り

だ
し
た
夕
立
の
中
を
ア
シ
ェ
ン
ダ
（
農
場
）
に
着
く
。

二
十
六
日
、
前
日
ロ
季
ハ
と
馬
が
重
労
働
を
し
た
と
か
で
、
な
か
な
か
馬

方
の
イ
ン
デ
ィ
オ
達
と
の
間
に
商
談
が
ま
と
ま
ら
な
い
。
結
局
、
十
時
過

ぎ
タ
バ
コ
の
威
力
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
始
ま
る
。
ロ
バ
・
馬
の
数
が
予
定
の

半
分
し
か
集
ま
ら
ず
、
二
日
間
に
分
か
れ
て
ベ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
（
Ｂ
Ｃ
）

入
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
発
隊
の
宮
野
、
角
田
、
早
川
、
青
木
は
こ
こ
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数
日
来
の
雨
で
ド
ロ
ン
コ
に
な
っ
た
急
坂
を
、
ロ
や
ハ
と
馬
の
尻
追
い
を
助

け
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
田
園
風
景
を
楽
し
み
つ
つ
旅
を
続
け
る
。
高
山
病

に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
リ
オ
・
チ
ャ
ン
ポ
の
谷
音
を
聞
き
な
が
ら
進

む
。
途
中
径
が
土
砂
で
く
ず
れ
落
ち
て
お
り
、
ノ
ン
ビ
リ
と
径
の
出
来
上

る
ま
で
待
つ
・
夕
刻
、
濃
い
ガ
ス
に
包
ま
れ
た
三
九
○
○
メ
ー
ト
ル
の
草

原
地
帯
の
Ｂ
Ｃ
予
定
地
に
着
く
。

二
十
七
日
、
後
発
の
村
田
、
松
村
、
小
林
が
Ｂ
Ｃ
に
集
る
。
途
中
ロ
バ
が

谷
へ
落
込
ん
だ
が
、
幸
い
軽
い
怪
我
程
度
で
す
ん
だ
。
Ｂ
Ｃ
は
馬
蹄
型
に

連
ら
な
る
ア
ル
タ
ァ
ル
連
峰
を
目
前
に
、
左
右
を
急
な
草
付
の
尾
根
に
は

さ
ま
れ
た
牧
草
帯
で
あ
る
。
や
が
て
五
張
り
の
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
気
象
観

測
用
の
器
具
が
設
置
さ
れ
る
。
Ｂ
Ｃ
の
正
面
に
見
る
ア
ル
タ
ア
ル
に
は
懸

垂
氷
河
が
か
か
り
、
と
き
お
り
谷
間
一
杯
に
雪
崩
の
音
を
響
か
せ
る
。
夜

は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ラ
ン
プ
が
ホ
テ
ル
・
ア
ル
タ
ア
ル
を
明
る
く
す
る
。

二
十
八
・
九
日
と
終
日
Ｂ
Ｃ
の
整
理
に
忙
殺
さ
れ
る
。
天
候
は
乾
燥
期

と
い
う
の
に
、
湿
度
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
と
良
く
な
い
。

三
十
日
、
前
日
の
プ
リ
ズ
ム
に
よ
る
ル
ー
ト
偵
察
を
検
討
し
た
結
果
、

や
は
り
正
面
攻
撃
は
不
可
能
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
一
九
六
一
年
の

一
次
隊
が
開
拓
し
て
く
れ
た
オ
ビ
ス
ポ
西
稜
、
南
稜
を
越
え
て
、
オ
ビ
ス

ポ
氷
河
に
出
る
こ
と
に
す
る
。
湿
原
地
帯
を
横
切
り
、
草
付
尾
根
を
西
稜

コ
ル
へ
と
荷
上
げ
が
開
始
す
る
。
コ
ル
の
シ
メ
は
ゴ
ル
ジ
ュ
状
の
荒
れ
た

不
安
定
な
岩
場
で
、
荷
上
げ
の
ル
ー
ト
と
し
て
は
余
り
快
適
と
は
い
え
な

い
。

三
十
一
日
、
西
稜
コ
ル
へ
と
荷
上
げ
が
続
く
。
偵
察
に
出
た
角
田
の
報

告
に
よ
り
、
西
稜
を
ま
い
た
雪
原
に
Ｃ
１
を
建
設
す
る
こ
と
に
す
る
。
標

高
四
四
九
○
メ
ー
ト
ル
、
Ｂ
Ｃ
か
ら
軽
い
荷
物
で
四
時
間
の
登
高
で
あ
る
。

六
月
一
・
二
日
、
Ｃ
１
へ
の
荷
上
げ
が
続
き
、
夕
方
近
く
Ｃ
１
が
建
設

さ
れ
る
。
視
界
が
ひ
ら
け
る
。
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク
か
ら
長
く
尾

を
引
く
南
稜
の
彼
方
に
、
オ
ビ
ス
ポ
氷
河
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
鈍
い
光
を
な

げ
か
け
る
。
時
折
り
か
か
る
雲
の
流
れ
の
合
間
に
望
む
主
峰
は
、
圧
倒
的

な
鋭
さ
を
誇
示
し
て
い
る
。

三
日
、
曇
。
引
続
き
天
気
は
悪
い
・
角
田
、
松
村
の
二
人
が
登
筆
ル
ー

ト
の
開
拓
を
西
稜
と
南
稜
上
部
に
求
め
る
。
西
稜
は
カ
ル
デ
ラ
湖
と
中
央

懸
垂
氷
河
を
見
る
ア
レ
ー
ト
で
、
頂
上
へ
の
最
短
距
離
で
は
あ
る
が
、
途

中
で
切
落
ち
て
通
過
は
不
可
能
。
や
む
な
く
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
・
ピ
ー
ク

直
下
か
ら
西
稜
ぞ
い
に
南
へ
落
ち
て
い
る
氷
河
に
挑
む
。
末
端
か
ら
ス
タ

カ
ッ
ト
で
登
る
が
、
上
部
に
行
く
に
し
た
が
い
亀
裂
が
縦
横
に
は
し
り
、

最
後
の
垂
直
の
氷
壁
で
絶
望
的
と
な
る
。
一
度
戻
っ
て
南
稜
上
部
に
ル
ー

ト
を
探
す
。
取
付
き
迄
は
ゆ
る
い
雪
原
が
続
く
。
南
稜
は
火
山
岩
の
脆
い

岩
肌
を
露
わ
し
取
付
地
点
は
見
当
ら
な
い
。
や
っ
と
打
っ
た
ハ
ー
ケ
ン
を

頼
り
に
登
っ
た
浮
石
の
ル
ン
ゼ
の
彼
方
は
、
オ
ビ
ス
ポ
氷
河
迄
数
百
メ
ー

ト
ル
も
切
落
ち
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｃ
２
は
南
稜
を
越
し
た
オ
ピ

ス
ポ
氷
河
上
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

五
目
青
木
、
小
林
が
代
っ
て
濃
い
ガ
ス
の
中
を
南
稜
下
部
を
偵
察
、

運
よ
く
南
稜
か
ら
氷
河
へ
の
下
降
点
（
四
六
八
五
メ
ー
ト
ル
・
南
稜
コ
ル
）
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を
見
つ
け
て
帰
っ
て
く
る
。

六
日
、
角
田
、
早
川
、
松
村
が
Ｃ
２
迄
の
ル
ー
ト
エ
作
と
キ
ャ
ン
プ
・

サ
イ
ト
の
偵
察
。
村
田
、
青
木
、
小
林
の
荷
上
げ
が
続
く
。
Ｃ
１
か
ら
南

稜
へ
の
ル
ー
ト
は
一
旦
雪
原
に
降
り
、
再
び
急
な
ゴ
ル
ジ
ュ
状
の
岩
場
を

登
る
。
こ
こ
に
三
ヵ
所
、
ザ
イ
ル
二
○
○
メ
ー
ト
ル
を
フ
ィ
ッ
ク
ス
す

る
。
南
稜
の
コ
ル
は
さ
す
が
に
風
が
強
い
。
コ
ル
か
ら
氷
河
へ
の
下
り
口

は
岩
が
か
ぶ
さ
り
、
大
き
な
氷
塊
か
ら
ツ
ラ
ラ
が
下
っ
て
い
る
。
右
側
は

ラ
グ
ウ
ナ
・
ベ
ル
デ
ま
で
三
○
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
切
落
ち
て
い
る
。
こ
こ

に
８
ミ
リ
．
ザ
イ
ル
四
○
メ
ー
ト
ル
を
固
定
。
左
側
は
穂
高
の
屏
風
岩
を

二
倍
に
し
た
よ
う
な
岩
肌
が
続
き
圧
倒
的
だ
。
Ｃ
２
予
定
地
は
広
大
な
オ

ビ
ス
ポ
氷
河
を
か
な
り
登
り
つ
め
た
プ
ラ
ト
ー
に
決
め
る
。
Ｃ
１
か
ら
の

所
要
時
間
は
お
よ
そ
五
時
間
。

七
日
、
角
田
、
青
木
は
Ｃ
２
か
ら
登
頂
ル
ー
ト
偵
察
。
早
川
、
松
村
、

小
林
は
Ｃ
２
へ
の
荷
上
げ
に
往
復
す
る
。
久
し
ぶ
り
に
晴
上
っ
た
Ｃ
２
か

ら
仰
ぐ
最
高
峰
は
、
氷
を
ま
と
っ
た
鋭
い
穂
先
を
天
空
に
突
き
さ
し
て
い

る
。
角
田
、
青
木
の
二
人
は
西
稜
、
南
稜
の
分
岐
点
、
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
・
ピ
ー
ク
か
ら
の
ル
ー
ト
と
、
主
峰
か
ら
南
に
派
生
す
る
短
か
い
急
傾

斜
の
氷
に
お
お
わ
れ
た
尾
根
か
ら
の
ル
ー
ト
を
偵
察
。
前
の
ル
ー
ト
は
無

数
の
針
峰
が
あ
り
通
過
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
一
旦
戻
っ
て
氷
の
尾
根

へ
の
取
付
点
を
求
め
て
、
氷
河
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
を
ぬ
い
な
が
ら
登
る
。
こ

の
尾
根
か
ら
切
落
ち
た
、
平
均
七
○
度
の
傾
斜
を
も
つ
氷
の
ル
ン
ゼ
（
入

口
に
俵
の
蓋
の
よ
う
な
岩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
ル
ン
ゼ
を
「
タ
ワ

ラ
の
ル
ン
ゼ
」
と
呼
ん
だ
）
を
登
れ
ば
、
登
頂
に
可
能
な
ル
ー
ト
が
開
け
る

こ
と
を
確
認
し
て
、
午
後
四
時
Ｃ
２
に
帰
っ
て
く
る
。

八
日
、
角
田
、
青
木
、
小
林
の
三
人
は
氷
の
尾
根
に
取
付
く
た
め
朝
七

時
Ｃ
２
を
後
に
す
る
。
タ
ワ
ラ
の
ル
ン
ゼ
は
約
二
○
○
メ
ー
ト
ル
、
左
側

の
岩
に
ハ
ー
ケ
ン
を
連
打
し
て
登
る
。
傾
斜
は
ほ
と
ん
ど
垂
直
に
感
じ
ら

れ
、
出
口
は
大
き
く
せ
り
出
し
た
雪
庇
に
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。
蒼
氷
に
ア

イ
ス
・
ハ
ー
ケ
ン
を
二
本
打
ち
こ
み
吊
り
上
げ
気
味
に
乗
越
す
。
上
は
わ

れ
わ
れ
が
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
と
呼
ぶ
氷
河
の
基
部
迄
、
雪
の
リ
ッ
ジ
が
三
○

○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
続
い
て
い
る
。
Ｃ
２
か
ら
プ
リ
ズ
ム
で
み
た
と
き
は
、

こ
の
リ
ッ
ジ
は
台
地
状
に
思
わ
れ
た
が
、
と
て
も
キ
ャ
ン
プ
を
出
せ
る
よ

う
な
場
所
は
み
あ
た
ら
な
い
。
Ｃ
３
を
こ
こ
に
出
せ
な
い
と
な
る
と
、
こ

の
上
に
は
絶
対
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
う
し
て
も
Ｃ
２
か
ら
の
ア

タ
ッ
ク
に
な
る
。
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
の
氷
河
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
帯
を
苦
闘
し
て

開
拓
し
た
三
人
は
、
最
後
の
シ
メ
が
悪
く
て
時
間
切
れ
。
ど
う
に
か
登
頂

へ
の
手
が
か
り
を
得
て
、
夜
晩
く
真
白
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。

十
日
、
早
川
、
松
村
の
二
人
は
今
日
こ
そ
頂
上
に
立
て
る
こ
と
を
期
し

て
Ｃ
２
を
出
る
。
し
か
し
結
果
は
前
回
同
様
、
頂
上
の
直
下
約
五
三
○
○

メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
テ
ラ
ス
に
達
し
な
が
ら
、
時
間
切
れ
に
涙
を
の
む
。

次
の
記
述
は
松
村
隊
員
の
手
記
で
あ
る
。

ｌ
前
日
早
川
と
松
村
の
二
人
は
、
快
晴
の
Ｃ
２
へ
午
前
中
に
入
り
の

ん
び
り
過
ご
す
。
久
し
振
り
の
青
空
を
楽
し
む
。
天
幕
の
内
に
い
て
も
ゴ

ー
グ
ル
無
し
で
は
ま
ぶ
し
く
て
、
天
井
を
見
て
い
ら
れ
な
い
程
の
強
烈
な
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太
陽
で
あ
る
。
プ
リ
ズ
ム
で
何
回
も
ル
ー
ト
を
再
確
認
し
、
ス
ケ
ッ
チ
を

作
る
。
夜
は
満
天
の
星
が
輝
く
。
装
備
の
点
検
を
済
ま
せ
、
心
の
た
か
ぶ

り
と
幾
分
緊
張
し
た
気
持
を
噛
み
し
め
る
よ
う
に
し
て
、
シ
ュ
ラ
フ
に
も

ぐ
り
込
む
。

十
日
五
時
、
テ
ル
モ
ス
に
作
っ
て
お
い
た
水
で
、
気
の
進
ま
ぬ
朝
食
を

摂
る
。
前
回
の
結
果
か
ら
考
え
て
も
、
登
り
に
か
な
り
の
時
間
を
要
し
、

体
力
の
消
耗
も
激
し
く
、
下
り
の
安
全
を
期
す
る
た
め
に
は
、
ピ
ヴ
ァ
ク

出
来
る
装
備
を
担
い
で
行
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
四
食
分
の
食
糧
と
固
形
燃

料
、
ツ
ェ
ル
ト
を
用
意
す
る
。

タ
ワ
ラ
の
ル
ン
ゼ
迄
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
帯
の
雪
が
締
っ
て
い
る
間
に
高
度

を
稼
ぐ
。
薄
く
流
れ
て
い
た
ガ
ス
が
晴
れ
、
サ
ン
ガ
イ
（
五
二
三
○
メ
ー
ト

ル
）
の
噴
煙
が
指
呼
の
問
に
見
え
、
南
稜
の
針
峰
が
バ
ラ
色
に
染
ま
る
。

ル
ン
ゼ
基
部
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
の
縁
を
捲
い
て
ザ
イ
ル
を
結
ぶ
。
ル
ン
ゼ
の

左
側
の
脆
い
岩
に
そ
っ
て
ハ
ー
ケ
ン
が
打
た
れ
て
い
る
。
ザ
イ
ル
に
触
れ

率
た
湿
雪
が
ポ
ー
ル
と
な
っ
て
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
落
下
し
て
行
く
。
三
ピ

懇
ツ
チ
で
乗
越
し
の
雪
庇
に
到
る
。
庇
の
下
の
蒼
氷
に
ガ
ッ
チ
リ
喰
い
込
ん

彦
だ
ハ
ー
ケ
ン
を
頼
り
に
身
を
反
ら
せ
、
反
対
側
に
ホ
ー
ル
ド
を
刻
む
。
こ

ず
こ
か
ら
あ
の
い
や
な
雪
の
リ
ッ
ジ
が
待
ち
か
ま
え
る
。
モ
ン
ハ
・
グ
ラ
ン

嘩劃
デ
側
は
等
ハ
ッ
サ
リ
切
落
ち
、
下
は
茶
色
に
汚
ご
れ
た
ク
レ
ヴ
ァ
ス
や
セ
ラ

ルア
ッ
ク
ス
が
、
不
気
味
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。
傾
斜
は
あ
ま
り
感
じ
な
い
が
、

ダル
グ
サ
グ
サ
の
雪
と
下
の
氷
が
ア
イ
ゼ
ン
に
ぴ
っ
た
り
と
し
な
い
で
、
緊
張

ア

さ
せ
ら
れ
る
。

天
に
突
き
刺
さ
る
よ
う
に
ピ
ー
ク
が
誓
え
て
い
る
。
圧
倒
さ
れ
る
程
の

見
事
さ
だ
。
傾
斜
が
急
に
な
る
と
、
緑
が
雪
庇
状
に
張
り
出
し
た
ク
レ
ヴ

ァ
ス
に
ぶ
つ
か
る
。
そ
の
縁
を
ピ
ッ
ケ
ル
と
パ
イ
ル
を
支
点
に
し
て
、
吊

り
上
げ
気
味
に
越
す
。
よ
う
や
く
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
の
下
に
出
る
。
十
二
時

だ
。
夢
中
で
気
ず
か
な
か
っ
た
が
意
外
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
地
形

的
に
電
波
が
伝
わ
ら
な
い
の
か
、
無
線
機
に
は
何
の
反
応
も
な
い
。
昼
食

を
摂
る
。
全
ル
ー
ト
で
唯
一
の
二
人
並
ん
で
腰
を
下
せ
る
処
だ
。

最
後
の
急
傾
斜
か
ら
流
れ
る
氷
河
が
階
段
状
に
ク
レ
ヴ
ァ
ス
と
な
り
、

巨
大
な
氷
柱
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
氷
河
は
幅
約
三
○
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

は
二
○
○
メ
ー
ト
ル
位
い
だ
ろ
う
か
。
腰
を
下
し
て
い
た
そ
の
ま
ま
の
位

置
で
ト
ッ
プ
の
早
川
を
確
保
す
る
。
確
保
点
か
ら
ク
レ
ヴ
ァ
ス
を
右
に
廻

り
こ
ん
で
行
き
、
ト
ッ
プ
の
姿
は
見
え
な
く
な
る
。
時
々
わ
ず
か
に
ザ
イ

ル
が
延
び
、
右
手
の
岩
に
叩
き
込
む
ハ
ー
ケ
ン
の
音
が
聞
こ
え
、
ス
ノ
ー

ポ
ー
ル
が
飛
ん
で
く
る
。
吊
り
上
げ
気
味
に
四
○
メ
ー
ト
ル
一
杯
に
ザ
イ

ル
が
延
び
る
の
に
一
時
間
は
要
し
た
。
上
を
見
る
と
身
体
が
仰
向
け
に
は

が
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
前
に
ア
タ
ッ
ク
し
た
角
田
の
言
か
ら
、
こ
の
右

側
の
尾
根
の
岩
に
移
る
ポ
イ
ン
ト
は
聞
い
て
い
た
が
、
も
っ
と
下
方
か
ら

岩
を
登
り
右
手
に
廻
込
む
ル
ー
ト
が
探
せ
そ
う
な
気
が
し
て
、
何
度
も
岩

に
取
付
い
て
み
た
が
、
リ
ス
も
ホ
ー
ル
ド
も
得
ら
れ
ず
断
念
す
る
。
結
果

的
に
も
、
た
と
え
下
の
岩
か
ら
直
上
し
て
も
、
最
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
邪
魔

さ
れ
る
こ
と
に
変
り
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
以
上
直
上
は
不
可
能
と
思
わ
れ

る
あ
た
り
に
、
赤
茶
化
た
岩
が
あ
り
前
回
の
ル
ー
ト
に
達
す
る
。
浅
い
ル
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一

ン
ゼ
状
の
部
分
に
か
な
り
太
い
リ
ス
が
走
り
、
ハ
ー
ケ
ン
が
打
た
れ
て
い

る
が
、
確
信
の
あ
る
も
の
は
少
な
そ
う
だ
。
南
国
の
山
の
太
陽
は
明
る
い

が
、
時
計
は
既
に
十
六
時
を
示
し
て
い
る
。
Ｃ
２
方
面
も
晴
れ
わ
た
り
黄

色
い
天
幕
が
白
の
世
界
に
映
え
て
い
る
。

今
日
Ｂ
Ｃ
か
ら
登
っ
て
き
た
隊
長
と
村
田
の
姿
か
、
人
影
が
二
つ
小
さ

く
見
え
て
い
る
。
激
励
の
コ
ー
ル
も
良
く
届
く
。

こ
こ
で
再
び
早
川
が
ト
ッ
プ
に
な
り
、
ア
ブ
ミ
三
台
を
掛
け
替
え
て
登

る
。
こ
の
部
分
は
高
度
に
し
て
三
○
メ
ー
ト
ル
程
だ
が
、
そ
の
何
倍
に
も

感
じ
ら
れ
る
。
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
の
高
度
で
の
吊
り
上
げ
は
や
は
り
苦

し
い
。
上
は
風
化
し
た
ボ
ロ
ポ
ロ
の
岩
で
小
さ
な
テ
ラ
ス
に
な
っ
て
い

る
。
頂
上
は
、
こ
の
テ
ラ
ス
か
ら
垂
直
の
段
を
越
え
れ
ば
勝
算
が
得
ら
れ

る
。
ｌ
頂
上
は
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
。
ハ
ー
ケ
ン
は
全
く
利
か
ず
直
上
は

考
え
ら
れ
な
い
。
左
側
は
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
の
氷
河
か
ら
ハ
ン
グ
気
味
に
な

っ
て
お
り
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
残
る
右
方
は
腐
っ
た
雪
を
数
メ
ー
ト

ル
・
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
確
実
な
ハ
ー
ケ
ン
が
一
本
取

付
き
に
打
て
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
試
す
気
に
は
な
れ
な
い
。
下
は
数

百
メ
ー
ト
ル
一
気
に
切
落
ち
て
い
る
。
ト
ッ
プ
を
確
保
す
る
に
も
、
左
方

の
凹
部
に
身
体
を
押
し
つ
け
る
だ
け
で
は
最
上
の
方
法
と
は
云
え
な
い
。

し
か
し
、
頂
上
は
手
の
と
ど
き
そ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
。
太
陽
も
沈
み
か

け
て
寒
く
な
る
。
全
く
暗
く
な
る
前
に
ビ
ヴ
ァ
ク
・
プ
ラ
ッ
ッ
迄
降
り
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
体
力
も
気
力
も
限
界
だ
っ
た
ろ
う
。
早
川
に
う
な
が

さ
れ
て
氷
河
へ
降
り
る
。
疲
労
の
た
め
か
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
な
り
、
つ
ま
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実
際
、
わ
れ
わ
れ
は
憂
欝
だ
っ
た
。
日
本
を
出
発
す
る
と
き
は
、
ア
ル

率
タ
ァ
ル
連
峰
を
縦
走
す
る
ん
だ
と
意
気
込
ん
で
い
た
の
に
、
量
局
峰
一
つ

轤
も
登
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
と
一
○
メ
ー
ト
ル
が
ど
う
し
て
も
こ
え
ら

オ唾
れ
な
い
。
前
半
の
天
気
の
悪
さ
に
比
し
て
、
こ
こ
数
日
は
や
や
天
気
が
安

苛
定
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
間
に
ど
う
に
か
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
先
の

率
不
安
は
つ
の
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
ア
タ
ッ
ク
対
策
を
強
化
す
る
た
め
Ｃ
２

レア
を
増
設
。

吻
し
か
し
、
十
三
日
か
ら
ア
ル
タ
ア
ル
を
襲
っ
た
猛
風
雪
は
、
二
十
二
日

ノア
迄
息
を
つ
く
暇
も
あ
た
え
ず
、
人
間
の
能
力
が
如
何
に
微
々
た
る
も
の
で

ら
ぬ
ス
リ
ッ
プ
を
す
る
。
昼
食
を
摂
っ
た
五
二
○
○
メ
ー
ト
ル
の
位
置
で

予
定
通
り
ビ
ヴ
ァ
ク
の
仕
度
に
取
り
か
か
る
。
ザ
イ
ル
の
結
び
目
は
完
全

に
凍
っ
て
解
け
な
い
。
風
は
無
い
が
寒
さ
は
か
な
り
厳
し
い
・
Ｃ
２
と
交

信
す
る
。
予
定
通
り
今
日
主
峰
に
登
っ
て
い
れ
ば
、
明
日
は
隊
長
、
村
田

の
二
人
は
、
モ
ン
ハ
・
グ
ラ
ン
デ
の
魅
力
溢
れ
る
氷
の
尾
根
を
ア
タ
ッ
ク

す
る
予
定
だ
っ
た
の
だ
が
・
・
・
…
。

ビ
ヴ
ァ
ク
の
わ
れ
わ
れ
を
力
ず
け
る
よ
う
に
、
い
つ
ま
で
も
天
幕
の
外

に
ラ
イ
ト
が
揺
れ
て
い
る
。
ツ
ェ
ル
ト
を
被
り
ア
イ
ゼ
ン
を
外
し
、
衣
類

の
あ
り
っ
た
け
を
着
込
む
。
メ
タ
を
時
々
燃
や
す
。
火
を
消
し
た
と
た
ん

に
寒
さ
が
全
身
を
包
む
。
い
つ
し
か
眠
り
込
む
。
寒
さ
に
気
付
い
て
起
き

上
る
と
、
早
川
が
大
声
で
歌
っ
て
い
る
。
明
方
の
冷
込
み
は
一
段
と
厳
し

く
、
太
陽
を
ひ
た
す
ら
待
ち
焦
が
れ
た
。
Ｉ

あ
る
か
を
痛
切
に
感
ず
る
。
Ｃ
２
、
Ｃ
１
の
天
幕
は
完
全
に
雪
に
埋
ま
り
、

西
稜
の
ゴ
ル
ジ
ュ
も
氷
化
し
、
コ
ル
に
は
大
き
な
雪
庇
が
で
き
る
。
Ｂ
Ｃ

に
も
雪
が
降
る
。

二
十
日
、
風
雪
の
中
を
全
員
Ｂ
Ｃ
に
下
る
。
天
幕
内
で
連
日
風
雪
に
い

た
め
つ
け
ら
れ
て
い
た
隊
員
の
体
力
は
、
か
な
り
低
下
し
て
い
た
が
、
下

山
を
一
週
間
延
期
し
て
最
後
の
機
会
を
う
か
が
う
こ
と
に
す
る
。

二
十
三
日
、
さ
し
も
の
風
雪
も
よ
う
や
く
静
ま
り
、
午
後
か
ら
再
び
陽

光
が
Ｂ
Ｃ
を
明
る
く
す
る
。

二
十
四
日
、
角
田
、
早
川
、
青
木
、
松
村
、
小
林
の
五
人
が
快
晴
と
な

っ
た
Ｃ
１
に
入
る
。
ル
ー
ト
は
更
に
悪
化
し
、
ラ
ッ
セ
ル
に
苦
労
す
る
。

二
十
五
日
、
青
木
、
松
村
、
小
林
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
角
田
、
早
川

が
Ｃ
２
に
入
る
。
二
十
六
日
、
二
十
七
日
と
再
び
風
雪
と
な
り
、
タ
ワ
ラ

の
ル
ン
ゼ
附
近
は
雪
崩
の
巣
と
な
っ
て
い
る
旨
が
、
Ｃ
１
を
中
継
し
て
無

電
機
に
入
っ
て
く
る
。
し
か
し
二
十
七
日
夕
方
か
ら
急
に
晴
上
り
、
Ｂ
Ｃ

か
ら
み
る
ア
ル
タ
ア
ル
連
峰
は
雪
煙
を
な
び
か
せ
神
々
し
い
。

二
十
八
日
、
快
晴
の
朝
を
迎
え
る
。
午
後
三
時
、
角
田
、
早
川
の
二
人

は
苦
し
い
登
高
の
末
、
最
高
峰
を
踏
む
こ
と
が
で
き
た
。
頂
上
で
は
、
い

つ
し
か
降
り
始
め
た
雪
が
舞
っ
て
い
た
。
次
は
登
頂
隊
員
の
角
田
の
手
記

か
ら
抜
華
し
た
も
の
で
あ
る
。

六
月
二
十
八
日
、
待
ち
に
待
っ
た
快
晴
の
朝
を
迎
え
、
南
稜
の
針
峰
の

影
が
し
だ
い
に
氷
河
上
に
長
く
な
る
。
六
時
、
幾
分
緊
張
し
た
面
持
ち
で

天
幕
の
外
に
出
る
。
オ
ビ
ス
ポ
氷
河
も
連
日
の
風
雪
に
そ
の
素
顔
を
か
く
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し
、
天
幕
に
貼
り
つ
い
た
氷
が
朝
陽
に
き
ら
め
く
。
前
日
の
夕
方
、
風
雪

が
お
さ
ま
る
の
を
待
ち
か
ね
て
ラ
ッ
セ
ル
し
た
雪
原
を
登
る
。
氷
河
上
に

立
つ
赤
い
標
識
が
、
左
右
に
曲
折
し
な
が
ら
上
部
へ
と
わ
れ
わ
れ
二
人
を

導
び
く
。

タ
ワ
ラ
の
ル
ン
ゼ
取
付
点
八
時
。
ザ
イ
ル
を
結
ぶ
。
ほ
ぼ
垂
直
に
近
い

不
安
定
な
斜
面
の
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
へ
の
一
歩
か
ら
、
緊
張
の
連
続
が
始
ま

る
。
四
○
メ
ー
ト
ル
・
ザ
イ
ル
一
杯
で
、
左
側
の
や
や
か
ぶ
り
気
味
の
岩

壁
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
・
ラ
イ
ン
に
達
す
る
。
連
打
さ
れ
た
ハ
ー
ケ
ン
は
雪

に
埋
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
縁
に
沿
い
ト
ッ
プ
を
交
替
し
な
が
ら
高
度
を
か

せ
ぐ
。
三
ピ
ッ
チ
で
巨
大
な
雪
庇
の
下
に
出
る
。
早
川
は
蒼
氷
に
打
ち
残

さ
れ
た
ア
イ
ス
・
ハ
ー
ケ
ン
を
頼
り
に
、
ひ
と
し
き
り
ア
イ
ス
・
パ
イ
ル

を
振
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
た
く
み
に
右
手
か
ら
ま
わ
り
こ
む
よ
う
に
乗

越
し
、
視
界
か
ら
消
え
る
。
九
時
半
、
テ
ル
モ
ス
を
取
出
し
十
五
分
ほ
ど

休
息
。
風
も
弱
く
、
ア
ル
タ
ア
ル
に
は
一
点
の
雲
も
無
い
。
ピ
ー
ク
直
下

か
ら
派
生
し
た
氷
を
被
っ
た
岩
稜
は
、
こ
の
地
点
か
ら
南
へ
急
激
に
落
込

み
氷
壁
を
形
成
し
て
い
る
。

再
び
困
難
な
登
行
が
始
ま
る
。
傾
斜
は
き
つ
い
が
、
高
度
感
は
さ
ほ
ど

感
じ
ら
れ
な
い
。
連
続
す
る
ク
レ
ヴ
ァ
ス
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
執
ハ
イ
ル
を
頼

り
に
強
引
に
直
上
す
る
。
や
が
て
例
の
巨
大
な
ク
レ
ヴ
ァ
ス
が
、
連
日
の

風
雪
に
も
う
ま
ら
ず
に
詞
青
白
い
口
を
あ
け
て
待
ち
う
け
て
い
る
。
ス
ノ

ー
・
ブ
リ
ッ
ジ
を
早
川
の
確
保
に
身
を
ま
か
せ
て
よ
じ
登
る
。
い
よ
い
よ

逆
Ｖ
字
形
の
、
急
峻
な
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
の
氷
河
の
基
部
に
達
す
る
。
風
が

少
し
で
て
遠
く
白
雪
の
峰
に
雲
が
湧
く
。
十
一
時
、
無
電
機
に
声
が
飛
び

こ
む
。
地
形
測
量
の
青
木
、
松
村
、
小
林
達
か
ら
の
交
信
で
あ
る
。
広
い
雪

原
に
ポ
ッ
ン
と
豆
つ
ぶ
を
置
い
た
よ
う
に
三
人
の
姿
が
見
え
る
。
軽
い
食

事
を
摂
る
。
高
度
計
・
気
圧
計
は
共
に
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
を
指
し
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、
あ
と
四
○
○
メ
ー
ト
ル
か
。
再
び
眼
前
の
氷
に
ピ

ッ
ケ
ル
を
振
う
。
氷
河
の
入
口
に
は
幅
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス

が
あ
り
、
右
側
の
岩
場
に
小
さ
な
ス
タ
ン
ス
を
求
め
る
。
氷
河
は
左
右
の

岩
壁
に
は
さ
ま
れ
、
仰
ぐ
空
は
申
し
わ
け
な
さ
そ
う
な
空
間
を
の
ぞ
か
せ

て
い
る
。
こ
こ
に
い
る
と
、
ま
る
で
無
限
の
登
り
に
挑
ん
で
い
る
よ
う
な

不
安
感
に
お
そ
わ
れ
る
。

上
部
か
ら
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
今
に
も
崩
れ
そ
う
な
雪
面
に
緊
張
感
が
増

す
。
岩
に
そ
っ
て
高
度
を
上
げ
る
。
入
口
の
ク
レ
ヴ
ァ
ス
か
ら
五
ピ
ッ

チ
、
赤
茶
け
た
岩
の
下
に
達
す
る
。
十
二
時
四
十
五
分
。
前
二
回
に
比
べ

て
か
な
り
良
い
。
ヘ
ー
ス
で
あ
る
。
ザ
ッ
ク
か
ら
ア
ブ
ミ
を
出
す
。
主
峰
か

ら
吹
き
お
ろ
す
風
が
強
く
な
り
、
ガ
ス
の
去
来
が
激
し
く
な
る
。

こ
の
赤
茶
け
た
岩
‐
１
１
氷
を
ま
と
っ
て
外
傾
し
た
、
一
○
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
岩
さ
え
登
れ
ば
頂
上
に
立
て
る
。
今
度
こ
そ
登
っ
て
や
る
。
一
時
、

無
電
機
で
交
信
。
測
量
隊
も
濃
く
な
っ
て
き
た
ガ
ス
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
現
在
地
を
連
絡
し
、
次
の
交
信
時
間
を
打
合
せ
る
。

手
の
と
ど
く
い
っ
ぱ
い
の
と
こ
ろ
に
打
っ
た
ハ
ー
ケ
ン
か
ら
、
右
斜
め

上
へ
吊
り
上
げ
気
味
に
取
付
く
。
薄
く
は
っ
た
氷
は
す
ぐ
に
飛
び
ち
り
、

い
た
ず
ら
に
ア
イ
ゼ
ン
の
爪
が
空
を
き
る
。
赤
茶
け
た
岩
は
脆
く
、
爪
先
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アルタアル連峰・オーピスポ峰登頂

が
や
っ
と
岩
に
か
か
っ
た
と
思
う
と
、
そ
れ
は
す
ぐ
ガ
ス
に
の
ま
れ
落
ち

て
ゆ
く
。
五
○
○
○
メ
ー
ト
ル
で
の
吊
り
上
げ
、
ア
ブ
ミ
の
セ
ッ
ト
は
や

は
り
苦
し
い
。
ザ
イ
ル
は
左
右
に
ま
が
り
く
ね
っ
て
滑
り
は
更
に
悪
く
な

る
。
左
腕
を
岩
の
割
れ
目
に
ひ
じ
迄
入
れ
て
、
強
引
に
雪
の
つ
い
た
小
さ

な
テ
ラ
ス
に
立
つ
・
前
二
回
の
ア
タ
ッ
ク
の
最
高
到
達
点
で
あ
る
。
頂
上

は
眼
前
に
あ
る
。
手
を
伸
ば
せ
ば
と
ど
き
そ
う
な
近
さ
で
あ
る
。
早
川
を

こ
の
テ
ラ
ス
で
確
保
し
た
い
の
だ
が
、
ハ
ー
ケ
ン
を
打
て
な
い
の
は
前
二

回
と
同
様
で
あ
る
。
試
み
に
打
っ
た
二
本
の
ハ
ー
ケ
ン
は
音
も
な
く
飛
び

散
る
。
あ
き
ら
め
て
、
ど
う
し
て
も
前
に
は
行
く
気
に
な
れ
な
か
っ
た
、

急
峻
な
軟
雪
面
に
足
を
踏
み
出
す
こ
と
に
す
る
。
早
川
に
声
を
か
け
る
。

「
と
に
か
く
右
斜
め
上
へ
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
し
て
、
小
さ
な
雪
の
リ
ッ
ジ

を
た
ど
れ
ば
、
《
ピ
ー
ク
に
達
す
る
雪
稜
に
立
て
る
だ
ろ
う
」
と
計
算
し

て
、
激
し
さ
を
加
え
て
き
た
風
雪
の
中
に
ス
テ
ッ
プ
を
切
る
。

し
か
し
途
中
ガ
ス
の
切
れ
間
に
左
斜
め
上
を
見
る
と
、
そ
の
時
ま
で
信

じ
て
い
た
左
斜
め
上
の
岩
の
ピ
ー
ク
は
本
当
の
ピ
ー
ク
で
な
く
、
さ
ら
に

右
奥
に
高
い
雪
の
ピ
ー
ク
を
発
見
。
直
上
す
る
予
定
だ
っ
た
リ
ッ
ジ
の
基

部
を
通
過
、
更
に
一
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
ト
ラ
ヴ
ァ
ー
ス
を
す
る
。
岩
の
わ

ず
か
に
露
出
し
た
地
点
に
達
し
ハ
ー
ケ
ン
を
打
つ
。
早
川
に
声
を
か
け
る

が
風
に
飛
ば
さ
れ
て
返
事
が
な
い
。
し
ば
ら
く
し
て
ザ
イ
ル
に
返
信
が
あ

っ
て
、
や
が
て
早
川
が
全
身
真
白
に
な
っ
て
あ
が
っ
て
く
る
。

「
お
い
、
あ
れ
は
頂
上
で
は
な
い
ぜ
。
」

早
川
も
驚
い
た
よ
う
な
顔
を
し
て
い
る
。
無
理
は
な
い
。
三
○
分
も
前

ま
で
は
、
あ
の
岩
の
ピ
ー
ク
が
最
高
峰
と
思
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
早
川

は
雪
稜
に
沿
っ
て
二
メ
ー
ト
ル
降
り
、
雪
の
深
い
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
ル

ン
ゼ
に
入
り
、
ま
る
で
泳
ぐ
よ
う
に
し
て
雪
稜
へ
這
い
上
る
。
雪
稜
は
す

ぐ
広
い
雪
面
に
か
わ
っ
て
い
た
。
カ
ノ
ニ
ゴ
方
面
か
ら
吹
き
つ
け
る
風
雪

は
や
や
弱
ま
る
。
ト
ッ
プ
を
交
替
し
て
、
そ
の
ま
ま
登
高
を
続
け
る
。

突
然
眼
前
か
ら
雪
の
斜
面
が
な
く
な
る
。
「
お
い
、
上
っ
て
こ
い
。
頂

上
だ
ぞ
。
」
早
川
が
や
っ
て
く
る
。
黙
っ
て
顔
を
見
合
せ
る
。
午
後
三
時
。

ア
ル
タ
ア
ル
連
峰
の
最
高
峰
オ
ビ
ス
ポ
の
頂
き
は
、
カ
ル
デ
ラ
湖
側
に

傾
い
た
、
雪
と
氷
の
可
愛
ら
し
い
ピ
ー
ク
だ
っ
た
。
直
ち
に
無
電
機
を
取

り
出
す
。
午
後
二
時
の
交
信
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の
で
、
Ｃ
２
の
三

人
の
連
中
に
ど
な
ら
れ
る
。

「
頂
上
に
着
い
た
ぜ
。
」
そ
し
て
西
稜
を
へ
だ
て
て
交
信
不
能
だ
っ
た
Ｂ

Ｃ
か
ら
、
隊
長
の
祝
い
の
言
葉
に
続
い
て
記
念
写
真
の
指
示
が
く
る
。
日

の
丸
の
旗
を
ピ
ッ
ケ
ル
に
つ
け
て
万
歳
を
す
る
の
は
、
い
く
ら
写
真
を
撮

る
た
め
だ
と
は
い
え
、
あ
ま
り
恰
好
の
よ
い
図
で
は
な
い
。
再
び
強
く
な

っ
た
風
に
、
ピ
ッ
ケ
ル
に
結
ん
だ
日
の
丸
、
校
旗
、
エ
ク
ア
ド
ル
山
岳
会

の
。
ヘ
ナ
ン
ト
が
鳴
る
。
前
二
回
の
ア
タ
ッ
ク
の
失
敗
ｌ
連
日
風
雪
に
と

じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
苦
悩
の
日
々
が
、
走
馬
灯
の
如
く
思
い
出
さ
れ
る
。

で
も
、
も
う
一
歩
も
登
ら
な
く
て
も
よ
い
の
だ
と
思
う
と
、
何
故
か
ガ
ッ

ク
リ
と
し
た
気
持
に
な
る
。
ガ
ス
が
薄
く
な
り
、
南
稜
の
岩
峰
と
モ
ン
ハ
・

グ
ラ
ン
デ
の
巨
峰
が
低
く
ぼ
ん
や
り
と
姿
を
現
わ
す
。

三
年
前
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
こ
の
山
に
入
り
、
わ
れ
わ
れ
に
多
大
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の
力
を
貸
し
て
く
れ
た
早
大
一
次
隊
の
名
を
刻
ん
だ
ハ
ー
ケ
ン
に
、
さ
さ

や
か
な
遠
征
隊
に
惜
し
み
な
く
後
援
し
て
く
れ
た
人
々
の
名
前
、
そ
れ
に

わ
れ
わ
れ
七
名
の
名
前
を
書
き
し
る
し
た
日
章
旗
を
結
び
、
青
氷
に
た
た

き
こ
む
。

午
後
四
時
十
五
分
、
下
降
を
開
始
。
何
度
と
な
く
二
人
で
振
り
返
え

り
、
再
び
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
の
白
い
頂
上
を
後
に
し
た
。

附
記

一
九
六
三
年
七
月
の
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
、
オ
ビ
ス
ポ

峰
登
頂
の
詳
し
い
記
録
が
手
許
に
な
い
の
で
、
明
確
に
は
断
定
出
来
な
い

が
、
エ
ク
ア
ド
ル
の
山
岳
雑
誌
『
山
』
及
び
地
元
山
岳
会
の
話
を
総
合
す

る
と
、
彼
等
は
わ
れ
わ
れ
が
当
初
頂
上
と
誤
認
し
た
岩
峰
を
、
や
は
り
頂
上

と
間
違
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
記
『
山
』
及
び
地

元
山
岳
会
に
残
し
て
い
っ
た
言
葉
に
よ
る
と
、
頂
上
に
は
岩
が
大
き
く
露

出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
が
登
頂
に
成
功
し
た
ピ
ー

ク
は
、
蒼
氷
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
途
中
カ
ニ
の
ハ
サ
ミ
の
氷
河
の
側

壁
に
、
一
本
の
残
置
ハ
ー
ケ
ン
（
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
の
も
の
と
確
認
）
を
発
見

し
た
が
、
そ
の
後
の
ル
ー
ト
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
わ
れ

わ
れ
は
前
記
岩
峰
を
ウ
ェ
ス
ト
・
ピ
ー
ク
と
呼
ん
で
い
る
。

な
お
第
二
次
エ
ク
ア
ド
ル
・
ア
ン
デ
ス
遠
征
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
隊
長

宮
野
準
治
（
二
七
歳
）
、
副
隊
長
角
田
武
夫
（
一
宝
歳
）
、
隊
員
は
村
田
進

（
一
西
歳
）
、
早
川
正
三
五
歳
）
、
青
木
一
隆
（
二
四
歳
）
、
松
村
啓
之
亮

（
二
四
歳
）
、
小
林
伸
吉
（
二
三
歳
）
の
計
七
名
で
あ
っ
た
。

、

（ 第
四
六
・
四
七
年
四
○
○
円

第
四
八
年
四
○
○
円

第
五
一
年
五
○
○
円

第
五
三
年
五
○
○
円

第
五
七
年
八
○
○
円

★
右
各
号
在
庫
品
が
僅
か
に
残
っ
て
い
ま
す
。
会
員
に
は
右
記
定
価

の
二
割
引
き
で
、
お
わ
か
ち
致
し
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
方
は
本

会
事
務
室
ま
で
御
申
出
下
さ
い
。

★
郵
送
御
希
望
の
方
は
、
別
に
郵
税
を
御
負
担
下
さ
る
よ
う
願
い
ま

す
。

山
岳
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

ノ、
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北
海
道
の
知
床
に
は
昭
和
二
年
七
月
末
、
成
躁
高
等
学
校
の
学
生
で
あ

っ
た
時
に
行
っ
た
の
だ
が
、
当
時
『
山
岳
』
に
寄
稿
を
勧
め
ら
れ
た
事
も

あ
っ
た
も
の
の
、
性
来
の
筆
不
精
で
そ
の
侭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
最

近
、
久
し
振
り
で
当
時
の
同
行
者
連
と
会
食
し
、
成
躁
高
等
学
校
の
校
友

会
誌
『
こ
み
ち
』
第
二
十
号
に
発
表
し
た
同
行
者
、
横
田
、
田
山
両
氏
の

紀
行
を
読
み
返
し
て
見
て
、
当
時
の
思
い
出
を
新
た
に
し
、
右
紀
行
の
再

録
を
弦
に
御
願
い
し
た
次
第
で
あ
る
。

今
で
こ
そ
、
当
世
流
行
の
観
光
ブ
ー
ム
の
脚
光
を
浴
び
た
有
名
コ
ー
ス

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
知
床
も
、
当
時
は
勿
論
、
誰
も
訪
れ
た
者
も
な
く
、

案
内
記
な
ど
も
あ
る
筈
も
な
い
、
云
わ
ぱ
未
知
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
こ

の
記
録
を
今
読
み
返
し
て
見
る
と
、
随
分
大
袈
裟
な
表
現
が
諸
処
に
見
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
点
は
編
集
者
に
適
切
な
訂
正
を
御
委
せ
す
る
こ
と
に
し

て
、
弦
に
公
表
し
た
次
第
で
あ
る
。

実
際
、
歩
い
て
見
て
も
、
当
時
、
唯
一
の
頼
み
と
し
た
五
万
分
の
一
地

知

床
岳
と
知
床
半
島
一
周
の
旅

図
で
も
、
随
分
現
実
と
違
っ
て
い
る
様
な
処
も
あ
り
、
知
床
岳
頂
上
と
半

島
突
先
の
問
に
大
き
な
池
ｌ
単
な
る
雪
融
け
に
よ
る
ば
か
り
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
様
な
ｌ
等
も
遥
か
に
見
受
け
ら
れ
た
り
、
予
想
外
の
下
降

困
難
な
滝
の
連
続
、
強
力
な
バ
ネ
仕
掛
け
の
様
な
便
松
と
の
苦
闘
の
連
続

で
知
床
岳
登
頂
を
終
っ
た
が
、
当
初
、
我
々
の
間
で
知
床
岳
登
山
以
後
の

海
岸
で
は
「
絶
対
に
船
を
使
わ
な
い
」
と
云
う
申
合
せ
を
忠
実
に
守
り
、

唯
、
根
室
側
で
一
カ
所
、
海
辺
に
立
ち
は
だ
か
る
絶
壁
に
は
如
何
と
も
し

難
く
、
仲
間
の
一
人
が
対
岸
に
泳
ぎ
渡
っ
て
流
木
を
集
め
、
筏
を
組
ん
で

全
員
渡
り
、
以
後
は
羅
臼
迄
目
的
通
り
海
辺
沿
い
に
歩
い
て
、
こ
の
旅
を

終
っ
た
。
何
れ
に
し
て
も
、
全
行
程
快
晴
の
連
続
で
あ
っ
た
事
が
何
よ
り

幸
で
あ
っ
た
。
（
四
○
・
五
・
十
一
）

成
瀬
氏
か
ら
送
ら
れ
た
成
躁
高
校
校
友
会
誌
を
開
く
と
、
知
床
の
記
録

は
「
前
人
未
踏
、
知
床
半
島
探
険
記
（
其
ノ
ー
）
」
と
し
て
、
配
属
将
校

成
瀬
岩
雄
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陸
軍
騎
兵
少
佐
横
田
卓
一
氏
に
よ
り
三
十
一
頁
、
記
録
の
形
式
で
田
山
正

男
氏
に
よ
り
七
頁
余
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
成
瀬
氏
の
依
頼
も
あ
り
、
横

田
氏
の
文
章
は
多
少
訂
正
し
た
。
発
端
か
ら
七
月
二
十
七
日
知
床
岳
登
頂

ま
で
は
、
主
と
し
て
横
田
氏
の
記
述
に
し
た
が
い
、
そ
れ
以
後
は
横
田
氏

の
記
述
が
な
い
の
で
、
田
山
氏
の
文
章
を
用
い
た
。
（
望
月
達
夫
）

陸
地
測
量
部
発
行
仮
製
版
五
万
分
の
一
地
図
を
開
く
と
、
ち
ょ
う
ど
蝸

牛
角
状
の
半
島
が
、
右
に
千
島
の
国
後
島
を
望
み
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
日

本
海
と
を
境
し
て
突
出
し
て
い
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
知
床
半

島
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
こ
は
峻
峰
重
畳
し
て
海
に
迫
り
、
到
る
所
断
崖

絶
壁
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

昨
年
（
大
正
十
五
年
）
夏
季
北
海
道
大
学
で
半
島
の
探
険
を
企
て
た
が
、

羅
臼
岳
、
硫
黄
岳
を
き
わ
め
た
だ
け
で
、
地
形
の
険
難
と
値
松
、
熊
笹
等

の
障
碍
の
た
め
、
そ
れ
か
ら
更
に
北
進
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
そ

の
記
事
を
同
大
学
発
行
の
雑
誌
で
読
ん
だ
私
は
、
以
来
な
ん
と
か
し
て
知

床
半
島
探
査
の
企
挙
を
実
行
し
た
い
と
考
え
た
。

計
画
に
先
立
ち
、
私
は
出
来
得
る
限
り
半
島
の
事
情
を
蒐
集
調
査
し
よ

う
と
思
い
、
北
海
道
庁
、
ウ
ト
ロ
、
羅
臼
両
巡
査
派
出
所
、
根
室
、
網
走

一
、
出
発
ま
て

田横

山田

正卓

男一

両
警
察
署
及
び
同
上
各
地
在
郷
軍
人
会
、
青
年
会
等
に
照
会
し
た
。
そ
の

結
果
を
概
括
す
る
と
大
体
次
の
よ
う
な
こ
と
が
判
明
し
た
。

一
、
知
床
半
島
の
西
海
岸
は
、
硫
黄
岳
以
北
知
床
岬
に
至
る
間
は
陸
行
の

記
録
及
び
経
験
者
は
な
く
、
海
面
か
ら
見
た
海
岸
及
び
陸
地
の
状
況

は
、
断
崖
絶
壁
で
到
底
徒
歩
の
通
過
を
許
さ
な
い
。
夏
季
七
月
下
旬
か

ら
九
月
中
旬
ま
で
、
沿
岸
二
、
三
カ
所
に
漁
場
が
開
設
さ
れ
る
ほ
か
常

住
者
は
い
な
い
。
漁
場
の
交
通
は
す
べ
て
船
に
よ
っ
て
い
る
。

二
、
知
床
岳
登
山
の
経
験
者
は
い
な
い
。
従
っ
て
登
山
の
可
否
に
つ
い
て

は
全
く
不
明
だ
が
、
全
般
の
関
係
か
ら
考
え
、
至
難
中
の
至
難
事
で
あ

ろ
う
。

三
、
東
海
岸
知
床
岬
南
方
の
赤
岩
か
ら
羅
臼
に
至
る
間
は
、
諸
所
に
昆
布

採
集
の
た
め
夏
季
根
室
方
面
か
ら
移
住
者
が
あ
る
が
、
交
通
機
関
は
船

に
限
ら
れ
、
陸
行
の
記
録
及
び
経
験
者
は
な
い
。

四
、
半
島
内
で
は
熊
の
棲
息
数
は
道
庁
管
下
で
最
も
多
い
。
根
室
庁
管
下

で
年
々
多
少
の
被
害
が
あ
る
が
、
そ
の
性
癖
は
そ
れ
程
檸
猛
で
は
な
さ

し
ら
欽

そ
う
で
あ
る
。
蚊
、
虻
、
牛
到
、
山
蛭
は
多
く
、
旅
行
者
の
苦
労
は
少

な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

五
、
降
雨
量
は
北
海
道
全
体
の
気
象
と
大
差
は
な
い
よ
う
だ
が
、
濃
霧
の

多
い
こ
と
が
本
地
方
の
特
色
で
あ
る
。
夏
季
の
過
半
は
一
寸
先
も
見
え

な
い
よ
う
な
濃
霧
が
襲
来
し
、
こ
う
し
た
場
合
、
旅
行
者
が
う
ろ
た
え

て
移
動
す
る
こ
と
が
最
も
危
険
で
あ
る
。

目
的
地
に
最
も
近
い
且
つ
地
理
の
調
査
に
権
威
あ
る
と
思
わ
れ
る
各
方
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面
か
ら
の
回
答
は
、
以
上
の
よ
う
に
甚
だ
た
よ
り
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

然
し
一
方
に
お
い
て
陸
地
測
量
部
地
形
課
の
稲
田
、
宮
坂
両
君
か
ら
、
同

地
方
の
状
況
及
び
冒
険
旅
行
の
体
験
を
精
細
に
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

両
君
は
参
謀
本
部
地
図
作
製
の
た
め
、
日
本
国
内
は
お
ろ
か
隣
邦
各
地

迄
も
実
地
踏
査
さ
れ
た
、
斯
界
の
権
威
者
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
宮
坂

君
は
現
に
わ
れ
わ
れ
の
指
針
と
す
る
仮
製
五
万
分
の
一
図
の
現
作
者
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
仮
製
図
と
い
う
も
の
は
、
正
測
量
を
一
時
補
う
目
的

で
、
極
め
て
簡
単
な
方
法
を
も
っ
て
見
取
り
図
に
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
正
測
図
の
よ
う
に
、
す
べ
て
を
こ
れ
に
信
頼
す
る
と
い
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
知
床
半
島
の
図
は
、
宮
坂
君
が
船
か
ら
海
正
面
及
び
陸
上
数
点

の
高
所
か
ら
、
交
会
法
に
よ
っ
て
測
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

両
君
と
初
め
て
会
っ
た
と
き
、
私
の
述
べ
た
企
挙
に
対
し
て
は
、
共
に

そ
の
不
可
能
を
力
説
さ
れ
た
。
然
し
、
そ
の
後
屡
々
お
会
い
し
て
い
る
う

ち
、
私
の
決
意
に
共
鳴
さ
れ
、
万
一
遭
難
の
場
合
に
は
、
点
在
す
る
漁
場

を
頼
り
に
し
て
帰
還
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
に
、
わ
れ
わ
れ
の
企
挙
を

肯
定
さ
れ
た
。
両
君
か
ら
得
た
資
料
に
よ
っ
て
、
旅
行
の
計
画
並
び
に
実

行
の
骨
子
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
要
点
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
。一

、
地
形

知
床
岳
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
川
を
遡
行
す
る
こ
と
三
五
○
○
メ
ー
ト
ル
の

凸
稜
を
肇
登
し
、
標
高
三
一
五
四
・
二
に
到
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
頂
上

近
く
に
飲
用
水
が
あ
る
。
ポ
ト
ピ
ラ
ベ
ッ
方
面
へ
の
下
山
経
験
は
な

い
。
し
か
し
地
形
か
ら
判
断
し
て
、
大
地
隙
西
南
凸
稜
を
利
用
す
れ

ば
、
絶
対
不
可
能
の
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
脊
梁
山
脈
の
縦
走
は
絶

対
危
険
で
あ
る
。

西
海
岸
ル
シ
ア
北
方
鮪
岩
付
近
、
ア
ウ
ン
ル
イ
南
方
及
び
北
方
の
岬

端
は
、
断
崖
下
の
通
過
絶
対
不
可
能
で
あ
る
。

東
海
岸
・
ヘ
キ
ン
ノ
鼻
南
方
、
ポ
ロ
モ
イ
南
方
、
観
音
岩
付
近
断
崖
下

の
通
過
は
不
可
能
で
あ
る
。

海
岸
沿
い
の
傾
斜
は
概
ね
険
峻
で
断
崖
多
く
、
通
過
の
た
め
に
は
大

き
な
困
難
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。

二
、
動
植
物

熊
の
棲
息
が
多
く
屡
々
遭
遇
す
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
ち
ら
か
ら

敵
意
を
示
さ
な
け
れ
ば
、
決
し
て
人
類
に
危
害
を
加
え
な
い
。
た
だ
山

稜
の
隅
角
や
渓
流
の
屈
曲
点
な
ど
で
不
意
に
遭
遇
し
た
場
合
は
、
熊
が

逃
げ
る
暇
な
く
噛
み
つ
い
て
く
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
予
め
笛
、
鈴
、

音
声
等
で
接
近
を
予
告
し
、
熊
が
逃
避
で
き
る
余
裕
を
与
え
た
方
が
よ

ろ
し
い
。

爬
虫
類
の
危
険
は
な
い
が
蚊
、
虻
、
牛
武
、
山
蛭
な
ど
は
甚
だ
多

い
◎

ト
ド
松
、
エ
ゾ
松
の
密
林
は
、
実
際
見
た
者
で
な
け
れ
ば
想
像
が
で

き
な
い
。
倒
木
枯
木
が
多
く
、
そ
の
地
帯
内
の
通
過
は
極
め
て
困
難
で

あ
る
。
値
松
の
繁
茂
は
本
地
方
独
特
の
も
の
で
、
そ
の
地
帯
は
広
範
囲

で
あ
る
。
幹
の
長
径
は
尺
余
に
も
及
び
、
大
小
の
枝
幹
が
繁
り
合
っ
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て
、
ち
ょ
う
ど
山
腹
を
蔽
う
魚
鱗
の
ご
と
く
、
そ
の
通
過
は
全
く
枝
か

ら
枝
に
伝
う
ほ
か
方
法
な
く
、
最
も
困
難
で
あ
る
。
熊
笹
の
発
育
は
丈

余
に
及
び
甚
だ
し
く
密
生
し
て
い
る
。

堰
松
や
熊
笹
は
、
北
へ
行
く
に
従
い
し
だ
い
に
発
育
が
不
良
と
な
っ

て
、
岬
端
付
近
で
は
通
過
に
さ
し
て
障
碍
と
な
る
こ
と
は
な
い
。

三
、
住
民

半
島
内
の
永
住
者
は
古
来
絶
無
で
あ
る
。
夏
季
網
走
及
び
根
室
を
拠

点
と
す
る
漁
業
者
に
よ
り
、
七
月
下
旬
か
ら
九
月
中
旬
に
至
る
問
、
左

記
箇
所
に
漁
場
が
開
設
さ
れ
る
。

西
海
岸
Ⅱ
ル
シ
ア
、
ポ
ト
ピ
ラ
ベ
ッ
。

東
海
岸
Ⅱ
赤
岩
及
び
モ
イ
レ
ウ
シ
以
南
に
は
、
点
々
昆
布
採
集
場
が
あ

る
。

一
漁
場
に
は
通
常
男
子
数
人
が
あ
っ
て
、
主
と
し
て
鮭
鱒
漁
に
従
事

し
て
い
る
。
人
情
極
め
て
淳
朴
で
義
侠
心
に
富
み
、
旅
行
者
の
遭
難
、

宿
営
、
休
養
等
に
対
し
て
最
善
の
努
力
を
す
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
各
漁

場
に
は
磯
舟
を
保
有
し
て
い
る
か
ら
、
も
し
地
形
険
難
で
徒
歩
通
過
を

許
さ
な
い
場
合
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
渡
船
し
た
方
が
よ
ろ
し
い
。

四
、
天
候
や
気
象

し
け

大
正
十
三
年
八
月
の
天
候
、
晴
天
七
日
、
時
化
二
日
、
濃
霧
十
一
日
、

雨
天
十
一
日
。

ル
シ
ア
川
付
近
は
所
謂
ル
サ
門
と
称
す
る
所
で
、
半
島
中
の
最
低
鞍

部
で
あ
る
。
根
室
国
境
か
ら
襲
来
す
る
濃
霧
の
最
も
烈
し
い
所
で
半

高
等
学
校
三
年
最
後
の
思
い
出
に
、
何
か
痛
快
な
旅
行
を
試
み
た
い
と

い
う
の
が
、
田
山
君
ら
の
か
ね
て
か
ら
の
希
望
で
、
私
と
色
々
地
図
を
按

じ
た
末
、
話
が
大
体
知
床
半
島
に
き
ま
っ
た
の
は
四
月
頃
で
あ
っ
た
。
人

跡
未
踏
の
地
で
あ
る
た
め
記
録
は
絶
無
で
あ
る
し
、
道
庁
そ
の
他
に
問
合

わ
せ
た
結
果
も
既
述
の
通
り
で
、
計
画
の
立
案
に
は
大
い
に
苦
心
し
た
。

一
行
は
田
山
正
男
君
（
文
科
三
年
）
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
三
好
道
夫
君

（
文
科
三
年
）
、
成
瀬
岩
雄
君
（
文
科
二
年
）
の
三
人
に
寺
田
猛
、
三
上
和
一

の
両
先
生
及
び
私
（
配
属
将
校
陸
軍
騎
兵
少
佐
横
田
卓
一
）
の
六
名
で
あ
っ

た
。
人
夫
は
現
地
で
佐
竹
慶
太
郎
、
岡
本
某
を
雇
っ
た
。

昭
和
二
年
七
月
二
十
日
多
数
の
見
送
り
を
う
け
て
、
午
後
十
時
上
野

を
出
発
し
た
。

七
月
二
十
｜
日
長
途
の
汽
車
旅
行
に
一
行
は
や
や
倦
怠
の
色
が
現
わ

れ
、
校
歌
を
口
ず
さ
み
ト
ラ
ン
プ
な
ど
を
や
っ
た
。
成
瀬
君
は
一
行
中
最

も
貧
弱
な
体
格
の
所
有
者
で
あ
る
が
、
人
は
見
か
け
に
よ
ら
ぬ
も
の
、
君

が
山
岳
旅
行
に
関
す
る
経
験
と
知
識
と
は
、
到
底
他
の
追
随
を
許
さ
な

い
。
地
図
を
按
じ
て
、
頗
り
に
知
床
岳
踏
破
以
後
の
第
二
の
作
戦
計
画
に

懸
命
で
あ
っ
た
。

七
月
二
十
二
日
愈
々
北
見
に
入
る
。
沿
線
の
風
物
が
佳
境
を
呈
す

島
の
前
後
部
が
晴
れ
て
い
る
日
で
も
、
そ
こ
は
概
し
て
霧
深
く
、
晴
れ

る
こ
と
が
少
な
い
。

二
、

紀

行
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知床岳と知床半島一周の旅

る
。
戦
場
ケ
原
を
大
規
模
に
し
た
よ
う
な
シ
ョ
コ
ッ
の
平
原
、
清
楚
な
白

樺
、
紫
紺
に
け
む
る
山
々
の
姿
、
す
、
へ
て
が
良
い
。
点
在
す
る
粗
末
な
ア

イ
ヌ
の
草
屋
や
、
麦
畠
の
な
か
に
た
つ
無
数
の
大
樹
の
根
が
、
全
く
内
地

と
異
っ
た
風
情
を
呈
す
る
。
午
後
十
時
半
網
走
着
。

こ
の
地
に
お
い
て
宮
坂
君
の
紹
介
に
よ
り
、
漁
業
家
桂
田
治
三
郎
氏
と

相
知
り
、
ま
た
寺
田
先
生
の
参
加
に
よ
り
、
先
生
と
親
交
の
あ
る
三
隅
歩

兵
大
尉
、
広
辻
歩
兵
少
佐
両
氏
を
知
り
得
た
。
し
か
も
、
わ
れ
わ
れ
の
血

縁
者
で
あ
る
設
楽
判
事
が
同
地
区
裁
判
所
に
勤
務
せ
ら
れ
、
そ
の
官
邸
に

招
じ
ら
れ
て
宿
泊
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

七
月
二
十
三
日
網
走
滞
在
。

旅
行
用
調
度
品
は
既
に
万
端
買
い
整
え
ら
れ
、
且
つ
船
積
み
に
便
利
な

位
置
に
一
括
保
管
さ
れ
て
あ
っ
た
。
船
は
桂
田
氏
所
有
の
発
動
機
船
で
、

こ
れ
も
わ
れ
わ
れ
の
到
着
を
待
っ
て
い
た
の
だ
が
、
天
候
の
関
係
と
調
度

品
の
授
受
そ
の
他
の
都
合
で
、
二
十
四
日
未
明
出
港
の
こ
と
と
な
っ
た
。

人
夫
三
名
の
う
ち
二
名
は
、
斜
里
で
便
乗
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
名
の

ア
イ
ヌ
は
桂
田
氏
宅
に
滞
在
し
て
、
わ
れ
わ
れ
を
待
っ
て
い
た
。
桂
田
氏

立
会
の
も
と
に
日
当
二
円
五
十
銭
と
約
束
を
し
た
。

右
の
交
渉
が
終
っ
た
後
、
設
楽
判
事
は
一
同
を
網
走
海
岸
か
ら
双
子
岩

に
到
る
景
勝
地
へ
案
内
さ
れ
た
。
目
前
に
広
く
展
開
し
た
海
が
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
か
と
思
う
と
、
気
が
大
き
く
な
る
。
右
手
に
長
く
突
出
し
た
の
が
、

わ
れ
わ
れ
の
目
指
す
知
床
半
島
で
あ
る
。
峻
険
穂
高
を
連
想
せ
し
め
る
斜

里
岳
、
な
だ
ら
か
な
山
肌
を
見
せ
て
知
床
岳
が
紫
に
煙
っ
て
い
る
。
三
隅

君
の
厚
意
で
野
外
で
御
馳
走
を
う
け
る
。
佳
肴
中
特
記
す
零
へ
き
は
当
地
産

の
帆
立
貝
で
あ
っ
た
。

桂
田
氏
は
齢
六
十
を
超
え
、
な
お
雪
錬
壮
者
を
凌
ぐ
海
国
男
子
で
あ

る
。
し
か
も
、
わ
れ
わ
れ
の
た
め
に
職
業
の
一
部
を
も
犠
牲
と
し
て
奔
走

し
、
終
始
最
善
の
尽
力
を
さ
れ
た
恩
人
で
あ
る
。
半
島
沿
岸
に
漁
場
を
経

営
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
西
海
岸
に
お
け
る
同
業
者
中
で
の
成
功
者
で
あ

る
。
往
年
宮
坂
君
が
測
図
出
張
当
時
は
ル
シ
ァ
に
在
っ
た
が
、
今
や
家
運

益
々
隆
盛
と
な
り
、
壮
年
の
息
子
と
共
に
最
近
は
ア
ウ
ン
ル
イ
を
根
拠
地

と
し
て
、
鋭
意
経
営
の
歩
を
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
丁
度
今
の
時
期
が
、

今
年
の
漁
業
の
当
初
に
あ
た
っ
た
た
め
、
漁
具
糧
食
の
運
搬
に
多
忙
で
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
出
帆
を
見
合
せ
、
わ
れ
わ
れ
の
荷
物
の
運

搬
を
ひ
き
う
け
ら
れ
た
。
即
ち
網
走
で
準
備
し
た
主
食
品
そ
の
他
を
二
分

し
、
一
は
一
行
と
共
に
ル
シ
ア
に
陸
揚
げ
し
、
他
は
ア
ウ
ン
ル
イ
に
前
送

し
て
以
後
の
用
途
に
充
て
、
ア
ウ
ン
ル
イ
を
行
進
の
第
二
目
標
地
点
と
す

る
こ
と
を
快
諾
さ
れ
た
。
明
早
朝
出
帆
に
関
し
て
細
部
の
打
合
せ
を
し

て
、
桂
田
氏
の
も
と
を
辞
し
た
。
夜
は
ま
た
設
楽
邸
に
諸
子
参
集
さ
れ
、

歓
談
深
更
に
及
び
僅
か
の
寝
を
と
る
。

お
ら
じ

旅
行
用
の
草
鮭
は
、
一
行
六
名
人
夫
三
名
の
分
を
合
わ
せ
る
と
百
足
に

近
い
大
量
を
要
す
る
の
で
、
東
京
か
ら
携
行
す
る
の
は
、
ひ
と
苦
労
と
按

じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
宮
坂
君
の
経
験
に
基
き
、
網
走
監
獄
署
に
注
文
し
た

の
で
あ
る
。
そ
の
わ
ら
じ
は
綿
布
を
編
み
入
れ
た
頗
る
入
念
な
製
作
で
、

そ
の
紐
を
麻
製
と
し
着
脱
交
換
に
便
し
堅
牢
無
比
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
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一
日
に
二
足
を
予
定
し
た
が
、
一
日
一
足
で
充
分
間
に
合
わ
す
こ
と
を
得

た
。
監
獄
草
畦
と
称
し
た
こ
の
わ
ら
じ
が
、
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
に

一
言
し
て
お
き
た
い
。

七
月
二
十
四
日
二
時
半
起
床
。
北
海
名
物
の
ガ
ス
が
た
ち
こ
め
て
い

る
が
、
風
は
な
く
天
候
は
わ
れ
わ
れ
に
幸
い
し
た
ら
し
い
。
船
は
、
そ
の

大
き
さ
も
型
も
、
隅
田
川
辺
を
航
行
す
る
発
動
機
船
と
大
同
小
異
で
、
北

海
三
十
里
の
波
涛
を
無
事
航
行
し
う
る
や
、
い
さ
さ
か
心
も
と
な
い
。
船

長
は
桂
田
氏
若
主
人
と
機
関
手
一
名
。
わ
れ
わ
れ
六
名
の
他
、
前
日
雇
傭

し
た
ア
イ
ヌ
一
名
と
ア
ウ
ン
ル
イ
漁
場
に
至
る
漁
夫
一
名
が
合
乗
し
た
。

三
時
半
、
発
動
機
船
は
朝
霧
を
つ
い
て
出
帆
、
一
路
東
進
し
た
。
三
時

間
も
た
っ
た
ろ
う
、
漸
く
展
望
は
開
け
た
。
柔
か
い
緑
の
ビ
ロ
ウ
ド
を
い

た
だ
い
た
砂
原
が
続
い
て
い
る
。
無
数
の
小
島
は
松
島
の
再
現
か
と
疑
わ

れ
た
。
い
や
恐
ら
く
パ
ノ
ラ
マ
に
違
い
な
い
。
唇
気
楼
に
相
違
な
い
。
斜

里
は
お
伽
噺
に
現
わ
れ
る
竜
宮
の
よ
う
に
美
し
い
平
和
な
村
だ
。

た
だ
雇
傭
し
た
ア
イ
ヌ
に
、
け
し
か
ら
い
こ
と
が
持
上
っ
た
。
即
ち
前

に
約
束
し
た
日
当
の
値
上
げ
を
要
求
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
結
局
わ
れ
わ

れ
は
彼
の
態
度
を
非
と
し
て
、
イ
ワ
ウ
ベ
ッ
川
付
近
で
下
船
せ
し
め
、
一

方
斜
里
で
乗
船
し
て
き
た
漁
夫
を
、
そ
の
代
り
と
し
て
雇
う
こ
と
と
し

た
。

わ
れ
わ
れ
が
目
標
を
ル
シ
ア
川
に
選
ん
だ
の
は
、
こ
の
川
が
そ
の
源
を

硫
黄
山
に
発
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
流
入
す
る
川
で
あ
り
、
昨
年
北
海
道

大
学
の
一
行
に
よ
っ
て
、
既
に
足
跡
を
印
せ
ら
れ
た
最
北
の
地
で
も
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

沿
岸
の
地
勢
は
島
戸
狩
付
近
を
境
界
と
し
、
南
北
両
地
区
に
分
け
ら

れ
、
南
は
網
走
平
地
で
あ
る
長
汀
曲
浦
一
連
の
砂
浜
で
、
風
光
は
さ
し
て

驚
く
べ
き
も
の
も
な
い
が
、
こ
れ
に
反
し
以
北
は
所
謂
知
床
半
島
地
域

で
、
山
勢
海
に
迫
っ
て
到
る
所
懸
崖
深
渕
を
囲
み
、
一
簾
の
飛
曝
緑
樹
を

透
し
て
海
上
か
ら
散
見
し
得
る
等
、
風
光
明
眉
の
地
で
あ
る
。
特
に
そ
の

絶
勝
の
地
は
、
イ
ク
シ
ュ
ベ
ッ
川
か
ら
ル
シ
ア
川
に
到
る
硫
黄
山
西
北
麓

一
帯
の
沿
岸
で
あ
ろ
う
。

船
が
ウ
ブ
シ
ノ
ッ
タ
川
沖
合
を
通
過
す
る
頃
、
そ
の
右
前
方
に
当
り
珍

ら
し
く
も
断
崖
の
絶
え
た
、
僅
か
な
砂
浜
を
見
出
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
上

陸
地
で
あ
る
ル
シ
ァ
漁
場
が
即
ち
こ
の
地
で
あ
る
。
船
が
近
づ
く
と
、
ル

シ
ア
河
口
及
び
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
河
口
に
各
一
の
小
屋
が
目
に
入
っ
た
。
ル

シ
ァ
漁
場
と
は
、
こ
の
両
家
屋
を
通
じ
て
の
総
称
で
、
わ
れ
わ
れ
は
翌
日

の
経
路
を
顧
慮
し
て
、
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
川
番
屋
に
上
陸
し
た
。
時
刻
は
正

午
近
く
で
八
時
間
の
航
海
を
し
て
き
た
。
先
ず
番
小
屋
を
訪
問
し
た
が
、

漁
期
に
早
く
、
網
走
か
ら
盆
栽
採
集
の
目
的
で
、
前
日
来
滞
在
中
の
男
が

一
名
い
た
だ
け
だ
。
幸
い
わ
れ
わ
れ
は
今
夜
の
宿
営
を
こ
の
屋
下
に
行
う

こ
と
と
し
、
ル
シ
ア
漁
場
主
に
了
解
を
求
め
た
。

番
屋
は
丸
太
を
組
み
合
せ
た
も
の
に
、
僅
か
の
板
張
り
を
し
た
も
の

で
、
約
十
畳
位
の
板
の
間
の
中
央
に
炉
を
設
け
た
、
至
っ
て
殺
風
景
の
も

の
で
あ
る
。
そ
し
て
番
屋
は
す
、
へ
て
生
活
必
需
品
の
清
水
を
得
る
た
め

と
、
河
岸
に
群
集
し
て
く
る
鮭
鱒
を
漁
獲
す
る
た
め
と
か
ら
、
小
流
の
河
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口
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
番
屋
の
清
掃
、
炊
事
の
準
備
等
を
分
担
し
て
行
っ
た
後
、

時
間
の
余
裕
を
利
用
し
、
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
川
に
釣
魚
を
し
た
り
、
ル
シ
ァ

川
番
屋
を
訪
れ
た
り
し
た
。
川
に
は
魚
多
く
、
忽
ち
大
鱒
三
尾
と
岩
魚
五

六
十
を
捕
っ
た
。

七
月
二
十
五
日
暁
天
快
晴
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
何
よ
り
嬉
し
い
。
午

前
六
時
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
番
屋
を
出
発
し
た
。
七
貫
匁
の
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
は

遠
慮
な
く
双
肩
に
喰
い
込
む
。
コ
ー
ス
は
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
川
を
遡
行
し

て
、
河
口
か
ら
三
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
を
、
独
立
標
高
二
一
五
四
・

二
に
向
い
肇
登
す
る
に
あ
っ
た
。

河
口
か
ら
三
、
四
百
メ
ー
ト
ル
の
間
は
河
床
精
々
開
け
、
右
に
左
に
渓

流
を
渡
渉
し
つ
つ
前
進
し
た
が
、
し
だ
い
に
峡
谷
断
崖
に
遮
ら
れ
て
、
急

流
中
の
岩
床
を
辿
り
つ
つ
遡
行
し
た
。
両
岸
の
熊
笹
、
蕗
、
イ
タ
ド
リ
等

が
厚
く
頭
上
を
覆
い
、
小
暗
い
墜
道
の
水
中
を
前
進
す
る
の
で
頗
る
気
味

が
悪
い
。
人
夫
の
三
名
は
や
や
も
す
れ
ば
遅
れ
が
ち
で
、
三
上
先
生
が
再

三
激
励
す
る
。
午
前
七
時
三
十
分
、
河
口
か
ら
千
メ
ー
ト
ル
の
河
流
三
叉

点
に
達
し
小
憩
し
た
。

こ
こ
は
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
本
流
と
、
標
高
七
七
三
・
九
北
麓
か
ら
発
す
る

無
名
川
と
の
合
流
点
で
、
僅
か
な
渕
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
上
流

は
一
層
山
勢
極
ま
り
、
且
つ
急
流
で
屡
々
滝
を
な
し
、
倒
木
が
多
く
行
進

は
し
だ
い
に
困
難
を
ま
し
た
。
三
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
は
、
実
際
で

は
嶮
峻
な
両
岸
と
密
林
の
た
め
全
く
展
望
を
封
ぜ
ら
れ
、
そ
の
判
定
に
少

な
か
ら
ぬ
苦
慮
を
し
た
。

休
止
点
か
ら
遡
行
す
る
こ
と
約
二
千
メ
ー
ト
ル
、
両
岸
の
地
形
鞘
々
開

け
て
、
尾
根
西
南
方
曲
線
の
屈
曲
点
と
思
わ
れ
る
地
点
で
、
河
岸
に
熊
の

足
跡
を
認
め
た
。
コ
ク
ワ
の
実
を
採
食
し
た
様
子
で
、
樹
幹
に
生
々
し
い

爪
痕
が
あ
っ
た
。
こ
の
辺
が
目
標
と
し
た
尾
根
の
基
脚
に
あ
た
る
の
で
、

一
同
は
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
を
下
し
て
肇
登
口
の
偵
察
に
つ
と
め
、
且
つ
水
筒

に
水
を
満
た
し
た
。
時
に
午
前
十
時
三
十
分
。

山
脚
の
地
形
は
図
に
示
す
よ
う
な
平
易
な
も
の
で
な
く
、
河
岸
は
到
る

所
断
崖
を
形
成
し
、
し
か
も
熊
笹
や
イ
タ
ド
リ
の
類
が
繁
茂
し
て
、
方
向

を
決
定
し
難
い
。
よ
う
や
く
河
岸
を
筆
じ
山
稜
に
取
り
つ
く
こ
と
を
得

た
。
こ
の
付
近
は
雑
草
や
樹
木
が
混
生
し
、
行
進
は
左
程
困
難
で
は
な
い

が
、
身
の
丈
を
没
す
る
密
生
し
た
叢
中
の
前
進
は
、
甚
だ
無
気
味
で
あ
っ

た
。
傾
斜
は
か
な
り
急
だ
が
、
雑
草
に
足
場
が
得
ら
れ
る
の
で
、
登
肇
も

ま
た
特
に
困
難
は
覚
え
な
い
。
や
が
て
雑
草
地
帯
を
通
過
し
、
純
然
た
る

密
林
中
に
分
け
入
っ
た
。
ト
ド
松
、
エ
ゾ
松
、
そ
の
他
潤
葉
樹
の
大
木
が

び
っ
し
り
と
繁
茂
し
、
正
面
を
向
い
た
ま
ま
で
は
到
底
樹
間
を
通
過
し
得

な
い
。
枯
木
は
到
る
所
に
横
た
わ
り
、
前
進
を
拒
止
し
て
い
る
。
右
方
殆

ん
ど
直
角
に
近
い
急
傾
斜
の
谷
を
望
み
な
が
ら
、
馬
ノ
背
の
よ
う
な
山
稜

の
登
筆
に
極
度
の
努
力
を
し
た
の
だ
が
、
し
か
も
前
進
は
思
う
よ
う
に
な

ら
な
い
。

知
床
岳
の
山
勢
は
、
ち
ょ
う
ど
妙
義
山
に
密
林
を
覆
っ
た
よ
う
な
も
の

で
、
峻
嶮
極
り
な
い
難
山
で
あ
る
。
途
中
数
回
の
休
憩
を
と
っ
た
後
、
正
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午
近
く
傾
斜
の
鞘
々
緩
か
な
地
点
に
達
し
た
が
、
前
方
を
う
か
が
う
と
降

り
勾
配
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
前
進
方
向
に
対
し
て
、

い
さ
さ
か
疑
問
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
正
午
な
の
で
、

こ
こ
で
約
四
十
分
の
大
休
止
を
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
各
自
の
水
筒
は
空
に

な
り
、
精
々
渇
を
覚
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
休
憩
中
空
身
と
な
っ
て
、
地

図
と
現
地
と
を
比
較
し
偵
察
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
降
り
勾
配
は
暫
く
で
止

み
、
目
指
す
方
向
が
誤
り
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
、
更
に
新
鋭
の
気

を
以
て
密
林
中
の
前
進
を
続
行
し
た
。

進
む
こ
と
約
一
時
間
弱
で
、
又
々
不
斉
の
地
形
に
遭
遇
し
た
。
前
方
の

降
り
勾
配
は
前
の
に
比
べ
更
に
大
き
い
よ
う
だ
が
、
展
望
不
可
能
の
た
め

充
分
な
観
察
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
枯
木
に
筆
じ
登
っ
て
、
そ
の

上
か
ら
地
図
と
磁
石
と
を
対
照
し
て
、
大
体
の
地
形
の
観
察
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
即
ち
前
方
に
横
た
わ
る
谷
地
は
、
百
メ
ー
ト
ル
余
で
左
折
す

る
な
ら
、
十
数
メ
ー
ト
ル
降
下
し
て
後
、
再
び
尾
根
伝
い
に
登
筆
し
得
る

の
で
あ
る
。

も
し
左
折
し
な
け
れ
ば
、
百
メ
ー
ト
ル
余
の
降
下
に
よ
っ
て
、
午
前
半

日
の
努
力
は
水
泡
に
帰
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
左
折

案
を
採
っ
た
。
新
コ
ー
ス
を
前
進
す
る
と
、
間
も
な
く
堰
松
地
帯
に
遭
遇

し
た
。
上
方
か
ら
覆
い
冠
さ
っ
た
枝
葉
を
頼
り
に
、
枝
か
ら
幹
、
幹
か
ら

枝
へ
と
渡
り
歩
く
の
で
、
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
の
荷
重
と
容
積
と
の
た
め
、
著

し
く
進
退
の
自
由
を
束
縛
さ
れ
、
名
状
し
難
い
難
行
で
あ
っ
た
。
殊
に
人

夫
の
疲
労
を
訴
え
る
こ
と
甚
だ
し
か
っ
た
。

午
前
六
時
か
ら
不
断
の
努
力
を
も
っ
て
、
直
距
離
二
里
弱
の
山
路
を
筆

登
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
時
間
的
に
言
っ
て
も
既
に
山
頂
に
近
い
こ
と
を
確

信
し
、
一
層
の
奮
闘
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
、
堰
松
は
依
然
と
し
て
絶

え
る
こ
と
な
く
、
ま
た
山
頂
と
認
め
る
よ
う
な
何
物
を
も
見
出
さ
な
か
っ

た
。
こ
う
し
て
悪
戦
苦
闘
は
午
後
七
時
迄
継
続
さ
れ
、
漸
く
に
し
て
一
峯

を
究
め
得
た
の
で
あ
る
。

そ
の
峰
の
左
手
に
あ
た
っ
て
は
、
剣
刃
に
も
似
た
峻
峰
が
屏
風
の
よ
う

に
重
畳
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
今
や
屏
風
の
一
角
を
辛
う
じ
て
占
領
し
得

た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
第
一
段
を
登
り
得
た
に
過
ぎ
な
い
。
前
面

は
直
下
数
百
尺
の
絶
壁
下
に
、
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
川
が
一
条
の
白
線
を
ひ
い

て
流
れ
、
背
後
の
硫
黄
山
は
夕
空
に
そ
の
雄
姿
を
現
わ
し
て
い
た
。

展
望
が
自
由
に
な
っ
た
の
で
地
図
を
按
じ
る
と
、
こ
の
地
は
知
床
中
腹

の
予
定
宿
営
地
で
あ
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
八
時

間
半
に
亘
る
苦
闘
の
結
果
は
、
僅
々
千
五
百
メ
ー
ト
ル
を
筆
登
し
得
た
に

過
ぎ
な
い
。
知
床
の
山
々
を
一
望
に
収
め
た
こ
の
絶
景
も
、
現
在
の
わ
れ

わ
れ
に
は
何
ら
の
慰
安
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
同
は
悲
憤
の
情
と
飢
渇

に
迫
ら
れ
、
唖
然
と
し
て
鋭
角
三
角
塔
上
の
頂
点
に
立
っ
た
。
間
も
な
く

雲
霧
に
全
山
は
蔽
わ
れ
、
時
刻
の
晩
い
こ
と
か
ら
、
到
底
こ
れ
か
ら
の
行

動
は
無
理
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
一
日
で
頂
上
を
究
め
よ
う
と
い
う
雄
図

は
挫
折
し
、
こ
の
地
に
宿
営
の
準
備
が
着
手
さ
れ
た
。

露
営
で
最
も
困
難
を
感
じ
た
こ
と
は
、
飲
用
水
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
と
、
山
頂
は
三
方
か
ら
吹
き
上
げ
る
突
風
と
、
面
積
が
狭
い
た
め
天
幕
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が
た
て
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
傾
斜
約
四
十
五
度
の
便
松

帯
に
、
な
ん
と
か
天
幕
を
張
っ
て
泊
る
こ
と
と
し
、
人
夫
三
名
は
同
様
の

地
点
に
天
幕
を
羽
お
っ
た
だ
け
で
、
そ
の
下
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
一
滴
の

水
も
得
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
の
夜
は
乾
パ
ン
を
か
じ
っ
て
過
さ
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
夜
が
深
ま
る
と
共
に
風
は
お
さ
ま
り
、

静
穏
と
な
っ
た
。

七
月
二
十
六
日
暁
天
幸
い
に
快
晴
。
露
営
用
具
の
始
末
も
そ
こ
そ
こ

に
、
三
上
、
寺
田
両
先
生
は
水
を
求
め
る
べ
く
午
前
五
時
三
十
分
先
発
し

た
。
残
っ
た
一
行
は
準
備
を
整
え
、
乾
パ
ン
を
か
じ
っ
た
後
、
先
発
隊
の

あ
と
を
追
っ
た
。

本
日
の
行
程
は
直
距
離
一
里
弱
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
山
路
の
高
低
を

加
え
て
も
、
一
日
の
行
程
と
し
て
は
決
し
て
大
な
る
も
の
で
は
な
い
。
地

形
は
昨
日
の
よ
う
な
広
い
峻
坂
で
は
な
く
、
削
り
立
て
た
よ
う
な
山
背

を
、
峰
か
ら
峰
へ
と
前
進
す
る
の
で
あ
る
。
恨
松
は
前
に
も
ま
し
て
繁
茂

し
、
両
側
か
ら
の
疾
風
の
た
め
岩
上
に
密
着
し
て
行
く
手
を
と
ざ
し
、
歩

行
は
更
に
困
難
を
極
め
た
。
加
う
る
に
渇
水
の
た
め
か
、
精
力
永
続
せ

ず
、
呼
吸
逼
迫
の
た
め
屡
々
休
息
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
進
一

止
、
ま
こ
と
に
遅
々
た
る
前
進
に
心
の
焦
燥
を
禁
じ
得
な
い
。
こ
う
し
て

幾
つ
も
の
峰
頭
を
の
り
こ
え
、
よ
う
や
く
知
床
岳
の
絶
頂
を
眼
前
に
仰
ぎ

見
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
腹
の
窪
地
に
は
純
白
の
雪
渓
が
走
っ
て
い

た
。
先
発
隊
の
ナ
タ
目
を
入
れ
た
値
松
は
、
そ
の
辺
り
か
ら
姿
を
消
し

た
。
ま
た
後
続
の
人
夫
二
名
は
遥
か
後
方
に
残
留
し
、
一
時
連
絡
を
た
つ

た
が
諺
や
が
て
一
名
の
人
夫
が
追
及
し
て
来
て
諺
休
息
の
後
追
及
す
べ
き

旨
を
伝
え
た
。

知
床
岳
の
雄
姿
に
勇
気
百
倍
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
更
に
奮
闘
一
時
間
、

田
山
君
が
「
水
」
と
絶
叫
し
て
、
遂
に
水
を
発
見
し
た
。
絶
頂
か
ら
約
二

千
メ
ー
ト
ル
小
閉
鎖
曲
線
の
丘
阜
北
側
の
日
蔭
に
、
数
日
前
の
雨
水
が
溜

っ
て
い
た
。
時
ま
さ
に
正
午
を
鞘
々
過
ぎ
る
頃
で
あ
る
。

水
は
寧
ろ
変
廃
し
た
の
に
近
く
、
な
ま
温
か
く
て
小
さ
な
虫
が
た
く
さ

ん
い
た
が
、
一
行
は
夢
中
に
な
っ
て
こ
の
水
を
が
ぶ
飲
み
し
た
。
そ
し
て

直
ち
に
炊
事
を
急
い
だ
。
こ
の
間
先
発
し
た
三
上
先
生
は
、
こ
の
水
を
発

見
す
る
こ
と
な
く
、
直
路
山
麓
の
雪
渓
に
至
り
、
双
手
に
水
の
充
満
し
た

飯
食
を
携
え
て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
。
断
水
二
十
数
時
間
後
の
飽
食
は
、
以

て
瞑
す
べ
し
で
あ
る
が
、
ま
だ
一
滴
の
水
を
得
て
お
ら
ぬ
人
夫
二
名
の
救

援
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
三
上
先
生
と
三
好
君
は
軽
装
し
て
水
と
食
事
と
を

携
行
し
、
他
は
二
氏
の
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
及
び
寺
田
先
生
の
食
事
を
携
え
て

雪
渓
に
至
り
、
本
夜
の
宿
営
の
準
備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
こ
か
ら
は
余
り
高
低
差
の
な
い
知
床
鞍
部
を
、
雪
渓
を
目
標
と
し
て

進
む
の
で
あ
っ
た
が
、
偲
松
の
繁
茂
は
依
然
と
し
て
続
き
、
相
当
の
困
難

が
あ
っ
た
。
し
か
し
既
に
飢
餓
の
境
を
脱
し
た
わ
れ
わ
れ
は
、
一
気
呵
成

に
躍
進
し
、
午
後
四
時
三
十
分
予
定
地
に
到
達
し
た
。

こ
こ
迄
や
っ
て
き
て
、
テ
ッ
パ
ン
ベ
ッ
番
屋
出
発
以
来
初
め
て
愁
眉
を

開
い
た
。
こ
こ
は
正
し
く
計
画
に
予
定
し
た
宿
営
地
点
だ
っ
た
。
（
高
度
約

一
○
八
○
メ
ー
ト
ル
）
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雪
渓
は
山
頂
西
北
角
を
起
点
と
し
、
挺
々
山
を
焼
っ
て
下
降
す
る
地
壁

の
基
部
に
堆
積
し
た
残
雪
で
、
西
北
か
ら
東
南
に
向
い
、
長
さ
三
、
四
百

メ
ー
ト
ル
、
幅
五
十
乃
至
百
メ
ー
ト
ル
を
算
す
る
程
度
の
も
の
で
、
そ
の

下
方
に
は
清
例
無
比
の
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。
ま
た
付
近
に
咲
き
乱
れ
た

ガ
ン
コ
ウ
ラ
ン
や
コ
ケ
モ
モ
の
可
憐
な
姿
が
、
限
り
な
く
わ
れ
わ
れ
を
喜

ば
せ
た
。

一
同
は
し
ば
し
雪
渓
の
風
光
を
賞
し
、
つ
い
で
露
営
地
の
選
定
、
燃
料

集
め
等
に
従
事
し
て
い
る
う
ち
、
三
上
、
三
好
両
氏
が
人
夫
を
伴
う
こ
と

な
く
帰
っ
て
き
た
。
両
氏
の
話
に
よ
る
と
、
人
夫
の
休
憩
し
て
い
た
地
点

ま
で
行
っ
た
が
、
天
幕
を
岩
上
に
か
ざ
し
、
そ
の
下
に
荷
物
を
置
い
た
ま

ま
姿
が
見
え
な
い
、
付
近
を
呼
び
捜
し
た
が
、
遂
に
失
除
と
判
断
し
、
荷

物
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
私
有
物
は
勿
論
わ
れ
わ
れ
の
糧
食
中
味
噌
の
大

部
と
米
二
、
三
升
及
び
鍋
一
個
と
を
携
行
し
て
、
逃
亡
し
た
模
様
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
は
彼
等
を
敢
て
追
及
す
る
の
煩
を
避
け
、
爾
後
の
策
を
講

ず
る
こ
と
に
し
た
。

露
営
は
最
も
理
想
的
に
実
施
さ
れ
た
。
弾
力
あ
る
厚
き
苔
を
褥
と
し
、

値
松
の
枯
枝
に
充
分
の
暖
を
と
り
、
味
噌
汁
、
罐
詰
肉
に
舌
鼓
を
な
ら
し

た
。（

田
山
追
記
ｌ
地
形
上
及
び
飲
料
水
の
都
合
上
、
知
床
岳
登
高
に
は
テ

ッ
パ
ン
ベ
ッ
川
の
源
流
点
ま
で
遡
り
、
そ
こ
か
ら
企
て
た
方
が
遥
か
に
楽

と
思
う
。
）

七
月
二
十
七
日
こ
の
日
も
ま
た
快
晴
で
あ
る
。
人
夫
が
た
っ
た
一
人

に
な
っ
た
た
め
、
荷
を
分
け
て
背
負
う
。
ル
ッ
ク
ザ
ッ
ク
は
か
な
り
の
重

量
と
な
っ
た
が
、
希
望
に
燃
え
た
っ
た
爽
快
な
気
分
で
、
午
前
七
時
露
営

地
を
後
に
山
頂
目
が
け
て
出
発
し
た
。
露
営
地
は
既
に
知
床
岳
の
八
、
九

合
目
の
高
所
に
位
置
し
て
い
た
。
そ
の
上
こ
こ
か
ら
は
岩
石
累
々
た
る
所

を
飛
び
、
石
を
伝
っ
て
登
る
の
だ
か
ら
、
傾
斜
は
急
で
あ
る
が
便
松
の
難

は
少
な
く
、
前
二
日
間
の
行
進
に
比
較
し
て
非
常
に
ら
く
で
あ
っ
た
。

雪
渓
の
つ
ら
な
る
地
雛
に
沿
い
、
山
頂
近
く
塁
塁
の
よ
う
に
南
北
に
わ

た
る
絶
壁
の
下
を
右
に
迂
回
し
、
最
東
端
の
絶
頂
に
達
す
る
コ
ー
ス
を
採

っ
た
。
図
上
で
は
知
床
岳
（
三
五
四
・
二
メ
ー
ト
ル
）
の
絶
頂
を
閉
鎖
曲

線
の
西
方
に
記
入
し
て
あ
る
が
、
最
高
点
は
む
し
ろ
東
端
小
閉
鎖
曲
線
上

に
あ
る
も
の
と
思
う
。
午
前
八
時
三
十
分
、
わ
れ
わ
れ
は
知
床
岳
の
絶
頂

を
き
わ
め
、
万
歳
の
歓
呼
を
あ
げ
た
。
さ
ら
に
校
歌
を
合
唱
し
、
薬
用
メ

ン
ト
ル
ブ
ラ
ン
数
滴
を
カ
ッ
プ
に
お
と
し
て
乾
盃
し
た
。
成
瀬
君
は
石
を

積
ん
で
記
念
と
し
、
ま
た
記
録
を
記
し
て
ビ
ー
ル
瓶
内
に
入
れ
、
こ
れ
を

岩
の
間
に
保
存
し
た
。

知
床
岳
の
眺
望
は
実
に
天
下
一
品
で
あ
る
。
知
床
半
島
の
物
見
台
と
言

っ
て
も
よ
く
、
遮
る
も
の
な
く
全
半
島
を
一
望
に
収
め
、
海
を
へ
だ
て
て

遠
く
千
島
国
後
島
を
望
み
、
顧
み
れ
ば
硫
黄
山
が
指
呼
の
間
に
屹
立
し
て

い
る
。
足
下
の
緒
岩
の
崩
壊
し
た
一
大
峡
谷
は
、
直
下
海
に
迫
っ
て
懐
然

と
さ
せ
ら
れ
る
。
山
頂
は
殆
ん
ど
岩
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
東
西
に
長
く

幅
は
僅
か
数
メ
ー
ト
ル
で
、
岩
窪
に
腐
植
土
が
あ
り
、
堰
松
そ
の
他
の
雑

草
が
繁
っ
て
い
る
。
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知床岳と知床半島一周の旅

絶
顛
に
留
る
こ
と
一
時
間
、
憧
れ
て
き
た
こ
の
頂
に
快
別
し
て
下
山
の

途
に
つ
く
。

知
床
岳
の
大
峡
谷
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
を
地
獄
谷
と
命
名
し
た
。
こ
れ

を
右
に
、
山
頂
西
北
端
か
ら
遠
く
ポ
ト
ピ
ラ
ベ
ッ
川
河
口
に
派
出
し
た
尾

根
は
、
わ
れ
わ
れ
が
下
山
路
と
し
て
選
定
し
た
コ
ー
ス
で
あ
り
、
文
字
通

り
人
跡
未
踏
の
地
で
あ
っ
た
。
山
頂
の
閉
鎖
曲
線
を
西
へ
、
地
獄
谷
の
西

端
付
近
か
ら
、
再
び
値
松
の
厄
に
遭
い
、
岩
間
の
深
い
間
隙
に
陥
落
す
る

も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

こ
う
し
て
三
角
標
高
の
西
北
六
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
到
着
し
た
わ
れ

わ
れ
は
、
ま
た
進
路
の
選
定
に
一
大
問
題
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
隆
起
部

か
ら
下
方
を
望
む
と
、
挺
々
た
る
山
の
背
は
剣
の
刃
の
よ
う
に
痩
せ
細

り
、
処
々
階
段
状
に
岩
壁
が
た
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
反
し
て
地

獄
谷
は
、
赤
褐
色
の
岩
石
の
崩
壊
が
凄
惨
の
状
を
呈
し
て
は
い
る
が
、
そ

の
谷
底
の
状
況
は
見
得
る
限
り
で
は
、
大
き
な
困
難
も
な
さ
そ
う
で
あ

り
、
こ
れ
を
下
降
し
た
な
ら
、
ポ
ト
ピ
ラ
ベ
ッ
漁
場
の
近
く
で
、
海
岸
に

到
達
で
き
そ
う
に
看
取
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
わ
れ
わ
れ
は
尾
根
を
す
て
て

地
獄
谷
沿
い
の
コ
ー
ス
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
地
獄
谷
は
絶
壁
の
連
続
で
あ
っ
た
。
し
か
も
水
量
が
多
く
到

る
所
滝
を
な
し
て
い
た
。
幸
い
四
本
の
ロ
ー
プ
が
非
常
に
役
立
っ
た
。
わ

れ
わ
れ
は
却
っ
て
弱
い
二
人
の
人
夫
の
い
な
い
こ
と
を
喜
ん
だ
。
彼
ら
が

い
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
か
と
、
今
な
お
辣
然
と
す
る
。
ロ
ー
プ

に
身
を
托
し
て
絶
壁
を
下
る
心
地
は
、
全
く
生
死
を
脱
却
し
た
心
境
で
、

友
を
思
う
情
の
他
に
は
、
全
く
何
物
も
な
い
境
地
で
あ
っ
た
。

全
身
水
を
浴
び
て
、
三
十
メ
ー
ト
ル
近
く
の
滝
を
降
下
し
た
と
き
に

は
、
つ
く
づ
く
岩
燕
の
翼
が
ほ
し
か
っ
た
。
蝦
夷
の
地
を
初
め
て
探
検
し

た
近
藤
重
蔵
の
手
記
に
「
道
ナ
キ
道
ヲ
切
り
開
キ
、
蟻
付
シ
蟹
行
シ
猿
華

ス
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
が
、
自
分
た
ち
に
は
よ
く
彼
の
苦
心
が
判
る
様

な
気
が
し
た
。

な
お
二
、
三
の
滝
を
降
下
す
る
う
ち
に
、
日
は
ト
ッ
プ
リ
と
暮
れ
て
し

ま
っ
た
。

七
月
二
十
八
日
野
営
地
の
直
ぐ
下
は
、
青
黒
い
滝
壷
を
も
つ
恐
ろ
し

い
滝
だ
。
こ
の
川
は
硫
黄
分
と
鉄
分
（
？
）
を
多
量
に
含
ん
で
い
る
た
め

に
赤
黒
く
濁
り
、
し
か
も
水
量
多
く
岩
を
噛
み
、
底
を
え
ぐ
っ
て
流
れ
る

様
は
物
凄
い
。

河
岸
が
広
く
な
る
に
つ
れ
て
、
到
る
所
一
尺
余
も
あ
る
大
熊
の
足
跡
が

生
々
し
く
印
せ
ら
れ
、
曲
り
角
に
は
鈴
と
警
笛
に
驚
い
て
引
戻
っ
た
跡
さ

え
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
の
付
近
の
実
際
の
地
形
は
、
所
々
地
図
の
示
す

と
こ
ろ
と
大
い
に
相
違
し
て
い
た
。
殊
に
地
図
で
は
大
ガ
レ
が
海
抜
二
百

メ
ー
ト
ル
で
消
失
し
て
い
る
の
に
、
実
際
は
こ
れ
に
相
違
し
て
、
海
岸
の

す
ぐ
近
く
ま
で
迫
っ
て
い
た
。

幾
度
か
絶
望
と
思
っ
た
だ
け
に
、
初
め
て
海
岸
へ
出
た
時
は
非
常
に
嬉

し
か
っ
た
。
正
午
ポ
ト
ピ
ラ
ベ
ッ
の
古
川
氏
の
小
舎
に
着
く
。

午
後
、
付
近
の
オ
ケ
ッ
チ
ウ
シ
川
に
釣
に
行
く
。
薮
の
深
い
、
傘
程
も

あ
る
蕗
に
蔽
わ
れ
た
小
気
味
の
悪
い
川
で
は
あ
る
が
、
川
底
も
見
え
な
い
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程
岩
魚
が
群
れ
て
い
た
。
充
分
清
遊
を
試
み
て
帰
れ
ば
、
古
川
氏
の
好
意

で
、
漁
油
を
煮
る
大
鍋
に
風
呂
が
沸
か
し
て
あ
る
。
何
処
も
変
ら
ぬ
厚
い

人
情
に
感
謝
し
つ
つ
、
知
床
岳
の
士
の
汚
れ
を
落
し
た
。

こ
の
時
、
よ
う
や
く
沈
ま
ん
と
す
る
夕
陽
は
、
青
澄
ん
だ
空
に
五
色
の

光
を
放
ち
、
洋
々
た
る
海
原
は
金
色
に
照
り
反
り
、
や
が
て
は
千
古
を
包

む
碧
青
に
戻
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
の
日
没
は
実
に
す
ば
ら
し
い
。
海
浜
に

て
野
営
。

七
月
二
十
九
日
岩
伝
い
に
海
岸
を
進
む
。
オ
ッ
ケ
チ
ウ
シ
川
ま
で

は
、
道
も
頗
る
平
凡
だ
が
、
そ
れ
か
ら
先
は
絶
壁
が
海
に
迫
っ
て
、
深
渕

を
な
し
、
屡
々
危
険
を
冒
し
た
。
九
時
四
十
分
、
一
行
は
遂
に
如
何
と
も

し
が
た
い
深
渕
に
つ
き
当
っ
た
。
削
っ
た
よ
う
な
絶
壁
は
ロ
ー
プ
の
使
用

も
な
ら
ぬ
。
色
々
考
え
た
末
、
流
木
を
集
め
て
架
橋
す
る
こ
と
に
き
め

た
。
忽
ち
勇
敢
に
も
寺
田
先
生
は
、
深
海
に
身
を
お
ど
ら
し
て
彼
岸
に
泳

ぎ
つ
き
、
相
呼
応
し
て
作
業
に
か
か
る
。
一
時
間
に
し
て
立
派
な
丸
木
橋

が
出
来
上
っ
た
。

ア
ウ
ン
ル
イ
の
桂
田
氏
の
小
舎
は
、
ア
ウ
ン
ル
イ
川
か
ら
程
近
い
。
十

一
時
二
十
分
に
着
く
。
予
定
よ
り
一
日
遅
れ
た
の
で
、
桂
田
氏
は
大
変
心

配
さ
れ
た
相
だ
が
、
一
行
の
無
事
を
見
て
大
い
に
喜
ば
れ
、
祝
酒
を
傾
け

な
が
ら
、
変
化
に
富
ん
だ
北
海
六
十
年
の
生
活
を
物
語
っ
て
く
れ
た
。
彼

は
西
海
岸
漁
業
者
中
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
成
功
者
の
一
人
だ
。

川
釣
り
に
い
い
加
減
驚
い
た
自
分
（
田
山
）
は
、
こ
の
日
始
め
て
海
釣

り
を
し
て
、
更
に
度
胆
を
ぬ
か
れ
た
。
釣
れ
る
釣
れ
る
。
ガ
ヤ
と
い
う
黒

鯛
に
似
た
七
八
寸
の
魚
が
、
舟
の
周
り
に
黒
く
群
れ
る
。
ヒ
レ
に
か
か
る

の
は
ま
だ
し
も
、
一
度
糸
を
呑
み
切
っ
た
や
つ
が
、
食
欲
に
も
再
び
か
か

る
。
横
田
先
生
と
二
人
で
五
十
分
間
に
三
百
五
六
十
も
釣
っ
た
。
流
し
鉤

を
す
れ
ば
、
こ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
流
し
鉤
と
は
、
長
い
糸
に
鉤

を
凡
そ
六
十
も
つ
け
て
沖
に
流
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
引
き
上
る
時
の
楽
し
さ
。
誰
し
も
釣
手
が
味
う
よ
う
な
、
所
謂

手
答
え
と
い
う
快
感
が
遺
憾
な
く
味
わ
え
る
。
一
人
が
糸
を
た
ぐ
れ
ば
、

一
人
は
掛
声
鋭
く
艫
を
押
す
。
他
は
子
供
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぎ
な
が
ら
、

舟
か
ら
乗
り
出
し
て
、
糸
に
鈴
な
り
に
ぶ
ら
さ
が
っ
た
大
魚
の
、
溌
荊
た

る
躍
動
を
楽
し
む
と
言
っ
た
具
合
。
二
尺
近
く
の
オ
ヒ
ョ
ウ
、
ガ
ヤ
…
：
、

が
舟
に
小
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
る
と
、
一
同
は
凱
歌
を
あ
げ
て
帰
っ
た
。

今
晩
の
献
立
は
、
オ
ヒ
ョ
ウ
の
刺
身
、
ガ
ヤ
の
塩
焼
き
、
鮭
の
塩
焼

き
、
岩
魚
ヤ
マ
ベ
の
味
噌
汁
。

七
月
三
十
日
人
夫
の
佐
竹
は
中
々
忠
実
な
男
で
、
よ
く
働
ら
い
て
く

れ
た
。
齢
五
十
を
越
え
た
、
人
好
き
の
す
る
老
人
だ
。
最
後
ま
で
行
を
共

に
さ
せ
て
や
り
た
か
っ
た
が
、
彼
の
帰
途
の
都
合
も
あ
る
の
で
、
解
雇
す

る
こ
と
に
決
め
た
。

代
り
に
、
丁
度
漁
場
に
来
合
せ
た
岡
本
と
い
う
ア
イ
ヌ
を
傭
う
。
彼
、

年
四
十
、
一
見
頗
る
檸
猛
な
巨
大
漢
だ
が
、
火
酒
を
呑
ま
な
け
れ
ば
人
が

好
い
。
こ
れ
が
総
て
ア
イ
ヌ
人
の
特
性
ら
し
い
。
彼
は
二
十
貫
位
の
荷
は

平
気
で
背
負
う
。

六
時
十
分
出
発
、
岡
本
は
荷
を
積
ん
で
海
を
、
わ
れ
わ
れ
は
あ
く
ま
で
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陸
路
を
。
ポ
ロ
モ
イ
川
以
北
知
床
岬
に
至
る
海
岸
は
、
風
景
と
し
て
見
る

べ
き
も
の
が
多
い
。
敢
て
諸
君
の
清
遊
を
す
す
め
る
。

重
畳
せ
る
峡
谷
は
千
古
の
秘
密
を
包
み
、
微
動
だ
に
せ
ぬ
青
藍
の
渕
を

た
た
え
、
宛
然
か
の
有
名
な
ノ
ー
ル
ウ
ェ
イ
の
氷
河
浸
蝕
谷
を
思
わ
せ

る
。
逆
か
ま
く
怒
涛
は
海
岸
の
奇
岩
怪
石
に
砕
け
、
白
い
沫
を
あ
げ
て
奇

観
を
呈
す
る
。
見
上
げ
る
よ
う
な
石
門
あ
り
、
獅
子
の
面
貌
を
備
え
た
獅

子
岩
や
、
さ
て
は
高
楼
の
よ
う
な
ロ
ー
ソ
ク
岩
、
わ
れ
わ
れ
は
幾
度
か
大

自
然
の
造
化
の
妙
に
、
驚
異
の
目
を
瞠
ら
さ
れ
た
。
一
度
目
を
転
じ
て
絶

壁
を
仰
げ
ば
、
ハ
ン
ゴ
ン
草
の
黄
花
、
エ
ゾ
ノ
コ
ギ
リ
草
の
白
、
ヤ
ナ
ギ

草
の
淡
紅
が
眼
を
ひ
く
。
青
空
を
悠
々
と
か
け
る
鷲
や
、
或
い
は
鴉
群
を

追
っ
て
得
々
た
る
鷹
の
群
も
、
一
度
短
銃
を
は
な
て
ば
、
あ
わ
て
ふ
た
め

い
て
飛
去
る
姿
の
お
か
し
さ
。
十
一
時
、
文
吉
小
舎
跡
に
着
く
。
こ
こ
に

は
水
も
あ
り
、
絶
好
の
野
営
地
で
あ
る
。

十
二
時
半
、
愈
々
わ
れ
わ
れ
は
憧
れ
の
知
床
岬
に
達
し
た
。
想
像
に
勝

る
そ
の
壮
観
。
岬
は
一
望
千
里
の
高
原
で
、
樹
木
少
な
く
雑
草
が
茂
り
、

数
々
の
花
が
千
紫
万
紅
娚
を
競
っ
て
い
る
。
遠
く
南
方
を
展
望
す
る
と
、

一
帯
の
山
野
は
ト
ド
マ
ッ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
値
松
の
林
で
暗
緑
を
呈
し
、
遥

か
に
淡
青
の
山
岳
を
見
る
。

気
味
の
悪
い
こ
と
に
は
、
到
る
と
こ
ろ
熊
の
踏
み
に
じ
っ
た
跡
や
狐
の

穴
が
多
く
、
草
の
す
り
合
う
音
に
も
襟
を
冷
や
す
。

岬
の
突
端
、
海
中
に
一
奇
岩
が
あ
る
。
風
仙
岩
と
言
い
、
こ
れ
を
起
点

に
波
涛
千
里
の
太
平
洋
と
、
鏡
フ
よ
う
な
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と
が
、
剛
然
と

境
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
岩
を
中
心
と
し
て
、
北
見
の
国
と
根
室
の
国
と

が
背
中
を
合
わ
せ
て
い
る
。
こ
の
頗
る
重
大
な
役
割
を
も
つ
岩
の
周
り
に

は
、
無
数
の
海
豹
が
背
を
ほ
し
て
い
た
。
一
体
知
床
と
は
ア
イ
ヌ
語
で
シ

レ
ト
ク
と
呼
び
、
「
美
し
い
地
」
或
い
は
「
突
出
し
た
所
」
と
い
う
意
味

の
由
。
い
か
に
も
半
島
の
特
徴
を
と
ら
え
た
地
名
で
あ
る
。

四
月
以
来
、
夢
探
に
も
忘
れ
な
か
っ
た
憧
僚
の
こ
の
地
に
、
三
四
日
は

滞
在
し
た
い
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
こ
に
は
水
が
な
い
。
後
髪
を
引
か

れ
る
よ
う
な
思
い
で
、
わ
れ
わ
れ
は
岬
を
去
っ
た
。
愈
々
東
海
岸
で
あ

る
。
西
海
岸
が
あ
く
ま
で
険
難
で
、
永
住
者
が
絶
無
な
の
に
比
し
、
東
海

岸
は
五
六
の
難
所
を
除
く
他
は
、
概
し
て
歩
行
可
能
で
、
比
較
的
発
達

し
、
一
里
毎
に
三
四
の
昆
布
採
取
小
舎
が
あ
る
。
岡
本
の
案
内
で
赤
岩
の

昆
布
小
舎
に
着
く
。
晩
は
途
中
生
捕
っ
た
蛸
の
酢
ヅ
ケ
に
舌
鼓
を
う
っ

た
。

七
月
三
十
一
日
東
海
岸
で
わ
れ
わ
れ
が
内
心
懸
念
し
て
い
た
の
は
、

絶
対
歩
行
不
可
能
と
言
わ
れ
た
念
仏
岩
と
ペ
キ
ン
ノ
鼻
を
、
ど
う
し
て
通

過
す
る
か
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
勿
論
、
漁
業
者
が
既
に
企
て
た
よ
う

に
、
舟
行
に
よ
れ
ば
訳
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
あ
く
ま
で
徒

歩
で
、
ま
た
は
わ
れ
わ
れ
の
力
だ
け
で
突
破
し
よ
う
と
い
う
当
初
の
目
的

に
反
す
る
。

正
六
時
昆
布
小
舎
を
出
発
。
途
中
一
回
の
山
越
え
を
な
し
、
約
二
時
間

半
で
念
仏
岩
ま
で
来
て
見
れ
ば
、
聞
き
し
に
倍
す
る
難
関
だ
。
絶
壁
は
幾

十
尋
の
渕
に
対
し
て
、
極
端
な
鋭
角
を
な
し
、
手
掛
り
も
足
掛
り
も
な
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い
・
大
き
く
迂
回
し
て
い
る
た
め
に
寺
架
橋
も
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
思
い

た
っ
た
の
が
筏
で
あ
っ
た
。
幸
い
軍
人
の
先
生
が
三
人
も
お
ら
れ
た
の

で
、
忽
ち
に
し
て
流
木
は
ロ
ー
プ
に
よ
っ
て
組
ま
れ
、
立
派
な
筏
が
出
来

あ
が
っ
た
。
し
か
し
筏
を
操
る
こ
と
は
更
に
難
事
だ
っ
た
。
何
回
か
危
う

く
海
中
に
投
げ
出
さ
れ
そ
う
に
な
り
、
幾
度
か
失
敗
を
重
ね
て
後
よ
う
や

く
成
功
し
た
。

念
仏
岩
以
南
の
海
岸
は
軟
か
い
砂
岩
が
多
く
、
激
浪
の
た
め
に
根
こ
そ

ぎ
に
な
っ
た
巨
樹
、
木
材
等
が
一
帯
に
堆
積
し
て
い
る
。
昆
布
、
海
草
、

熊
の
糞
等
が
散
乱
し
、
奇
怪
な
海
虫
、
怪
魚
、
海
豹
の
骨
等
も
う
ち
あ
げ

ら
れ
、
そ
れ
ら
に
烏
が
む
れ
て
い
た
。

こ
の
付
近
に
は
海
豹
（
ア
イ
ヌ
人
は
こ
れ
を
ト
ッ
ヵ
リ
と
呼
ぶ
）
が
多
く
、

わ
れ
わ
れ
が
近
づ
く
と
、
七
尺
近
く
の
巨
体
を
無
器
用
に
動
か
し
て
、
忙

し
く
海
に
飛
び
こ
む
様
は
滑
稽
で
あ
る
。
豚
に
ヒ
レ
と
ヒ
ゲ
を
つ
け
た
の

が
ト
ッ
カ
リ
で
、
御
同
様
頗
る
愛
敬
が
あ
る
。

・
ヘ
キ
ン
ノ
鼻
の
山
越
え
は
、
熊
の
足
跡
を
辿
っ
て
訳
も
な
く
通
過
し
、

モ
イ
レ
ゥ
シ
小
舎
に
着
く
。
時
に
一
時
二
十
分
。
モ
イ
レ
ウ
シ
と
は
「
波

は
あ
っ
て
波
の
な
い
所
」
と
い
う
意
味
の
、
甚
だ
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
式
な
ア

イ
ヌ
語
だ
が
、
成
程
静
か
な
入
江
だ
。
発
動
機
船
が
一
隻
碇
泊
し
て
い

た
。
幸
い
根
室
行
だ
っ
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
荷
物
の
便
乗
を
托
し
岡
本

を
帰
し
た
。
モ
イ
レ
ウ
シ
に
は
小
舎
は
た
っ
た
一
軒
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら

先
約
二
丁
の
地
も
、
ま
た
頗
る
難
所
だ
っ
た
。
船
で
渡
し
て
あ
げ
よ
う
と

勧
め
る
漁
夫
の
好
意
を
こ
と
わ
り
、
洞
窟
を
潜
っ
た
り
、
ロ
ー
プ
を
使
っ

た
り
し
て
や
辛
う
じ
て
通
過
し
た
。
セ
セ
キ
到
着
六
時
。

セ
セ
キ
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
一
行
を
出
迎
え
に
、
七
里
の
険
路
を
冒
し

て
、
羅
臼
菩
察
部
長
渡
辺
氏
が
来
て
お
ら
れ
、
一
行
の
成
功
を
心
か
ら
祝

っ
て
く
れ
た
の
に
は
、
涙
の
出
る
程
嬉
し
か
っ
た
。

セ
セ
キ
は
中
々
ふ
る
っ
た
温
泉
で
あ
る
。
人
家
は
二
軒
。
温
泉
は
海
岸

の
磯
の
上
に
あ
っ
て
、
満
潮
に
な
れ
ば
消
失
す
る
。
露
天
な
の
は
言
う
迄

も
な
い
。
こ
ん
こ
ん
と
し
て
湧
き
出
る
熱
湯
に
、
時
々
海
水
が
浸
入
し
て

具
合
よ
く
加
減
さ
れ
る
。
湯
に
の
ぼ
せ
た
顔
を
涼
し
い
海
風
が
掠
す
め

る
。
こ
れ
程
原
始
的
な
自
然
の
浴
場
が
ま
た
と
あ
ろ
う
か
。
こ
の
素
朴

な
、
し
か
も
気
持
の
よ
い
温
泉
が
、
一
日
の
労
働
に
疲
れ
た
昆
布
採
取
者

の
、
唯
一
の
慰
安
所
で
あ
り
、
ま
た
別
天
地
で
も
あ
る
。
彼
ら
は
一
里
の

道
も
遠
し
と
せ
ず
に
や
っ
て
く
る
の
だ
。
そ
し
て
彼
ら
は
こ
こ
で
、
何
事

も
忘
れ
て
高
談
し
戯
笑
し
て
、
愉
快
に
一
日
の
結
末
を
つ
け
る
の
だ
。
六

畳
二
間
だ
け
の
旅
舎
は
、
所
謂
駅
逓
と
同
じ
性
質
の
も
の
で
、
手
厚
い
待

遇
（
し
か
も
低
廉
な
宿
賃
で
）
に
は
恐
縮
し
た
。
十
日
ぶ
り
で
畳
の
上
に

寝
る
。
本
日
の
行
程
七
里
半
。

八
月
一
日
熊
に
備
え
る
た
め
、
剣
の
代
り
に
銃
を
担
っ
た
渡
辺
巡
査

を
先
頭
に
、
十
日
間
の
悪
戦
苦
闘
に
衣
服
は
破
れ
、
髭
の
伸
び
た
六
人

は
、
海
岸
を
練
っ
て
歩
い
た
。
風
彩
の
悪
く
、
監
獄
草
蛙
を
は
い
た
一
行

は
、
少
な
か
ら
ず
漁
夫
を
驚
か
し
た
。
「
ど
ち
ら
か
ら
」
と
彼
ら
が
問
う

の
に
「
網
走
か
ら
」
と
答
え
る
の
で
、
さ
て
は
矢
張
り
重
罪
犯
人
か
と
思

わ
れ
た
の
も
、
無
理
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
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シ
ャ
モ
（
大
和
民
族
）
に
追
わ
れ
て
本
州
を
去
り
、
北
海
道
に
逃
げ
た
後

の
ア
イ
ヌ
の
歴
史
は
、
熊
と
の
争
闘
史
で
あ
る
。
今
で
も
熊
の
害
は
甚
だ

多
く
、
殊
に
知
床
半
島
に
は
多
数
の
熊
が
い
る
の
で
有
名
で
あ
る
。
知
円

別
や
羅
臼
付
近
の
よ
う
に
、
比
較
的
開
け
た
土
地
で
さ
え
、
な
お
相
当
の

被
害
が
あ
る
。
十
日
前
二
頭
の
大
熊
が
、
あ
の
家
の
雨
戸
を
破
っ
た
と

か
、
こ
の
前
は
あ
の
木
に
三
頭
の
小
熊
が
戯
れ
て
い
た
と
か
、
こ
の
地
点

で
郵
便
屋
が
殺
さ
れ
た
と
か
、
一
々
説
明
の
労
を
と
り
な
が
ら
、
装
弾
す

る
部
長
の
緊
張
ぶ
り
を
見
て
は
、
今
更
な
が
ら
熊
の
巣
と
言
わ
れ
る
あ
の

知
床
岳
を
突
破
し
た
、
無
謀
に
近
い
大
胆
？
に
、
自
分
な
が
ら
呆
れ
る
ば

か
り
だ
っ
た
。

四
時
四
十
五
分
、
羅
臼
に
着
い
た
。

北
の
大
都
市
？
で
あ
る
。
急
に
下
界
』

新
ら
し
く
、
鶏
の
顔
さ
え
珍
ら
し
い
。

十
一
時
知
円
別
に
着
く
。
同
地
は
凡
そ
百
軒
の
人
家
が
あ
る
東
海
岸
最

の
大
都
市
？
で
あ
る
。
急
に
下
界
に
出
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
事
毎
に
目

雪
原
の
足
あ
と

著
者
は
釧
路
に
生
れ
、
北
大
で
山
岳
部
に
籍
を
お
い
た
。

日
高
と
原
野
の
風
光
に
「
身
も
心
も
奪
わ
れ
て
」
、
昭
和
十

一
年
か
ら
は
下
野
塚
で
開
拓
生
活
に
入
っ
た
。
火
山
灰
地
の

悪
条
件
の
下
で
、
百
姓
や
炭
焼
を
や
り
な
が
ら
、
四
季
お
り

お
り
の
ス
ケ
ッ
チ
を
続
け
る
。
百
枚
あ
ま
り
の
ス
ケ
ッ
チ
と

と
も
に
、
随
筆
が
楽
し
い
。
商
人
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
加
え

た
混
成
部
隊
の
山
岳
行
で
キ
ャ
ン
プ
を
は
り
、
歌
を
う
た

う
。
石
狩
岳
の
山
頂
で
結
婚
式
を
あ
げ
る
山
仲
間
の
仲
人
を

引
受
け
、
雪
を
踏
み
し
め
て
型
破
り
の
式
を
司
会
す
る
。

ｌ
「
自
然
と
と
も
に
生
活
す
る
」
著
者
の
気
持
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
（
週
刊
朝
日
６
月
４
日
号
書
評
よ
り
）

坂
本
直
行
画
文
集Ｂ

５
判
原
色
版
調

特
装
本
函
入
り

お
申
込
は
茗

図
版
妬

定
価
二
、

渓

二
○
○
頁

八
○
○
円

堂
へ

’
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世
界
第
三
位
の
大
き
さ
を
誇
る
熱
帯
の
巨
島
ボ
ル
ネ
オ
、
そ
の
北
部
に

ジ
ャ
ン
グ
ル
を
ぬ
き
ん
で
た
、
幻
の
よ
う
に
そ
び
え
る
岩
峰
が
望
ま
れ

る
。
原
住
民
が
神
々
の
住
居
と
信
じ
て
い
る
聖
な
る
山
、
グ
ノ
ン
・
キ
ナ

バ
ル
（
四
○
七
七
メ
ー
ト
ル
）
（
⑦
匡
口
。
届
は
マ
レ
ー
語
の
山
の
意
味
）
で
あ
る
。

東
京
農
業
大
学
探
検
部
は
、
一
九
六
四
年
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
、
ボ

ル
ネ
オ
農
業
調
査
五
年
次
計
画
の
第
一
次
隊
と
し
て
、
杉
野
忠
夫
教
授
リ

ー
ダ
ー
以
下
九
名
が
サ
バ
（
旧
英
領
ボ
ル
ネ
オ
）
に
お
い
て
調
査
を
行
な
っ

た
。
キ
ナ
バ
ル
は
七
月
お
よ
び
九
月
の
二
回
、
南
面
か
ら
最
高
点
冒
葛
、
の

思
鼻
に
足
跡
を
し
る
し
た
。
こ
の
山
は
最
近
と
く
に
そ
の
重
要
性
が
認

め
ら
れ
、
山
腹
に
は
ラ
ジ
オ
・
サ
バ
の
中
継
所
、
営
林
局
の
小
屋
が
で
き
、

そ
し
て
山
頂
近
く
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸
送
に
よ
る
立
派
な
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

製
の
山
小
屋
が
建
っ
て
い
る
。
初
登
頂
は
一
八
五
一
年
国
匡
瞥
冒
言
に

よ
っ
て
閻
冨
Ｈ
ｏ
員
①
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
山
頂
近
く
の
そ
の
小

屋
の
た
め
、
一
般
ル
ー
ト
で
あ
る
思
冨
風
。
貝
の
か
ら
の
登
山
は
、
大
き

な
困
難
が
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
か
ら
の

登
頂
は
、
初
登
頂
か
ら
百
年
後
に
は
じ
め
て
開
か
れ
た
事
実
が
示
す
と
お

海
外
登
山
略
報

グ
ノ
ン
・
キ
ナ
バ
ル
登
山

り
、
千
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
垂
直
の
岩
壁
と
、
昼
な
お
暗
い
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
通
過
は
、
登
山
と
し
て
も
、
探
検
と
し
て
も
大
き
な
魅
力
と
困
難
を
持

っ
て
い
る
。
最
高
点
Ｆ
ｏ
君
、
、
勺
①
鼻
へ
は
、
初
登
頂
の
と
き
に
Ｐ
Ｃ
尋
の

と
っ
た
思
冨
Ｈ
ｏ
員
①
が
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
北
面
か
ら
稜
線
に
達
し

た
記
録
す
ら
な
い
。

主
な
ル
ー
ト
を
記
す
と
次
の
も
の
が
あ
る
。

①
国
富
Ｈ
ｏ
員
の

②
巨
胃
巴
屏
風
Ｈ
ｏ
員
①
（
北
山
稜
の
五
千
百
フ
ィ
ー
ト
ま
で
）

③
国
○
言
の
巨
一
ｍ
Ｈ
ｏ
貝
①
（
顧
冨
門
○
員
①
の
上
部
で
分
か
れ
て
園
眉

の
①
○
壗
鴨
勺
の
鼻
に
達
す
）

④
〆
匡
且
四
囲
目
日
日
①
（
尻
巨
且
四
囲
口
部
落
よ
り
顧
冨
Ｈ
ｏ
員
①
に
合

す
る
）

⑤
巨
の
、
旨
巨
Ｈ
ｏ
員
①
（
東
山
稜
に
達
す
）

⑥
詞
昌
巴
ｇ
ｇ
①
ご
両
曽
＆
嵐
○
旨
儲
ｏ
具
①
（
東
尾
根
よ
り
東
山
稜
上

の
ピ
ナ
ク
ル
に
達
す
）

⑦
勺
自
四
国
日
ロ
同
。
匡
蔚
（
唯
一
の
北
面
ル
ー
ト
、
た
だ
し
キ
ナ
バ
ル
よ

り
遥
か
に
離
れ
た
五
千
フ
ィ
ー
ト
の
前
山
に
達
し
た
の
み
）

キ
ナ
バ
ル
山
頂
は
広
大
な
花
崗
片
麻
岩
の
台
地
で
、
そ
の
台
地
を
か
こ

む
よ
う
に
、
幻
想
的
な
岩
峰
、
ピ
ナ
ク
ル
が
聾
え
立
っ
て
い
る
。
眼
下
に

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
領
カ
リ
マ
ン
タ
ン
に
続
く
広
大
な
ジ
ャ
ン
グ
ル
が
広

が
り
、
海
外
線
に
は
白
い
サ
ン
ゴ
礁
の
浜
、
南
支
那
海
の
明
る
い
青
さ
。

赤
道
に
近
い
南
の
島
に
も
こ
ん
な
楽
し
い
山
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
西
南

北
四
マ
イ
ル
に
お
よ
ぶ
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
岩
峰
群
の
登
筆
も
、
未
知
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ル
ー
ト
も
、
グ
ノ
ン
・
キ
ナ
バ
ル
は
ま
だ
知
ら
れ
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海外登山略報

隊
員
編
成
池
田
甚
兵
衛
（
隊
長
）
、
内
田
静
雄
（
副
隊
長
）
、
村
田
実
、

大
関
英
雄
、
柏
倉
時
雄
、
矢
野
和
孝
、
志
賀
侃
、
三
成
善
次
郎
、
浅
井
秩

夫
、
奥
山
輝
一
、
村
川
満
均
、
増
田
義
雄
、
井
場
良
次
郎
。

一
九
六
二
年
ご
ろ
か
ら
、
一
都
市
の
小
さ
な
山
岳
団
体
の
若
者
た
ち

が
、
働
ら
く
者
に
よ
る
海
外
遠
征
登
山
を
行
な
い
た
い
と
考
え
、
短
時
間

で
経
費
も
少
な
く
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
は
及
ば
な
く
て
も
、
岩
と
氷
に
ア
タ
ッ

ク
で
き
る
山
と
い
う
こ
と
で
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
ズ
が
選
ば
れ

た
。
初
登
頂
と
は
い
か
な
く
て
も
、
日
本
人
に
よ
っ
て
か
つ
て
登
ら
れ
た

ア
ル
バ
ー
タ
峰
（
三
六
一
九
メ
ー
ト
ル
）
を
目
標
と
し
た
。
登
山
隊
は
全
日

本
山
岳
連
盟
一
九
六
四
年
度
海
外
登
山
隊
と
し
て
認
め
ら
れ
、
隊
員
は
川

口
市
山
岳
連
盟
傘
下
の
山
岳
会
十
団
体
か
ら
、
選
考
委
員
会
が
選
ん
だ
。

一
九
六
四
年
六
月
二
一
日
、
羽
田
か
ら
空
路
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
全
員
集

結
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
Ｃ
・
Ｐ
・
Ｒ
（
列
車
）
を
利
用
し
て
ア
ル
バ
ー

タ
州
パ
ン
フ
に
入
る
。
パ
ン
フ
か
ら
レ
ン
ト
カ
ー
に
よ
り
バ
ン
フ
ー
ジ
ャ

ス
パ
ー
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
約
三
百
キ
ロ
北
上
し
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
か
ら
ア
ル

バ
ー
タ
峰
へ
の
最
短
コ
ー
ス
の
地
点
へ
Ｂ
Ｃ
を
設
け
る
。
こ
の
ル
ー
ト

は
、
か
つ
て
の
槙
氏
一
行
の
ア
サ
バ
ス
カ
谷
湖
行
の
ル
ー
ト
と
区
別
す
る

た
め
、
ア
ル
バ
ー
タ
・
ト
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
と
名
付
け
た
。

サ
ン
ア
プ
タ
河
か
ら
前
衛
の
尾
根
三
千
メ
ー
ト
ル
を
乗
越
し
て
、
ア
ル

バ
ー
タ
峰
の
肩
二
千
メ
ー
ト
ル
よ
り
ア
ル
バ
ー
タ
峰
の
ア
タ
ッ
ク
を
行
っ

な
い
多
く
の
魅
力
を
示
し
て
く
れ
た
。

カ
ナ
ダ
親
善
登
山

（
向
後
元
彦
）

た
が
、
予
想
以
上
に
岩
質
が
も
ろ
く
、
岩
登
り
用
の
器
具
の
ほ
と
ん
ど
が

き
か
ず
、
山
稜
直
下
七
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
登
頂
を
断
念
し
た
。
Ａ
Ｃ

発
七
月
一
○
日
、
一
二
日
ア
タ
ッ
ク
、
一
三
日
Ａ
Ｃ
帰
着
。
ア
ル
バ
ー
タ

峰
は
周
辺
の
山
容
と
異
な
り
、
戦
艦
を
横
た
え
た
よ
う
な
黒
い
山
容
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
岩
登
り
で
あ
る
。
そ
の
周
辺
に
は

無
気
味
に
、
懸
垂
氷
河
が
十
五
分
ご
と
に
雪
崩
を
お
こ
し
て
い
た
。

カ
ナ
ダ
国
立
公
園
内
で
あ
る
た
め
、
そ
の
管
理
規
定
に
も
と
ず
い
た
行

動
を
と
る
必
要
が
あ
り
、
地
区
ワ
ー
デ
ン
（
管
理
員
）
と
の
連
絡
を
密
に

し
、
そ
の
指
示
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
特
に
ハ
イ
ウ
ェ
イ
沿
線
で
は
、

指
定
キ
ャ
ン
プ
場
以
外
は
キ
ャ
ン
プ
で
き
な
い
し
、
登
山
に
際
し
て
は
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
（
無
料
）
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
り
事
故
発
生

の
場
合
の
救
助
な
ど
が
約
束
さ
れ
る
。
ま
た
野
生
動
物
は
完
全
に
保
護
さ

れ
て
い
る
た
め
、
テ
ン
ト
の
付
近
に
ひ
ん
ぱ
ん
に
出
没
す
る
ク
マ
、
シ

カ
、
リ
ス
な
ど
に
危
害
を
加
え
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の

時
季
は
蚊
の
発
生
が
ひ
ど
く
、
食
事
も
で
き
な
い
ほ
ど
で
防
虫
剤
が
必
要

で
あ
る
。
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
一
歩
は
ず
れ
る
と
原
始
の
世
界
で
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
か
ら
は
氷
河
湖
に
映
す
懸
垂
氷
河
や
、
三
、
四
千
メ
ー
ト
ル
級
の
岩
峰

の
風
景
は
、
第
二
の
ス
イ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

山
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
車
で
行
く
よ
り
ほ
か
な
く
、

現
在
で
は
荷
馬
や
人
夫
の
利
用
は
で
き
な
い
。
ガ
イ
ド
は
国
立
公
園
管
理

局
の
指
示
を
受
け
る
か
、
カ
ナ
ダ
山
岳
会
の
秀
れ
た
ク
ラ
イ
マ
ー
な
ど
を

依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
ズ
は
日
本
か
ら
近
く
、
入
国
許
可
の
問
題

も
な
く
、
気
軽
る
に
岩
と
氷
の
山
を
楽
し
め
る
と
い
う
点
で
も
、
大
い
に
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一
社
会
人
山
岳
団
体
と
し
て
持
ち
続
け
た
、
海
外
登
山
の
第
一
段
階
と

し
て
、
氷
河
の
あ
る
山
で
、
あ
る
程
度
歯
ご
た
え
の
あ
る
場
所
と
し
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
選
ん
だ
。
し
た
が
っ
て
、
計
画
当
初
よ
り
遠
征
と

い
う
言
葉
を
意
識
的
に
さ
け
、
た
ん
に
合
宿
の
地
を
タ
ス
マ
ン
氷
河
に
と

る
と
い
う
形
を
と
っ
た
。

メ
ン
バ
ー
、
狩
山
芳
夫
（
隊
長
）
、
松
原
通
雄
、
伊
藤
尤
士
、
梶
野
圭
右
。

一
九
六
四
年
一
二
月
五
日
、
本
隊
（
狩
山
、
伊
藤
、
梶
野
）
荷
物
と
と

も
に
姫
路
出
発
、
海
路
シ
ド
ニ
ー
へ
・

一
二
月
一
七
日
、
シ
ド
ニ
ー
着
、
一
六
日
空
路
日
本
を
発
っ
た
松
原
と

合
流
、
空
路
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
に
向
う
。

二
一
月
一
二
日
、
荷
物
の
通
関
に
数
日
を
費
し
、
バ
ス
で
ハ
ー
ミ
テ
ー

ジ
ヘ
・一

二
月
一
三
日
、
食
糧
調
達
（
殆
ん
ど
現
地
調
達
）
、
パ
ッ
キ
ン
グ
完
了
。

一
二
月
二
三
日
、
ボ
ー
ル
・
ハ
ッ
ト
ま
で
バ
ス
で
入
り
、
タ
ス
マ
ン
氷

河
に
至
る
。

三
一
月
二
五
日
、
プ
ラ
ト
ウ
・
ハ
ッ
ト
着
。
ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
タ
ー
氷
河

の
終
点
、
グ
ラ
ン
ド
・
プ
ラ
ト
ウ
に
幕
営
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、
六
三
年

末
空
輸
に
よ
り
小
屋
が
建
設
さ
れ
て
い
た
（
地
図
に
は
未
記
入
）
。

一
二
月
二
六
日
、
プ
ラ
ト
ウ
・
ハ
ッ
ト
か
ら
標
高
差
一
七
○
○
メ
ー
ト

ル
の
ク
ッ
ク
を
ア
タ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
す
る
。
ル
ー
ト
は
ス
ピ
ー
ド
本
位

魅
力
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

マ
ウ
ン
ト
・
ク
ッ
ク
登
頂

（
村
田
実
）

に
考
え
、
リ
ン
ダ
氷
河
を
と
る
こ
と
と
す
る
。
午
前
三
時
ハ
ッ
ト
出
発
、

太
陽
が
出
な
い
う
ち
に
リ
ン
ダ
氷
河
を
通
過
す
る
た
め
ピ
ッ
チ
を
上
げ
、

午
前
八
時
半
メ
イ
ン
ク
レ
ス
ト
（
ザ
ブ
リ
ゲ
ン
・
リ
ッ
ジ
の
延
長
）
へ
出

る
。
六
ピ
ッ
チ
の
岩
登
り
で
、
頂
上
直
下
の
ア
イ
ス
・
キ
ャ
ッ
プ
に
達
し
、

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
午
後
二
時
半
頂
上
に
立
っ
た
。

下
降
は
難
渋
を
極
わ
め
、
午
後
二
時
グ
ラ
ン
ド
・
プ
ラ
ト
ウ
に
帰
着
。

頂
上
へ
は
伊
藤
、
梶
野
で
達
し
、
狩
山
、
松
原
は
ア
イ
ス
・
キ
ャ
ッ
プ
下

で
待
機
、
わ
れ
わ
れ
の
す
ぐ
後
か
ら
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ア
ル
パ
イ
ン
・

ク
ラ
ブ
の
二
パ
ー
テ
ィ
が
登
頂
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
ニ
ュ
ー
レ
コ
ー
ド

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
二
月
三
○
日
、
ハ
ー
ミ
テ
ー
ジ
ヘ
下
山
。
食
糧
、
燃
料
な
ど
補
給
、

梶
野
は
仕
事
の
都
合
で
空
路
帰
国
。

一
九
六
五
年
一
月
一
日
、
三
名
で
タ
ス
マ
ン
氷
河
源
頭
の
タ
ス
マ
ン
・
サ

ド
ル
付
近
へ
、
セ
ス
ナ
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
空
路
荷
上
げ
、
テ
ン
ト
設
営
。

一
月
二
日
、
ホ
ッ
ク
ス
テ
ッ
タ
ー
・
ド
ー
ム
（
九
二
五
八
フ
ィ
ー
ト
）
へ
、

氷
河
源
頭
域
を
判
断
の
た
め
登
頂
、
わ
れ
わ
れ
の
第
二
の
目
的
で
あ
る
エ

リ
ー
デ
ビ
ー
モ
ン
ト
の
登
路
を
確
認
す
る
。

三
日
’
八
日
、
風
雪
の
た
め
停
滞
。

一
月
九
日
、
予
定
期
間
を
す
ぎ
た
た
め
下
山
。

二
月
二
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
由
で
姫
路
へ
帰
港
。

以
上
不
満
足
で
は
あ
っ
た
が
、
ク
ッ
ク
の
日
本
人
と
し
て
の
初
登
と
い

う
初
期
の
目
的
を
達
し
た
。
（
東
京
西
山
会
伊
藤
尤
士
）

（
本
略
報
の
編
集
に
あ
た
り
山
崎
安
泊
氏
の
労
を
多
と
し
、
記
し
て
謝
意
を
表
す

る
ｌ
編
者
）
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追 I卓

『
岳
人
』
一
九
六
四
年
十
月
号
に
、
「
小
島
烏
水
と
甲
斐
の
白
峰
」
と
い

う
題
で
、
一
文
を
掲
げ
た
中
に
、
昔
高
野
君
が
小
島
君
を
捜
し
出
し
た
い

き
さ
つ
に
触
れ
た
の
で
、
近
い
内
に
そ
れ
を
高
野
君
の
所
に
持
参
し
て
、

昔
の
思
い
出
を
語
り
あ
い
且
つ
又
烏
水
の
あ
の
一
文
が
、
小
島
君
を
吾
々

の
グ
ル
ー
プ
即
ち
日
本
博
物
学
同
志
会
の
幹
部
と
結
び
つ
け
た
動
機
と
な

っ
た
が
、
そ
れ
が
実
際
の
紀
行
で
は
な
く
て
、
文
献
を
元
に
し
て
書
き
上

げ
た
一
片
の
創
作
で
あ
っ
た
こ
と
の
由
を
話
し
て
、
少
し
許
り
驚
か
し
て

見
よ
う
か
な
ど
、
考
え
て
い
る
矢
先
に
、
高
野
君
は
思
い
も
か
け
ず
、
あ

の
世
に
旅
立
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
残
念
至
極
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

私
が
初
め
て
高
野
君
に
逢
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
三
年
）

一
月
十
一
日
に
、
日
本
博
物
学
同
志
会
の
第
三
回
談
話
会
が
、
麹
町
区
永

田
町
の
日
枝
神
社
境
内
に
あ
っ
た
楠
本
と
い
う
茶
亭
で
、
開
催
さ
れ
た
時

で
あ
っ
た
。
明
治
時
代
に
は
、
日
枝
神
社
即
ち
山
王
の
境
内
に
は
、
今
と

ち
が
っ
て
両
三
軒
の
茶
亭
が
あ
っ
て
、
参
詣
の
人
な
ど
が
立
寄
っ
て
休
ん

追
悼

高
野
麿
蔵
氏
（
一
八
八
四
’
一
九
六
四
）

だ
り
》
暑
い
夏
の
日
な
ど
、
涼
み
に
来
る
人
が
休
憩
し
た
り
し
た
も
の

だ
。
そ
の
席
を
借
り
て
、
こ
ん
な
会
が
開
か
れ
た
の
で
、
室
内
に
は
標
本

や
書
籍
な
ど
を
陳
列
し
、
ま
た
会
員
だ
の
私
達
の
先
生
の
帰
山
信
順
先
生

と
か
、
来
賓
の
寺
崎
留
吉
氏
の
講
演
が
あ
っ
た
。

横
浜
在
住
の
高
野
君
と
は
、
距
離
の
関
係
も
あ
り
、
ま
た
同
君
は
蝶
郎

と
号
し
て
、
蝶
類
の
研
究
に
専
念
し
て
居
た
し
、
こ
ち
ら
は
植
物
と
い
う

訳
で
、
大
し
て
盛
ん
な
交
渉
は
な
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
す
る
。

明
治
三
十
七
年
の
『
太
陽
』
第
十
巻
第
三
号
に
、
小
島
烏
水
と
名
乗
る

人
物
が
、
「
甲
斐
の
白
峰
」
な
る
一
文
を
掲
載
し
た
の
が
、
吾
々
の
間
で

問
題
と
な
り
、
や
が
て
、
こ
の
人
は
横
浜
の
住
人
と
い
う
こ
と
を
耳
に
は
さ

ん
だ
私
は
、
外
に
た
よ
る
人
も
な
い
ま
ま
、
高
野
君
に
一
書
を
飛
ば
し

て
、
若
し
出
来
た
な
ら
、
小
島
烏
水
と
い
う
人
を
捜
し
当
て
て
呉
れ
な
い

か
と
頼
ん
で
見
た
。
高
野
君
も
一
時
は
途
方
に
く
れ
た
ら
し
か
っ
た
が
、

幸
い
に
も
或
る
日
知
人
の
山
崎
小
三
（
号
紫
紅
）
氏
に
遇
い
、
烏
水
は
山

崎
氏
の
友
人
だ
と
い
う
こ
と
で
、
同
氏
の
紹
介
状
を
持
っ
て
、
明
治
三
十

八
年
一
月
か
二
月
頃
、
二
人
で
小
島
君
を
訪
問
し
て
以
来
、
私
と
高
野
君

と
の
間
は
、
交
渉
が
漸
く
深
く
な
り
、
明
治
四
十
二
年
に
私
が
外
遊
す
る

に
当
っ
て
は
、
高
野
君
に
多
大
な
御
世
話
に
な
っ
た
し
、
大
正
二
年
の
夏

に
、
一
時
帰
朝
し
た
時
に
も
亦
高
野
君
の
御
世
話
に
な
っ
た
。
大
正
五
年

に
最
終
的
に
帰
朝
し
た
後
、
後
か
ら
届
い
た
荷
物
の
受
取
り
に
つ
い
て

も
、
高
野
君
を
煩
わ
し
た
こ
と
少
な
く
な
か
っ
た
。

明
治
三
十
八
年
の
秋
に
、
山
岳
会
が
結
成
さ
れ
は
し
た
が
、
一
番
困
っ

た
の
は
事
務
所
を
ど
こ
に
置
く
か
の
問
題
で
あ
っ
た
。
最
初
は
発
起
人
の

最
年
長
者
で
あ
っ
た
城
氏
の
法
律
事
務
所
に
置
い
て
貰
っ
た
が
、
や
が
て
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城
氏
が
朝
鮮
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
一
時
同
氏
の
厳
君
の
所

に
移
し
た
が
、
蓮
に
も
永
く
置
く
訳
に
行
か
な
い
の
で
、
明
治
四
十
一
年

一
月
に
、
高
野
君
の
横
浜
の
家
に
移
し
た
ま
ま
、
大
正
八
年
十
月
十
五
日

に
私
の
家
に
移
る
ま
で
、
こ
の
長
年
月
高
野
君
の
監
督
下
に
、
会
が
成
長

し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
問
、
殆
ど
一
人
で
会
務
を
見
た
訳
で
、
若

し
同
君
の
よ
う
な
人
が
居
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
会
の
発
展
も
ど
う
な
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
高
野
君
の
功
績
は
、
筆
舌
に
尽
せ
ぬ
程
で
あ
る
。

大
正
六
年
以
来
、
山
岳
会
の
用
事
で
高
野
君
を
訪
問
す
る
機
会
が
ふ

え
、
一
方
、
私
の
著
書
に
入
れ
る
写
真
に
関
し
て
も
、
高
野
君
の
好
意
に

俟
っ
た
こ
と
再
三
に
上
っ
て
い
る
。
大
正
十
二
年
九
月
の
大
震
災
ま
で

に
、
私
達
が
高
野
君
の
家
を
訪
ね
た
度
数
は
、
算
え
切
れ
な
い
程
で
あ
っ

た
。
一
人
で
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
れ
ば
、
数
名
で
押
し
掛
け
た
こ
と
も
あ

り
、
私
ば
か
り
で
な
く
、
誰
も
彼
も
自
分
の
家
同
然
の
気
安
さ
で
、
頻
繁

に
訪
問
し
た
も
の
で
あ
る
。

高
野
君
が
い
つ
頃
か
ら
写
真
に
熱
中
し
始
め
た
か
、
詳
し
く
は
知
ら
な

い
が
、
蝶
類
採
集
の
目
的
で
、
浅
間
山
麓
な
ど
に
出
向
い
た
折
に
、
浅
間

山
の
写
真
を
と
っ
た
の
が
、
明
治
三
十
八
年
の
夏
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ

か
ら
、
そ
の
頃
に
は
、
も
う
カ
メ
ラ
を
手
に
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
、

そ
の
年
の
秋
九
月
の
下
旬
に
、
日
本
博
物
学
同
志
会
横
浜
支
部
の
発
案

で
、
丹
沢
山
塊
の
塔
ノ
岳
に
、
採
集
旅
行
を
企
て
た
時
に
も
、
カ
メ
ラ
を

携
行
し
、
幾
枚
か
撮
影
し
て
、
印
画
を
私
達
に
呉
れ
た
が
、
そ
の
時
の
紀

行
を
『
山
岳
』
第
一
年
第
一
号
に
掲
載
し
た
中
に
は
、
一
枚
も
使
っ
て
な

い
の
は
、
そ
の
結
果
に
満
足
し
な
か
っ
た
の
か
と
も
思
わ
れ
る
。
浅
間
山

の
も
、
丹
沢
行
き
の
時
の
も
、
手
札
判
の
器
械
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
力

ビ
ネ
判
の
組
立
て
暗
箱
に
、
Ｂ
テ
ッ
サ
ー
の
レ
ン
ズ
を
つ
け
た
も
の
に
か

わ
っ
て
、
や
が
て
は
写
真
器
一
式
と
乾
板
幾
ダ
ー
ス
か
を
、
防
水
の
箱
に

納
め
て
、
そ
れ
が
五
貫
目
も
あ
る
の
で
、
登
山
の
折
に
は
専
用
の
人
夫
一

人
を
特
に
雇
っ
て
、
い
ざ
撮
影
の
際
に
は
、
高
野
君
の
下
知
の
下
に
、
背

負
梯
子
か
ら
そ
の
箱
を
お
ろ
さ
せ
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
三
脚
を
た
て
て
、
暗

箱
を
組
立
て
、
レ
ン
ズ
を
は
め
込
み
、
ソ
ー
ン
ト
ン
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
装
置

し
て
、
短
時
間
に
一
写
に
及
ぶ
と
い
う
寸
法
を
、
工
夫
し
た
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。

山
の
好
い
写
真
が
集
ま
る
と
、
今
度
は
写
真
帖
を
作
っ
て
、
同
好
者
に

配
布
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
『
高
山
深
谷
』
の
題
で
幾
集
か
を
完
成
し
、

最
後
に
は
写
真
版
に
し
て
印
刷
し
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
迄
は
製
版
に
よ
ら

ず
、
悉
く
景
色
に
応
じ
て
、
色
々
な
印
画
紙
を
用
い
て
焼
付
け
た
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
も
多
数
の
こ
と
で
あ
り
、
中
々
一
人
で
は
間
に
合
わ
ず
、
写

真
屋
を
雇
っ
て
来
て
助
手
に
使
っ
て
も
、
彼
等
の
腕
前
で
は
、
高
野
君
の

気
に
入
る
よ
う
に
は
行
か
な
い
と
、
嘆
声
を
漏
し
て
い
た
。
前
記
『
高
山

深
谷
』
の
最
後
の
集
は
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
十
五
日
の
発
免
で
、
そ
の

巻
頭
に
、
高
野
君
の
昔
の
山
岳
写
真
の
苦
心
談
が
載
っ
て
い
る
。

大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
全
焼
し
、
幾
百
に
余
る
硝
子

の
ネ
ガ
が
、
一
緒
に
と
け
て
山
と
な
っ
た
の
を
見
て
、
写
真
を
断
念
し
た

ら
し
い
が
、
阿
佐
ケ
谷
に
新
居
を
構
え
て
以
来
は
、
ロ
ー
ラ
ー
カ
ナ
リ
ヤ

の
飼
育
に
専
念
し
て
、
羽
毛
の
色
を
あ
ざ
や
か
に
す
る
為
に
、
唐
辛
子
を

餌
に
加
え
る
と
、
繁
殖
力
が
衰
え
る
と
こ
ぼ
し
て
い
た
。
戦
時
中
に
は
、

餌
の
入
手
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
、
何
か
雑
草
で
代
用
品
は
な
い
か
と
、

相
談
に
来
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
晩
年
は
こ
の
ほ
う
も
断
念
し
た
模
様
で
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悼追

あ
っ
た
。

七
十
歳
を
超
え
た
頃
、
可
な
り
ひ
ど
い
胃
潰
瘍
に
罹
り
、
思
い
切
っ
て

行
な
っ
た
手
術
も
幸
に
成
功
し
て
、
そ
の
後
は
健
康
を
取
り
戻
し
、
た
だ

日
増
し
に
甚
し
く
な
る
交
通
地
獄
に
、
殆
ど
外
出
を
せ
ず
、
主
と
し
て
静

か
な
生
活
を
送
っ
て
居
た
よ
う
だ
が
、
忽
然
と
し
て
他
界
さ
れ
た
こ
と
は
、

皇
に
痛
惜
の
至
り
で
あ
る
。
（
昭
和
三
十
九
年
十
月
二
日
誌
）

（
附
記
）
高
野
君
が
胃
潰
瘍
の
手
術
を
断
行
し
て
、
そ
の
結
果
が
大
層

良
か
っ
た
と
聞
い
て
、
安
心
し
て
居
た
が
、
昭
和
三
十
一
年
の
秋
に
な
っ

て
、
誰
や
ら
が
来
て
、
近
来
健
康
を
害
し
て
床
に
つ
い
て
い
る
と
話
し
た

の
で
、
九
月
二
十
三
日
、
早
速
見
舞
に
行
っ
て
見
た
。
床
中
で
退
屈
の
折

に
で
も
と
、
拙
著
『
高
嶺
の
花
』
を
携
え
た
。

さ
て
玄
関
に
立
っ
て
案
内
を
乞
う
と
、
単
衣
姿
の
高
野
君
自
身
が
取
次

に
現
れ
た
の
で
二
度
び
っ
く
り
、
重
患
の
噂
は
何
か
の
間
違
い
と
判
っ
て

安
心
。
散
々
懐
旧
談
に
時
間
を
つ
ぶ
し
た
上
、
軽
い
気
持
で
帰
宅
し
た
。

そ
の
翌
日
、
同
君
か
ら
来
た
書
面
が
最
近
見
当
っ
た
の
で
、
輩
に
転
載

す
る
。

「
富
士
見
町
に
て

武
田
賢
兄

拝
啓
昨
日
は
わ
ざ
わ
ざ
御
見
舞
を
頂
き
有
難
く
御
礼
申
上
ま
す
。
旧
知

の
御
厚
意
感
銘
の
至
で
御
座
い
ま
す
。
御
高
著
拝
受
、
山
崎
博
士
の
エ
ー

デ
ル
ヴ
イ
ス
（
日
本
の
）
の
話
な
ど
五
十
年
忘
却
し
て
い
ま
し
た
、
御
手

元
に
残
さ
れ
た
事
洵
に
忘
れ
難
き
事
で
す
。

其
節
は
好
味
拝
領
御
礼
申
上
ま
す
、
秋
冷
と
共
に
元
気
も
出
る
事
と
存

じ
ま
す
。
差
当
り
の
持
病
も
根
治
、
当
分
永
生
き
を
す
る
つ
も
り
で
居
り

ま
ず
。

御
帰
り
後
間
も
な
く
老
妻
等
帰
宅
、
残
念
が
っ
て
居
り
ま
し
た
。
失
礼

御
寛
恕
願
上
ま
す
。

カ
ナ
リ
ヤ
も
戦
後
は
一
産
業
化
し
年
間
一
億
円
近
い
外
貨
を
得
ま
す

が
、
従
っ
て
私
達
の
手
に
は
お
え
ぬ
仕
事
と
な
り
、
遠
く
の
方
か
ら
小
言

を
云
う
係
り
に
な
り
何
の
能
も
な
き
有
様
で
す
。

御
自
愛
御
健
祥
を
祈
り
ま
す
。
敬
具

九
月
廿
四
日
」

こ
の
次
に
麻
子
夫
人
の
添
書
き
が
あ
る
。

註
。
山
崎
博
士
の
エ
ー
デ
ル
ヴ
イ
ス
云
々
は
、
昔
山
崎
直
方
博
士
が
、

月
山
や
黒
岳
で
エ
ー
デ
ル
ヴ
イ
ス
の
一
種
を
採
り
、
高
野
君
に
送
っ
た
件

に
つ
い
て
、
拙
著
に
述
令
へ
て
あ
る
そ
の
事
を
指
す
の
で
あ
る
。
（
昭
和
四
十

年
六
月
廿
五
日
）
（
武
田
久
吉
）

器

高
野
鷹
蔵
君
が
急
逝
の
報
は
私
を
驚
か
せ
た
。
近
年
と
か
く
健
康
が
勝

れ
ず
、
こ
と
に
胃
潰
瘍
を
患
っ
て
か
ら
は
、
好
き
な
酒
も
断
ち
、
甘
い
も

の
を
口
に
し
て
左
か
ら
右
に
転
向
、
昔
日
の
元
気
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

ま
だ
ま
だ
八
十
と
い
う
年
齢
ほ
ど
の
衰
え
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
し
、
現

に
逝
去
の
前
に
も
歩
い
て
、
さ
ほ
ど
の
距
離
で
は
な
い
に
し
ろ
、
掛
り
つ

け
の
病
院
に
行
っ
た
こ
と
を
未
亡
人
は
語
っ
て
お
り
、
急
死
と
い
う
言
葉

を
使
わ
れ
た
程
だ
。
病
勢
の
重
か
っ
た
際
に
も
、
君
の
父
君
は
九
十
ま
で

生
き
ら
れ
た
し
、
「
お
れ
は
ま
だ
死
な
な
い
よ
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
と

言
う
。
最
後
の
診
療
の
際
は
、
い
つ
も
の
薬
と
は
違
っ
た
も
の
を
受
け
て

お
り
、
注
射
の
直
後
に
全
身
に
激
痛
を
来
た
し
、
立
つ
こ
と
も
出
来
ず
に
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苦
し
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
際
主
治
医
の
博
士
は
、
家
庭
に
取
込
み

が
あ
っ
て
病
院
に
居
ら
ず
、
代
理
の
先
生
の
手
当
を
受
け
た
そ
う
で
、
現

場
に
居
な
い
素
人
の
私
な
ど
、
と
や
か
く
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
何

か
そ
こ
に
手
ち
が
い
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
疑
い
た
く
な
る
よ
う

な
次
第
だ
。

思
え
ば
君
と
は
古
い
つ
き
合
い
で
あ
っ
た
。
日
本
山
岳
会
の
前
身
「
山

岳
会
」
の
時
代
だ
が
、
名
前
は
そ
の
前
「
博
物
之
友
」
や
蝶
の
研
究
で
知

っ
て
い
た
。
山
岳
会
の
事
務
所
が
当
時
、
横
浜
本
町
の
君
の
家
に
置
か
れ

て
い
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
の
会
合
や
所
用
で
、
よ
く
君
の
家
へ
通
っ
た
も

の
だ
。
君
の
家
は
先
代
以
来
船
舶
運
送
業
で
、
荷
主
の
旅
宿
も
兼
ね
た
広

い
構
え
で
あ
っ
た
。
間
口
の
広
い
店
に
入
る
と
、
通
り
と
カ
ギ
の
手
に
並

ん
だ
帳
場
格
子
の
中
に
、
キ
レ
イ
に
髪
を
分
け
、
縞
の
着
物
に
角
帯
姿
の

若
主
人
の
君
が
坐
っ
て
い
る
姿
が
、
今
も
ま
ざ
ま
ざ
と
眼
に
浮
か
ぶ
の

だ
。

こ
こ
に
出
入
す
る
山
岳
会
関
係
の
連
中
は
、
書
生
つ
ぼ
流
の
い
わ
ば
異

色
の
客
だ
っ
た
。
山
手
か
ら
正
金
銀
行
に
勤
め
る
小
島
烏
水
を
筆
頭
に
、

山
岳
会
幹
事
の
辻
村
伊
助
、
梅
沢
親
光
、
三
枝
威
之
介
（
現
守
博
）
の
諸

君
が
常
連
で
あ
っ
た
。
事
務
は
勿
々
に
片
付
け
て
、
直
き
酒
に
な
る
。
小

島
、
辻
村
の
お
付
合
い
に
比
べ
、
主
人
は
酒
豪
に
近
く
、
梅
沢
、
三
枝
も

強
く
、
私
も
こ
の
頃
は
よ
く
飲
ん
だ
。
だ
が
、
し
や
や
へ
る
方
で
は
烏
水
が

出
色
で
、
口
角
泡
を
飛
ば
し
、
立
て
つ
づ
け
の
早
口
に
、
舌
鼓
の
よ
う
な

間
の
手
を
入
れ
て
、
辛
辣
な
風
刺
や
皮
肉
を
連
発
す
る
。
し
か
し
他
も
負

け
て
は
い
な
い
。
辻
村
は
声
は
低
い
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
で
、
大
き
な

歯
ぐ
き
を
露
わ
し
、
眼
鏡
を
光
ら
し
て
笑
う
。
梅
沢
の
布
袋
和
尚
然
た
る

恰
幅
は
、
柄
に
な
く
甲
高
い
声
で
、
巨
腹
を
揺
す
っ
て
ケ
ラ
ケ
ラ
笑
い
を

立
て
る
。
山
の
話
が
勿
論
多
い
の
は
当
然
だ
が
、
雑
談
も
多
種
多
様
に
渡

る
。
辻
村
が
女
の
髪
型
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
っ
て
、
主
人
公
の
高
野
が

さ
ん
ざ
ん
冷
や
か
す
、
島
田
篭
と
銀
杏
返
し
を
取
り
ち
が
え
て
い
る
と
い

う
の
で
、
辻
村
は
島
田
こ
そ
銀
杏
の
葉
の
形
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
ん
な
命
名

法
と
い
う
の
が
あ
る
か
、
と
大
真
面
目
に
な
っ
て
負
惜
し
み
を
い
う
。
こ

ん
な
談
笑
に
更
け
て
、
風
呂
に
入
り
泊
り
込
む
こ
と
も
多
か
っ
た
。
そ
こ

で
は
辻
村
の
舞
台
で
、
好
き
な
小
説
、
山
語
り
、
怪
談
な
ど
朗
読
風
な
流

暢
な
調
子
で
、
聞
き
惚
れ
る
ば
か
り
だ
が
、
惜
し
い
こ
と
に
綿
々
尽
き
る

所
を
し
ら
ず
、
眠
る
と
手
ず
か
ら
揺
り
起
し
て
寝
か
さ
な
い
の
だ
。

大
正
初
期
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
二
度
目
の
来
朝
の
時
は
、
山
岳
会
幹
部
で

東
京
柳
橋
の
亀
清
に
歓
迎
の
宴
を
催
お
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
を
正
座

に
、
小
島
、
高
頭
、
高
野
、
辻
本
、
辻
村
、
梅
沢
、
三
枝
、
そ
し
て
私
も

席
末
に
列
し
た
。
芸
者
の
御
座
付
も
あ
っ
た
が
、
至
っ
て
静
か
な
山
の
宴

で
、
烏
水
が
い
ろ
い
ろ
料
理
の
説
明
を
、
訪
々
と
し
た
英
語
で
、
客
に
伝

え
る
う
ち
、
吸
も
の
の
中
味
で
ハ
タ
と
詰
っ
た
。
そ
し
て
ハ
シ
ラ
と
い
う

の
は
何
だ
つ
け
か
な
ア
と
、
一
座
を
見
廻
し
た
が
、
声
に
応
じ
る
答
え
が

な
い
。
そ
こ
を
高
野
君
が
小
声
で
、
烏
水
に
耳
打
ち
す
る
よ
う
に
「
マ
ス

ク
ル
」
と
教
え
て
、
そ
の
場
を
つ
く
ろ
っ
た
。
さ
す
が
動
物
学
教
室
出
の

素
養
で
あ
ろ
う
。
ま
た
山
岳
会
員
の
俳
優
尾
上
栄
三
郎
（
大
正
四
年
・
六

世
坂
東
彦
三
郎
を
襲
名
）
の
た
め
、
市
村
座
で
総
見
を
催
お
し
た
こ
と
も

あ
る
。
こ
れ
も
君
の
肝
い
り
だ
。
芝
居
が
ハ
ネ
て
茶
屋
の
二
階
で
夜
宴
、

そ
こ
に
兄
貴
の
六
代
目
（
尾
上
菊
五
郎
）
が
礼
に
来
て
、
あ
と
で
弟
に
、

「
い
つ
こ
う
山
男
ら
し
く
ね
ェ
じ
ャ
ね
え
か
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
彼
の
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想
像
を
マ
ン
マ
と
裏
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
代
は
都
会
の
風
を
山
に
持

込
む
が
、
当
時
は
山
の
風
を
都
会
に
吹
き
込
む
時
代
で
あ
っ
た
。

関
東
大
震
災
で
は
君
の
家
も
類
焼
の
厄
に
遭
っ
た
。
そ
の
後
で
私
が
大

阪
か
ら
船
で
横
浜
に
入
っ
て
、
君
の
家
を
見
舞
っ
た
時
は
、
焼
け
跡
に
建

て
ら
れ
た
バ
ラ
ッ
ク
の
中
に
坐
っ
て
い
た
君
が
、
白
髪
に
一
変
し
て
い
る

の
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
あ
の
黒
髪
が
一
夜
に
し
て
、
白
髪
翁
と
化
し
た
も

の
ら
し
い
。
家
、
家
財
は
一
切
灰
、
写
真
の
原
板
が
飴
の
よ
う
に
熔
け
て

し
ま
っ
た
と
、
い
か
に
も
残
念
そ
う
に
君
は
語
っ
た
。
し
か
し
生
命
に
別

条
な
か
っ
た
の
は
、
も
つ
け
の
幸
い
で
、
こ
の
大
災
厄
で
わ
れ
わ
れ
は
幾

多
の
友
を
失
っ
た
の
だ
。
君
の
晩
年
を
彩
っ
た
白
髪
は
、
こ
の
災
厄
の
か

、
、

た
み
で
が
な
。

君
は
由
来
い
わ
ゆ
る
凝
り
屋
で
あ
っ
て
、
前
に
蝶
、
つ
い
で
写
真
、
後

に
カ
ナ
リ
ヤ
。
い
ず
れ
も
君
の
童
心
の
発
露
で
あ
っ
て
、
中
で
も
写
真
、

印
刷
、
用
紙
な
ど
専
門
家
の
域
に
達
し
て
い
た
。

日
本
趣
味
か
ら
洋
服
ぎ
ら
い
で
通
っ
て
い
て
、
ど
こ
に
で
も
和
服
に
雪

駄
を
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
さ
せ
て
行
っ
た
が
、
上
河
内
に
行
く
に
し
て
も
、
松

本
ま
で
は
そ
れ
で
、
登
山
客
と
は
誰
も
気
が
つ
か
な
い
。
そ
れ
が
一
転
し

て
洋
服
を
着
出
す
や
、
又
そ
の
方
で
凝
っ
た
。

君
の
道
楽
仕
事
の
一
つ
に
『
高
山
深
谷
』
が
あ
る
が
、
そ
の
一
篇
一
篇

に
表
紙
、
図
案
、
台
紙
な
ど
を
新
工
夫
し
、
凝
り
に
凝
っ
て
写
真
も
商
売

卓
人
の
手
を
借
り
ず
、
自
分
で
気
に
入
っ
た
よ
う
に
焼
き
付
け
た
も
の
だ
。

‐
私
も
そ
の
図
案
を
頼
ま
れ
て
、
凝
り
屋
の
片
棒
を
担
い
だ
。

君
は
震
災
後
、
久
し
ぶ
り
に
私
を
訪
ね
て
来
て
、
自
分
も
小
島
さ
ん
と

追
同
様
、
こ
の
辺
の
静
か
な
武
蔵
野
の
一
角
に
住
み
た
い
か
ら
と
、
土
地
捜

し
を
頼
ま
れ
た
。
私
は
出
入
り
の
植
木
屋
に
方
々
捜
さ
せ
て
、
結
局
現
在

の
土
地
を
手
に
入
れ
、
そ
こ
が
図
ら
ず
も
、
つ
い
の
棲
み
家
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

私
は
悲
報
を
う
け
て
赴
い
た
君
の
庭
に
、
銀
杏
の
実
と
落
葉
が
散
り
乱

れ
、
木
枯
し
に
吹
か
れ
て
い
る
の
を
つ
く
づ
く
と
眺
め
入
っ
て
、
今
さ
ら

深
い
感
慨
に
ふ
け
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
（
中
村
清
太
郎
）

器

「
山
川
さ
ん
、
速
達
で
す
」
、
十
月
一
日
の
お
昼
ご
ろ
で
あ
っ
た
。
差
出

人
を
見
る
と
、
日
本
山
岳
会
か
ら
で
あ
る
。
「
突
然
で
す
が
高
野
鷹
蔵
様

が
二
十
八
日
に
お
亡
く
な
り
…
：
。
」
と
い
う
文
句
。
「
あ
あ
、
高
野
君
、

君
も
亡
き
人
の
数
に
は
い
っ
た
か
。
」
何
と
も
言
い
よ
う
の
な
い
寂
実
感

が
、
胸
に
つ
き
あ
げ
て
く
る
。
日
本
山
岳
会
の
発
起
人
も
だ
ん
だ
ん
欠
け

て
ゆ
き
、
今
ま
た
高
野
君
を
失
っ
て
、
こ
れ
で
あ
と
は
武
田
さ
ん
と
私
の

二
人
き
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

さ
る

高
野
さ
ん
は
私
よ
り
二
つ
年
上
の
申
の
歳
、
す
で
に
亡
き
梅
沢
さ
ん
は

と
り

い
ぬ

一
つ
上
の
酉
の
歳
、
私
は
戌
の
歳
で
、
こ
の
三
人
は
発
起
人
中
の
年
少
組

で
あ
っ
た
。
鬼
ケ
島
の
昔
ぱ
な
し
で
は
な
い
が
、
こ
の
三
人
が
小
島
さ
ん
、

高
頭
さ
ん
た
ち
に
お
供
を
し
て
、
日
本
山
岳
会
の
発
足
に
何
か
と
お
手
伝

い
を
し
て
か
ら
、
や
が
て
六
十
年
、
き
の
う
き
ょ
う
の
よ
う
に
思
っ
て
い

た
の
に
。

学
生
生
活
が
終
ら
ん
と
し
て
い
た
こ
ろ
、
私
は
故
あ
っ
て
山
川
氏
を
つ

ぐ
こ
と
と
な
っ
た
が
、
養
家
の
老
母
が
な
ぜ
か
登
山
を
危
険
視
し
て
、
私

が
登
山
旅
行
を
す
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
（
も
っ
と
も
、
そ
の
こ
ろ
は
今

日
の
よ
う
に
便
利
で
は
な
く
、
登
山
旅
行
も
相
等
困
難
で
は
あ
っ
た
が
。
）
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元
来
私
が
山
に
登
る
の
は
、
ま
だ
人
の
登
っ
た
こ
と
の
な
い
頂
上
に
、
最

初
に
登
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
功
名
心
ｌ
も
っ
と
も
六
十
余
年
前

で
も
、
日
本
で
は
猟
師
も
登
っ
て
い
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
よ

う
で
す
が
Ｉ
か
ら
で
も
な
く
、
「
山
が
そ
こ
に
あ
る
か
ら
で
あ
倉
な

ど
と
、
大
見
得
を
切
り
た
い
か
ら
で
も
な
い
。
植
物
採
集
を
し
な
が
ら
、

頂
上
に
た
ど
り
つ
い
た
と
き
の
気
も
ち
を
、
味
わ
い
た
い
か
ら
だ
け
で
あ

る
。

自
分
の
さ
さ
や
か
な
気
も
ち
を
味
わ
い
た
い
だ
け
で
、
親
を
心
配
さ
せ

た
り
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
の
は
、
誠
に
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
と
思

っ
た
の
で
、
そ
の
後
は
あ
ま
り
登
山
を
し
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て

日
本
山
岳
会
の
会
合
な
ど
も
、
あ
ま
り
参
会
せ
ず
、
山
岳
会
の
同
人
た
ち

と
も
ご
無
沙
汰
が
ち
と
な
り
、
高
野
さ
ん
に
お
目
に
か
か
ら
ぬ
こ
と
も
、

き
の
う
き
ょ
う
と
思
っ
て
い
る
う
ち
に
、
多
年
に
及
ん
で
し
ま
っ
た
。

昨
年
の
末
ご
ろ
、
武
田
さ
ん
が
昔
の
登
山
の
話
を
放
送
さ
れ
た
の
を
聞

い
て
、
む
し
よ
う
に
昔
の
こ
と
が
な
つ
か
し
く
な
り
、
夜
中
に
電
話
し
て

高
野
さ
ん
を
お
ど
ろ
か
せ
た
と
き
、
日
本
博
物
学
同
志
会
の
生
き
の
こ
り

連
中
と
、
そ
の
う
ち
に
会
合
し
て
、
昔
ぱ
な
し
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
と

君
が
言
わ
れ
た
声
が
、
ま
だ
耳
に
の
こ
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
る

こ
ん
じ
よ
う

う
ち
に
幽
明
境
を
異
に
し
て
、
も
は
や
今
生
で
は
君
に
出
会
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
、
何
と
も
寂
し
い
か
ぎ
り
で
あ
る
。
（
昭
和
三
十
九
年
十
月
五

日
）
（
山
川
黙
）

升

会
報
で
「
高
山
深
谷
の
追
加
話
」
を
拝
見
し
、
お
元
気
だ
と
ば
か
り
思

っ
て
居
っ
た
と
こ
ろ
へ
、
会
よ
り
の
通
知
に
接
し
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か

り
、
な
に
か
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思
い
、
ま
た
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
祈

り
ま
し
た
が
、
二
日
朝
阿
佐
ケ
谷
の
お
宅
に
参
り
、
麻
子
夫
人
よ
り
詳
細

承
り
ま
し
た
。
ご
令
息
ご
家
族
の
お
帰
り
を
楽
し
み
に
待
っ
て
居
ら
れ
た

と
の
こ
と
、
返
す
返
す
も
残
念
な
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
。
小
生
は
昨
年

一
度
お
会
い
し
た
き
り
、
そ
の
後
冑
潰
瘍
を
や
っ
た
り
、
ま
た
ご
承
知
の

通
り
五
月
に
は
怪
我
を
し
た
り
し
て
、
今
も
っ
て
腰
の
具
合
も
完
全
で
な

く
、
ご
ぶ
さ
た
し
て
い
る
う
ち
に
、
と
う
と
う
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

高
野
君
と
は
明
治
三
十
八
、
九
年
ご
ろ
か
ら
の
知
り
合
い
で
す
が
、
私

は
大
正
六
’
八
年
神
戸
に
在
住
、
ま
た
昭
和
十
九
年
よ
り
三
十
二
年
ま
で

は
、
十
四
年
間
も
疎
開
の
ま
ま
東
京
を
は
な
れ
て
居
り
ま
し
た
の
で
、
も

っ
と
も
頻
繁
に
往
き
来
し
た
の
は
、
明
治
末
年
、
学
生
生
活
を
終
る
ま
で

で
し
た
。
従
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
辻
村
さ
ん
な
ど
と
ご
一
緒
に
、
上
高
地
の

清
水
屋
で
、
他
に
あ
ま
り
泊
り
客
も
な
い
の
で
、
勝
手
に
あ
ば
れ
ま
わ
っ

た
こ
と
、
白
峰
、
赤
石
へ
高
頭
、
小
島
、
中
村
諸
氏
と
と
も
に
、
案
内
の

宗
平
以
下
十
人
ば
か
り
の
人
夫
を
つ
れ
、
楽
し
い
登
山
を
し
た
こ
と
（
こ

の
時
は
高
野
君
が
食
料
方
面
を
担
当
さ
れ
、
大
い
に
腕
を
ふ
る
わ
れ
ま
し

た
）
な
ど
、
思
い
出
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
今
の
事
務
所
が
高
野
君
の
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
、
た
び
た
び
中
村
君
た
ち
と
伺
っ
て
、
山
の
話
に
夜

の
更
け
る
の
も
忘
れ
、
一
夜
の
ご
厄
介
に
あ
ず
か
っ
た
こ
と
も
、
数
回
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
実
に
よ
き
時
代
で
し
た
。
（
昭
和
三
十
九
年
十
月
八
日
）

（
三
枝
守
博
）

鶚

日
本
山
岳
会
創
立
発
起
人
で
あ
っ
た
七
人
の
侍
の
ひ
と
り
、
七
本
の
柱
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J､里

の
一
本
を
わ
れ
わ
れ
は
失
っ
た
。
六
十
年
の
歴
史
を
も
つ
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
土
台

に
、
ゆ
る
ぎ
の
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
が
、
こ
の
先
輩
中
の
大
先
輩
を
失
っ

て
、
わ
た
く
し
達
は
言
い
よ
う
の
な
い
悲
し
み
と
淋
し
さ
を
感
ず
る
の
で

あ
る
。本

会
発
足
前
後
の
発
起
人
た
ち
の
出
あ
い
、
結
び
つ
き
な
ど
に
つ
い
て

は
、
故
小
島
烏
水
氏
や
、
い
ま
な
お
健
在
な
武
田
先
輩
や
、
高
野
氏
み
ず

か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
の
機
会
に
書
き
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
は
触

れ
な
い
。
私
は
た
だ
本
会
成
立
当
時
、
高
野
氏
は
二
十
二
歳
の
若
か
さ
で

あ
っ
た
こ
と
を
記
る
す
に
と
ど
め
よ
う
。
余
談
だ
が
、
他
の
発
起
人
も
城

氏
四
十
一
、
小
島
氏
三
十
三
、
高
頭
氏
二
十
九
、
武
田
氏
二
十
三
、
梅
沢

氏
二
十
一
、
山
川
氏
二
十
歳
と
い
う
年
齢
で
あ
る
。
英
国
の
ア
ル
パ
イ

ン
・
ク
ラ
ブ
と
い
う
お
手
本
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ
の
国
で
は
神
武
以

来
は
じ
め
て
の
「
山
岳
会
」
を
作
ろ
う
と
い
う
、
こ
れ
ら
の
先
輩
た
ち
の

意
気
は
、
お
そ
ら
く
当
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

少
年
の
こ
ろ
か
ら
蝶
の
採
集
に
興
味
を
お
ぼ
え
た
高
野
さ
ん
が
、
平
地

の
蝶
か
ら
高
山
蝶
に
ひ
か
れ
て
、
山
へ
登
り
は
じ
め
ら
れ
た
の
は
自
然
の

な
り
ゆ
き
で
あ
り
、
写
真
術
を
知
れ
ば
山
の
姿
を
う
つ
し
た
く
な
る
と
い

う
の
も
、
ま
た
当
然
で
あ
っ
た
。
ま
し
て
「
山
岳
会
」
が
出
来
あ
が
り
、

好
い
仲
間
が
ふ
え
、
ま
っ
た
く
手
の
つ
い
て
い
な
い
山
と
、
山
岳
写
真
と

い
う
分
野
が
目
の
前
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
ふ
た
つ
に
高

野
さ
ん
が
夢
中
に
な
ら
れ
た
の
も
無
理
も
な
い
。
蝶
の
採
集
研
究
が
つ
づ

け
ら
れ
た
こ
と
は
、
『
蝶
類
名
称
類
纂
』
（
明
治
四
十
年
四
月
・
譽
醒
社
刊
）

の
著
書
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
熱
は
や
や
下
火
に
な
っ
た
よ
う

に
お
も
わ
れ
る
。
後
に
所
蔵
の
標
本
は
全
部
、
往
年
の
博
物
学
同
志
会
時

代
の
友
人
左
武
正
一
氏
に
贈
ら
れ
、
現
在
は
国
立
科
学
博
物
館
に
左
武
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
寄
贈
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

高
野
さ
ん
の
登
山
歴
は
『
山
岳
』
へ
の
寄
稿
に
よ
っ
て
、
そ
の
概
略
を

知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
期
間
も
比
較
的
短
か
く
、
足
跡
も
そ
れ
ほ

ど
広
き
に
わ
た
っ
て
は
い
な
い
が
、
日
本
の
山
々
の
多
く
は
未
知
の
探
検

時
代
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
未
知
の
ヴ
ェ
ー
ル
を
一
枚
一
枚
は
が
し
に
出
か

け
て
ゆ
く
仲
間
は
、
小
島
、
高
頭
、
辻
村
、
三
枝
、
中
村
、
近
藤
、
茨
木
、

北
沢
な
ど
と
い
う
、
ほ
ん
と
う
の
先
駆
者
た
ち
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、

富
む
冨
庁
雪
の
醍
醐
味
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
わ
れ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で

も
な
か
ろ
う
。

高
野
さ
ん
が
本
会
の
た
め
、
会
員
の
た
め
、
ま
た
広
く
日
本
の
登
山
界

の
た
め
に
力
を
つ
く
さ
れ
た
の
は
、
本
会
創
立
後
五
年
た
っ
た
明
治
四
十

二
年
（
一
九
○
九
年
）
か
ら
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
ま
で
、
本
会

、
、
、

の
事
務
所
を
横
浜
の
自
宅
で
引
受
け
ら
れ
た
十
年
間
（
二
十
五
歳
か
ら
三

十
五
歳
ま
で
）
で
あ
ろ
う
。
同
志
の
協
力
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
『
山
岳
』

の
編
輯
発
行
か
ら
会
員
と
の
連
絡
ま
で
、
一
切
を
処
理
し
て
ゆ
く
こ
と
は

容
易
で
な
い
が
、
高
野
さ
ん
の
め
ぐ
ま
れ
た
境
遇
と
熱
意
と
が
あ
っ
て
こ

そ
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
『
山
岳
』
を
手
に
す
る
と
、
表
紙
か

ら
写
真
、
図
版
な
ど
に
、
何
ご
と
に
も
凝
り
性
だ
っ
た
高
野
さ
ん
の
好
み

が
ふ
ん
だ
ん
に
盛
ら
れ
て
い
て
、
ま
こ
と
に
ケ
ン
ラ
ン
た
る
も
の
が
あ

る
。

会
員
と
の
連
絡
に
も
大
い
に
意
を
用
い
ら
れ
た
様
子
で
、
後
年
私
が
ふ

る
い
会
員
の
こ
と
を
伺
う
と
、
地
方
在
住
の
会
員
に
つ
い
て
も
、
そ
の
経

歴
か
ら
人
柄
か
ら
職
業
か
ら
す
尋
へ
て
詳
細
に
語
ら
れ
る
の
で
、
ク
ラ
ブ
の
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元
締
は
や
は
り
か
く
あ
る
べ
き
な
の
だ
の
感
を
深
く
す
る
の
で
あ
っ
た
。

高
野
さ
ん
を
相
談
相
手
に
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
創
期
会
員
の
事
蹟
調
査
に
、
も

う
少
し
早
目
に
着
手
し
た
な
ら
ば
、
Ａ
・
Ｌ
・
マ
ム
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ク

ラ
ブ
・
レ
ジ
ス
タ
ー
の
よ
う
な
も
の
が
出
来
た
か
も
し
れ
な
い
と
お
も
う

が
、
い
ま
と
な
っ
て
は
も
う
と
り
返
し
が
つ
か
な
い
。

こ
の
時
代
の
高
野
さ
ん
が
、
最
も
熱
を
あ
げ
ら
れ
た
の
が
山
岳
写
真
で

あ
り
、
引
伸
印
画
だ
け
で
な
く
幻
灯
板
（
い
ま
の
カ
ラ
ー
・
ス
ラ
イ
ド
）

を
作
り
、
本
会
の
年
次
大
会
に
は
も
と
よ
り
、
頼
ま
れ
れ
ば
地
方
へ
も
出

か
け
て
、
幻
灯
付
の
講
演
を
試
み
ら
れ
た
。
大
正
初
頭
に
ぽ
つ
ぽ
つ
設
立

さ
れ
た
、
一
高
旅
行
部
（
一
九
一
三
年
）
、
三
高
山
岳
会
（
一
九
一
三
年
）
、

二
高
山
岳
会
（
一
九
一
五
年
）
、
慶
応
義
塾
山
岳
会
（
一
九
一
六
年
）
な
ど

の
発
会
式
に
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
先
輩
た
ち
の
講
演
と
高
野
さ
ん
の
幻
灯
と
話

が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
だ
見
ぬ
日
本
ア
ル
プ
ス
の
峰
々

の
美
し
い
姿
が
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
ス
ク
リ
ー
ン
に
う
つ
し
出
さ
れ
る
の
を
み

て
、
そ
の
頃
の
若
者
た
ち
は
い
か
に
胸
を
躍
ら
せ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
高

野
さ
ん
は
、
当
時
の
若
人
の
山
へ
の
開
眼
に
、
大
き
な
役
目
を
果
さ
れ
た

と
い
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
と
お
も
う
。

山
岳
写
真
と
高
野
さ
ん
と
い
え
ば
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ふ
る
い
会
員
な
ら
ば
、

す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
の
が
『
高
山
深
谷
』
の
こ
と
で
あ
る
。
第
一
輯
（
一
九

一
○
年
）
か
ら
第
八
輯
（
一
九
一
七
年
）
ま
で
、
写
真
の
選
択
は
も
と
よ

り
焼
付
も
、
初
め
の
一
輯
以
外
は
全
部
自
分
で
手
が
け
、
装
釘
も
会
員
の

画
家
達
を
動
員
す
る
な
ど
、
い
う
な
れ
ば
凝
り
性
の
高
野
さ
ん
の
道
楽
気

を
、
自
由
奔
放
に
発
散
し
た
産
物
で
あ
る
が
、
八
年
間
に
八
冊
の
制
作
と

い
う
こ
と
か
ら
察
し
て
も
、
製
作
者
と
し
て
は
苦
労
は
苦
労
な
り
に
、
大

い
に
た
の
し
か
（
｝
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
西
欧
に
も
山
岳
写
真
集
の
立

派
な
も
の
は
た
く
さ
ん
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
『
高
山
深
谷
』
の
よ

う
に
密
着
焼
付
印
画
を
一
枚
々
々
貼
っ
た
も
の
は
、
寡
聞
に
し
て
わ
た
く

し
は
し
ら
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
が
八
輯
も
作
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
尋

常
一
様
の
こ
と
で
は
な
い
。
高
野
さ
ん
に
と
っ
て
は
愛
児
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
ろ
う
。
一
九
二
三
年
の
大
地
震
に
、
横
浜
で
す
べ
て
が
灰
に
帰

し
て
し
ま
っ
て
以
来
、
手
に
し
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
『
高
山
深
谷
』
の

全
揃
に
四
十
年
ぶ
り
で
再
会
し
た
と
き
、
高
野
さ
ん
の
喜
び
と
感
慨
が
ど

ん
な
に
大
き
く
深
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
会
報

二
二
八
号
所
載
「
高
山
深
谷
と
対
面
」
と
い
う
御
本
人
の
寄
稿
に
ゆ
ず
っ

て
、
こ
こ
に
は
ふ
れ
る
ま
い
。

大
正
八
年
秋
、
大
病
を
さ
れ
て
、
そ
の
結
果
本
会
の
事
務
所
も
、
東
京

の
武
田
さ
ん
の
宅
へ
引
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
健
康
の

故
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
カ
ナ
リ
ア
飼
育
に
熱
中
さ
れ
て
、
こ
の
方
面
で
の

権
威
と
な
ら
れ
た
関
係
も
あ
っ
て
、
登
山
か
ら
も
遠
ざ
か
り
、
本
会
の
会

合
な
ど
に
も
前
ほ
ど
顔
を
出
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
と
お
も
う
。
と
い

う
の
は
丁
度
こ
の
頃
（
大
正
八
年
）
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
会
し
、
大
正
十
二
年
幹

事
の
末
席
に
つ
ら
な
っ
た
私
が
、
高
野
さ
ん
の
面
識
を
得
る
機
会
が
し
ば

ら
く
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ど
う
も
そ
ん
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
高
野
さ
ん
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
ま
た
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
る
キ
ッ
カ

ケ
と
な
っ
た
の
は
、
辻
村
伊
助
著
『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
（
梓
耆
房
刊
・
昭
和

五
年
八
月
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
春
、
刊
行
者
岡
茂
雄
君
の
肝
入
り
で
、

『
ス
ウ
ィ
ス
日
記
』
と
「
ハ
イ
ラ
ン
ド
』
編
輯
の
相
談
会
が
あ
り
、
小
島
、

武
田
、
高
野
、
近
藤
の
諸
先
輩
、
そ
れ
に
辻
村
さ
ん
の
最
も
親
し
か
っ
た
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那
須
皓
氏
を
加
え
、
松
方
三
郎
君
と
私
と
が
お
手
伝
い
と
し
て
呼
び
出
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
席
上
、
辻
村
さ
ん
の
想
い
出
話
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
昔
話
に

花
が
咲
い
て
、
肝
心
の
本
の
こ
と
は
岡
君
と
松
方
、
藤
島
の
両
人
で
よ
ろ

し
き
に
取
り
は
か
ら
え
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
を

お
ぼ
え
て
い
る
。
本
は
良
心
的
出
版
者
で
あ
る
岡
君
の
努
力
で
、
ほ
ん
と

う
に
立
派
な
後
世
に
の
こ
る
も
の
が
出
来
た
し
、
松
方
君
と
私
と
は
全
局
野

さ
ん
を
こ
れ
か
ら
も
う
少
し
ひ
っ
ぱ
り
出
そ
う
や
、
と
話
し
あ
っ
た
こ
と

だ
っ
た
。
そ
の
結
果
が
、
明
治
四
十
二
年
一
月
十
六
日
麹
町
富
士
見
軒
で

の
第
一
回
か
ら
、
大
正
八
年
五
月
二
十
五
日
品
川
鮫
洲
川
崎
屋
で
の
第
二

十
一
回
ま
で
で
、
久
し
く
中
絶
し
て
い
た
有
志
晩
餐
会
の
復
活
と
な
り
、

第
一
回
会
合
の
発
起
人
で
あ
っ
た
辻
本
満
丸
、
高
野
鷹
蔵
、
三
枝
守
博
の

三
氏
が
ま
た
発
起
人
と
な
っ
て
、
昭
和
六
年
四
月
か
ら
大
体
春
秋
二
回
の

集
り
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
高
野
さ
ん
は
、
こ
の
集
り
に
い
つ
も
顔
を

出
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
虎
ノ
門
の
ク
ラ
ブ
ル
ー
ム
の
理
事
会
へ
も
よ

く
出
席
し
て
、
会
の
運
営
に
色
々
と
よ
い
助
言
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
は
晩
年
あ
ま
り
外
出
さ
れ
な
く
な
る
ま
で
、
ず
っ
と
つ

づ
い
た
の
で
あ
っ
て
、
早
逝
さ
れ
た
心
友
辻
村
さ
ん
の
遺
著
刊
行
が
、
高

野
さ
ん
の
胸
に
燃
え
つ
づ
け
て
い
た
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
へ
の
情
熱
の
焔
を
再
び
か

き
立
て
る
動
機
に
な
っ
た
の
も
、
な
に
か
不
思
議
な
因
縁
で
あ
ろ
う
。

山
で
の
高
野
さ
ん
が
、
ど
ん
な
ふ
う
で
あ
っ
た
か
は
、
わ
た
く
し
ご
と

き
一
時
代
お
く
れ
て
山
登
り
を
始
め
た
も
の
の
知
る
は
ず
も
な
い
が
、
平

地
で
は
ま
ず
酒
仙
食
通
。
山
と
カ
ナ
リ
ア
の
元
締
と
あ
っ
て
、
各
地
の
銘

酒
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ
っ
た
。
自
ら
鉋
丁
を
と
ら
れ
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
食

通
の
方
も
推
し
は
か
ら
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。
酔
い
の
ま
わ
る
に
つ
れ
て

会
誌
『
山
岳
』
所
載
原
稿
（
本
欄
、
雑
録
の
別
は
省
略
）

塔
ヶ
岳
（
一
巻
１
号
）
愛
鷹
山
と
天
城
八
丁
の
池
（
一
ノ
２
）
秋
の
金

峰
山
（
二
ノ
ー
）
二
荒
の
お
ち
ば
（
日
光
奥
白
根
の
記
）
（
三
ノ
ー
）
女
子

談
論
風
発
、
に
ぎ
や
か
な
酒
で
あ
っ
た
。
燗
は
自
ら
と
い
う
や
か
ま
し
さ
、

戦
前
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
な
ど
目
の
前
で
封
を
き
っ
た
も
の
で
な
い
と
承
知
さ

れ
な
か
っ
た
。
な
に
ご
と
に
も
凝
り
性
が
出
て
、
中
村
清
太
郎
先
輩
の
追

悼
文
に
、
高
野
さ
ん
が
は
じ
め
和
服
に
凝
り
、
の
ち
洋
服
に
凝
っ
た
と
い

う
く
だ
り
が
あ
る
が
（
前
出
一
八
三
頁
）
、
そ
れ
に
つ
い
て
思
い
出
す
一
挿

話
が
あ
る
。
ふ
る
い
会
員
の
八
木
道
三
（
是
峰
）
氏
は
若
く
し
て
渡
英
、
二

十
何
年
も
滞
留
さ
れ
た
が
、
高
野
さ
ん
と
の
間
に
、
毎
年
英
国
か
ら
服
地

何
着
分
か
を
見
立
て
て
送
る
と
の
約
束
が
あ
り
、
だ
ま
っ
て
い
て
も
自
然

に
届
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
別
以
来
十
年
十
五
年
た
っ
て
、

八
木
氏
の
方
で
は
高
野
さ
ん
の
頭
に
霜
髪
の
加
わ
っ
た
の
が
想
像
で
き
な

い
も
の
で
、
と
ん
で
も
な
い
若
向
き
の
服
地
が
届
い
て
、
ど
う
に
も
着
ら

れ
な
い
と
い
う
始
末
。
君
に
あ
げ
よ
う
と
、
わ
た
く
し
が
頂
戴
し
た
こ
と

が
あ
る
。
い
ま
考
え
る
と
ウ
ソ
の
よ
う
な
、
ゆ
と
り
の
あ
る
時
代
で
あ
っ

た
。

若
い
と
き
か
ら
自
由
な
時
間
を
た
っ
ぷ
り
も
っ
て
、
名
利
な
ど
は
ふ
り

む
き
も
せ
ず
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
に
心
か
ら
打
ち
込
む
こ
と
の
で
き
た

高
野
さ
ん
の
生
涯
は
、
幸
福
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、
誰
れ
も

異
存
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
わ
た
く
し
達
と
し
て
は
、
今
年
（
一
九
六

五
年
）
迎
え
る
日
本
山
岳
会
の
還
暦
を
、
高
野
さ
ん
と
共
に
喜
ぶ
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
の
は
、
ほ
ん
と
う
に
残
念
で
あ
る
。
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登
山
熱
と
危
険
予
防
（
三
ノ
ー
）
硫
黄
岳
登
山
（
三
ノ
３
）
山
岳
写
真
と

松
本
市
保
里
写
真
館
（
同
上
）
上
高
地
の
記
（
四
ノ
ー
）
山
岳
写
真
と
其

器
械
（
同
上
）
登
山
者
の
便
秘
と
下
痢
（
四
ノ
２
）
白
峰
及
赤
石
山
脈
縦

横
記
・
共
同
執
筆
（
五
ノ
ー
）
白
馬
岳
よ
り
祖
母
谷
温
泉
へ
（
六
ノ
３
）

雨
飾
山
焼
山
赤
倉
山
に
関
す
る
資
料
（
同
上
）
本
号
挿
図
白
馬
岳
の
展
望

に
就
て
（
同
上
）
山
岳
写
真
㈲
（
セ
ノ
２
）
同
目
（
セ
ノ
３
）
登
山
の
準

備
㈲
（
八
ノ
２
）
新
案
の
金
カ
ン
ジ
キ
（
十
ノ
ー
）
山
岳
会
創
生
記
（
二

十
五
ノ
３
）
日
本
山
岳
会
創
立
頃
の
小
島
さ
ん
と
私
（
四
十
四
ノ
ー
）
五

十
年
の
回
顧
（
五
十
）
茨
木
猪
之
吉
君
の
追
憶
（
五
十
五
）
。

蝶
郎
（
・
ヘ
ン
ネ
ー
ム
）
の
署
名
あ
る
も
の
。

白
馬
岳
の
名
（
四
ノ
３
）
長
野
県
の
高
山
植
物
保
護
（
同
上
）
危
険
な

る
登
山
（
七
ノ
ー
）
信
州
駒
ヶ
岳
御
岳
白
山
の
良
地
図
出
版
さ
る
（
セ
ノ

３
）
陸
地
測
量
部
槍
ヶ
岳
附
近
及
飛
騨
全
部
の
地
図
を
出
版
す
（
八
ノ
２
）

山
岳
図
書
批
評
（
九
ノ
ー
）
本
誌
に
用
い
た
る
紙
に
就
て
（
九
ノ
２
）
。

Ｔ
生
、
Ｔ
・
Ｔ
生
、
た
・
た
の
署
名
の
も
の
。

本
年
白
馬
岳
の
登
山
人
数
（
六
ノ
３
）
高
山
蝶
（
一
ノ
ー
）
落
機
山
中

一
万
呪
以
上
の
高
峰
（
同
上
）
飛
騨
山
脈
と
難
曲
（
十
二
ノ
ー
）
サ
ー
ク

の
二
三
の
性
質
（
同
上
）
我
邦
最
初
の
登
山
鉄
道
（
十
三
ノ
２
）
。

会
報
所
載
の
も
の
。

老
兵
の
嘉
門
治
物
語
（
十
一
号
）
高
山
深
谷
の
話
（
二
十
七
）
山
の
思

出
（
三
十
一
）
辻
村
の
幻
灯
（
一
六
八
）
老
友
岡
野
さ
ん
の
こ
と
（
一
七

二
）
五
十
年
の
回
顧
（
一
八
三
）
親
の
物
好
き
（
一
八
七
）
高
頭
さ
ん
と

私
（
一
九
八
・
一
九
九
）
第
二
百
回
小
集
会
高
野
氏
の
は
な
し
要
旨
（
二

○
六
）
武
井
真
澄
氏
逝
く
（
二
○
七
）
志
村
さ
ん
の
味
（
二
一
五
）
烏

水
・
小
島
久
太
年
譜
抄
（
一
二
九
）
鈴
木
牧
之
と
高
頭
さ
ん
（
一
三
四
）

山
岳
会
事
始
め
（
二
二
五
）
高
山
深
谷
と
対
面
（
一
三
八
）
高
山
深
谷
の

追
加
話
（
二
三
三
）
。

外
に
気
付
い
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
梓
版
ス
ウ
ィ
ス
日
記
の
巻
頭
に

「
純
情
の
人
・
伊
助
」
、
梓
版
高
山
深
谷
第
九
輯
（
昭
和
八
年
）
の
跿
文
、
こ

れ
に
は
常
念
岳
、
霞
沢
山
、
磐
梯
山
の
随
筆
三
篇
が
あ
り
、
編
輯
者
代
表

は
高
野
さ
ん
で
検
印
は
「
鷹
蔵
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
十
輯
（
十
六
年
）
ア

ル
ス
刊
に
は
序
文
を
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
二
十
四
年
岡
書
院
刊
『
小

島
烏
水
追
憶
』
に
は
、
「
山
岳
」
四
十
四
年
一
号
と
同
文
が
あ
る
。
他
の

雑
誌
に
寄
稿
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
私
の
手
許
に
は
一
冊
も
保

存
し
て
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
他
日
誰
か
特
志
家
の
手
で
探
し
出
し
て
貰
い

た
い
と
お
も
う
。
カ
ナ
リ
ア
関
係
の
文
献
に
つ
い
て
は
、
そ
の
道
の
方
々

に
ま
つ
よ
り
仕
方
が
な
い
・

Ｊ
Ａ
Ｃ
と
の
関
係
で
は
会
員
番
号
第
三
番
。
幹
事
（
明
治
三
十
八
年
１

１
大
正
八
年
）
。
評
議
員
（
大
正
九
年
ｌ
昭
和
十
年
）
。
副
会
長
（
昭
和

六
年
’
八
年
）
。
名
誉
会
員
（
昭
和
十
年
）
。

明
治
十
七
年
三
月
十
四
日
生
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
二
十
八
日
残
。

ペ
ン
を
お
く
に
当
っ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
文
字
通
り
の
生
み
の
親
の
ひ
と
り

で
あ
り
、
終
生
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
か
わ
ら
な
い
愛
情
を
も
ち
つ
づ
け
ら
れ
た
故
人

に
、
深
い
哀
悼
の
意
を
捧
げ
た
い
。
（
一
九
六
五
年
五
月
）

（
藤
島
敏
男
）
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悼追

一
九
二
七
年
の
秋
、
京
都
大
学
の
林
学
教
室
で
、
本
邦
林
野
の
景
観
と

い
う
題
で
、
特
別
講
義
を
し
た
の
が
切
掛
け
と
な
っ
て
、
引
続
い
て
十
年

余
り
、
林
学
や
植
物
学
の
講
義
を
し
た
外
、
そ
の
翌
年
か
ら
、
諸
方
の
高

山
中
腹
に
見
る
亜
寒
帯
林
の
見
学
旅
行
に
、
学
生
を
連
れ
て
歩
く
こ
と
に

な
り
、
秋
九
月
、
新
学
期
の
始
ま
る
前
に
、
そ
ち
こ
ち
の
自
然
林
を
訪
れ

た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
木
曽
を
選
び
、
御
料
林
を
見
て
か
ら
、
黒
沢
口

を
登
っ
て
、
第
一
日
は
行
場
小
屋
泊
り
、
翌
日
は
五
ノ
池
の
小
屋
、
次
の

日
は
嶽
ノ
湯
、
最
後
の
日
は
飛
騨
側
の
大
森
林
を
見
て
か
ら
小
坂
に
下

り
、
こ
こ
で
解
散
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

山
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
若
い
学
生
達
は
、
京
都
に
帰
る
代
り
に
、

高
山
を
経
由
し
て
平
湯
へ
、
そ
し
て
私
は
高
山
で
住
君
を
訪
ね
て
、
折
か

ら
の
祭
礼
に
、
住
君
に
案
内
さ
れ
て
、
あ
ち
こ
ち
連
れ
て
あ
る
か
れ
た
。

そ
し
て
そ
の
折
り
に
面
会
し
た
人
の
中
に
は
、
県
立
斐
太
中
学
校
教
諭
荒

井
虎
夫
氏
、
斐
太
実
業
学
校
教
諭
大
倉
徳
光
氏
、
高
山
高
等
女
学
校
教
諭

神
田
鶴
吉
氏
、
高
山
青
年
会
長
平
田
誠
二
氏
な
ど
が
あ
っ
た
。

住
君
は
高
山
の
安
川
通
り
に
住
伊
書
店
を
経
営
さ
れ
、
ま
た
三
ノ
町
に

斐
太
中
央
印
刷
所
を
営
ん
で
居
ら
れ
た
の
で
、
飛
騨
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ

な
書
物
の
出
版
販
売
を
行
な
わ
れ
た
。
岡
村
利
平
氏
著
の
『
飛
騨
山
川
』
、

同
氏
編
纂
の
『
飛
騨
史
科
』
を
始
め
と
し
て
、
『
飛
騨
の
高
山
』
『
飛
騨
案

住
広
造
氏
（
一
八
八
○
’
一
九
六
四
）

内
』
等
、
殊
に
昔
の
飛
騨
山
中
に
於
け
る
林
業
、
林
木
の
伐
採
か
ら
運
材

等
の
実
況
を
描
い
た
、
古
書
の
覆
刻
（
和
本
）
の
如
き
は
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。
斯
く
し
て
、
飛
騨
や
高
山
の
文
化
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
功
績
は

甚
だ
大
き
く
、
こ
れ
は
東
京
附
近
在
住
の
人
で
あ
っ
た
な
ら
、
当
然
近
来

流
行
の
春
期
又
は
秋
期
の
叙
勲
に
該
当
す
る
に
相
違
な
い
・

両
三
日
高
山
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
、
平
湯
に
居
る
学
生
か
ら
は
、
毎

日
の
よ
う
に
督
促
が
あ
る
の
で
、
私
も
と
う
と
う
そ
れ
に
促
さ
れ
て
平
湯

に
赴
き
、
安
房
峠
を
こ
え
て
上
河
内
に
入
り
、
こ
こ
に
学
生
と
両
三
日
を

送
っ
て
か
ら
、
徳
本
峠
を
越
え
て
松
本
に
出
た
。
そ
れ
以
来
御
不
沙
汰
勝

ち
で
あ
っ
た
内
に
、
他
界
さ
れ
た
の
は
遺
憾
至
極
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
（
武
田
久
吉
）

器

未
亡
人
住
五
枝
氏
（
高
山
市
下
三
之
町
一
四
番
地
）
か
ら
編
者
宛
の
書

面
に
よ
る
と
、
住
氏
の
略
歴
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

明
治
十
三
年
八
月
二
十
一
日
誕
生
。
岐
阜
県
立
斐
太
中
学
校
二
年
中
退
。

明
治
三
十
二
年
書
籍
雑
誌
、
教
科
書
、
楽
器
類
取
次
販
売
。
大
正
八
年
一

月
か
ら
活
版
印
刷
所
創
立
。
昭
和
二
十
三
年
六
月
株
式
会
社
組
織
に
変
更

（
斐
太
中
央
印
刷
株
式
会
社
）
、
逝
去
迄
取
締
役
社
長
と
し
て
経
営
に
当

る
。
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
十
二
日
午
後
二
時
四
十
一
分
逝
去
。

著
書
乗
鞍
山
上
十
日
日
誌

登
っ
た
山
々
乗
鞍
岳
、
槍
ヶ
岳
、
穂
高
岳
、
御
岳
、
白
馬
岳
、
立
山

等
日
本
ア
ル
プ
ス
全
山
各
地
を
、
カ
メ
ラ
を
か
つ
い
で
踏
破
し
、
撮
影
し

た
写
真
を
基
に
、
絵
は
が
き
を
刊
行
発
売
（
約
三
百
余
種
）
、
ア
ル
プ
ス

及
び
飛
騨
地
方
の
紹
介
に
尽
力
し
た
。
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も
う
十
年
も
前
の
こ
と
だ
が
、
東
京
支
部
主
催
で
国
体
の
予
選
を
八
ヶ

岳
で
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
私
が
山
口
さ
ん
と
一
緒
に
山
に
登
っ
た
の

は
、
こ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。
い
ま
印
度
へ
行
っ
て
い
る
日
綿
の
野
田

三
郎
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
で
、
坂
倉
さ
ん
な
ど
も
見
え
て
い
た
。
コ
ー
ス
を

間
違
え
て
、
阿
弥
陀
へ
向
っ
て
い
た
の
を
途
中
で
誰
か
が
気
付
い
て
、
急
に

降
り
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
変
な
悪
い
場
所
で
若
い
人
達
は
面
白
そ
う

だ
っ
た
が
、
老
人
女
子
組
は
さ
ん
ざ
ん
文
句
を
云
い
乍
ら
下
っ
た
。
昼
食

を
終
る
頃
か
ら
降
り
出
し
た
雨
は
段
々
は
げ
し
く
な
り
、
行
者
の
小
屋
に

着
い
た
頃
は
物
凄
い
降
り
だ
っ
た
。
小
屋
は
せ
ま
く
全
員
を
収
容
出
来
な

刊
行
図
書
の
主
な
る
も
の
飛
州
志
飛
騨
山
川
飛
騨
遣
乗
合
府

飛
騨
後
風
土
紀
飛
騨
国
中
案
内
飛
騨
編
年
史
要
運
材
図
会
月
刊

「
飛
騨
史
壇
」
飛
騨
案
内
飛
騨
の
白
川
村
大
野
郡
史
飛
騨
史
科

尾
張
一
宮
市
史
朝
日
村
誌
久
々
野
町
史
上
宝
用
水
誌
国
府
村
史

き
ょ
う
の
飛
騨
史
丹
生
川
村
史
萩
原
町
誌
村
山
遺
跡
等
。

生
涯
を
通
し
て
郷
土
の
歴
史
、
地
誌
の
刊
行
に
犠
牲
的
出
版
を
遂
行
し

た
。

日
本
山
岳
会
へ
は
明
治
四
十
二
年
四
月
入
会
（
会
員
番
号
一
九
三
）
、

五
十
五
年
の
長
き
に
亘
る
会
員
で
あ
っ
た
。
（
編
者
）

山
口
国
俊
氏
（
一
八
九
二
’
一
九
六
五
）

’

い
の
で
、
元
気
な
人
達
は
上
の
小
屋
へ
向
っ
て
雨
の
中
を
出
て
行
く
。
若

い
人
が
準
備
し
て
呉
れ
た
一
等
席
に
落
ち
着
き
、
炬
燵
に
は
火
が
入
っ
て

山
口
さ
ん
は
御
機
嫌
だ
っ
た
。

リ
ー
ダ
ー
達
は
明
日
の
相
談
を
し
た
結
果
、
お
年
寄
り
は
少
し
危
険
な

コ
ー
ス
な
の
で
、
お
帰
り
願
う
と
云
う
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
由
を
野
田

さ
ん
が
伝
え
て
来
た
。
お
さ
ま
ら
な
い
の
は
山
口
さ
ん
で
、
如
何
に
説
明

し
て
も
返
事
を
し
な
い
。
全
く
面
白
く
な
い
と
云
う
顔
を
し
て
、
子
供
の

よ
う
に
す
ね
て
い
る
。
野
田
さ
ん
は
説
明
の
言
葉
も
つ
き
て
、
頭
を
下
げ

た
な
り
で
只
管
恐
縮
し
て
い
る
。
ま
わ
り
の
者
は
お
か
し
い
け
れ
ど
、
笑

う
訳
に
ゆ
か
な
い
で
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
幸
い
姉
妹
で
帰
る
仲
間
が
あ
っ

た
の
で
、
私
も
一
緒
に
降
り
る
こ
と
に
し
て
、
山
口
さ
ん
の
大
好
き
な
山

草
を
、
必
ず
見
つ
け
て
上
げ
る
と
云
う
条
件
で
や
っ
と
納
得
し
て
貰
っ

た
。
私
だ
け
で
な
く
、
皆
や
れ
や
れ
と
思
っ
て
た
ら
し
い
。

翌
朝
は
か
ら
り
と
晴
れ
て
、
昨
日
の
雨
は
う
そ
の
よ
う
な
上
天
気
、
私

は
小
屋
の
お
や
じ
さ
ん
に
頼
ん
で
、
珍
ら
し
い
山
草
を
二
種
類
程
採
っ
て

来
て
貰
い
、
山
口
さ
ん
に
見
せ
た
と
こ
ろ
大
変
喜
ば
れ
て
、
帰
り
の
路
も

石
と
山
草
を
充
分
に
持
た
せ
ら
れ
、
く
た
く
た
に
な
っ
て
宿
に
着
い
た
。

宿
で
夕
食
の
時
、
山
口
さ
ん
の
言
わ
れ
る
に
は
、
君
は
あ
ま
り
達
者
じ
ゃ

な
い
な
。

昨
年
（
昭
和
三
十
九
年
）
の
夏
白
馬
へ
行
か
れ
た
と
き
、
雪
渓
で
ス
リ

ッ
プ
し
て
尻
も
ち
を
つ
い
た
が
、
そ
れ
か
ら
変
だ
と
云
っ
て
お
ら
れ
た

が
、
や
は
り
そ
れ
が
病
気
に
関
係
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
八
月
頃
銀

座
で
倒
れ
、
そ
の
ま
ま
入
院
さ
れ
、
お
見
舞
に
行
か
な
い
う
ち
に
亡
く
な

ら
れ
た
。
雲
の
平
へ
行
き
た
い
と
云
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
連
れ
て
行
っ
て
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悼
吉
川
氏
は
明
治
二
十
九
年
十
一
月
十
九
日
生
れ
、
家
隆
邑
山
市
の
名
門
、

父
は
儒
者
で
尊
皇
家
、
業
は
醤
油
味
噌
醸
造
、
富
山
市
を
襲
っ
た
戦
災
で
は

最
初
の
最
大
激
甚
地
帯
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
将
来
を
見
通
し
て
雄
大
卓
抜

畠、
汲
な
構
想
を
め
ぐ
ら
し
、
然
も
急
速
に
復
興
し
た
。
ど
な
た
も
御
経
験
の
事

上
げ
た
か
っ
た
。
そ
し
て
山
草
や
石
を
沢
山
持
っ
て
上
げ
れ
ば
よ
か
っ

た
。
私
を
推
薦
し
て
会
へ
入
れ
て
下
さ
っ
た
の
も
山
口
さ
ん
で
あ
る
。
そ

れ
だ
の
に
山
草
を
持
つ
の
が
こ
わ
く
て
、
敬
遠
し
た
私
は
罪
に
お
び
え
て

居
る
。
船
橋
に
あ
る
山
口
家
の
お
庭
に
は
、
自
分
で
集
め
ら
れ
た
数
十
鉢

の
山
草
が
、
訪
れ
る
春
を
待
っ
て
い
る
。

山
口
氏
の
登
っ
た
山

奥
武
蔵
、
雲
取
山
、
八
ヶ
岳
、
劔
、
立
山
、
白
山
、
黒
部
下
の
廊
下
、

日
光
、
尾
瀬
、
白
馬
、
乗
鞍
等
。

略
歴

明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
兵
庫
県
淡
路
洲
本
に
生
れ
る
。

独
力
に
て
東
京
靴
下
株
式
会
社
を
設
立
し
、
常
務
取
締
役
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
一
年
頃
日
本
山
岳
会
入
会
（
会
員
番
号
二
七
一
八
号
）
。

昭
和
四
十
年
一
月
十
六
日
国
府
台
国
立
病
院
で
逝
去
、
亨
年
七
十
三
歳
。

（
浜
田
一
馬
）

吉
川
良
平
氏
（
一
八
九
六
’
一
九
六
四
）

と
思
う
が
、
果
し
て
日
本
が
ど
う
な
る
事
や
ら
、
又
味
噌
醤
油
の
需
要
が
続

く
や
ら
、
雲
を
つ
か
む
様
な
時
で
あ
る
。
そ
し
て
資
金
面
の
苦
労
な
ど
…

…
単
に
身
軽
な
や
み
屋
か
ら
出
世
し
た
の
で
な
い
事
は
敬
意
に
値
す
る
。

私
は
特
に
次
の
一
事
を
記
し
た
い
。
即
ち
立
山
味
噌
醤
油
株
式
会
社
と

い
う
名
称
は
単
な
る
商
標
で
な
く
、
氏
の
信
条
を
表
し
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
う
事
で
あ
る
。
今
日
立
山
と
は
形
態
的
に
剣
岳
を
象
徴
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
其
頂
上
に
自
身
発
願
し
て
、
故
実
に
則
り
、
総
棒
造
り
の
桐

を
信
頼
す
る
棟
梁
に
作
事
せ
し
め
、
文
蔵
君
や
杉
田
さ
ん
等
の
友
誼
援
助

に
よ
っ
て
建
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
登
山
の
隆
盛
に
伴
い
山
は
荒

れ
放
題
、
自
然
は
尊
厳
も
尊
敬
も
薄
れ
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
こ
ん
な

人
も
い
た
の
で
あ
る
。

氏
の
山
登
り
は
晩
学
で
あ
る
が
、
五
年
前
入
会
の
久
世
秀
治
氏
と
は
同

業
者
且
同
窓
で
、
又
莫
逆
の
友
で
あ
る
。
登
山
は
終
始
久
世
氏
と
行
を
共

に
し
、
春
夏
秋
冬
各
地
の
山
々
を
登
り
歩
る
か
れ
た
。
急
が
な
い
山
を
楽

し
む
ね
ば
り
強
い
も
の
が
あ
っ
て
、
単
独
の
時
は
天
幕
を
含
め
六
頁
も
背

負
っ
た
由
、
全
国
み
そ
醤
油
醸
造
業
連
合
会
長
よ
り
業
界
登
山
日
本
一
賞

を
授
与
さ
れ
て
い
る
事
を
弔
辞
で
知
っ
た
。

最
も
多
く
登
っ
た
の
は
勿
論
剣
で
あ
る
が
、
あ
の
年
で
冬
山
も
手
掛
て

い
る
。
年
齢
か
ら
見
て
体
力
で
挑
む
の
で
な
く
、
半
ば
宗
教
的
な
気
力
で

登
る
も
の
と
察
す
る
。
い
つ
も
小
屋
で
隣
り
す
る
と
、
毎
朝
一
時
間
は
坐

禅
す
る
。
日
記
を
拝
見
さ
し
て
貰
っ
た
が
、
意
味
は
判
ら
ん
け
れ
ど
も
、

坐
禅
し
た
事
に
よ
っ
て
危
機
を
切
り
抜
け
た
と
あ
る
の
で
、
無
意
味
に
静

坐
し
て
い
る
の
で
な
い
。
又
子
息
皆
夫
々
山
に
ス
キ
ー
に
生
き
て
い
る
の

を
楽
し
み
眺
め
、
ス
ポ
ー
ツ
一
家
だ
と
書
し
て
あ
る
。
全
く
羨
や
ま
し
い
。
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恥
し
い
事
乍
ら
、
私
の
子
供
は
趣
味
は
持
た
し
た
積
り
だ
が
、
続
い
て
い

な
い
。

衷
心
か
ら
思
う
、
氏
の
斯
程
の
執
心
を
生
か
し
、
分
骨
を
彼
の
夕
陽
う

す
づ
く
頂
き
に
埋
め
た
ら
と
。

四
月
六
日
と
い
う
と
、
今
日
は
一
周
忌
だ
が
、
昨
年
二
月
に
孫
達
を
つ

れ
、
蔵
王
に
ス
キ
ー
を
楽
し
む
。
年
齢
と
い
う
制
約
を
忘
れ
た
名
号
通
り

の
「
楽
山
」
振
り
で
、
温
和
円
満
な
相
貌
の
中
に
、
ど
こ
に
か
出
る
ス
タ
ミ

ナ
が
あ
る
の
か
驚
く
。
戦
災
に
糟
糠
の
妻
を
失
い
、
苦
心
の
経
営
は
軌
道

に
乗
り
、
子
息
達
は
夫
々
安
定
し
、
一
時
は
高
血
圧
で
一
同
忠
諫
し
禁
酒

し
た
が
、
何
の
楽
し
み
と
て
な
い
親
を
想
う
て
、
時
と
共
に
黙
認
さ
れ

て
、
久
世
氏
と
さ
し
つ
さ
さ
れ
つ
の
楽
し
い
楽
し
い
仲
で
あ
っ
た
。

悠
然
と
登
り
つ
く
せ
し
山
か
す
む
一
久
世
柴
の
戸
一
周
忌
献

雪
閉
ざ
す
剣
の
詞
人
訪
は
で

散
り
て
こ
そ
今
年
又
咲
く
桜
か
な

我
々
は
共
通
の
友
情
の
も
と
に
謹
ん
で
御
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

吉
川
良
平
氏
は
昭
和
二
十
三
年
七
月
本
会
入
会
、
会
員
番
号
二
九
五

四
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
六
日
遠
逝
。
（
石
黒
清
蔵
）

篠
原
君
は
一
九
六
四
年
八
月
六
日
、
任
地
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
交
通
事

篠
原
敏
弘
氏
（
一
九
三
四
’
一
九
六
四
）

故
の
た
め
三
十
年
の
短
か
い
生
涯
を
終
え
た
。
淋
し
が
り
屋
の
君
が
、
遠

い
異
郷
の
地
で
唯
一
人
、
誰
に
も
み
と
ら
れ
る
こ
と
な
く
死
ん
で
い
っ
た

と
き
、
ど
ん
な
に
淋
し
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
う
と
、
胸
が
熱
く
な
っ
て
く

る
。
男
ば
か
り
三
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
、
め
ぐ
ま
れ
た
家
庭
に
育
て
ら

れ
た
君
は
、
明
る
い
、
物
事
に
こ
だ
わ
ら
ぬ
、
伸
び
の
び
と
し
た
性
質
の

故
に
、
接
す
る
仲
間
達
か
ら
深
く
愛
さ
れ
て
い
た
。

何
時
の
頃
か
ら
君
が
山
登
り
に
志
ざ
し
た
の
か
、
よ
く
は
知
ら
な
い

が
、
す
で
に
高
等
学
校
時
代
に
は
、
可
成
り
の
経
験
を
つ
ん
で
い
た
よ
う

で
あ
る
。
大
学
に
入
っ
て
か
ら
二
年
程
の
間
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
熱
中
し
て

い
た
が
、
そ
の
後
転
じ
て
一
橋
山
岳
部
に
籍
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た

し
か
、
叔
父
君
森
脇
芳
之
先
輩
の
ご
紹
介
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

る
。
そ
の
後
の
君
は
、
そ
れ
ま
で
の
道
草
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
か
の
よ

う
に
、
山
登
り
に
打
ち
こ
ん
で
い
っ
た
。
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
、
黙
々
と
重
い

荷
を
背
負
い
、
ど
ん
な
と
き
に
も
陽
気
で
快
活
で
あ
っ
た
君
は
、
わ
れ
わ

れ
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
仲
間
で
あ
っ
た
。
幾
つ
か
の
行
を
共

に
し
た
山
登
り
を
振
り
か
え
っ
て
、
君
の
怒
っ
た
顔
は
一
度
も
見
た
こ
と

が
な
い
。
下
級
生
の
荷
を
分
け
て
持
っ
て
や
っ
た
り
、
暗
く
な
っ
た
雪
道

を
、
遅
れ
た
下
級
生
を
迎
え
に
戻
っ
て
行
く
姿
ば
か
り
が
想
い
出
さ
れ

る
。

陽
気
な
性
格
の
裏
に
、
淋
し
が
り
屋
の
一
面
を
持
っ
て
い
た
君
に
と
っ

て
、
良
き
仲
間
を
得
て
の
山
岳
部
の
生
活
は
、
す
こ
ぶ
る
た
の
し
い
も
の

だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
国
立
に
あ
っ
た
部
の
ル
ー
ム
と
、
そ
の
近
く
に
あ

る
部
長
太
田
可
夫
教
授
宅
に
、
教
室
よ
り
も
足
し
げ
く
通
い
、
た
ち
ま
ち

の
う
ち
に
山
岳
部
の
生
活
に
と
け
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
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君
は
山
を
愛
し
た
が
ま
た
酒
も
好
ん
だ
。
学
園
で
の
生
活
の
一
刻
、
酒

を
く
み
山
の
話
に
ふ
け
る
と
き
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
た
。
し
ば
し
ば
終

電
車
に
の
り
お
く
れ
、
皆
で
国
立
の
部
の
ル
ー
ム
に
泊
り
こ
ん
だ
り
、
近

く
の
友
人
の
家
へ
こ
ろ
が
り
こ
ん
だ
り
し
た
。
そ
の
よ
う
な
或
る
夜
、
寝

呆
け
た
彼
が
、
さ
る
友
人
宅
の
床
の
間
を
厨
と
間
ち
が
え
る
と
い
う
大
失

敗
を
演
じ
、
翌
朝
ほ
う
ほ
う
の
て
い
で
退
散
し
て
き
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
こ
れ
と
て
も
今
は
悲
し
い
想
い
出
の
一
つ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
年

間
百
日
を
越
え
る
山
行
と
、
下
界
に
お
け
る
山
を
忘
れ
ぬ
生
活
、
こ
の
頃

か
ら
君
は
山
登
り
か
ら
離
れ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

君
の
日
本
山
岳
会
入
会
は
卒
業
の
翌
年
、
昭
和
三
十
三
年
の
こ
と
だ
っ

た
（
会
員
番
号
四
八
三
八
、
紹
介
者
は
望
月
達
夫
、
吉
田
義
則
の
両
氏
）
。

入
会
後
は
一
橋
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
、
ま
た
勤
務
先
三
菱
商
事
の
山
岳
部

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
数
多
く
の
山
行
の
か
た
わ
ら
、
東
京
支
部
の
役
員

と
し
て
会
務
に
た
ず
さ
わ
り
、
「
山
日
記
』
一
九
六
一
年
版
の
編
集
の
ス

タ
ッ
フ
に
名
を
つ
ら
ね
る
一
方
、
西
穂
高
岳
お
よ
び
木
曽
駒
ヶ
岳
の
登
山

技
術
講
習
会
に
も
、
講
師
と
し
て
出
席
す
る
な
ど
、
ど
こ
か
ら
そ
ん
な
暇

を
み
つ
け
出
す
の
か
と
、
あ
き
れ
る
ば
か
り
の
活
躍
ぶ
り
だ
っ
た
。
私
も

幾
つ
か
の
講
習
会
に
行
を
共
に
し
た
が
、
と
り
わ
け
印
象
深
か
っ
た
の

は
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
木
曽
駒
の
講
習
会
の
最
終
日
に
、
一
言
宛
発

言
を
求
め
ら
れ
て
、
山
登
り
と
は
、
読
む
、
書
く
、
登
る
と
い
う
三
つ
の

行
為
が
、
一
体
と
な
っ
て
構
成
さ
れ
る
の
で
な
く
て
は
、
完
成
さ
れ
た
と

は
言
い
難
い
と
言
う
持
論
を
、
熱
心
に
ぶ
っ
て
い
た
姿
で
あ
る
。
そ
の

夜
、
行
き
当
り
ぱ
っ
た
り
に
、
飯
田
の
街
に
宿
を
求
め
、
久
し
ぶ
り
に
一

夜
つ
も
る
話
に
語
り
明
か
し
た
が
、
そ
こ
で
も
同
じ
議
論
を
熱
心
に
く
り

返
し
て
い
た
。

卒
業
後
一
緒
に
登
る
機
会
は
数
え
る
程
し
か
な
く
、
そ
の
い
ず
れ
も
が

貴
重
な
想
い
出
と
な
っ
た
が
、
二
人
切
り
で
屏
風
岩
の
Ｉ
ル
ン
ゼ
ヘ
出
掛

け
た
と
き
の
記
憶
が
鮮
明
で
あ
る
。
久
し
ぶ
り
の
夏
の
徳
沢
は
、
お
ど
ろ

く
ば
か
り
の
喧
燥
さ
の
中
に
あ
り
、
寝
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
二
人
と

も
す
っ
か
り
機
嫌
を
悪
く
し
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
翌
朝
早
く
取
付

で
ア
ン
ザ
イ
レ
ン
す
る
頃
は
、
気
分
も
ほ
ぐ
れ
愉
快
に
な
っ
て
き
た
。
久

し
ぶ
り
に
行
を
共
に
し
た
の
だ
が
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
ブ
ラ
ン
ク
が
埋

ま
り
、
イ
キ
の
合
っ
た
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
た
の
し
め
、
矢
張
り
こ
う
言
う

仲
間
は
貴
重
な
ん
だ
な
と
の
感
を
深
め
た
。
密
度
の
高
い
登
筆
だ
っ
た
せ

い
か
、
不
思
議
に
こ
の
と
き
の
君
の
身
の
こ
な
し
の
一
つ
一
つ
が
今
で
も

眼
に
浮
ん
で
く
る
。

惜
し
む
ら
く
は
彼
自
身
、
持
論
の
読
む
、
書
く
、
登
る
の
う
ち
、
読
む

こ
と
と
登
る
こ
と
は
、
よ
く
実
践
し
て
い
た
が
、
書
く
方
に
つ
い
て
は
余

り
発
表
さ
れ
た
も
の
が
な
い
。
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
沢
山
の
山
へ
登

り
、
耆
く
方
も
充
実
さ
せ
、
そ
し
て
彼
自
身
の
山
登
り
を
完
成
さ
せ
て
欲

し
か
っ
た
の
に
、
突
然
の
死
が
、
彼
の
山
登
り
を
未
完
の
ま
ま
に
中
断
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
本
当
に
口
惜
し
い
。

個
人
的
な
追
憶
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
う
や
っ
て
原
稿
用
紙
に

向
っ
て
い
て
も
、
泣
け
て
く
る
よ
う
な
状
態
で
は
止
む
を
得
な
い
。
時
が

悲
し
み
を
和
ら
げ
て
く
れ
た
頃
に
、
機
会
が
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、
彼
の

山
登
り
評
な
ど
試
ろ
み
て
み
た
い
気
も
す
る
が
。

（
山
本
健
一
郎
）

(193）



三
輪
孝
さ
ん
は
明
治
四
十
四
年
一
月
七
日
大
阪
に
生
れ
た
。
昭
和
五
年

四
月
、
東
京
美
校
本
科
油
絵
科
入
学
、
同
七
年
に
は
特
待
生
に
選
ば
れ
、

昭
和
十
年
三
月
め
で
た
く
同
校
を
卒
業
し
、
そ
れ
か
ら
す
ぐ
東
京
の
上
野

松
坂
屋
の
宣
伝
部
へ
入
社
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
小
生
も
学
校
を
出
て

東
京
都
庁
（
そ
の
頃
は
市
役
所
）
に
入
り
、
そ
の
つ
と
め
先
の
関
係
で
店

と
も
往
来
す
る
よ
う
に
な
り
、
し
ぜ
ん
同
君
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

の
頃
の
彼
は
図
案
と
か
カ
ッ
ト
な
ど
を
か
い
て
い
た
が
、
め
ず
ら
し
い
ほ

ど
ま
じ
め
一
本
の
人
で
、
あ
な
た
は
学
校
の
先
生
の
よ
う
で
す
ね
、
と
話

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
頃
は
山
の
ヤ
の
字
も
話
し
あ
わ

な
か
っ
た
し
、
お
た
が
い
に
山
が
す
き
な
こ
と
も
知
り
あ
わ
ぬ
中
に
、
彼

は
召
集
を
う
け
て
入
隊
し
て
し
ま
い
、
そ
の
ま
ま
戦
争
が
終
る
ま
で
、
お

互
い
に
会
う
機
会
も
な
く
す
ご
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
後
、
日
本
山
岳
画
協
会
（
昭
和
十
一
年
三
月
結
成
、
本
会
倉
報
第
五
五
号

参
照
）
が
復
活
し
て
か
ら
、
そ
の
協
会
の
山
川
勇
一
郎
さ
ん
（
本
会
々
員
）

に
会
っ
た
と
き
彼
の
話
が
と
び
出
し
、
し
か
も
こ
の
協
会
の
世
話
役
を
し

て
い
る
と
聞
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
山
が
と
て
も
す
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
知
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
も
な
く
小
生
も
、
こ
の

協
会
の
お
て
つ
だ
い
を
し
は
じ
め
た
の
で
、
ふ
た
た
び
お
つ
き
あ
い
と
な

っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
彼
は
さ
か
ん
に
上
高
地
に
入
っ
て
い
た
。

三
輪
孝
氏
（
一
九
二
’
一
九
六
四
）

毎
年
何
回
と
い
う
ほ
ど
徳
本
の
峠
を
越
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
バ

ス
、
油
絵
具
な
ど
ふ
つ
う
の
山
登
り
の
人
に
は
想
像
の
つ
か
な
い
重
い
荷

と
な
る
の
で
あ
る
。
美
校
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
南
政
善
さ
ん
は
、
こ
の
頃

か
ら
彼
に
し
ご
か
れ
て
山
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。

彼
の
所
属
し
た
光
風
会
展
に
は
、
昭
和
二
十
八
年
、
二
十
九
年
と
つ
づ

い
て
「
上
高
地
」
を
出
し
て
い
る
。
剣
岳
へ
行
く
と
い
う
の
で
、
剣
沢
の

佐
伯
文
蔵
君
を
紹
介
し
た
の
は
何
年
前
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
剣
が
す

っ
か
り
す
き
に
な
っ
て
、
毎
年
そ
こ
に
足
を
は
こ
び
、
日
展
や
山
岳
画

展
、
光
風
会
に
剣
岳
の
岩
と
雪
渓
を
、
あ
の
美
し
い
深
紫
で
発
表
し
て
い

た
。
そ
の
頃
は
、
も
う
り
っ
ぱ
な
登
山
者
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

私
は
山
が
す
き
な
だ
け
な
ん
で
す
よ
、
と
言
う
だ
け
で
、
山
の
じ
ま
ん
も

苦
し
さ
も
口
に
出
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
彼
が
昭
和
二
十
年
に
一
生
の

し
ご
と
と
し
て
設
立
し
た
阿
佐
ケ
谷
美
術
学
園
は
、
い
よ
い
よ
隆
盛
に
な

っ
て
行
く
の
に
、
急
に
な
く
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

な
お
彼
は
光
風
会
、
日
本
山
岳
画
協
会
の
両
会
員
の
ほ
か
、
日
本
解
剖

学
会
員
、
東
京
都
私
立
各
種
学
校
協
会
理
事
で
あ
っ
た
り
、
著
書
も
デ
ザ

イ
ン
の
も
の
三
つ
、
作
品
は
昭
和
九
年
帝
展
に
初
入
選
以
来
、
各
種
展
覧

会
に
入
選
、
個
展
数
回
、
昭
和
三
十
二
年
の
日
展
に
は
「
雪
空
」
が
特
選

と
な
り
、
委
嘱
を
つ
づ
け
て
い
た
。
本
会
へ
は
折
井
健
一
、
岩
佐
吉
雄
両

氏
の
紹
介
で
昭
和
三
十
七
年
入
会
、
会
員
番
号
五
四
六
四
、
昭
和
三
十
九

年
一
月
一
日
逝
く
。
（
小
野
幸
）
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図書紹介

古
く
か
ら
ひ
と
び
と
が
抱
い
て
い
た
名
山
と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
に

は
、
時
代
に
つ
れ
て
変
遷
が
あ
る
。

も
ろ
こ
し

い
ま
か
ら
お
よ
そ
百
四
十
年
前
、
「
伝
え
聞
く
唐
土
に
は
罠
喬
山
、
峨

眉
、
補
佗
洛
山
等
の
高
山
こ
れ
あ
る
由
」
と
い
う
耆
き
出
し
に
は
じ
ま
る

十
返
舎
一
九
撰
『
諸
国
名
山
往
来
』
文
政
七
年
（
一
八
二
四
年
）
に
は
、

海
内
名
誉
の
高
山
と
し
て
、
第
一
に
富
士
山
を
据
え
、
次
い
で
筑
波
山
、

下
野
の
日
光
山
、
陸
奥
の
金
華
山
、
出
羽
の
鳥
海
山
、
羽
黒
山
、
月
山
、

湯
殿
山
、
そ
れ
よ
り
越
後
の
妙
香
山
、
上
野
の
赤
城
山
、
榛
名
山
と
続

き
、
以
下
越
中
の
立
山
、
加
賀
の
白
山
と
い
う
ふ
う
に
全
国
の
い
わ
ゆ
る

名
山
、
高
山
を
か
か
げ
、
そ
の
数
約
四
十
二
座
に
お
よ
ぶ
。
そ
の
頃
、
別

に
日
本
七
峯
と
し
て
日
光
（
野
州
）
、
大
峯
（
和
州
）
、
羽
黒
（
羽
州
）
、

吉
野
（
和
州
）
、
大
山
（
伯
州
）
、
筑
波
（
上
州
）
、
妙
義
（
上
州
）
と
い

う
呼
び
名
も
市
井
に
あ
っ
た
。
ま
た
有
名
な
谷
文
晁
『
日
本
名
山
図
会
」

図
書
紹
介

日
本
百
名
山深

田
久
弥
著
四
六
倍
判
二
二
二

ペ
ー
ジ
写
真
四
葉
昭
和
三
九
年

七
月
二
○
日
新
潮
社
発
行
定
価

八
七
○
円

文
化
九
年
（
一
八
一
二
年
）
に
描
か
れ
た
山
は
総
数
九
十
座
。
今
で
こ

そ
、
そ
の
幾
つ
か
に
首
を
か
し
げ
る
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
当

時
こ
れ
だ
け
の
山
を
選
定
し
た
見
識
と
、
そ
の
こ
と
ご
と
く
が
実
写
に
よ

る
の
は
見
事
で
あ
る
。
と
り
わ
け
蝦
夷
地
の
内
浦
岳
、
臼
岳
（
有
珠
岳
）
、

恵
山
、
歌
瑁
渉
（
樽
前
山
）
、
志
利
辺
津
山
（
後
方
羊
蹄
山
）
の
五
座
を
含

む
足
跡
の
広
さ
も
賞
讃
さ
れ
て
よ
い
。

し
か
し
、
文
晁
や
さ
ら
に
湖
っ
て
、
『
東
遊
記
』
寛
政
九
年
（
一
七
九

七
年
）
に
名
山
論
を
書
い
た
橘
南
路
に
し
て
も
、
熱
心
な
山
水
の
愛
好
者

で
は
あ
っ
た
が
、
日
本
の
山
奥
に
ま
だ
ま
だ
立
派
な
山
の
あ
る
こ
と
を
知

ら
な
か
っ
た
。
信
・
飛
・
越
の
国
境
や
東
北
の
僻
地
、
さ
ら
に
北
海
道
の

さ
い
果
て
に
、
現
代
の
登
山
者
が
喜
ぶ
よ
う
な
山
が
あ
ろ
う
と
は
、
想
像

も
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

明
治
以
降
、
山
を
見
る
人
の
眼
は
大
き
く
変
っ
た
。
そ
し
て
い
ま
、
昭

和
の
『
名
山
往
来
』
『
名
山
図
会
』
の
現
代
版
と
も
い
え
る
『
日
本
百
名

山
』
が
、
還
暦
を
迎
え
た
深
田
久
弥
さ
ん
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
喜

び
た
い
。
こ
の
本
に
は
、
深
田
さ
ん
の
五
十
年
近
い
登
山
歴
と
、
一
念
発

起
、
戦
前
か
ら
書
き
続
け
た
執
念
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

著
者
は
選
定
の
基
準
を
、
山
の
品
格
、
歴
史
、
個
性
に
お
い
て
、
候
補

リ
ス
ト
を
前
に
、
教
え
子
を
錠
衡
す
る
試
験
官
の
よ
う
な
辛
い
気
持
で
箭

に
か
け
た
と
、
後
記
に
記
し
て
い
る
。
選
定
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
の
好
み
に
よ
り
、
多
少
の
相
違
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か

し
、
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
七
、
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
に
衆
論
が
落
着
く
と

す
れ
ば
、
あ
と
は
む
し
ろ
選
ぶ
人
の
個
性
が
現
わ
れ
る
ほ
う
が
愉
し
い
・

選
ば
れ
た
百
座
に
つ
い
て
は
、
先
ず
山
の
歴
史
、
縁
起
を
語
り
、
つ
い
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で
文
学
の
素
材
と
な
っ
た
も
の
は
、
古
今
を
問
わ
ず
、
そ
れ
を
と
り
入
れ

て
い
る
。
ま
た
近
代
登
山
の
立
場
か
ら
、
初
出
の
文
献
は
も
と
よ
り
、
初

登
山
者
に
も
触
れ
る
と
い
う
先
蹴
者
へ
の
床
し
い
態
度
も
気
持
よ
い
。
そ

し
て
最
後
に
、
簡
単
な
自
身
の
紀
行
を
添
え
て
あ
る
が
、
こ
れ
ま
た
未
知

の
山
を
志
向
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
、
な
に
ほ
ど
か
の
手
引
き
と
な

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
大
体
以
上
の
よ
う
な
内
容
が
、
全
篇
を
通
じ
て
要

領
よ
く
、
し
か
も
左
右
見
開
き
の
頁
に
収
ま
る
よ
う
、
そ
っ
な
く
纒
め
あ

げ
ら
れ
て
い
る
の
は
流
石
で
あ
る
。
慾
を
い
え
ば
、
挿
入
の
写
真
が
そ
ぐ

わ
な
い
感
じ
が
す
る
。
む
し
ろ
ス
ケ
ッ
チ
に
で
も
し
た
ほ
う
が
、
情
感
を

誘
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

山
を
愛
す
る
者
に
全
く
の
好
古
の
癖
が
な
い
と
し
た
ら
、
こ
の
害
を
読

む
興
味
は
半
減
す
る
だ
ろ
う
。
本
書
に
引
用
さ
れ
た
文
献
は
、
『
三
代
実

録
』
『
会
津
風
土
記
』
『
上
野
国
志
』
「
甲
斐
国
志
』
『
北
越
雪
譜
』
『
日
光

山
志
』
『
東
西
蝦
夷
日
誌
』
な
ど
の
古
資
料
か
ら
、
近
代
登
山
に
お
い
て

は
『
山
岳
』
が
丹
念
に
探
渉
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
文
学
方
面
で
は
、
古
く

は
『
万
葉
集
』
『
奥
の
細
道
』
か
ら
近
代
の
田
山
花
袋
、
島
崎
藤
村
、
石

川
啄
木
、
斎
藤
茂
吉
、
高
村
光
太
郎
、
大
宰
治
、
宮
沢
賢
治
と
い
っ
た
馴

染
深
い
人
の
作
品
を
ひ
い
て
い
る
の
も
、
薄
れ
か
け
た
記
憶
を
確
か
め
さ

せ
よ
う
と
す
る
、
読
者
へ
の
思
い
や
り
で
あ
る
。

北
海
道
の
利
尻
岳
、
羅
臼
岳
、
斜
里
岳
、
ト
ム
ラ
ウ
シ
、
幌
尻
岳
な
ど

は
、
僅
か
半
世
紀
前
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
人
に
知
ら
れ
な
か
っ
た
山
で
あ
る
。

そ
れ
が
近
年
と
く
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
僻
地
へ
の
憧

れ
と
、
こ
れ
ら
の
山
が
ま
だ
多
く
の
夢
を
残
し
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ

の
地
で
わ
り
あ
い
早
く
登
山
者
の
足
跡
を
印
し
た
の
は
石
狩
川
上
流
で
、

安
政
四
年
（
一
八
五
七
年
）
に
石
狩
在
勤
の
足
軽
、
松
田
市
太
郎
が
水
源

調
査
の
命
を
受
け
て
、
大
雪
山
踏
破
、
水
源
見
極
め
の
功
績
を
あ
げ
た
。

著
者
は
大
雪
山
と
い
う
名
が
い
つ
頃
つ
い
た
か
と
い
う
疑
問
を
出
し
て
い

る
が
、
小
泉
秀
雄
氏
の
考
証
に
は
、
明
治
二
十
六
年
発
行
の
「
日
本
名
勝

地
誌
』
第
九
編
北
海
道
三
部
（
博
文
館
）
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
起
源

は
か
な
り
古
い
こ
と
が
判
る
。
序
で
な
が
ら
、
後
方
羊
蹄
山
の
松
浦
武
四

郎
初
登
頂
を
安
政
四
年
と
し
て
あ
る
の
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
年
）

が
正
し
い
。

東
北
の
名
山
に
、
秋
田
駒
と
栗
駒
山
を
欠
く
の
は
淋
し
い
が
、
上
信
越

で
平
ヶ
岳
と
皇
海
山
、
そ
れ
に
高
妻
山
を
加
え
た
の
は
勇
断
で
あ
る
。
平

ヶ
岳
は
著
者
が
百
名
山
を
志
し
た
最
初
か
ら
念
頭
に
あ
っ
た
と
い
い
、
ろ

く
な
登
山
道
も
な
い
こ
と
、
そ
れ
に
山
麓
か
ら
頂
上
ま
で
二
日
な
い
し
三

日
も
か
か
る
と
い
う
山
は
、
今
ど
き
そ
う
ざ
ら
に
あ
る
も
の
で
な
い
。
独

特
の
山
容
と
、
個
性
的
な
山
頂
が
著
者
の
心
を
深
く
捉
え
た
よ
う
で
あ

る
。
登
山
者
が
少
な
く
、
あ
ま
り
人
に
知
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
は
、
皇

海
山
と
高
妻
山
も
同
様
で
あ
る
。
埋
も
れ
た
山
を
世
に
出
す
と
い
う
意
味

か
ら
、
大
い
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

日
本
一
の
名
山
と
し
て
、
内
外
に
知
ら
れ
る
富
士
山
は
、
あ
ま
り
に
も

多
く
耆
か
れ
、
歌
わ
れ
、
ま
た
描
か
れ
も
し
た
た
め
、
と
か
く
単
調
に
な

り
が
ち
な
と
こ
ろ
、
山
岳
史
家
マ
ル
セ
ル
・
ク
ル
ッ
の
言
葉
を
ひ
い
て
、

一
五
二
三
年
ポ
ポ
カ
テ
。
へ
テ
ル
（
五
四
五
一
米
）
登
頂
に
至
る
ま
で
の
約

七
、
八
百
年
間
、
人
間
到
達
の
最
高
峯
の
記
録
を
保
持
し
た
と
紹
介
し
た

の
は
新
鮮
で
あ
る
。
内
外
文
献
に
通
じ
た
氏
の
一
面
が
窺
え
る
。

百
名
山
の
四
分
の
一
以
上
が
、
南
北
ア
ル
プ
ス
に
割
か
れ
て
い
る
の
は
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人
そ
れ
ぞ
れ
晶
眉
の
相
違
は
あ
る
に
し
て
も
、
現
代
人
の
好
み
を
順
当
に

反
映
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
笠
ヶ
岳
、
甲
斐
駒
ヶ
岳
、
仙
丈

岳
な
ど
に
つ
い
て
書
か
れ
た
文
章
が
心
に
残
る
。
た
だ
ゥ
エ
ス
ト
ン
の
槍

ヶ
岳
登
頂
に
触
れ
た
個
所
で
、
登
頂
年
代
を
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一

年
）
と
し
て
い
る
の
は
、
翌
二
十
五
年
の
誤
り
な
の
で
、
後
日
の
訂
正
を

希
望
し
た
い
。

加
賀
の
白
山
は
、
深
田
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
の
山
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も

多
く
を
知
り
過
ぎ
る
た
め
、
か
え
っ
て
書
き
に
く
い
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
山
を
め
ぐ
る
登
山
の
歴
史
は
古
い
。
登
山
路
に
も
変
遷
が
あ
る
。
残
さ

れ
た
文
芸
作
品
も
豊
富
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
登
山
家
や
紀
行
文
の
こ

と
、
ま
た
古
く
か
ら
伝
わ
る
雷
鳥
の
話
な
ど
に
も
触
れ
て
欲
し
か
っ
た
。

こ
の
本
に
古
文
献
か
ら
の
引
証
が
多
い
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
。
日
本

の
名
山
と
い
わ
れ
る
山
々
に
、
た
び
た
び
叙
位
の
恩
典
が
あ
っ
た
こ
と
は

史
実
に
残
る
。
そ
の
出
典
は
『
三
代
実
録
』
で
あ
る
。
些
細
な
こ
と
の
よ

う
だ
が
、
あ
る
山
に
後
日
、
格
上
げ
の
贈
位
が
あ
っ
た
場
合
、
最
初
の
叙

位
と
昇
格
後
の
い
ず
れ
を
と
る
の
が
良
い
か
、
本
書
を
含
め
て
、
未
だ
に

各
耆
一
致
を
み
て
い
な
い
の
が
気
に
な
る
。

『
百
名
山
』
を
批
評
す
る
こ
と
は
易
い
。
し
か
し
、
『
百
名
山
』
を
書
く

資
格
の
あ
る
人
は
少
な
い
。
著
者
の
山
を
見
る
眼
は
い
つ
も
清
澄
で
あ

る
。
山
と
語
り
、
山
を
讃
え
て
日
本
全
国
を
歩
き
続
け
た
態
度
も
ま
た
立

派
で
あ
る
。
『
日
本
百
名
山
』
は
全
く
よ
き
人
の
手
に
成
っ
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

終
り
に
、
本
書
の
表
紙
中
央
に
貼
ら
れ
た
五
色
刷
の
紙
片
は
、
著
者
九

山
山
房
主
（
久
さ
ん
を
も
じ
る
）
の
蔵
書
票
を
転
用
し
た
趣
向
で
あ
る
こ

と
を
付
記
す
る
。

昭
和
三
十
二
年
の
夏
に
出
版
さ
れ
た
『
原
野
か
ら
見
た
山
』
も
立
派
な

本
で
、
方
々
へ
持
ち
歩
い
て
、
極
く
素
直
な
宣
伝
を
し
た
が
、
今
度
の
画

文
集
も
豪
華
な
出
来
栄
え
で
、
豊
富
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
色
刷
り
が
見
事

で
あ
る
。
巻
頭
の
三
枚
の
油
彩
と
、
本
文
中
の
色
彩
画
は
数
え
て
み
る
と

三
十
八
点
、
そ
の
他
の
挿
画
と
花
の
絵
は
六
十
数
点
、
絵
の
好
き
な
人
に

と
っ
て
は
全
く
胸
の
踊
る
贈
り
も
の
で
あ
る
。

豪
華
な
出
来
栄
え
と
言
っ
た
が
、
こ
の
言
葉
は
ほ
ん
と
う
は
当
ら
な

い
。
豪
華
と
い
う
言
葉
の
感
じ
は
本
で
言
え
ば
革
で
表
紙
を
つ
く
り
、
金

の
装
飾
な
ど
を
ご
っ
て
り
と
つ
け
た
も
の
、
服
装
で
言
え
ば
勲
章
を
胸
い

つ
ぱ
い
に
ぶ
ら
さ
げ
た
大
礼
服
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
誰
が

着
て
も
似
合
う
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
私
の
性

坂
本
直
行
画
文
集

雪
原
の
足
あ
と

四
六
倍
判
一
九
六
。
ヘ
ー
ジ
別
刷
口
絵

四
・
ヘ
ー
ジ
本
文
挿
入
色
彩
画
ス
ケ
ッ
チ

多
数
昭
和
四
○
年
四
月
一
日
茗
渓
堂

発
行
定
価
二
八
○
○
円 〔

小
林
義
正
〕
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に
も
趣
味
に
も
合
わ
な
い
。

従
っ
て
坂
本
さ
ん
が
出
さ
れ
た
こ
の
『
雪
原
の
足
あ
と
』
を
形
容
す
る

言
葉
は
、
他
に
さ
が
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
簡
単
に
は
見
あ

た
ら
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
絵
を
見
な
が
ら
、
そ
の
何
篇
か
の
文
章
を

読
ん
で
行
く
と
、
ま
だ
私
は
お
目
に
か
か
っ
て
直
接
お
話
を
し
た
こ
と
の

な
い
著
者
の
人
物
が
、
恐
ら
く
二
度
三
度
お
話
を
す
る
以
上
に
細
か
く
分

っ
て
来
る
。
少
し
お
か
し
な
論
法
で
は
あ
る
が
、
逆
に
こ
の
本
は
坂
本
直

行
さ
ん
ら
し
く
、
そ
の
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い
美
し
さ
を
も
っ
た
も
の
で
あ

る
確
信
が
得
ら
れ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
著
者
の
満
足
す
る
よ
う

な
出
来
栄
え
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
編
集
に
た
ず
さ
わ
れ
た
方
々
（
山
下
一

夫
、
林
和
夫
、
望
月
達
夫
の
三
氏
）
は
、
多
分
そ
の
点
に
最
も
神
経
を
使

わ
れ
た
に
相
異
な
い
。

か
つ
て
、
こ
の
本
に
や
や
似
た
体
裁
の
本
を
出
さ
れ
た
方
々
を
思
い
出

し
て
み
る
と
、
前
に
ふ
れ
た
坂
本
さ
ん
の
『
原
野
か
ら
見
た
山
』
も
そ
の

一
冊
に
な
っ
て
い
る
朋
文
堂
の
山
岳
文
庫
の
、
『
山
は
屋
上
よ
り
』
の
足

立
源
一
郎
氏
、
『
山
の
眼
玉
』
の
畦
地
梅
太
郎
氏
、
『
日
謡
の
山
ひ
な
た
の

山
』
の
上
田
哲
農
氏
な
ど
お
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
絵
に
も
山
に
も
、
ま
た
そ

こ
に
綴
ら
れ
て
い
る
文
章
に
も
関
心
の
な
い
人
が
見
れ
ば
同
じ
よ
う
な
本

で
あ
り
、
山
を
愛
す
る
画
家
と
し
て
区
別
な
し
に
見
て
し
ま
う
か
も
知
れ

な
い
。
だ
が
私
ど
も
に
は
そ
の
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
の
あ
ら
わ
れ
方

が
興
味
の
中
心
で
あ
る
。

絵
に
も
文
章
に
も
、
読
者
は
好
み
を
抱
く
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
そ

う
い
う
好
き
嫌
い
を
越
え
た
、
対
山
岳
的
人
間
臭
（
こ
ん
な
言
葉
を
使
っ

た
の
は
は
じ
め
て
で
あ
る
が
）
の
相
異
は
、
山
が
生
活
の
一
部
に
な
っ
て

生
き
て
い
る
者
に
と
っ
て
は
、
と
も
か
く
大
変
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。

著
者
の
こ
れ
ま
で
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
私
が
こ
こ
で
御
紹
介
な
ど
す

る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
の
本
の
奥
付
に
も
、
一
九
○
六
年
に
生
れ
、

北
大
農
学
部
卒
、
在
学
中
か
ら
山
登
り
を
し
、
一
度
東
京
に
出
て
来
ら
れ

た
が
、
昭
和
五
年
以
降
北
海
道
に
戻
り
、
十
一
年
か
ら
野
塚
の
原
野
で
開

拓
生
活
を
は
じ
め
、
日
高
の
山
を
中
心
に
絵
を
描
き
続
け
て
お
ら
れ
る
こ

と
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
の
心
と
原
野
と
の
結
び
つ
き
を
し
み
じ

み
と
味
う
の
に
は
、
書
名
と
同
じ
「
雪
原
の
足
あ
と
」
と
い
う
一
文
を
ゆ

っ
く
り
と
読
む
こ
と
で
あ
る
。

「
荒
漠
寂
蓼
の
無
人
の
原
野
の
一
隅
に
あ
る
、
小
高
い
丘
に
立
っ
た
僕

は
、
ま
だ
接
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
空
間
と
、
大
地
の
広
が
り
を
見
て
、

冷
酷
と
哀
愁
に
お
の
の
き
、
虚
無
感
に
お
そ
わ
れ
た
の
は
そ
う
長
い
時
間

で
は
な
か
っ
た
。
原
野
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
僕
に
と
っ
て
は
、
一
旅
人
と

し
て
そ
こ
を
無
関
心
に
通
過
ぎ
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な
魅
力
を
も

っ
て
い
た
。
」
そ
し
て
開
墾
生
活
の
実
際
が
細
か
に
語
ら
れ
、
そ
の
あ
い

だ
に
山
に
も
登
り
絵
も
描
く
と
い
う
こ
と
が
、
ど
れ
ほ
ど
強
靱
な
体
と
神

経
を
必
要
と
す
る
か
が
分
る
。

長
い
苦
闘
の
生
活
、
三
十
年
間
の
ラ
ン
プ
の
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、

坂
本
さ
ん
は
今
は
山
と
絵
の
生
活
に
移
ら
れ
た
。
電
灯
の
明
る
さ
が
恥
し

い
ほ
ど
だ
と
書
い
て
あ
る
。

こ
の
本
の
山
の
紀
行
文
を
よ
む
と
、
坂
本
さ
ん
の
周
囲
に
は
、
い
い
岳

友
が
い
る
こ
と
が
ま
こ
と
に
羨
ま
し
い
ほ
ど
で
あ
る
。
山
に
入
れ
ば
、
子

供
の
よ
う
に
浮
か
れ
、
そ
の
姿
が
ど
ん
な
読
者
の
険
に
も
浮
ん
で
来
る
だ

ろ
う
。
「
吹
雪
の
結
婚
行
進
曲
」
は
石
狩
岳
の
頂
上
で
若
い
岳
友
が
結
婚
式
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を
あ
げ
、
そ
の
時
の
仲
人
の
記
で
あ
る
が
、
こ
う
い
う
こ
と
を
悦
ん
で
引

受
け
て
、
す
こ
し
も
迷
惑
が
ら
ず
、
こ
ん
な
仲
人
な
ら
月
に
一
回
ぐ
ら
い

で
も
悪
く
は
な
い
と
書
い
て
あ
る
。

考
え
て
み
る
と
、
年
を
と
っ
て
も
山
に
登
り
続
け
て
い
る
方
々
は
、
誰

に
も
一
面
こ
う
し
た
明
る
さ
朗
ら
か
さ
が
あ
る
が
、
坂
本
さ
ん
も
こ
の
点

は
か
な
り
強
烈
な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
。

絵
に
つ
い
て
は
私
に
は
何
も
言
え
な
い
が
、
か
ら
り
と
晴
れ
渡
っ
た
、

こ
わ
い
よ
う
な
空
の
青
さ
が
、
こ
の
画
家
の
、
美
し
い
童
心
、
素
朴
な
歓

喜
を
伝
え
て
来
る
よ
う
で
あ
る
。

〔
串
田
孫
ロ

《
《
シ
冨
因
”
門
俸
ｚ
の
○
ｚ
固
く
画
詞
因
の
弓
》

目
｝
５
○
串
ｇ
巴
胃
ｏ
ｏ
ｐ
昌
呉
岳
の
閉
用
具

一
旦
ず
ぐ
ｚ
ｏ
目
〕
由
目
の
．
己
昌
胃
の
旨
昏
吋
号

４

ヶ
昌
曽
日
①
⑳
”
色
目
、
ｇ
ご
］
言
５
口

色
目
竺
○
庁
彦
①
吋
門
目
①
国
〕
ず
①
門
の
○
開
庁
医
①
①
澱
む
①
』
一
陣
○
口

］
・
国
．
伊
言
百
口
。
○
茸
○
○
目
５
曲
ロ
瀞

も
宮
毎
号
巷
冨
色
四
ｐ
ｑ
ｚ
①
君
国
○
烏
．
岳
段

写
真
Ⅱ
カ
ラ
ー
七
枚
、
白
黒
、
六
七
枚

ル
ー
ト
図
（
表
裏
表
紙
各
大
一
枚
）
四

二
九
頁
、
八
・
九
五
ド
ル
（
三
五
八
○

円
）

偵
察
行
、
失
敗
し
た
も
の
、
そ
し
て
成
功
し
た
も
の
を
入
れ
て
、
こ
の

本
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
へ
の
公
式
な
登
山
報
告
書
（
小
冊
子
を
除
く
）
と
し

て
、
一
体
何
冊
目
位
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
．
ｌ
但
し
国
際
法
や
そ
の

他
の
徒
に
反
し
て
や
っ
た
、
密
入
国
も
の
は
問
題
に
せ
ず
１
．

私
の
書
架
に
あ
る
の
を
み
る
と
、
ざ
っ
と
左
記
の
よ
う
に
な
っ
て
い

》
○
．

ご
冨
○
匡
貝
固
く
閂
①
鼻
》
乞
曽
（
国
◎
言
い
ａ
１
国
ロ
ｑ
）

巴
目
壷
①
Ｐ
閉
四
昌
計
○
口
冨
○
匡
貝
固
く
閂
①
塁
ご
賭
（
ｐ
の
、
国
日
の
①
）

巴
局
面
①
国
、
ご
ざ
Ｈ
固
く
閂
の
鷺
》
ら
瞳
（
両
．
閃
ｚ
ｏ
風
○
口
）

ら
固
く
閂
の
鼻
》
届
＄
（
国
匡
い
ず
罰
匡
三
＆
ぬ
①
）

巴
固
く
臼
の
鼻
》
吾
の
ご
ロ
か
昌
普
＆
シ
』
ぐ
ゆ
口
冒
Ｈ
①
響
岳
患
（
国
巨
囎
毒
”
匡
再

』
①
』
ぬ
①
）

ｅ
巨
○
巨
昌
閃
く
①
門
①
碑
〕
尼
路
（
国
・
君
．
・
弓
旨
圖
ロ
）

己
目
ケ
①
巨
○
ロ
日
向
ぐ
閂
①
巽
冗
①
Ｃ
Ｏ
旨
口
曽
の
困
己
の
①
両
裸
℃
①
竺
旨
○
回
》
忌
日

（
国
・
国
．
の
置
壱
８
口
）

ご
蜀
○
Ｈ
旨
ロ
ロ
①
Ｈ
ｍ
８
同
ぐ
①
Ｈ
①
陣
》
邑
紹
（
詞
．
目
胃
風
官
）

巴
目
彦
の
少
の
ｏ
①
昌
旦
同
ぐ
閂
の
農
届
留
（
］
○
ず
回
国
巨
具
）
，

こ
）
目
彦
⑦
固
く
閂
①
胃
５
彦
○
苗
の
シ
・
ぐ
①
ロ
冒
門
①
〕
岳
麗
（
シ
吾
の
民
両
、
廻
国
）

旨
）
Ｆ
巨
吋
①
氏
固
く
閂
①
駕
望
岳
①
つ
（
の
圃
国
蝕
国
ぬ
ず
）

し
て
み
る
と
、
ア
メ
リ
カ
の
は
第
十
二
冊
目
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
。
今
年
二
九
六
五
年
）
は
イ
ン
ド
隊
が
、
四
組
で
九
人
も
登
頂
し
、

い
ろ
い
ろ
の
レ
コ
ー
ド
（
彼
等
は
十
記
録
と
い
っ
て
い
る
）
を
作
っ
た
の

で
、
さ
ぞ
や
迄
大
な
い
た
れ
り
尽
せ
り
の
報
告
書
を
出
す
こ
と
で
あ
ろ

う
。
あ
る
意
味
か
ら
す
れ
ば
愉
し
み
で
あ
る
。
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こ
れ
は
余
談
だ
が
、
私
の
持
っ
て
い
る
ア
ル
マ
ン
の
本
に
は
、
隊
長
の

デ
イ
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
の
と
、
二
月
十
二
日
に
、
カ
ン
チ
の
こ
と
で
日
本
に

寄
っ
た
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（
登
頂
者
の
一
人
）
と
の
二
人
の
サ
イ
ン
が
あ
る

が
、
サ
イ
ン
と
い
え
ば
、
第
二
隊
の
十
五
名
が
ネ
パ
ー
ル
へ
行
く
途
中
東

京
に
寄
っ
た
時
、
エ
ッ
ク
ラ
ー
の
登
頂
記
に
書
い
て
貰
っ
た
そ
れ
ら
の
中

に
、
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
で
死
ん
だ
ブ
ラ
イ
テ
ン
等
ハ
ッ
ク
、
西
稜
か
ら
登
っ

た
ホ
ー
ン
ベ
イ
ン
、
そ
れ
に
南
稜
か
ら
登
頂
し
た
ウ
ィ
ッ
テ
カ
ー
、
ジ
ャ

ー
ス
タ
ッ
ド
の
が
あ
り
、
著
者
の
ア
ル
マ
ン
の
も
見
ら
れ
る
。
ア
ン
ソ
ル

ド
の
は
手
紙
を
や
り
と
り
し
て
い
る
し
、
エ
ベ
レ
ス
ト
に
二
度
登
っ
た
シ

ェ
ル
パ
の
ナ
ワ
ン
・
ゴ
ン
ブ
の
は
、
一
九
六
三
年
登
頂
後
ア
メ
リ
カ
に
招

待
さ
れ
て
の
帰
途
に
（
九
月
二
日
）
貰
っ
た
の
が
あ
る
。

さ
て
、
エ
ベ
レ
ス
ト
に
限
ら
ず
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
山
の
Ｂ
Ｃ
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
近
頃
余
り
書
か
な
い
の
が
常
識
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
ア
ル
マ
ン
の
本
で
は
、
そ
も
そ
も
の
発
端
か
ら
募
金
の
苦
労
、

レ
ー
ニ
ァ
山
で
の
訓
練
、
梱
包
、
輸
送
は
勿
論
、
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
Ｂ
Ｃ

ま
で
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
様
子
ま
で
、
実
に
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
普
通
な
ら
ま
た
か
と
思
う
こ
の
部
分
の
記
事
の
中
に
も
、
読
ん
で

み
る
と
な
か
な
か
た
め
に
な
る
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
実
際
、
誰
か
も
い

っ
て
い
た
よ
う
に
、
何
で
も
読
め
ば
必
ら
ず
何
か
し
ら
得
る
と
こ
ろ
が
あ

る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
隊
の
ア
プ
ロ
ー
チ
・
キ
ャ
ラ
等
ハ
ン
中
に
も
い
ろ
い

ろ
な
事
件
が
あ
る
。
天
然
痘
や
火
傷
の
重
傷
患
者
等
に
関
す
る
、
思
い
が

け
な
い
金
の
か
か
っ
た
処
置
、
こ
ん
な
こ
と
も
起
る
の
だ
。
登
山
隊
は
そ

ん
な
こ
と
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、
知
ら
ん
顔
し
て
通
り
抜
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
と
す
る
と
部
隊
が
大
き
く
な
れ
ば
な
る
程
、
そ
れ
ら
に
対
処
す
る

予
算
も
、
相
当
組
ん
で
お
か
な
い
と
え
ら
い
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

日
本
か
ら
海
外
の
山
へ
登
り
に
行
く
隊
の
中
に
は
、
お
金
も
装
備
も
必

要
限
度
ギ
リ
ギ
リ
し
か
用
意
し
て
い
か
な
い
の
が
多
い
。
こ
う
い
う
隊
に

は
金
の
か
か
る
善
行
は
で
き
な
い
訳
だ
。
海
外
登
山
審
議
会
あ
た
り
で

も
、
こ
う
い
う
点
ま
で
考
え
て
、
余
り
貧
乏
臭
い
登
山
隊
は
出
さ
な
い
よ

う
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
分
母
は
少
な
い
方
が
よ
い
。

話
を
前
に
戻
し
て
、
こ
の
本
の
著
者
の
こ
と
だ
が
、
一
般
に
こ
う
い
う

報
告
書
は
、
隊
長
が
代
表
者
と
し
て
書
い
た
り
編
集
し
た
り
し
て
い
る
も

の
だ
が
、
こ
の
場
合
は
一
緒
に
カ
ト
マ
ン
ズ
ま
で
行
っ
た
作
家
（
登
山
家

で
も
あ
る
が
）
が
、
隊
員
の
言
葉
や
日
記
を
も
と
に
し
て
作
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
ア
ル
マ
ン
ほ
ど
の
者
と
も
な
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
ま
で
さ
え
行
っ

て
い
な
く
と
も
、
こ
の
位
の
も
の
は
書
け
る
の
だ
ろ
う
。
全
く
恐
れ
入
っ

た
腕
前
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
の
構
成
は
二
部
に
分
れ
、
第
一
部
に
は
、
デ
イ
レ

ン
フ
ァ
ー
ス
の
長
い
前
書
に
始
ま
っ
て
、
発
端
か
ら
登
頂
を
済
ま
せ
て
帰

国
、
そ
し
て
そ
の
後
日
物
語
り
ま
で
あ
る
。
山
に
と
つ
つ
い
て
、
こ
れ

を
攻
撃
し
て
い
る
間
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
山
岳
会
の
年
報
（
一
九
六
四

年
版
）
に
出
て
い
た
の
と
大
差
な
い
。
こ
の
部
分
は
私
も
、
デ
ィ
レ
ン
フ

ア
ー
ス
と
ア
ン
ソ
ル
ド
と
カ
ー
タ
ー
の
許
可
を
得
て
訳
し
、
「
岳
人
」
の

四
十
年
二
、
三
、
四
月
号
に
連
載
し
た
。
そ
の
許
可
の
手
紙
の
中
に
デ
ィ

レ
ン
フ
ア
ー
ス
は
、
イ
ン
ド
へ
行
く
か
ら
序
に
東
京
そ
の
他
で
講
演
旅
行

を
や
っ
て
も
い
い
が
、
そ
ち
ら
の
都
合
は
ど
う
か
、
と
書
い
て
あ
っ
た
。

こ
れ
が
彼
の
日
本
に
来
る
こ
と
に
な
っ
た
最
初
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

第
一
回
分
の
私
の
訳
が
出
た
丁
度
そ
の
時
に
、
デ
ィ
レ
ン
フ
ア
ー
ス
が
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図書紹介

日
本
に
来
た
の
で
》
こ
の
雑
誌
に
彼
の
オ
ー
ト
グ
ラ
フ
を
貰
っ
て
い
た
人

も
大
部
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
本
の
方
は
訳
す
と
な
る
と
大
変
だ
ろ
う
と
思

う
。
ア
メ
リ
カ
英
語
で
、
ス
ラ
ン
グ
辞
書
に
も
な
い
よ
う
な
、
手
に
負
え

な
い
俗
語
、
俗
文
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
唯
読
む
だ
け
な
ら
そ
ん
な

と
こ
ろ
は
素
っ
飛
ば
し
て
し
ま
っ
て
も
差
支
え
な
い
の
だ
が
、
克
明
に
訳

す
に
は
、
余
程
の
語
学
力
と
経
験
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

然
し
、
こ
の
本
の
さ
わ
り
は
、
私
は
寧
ろ
第
二
部
の
コ
ン
ポ
ネ
ン
ト
に

あ
る
と
思
う
が
、
こ
の
コ
ン
ポ
ネ
ン
ト
と
い
う
字
が
ま
た
、
な
か
な
か
の

曲
者
で
あ
る
。
字
引
に
あ
る
通
り
の
「
構
成
」
で
は
ど
う
も
ピ
ン
と
来
な

い
。
私
は
意
訳
し
て
「
主
要
項
目
」
と
考
え
、
そ
の
真
中
の
二
字
を
と
っ

て
「
要
項
」
と
し
て
み
た
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

Ｌ
、

こ
の
要
項
で
は
、
紳
士
録
、
登
筆
史
（
こ
れ
は
お
座
な
り
）
、
ア
メ
リ

カ
隊
行
動
日
誌
、
資
金
関
係
、
食
糧
、
衣
料
、
装
備
、
輸
送
、
シ
ェ
ル
パ
、

医
療
、
酸
素
、
ス
チ
ー
ル
写
真
、
映
画
、
通
信
、
生
理
学
、
心
理
学
、
社

会
学
、
地
質
及
び
氷
河
学
、
後
援
者
、
山
岳
用
語
と
い
っ
た
よ
う
な
、
項

目
名
を
見
た
だ
け
で
眼
の
眩
み
そ
う
な
こ
と
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
ら
が
皆
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
前

に
沢
山
出
版
さ
れ
た
も
の
と
の
重
複
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ

け
の
も
の
を
纒
め
る
の
は
大
変
な
努
力
だ
と
思
う
。
い
ず
れ
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
丹

部
節
雄
氏
が
良
心
的
な
訳
本
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ご
熱
心

な
方
は
そ
れ
を
見
ら
れ
る
と
よ
い
。

但
し
、
こ
の
本
は
余
程
あ
わ
て
て
出
し
た
と
見
え
て
、
索
引
が
つ
い
て

い
な
い
。
こ
れ
は
大
き
な
欠
点
と
い
え
ば
い
え
よ
う
。
も
う
一
つ
の
不
満

冨
云
両
蔚
届
乳
の
片
カ
ナ
書
き
は
、
従
来
「
山
岳
」
誌
上
で
は
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を
採
用
し
て

き
た
が
、
昭
和
四
○
年
三
月
十
一
日
の
エ
・
ヘ
レ
ス
ト
委
員
会
に
お
い
て
、
今
後
「
エ
◆
ヘ
レ
ス
ト
」

に
統
一
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
（
会
報
二
四
○
号
参
照
）
。
従
っ
て
今
後
は
「
山
岳
」
そ
の
他
本
会

の
刊
行
物
等
に
お
い
て
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
を
使
用
す
る
が
、
本
号
の
本
文
は
そ
れ
以
前
に
執
筆
さ

れ
た
た
め
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
と
な
っ
て
お
り
、
図
書
紹
介
及
び
会
務
報
告
で
は
エ
ベ
レ
ス
ト
と
な
っ

て
い
て
、
統
一
を
欠
い
て
い
る
点
御
了
承
を
願
い
た
い
。
（
編
者
）

は
西
稜
へ
の
ル
ー
ト
が
》
表
紙
裏
以
外
に
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
》
Ａ

Ｂ
Ｃ
か
ら
Ｃ
３
Ｗ
ま
で
の
ル
ー
ト
を
、
写
真
の
上
に
点
線
で
で
も
書
い
て

お
い
て
く
れ
た
ら
、
一
層
参
考
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

〔
吉
沢
一
郎
〕
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◇
九
月
理
事
・
評
議
員
会
九
月
三
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
渡
辺
、
深
田
、
折
井
、
藤
井
、
山
崎
、
武
藤
、
田
村
、
松
田
、

金
坂
、
日
高
、
神
谷
、
吉
沢
、
古
沢
、
村
井
、
加
藤
、
望
月
、
石
原
、
中
田
、

飯
野
、
（
山
梨
）
、
野
口

▽
議
事
、
報
告

一
、
日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
仮
事
務
所
を
本
会
内
に
お
く
件
。

二
、
国
立
登
山
セ
ン
タ
ー
設
立
の
件
。

三
、
図
書
室
運
営
に
つ
い
て
。

四
、
読
売
新
聞
社
主
催
立
山
集
会
に
つ
い
て
。

五
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
主
催
山
岳
学
校
に
つ
い
て
。

六
、
岩
佐
理
事
転
任
に
伴
い
高
橋
理
事
に
経
理
事
務
依
頼
の
件
。

七
、
登
山
技
術
カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
監
修
指
導
に
つ
い
て
。

八
、
以
上
の
議
題
終
了
後
、
東
海
支
部
石
原
国
利
氏
他
が
来
室
し
、
早
大
、
Ｊ
Ａ
Ｃ

東
海
支
部
の
戸
－
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
登
山
競
合
に
関
し
申
入
れ
あ
り
、
緊
急
議
題

と
し
て
検
討
の
結
果
、
そ
の
審
議
を
海
外
登
山
審
議
委
員
会
に
付
託
す
る
こ
と
に

し
た
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
五
号
参
照
）

◇
臨
時
理
事
会
九
月
十
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
深
田
、
折
井
、
金
坂
、
田
辺
、
辰
沼
、
山
崎
、
松
田
、

会
務
報
告

一
九
六
四
年
九
月
’
一
九
六
五
年
六
月

田
村
、
加
藤
、
望
月

▽
議
事

一
、
ロ
ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
登
山
競
合
に
関
す
る
件
。
海
外
登
山
審
議
委
員
会
に
付

託
さ
れ
た
審
議
の
結
果
は
、
早
稲
田
大
学
の
計
画
を
採
る
べ
し
と
の
由
。
理
事
会

は
こ
れ
を
採
択
し
た
。

（
ロ
ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
登
山
競
合
に
つ
い
て
は
会
報
二
三
六
号
参
照
）

二
、
昭
和
四
十
年
度
国
際
ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
枠
申
請
の
件
。

三
、
経
理
委
員
委
嘱
に
つ
い
て
、
会
員
飯
野
亨
氏
に
委
嘱
す
る
こ
と
を
承
認
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
五
号
参
照
）

◇
十
月
理
事
・
評
議
員
会
十
月
一
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
深
田
、
辰
沼
、
折
井
、
山
崎
、
金
坂
、
松
田
、

木
下
、
武
藤
、
田
村
、
古
沢
、
日
高
、
藤
島
、
神
谷
、
加
藤
、
織
内
、
入
沢
、

吉
沢
、
望
月
、
藤
井
、
村
井

▽
議
事
、
報
告

一
、
山
岳
五
十
九
年
（
一
九
六
四
年
）
発
行
に
つ
い
て
。

二
、
エ
ペ
レ
ス
ト
登
山
準
備
状
況
に
つ
い
て
。

三
、
ロ
ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
登
山
埜
壁
口
に
つ
い
て
。

四
、
本
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
。

五
、
日
印
合
同
登
山
計
画
に
つ
い
て
。

六
、
石
川
県
山
岳
協
会
設
立
に
つ
い
て
。

七
、
其
の
他
報
告
事
項
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
六
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
十
月
十
七
日
（
土
）
図
書
室

出
席
者
越
後
Ⅱ
藤
島
（
玄
）
、
斎
藤
、
関
西
Ⅱ
水
野
、
梶
本
、
静
岡
Ⅱ
牧
野
、

山
本
、
山
梨
Ⅱ
三
井
、
秋
田
Ⅱ
佐
藤
、
佐
倉
木
、
東
海
Ⅱ
須
賀
、
富
山
Ⅱ
中

田
、
石
黒
、
兎
犀
Ⅱ
沼
倉
。
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会務報告

松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
深
田
、
折
井
、
山
崎
、
金
坂
、
川
上
、
松
田
、
田
村
、

辰
沼
、
田
辺
、
古
沢
、
日
高
、
交
野
、
神
谷
、
望
月
、
吉
沢
、
村
井
、
入
沢
、

松
本
、
野
口

▽
会
議
の
内
容

一
、
会
長
挨
拶
並
び
に
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
に
つ
い
て
。

二
、
海
外
登
山
事
情
に
つ
き
意
見
交
換
。

三
、
本
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
。

四
、
日
本
山
岳
協
会
の
規
約
変
更
に
つ
い
て
。

五
、
本
会
運
営
、
連
絡
事
項
。

会
費
７
入
会
金
、
会
報
、
会
員
名
簿
、
会
員
制
度
、
ル
ー
ム
移
転
の
報
告
等
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
六
号
参
照
）

◇
十
一
月
理
事
会
十
一
月
五
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
深
田
、
折
井
、
辰
沼
、
山
崎
、
古
沢
、
金
坂
、
田
村
、
武
藤
、

松
田
、
日
高
、
神
谷
、
望
月
、
加
藤

▽
議
事
《
報
告

一
、
年
次
晩
餐
会
開
催
に
つ
い
て
。

二
、
海
外
登
山
計
画
に
つ
い
て
。

三
、
本
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
。

四
、
学
生
部
補
助
金
に
つ
い
て
。

五
、
日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
発
足
に
つ
い
て
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
七
号
参
照
）

◇
十
二
月
理
事
会
十
二
月
一
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
渡
辺
、
辰
沼
、
村
木
、
武
藤
、
松
田
、
古
沢
、
田
村
、
山
崎
、

吉
沢
、
神
谷
、
松
本
、
芳
野
（
東
皐
支
部
）

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
四
十
年
度
世
員
に
つ
い
て
。

二
、
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
。

三
、
海
外
登
山
審
議
委
員
会
報
告
。

四
、
夏
山
診
療
所
の
報
告
。

五
、
文
部
省
主
催
山
の
遭
難
対
策
協
議
会
に
つ
い
て
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
七
号
参
照
）

◇
｜
月
理
事
・
評
議
員
会
一
月
十
四
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
山
崎
、
川
上
、
深
田
、
辰
沼
、
古
沢
、
松
田
、

折
井
、
田
村
、
村
木
、
木
下
、
高
橋
、
神
谷
、
日
高
、
藤
井
、
青
木
、
加
藤
、

望
月
、
石
原

マ
議
事
、
報
告

一
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
計
画
に
つ
い
て
・

二
、
ア
メ
リ
カ
・
エ
・
ヘ
レ
ス
ト
隊
長
デ
ィ
ー
レ
ン
ブ
ア
ー
ス
氏
来
日
の
件
。

三
、
昭
和
四
十
年
度
国
際
ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
枠
割
当
の
件
。

四
、
日
本
山
岳
協
会
の
規
約
改
正
に
つ
い
て
。

五
、
本
会
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
委
員
委
嘱
に
つ
い
て
。

六
、
海
外
登
山
技
術
研
究
会
に
つ
い
て
。

七
、
海
外
遠
征
隊
に
対
し
推
薦
状
発
行
の
件
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
七
号
参
照
）

◇
二
月
理
事
・
評
議
員
会
二
月
四
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
深
田
、
折
井
、
辰
沼
、
古
沢
、
山
崎
、
川
上
、

田
村
、
武
藤
、
松
田
、
日
高
、
藤
島
、
加
藤
、
望
月
、
村
井
、
吉
沢
、
中
田
、

‐
牧
野
、
石
原
、
沼
倉
（
束
皐
支
部
）
、
中
世
古
（
東
海
支
部
）

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
四
十
年
度
理
事
推
薦
に
つ
い
て
。

二
、
山
岳
協
会
連
絡
事
項
。

①
昭
和
四
十
年
度
海
外
登
山
外
貨
枠
決
定
の
件
。
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②
登
山
指
導
者
研
修
会
の
件
。

三
、
エ
今
へ
レ
ス
ト
登
山
計
画
に
つ
い
て
。

四
、
山
岳
第
五
十
九
年
の
発
行
に
つ
い
て
。

五
、
東
海
支
部
の
役
員
交
替
に
つ
い
て
。

六
、
大
分
支
部
長
辞
任
に
つ
い
て
ｌ
副
支
部
長
野
口
秋
人
氏
の
代
行
を
諒
承
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
七
号
参
照
）

◇
三
月
理
事
・
評
議
員
会
三
月
四
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
深
田
、
折
井
、
辰
沼
、
山
崎
、
金
坂
、
松
田
、

田
村
、
村
木
、
今
西
（
錦
）
、
青
木
、
神
谷
、
加
藤
、
村
井
、
吉
沢
、
中
田
、

石
原
、
沼
倉
、
飯
野

▽
議
事
、
報
告

一
、
昭
和
四
十
年
度
役
員
推
薦
に
つ
い
て
。

二
、
通
常
会
員
総
会
開
催
に
つ
い
て
。

三
、
海
外
登
山
技
術
研
究
会
開
催
に
つ
い
て
。

四
、
台
湾
山
岳
協
会
訪
日
登
山
隊
に
対
し
招
鰐
状
発
行
の
件
。

五
、
海
外
登
山
隊
に
対
す
る
推
薦
状
発
行
規
定
に
つ
い
て
。

六
、
エ
↓
ヘ
レ
ス
ト
登
山
準
備
状
況
報
告
。

七
、
山
岳
協
会
海
外
登
山
審
議
委
員
会
報
告
。

八
、
本
会
の
住
居
標
示
変
更
に
つ
い
て
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
八
号
参
照
）

◇
四
月
理
事
・
評
議
員
会
四
月
一
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
折
井
、
辰
沼
、
田
村
、
川
上
、
松
田
、
山
崎
、

藤
島
（
敏
）
、
日
高
、
神
谷
、
入
沢
、
吉
沢
、
加
藤
、
織
内
、
望
月
、
石
原
、

中
田
、
藤
島
（
玄
）
、
（
以
下
東
海
支
部
）
中
世
古
、
原
、
市
川

壹
議
事
、
報
告

一
、
一
九
六
五
年
度
通
常
会
員
総
会
開
催
の
件
。

二
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
に
つ
い
て
。

三
、
第
三
回
海
外
登
山
技
術
研
究
会
開
催
に
つ
い
て
。

四
、
北
ア
ル
プ
ス
山
小
屋
友
好
会
主
催
に
よ
る
中
部
山
岳
国
立
公
園
三
十
周
年
記
念

行
事
に
つ
い
て
。

五
、
山
岳
第
五
十
九
年
刊
行
に
つ
い
て
。

六
、
台
湾
山
岳
協
会
に
招
脾
状
送
付
の
件
。

七
、
東
海
支
部
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
計
画
変
更
に
つ
い
て
。

（
詳
細
、
会
報
二
三
九
号
参
照
）

◇
臨
時
理
事
・
評
議
員
会
四
月
十
五
日
。
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
折
井
、
川
上
、
山
崎
、
深
田
、
辰
沼
、
田
村
、

村
木
、
松
田
、
日
高
、
吉
沢
、
加
藤
、
交
野
、
藤
井
、
小
原
、
織
内
、
大
塚
、

宮
下
、
相
沢
、
芳
野

▽
議
事
、
報
告

一
、
海
外
登
山
技
術
研
究
会
実
施
に
つ
い
て
。

二
、
東
海
支
部
海
外
登
山
計
画
変
更
に
つ
い
て
。

三
、
福
田
宏
年
氏
の
ソ
連
旅
行
に
対
し
推
薦
状
発
行
の
件
”

四
、
フ
ラ
ン
ス
国
際
ア
ル
ピ
｝
一
ス
ト
集
会
に
つ
い
Ｔ
ｌ
。

五
、
韓
国
山
岳
会
、
招
待
の
件
。

（
詳
細
、
会
報
二
二
九
号
参
照
）

◇
通
常
会
員
総
会
四
月
二
十
四
日
（
土
）
図
書
室

出
席
者
六
四
名
、
委
任
出
席
二
○
三
三
名
。

▽
総
会
次
第

一
、
開
会
の
辞
松
田
雄
一

二
、
会
長
挨
拶
松
方
三
郎

三
、
報
告
事
項
松
方
三
郎

（
山
の
絵
の
会
、
木
暮
祭
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
、
年
次
晩
餐
会
、
デ
ィ
レ
ン
フ
ァ
ー
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総
会
を
か
ね
て
、
石
楠
花
の
咲
く
佐
渡
の
裏
道
を
探
勝
し
た
。
兎
尿
よ
り
槙
、

村
井
、
深
田
、
松
本
、
中
河
の
諸
氏
、
石
川
支
部
よ
り
亀
田
氏
が
参
加
、
参
加

者
総
数
五
十
数
名
に
達
し
盛
会
で
あ
っ
た
。
（
会
報
二
四
二
号
参
照
）

▽
第
八
回
有
志
閑
談
会
、
六
月
十
九
日
（
土
）
、
小
石
川
六
義
園
・
心
泉
亭
に
て
、

出
席
者
二
十
八
名
、
世
話
人
は
、
山
下
一
夫
、
今
井
喜
美
子
、
小
野
利
次
の
三

氏
。
（
会
報
二
四
三
号
参
照
）

マ
早
、
明
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
隊
歓
迎
会
。
六
月
二
十
四
日
、
日
比
谷
三
井
ビ
ル
に

て
。
来
日
中
の
シ
ェ
ル
パ
、
・
ヘ
ン
バ
・
テ
ン
ジ
ン
氏
も
出
席
、
参
加
者
八
十
三

名
、
盛
会
で
あ
っ
た
。
（
会
報
二
四
三
号
参
照
）

◇
海
外
登
山
界
と
の
交
流

一
、
本
年
度
は
二
五
ヵ
国
、
四
四
団
体
と
Ｆ
弓
国
昌
国
ｘ
ｏ
冨
品
の
を
行
な
っ
た
。

二
、
本
年
度
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
年
に
も
あ
た
り
、
海
外
か
ら
多
数
の
山
岳
人

が
来
日
し
、
本
会
で
は
次
の
様
に
歓
迎
会
を
開
催
し
た
。

▽
ニ
マ
・
ノ
ル
ブ
嬢
歓
迎
会
九
月
七
日
午
後
六
時
か
ら
三
井
物
産
ク
ラ
ブ
に
て
。

故
ガ
ル
ッ
ェ
ン
・
ノ
ル
ブ
の
長
女
一
寺
嬢
が
大
阪
市
立
大
学
の
招
き
で
来
日
し
た

の
で
、
こ
れ
を
機
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
関
係
者
四
十
名
（
内
婦
人
二
十
二
名
）
が
集
い

歓
迎
会
を
開
催
し
た
。
（
会
報
二
三
六
号
参
照
）

▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ネ
パ
ー
ル
選
手
団
歓
迎
会
十
月
九
日
午
後
六
時
か
ら
市
ケ
谷

の
海
外
協
力
セ
ン
タ
ー
に
於
て
日
本
ネ
パ
ー
ル
文
化
協
会
主
催
の
歓
迎
会
に
協
力

し
た
。

マ
モ
ー
リ
ス
・
エ
ル
ゾ
ー
グ
氏
歓
迎
会
十
月
十
六
日
国
際
文
化
会
館
に
て
。
（
会

報
二
三
七
号
参
照
）

盲
一
マ
・
テ
ン
ジ
ン
嬢
歓
迎
会
十
月
二
十
四
日
午
後
七
時
か
ら
銀
座
サ
ン
ト
リ
ー

・
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
会
に
来
日
中
の
テ
ン
ジ
ン
・
ノ
ル
ゲ
イ

氏
の
末
娘
一
三
さ
ん
を
迎
え
、
婦
人
会
員
十
二
名
を
含
む
二
十
一
名
が
参
集
し

た
。
（
会
報
二
三
六
号
参
照
）

マ
メ
ロ
ト
ラ
駐
日
イ
ン
ド
大
使
送
別
会
十
二
月
四
日
、
国
際
文
化
会
館
に
て
。
出

席
者
十
七
名
。
（
会
報
二
三
七
号
参
照
）

マ
ノ
ー
マ
ン
・
デ
イ
レ
ン
フ
ァ
ー
ス
氏
歓
迎
会
本
会
の
招
き
で
、
イ
ン
ド
へ
の
旅

行
の
途
次
、
一
月
十
六
日
’
二
十
一
日
来
日
し
た
。
こ
の
間
本
会
で
は
一
月
十
八

日
、
丸
ノ
内
糖
業
会
館
に
て
歓
迎
会
を
開
催
。
近
藤
、
槙
名
誉
会
員
は
じ
め
会
員

多
数
が
な
ご
や
か
に
歓
談
し
た
（
会
報
二
三
七
号
参
照
）
。
翌
一
月
十
九
日
午
後

六
時
、
銀
座
の
ヤ
マ
ハ
・
ホ
ー
ル
に
て
記
念
講
演
会
を
開
催
。
松
方
会
長
の
挨
拶

に
つ
い
で
、
デ
イ
レ
ン
ブ
ァ
ー
ス
氏
は
会
員
丹
部
節
雄
氏
の
通
訳
で
講
演
を
行
な

い
、
百
枚
余
の
ス
ラ
イ
ド
を
映
写
し
な
が
ら
、
二
時
間
に
亙
っ
て
詳
し
く
ア
メ
リ

カ
・
ェ
。
ヘ
レ
ス
ト
隊
の
行
動
を
説
明
し
た
（
会
報
二
三
七
号
参
照
）
。
更
に
一
月

二
十
一
日
に
は
国
際
文
化
会
館
に
て
エ
。
ヘ
レ
ス
ト
関
係
者
と
懇
談
会
を
行
な
っ

た
。

三
、
ハ
ウ
ス
ト
ン
文
庫
ハ
ウ
ス
ト
ン
一
家
が
昭
和
三
十
六
年
十
一
月
来
日
し
た

折
、
オ
ス
カ
ー
氏
よ
り
本
会
へ
図
書
の
寄
贈
申
出
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
寄
贈
図
書

三
十
八
冊
が
、
三
十
九
年
十
月
本
会
に
届
い
た
。
本
会
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
ハ

ウ
ス
ト
ン
文
庫
と
し
て
残
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
（
会
報
二
三
六
号
参
照
）

◇
海
外
登
山
本
年
度
の
海
外
遠
征
隊
の
総
数
は
二
十
四
隊
、
約
一
四
○
名
に
達
し

た
が
、
多
く
の
隊
に
本
会
含
貝
が
参
加
し
た
。
尚
海
外
登
山
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク

と
し
て
次
の
記
事
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

一
、
ロ
ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
事
件
：
．
…
本
会
の
事
務
連
絡
の
不
手
際
か
ら
昭
和
三
十

九
年
度
国
際
ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
の
割
当
て
を
受
け
た
早
稲
田
大
学
と
、
直
接

ネ
パ
ー
ル
政
府
に
登
山
許
可
を
申
請
し
た
本
会
東
海
支
部
が
、
共
に
目
標
と
し
た

山
が
ロ
ー
ッ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
調
整
を
め
ぐ
り
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
っ
た
。
（
会
報
二
三
六
号
参
照
）

二
、
海
外
登
山
審
議
会
、
昭
和
四
十
年
度
国
際
ス
ポ
ー
ツ
行
事
用
外
貨
枠
は
、
十
一

月
十
五
日
の
海
外
登
山
委
員
会
に
て
、
本
会
東
海
支
部
Ⅱ
マ
カ
ル
ー
、
七
○
○
○
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会務報告

七
、
各
担
当
理
事
業
務
報
告
◇

八
、
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
。

九
、
そ
の
他
報
告
事
項
。

（
詳
細
、
会
報
二
四
一
号
参
照
）

×
×
×

◇
小
集
会

▽
第
二
二
六
回
九
月
十
六
日
（
水
）
図
書
室

ラ
ン
タ
ン
・
リ
ル
ン
（
講
演
と
８
ミ
リ
）
鈴
木
武
夫
氏

▽
第
二
二
七
回
六
月
二
十
九
日
（
火
）
図
書
室

山
の
放
談
藤
島
敏
男
氏

◎
会
場
の
関
係
で
小
集
会
と
し
て
で
は
な
く
、
宝
尽
支
部
主
催
の
毎
月
第
三
水
曜
日

の
夜
の
定
例
集
会
「
三
水
会
」
と
し
て
次
の
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

▽
十
月
二
十
一
日
（
水
）
於
図
書
室

ア
ラ
ス
カ
、
ロ
ー
ガ
ン
峰
遠
征
報
告
川
崎
巌
氏

▽
十
一
月
十
八
日
（
水
）
於
図
書
室

山
の
季
節
に
つ
い
て
（
講
演
）
気
象
庁
村
越
巌
氏

▽
二
月
十
七
日
（
水
）
於
図
書
室

ギ
ャ
チ
ュ
ン
・
カ
ン
、
ア
ル
バ
ー
タ
（
講
演
と
映
画
）
池
田
甚
兵
衛
氏

▽
三
月
十
七
日
（
水
）
於
図
書
室

東
部
ネ
・
ハ
ー
ル
横
断
旅
行
（
講
演
と
ス
ラ
イ
ド
）
宮
本
千
晴
氏

◇
主
な
る
行
事
及
び
集
会

▽
越
後
支
部
主
催
紅
葉
の
銀
山
平
探
勝
。
十
月
十
日
’
十
一
日
、
銀
山
平
の
伝
之

助
小
屋
に
て
。
十
一
日
は
荒
沢
岳
登
山
を
行
な
う
。
会
員
十
八
名
（
内
兎
皐
か

ら
七
名
）
、
会
員
外
十
七
名
が
参
加
し
た
。
（
会
報
二
三
六
号
参
照
）

▽
越
後
支
部
主
催
文
化
祭
記
念
登
山
、
十
一
月
一
日
’
三
日
、
佐
渡
金
北
山
、
ど

ん
で
ん
高
原
を
中
心
と
し
て
行
な
わ
れ
、
兎
犀
か
ら
も
神
谷
氏
他
五
名
が
参
加

し
た
。
（
会
報
二
三
七
号
参
照
）

▽
石
川
支
部
主
催
岩
間
懇
親
会
、
池
田
前
支
部
長
以
下
十
二
名
が
参
加
し
た
・

（
会
報
二
三
六
号
参
照
）

▽
静
岡
支
部
主
催
第
七
回
紅
葉
会
、
十
一
月
十
四
日
’
十
五
日
、
畑
薙
第
二
ダ
ム

下
の
白
樺
荘
に
て
。
衷
皐
そ
の
他
か
ら
二
十
二
名
、
静
岡
県
内
か
ら
二
十
六
名

が
参
加
し
た
。
（
会
報
二
三
七
号
参
照
）

▽
一
九
六
四
年
度
年
次
晩
餐
会
、
十
二
月
二
日
、
茗
溪
会
館
に
て
開
催
。
司
会
者

深
田
久
弥
氏
、
松
方
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
烏
山
悌
成
名
誉
会
員
の
音
頭
で
乾

杯
、
司
会
者
の
指
名
で
数
名
が
次
禽
と
ス
ピ
ー
チ
を
行
な
い
、
恒
例
の
今
年
度

の
海
外
登
山
の
簡
単
な
報
告
が
あ
っ
た
。

出
席
者
一
五
五
名
。

▽
こ
の
一
本
展
、
十
二
月
二
日
、
年
次
晩
餐
会
と
同
じ
会
場
の
一
隅
に
、
故
高
野

鳫
蔵
名
誉
会
員
の
遺
影
、
ア
ル
。
ハ
ム
、
著
書
、
愛
蔵
書
、
「
高
山
深
谷
」
、
原

稿
、
書
翰
等
が
展
示
さ
れ
た
。
（
会
報
二
三
七
号
参
照
）

▽
近
藤
、
槙
名
誉
会
員
の
叙
勲
。
四
月
二
十
九
日
発
表
の
第
二
回
生
存
者
叙
勲
に

際
し
、
本
会
か
ら
左
記
の
通
り
栄
あ
る
叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
。

動
三
等
旭
日
中
綬
章
槙
有
恒

勲
四
等
瑞
宝
章
近
藤
茂
吉

▽
木
暮
翁
碑
前
懇
親
会
、
山
梨
支
部
主
催
に
よ
り
五
月
二
十
三
日
、
金
山
平
に

て
。
霧
の
旅
会
員
六
名
、
山
梨
支
部
よ
り
十
名
が
参
加
、
快
晴
に
恵
ま
れ
楽
し

い
山
行
で
あ
っ
た
。
（
会
報
二
四
三
号
参
照
）

▽
第
十
九
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
、
六
月
五
日
’
六
日
。
信
濃
支
部
主
催
に
て
上
高
地

に
て
開
催
。
日
高
、
渡
辺
、
藤
木
氏
ら
二
百
余
名
が
参
加
し
盛
会
で
あ
っ
た
。
尚

今
回
は
新
ら
し
く
取
り
か
え
ら
れ
た
径
三
尺
に
及
ぶ
、
丸
型
の
レ
リ
ー
ブ
（
佐

藤
久
一
朗
氏
製
作
）
の
除
幕
式
が
行
な
わ
れ
た
。
（
会
報
二
四
一
号
参
照
）

▽
越
後
支
部
主
催
、
鄙
び
た
佐
渡
を
探
れ
る
会
。
六
月
十
八
日
’
二
十
日
、
支
部
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三
、
理
事
会
担
当
業
務
分
担
の
件
。

加
藤
（
総
務
・
企
画
・
協
会
）
、
深
田
（
会
員
・
図
書
・
山
岳
編
集
・
協
会
）
、
辰

沼
（
遭
難
対
策
・
協
会
）
、
村
木
（
指
導
）
、
大
塚
（
海
外
登
山
・
装
備
・
協
会
）
、

松
田
（
海
外
連
絡
・
庶
務
・
協
会
）
、
飯
野
（
経
理
・
山
小
屋
管
理
）
、
皆
川
（
山

日
記
）
、
川
上
（
指
導
）
、
田
村
（
研
究
調
査
・
医
療
）
、
住
吉
（
関
西
・
指
導
）
、

田
辺
（
指
導
・
六
十
周
年
記
念
事
業
）
、
竹
田
（
指
導
・
装
備
）
、
杉
浦
（
会
員
・

自
然
保
護
）
、
川
崎
（
集
会
・
庶
務
）
、
宮
下
（
会
報
）
、
渡
辺
（
支
部
）

な
お
、
常
務
理
事
は
、
加
藤
、
深
田
、
辰
沿
、
村
木
、
大
塚
、
松
田
”
飯
野
以
上

七
名
に
決
定
す
る
。

四
、
常
任
評
議
員
追
選
の
件
。

折
井
評
議
員
を
、
出
席
評
議
員
万
場
一
致
常
任
評
議
員
に
推
薦
し
た
。

五
、
委
員
会
設
置
の
件
。

六
、
其
の
他
報
告
事
項
。

（
詳
細
、
会
報
二
四
○
号
参
照
）

◇
五
月
理
事
・
評
議
員
会
五
月
十
三
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
加
藤
、
深
田
、
辰
沼
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
田
村
、
田
辺
、

竹
田
、
宮
下
、
杉
浦
、
川
崎
、
皆
川
、
神
谷
、
日
高
、
村
井
、
藤
島
（
敏
）
、

吉
沢
、
望
月
、
中
田
、
野
口
、
芳
野
（
東
京
支
部
）

▽
議
事
、
報
告

一
、
本
年
度
の
各
担
当
理
事
の
方
針
並
び
に
運
営
方
法
に
つ
い
て
。

二
、
理
事
担
当
業
務
に
「
装
備
担
当
」
を
追
加
の
件
。

担
当
、
大
塚
、
竹
田
両
理
事
と
す
る
。

三
、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
計
画
状
況
報
告
。

四
、
日
・
印
合
同
婦
人
登
山
に
つ
い
て
。

五
、
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
。

六
、
其
の
他
報
告
事
項
。

（
詳
細
、
会
報
二
四
○
号
参
照
）

◇
支
部
長
会
議
五
月
二
十
九
日
（
土
）
図
書
室

出
席
者
関
西
Ⅱ
水
野
、
信
濃
Ⅱ
高
山
、
越
後
Ⅱ
藤
島
、
山
梨
Ⅱ
三
井
、
宮
城
Ⅱ

北
川
、
大
分
Ⅱ
野
口
、
東
京
Ⅱ
石
原
、
東
海
Ⅱ
藤
森
・
石
原
、
山
形
Ⅱ
後
藤
、

熊
本
Ⅱ
西
沢
、
静
岡
Ⅱ
山
本

松
方
、
加
藤
、
深
田
、
大
塚
、
松
田
、
飯
野
、
辰
沼
、
川
崎
、
田
村
、
神
谷
、

青
木
、
藤
井
、
村
井
、
（
以
下
委
任
）
福
島
Ⅱ
伊
藤
、
富
山
Ⅱ
中
田

一
、
会
長
挨
拶
。

二
、
本
年
度
役
員
の
業
務
分
担
に
つ
い
て
説
明
。

二
、
本
年
度
理
事
会
と
し
て
の
具
体
的
運
営
方
針
説
明
。

四
、
各
支
部
現
況
報
告
。

五
、
山
岳
協
会
運
営
方
針
に
つ
い
て
地
方
の
立
場
よ
り
希
望
が
の
べ
ら
れ
、
種
々
検

討
し
た
。

（
詳
細
、
会
報
二
四
一
号
参
照
）

◇
六
月
理
事
・
評
議
員
会
六
月
三
日
（
木
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
三
田
、
渡
辺
、
加
藤
、
深
田
、
辰
沼
、
村
木
、
大
塚
、
松
田
、

飯
野
、
田
村
、
住
吉
、
田
辺
、
竹
田
、
宮
下
、
杉
浦
川
崎
、
神
谷
、
藤
井
、

村
井
、
入
沢
、
望
月
、
吉
沢
、
石
原
（
憲
）
、
牧
野
、
加
藤
（
数
）
（
大
分
）
、

中
世
古
（
東
海
）
、
諏
訪
多
（
関
西
）
、
松
本
、
野
口
、
加
藤
（
喜
）

▽
議
事
、
報
告

一
、
復
活
会
員
制
度
に
つ
い
て
。

二
、
山
岳
協
会
役
員
総
会
報
告
。

三
、
支
部
長
会
議
報
告
。

四
、
遭
難
対
策
案
検
討
に
つ
い
て
。

五
、
カ
ト
マ
ン
ズ
現
地
報
告
（
加
藤
喜
一
郎
）
。

六
、
エ
今
へ
レ
ス
ト
委
員
会
報
告
。
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会務報告

ス
氏
来
日
関
係
、
小
集
会
七
回
、
海
外
登
山
家
、
諸
団
体
と
の
交
流
、
海
外
登
山

等
）

四
、
支
部
報
告

富
山
支
部
（
中
田
勇
吉
）
、
信
濃
支
部
（
高
山
忠
四
朗
）
、
静
岡
支
部
（
牧
野
衛
・

山
本
朋
三
郎
）
、
越
後
支
部
（
井
口
正
男
）

・
支
部
長
交
代
の
件
松
田
雄
一

東
海
支
部
（
須
賀
太
郎
よ
り
石
原
国
利
）
、
石
川
支
部
（
池
田
知
幸
よ
り
磯
野
三

郎
）
、
大
分
支
部
（
永
井
清
一
よ
り
野
口
秋
人
）

五
、
昭
和
三
九
年
度
決
算
報
告
折
井
健
一

（
神
河
内
山
荘
の
分
も
含
む
）

六
、
監
査
報
告
野
口
末
延

（
収
支
決
算
全
員
承
認
）

七
、
昭
和
四
○
年
度
収
支
予
算
案
審
議

（
右
全
員
異
議
な
く
承
認
）

八
、
役
員
改
選
の
件
神
谷
恭

一
九
六
五
年
度
の
理
事
と
し
て
、
加
藤
泰
安
、
深
田
久
弥
、
辰
沼
広
吉
、
村
木
潤

次
郎
、
大
塚
博
美
、
松
田
雄
一
、
飯
野
亨
、
皆
川
完
一
、
川
上
隆
、
田
村
扇
一
・

竹
田
寛
次
、
田
辺
寿
、
住
吉
仙
也
、
武
藤
晃
、
杉
浦
耀
子
、
川
崎
巌
、
宮
下
秀
樹

の
十
七
氏
を
選
任
、
会
長
、
両
副
会
長
を
含
め
二
十
氏
に
決
定
。
退
任
さ
れ
た
折

井
健
一
、
山
崎
安
治
、
古
沢
肇
、
木
下
是
雄
、
金
坂
一
郎
、
梶
本
徳
次
郎
、
高
橋

進
、
岩
佐
吉
雄
の
八
氏
の
労
を
謝
す
。

監
事
一
名
は
野
口
末
延
氏
を
再
選
。

評
議
員
一
名
追
加
。
折
井
健
一
氏
を
選
任
。
加
藤
泰
安
氏
は
理
事
に
就
任
に
つ
き

退
任
。

九
、
昭
和
四
○
年
度
の
方
針
松
方
三
郎

（
会
費
、
支
部
長
異
動
、
支
部
と
理
事
会
、
六
十
周
年
記
念
事
業
、
年
中
行
事
、

山
岳
協
会
、
エ
ー
ヘ
レ
ス
ト
登
山
に
関
す
る
件
等
）

．
最
後
に
星
野
会
員
か
ら
全
岳
連
に
関
す
る
提
案
あ
り
、
本
件
に
つ
い
て
は
会
報
第

二
四
○
号
巻
頭
の
会
長
挨
拶
を
参
照
さ
れ
た
い
。

十
、
閉
会
の
辞
松
田
雄
一

・
午
後
五
時
半
総
会
終
了
後
、
恒
例
に
よ
り
図
書
室
で
出
席
会
員
多
数
が
懇
談
、
閑

談
に
過
し
た
。

◇
新
年
度
第
一
回
理
事
・
評
議
員
会
四
月
二
十
六
日
（
月
）
図
書
室

出
席
者
松
方
、
渡
辺
、
加
藤
、
深
田
、
辰
沼
、
大
塚
、
松
田
、
村
木
、
川
上
、

田
村
、
竹
田
、
杉
浦
、
川
崎
、
日
高
、
神
谷
、
藤
井
、
青
木
、
村
井
、
石
原

（
東
京
支
部
）

▽
議
事
、
報
告

一
、
日
本
山
岳
協
会
新
役
員
推
薦
の
件
。

本
会
よ
り
選
出
す
る
一
九
六
五
’
一
九
六
六
年
度
の
役
員
を
次
の
様
に
決
定
し

た
。

副
会
長
松
方
三
郎
、
専
務
理
事
（
一
名
）
加
藤
泰
安
、
常
務
理
事
（
三
名
）
辰
沼

広
吉
、
大
塚
博
美
、
松
田
雄
一
、
理
事
（
七
名
）
深
田
久
弥
、
中
田
勇
吉
、
高
山

忠
四
朗
、
三
井
松
男
、
水
野
祥
太
郎
、
山
本
朋
三
郎
、
斎
藤
平
七

二
、
本
年
度
方
針
検
討
の
件
。

本
年
度
理
事
会
と
し
て
は
次
の
六
項
目
を
懸
案
事
項
と
し
て
考
え
た
い
。
（
加
藤

理
事
）

①
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
。

②
山
岳
協
会
活
動
に
対
し
積
極
的
に
対
処
す
る
。

③
学
生
部
の
指
導
・
育
成
。

④
会
の
運
営
資
金
で
あ
る
会
費
の
徴
収
を
徹
底
す
る
。

⑤
エ
ペ
レ
ス
ト
登
山
の
実
行
。

⑥
六
十
周
年
記
念
行
事
の
遂
行
。
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会 務 報 告

ド
ル、
宙企
星
薬
科
大
学
11
ラ
ン
タ
ン
・
リ、

三
五
0
0
ド
ル、

北
大
11
ダ
ウ
ラ

ギ
リ、
四
0
0
0
ド
ル、
阪
大
11
ビ
ー
ク
29、
五
0
0
0
ド
ル
に
決
め、
山
岳
協

会
宛
推
鷹
し
た。
（
会
報
二
三
七
号
参
照)

三、
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山。
本
会
工
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
で
は、
昭
和
三
十
九
年
八
月
十

八
日
組
織
本
部
委
員
会
を
発
足
せ
し
め
て、
準
備
に
か
か
り、
九
月
二
十
六
日
毎

日
新
聞
社
の
後
援
決
定。
十
二
月
二
十
三
日、
文
部
省
助
成
金
内
定。
昭
和
四
十

年
三
月
四
日、
N
H
K
の
後
援
が
決
ま
り、
四
月
よ
り
具
体
的
な
準
備
に
着
手
す

る
予
定
で
い
た
と
こ
ろ、
三
月
十
九
日
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
突
如
と
し
て
登
山
禁
止

令
を
発
表。
本
会
で
は
六
月
九
日
の
エ
ベ
レ
ス
ト
委
員
会
で
計
画
延
期
を
決
め

た。
（
会
報
二
四一
号
参
照）

◇
日
本
山
岳
協
会

十
月
十
七
日
の
協
会
臨
時
総
会
で、
協
会
規
約
二
条、
四
条
が

改
正
さ
れ、
従
来
運
営
細
則
で、
日
本
山
岳
会
は
技
術
研
究
と
海
外
登
山、
全
日

本
山
岳
連
盟
は、
国
体
登
山
と一
般
登
山
の
指
埠
啓
蒙
と
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
い

た
が、
新
規
約
で
は
「
本
協
会
は
日
本
体
育
協
会
加
盟
団
体
と
し
て、
ア
マ
チ
ュ

ア
登
山
の一
切
を
統
括
し、
登
山
に
関
す
る
全
国
的
事
業
及
び
国
際
的
事
業
を
遂

行
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る」
と
改
正
さ
れ
た。
（
会
報
二
三
七
号
参
照）

尚
杢云
で
は
協
会
主
催
の
次
の
二
つ
の
行
事
に
協
力
し
た。

一、
富
士
山
登
山
指
導
者
研
修
会、
二
月
二
十
六
日
し
三
十一
日。
講
師
と
し
て
山

崎、
広
谷、
君
島
三
氏
を
派
遺
し
た。
（
会
報
二
三
七
号
参
照）

二、
海
外
登
山
技
術
研
究
会。
四
月
二
十
九
日
ー
五
月
二
日、
東
吾
妻
新
野
地
温
泉

に
て、
現
地
責
任
者、
松
方、
実
行
委
員
長、
辰
沼
の
も
と、
本
会
福
島
支
部
の

協
力
を
え
て
参
加
者
六
十
六
名
に
て
行
な
っ
た。
（
会
報
二
四一
号
参
照）

x

x

x

 

◇
山
岳

第
五
十
九
年
（
通
巻―
一
八
号）
（一
九
六
四
年）
を一＿一
月一
日
発
行、

編
集
者
望
月
達
夫。

◇
会
報

第
二
三
五
号
ー
第
二
三
九
号
（
編
集
者
古
沢
肇）、
第
二
四
0
号
（
編
集

者
吉
沢一
郎）
を
発
行。

◇
山
日
記
一
九
六
五
年
版
（
第
三
十
輯）
を一
月一
日
発
行、
編
集
代
表
皆
川
完

◇
物
故
会
員

こ
の
期
間
に
逝
去
さ
れ
た
会
員
は
次
の
通
り
で
あ
る。
本
会
は
こ
こ

に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
す
る。

会

長

松
方
三
郎

副
会
長

三
田
幸
夫、
渡
辺
公
平

常

務

加
藤
泰
安、
深
田
久
弥、
辰
沼
広
吉、
村
木
潤
次
郎、
大
塚
博
美、
松
田

理

事

雄一
、
飯
野
亨

理

事

皆
川
完一
、
川
上
隆、
田
村
扇一
、
竹
田
寛
次、
田
辺
寿、
住
吉
仙
也、

武
藤
晃、
杉
浦
耀
子、
川
崎
巌、
宮
下
秀
樹

­

監

事

野
口
末
延、
松
本
熊
次
郎

常

任

望
月
達
夫、
小
原
勝
郎、

藤
島
敏
男、

神
谷
恭、

交
野
武一
、

織
内
信

評
議
員

一

九
六
五
年
度
役
員
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文
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日
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早
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種
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五
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今
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錦
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橋
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三
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昇 、
篠

田
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喜
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津
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吉
沢一
郎 、
村

井
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子

石
原
憲
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（
東
京） 、
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野
祥
太
郎
（
関
西） 、

藤
島
源
太
郎
（
越
後） 、

評
議
員

支
部

長
伊
藤
弥
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郎
（
福
島） 、
磯
野
三
郎
（
石
川） 、

高
山
忠
四
朗
（
信
濃） 、

中
田
勇

吉
（
富
山） 、
三

井
松
男
（
山
梨） 、
織

田
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（
山
陰） 、
後
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幹

次
（
山
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GyachungKang, 1964

ByKazuyoshiKohara

GyachungKang(7922m)liesintheNepalHimalayaandtakesitsplaceatabout

lat、 28･06'N・ andlong.86｡45'E.ontheborderridgebetweenNepalandTibet,

about20kmtothenorthwestfromMt・Everest.TheBritishExpeditionsinl951

and1952, theBritishEverestExpeditioninl953, andtheAmericanExpedition

inl962wentintheneighbourhoodofGyachungKang.FromJapan,theReconnai-

sanceExpeditionofFukuOkaUniversityinl959andthe (KYeti''Expeditionin

1960madesomeexplorationsaroundthemountain.(see(CSα"“た〃''vol.55, 1960)

Butithadnotyetbeenclimbedbyanyhumanbeing.

cGAllJapanHimalayanExpedition,1964''wasorganizedandsentbytheFede-

rationofA11JapanMountaineeringUnionswithanintentiontotrytheascentof

GyachungKang.Themembersofthisexpeditionwereselectedfrommainlythe

NaganoSection,and2members(Y.KatoandK.Sakaizawa)withPasangPhutar

m(sirdar)couldreachthesummitonApril lO, 1964,and2othermembers (K.

MachidaandK.Yasuhisa) repeatedtheascentnextday・But, onApril 9, one

fellow,A.Otaki slippeddownfromtheborderridge(about7700minheight) to
theTibetansideanddied.

SummaryoftheExpeditionasfollows;

1.Members:

KazuyoshiKohara (40ofage) TheLeaderanddoctor

IchiroYoshizawa (32 " ) TheDeputy-leader

YukihikoKato (30 " )

TakeshiTakeda (30 " )

KazunobuMachida (29 " )

AkioOtaki (29 '' )

KiyotoSakaizawa (27 " )

TadaoKitamura (27 " )

KazunariYasuhisa (25 " )

ToshiroKikuchi (28 " ) Reporter

ChujiKobayashi (28 " ) Cameraman

2． LiaisonOfficer: J.C・Thakur(25ofage)
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PasangPhutarm(32ofage)Sirdar

HighAltitudePorters: 12

LocalPorterS: 8

KitchenBovs: 3
″

MailRunners: 8

315Cooliesforgoing

84Cooliesforcomingback

3． Sherpasg

4. Coolies

Records:

February

5．

LeftK乳十hmandu.

ArrivedatNamcheBazar.

ArrivedatBaseCampontheNgojumbaGlacier (5280m).

EstablishedCamplontheNgojumbaGlacier(5730m).

EstablishedCamp2ontheNgojumbaGlacier (5960m).

EstablishedCamp3ontheNgojumbaGlacier(6410m).

EstablishedCamp4(AdvanceBaseCamp)belowthe ice

couloir(6650m).

EstablishedCamp5intheicecouloir(7050m).

EstablishedtemporaryCamp6a littleunder theBorder

ridge(7550m).

A・Otaki'saccidenthappened.

EstablishedCamp6ontheBorderridge(7670m).

2membersattackedandcouldreachthesummit.

Other2membersattackedagainthetopandsucceeded.

AllmembersandSherpagwithdrewtoBaseCamp.

MadeA・Otaki'stombstoneonthe lateralmoraineof the

NgojumbaGlacier.

Allmembersweredividedinto3groups.1st group (5

members) departedfromBaseCamp to explore in the

KhumbuandlmiaGlaciers.

(NgojumbaGlacier-CholaKhola-KhumbuGlacier-Imja

Gl.-Ambu Lapcha (5780m)-Mingbo La (5800m)-

Thyangboche-Thami)

2ndgroup(3members) leftBaseCamptoexplore inthe

BhoteKosiArea.

(NgojumbaGlacier-LhenjoPass(5800m)-Chhule-Lunak

-NangpaLa(5806m)-Thami)

７
４
１
７
０
３
７

１
１
１
２
２
２

March

April １
６

9

10

11

15

19

23

25
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3rdgroup(2members) left at thesametimefromBase

CamptoThamidirectlytransportingtheloads.

May 5AllmembersandSherpasconcentratedtoThami.

8LeftThami.

22ReachedKathmandu.

Summit:

OnthelOthofApril,Y・Kato,K. SakaizawaandPasangPhutarm

startedfromthefinalCamp6 (7670m) at7.00a.m.andafter4hours

climbingupthesteeprockknife-edgedridgeandrockwall,theystoodon

thesummitofGyachungKangatl1.00a.m.

Theweatherwasfine,butthewindblowingseverely，Thevstavedonthe

summit aboutonehourandcamebacktothefinalcampinsafeat 3.00

P.、．

OnthellthofApril,other2members,K・MachidaandK.Yasuhisa

startedfromthefinalCamp6at7､00a．m.andreachedthesummitat10.00

a.In．

Accidentg

Onthe9thofApril,T.TakedaandA.Otakistartedfromthetemporary

Camp6(7550m)at8.45a.m.Theyarrivedat theborderridgeatl1．30

a．m． andtooksomerest・At that time,A・ Otaki slippeddowntothe

GyachungGlacier(Tibetanside)about2000mbelowandwasmissing.

Duetotheverysteeprockwall andalsotheborderlinebetweenNepal

andTibetwhichwecouldnotcrossover, sowehadtogiveuptherescue

unwillingly.

6．

７

LangtangHimal, 1964

ByTakeoSuzuki

InMarchl964,OsakaCityUniversityLangtangHimalExpeditionleftJapan

totryagaintoclimbLangtangLirung(7245m),backedupbyitsAlpineClub.

Threeyearsago,wehadthemisfortunetoloseourthreemembers, leaderK.

Morimoto,memberK.OshimaandsirdarGyaltsenNorbu, byanavalanche in
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theLirungGlacier. (see #Scz,z9α“'' vol. 57, 1962) Andthen last autumn,"

twoltalianclimberswerekilledinthesameplace.

Wepolishedupourplantoclimbthesaidmountain indetailsandaddedto"

sevenmembersinallinviewofwhathadpreceded.

Leader; T・Suzuki (40ages)

Member; T.Kondo (27 " ) amemberoffirstExp.

Y.Kadota (29 " )

T.Kiyohara (27 " )

A.Ban (24 " ) amemberoffirstExp.

K. Jokei (23 " )

S. Sasaki (21 " )

Insmoothloadcarrying,on4thAprilwepitchedourBaseCampontheLirung

Glacier. Several days reconnaissanceprovedthat theriskofavalanches inthe

Glacierwastoogreat inthisyearespecially. Sowedecidedtochangetheroute

fromtheGlaciertotheSouthridge・Camplwasestablishedon6thAprilatthe

heightof4900metersandCamp2on21stAprilat5600meters.

But, above the siteofCamp2,thelineofrockyridgeandtheicyprecipices,

runningsteeply, uptothe iceshoulder, ourroutewas finallyobstructedat the

heightof5770metersandwewerecompelledtogiveuptheascentof thesouth－

ridge.Seeingfromthesouth-ridge,wethinkitisimpossibletoclimbthesouth

westernfaceofLirung, onaccountofmanyavalanches・ Itmaybegivenasa

conclusionthatwecannotfindapossibleroutetothesummitofLangtangLirung

excepttheLirungGlacierinspiteofrisk.

Then,movingBaseCamptotheKishumpkharka,wedevidedintotwoparties,

oneofwhich,consistedofthreemembersandtwoSherpas,triedtoattackKyungka'

Peak(6979m)withsuccess, pitchingthreecamps, on8thofMay.Theother,

remainingmembersandtwoSherpas,reachedthesummitofUrkimman(6397m)

withthreecamps, on5thofMay.

Afterward,weenteredintothe innermostpartof theLangtangGlacier an3

reconnoiteredthemountainsaroundit fromHagen'sColandTilman'sCol.A11

memberscamebacktoKathmanduon27thofMay.
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AnAndeanExpedition, 1964

ByIchiyouMukou

FivemenandawomanstayedinBoliviaabout threemonths inl964, being

luckyenoughtosucceedinascendingtwentypeaksoftheAndes,fifteenofwhich,

Iamassured,hadbeenuntroddenbeforewegot theirsummits.Nineteenofthe

peaksbelongtotheCordilleraRealandone, thehighest inthecountry, tothe
CordilleraOccidental.

WeoweoursuccesstoMr・EvelioEchevarriainU.S､A.andMr･GermanMills

inChilewhowerekindlyenoughtolendus theirinvaluablemapsof theReal,

andtothemanyinBoliviaandJapanwhoheartilysupportedourexpedition.

Thepartywas despatchedbytheAlpineClubof theTokyoUniversityof

ForeignStudies, consistingof threegraduates, onewomangraduateandtwo

undergraduates.Thenames are as follows; IchiyouMukou, the leader (29),

MasakiAoki (29),KunioSuzuki (28),AkikoMukou, the leader'swife (27),

TakayaTakeshita(23),Tadashilnagawa(22).

FiveofthemembersandtwotonsoftheexpeditionequipmentssailedfromPort

YokohamaonApril7,andarrivedattheportofArica,Chile,onMay26.Suzuki

flewOut fromHanedaAirportviaCanadaandPeruonMayl5, appearingto

receiveusontheplatformofLaPazRailwayStationlateontheeveningofMay

27,whenwearrivedinthecapitalofBoliviabytheArica-LaPazRailwayafter

fifty-onedaysjourney.

Duringthenexttwoweeks,whilstenjoyingthegeneroushospitalityoftheClub

AndinoBoliviano,thestaffoftheJapaneseEmbassyandmanyJapaneseresidents

inthecity,wecommencedouracclimatization,thepacebeingsuitablysteppedup

withvisitingbycartheChacaltayaObservatoryofCosmicRaysat about 5200

meters, orgoingfishingdownaYungasvalleyovera4600meterspass inthe

CordilleraReal.

Ayoungmedical student, namedFranzGutierrez, belongingtoClubAndino

Boliviano,proposedtojoinourparty,andanothermanoftheclubnamedBenancio

Pachahuay,wasemployedasourcookandcampcaretaker･Purchasesoffoodand

fuelwerecompleted・OnJune9, theeightmembersstartedinalorryfromLaPaz

forthecentral regionoftheCordilleraReal,andaftertwodaysofstrenuousand
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pleasantmarchingwithaherdofllamas,horsesanddonkeys to transportour

loadsandtogetherwithattendantlndios,setupourBaseCampintheupper

valleyof theChachacomaniRiver.Thecampsitewasat4600meters・Tothe

north,1400metersabove,theicecliffofChachacomaniSouthPeakdominated

thescene・Totheeast, theheadof thevalleywas ringedbymanybeautiful

mountainsguardedwithhangingglacierbandsteeprockyridges.

WegottenfirstascentsandthesecondascentofChachacomani inthis first

mountaineeringstageinBolivia,duringwhichtheweatherstayedperfectexcept

ontheeveningwhenwegottothetopofChachacomaniSouthPeak, thehighest

virginpeakhereabout.

OursecondaimwasattheSorataGroup, situatedatthenorthernextremityof

theCordilleraReal.Wehadtwocompanions this time; asergeantnamedNoel

Castillo,andaJapaneseresident inLaPaznamedKanjiOhta.

Aftertwodaystravellingthroughthetremendouslyup-and-downroad,ourlorry

reachedasmallmine (MinaCanderaria), overlookingtheCoocoValleyeight

hundredmetersbelow・ InthebottomofthisvalleywasCoocovillage, inhabitants

ofwhichweresotrickythatwewerecompelledtostaythereintheircuriouseyes

fortwodays.Theywouldnotlettheirllamasforourloadsuntillconsentedto

paytwiceasmuchchargesas inChachacomani.

ItwasontheeveningofJulylOthatwecouldsetupourBaseCampbesidea

smallpondintheupperCoocovalley.Mountainsandglaciersseenfromthecamp

lookedsteeper thanthose intheChachacomani region・Wefirst tried lllampu

(6362m),makingtwoadvancecampsonlllampuEastGlacier,invain.Theeast

sideof themountainwasguardedwithaoverhangingwall two kilometers in

lengthand500-800meters inheight.

Afteraweekofunsuccessfulclimbing,wemovedourBaseCamptoaplacefour

kilometersuptheCoocovalleyandgotasuccessful seriesofascendingHancouma

(6427m, thefifthascent,andthefirstfromthenorthside),HancopityandViluyo

Hancouma.

OurlastobjectiveinBoliviawasNevadoSajama, thehighestmountaininthis

country,belongingtotheCordilleraOccidental.TheafternoonofAugustl2saw

usstartingLaPazinour lorry・Theroadthis timewentsouthward,partingat

AltoLaPaz fromthefamiliaronetothenorthwhichwehadtakenonour

firstandsecondmountaineering・Thereoccurredmanytroublesduringourfourdays

travellingthroughtheAltiplano.

Sajamavillage laydesertedinawidevalleyneartheBoliviaChilefrontier.
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NevadoSajamaseenfromtherewasagiganticsnow-covereddome,whosebigness

wasfarbeyondmyimaginationthroughwrittenbooksonthis lonelyvolcano.We

:advancedacampatthefootof thesnowlineandtwomenof thepartycould

attainthetopofthegiantonAugustl7.Throughoutthis lastmountaineeringwe

wereconstantlyannoyedbytheverystrongwestwind・August isnotasuitable

monthfortravellingontheAltiplano.
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AnnapurnaSouthPeak(Ganesh)

ByDr.HaruoHiguchi

AnexpeditionorganizedandsentbyKyotoUniversityAlpineClub,Kyotop

succeededinmakingthefirstascentofAnnapurnaSouthPeak(Ganesh,7256

meters)onOctoberl5, 1964．Thisexpeditionconsistedofsixmembers,including

aprofessorasaleader,agraduateandfourundergraduateswhotooktheinitiative

forplanningtheexpedition.

Thememberswereasfollows:

:Dr・HaruoHiguchi,leader,age35,AssistantProfessorofKyotoUniversity

(Geophysics).

:ShoichiroUyeo,deputy-leader,age26, agraduateofKyotoUniversity(Phar-

maceuticalOrganicChemistry),member of the successful SaltoroKan9ri

ExpeditionoftheAcademicA1pineClubofKvoto, 1962.

:Hiromichi Yoshino, age 23, an undergraduate of Kyoto University

(Cytogenetics).

gKiyooShimada, age 22, anundergraduateofKyotoUniversity (Polymer

Chemistry).

:MasaakiKimura,age21,anundergraduateofKyotoUniversity (Political

Science).

:YutakaAgeta,age20, anundergraduateofKyotoUniversity(Geophysics).

Members leftJapanbetweenJuly25andAugust23, andmetall togetheron

September8atPokhara.HerePasangPhutarmasasirdar,LakpaTseringasa

cook,MingmaTseringandKarmaSherpaashighaltitudeporters,joinedour

party・Aftersevendays' caravanweestablishedthebasecampatanaltitudeof

4000meters inanaberrationvalleyoftheSouthAnnapurnaGlacier.Baggagesof

1.8tonincludingbothequipmentsandfoodsweretransportedby53porterstothe

basecamp.

Fiveadvancecampswereestablished: Camplat4600m・ onSeptember21,

CampHat5200m･on27,Campmat5600m・ onOctober3,CampWat6200m.

on8,CampVat6600m. on12, respectively・ Inthelowerpartoftheclimbing

route,wehadtocrossseveraldangerousavalanchecoursesandintheupperpart

ofit,700metersoffixedropesandlOmetersofahandmadewoodenladderwere
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necessarvtom"ketheroutesafe.
〃

OnOctoberl3thethreemembers,Yoshino,KimuraandAgeta, triedtoattack

thepeak, andreachedthe central peak (ca. 7150m) at threeo'clock in the

afternoon,buttheyfoundanotheralittlehigherpeaksbothonthesouthandOn

thenorth.Notimewas leftfor tryingthem.OnOctoberl5UyeoandMingma

succeededtoscalethehighestpeak(thesouthernmostpeak)ofAnnapurnaSouth

Peakathalfpasttwelveo'clock, followingthesamerouteandpassingover the

centralpeak.OnthesamedayHiguchiandKarmatriedtoscalethenorthPeak

(ca、7200m.)butlackoftimepreventedthemfromreachingthesummitandthey

couldonlyscaleaminorpeak(ca.7100m.) onthewaytothenorthpeak・On

October20all themembersreturnedtothebasecamp.

Whilewewaitedforporters comingup to thebase camp,wemade short

reconnaissancetourstotheSouthAnnapurnaGlacier, theWestAnnapurnaGlacier

andtheEastAnnapurnaGlacier, andalsoscaledTentPeak(5945m.)Afterfour

davs' caravanwearrivedatPokharaonNovember3.
草

GlacierDome, 1964

BySumioShima

Intheendof summerl964,mountainsofAnnapurnawerestilloutof sight

behindthethickcloudsofmonsoon・OnlOthofSeptember,we､sevenmembersof

AllJapanHimalayaExpeditionl964toGlacierDome (7255m),Dr. S・ Shima

(theleader),S.Ishikawa,H.Sase,M.Takeuchi,T，Arisawa,Y.Takahashiand

M.Nishimura, leftPokharabeingblessedwithunusualheavyrain.

Aftertheone-week-march,beingwetallover, totheAnnapurnaGlacierinthe

basinofModiKhola,ourBaseCamp(4200m)wasestablishedontheoldmoraine

of theSouthAnnapurnaGlacierwherethefairymeadowspread･FromtheBase

onecouldseethegiganticicywallofAnnapurnal,themagnificentsnowycreases

ofFlutedPeakandtheskyoverhershouldergivingaglimpseoftheheadofour

mountain,GlacierDome.

FirstreconnaissancewasmadeontherouteapproachingfromtheSouthAnnapurna

Glacier inordertocutournewwaytoGlacierDomeandif thingsgowell, to

scaleFlutedPeak(6667m).However, thedifficultyof theknife-edgedridgeof
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FlutedPeakandthecontinuedbadweather,withsixdaysof intermittentrainand

snowfallhadadeppressingeffectonthisboldtrial.

OnSeptember26th, anorderformovingtotakearoutetothegorge, the

l$ordinary'' onetakenbyW.NoyceandJ.0.M.Roberts inl957,whichcon-

nectingwiththeWestAnnapurnaGlacier,was issued・Fivepreciousdayswere

spentforopeningupthewayinthisunpleasantgorgebecauseof flooding.On

30th,wesetupCampl(4220m)onthecrossingpointoftheWestGlacierand

theEastGlacierinthelapseoftwoweeksaftertheestablishmentofBaseCamp.

Thankstotheimprovingweather,Camp3 (5400m)wasestablishedat thefoot

ofFlutedPeakon5thofOctober.

Desolateice-fallsstandingagainstuswithinnumerablebottomlesscrevassesand

hugeicybuildingsdidnotallowustoclimbmorethanlOOmeter-highwithinone

day.Twodays after theestablishmentofCamp4 (5760m), adisaster lay in

ambushforus.Oneofthemembers,H・Sase,whoreconnoiteredtheadvanceroute

wasassaultedbyan iceavalanche inthe snowgullyaboveCamp4.Harder

movementfortheerectionofCamp5wascarriedonwhiletheseriouslyinjured

beinggiventreatment.

Onl4th, thefinalCamp5wasput onthelargeshelfof ice.Nextmorning

brought splendidsunshine・ Twoattackingmembers,M.NishimuraandDorje

(Sherpa) leftthefinal camplocatedattheheightof6190meters.Sixhoursspent

forclimbingof steepsnowsloperequiredthemtomakeabivouaconthecol

(6490m)ofGlacierDomeandFlutedPeak.Machapucharewiththeglowof the

settingsungavethemapromiseforthefineweatherofnextday.

Onl6th,theweatherwasexpectedlyatitsbestwithoutaspeckofcloudinthe

sky.TheybegantoclimbtheendlesssnowflankofGlacierDome(7255m)with

anticipationandanxietyforsuccess・Atll :45a．m． theystoodonasnowplane

at last.Theyhadfought forfivehoursandnowtheirdestinationwas reached.

Noneofthemspokeanonlyword・TheicywallofAnnapurnaglintedincelebration

ofourvictoriousepilogueofGlacierDome.

Acknowledgement

GratefulacknowledgementismadetoCol.J､0．M．Roberts,Miss.E､A.Hawley,

Reuters inKathmanduandMr．T・Kambarafortheirkindlycooperationshown

us inaccomplishingtheprojectofourexpedition.
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AnExpeditiontoBarun

Valley, 1964

ByTaijiEndo

TheRikkioUniversityMountaineeringClubwentonanexpeditiontoBarun

ValleyintheeasternNepal inthepre-monsoonperiodofl964・ Theexpedition

wasconsistedofthefollowingmembers:H.Fukuda(leader),T.Yamanoi (deputy-

leader),M.Okura(manager),T.Kishino,T.Endo,M.Bistaastheliaisono伍cer

andfiveSherpasunderthesirdarNami.

Inthespringofl964,we leftJapanforlndia・Oncompletingtheclearancein

Calcutta,weenteredinNepalbyrailwithoursuppliesofabout2tons.InDharan,

wecouldstayintheBritishCamp.Therewerepacked,arrangedtheportersand

boughtsomekeroseneandsomeprovisionswhicharenecessaryforourcaravan.

WestartedfromDharanonMarch26forSeduawith5Sherpasandabout70

porters・Aftertenday5march,wereachedSedua，Allporterswhocamefromthe

lowervalleysdidn'twishtocarryloadsbeyondthere,becausetherewerenovillages

beyondSeduaandwehadtocross thesnow-coveredpass totheBarunValley_

Thereforewespentadayrearrangingportersandgettingsuchfoodassomepotatoes,

acoupleofgoats, fivecocks,etc. It tookfivedays fromSedua totheBarun

Valley・OnAprilllth,ourbasecampwasestablishedonthemoraineoftheBarun

Glacierat theheightofabout5150m.Onthefollowingday, theadvancedbase

campwaspitchedatapointof5300mtoscaleBaruntse (7220m) asaresultof

reconnaissance.WeintendedtotaketheroutethroughEastCol (SherpaniCol) to

Baruntse.AndwesetupCampl(5750m)belowthecol,CampH(6100m)inthe

snowfieldat theupperpartofPlateauGlacierandCampm(6600m) at the

shoulderofBaruntserespectively.

OnApril 29,Yamanoi andEndoleft theassault campearlyinthemorning.

We, at first,wereclimbingslowlysoft, but steepsnowface・After twohours'

forwarding, therewasatremendouscrevassepreventingouradvance,however,we

fortunatelycouldfindoutasolidsnow-bridgewhichmadeustocrosseasyand

thenwecontinuedtoclimbthesteepsnowfaceforanhour・But,wehadfinally

tostop,owingtotheverysteepslopeofalmostaperpendicularpinnacle・After
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all,ourfirstattemptfailed.

OnMayl,wetriedagain・Wecouldtraversedthepinnaclecuttingmanybig

steps.Therewere twooverhangingbumpsanda longheavilycornicedridge

continueduptothesummitofBaruntse.Whiletheweatherwasturningworse, so

wehadtodescendtothecampinahurry.

Intheeveningwediscussedtobegivenupornotanddecidedwewouldtry

againthelastattempttobelievesomepossibilities.Butweweretootiredtocontinue

withouthavingarest.Sowedescendedtothebasecamptotakearestforafew

daysandtofetchremainingloads.

OnMay9,Yamanoi,Okura,EndoandAngTharkeytriedthelastattempt.

WhenweforwardedastepfromthepointwhichwehadturnedbackonMayl,

suddenlysnowbrokeandsomesectionof theridgedroppedawaydowntothe

BarunGlacier. Itwasnotsodifficult,butwasverydageroustokeeponclimbin9.

SowegaveuptoscaleBaruntse.

OnMayll,ourpartywasdevidedintothreegroups. Fukuda,theliaison

Officer, twoSherpasandsome localporterswentbacktoKathmanduwiththe

mainbaggages, crossingoverWestCol,AmbuLapchaandviaNamcheBazar.

⑧Yamanoi,OkuraandtwoSherpas ]eftCampHtoclimbPethangtse(6730m)

fortheheadoftheBarunG]acier.Theysetupanadvancedcampthereandon

Mayl6,theycouldreachedthesummitofPethangtseafter twelvehours' labour,

inspiteofbadweather.OKishino･EndoandthreeShemasmadeareconnaissance

toPyramidPeak(6837m)andother6500mpeakintheupperpartofthePlateau

Glacier・Wesetupanadvancedcampat thefootofPyramidPeak.Thoughwe

didnotsucceedtoreachthetopofPyramidPeak,weattainedtothesummitof

the6500mpeakonMayl6.

AftergatheringtogetheratCamplonMay22,wecrossedovertheHongu

divideandAmbuLapcha,andwenttoChukungkharkawhichcommandsaglorious

viewofLhotse,AmaDablamandothergreatpeaks.OnJunel5,wearrivedin

KathmanduviaNamcheBazar.
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ThethirdascentofMt.Blackburn

andthefirstascentofMt.Regal,

WrangellMountains,AlaSka

ByTai-ichiKitamura

AscientificandmountaineeringexpeditiontothedistrictoftheNabesnaGlacier

inWrangellMountains,A1aska,was carriedout successfullyby theDoshisha

UniversityPartyduringthesummer inl964・Thepourposes of theexpedition

were, firstly, tomakeaglaciologicalstudyandgeophysicalobservations(geomagnetic

andVLF(VeryLowFrequencyCosmicElectromagneticWavephenomena)obser-

vations),andsecondly, toscaleMt.Blackburn, thehighest peakinWrangell

Mountains,andalsotrytomakeanassaultonMt，Regal,anunclimbedpeakin

theregion.

Thememberswere、

Dr.N・Nishihara (44) Leader,ProfessorofMaterialScience.

Dr．T.Kitamura (33) MountaineeringLeader, Associate Professor of

Geophysics.

Mr、R.Hasegawa (26) ScientificandClimbingmember.B.Eng.

Mr．T.Araki (26) Scientificmember.M.Sc.

Mr．Y・KaWai (25) ScientificandClimbingmember,studentofDoshisha

University.

Mr.A.Matsumoto (22) Climbingmember, studentofDoshishaUniversity.

Mr、S.Naito (21) Climbingmember, studentofDoshishaUniversity.

TheequipmentsweretransportedbyaironJuly8th,byJ.E.Wilson(Iocal

pilot) fromGulkanatoBaseCamp(1300m)whichwasestablishedat themiddle

oftheNabesnaGlacier・Fourmountaineeringmembers ledbyKitamuraflewup

toA.B.C・ I (AdvancedBaseCampl)onJulyl3th.

Aftershortreconnaissanceflightwedecidedtoabandonthepredeterminedroute

alongtheNorth-eastridgeleadingtotheEastPeakofMt.Blackburn, inasmuch

as itwastoolongforus four totackle, andtofollowthesameroutealongthe

North-westridgethathadbeentakenbyBlumerinl958.
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ThusA.B､C.Iwassetupatanaltitudeof2800monthesnowfieldinthe

lowerpartofN．W・ ridge・TheCamplwascompletedatanaltitudeof3800m

afterthreeday;laboriousworks， Itwasnamedas fGthecampofeagles'nestle'',

meaningthecampsitehanginginmid-air・Theicetowerwhichhadbeendescribed

bvBlumerwasnot identified.

Afterthefirstparty,KawaiandNaito, supportedbythesecondparty,Kitamura

andMatsumoto,setupCampm,wehadanabruptchangeofweather・ Itblew

severelyandsometimeswiththespeedofmorethan30m/s.Fortunately, itdidnot

lastsolongandwehadafineweather inthenextmorning.Thefirstassault

partywhichhadstartedfromCampHat4a.m.reachedtheroundtopofMt.

Blackburnat8a.m・ThesecondpartywhichhadstartedfromCamplat5a.m.

alsoreachedthetopatlla.m・ onthesamedav・Therewerenodifficultiesabove

Camplinthetechnicalsense.

All thememberswereagaintogetheratA.B､C・ IonJuly,20th.Theweather

wasonthewrongsideforthefollowingninedays・Snowfell toadepthof80cm.

ThesnowconditionofA.B､C・ Iwassofoulforaplanetolandandtakeoffthat

wehadtowaitforWilson'sflightatasnowplateauabout800mbelowA.B.C、 1．

A.B.C.nwaspitchedatanaltitudeofabout3000monasmallplateauinan

unnamedglacierdescendingfromthefootofMt・Regal・OnthemorningofJuly

31st,wehadbadweatherandmanagedtosetupCamplonly400mupfrom

A.B.C、Ⅱ、AsitbecamewarmerandsnowfellalldaylongonAug. 1st,wehad

tostayinthecampdoingnothing・Onthefollowingmorningwedecidedtomove

forwardastheweatherwaschangingbetter,andCampHwaspitchedatanaltitude

of3200monasnowplateauattheveryfootofMt・Regal.

Although thesummitofRegalwascoveredbyaveilof thickcloudsontthe

morningofAu9． 3rd,westartedat6a.m.asitshowedasignofbeingdispelled

soon.WetooktherouteofWestridgewhichistheshortestwaytothetop・The

slopeontheWestridgewasverysteep,sometimesmorethan60｡,butthecondition

ofsnowwasstableenoughtomakeusfreefromthedangerofavalanche， Paying

necessaryprecautionsagainstmanycrevasseswecontinuedtoclimbwithaconsi-

derablyhighpace,andreachedthesummitatlla.m.

Apieceofpaperonwhichourrecordiswritten,wasburriedunderthesnowof

thesummitasatokenofoursuccess.
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Mt.St.Elias, 1964

ByKiyohikoAsano

We,KansaiTokokai,sentanexpeditiontoSt・Elias insummerl964・Wegot

thesummitonl7thJulyafter9dayrstruggle. Itwasthethirdascentandoneby
anewrouteofSt・Elias.

Itwasonlyalightexpedition, butweregard itasonesteptogreatermoun-

tainssuchastheHimalayangiants.TheAlaskanrangehasmuchpossibilities for

suchpurpose.

We,K・Asano,T・Nomura,R.Kawamoto,T・Yamane,T・OdaandH・Kawai,

arrivedatAnchorageonlstofJulyafter6hoursflightfromHaneda．S.Nishimae:

andM・TakedawhohadleftJapanbysea, reachednextdaywithourequipments.

S.D・Hamilton,oneofourmembersinAnchorage,hadalreadymadethenecessary

preparations,sowehadnotsomuchbusinessexceptbuyingfoodandvisitingthe

officeofCivilAirPatrolthatistogiveusanecessaryactivityinanemergency･
case，

On3rdofJuly,weleftAnchorageforTitinabytruck.Anexcellentbushpilot,.

JackWilsonistotransportall themembersandgears fromtheTitinaairfield

totheColombusGlacier.But,duetothebadweather,wewerecompelledtostay･

inTitinafor4days.OuradvancepartysettledtheBaseCamp (2100m) onthe

plateauofthenorthsideofSt.EliasneartheColombusGlacieron7th， andall

themembersgatheredthereon9th，Afterreconnoiteringseveralroutes，wedecided

totaketherouteviaMt.Newton.ItwastracedonemonthagobySierraClub's

party,buttheyfailedhalfway.

WebeganouractivitiesonlOth.Wetookthetacticscarryingallthegearsatone･

timeandpromotingcampeveryday.Insuchaway,wesettledCampl (2700m)

onlOth,Camp2(3400m) onllth,Camp3(4000m) onl2threspectively, and

reachedthesummitofMt・Newtonatnoononl3th.Theroutewasbeingstruggled,

butnotsodifficultexceptoverhangingice-wallbetweenCampsland2.

ThenwewentdowntoRussellColwhichlies inthemiddlewaytoSt・ Elias,

butweencounteredasteepice-wallandanextremelynarrowridgeat3p.m.We

tookabout5hourstomakearoutealongthiswallandcouldnotbutstoppingwith

ourtentandequipmentsjustabovetheice-wall,foritwasdangeroustopasswith
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heavyloads.Sowemadeupourmindstoattackthetopfromthis camp (C4).

Itwas longanddifficultway,butNishimaeandYamanegotthetopsuccessfully

at8p.m.onl7thafter20hourshardwork.Theyrested3or4hours inasmall

snowcaveatthealtitudeof5000m,andcamebacktoCamp4at2p.m・nextday.

Ittakes36hoursinall,andwasveryhardanddangerousascent.Sowegaveupthe

secondattemptinfearofanaccident.On20th,anothermembersclimbedthewest

peakofJanet (3900m),whichhadneverbeenclimbed.Allthememberscameback

safelytotheBaseCampon21st・ Itwason28ththatwereturnedtothecivilized

worldAnchorage.

Allofourequipmentsandfoodsare600kgs inweightandabout8cubicmeters

･inbulk.

Ourexpeditionwasaveryhappyone,becauseDr.BradfordWashburngaveus

afavourtoofferingmanydataaboutSt.EliasandCivilAirPatrol andother

peopleinAnchorageareverykind, andGodgaveusagoodweatherduringour

'nountaineering，Weareveryeagertoexpressourthankstoallthathelpedus.

Mt.Logan,EastRidge, 1964

ByKinichiMurota

KwanseiGakuinUniversityCanadian(YukonTerritory)Expeditionwasorganized

bytheKwanseiGakuinAlpineClubtomarkthe75thanniversaryofthefounding

ofKwanseiGakuin.TheaimsofthisparyweretoclimbMt・Loganbywayof

theeastridgeandtomakesomescientificinvestigations intheYukonTerritory.

Thememberswereasfollows;Prof.LloydB.Graham,ChiefofExpedition, age

41;KinichiMurota,Headofclimbingparty,24;Hiroolmai,22;KazuoSenda,

23;ToshikatsuOnuma, 23;KeisukeKonishi, 21;TakeoShinmura, 20; Ichir5

Mitoda、 20;HansGmoser,Guide, 32.

OnMay30、 1964wedepartedfromEdmontonbycarandtruckfortheKluane

Lake,YukonTerritory.OnJune3,fivememberswithMr.HansGmoserbegan

towalkalongtheSlimsRiverfromMilelO60,AlaskaHighway,whileDr.Graham,

K・MurotaandH. ImaiwithequipmentscontinuedtoproceedtoAlaskabytruck.

OnJune7,K．Murota,H. Imaiandall theclimbingequipmentsweretransferred

tothefootoftheeastridgebyairplane・OnJunelO, thewalkingpartyreached
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thereandestablishedtheBaseCamp(7300ft.)OnJunel2,wecachedloadsatthe

heightoflO,000ft.Gettingoutofthetentinahurryattheunexpectedarrivalof

anairplane,Mr・Gmoserslippeddowninadepressionoutsideoftheentranceof

thetent, strainedseverelyaligamentinhis leftkneeandwasunabletowalk.He

wasevacuatedbythesameairplanetotheKluaneLake・Eventhoughwewere

deprivedunfortunatelyofMr.Gmoser'sexpertservices, itwasdecidedtocontinue

ourclimbin9.

Wesetupfouradvancedcamps,climbingmanysharpknife-edgesandsteeP

ice-falls・Weused300-meter-handlinesbetweenCamplandCamp3・Thealtitudes

oftherespectivecampswerelO,800ft., 12,000ft., 14,400ft.,and16,700ft・ On

June29,weestablishedCamp4onthelce-Dome・OnJuly3,weattackedthe

EastPeakbut failedat18,000ft.onaccount ofheavyfog.Intheevening,H.

Imaiandthreemembersattackeditagain, but theywereforcedtoretreat from

19,200ft・ owingtobadweather.Atnight,themercuryregistered-23｡C.

OnJuly4,allthemembersreachedthesummitofEastPeak・Wewereinsuch

agreatwantoffoodbecauseofmanydelayscausedbybadweatherthatwecould

not trytheascentoftheCentralPeakat thattime.Wedecidedtoreturntothe

BaseCamptoreplenishfoodandre-groupforanewattemptontheCentralPeak.

IttookusnolessthanthreedaystodescendtotheBaseCampbecauseofhazardous

conditions・OnJulyll,H,Imai,K.Sendaandl.Mitodaleft theBaseCampfor

theK1uaneLaketorestorecommunicationwithDr・Grahamandtomakearchae-

ologicalinvestigationsnearBurwashLandingontheKluaneLake.

OnJuly14,K.MurotaandtheotherthreestartedagainfromtheBaseCampto

ascendtheCentralPeakviatheEastPeak・ThefoursetupCamp4onJulyl6.

OnJulyl7, thefourstartedtoascendthepeak,butwedidnotcompletetheattack

onaccountofmist.We,however, reconnoitredanewroutewhichwouldenablea

successfulclimb.OnJuly18,K．Murota,T・Onuma,K.KonishiandT.Shinmura

leftCamp4and,afterclimbing for8hours,succeededinmakinganewascent

ofMt・Loganbywayoftheeastridge.WereturnedtotheBaseCamponJuly

20．0nJuly27,welefttheBaseCampfortheKluaneLake.WereturnedtoJapan

earlyinSeptember.
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Mt.LoganExpedition, 1964

BylwaoKawasaki

Inl964, theGakushuinAlpineClubsent anexpeditionpartyheadedbyl.

KawasakitoMt.Logan(6050m) locatedinSt.EliasRange,YukonTerritoryin

Canada.Thepartyconsistedofeightmembers,fiveofwhomwerestudents.On

July5th,weallmembersgottogetheratSitka,AlaskaState,withaboutoneton

of foodsandequipments forclimbingandstayinginAlaska・After fewdays'

stayingthere,weleftforGulkana, fromwherewefliedtotheOgilvieGlacierby

:acharteredplaneandsetuptheBaseCampontheGlacierat thealtitude ofl

2970monJulyl6.Withoutanytroubles,CampHwassetupjustbelowthe

KingColonJuly21st.Firstofall,ourplanwastotakethesameroutethatthe

Canadianpartyinl925hadtaken.

Afterseventimesreconnaissance,wehadtogiveupthisrouteforenormoUs

bottomless crevassespreventedus fromgoingahead.Eventhoughweunderstood

thatthelatterpartofJulywastoolateseasontoclimb inAlaskanranges from

everypointofview-snowcondition,weatherandsoon, thesnowconditionwas

verVmuchworsethanourexpectations.

Asaresult inreconsiderationofourplan,wereachedtheconclusionthatonly

onewaytooursuccesswas totaketheever-untracedrouteof theWestRidge.

Afterpassingoverseveralsnowbridges,settingupCampmat thealtitudeof

4300m,wetracedthesteepslopeof700minheighttotheWestRidgeindanger

ofavalanche andfallinghugeiceblocks. OnJuly28, thefourgot intoCamp

W(5100m) inthelowestpointofsummitplateau.

TheattacktothesummitwastriedbymeandotherthreemembersonJuly30

andsucceededintheascentoftheWestPeakofMt.Logan,butweweretootired

toproceedtotheCentralPeak.Thisattackwas longwayinsuchaheight from

CampWtotheWestPeak,somethirteenkilometersindistance,andittooksome

nineteenhours.

SecondattackwasmadeonAugust2ndbythenewmembersconsistedofthree

andsupportedbyothertwomembers.Afterspendingonenightontheridge just

belowtheWestPeak、 theygottotheCentralPeak(6050m)onAugust3rd.

AllofusgotbacktotheBaseCamponAugust7・OnreturntripfromtheBase
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dCamptoGulkana,fiveofthepartywalkeddownalongtheLoganGlacierandgot
totheairstriplocatedatthejunctionoftheTitinaandtheLoganGlaciers, from
wherewefliedtoGulkana.

Altar, 1964

ByJunjiMiyano

TheWasedaUniversitySecondEcuadorianAndesExpedition(W.U.E.A.E.-

1964)wasplannedandsentbytheTomonMountainSocietyand theWaseda

MountainSociety, inordertoascendMt.AltarandMt・ Cayambe, andtomake
･themeteorologicalobservationandthegeographicalmeasurementintheEcuadorian

Andes.Membersofthepartywereasfollows; JunjiMiyano,theleader,Takeo
Tsunoda,SusumuMurata,TadashiHayakawa,KazutakaAoki,KeinosukeMatsu-
muraandNobuyoshiKobayashi.

TheEcuadorianAndesaremadeupof twochains ofmountains-Cordillera

Oriental, theeast side,andCordilleraOccidental, thewestside.Amongthese
chainsthereareseveralloftymountains,suchasChimborazo (6267m),Cotopaxi

(5897m),Cayambe(5790m),Antisana(5704m),Altar(5319m),Illiniza(5265m),
Sangay(5230m)andTungurahua(5016m).

Altarisanextinctvolcano, situated inthecentral partofCordilleraOriental

andinthesourcere9ionofthePastazariver, abranchofthegreatAmazon・ Itis
thefifthmountaininEcuador,but itissaidtobe themostdifficult・ Itconsists

の

.ofmanysheerpeaksandthesepeaksextendjust like thehorseshoeform, the
diameterofthatisabout2.5kilometers.

WeleftTokyoon29thofAprilbys/s @:Puna'' andarrivedatGuayaquil,a
mainportofEcuador,onl6thofMay.Then,wewenttoRiobambaandprepared

forclmbingMt・Altar.On25thofMay,westartedfromRiobambawithtwo

medium-sizetrucks,andpassingRioTarau,reachedHacienda, thebasehouse.

There・weemployedseverallndians,horsesandassesforthetransportationofour〃

equipmentsandprovisions.

Thebasecampwasconstructedonthemoist grassyplain in thebosomof
Altar-range,on27thofMay.ThealtitudeofB.C.isabout3900mabovethe

sea-level.Afterthatitwasnecessaryforustoacclimatizeandtosurveytheroute
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forObispo, themainpeak.On30thofMay,webegantoclimbviathewestern

ridge.ThefirstcampwaspitchedonlstofJuneatthesideoftheridge,4485m
inheight.Ithadbeenverybadweather,soitwasratherdifficult forus tofind
outtherouteforthesecondcamp.Butwecouldfinditoutatlast,andon7th

ofJune,thesecondcamp(4820m)waspitchdonthegreatglacier,situatedbetween

thesouthernridgeandthebigsnowridgebeingderivedfromObispo・Fromhere

wecouldlookuptoObispolikeaconesoaringintothesky.

Asaresultof thereconnaissance, itwasdecidedthat theclimbingroutewas,

notthroughthewesternridge,butthroughthesnowslopebeingdirectlyupwardto.

Obispo.On8thandlOthofJune,twopartiesattackedthepeak,butbothfailed

unfortunately.Thefailuresuggestedagreatdealof instructionsaboutgainingthe

summit.Wehadpreparedforthesecuresystemfortheattack・However,wehad

veryhardsnowstormsforlOdays・Wewerecompelledtocomedowntothebase

campon20thofJuneforrebuildingthesystem.

On24thofJune,webegantoclimbupagain・OnthefollowingdayT.Tsunoda

andT.HaVakawawenttothesecondcamp.

On28thofJune,thetwomembersleftthesecondcampat6.00inthemorning.

Theyclimbedupthesteepgullyattachedwithmuchsnowandgot tothesnow

slope.Theywalkedupacross thegroupsofbigcrevasses，At last theyreached

thebasepointoftherockywall,afterclimbingtheveryprecipitousglacierwhich
issituatedbetweenObispoandtheGendarme.

Therewereseveraloverhangsinthisverticalwall.Therockwasverybadand

fragile.Snowcoveringinsomeplacesonthewall,wasun-balanced.But they
clamberedstepbystep．At3.00intheafternoon,theystoodonthetopofObispo

(5320m),thehighestpointinAltar-group.Rejoicingatthevictory,theywavedthe

bothflagsofJapanandEcuador,andthepennantsofWasedaUniversityandNuevos
Horizontes-thenational alpineclubofEcuador・ Finally theyburieda can

containedwiththeJapanese flagsignedbyallmembersof theexpedition, and

thenbegantodescendcarefully.

AftertheclimbingofMt.Altar,wesucceededingainingthreepeaksofMt.

Cayambe.

We leftEcuadoron22ndofAugust andarrivedatYokohamaonl2thof

Septemberl964.
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ヒマラヤ登山年譜(続3）

(1959～1962）

田中栄蔵・馬場勝嘉共編

凡 例

1． 本年譜は『山岳』第58年掲載の同名（続）（1956～1958）に続く。若干の記載洩れがあるが，

御示教賜りたい。

2． 配列と記載の順序：年代，遠征期間，隊長名（または隊名)，所属国，地域と目標の山岳の

登山・探査の範囲，到達地点，月日，人名，参照文献抄を付した。高度は公式と思われるも

のを採録した。

3． 文献の略号は既往と同じであるが，下記の通り。

AAJ=TheAmericanAIpineJournal (AAC)

AJ=TheAIpineJournal (AC)

Alpen=DieAIpen(SAC) Q=Quartal,B=Bulletin.

AGHM=AnnaleGroupedeHauteMontagne.

DAVJ=JahrbuchdesDeutschenAlpenverein(DAV)

DP=G.O.Dyhrenfurth:DerdrittePol, 1961.

GJ=TheGeographicalJournal (RGS)

HJ=TheHimalayanJournal (HC)

HMI=TheHimalayanMountaineeringlnstitute.HalfYearlyNewsletter=NL

J=Journal (SSAF)

MA=LaMontagneetAlpinisme(CAF)

MW=BdW=TheMountainWorld(SSAF)

OAVJ=JahrbuchdesOsterreichischenAlpenverein(OAV)

OAZ=OsterreichischeAlpenzeitung(OAK)

RM=RivistaMensile(CAI)
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3～6．村木潤次郎

（日本・JAC)

Nepal・Manaslu山系の南端Himalchuliを目指し,Shu-

rang谷からLidanda乗起に出,東尾根を登り,前衛峯の大

氷壁に5月21日石坂・松田が奮闘し7400mに達した。

村木： ヒマルチュリ，山岳55年1～32,AAJ34.70～

71,RM79. 288～290,石坂昭二郎：ヒマルチュリ日記

(1959）
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3～5. JeanFranco

(FFM,CAF)

Nepal.Yamatari氷河に入り, LeRognon支氷河から

Jannu南稜に達し,これを北上しC6を設け,5月12日G

Magnone,R・Paragotは7400mに達し引返えした。

MA23. 72～73, 108～121,AGHM1959． 2～7．

Nepal.MayandiKholaから同名の氷河をつめ,Dhaula-

giriの北東コルから北東突起を進んだが, C2付近のク

レバスでHeinrichRoissを失った｡嵐に妨げられながらも

C6を設け,5月25日KarlPreinとPasangDawaLama

は7800mに達したが，天候悪く成功しなかった。

F.Moravec:Dhaulagiri.BergohneGnade,DAVJ85.

99～108,AJ300． 11～17,MW1960～61.126～130,HJ

22. 31～37,6AZ1307.151～154．

Nepal.Everestの南AmaDablamの困難な北東稜を攻

撃し,C5まで進め, 5月21日早朝G.FraserとM.Harris

がC5をたったまま,遂に帰らなかった｡到達地点は6600m

以上と考えられる。

AJ300． 1～10,HJ22. 13～21,Alpen36:3.208～214,

AGHM'59． 8～13.

Karakorum.Batura-Muztaghの主峰HunzaKunji l

(7785m)の氷爆にC3を設け, 6月28日隊長ほか4名が

出発したまま帰らない。残員はスイス隊やドイツ隊と捜索

したが, C3に達せられず, 8月15日帰国の途につく。

AJ300.48～52,MW1960～61. 87～107．

Kumaon.海軍々人隊。MartoliからLwanlGadmの

Narspanpatiに入り， 北面から東北稜のC3をへて, 5

月25日Kohli,K.P・SharmaがNandaKot (6861m)

の第2登に成功した。帰路は立教隊と同じくTrailPass

からPindari氷河に出た。

HJ23. 21～29,AAJ34. 160,HMI.NL・No.6.Table.

Karakorum.Minapinより同名の氷河をつめ，西稜から

Diran(7266m) (別名ミナピン）を再度攻撃し，頂上直

下200mに迫ったが，天候悪く成功しなかった。次いで

Kukuar氷河に入り, SatMaro氷河合流点から5900m

峯に7月26日登頂。 8月はWarburton隊の捜索に加わ

り，中旬Karambar氷河を探り, Ishkuman河のPhakora

からNaltarGahへ氷河峠(4500m)を越し，峠の南の

4～5．FritzMoravec

(OHDE)

4～6.J.H.EmlynJones

(BritishExp.)

4～8.Dr・KeithWar-

burton (British-

Germany-

Pakistan)

4～5．M.S・Kohli

(IndiaExp.)

5～9.Dr.Hans-Jochen

Schneider

(German-Pakistan

K.E.)
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4900m峯に登頂。

MW1960～61. 108～125, DAVJ85. 117～129.

Garhwal.Jumna川とBhagirati川との分水嶺上のBan-

derpunchl(6387m) (通称BlackPeak)に同名の氷河

をつめ， 6月7日A隊が第2登，翌8日B隊が第3登に成

功した。

AAJ34、 158～159.

〔註〕第1登1955年6月7日． J､T.M.Gibsonとシエルパ2名。

Chitral-Swat-Nepal.ChitralからKafiristanで5000m

の山に登り, ChitralからSwatにぬけ, Kohistanから

Indusに出る。さらにNepalのLangtangHimalに出て

LangshiSaRiの2座に登る。

OAZ1309. 21～22.

Hindu-Kush・Kabulの北のPanjshir谷に入り6月21

日Dashtribar(5250m),同23日Galamastan(5304m)

に初登頂。 7月27日にはMirSamir(6059m)に登った。

この東北稜は岩と氷の困難な登筆であった。

DAVJ85. 130～136,AAJ34.162,0AZ1331,143.

Karakorum.南方Khiang氷河からDisteghilSarにと

りつき，南東稜にC3を進め, 7100mに達したが，天候

悪化し雪崩の危険のため引き返した。

AAJ34. 161.

Karakorum.Hispar氷河に入り支流K1,aniBasa氷河

からKanjutSar(7760m)の南東稜に取付き, 7月19日

C6からCamiloP61issier と JeanBichが頂上に向っ

た。 Bichが凍傷・疲労で落伍し前者のみで単独初登頂し

十話
ノー0

G.Monzino:KanjutSar,RM79．77～100, 173～175,

JI:9. 296～301.

Karakorum. Shigar谷からChogoLungma氷河と

KeroLungma氷河を探り，次いでHisparWall上の

SugarLoaf (5639m),WedgePeak(5578m),Engineer

Peak(5794m)などに登頂。Alchori隊はGIosterPeak

(5882m)に登頂。Ganchenに向った隊は成功しなかっ

た。ChogoLungma氷河から8月2日A､J. ImrieとR、

J.AkhterはMalubitingEaSt (6970m)に初登頂。隊長
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5～6. JagjitSingh

(IndianArmy)

5～11．HerbertTichy

6～7．HaraldBiller

(Niirnberger

Hindukusch-

Kundfahrt)

6～7.RavmondLambert

（スイス・仏・伊）

6～7．GuidoMonzino

(spedizioneG.M

’59）

6～8．H､R､A・Streather

(ArmyMountai-

neeringAssocia-

tionExp:British-

Pakistan)



とG.F.ChapmanはHaramoshLaを越してGilgitに

出た。

AJ300.37～47,AAJ35. 413～414．

HinduKush.ChitralからWaShichをへて,ZiwarGol

源頭のGramShalに基地を設け,Niroghi氷河に入り種

々偵察の後支氷河(Gh.Roma)から6792m峯にC5を

おき,その南西稜にC6を設営。 8月24日FrancoAlletto,

PaoloConsiglio(C6より),GiancarloCastelli,Carlo

AlbertoPinelli (C5より）は途中で合流してSaraghrar

(7349m)に初登頂した。

F.Maraini:Paropamiso,AJ301.151～157,RM79.

141～154．Pirelli l2:6. 58～65,山岳58年133～140.

Nepal.KaliGandaki を湖りMukutgaonに基地をお

き， 2隊に分れ1隊はEastChurenKhola等を探査した。

1隊の宮下秀樹と石島襄二はBarbungKholaのMukut-

gaonの北のKangrewa(5250m)に10月13日初登した。

次いで北面からChurenKhola, ChortenRidgeなど

DhaulagiriⅡの北面を探ったが， その面には可能性のあ

る登路が見出せなかった。帰路はMarsyandiを下りMusi

KholaからHimalchuliを偵察した。

山岳55年33～52, AAJ 34. 67～68, RM79. 290~

292．登高行XV1． 22～42．

Nepal.女性のみでChoOyuの第3登を目指し，初登

のルートに従い10月1日C4 (7100m)を設けKogan,

MlleClaudinevanderStratten,SherpaAngNorbuが

入ったが，数日嵐が続き, C4は雪崩に洗われていたのを

11日に登ったDorothyGravinaとJeanneFrancoが発

見した。

MA25. 174, 26． 193～195,AAJ34． 156.

Nepal.RolwalingKholaのBedingに入り,Hadengi

LaをこしMenlungPokhari を中心に, Menlungtse,

Gaurisankarを偵察し,Hakan,Pangbukに試登した。途

中盗賊にあう。TesiLapcha,MenlungLaをこえKhum-

Jungに達し, DudhKosiを湖りNgojumba氷河上から

GyachungKangを望見した。

山岳55年95～117,AAJ34. 71～72,RM79. 292~

7～8．FoscoMaraini

(CAI. sezione

romana)

8～11．加藤喜一郎

（日本：慶応大学・

登高会）

9～10． ClaudeKogan

(International

Women'sExp

9～11.加藤秀木

（日本：福岡大

学ヒマラヤ探査

隊）
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294．

Nepal.TrisuliGandakiを湖り, LangtangKholaに

入り,Lirung氷河端にBCをもうけ, LangtangLirung

を偵察したが，氷河が悪いため目標を変更し, BC東北の

Shalbachum(6700m)を攻撃し, 10月25日寺畑哲朗，

北城節雄, PasangTemba,DawaThondupが西南稜から

初登頂した。後TsungaPuなどをさぐった。

山岳55年70～95,岳人. No． 141～142号, AAJ34.

69,RM79． 294～295．

〔註]ShalbachumはP.Aufschnaiterの地図によればPhrul

Rangjen-Ri6918mに相当する。Alpen'59. s. 197.

Garhwal.JoshimathからMana村をへてAlakhananda

に入り,Chowkhamba(Chaukhamba) (7138m)とNeela-

kanthaを同時攻撃した。前者は10月13日に出発し, C

4をたて10月17日， 隊長Chowdhury, Chaturvedi と

PasangDawaLama,PhurbaLobsang,LhakpaGyalboの

2組で北面から東稜を登り第2登に成功した。後者はSa-

topanth氷河から北面にC4をのばし,V・RainaとSher-

paPasangが6100mに達したが，嵐で退却した。

HJ23． 100～109．

Nepal.NautanwaからKaliGandakiにそいDhaula-

giriⅡの北,Mukutに基地をもうけ，西面から10月18

日隊長F・Dunn,J.Noxonは@GTonguPeak'' (6250m)

に初登頂した。続いて最高峯Hangde(6600m)へ同じく

西側から， 10月21日Dunn,Noxon,C.Cronkが嵐のな

かを6584mまで達した。次いでBarbungKholaを北上

し,Tsarkaに近いEasternKanjirobaHimalに基地を

移し, !$TekochenPeak'' (5570m)10/18,AmaTsumen

(5600m)11/3,TekOchenLaの北峯(5600m) 11/4な

どに初登頂した。なおこの隊は地質・測量などを行ってい

るので，その成果が期待される。

AAJ35、 249～262, 34. 154～155, 155～156.

Nepal.Arun川にそって12月17日NamcheBazarに

近く基地をもうけ, Langmoche河, BhoteKosi上流，

ImjaKhola源頭,Khumbu氷河など，広範囲にわたり雪

男(Yeti)をさがしたが発見できなかった。しかし， この
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9～11．山田哲雄

（日本：飯田山岳

会ランタン・ヒ

マール遠征隊）

10． S､N・Goyal

(IndianAirForce

Exp.)

9～11． JohnS.Humph-

reys

(A.H.E)

10～3（'60）小川鼎三



地方に越冬した記録としては貴重である。

山岳55年118～142,林寿郎：雪男一ヒマラヤ動物記，

AAJ35、 279.

Pamir (Sinkiang). 7月7日中国人33人（内女性8人

＝チベット族4，漢族4）がMuztaghAta(7433m)に

第2登した。

Alpen36J2Q. 156～159.

＊6～7菖史占春

1 960

3～5．史占春

（中国）

Tibet. (Chomolungma)総勢214名でEvereSt北方ル

ートーRongbuk-NorthCol (C4)から東北稜を進み，

5月2日8100mの幕営からSecondStepを乗越し偵察

し下山， 5月24日王富洲，貢布，屈銀華の3名が8500m

の幕営から出発し， 5月25日北京時間04.20分Everest

に登頂（第4登， 北側からの登肇)。ただし信葱性を云々

されている。

AJ302.28～41, 313～315,MA31．2～9,HJ23. 151

~168,AAJ35.408～409,RM81. 26～32.人民中国

1960. 8. (No． 88)42～46,Alpen39J. 171～172,中国

の登山運動．

Nepal.Everest南方ルートをとり高度馴化の後,Khum-

bu氷河に19名が集結。 Lhotse氷河からGenevaSpur

をへてSouthColに達し, 5月24日NarindarKumar,

NawangGombu,SonamGyatsoがC7 (8410m)に入

り，翌25日南稜を登り8626mに達したが，強風のため

引返えした。

G.Singh:LureofEverest,AJ302.15～27,HJ22.

3～12,AAJ35.409,MW1962/63.50～59.

Nepal・Dhaulagiri(8222m)登山にヒマラヤで初めて軽

飛行機を用い,DapaColと北東コル(5750m)に着陸輸

送にほぼ成功。NorthEastSpurに取付き, 5月4日C5

(7400m)から攻撃したが天候悪化で引返えし,N､E.Spur

とSouthEastRidgeの接合点下にC6 (7800m)を設

け， 5月13日KurtDiemberger, PeterDiener,Ernst

Forrer,AlbinSchelbert,NyimaDorji,NawanDorjiが

初登頂に成功した。 5月23日, C5からMichelVaucher

とHugoWeberが第2登。

3～5.BrigadierGyan

Singh

(Firstlndian

EverestExp.)

3～6．MaxEiselin

(Schweizerische

Himalaya-Exp.

1960）

（26）



M・Eiselin:ErfolgamDhaulagiri. (邦訳：横川文雄。

英訳あり),Alpen37:1． 42～49,MW1960～61. 131~

140,HJ22. 38～50,MA30． 302～308,AGHM'60. 9

~11,AAJ35． 231～248,OAZ1316～17. 64～75．

Nepal.AnnapurnaⅡを北側から登ろうと,Marsyandi

河を湖り,AnnapurnaⅣの北西稜上のDome支稜から

AⅣを越し，稜線にC6 (7200m)をもうけ, 5月17日

C5 (7270m) をたちC6をへてRichardGrant,Chris

Bonington,AngNyimaがAnnapurnal(7937m)に

初登頂した。

R､H.Grant:Annapurnam,AJ 301. 143～150,HJ

22. 22～30,AAJ35． 409～410.

Nepal.JugalHimalのBigWhitePeak(7083m)を

目指してPhurbiChyachumbu氷河に入り， 主峯をねら

う途上5月7日石原国利，加藤幸彦, PasanPhutarが，

主稜と中央稜交点のMadiaPeak(6800m)に初登頂。 5

月10日C5撤収の途次，春田金徳，稲垣恒夫, Dawa

ThondupはGyaltsenPeak(6700m)に第2登。その後

中央稜から主峯にルートを求めたが，天候悪化のため断念
1 ，挙
曹ノー◎

全日本山岳連盟（東海地区山岳津弱） ：1960年ジュガー

ル・ヒマール登山隊報告耆（1964-2月刊)， 山岳56年94

～107,岳人149号17～21,AAJ35.280～281．

Nepal(West).Nepal とIndiaの境のカリ河を湖り，

Api北面のApi氷河を経て,Api北西稜上のC4 (6550

m)から, 5月10日平林克敏, GyaltsenNorbuがApi

(7132m)に初登頂。翌11日津田康祐，寺阪元雄が第2登

した。

山岳56年63～93，江上康：アヒ。，岳人153， 154号，

J.W:2． 99～104,RM81． 289～294,AAJ35. 279~

280．

Nepal. Pokharaから東へ進み, Marsyandi河の支流

MuSiKhOlaをつめ，西面からHimalchuli(7864m)に挑

んだ。東尾根からWestPeakの西稜ぞいに登り,Nomh

Peakとの間から廻込みC6 (7300m)を設け, 5月24日

田辺寿，原田雅弘が初登頂。翌25日宮下秀樹， 中沢公正
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3～6． J､0.M.Roberts

(British-Indian-

NepaleseServices'

Him.Exp.)

3～7．伊藤久行

（全日本山岳連照

ヒマラヤ遠征隊）

4～5．津田康祐

（同志社大学ヒマ

ラヤ遠征隊）

4～6.山田二郎

（慶応大学ヒマル

チュリ登山隊）



が第2登した。

山田二郎：登頂ヒマルチュリ， 山岳56年1～42,AAJ

35. 275～277,登高行XVI号全頁．

Nepal.GaneshHimalのChilimeKholaからSanjen

氷河に入り， 1955年R.Lambert隊のルートを辿り, 5

月30日山稜上6500mに幕営し，翌日東峰大きな雪の

ドーム(Ca.7390m)に登頂した。主峯には達せられなか

った。

HJ22． 113～117,AAJ35． 410.

Garhwal.KaliGangaを湖り, Baraltholi (5270m)に

登り高度馴化をし, Trisul南面のBidalgwar氷河に幕営

を進め， 6月5日主稜からAnteMahkota,AlesKunaver

がTrisulH(6690m)に登頂，帰途6月7日上記2名に

隊長を加えたパーティは,Trisulm(6170m)に登頂。な

おBaroltoli (5275m)に第2登した。

HJ22. 70～74,AAJ35． 413.

Karakorum.Hispar氷河からKunyang氷河に入り，

DisteghilSar(7885m)の南西面に取付き, 6月8日西稜

上のC3に達し, 6月9日GuntherStarkerとDiether

Marchartが初登頂した。

AJ302. 1～8.HJ22. 120～133,OAZ1317. 34～63,

AAJ35.414,MW1962/63.60～69.

Garhwal.RishiGangaをへてSouthernRishi氷河に

入り,Devistanl (6678m)の5500mまで試登した。

HJ23. 138～147．

Karakorum.Hush谷に入りSerac氷河を登り, Dome

をC3 (前進基地） とした。南東フェースにC6を設け

Masherbrumの登頂を試みたが失敗。さらにC7を出し，

7月6日隊長とWilliamUnsoeldがMasherbrum(7821

m)に初登頂。続いて8日NicholasB・ClinchとJawed

Akhterが第2登した。 9日にはThomasMcCormack,

AbdulRahimがSeracPeak(Ca. 6706m)に初登頂し

た。米人7名，パキスタン人3名。

AAJ35.209～229,HJ22. 51～69,AGHM1960、 2

~8, AJ304. 9～25, SierraClubBulletin45:9． 1～

23,HarvardMountaineering,No.15,MW1962/63.40

4～6.P.J.Wallace

(British)

4～6.StaneKersnik

(Yugoslavian

Him･Exp.）

5～6.WolfgangStefan

(Oesterr.Karako-

mm-Exp.,1960)

5～6.GurdialSingh

(IndianExp.)

5～7．George1.Bell

(American-

PakistanK-Exp.)

（28）



～49．

Karakorum・東部KarakorumのSaltoro河のBila-

fond氷河に入り,GrachmaLungbaに進み,K12(7468

m)の西面を偵察。北西コル5940mからK12を試みた

が馴化不足で退却し，再度の攻撃は7月8日隊長が南西壁

の7010mに達した。 この間に2隊員はChumik氷河の

源頭まで探った。帰路GomaからGyong氷河に入り，

東端のGyongLa(5700m)に達した。

AJ 302. 147～150, HJ23. 71～79,AAJ35． 414～

416．

Karakorum.米独パ合同隊でK2を目指し， イタリア隊

と同じアブルッチ稜を辿り， 7月9日C6 (6970m)を設

け， 13日LudwigGreissl,GiinterJahrが約7260mに

達した。後は嵐のため再起できなかった。

AAJ35. 263～267,268～274,DerBergkameradl959

/60. 456～457, 825～826．

HinduKush.上部Oxus河のIshkashimをへてAb-

i-Panja川からQaziDeh谷に入り,Mandalaz谷合流点

にBCをおく。QaziDeh氷河を登りつめ，南稜の5900m

のコルから北上し，稜線上6300mにC4を設け, 8月17

日酒井敏明， 岩坪五郎がNoshaq (7490m)に初登頂し

た。

京都大学学士山岳会：ノシヤツク登頂，山岳56年43～

62,HJ22. 153～157,AAJ35． 277～278,RM80． 280

~281,DerBergkameradl960/61. 466,K．Savsse-To-

biczyka:PolskieWyprawyEgzotyczne. 353～362.

Karakorum.Saltoro谷に入りKondus氷河を糊りCon‐

waySaddle下をトラバースして, 8月10日SiaLa

(5700m)に立つ。さらにC3 (6450m)をもうけ, 8月

13日隊長とErnstSennはCa.7150mに初登頂し， この

峯を隊の略称からDepakPeakと名付けた。それから

SilverThrone(Ca. 6900m)に登頂した。

AAJ35、 416,DerBergkameradl959/60.715～716,

824．

Karakorum.Hispar氷河の入口NagarからGharesa

氷河の源頭に進み,TrivorとMomhilSarとの間の北西

（29）

5～8．P.』・Stephenson

(SaltoroExp.)

6～7.William

D・Hackett

(German-Am.

KarakorumExp.)

郎一
一、

Ｊ
前
Ｋ

戸
抵

酒
仏

９６

7～8.MichaelAnderl

(DEPAK)

7～8．WilfridNoyce

(Anglo-American



Exp.) コルに達し,Trivor (7720m)の北西稜にC4 (7070m)

をおき， 8月17日隊長とJackSadlerがTrivorに初登

頂した。

W・Noyce:TotheUnknownMountain(邦訳：野間

寛二郎),AJ302. 1～14,MW1960～61.141～156,HJ

22． 134～140,AAJ35． 416.

Hindu-KuSh.Afghan中部のNuristanのPanjshir河

を湖り,MirSamir(6059m)の南東稜の5000mに達し

たが天候悪く中止した。

AJ302. 139～140,Dunsheath:AfghanQuest.

Hindu-Kush. Berlinから往復バスで遠征し, Central

Hindu-Kushに入った。KabulからPanjshir渓谷を北上

し,Anjuman-Pass(4225m)を越し， さらにAmu-Daria

源流のSachi河上流のKoh-i-Bandakor(6660m)を攻撃

した。馴化不足をととのえ， 9月22日Hasse,Wolfgang

vonHansemann,SiegbertHeine,HannesW.inklerが南

西稜から初登頂した。帰路にはAnjuman部落から東の

Pagar渓谷に入り (10月上旬), 5000m級5座に初登頂し

た。またWarmaTno氷河でも2座に登頂した。

DAVJ86.150～157,MitteilungendesDAV.13:1.

7～9, {GBergundMensch'' (Hrgh.T.Hiebeler) 140~

148, @(DieErde''92:1.59～70,DerBergkameradNr.

12. 407～411,0AZ1331. 143～145,159,AAJ35．418,

Bergsteigerl960/61.146～153.

HinduKush.上記AACK隊と同じくQaziDeh谷に

入り，そのルートを追うようにして， 8月27日Krzysztof

Berbeka,StanislawBiel,JerzyKrajski,StanislawKulin-

ski, JanMostowSki,ZbigniewRubinowski,Stanislaw

ZierhofferがNoshaqに第2登した。9月上旬付近の6000

m前後の3座に登頂した。

AJ303.235～249,RM80． 282～289,AAJ35． 418

~9,K.Saysse-Tobiczyka :PolskieWyprawyEgzoty-

czne. (W.SkalachiLodachSwiata,n) 353～362,

G(Taternik'' 38:Nr2～4． 87～171．

Kulu. ドイツから自動車でM"n"1iにつきChandra河

から支流のKarchoNalaに入り, 9月16日隊長, Dr.

8～9.JoyceDunsheath

(Abinger

AfghanistanExp.）

8～10．DietrichHasse

(Deutschen

Hindukusch

Kundfahrt,1960,

Sekt・Berlin、

DAV)

7～10．Boleslawa

Chwascinsl<1

(FirstPoland

Hindu-Kush

Exp.)

9．Dr.W・Hamberger

(German)
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RudiWeber,現地人BaldorとC.B、 12(6187m)に登

頂。RohtangPassでDeoTibba隊とあう。

HJ24． 81～85.

Punjab.ManaliからMalana河を経てJagatsukh谷の，

Seriに基地をもうけ, ChandartalからDuhangenPass.

をへてMalana雪原に出て, 10月7日浜中慶子， 岡部み

ち子, GyaltsenNorbu,DawaThondupがDeoTibba

(6001m)に第4登した。なおMalana雪原中の4660m

峯と，基地南方の4800m峯（チャコ・上。－クと命名）に

も登頂した。

細川沙多子：女六人ヒマラヤを行く， 山岳56年108～

125,AAJ35. 281～282,H・C-NewSletterl8.

Nepal.科学者，特殊技能者，登山家を網羅した総勢21－

名の大遠征隊である。ここでは雪男探査は省略し，登山を

主とする。NamcheBazarからMingboにBCをおき，

Rakpa氷河を湖り,AmaDablamの南西下の5723mに

SilverHut, 5301mにGreenHutを設置し, 12月から

翌年4月まで滞在し，越冬をしながら高所生理学の研究な

どを行った。 11月18日Dr.J.S・MilledgeとSherpaが

南東稜からPumaDablam(6395m)に初登頂した。数日

後第2登も行われた。なお10～11月に近辺などの3峯に

登頂した。

SirEdmundHillaryandDesmondDoig:Highinthe-

ThinColdAir､仏・独訳あり),AJ303. 343～364,HJ,

22. 141～145, 23. 30～46,AAJ35.411～412,36.69~

98,NGM. 122:4 (0ct. '62)502～547,MW1962/63.

70～91.

Sikkim.GantokからLachen-chuに入り,Kangchen-･

jauの北東面から試登し,EastColから東稜の6250mに

達した。帰路はMomeSamdongをへてLachung-chuを

下った。

HJ22． 75～83.

Garhwal.隊長,DilipBanerjee,SherpaAngTsering,.

PembaNorbu,Ajeeba,Tashiは10月22日NandaGhuntL

(6309m)に第2登した。

HMI・Newsletter.No.46 8,No．6.Table.

9～11．細川沙多子

（インド・パン

ジャブ婦人親善

隊）

9～12． SirEdmund

Hillary

(Himalayan

Scientificand

Mountaineering

Exp. 1960-61)

9～10.H,V､R･ Iengar

10.SukumarRoy

(CalcuttaExp.〕

（31）



10.E.J.E.Mills HinduKush.SwatandlndusKohistanに入りFalak

Sar(5918m)を西，東面から偵察した。

AJ304． 42～53.

Nepal.Rolwaling渓谷に入り,Ripimu氷河からCho-

butseの北面と南面を偵察したが，落氷が危険なため目標

をPigferago(6624m)に変更した。同峯の北面から西稜

に取りつき先発隊は引返えしたが，後発隊のAlainBarbe-

zatとSherpaNawangDorjeは10月21日登頂した。そ

の後TolamBau氷河に入り, 10月30日PierreGirod

と隊長は南稜ぞいにPimu(6350m)に第2登頂。 11月1

日隊長はシェルパNimaTensingをつれ， さらに北上し

て西面からSingkar(6290m)に登った。 Barbezat夫妻

はTesiLapchaの南のParchamo(6322m)の第2登を

行った。

MA35． 130～136,AGHM1960. 12～17, AAJ35.

410．

青海（積石山） 中国西部．西寧から旧青海州に入り，

Kongmar氷河を登り頂上直下(600m)の断崖にはばま

れ，南東面をさぐり， さらにWalmar氷河を辿って北東

面から， 6月2日白進考ほか7名がAmneMachin(7160

m)に初登頂した。

AJ303. 274～283,中国の登山運動。

10～11.RobertSandoz

(CAF)

牛5～6．白 進 考

(Peking

Geological

Institute'sExp.)

1 96 1

1～6． SirEd，Hillary

（前出）

Nepal.1960年から越冬し高所生理学研究に従事してい

た。 2月下旬からAmaDablamの南稜に取つき，困難な

塔や氷段に次々と幕営を進め, 6300m台地に氷洞を掘り，

3月13日Dr.MichaelWard,BarryC・Bishop,Michael

Gill,WallyRomanesが鋭峯AmaDablam(6856m)に

初登頂した。次いで酸素なしでMakaluに登るべく，

HonguKhola,BarunPlateau氷河をへてBarun氷河に至

り,MakaluColをへて頂上から下っている氷河上にC7

(8230m)をつくり, 5月18日頂上を目指したが,P.D.

Mulgrewが病気となり, 8350mで引返えした。

文献は1960年と同じ。

Hindu-Kush.SwatandlndusKohistanに入り,Khan

Shai (Ca. 5640m)を西面(Ushu河）から登頂した。

1．E.J.E.Mills
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AJ304.42～53.

Sikkim.TalungPeak(7349m)を偵察した。

Alpen38:2Q、 107.

Nepal.Nepal-Tibet中央および東部国境圏で5カ月間

人種学的研究（シェルパの生活）と登肇を行った。

Bergkameradl961/62.707.

Nepal. トリスル河支流ランタン・コーラに入り， リル

ン氷河にBCを設け， ランタン・ リルン(7245m)を南

東面から取つき，氷河雪原5600mのC3に待機中, 5月

11日4時45分上部氷壁が崩壊し，森本，大島健司， サー

ダー・ギャルツェン・ノルブが死亡した。

山岳57年93～115,大阪市立大学ランタン･リルン遠征

報告書（37年， 144頁), JAC会報215, AAJ36． 270,

OAZ1331.160～161.

Nepal.Marsyandi河を湖り,Manangbhot村の対岸堆

石上にBC(3565m)を設け，偵察後これを3810mに移

す。AnnapurnaⅢとⅣ峯の間のアイスドーム(6100m)

のEaStColを越えて， Ⅲ峯の東斜面に向う。 4月26日

AnnapurnaⅢ峯(7577m)に向ったが，頂上下150mで

悪天候のため引返した。 5月2日攻撃を再開し， 5日C5

(6800m), 6日Kohli,SonamGyatso,SirdarSonam

Girmiが16時15分初登頂した。

Kohli :LastofAnnapurna, do : (InHimalayanEn-

deavour) :Chapt.13.95～110,AAJ36, 268～269,岳

人188, 158～162．

Nepal.ThyangbocheからNuptseの南稜，中央稜を偵

察後，中央稜をルートにきめ, Nuptse氷河の右岸にBC

(5180m)を設ける。忠実に中央稜を登り, 5月15日C8

(7255m)に入り，翌16日DennisP・Davisとシェルパ

TashiがNuptse (7879m)に初登した。翌17日Les,

Brown,ChrisBonington,Dr. J・Swallow,AngPemba

が第2登した。

AJ303,209～234,HJ23. 3～15,MAFeb'62. 167

~172,AAJ36. 99～106．

Nepal.JugalHimalのPhurbiChyachumbu氷河に入

り， 1960年伊藤隊と同じくBigWhitePeakを目指し，

（33）

3～4．RobertO.Lee

(America)

4～5. JanBoon

(alone)

4～5．森本嘉一

（大阪市大ヒマラ

ヤ遠征隊）

4～5．Lieu・M・S.Kohli

(IndianNavy

AnnapurnaExp.)

4～5． JosephWalmsley

(BritishExp.）

4～5．梶本徳次郎

（全日本山岳連盟



中央山稜をこしてMadiaPeakと主峯のコルに登り，稜

線の6990mに雪洞を掘り, 5月13日赤山， 小泉，森田

は頂上から33m(7050m)に達したが，風雪激しく引返

す。 5月11日梶本，番場宏明， シェルパらとC4から

GyaltsenPeak(6705m)に第3登。 5月13日野村哲也ら

は,C2からLadiesPeakを経て南稜線上のGumasiPealr

(6100m) (命名・円峯の意）に登頂した。

山岳57年116～130,AAJ36. 270,6AZ1331. 161.

Nepal.MarsyandiKholaからMuSiKholaに入り，

Peak29の西尾根上の4900mの鞍部一住吉のコルーを越

してThulangi氷河を発見し，その氷河上に降り, 4300m

にBCを設けた。この氷河の上部は氷曝が悪く，西面から

の登肇を断念し，付近の偵察と試登を行い， 5月18日西

尾根の6200mに初登頂した。帰路は氷河を下りDona

KholaからMarsyandiKholaに出た。

山岳57年72～92，篠田軍治:P29西面(37年11月),

AAJ36.270,6AZ1331.161～162.

Nepal(West).Karnali河の支流Bheri谷からJagdula

Kholaを糊り, 5月4日BCを設く。SisneHimal,Kan-

jirobaHimalを測量調査をする。Dr．H・Tichyの<GPa-

ssangPeak''の東の1峯Matathumba(Ca､6100m)に登

頂した（5月16日)。氷河の上流をさぐり，西面に移り

MaharigaonでもSisneHimalの中央の1峯に登る。帰

路はJumlaからMabuPass-Dailekh-Surkhetを通った。

AJ304. 120～129,HJ23． 89～99, AAJ 36. 269,

MW1962/63.92～101．

Karakorum.Shyok,Kondus谷をへてKondus氷河と

Sherpi氷河の合流点4150mにBCを設く°Kondus氷

河をつめて東源頭のSiaLaを越してSiachen氷河上部

(WestSource氷河）を南下し,Mt.Ghent (7450m)の

西稜の凹みにC4 (6400m)をおき, 6月4日Wolfgang

Axtが単独で初登頂した。 なおSilverThrone(6900m)

の第2登に成功した。

HJ23. 47～55, 6AZ1318. 121～22,AAJ36. 278,

OAVJ87． 153～166.

Garhwal.6月13日0.P_ Sharma, SherpasPhurba

ヒマラヤ遠征隊）

4～5．篠田軍治

（大阪大学山岳会

ヒマラヤ遠征隊）

4～6． JohnB・Tyson

(Britain)

4～6．ErichWaschak
●｡

(Osterr.

Karakorum

Exp. 1961)

5～6． Capt・Narinder

〈34）



K''mar

(IndianExp.）

Lobsang,LakpaGyalbuLamaはNilkanta(6596m)の

南面から取つき, C5から東稜をへて初登頂した。

N.Kumar(InHimalayanEndeavour).Chapt， 14,111

~124,AJ306. 139～141,AAJ36, 272,HMI.NLNo.

6.Table,HJ24． 148～155.

Punjab.KuluのBeas河からParbati河にそい,Dibi-

bokriNalaに基地をもうける。KuluMaltal,,といわれる

LalQilaを目指し,No.2氷河をつめ, 5850mの峠に達

し,WeSt氷河との中間尾根の5500mの峠をこしC3を

設ける。 6月2日18時西氷河源頭から西稜をへて西壁を

LalQila(6349m)にDomenicoDeRiso,FrancoAlletto

が初登頂した。この日は150mに22本のハーケンを打っ

て進むのに， 12時間を要した。帰路は西氷河を下る。

RM80:7/8. 242, 81:11/12. 333～350,HJ24. 86

～89．

Garhwal.RishiGangaからNandaDevi内院に入り，

同峯をねらってその6700mに達した。South氷河から6

月16日，隊長,Maj・ JohnDias, SumanDubey,Hari

Dang,Lt.N.Sharma,Sherpas,Kalden,NimaがDevistan

I (6705m)に初登頂した。 6月21日には西となりの

Maiktoli (6803m)に隊長, Dias,Dubey,Dang, Capt.

K.N.Thadanni,Sherpas,Lakpa,Nima,Kaldenが初登

頂した。

HMI.NLNo.6.Table,AJ303. 390,AAJ36. 272~

274．

Kashmir・NangaParbat (8125m)の西側Diamir氷河

の4200mにBCを設置。中央稜の左側よりフランケに

取つき, C3 (6600m)から6月20日ToniKinshofer,

J6rgLehne, SiegfriedLoewが7150mに達しビバーク

した。翌日から天候悪<断念。

Bergsteiger29:7.457～461,0AZ1321. 2～4,AAJ

36． 280～281．

Karakorum. Skardu,AskoleをへてBaltoroに入り，

Paijuの下に幕営。北面，東面，南東面をさぐったが， ど

こにも容易なルートは発見できなかった。西面は可能性が

あった。モンスーンとなり帰る。

（35）

＄～6．PaoloConsiglio.

(Spedizione

romana,CAI)

5～6．GurdialSingh

(IndianExp.)

5～6.KarlM.

Herrligkoffer

(Deutsche

Diamir-Exp. '61)

5～6．FelixK･Knauth

(AmericanExp.)



AAJ36、 278～279.

Punjab.Beas河を湖り ChandraKhanT'1峠をこして

Malananullahに下り, 3840mにBCを設く。Malana

氷河を登り,DeoTibbaとIndrasanとの間のコル5490‘

mにC4をおき, 6月20日DeoTibba(6001m)に第5

登した。 7月1日第6登を行いIndrasanにも試登した。

その後東部のEastTos氷河に入り，これを探査し,White･

Sail (6416m)に第2登した。

AJ 305. 323～331, 306. 59～60,HJ23． 110～132,

AAJ36.275～278,Alpen39J. 177.

Karakorum.KhapaluでShyok河を渡りHushe河を

湖る6K6 (7280m)を南と北のChogolisa氷河方面か‘

ら偵察（南西面Nangmahから6100mまで試登),後

Aling氷河の末端に基地をつくり， この氷河周辺のEtwar･

Peak(6400m),Hunchback(6553m),Sceptre(5791m),

Mitre(5943m)の4座に登頂した。

AJ304. 73～84.HJ23. 80～88,AAJ36.279～280,

Karakorum. ヨーロッパから陸路をGilgitに至る。

Hunza谷からMinapin氷河に入り，周辺の氷河および植

物研究をした。

HJ23. 16～20．

Hindu-Kush.KabulからPanjshir渓谷に入り,Anju-

manPassをこし，同名の河を東北へ下り,Munjonをへ

てRees谷の支流Chrebek谷にBCをもうけた。 8月10

日右岸のHausberg(4650m)に登頂。 8月12日左岸の

Biisserberg(5230m)に登る。氷河源頭のKoh-i-Chrebek

(6250m) (SnowbirdPeak)は2夜のビバークの後, 8

月17日 J.Ruf, G.Heyser,O.Laudi,B.Lentgeが初

登頂した。帰途左岸のSchwarzeTurm(4850m)に登っ

た。

Alpen38:3Q、 168～170,OAZ1331. 145,AAJ36"

281．

Hindu-Kush・上記Chrebekの南西のDarrah-i-Deh-

Ambi谷に入った。 この源頭のKollaeAhmeadBaba｣

(5800m) に8月25日に登頂。 同日Djuk-Deh-Ambi

(5600m),KollaePierjach(5620m)にも登頂した。また

6～7．RobertPettigrew

(Derbyshire

HimalayanExp.)

7～8．A.J.MSmyth

(RAF.KK-Exp.)

7～8.W.P・Gamble

(CambridgeUniv

Exp.）

7～8． JosefRuf

(Bremer (DAV)

H-K.Kundfahrt)

8～9．Dietrichv.

Dobeneck

(Traunsteiner

Hindukusch-
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Kundfahrt) 8月28日にはBordj-Deh-Ambi(5750m)とDeh-Ambi

Tower (5650m)にも登頂。その後となりのDurrah-i-

Shahran谷に移動し, 9月1日Koh-i-Marchechの最高

頂Sarguna (Ca. 6060m)に西稜からK.Brenner,O.

Huber,F・Wagenberger,K.Winklerが登頂した。 9月

6日Shakhi-Kabud(Ca､6015m)を東稜（上記4名で）

から登頂し， 中央峰(5650m)にも登った。なおKabud-

Turm(5850m)ではビバークを強いられ， これらに57時

間を要した。

OAZ1331. 145～146,Taternik38:2～4, 75. 80,

DAVJ87． 167～174,AAJ36． 281～282,Alpen39J.

180～181．

Hindu-Kush.Kabulの西方で東部Koh-i-Baba山脈の

Korkhu谷に入り,Koh-i-Kol (5010m) (Montagnadel

Lago)とKoh-i-Shuksi (Ca. 4800m)に初登頂した。

RM81 : 1～2. 54～55,AAJ36. 281,HJ23. 194.

Punjab・英国から自動車でManaliに達し, Chandra河

からBaraShigri氷河の上部にBCをおき， 周辺の測量

に従事した。北東の支氷河を登って， 北面からShigri

Parbat (6645m)に初登頂した。

HJ23. 56～61,AAJ36． 524．

Garhwal.NitiからDhauli河を湖りVasudharaTal

に至り, EastKamet氷河を登り,ManaPeakとKamet

を結ぶ岩壁下5970mにC3を設ける。 9月21日Mana

の北西稜上6870mにC5を進めたが，頂上下50mで引

返えし，再攻も悪天のため登頂を断念した。

HJ23. 148～150．

Kashmir.KolahoiNorthern氷河調査。

AJ306. 138～139．

Karakorum・GilgitからChaltに至り, Daintar氷河

を調査し，次いでBaltar氷河に向い,Teigniを試登， さ

らにKukuay氷河に入り,KutiDorkushをSatoMaru

氷河側から試登し5700mにビバークし, 9月28日天候

悪く断念した。

山岳57年156～164,島澄夫：秘境フンザ王国,岳人167

号18～23.

8～10．ArditoDeSio

(Spedizione

italianain

Afghanistan)

8～9. J・P.O'F・Lvnam

(BritishExp.) .

8～9．BiswadebBiswas

(India)

8～9．N.E.Odel]

9． 島 澄夫

（日本・パキスタン

合同隊）
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Punjab.陸路ManaliからShigri氷河に入りBCを設

け6050m峰に試登。次いでLion(6096m)とCentT･nl

Peak(6285m)に登頂。さらに氷河左岸TosNullahとの

分水嶺上の6247m峰を試みたが，約150m低い前峰で

時間がなく引返した。

HJ23． 62～70,AAJ37． 524.

Nepal.ChoOyuの東稜5800mの稜頂に1959年女性

隊の記念碑を取りつけた。

Alpen38:B45.

Sil<1rim.地点が明確でないが, Kangchenjauの南面の

5790mにBCを設け, 10月10日隊長とLekpaTenzing

がYulhekang(6429m) (南面からではない), 10月13日

DeviSingh,PembaGyaltzen,NimaTseringがChombu

(6362m)に初登頂した。北面からKangchenjauを試み

るべくコルをこし,ここから10月21日隊長,L.Tenzing,

JaSwantSinghはブリザードの中を頂上(6889m)に第2

登した。

HJ23． 169～170,AAJ37. 528,HMI・NL.No． 6．

Table.

Garhwal.NandaKhat (6611m)に10月20日隊長と

ポーターPanSinghが初登頂した。

HMI.NLNo. 6．Table.

＊上記Tableの6861mはNandaKotの標高で誤り，お

そらく南NandaDevi氷河側からの登頂と思う。

Nepal. 11月23日NamcheRnzMrをたち，翌日Nare

Kholaの4880mにBCを設け,Mingbo(6195m)を試

登し5950mに達した。また付近の調査を行った。

HJ23. 133～137.

Nepal.Khumbu地域の写真測量を4～7, 9～12月

(1962年1月まで）に亘って行った。

Mitt・DAV， 1961. 186～187.

Garhwal.Bhyundar渓谷からNilgiriParbat(6474m)

に試登し，積雪が危険のため5950mで退却した。

HJ23. 193,HJ24. 138～140, AAJ36. 275,HMI.

NL・No． 5． 22．

Pamir. (新彊)．新彊西南部（罠喬山脈）のKungur

9～10.JosephineScarr

(Women'sKulu

Exp.)

9～10.JanBoon

9～10． SonamGyatso

(IndianExp.)

10.PrithviChaudhuri

(IndianExp.)

11～12. J.S・Keen

(BritishArmy

Exp.）

*ErwinSchneider

(NepalHim.Research

Scheme)

*J.Nanavati

(IndianExp.）

＊5～6．哀揚(Yuan-
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yang) (Qungur)第1峯(7595m)の登頂を目指した(5/16)｡6

（中国女子登山月17日13時20分（北京時間以下同じ）副隊長王義勤が

隊） パントー，シーラオ，チャムチンを率いて7560mに達し

たとき，王，チャムチンは引返えし，チベット族の2名が

22時30分コングル・チュウピェ・タグ（中国名）の頂上

に立った。第2登。帰途7400mでビバークし，翌日突撃

キャンプ(7300m)に達した。 7000mで激しい吹雪にあ

いシーラオは落命した。

中国画報・通巻118号1961． 10 （極東書店版)， 32～

35,RM1961. 244,中国の登山運動．

＊8．E.ダム Pamir・フェドチェンコ氷河とピワチヌイ氷河の合流点

（ソ連） に基地を設け，ヘリコプター輸送をした。ピワチヌイ氷河

から接合点をへて，プラウダ峯をまきコムニズム峯（前ピ

ク・スターリン峯）の南稜をつめ, 7200m雪洞から8月

13日11時30分コムニズム峯(7495m)に14人が登頂し

た。

岳人193号18～21， 194号114～117, 195号104～

107．

1 962

9/61～4/62.Kenneth Karakorum.科学者13名で各分野の科学調査を行う。

Hewitt A1pen. 38J,B140．B194.

(International

Biafo-Gyang

Exp.)

3～5.GerhardLenser Nepal.Everest山群の北方にあるPumoRiを目指し，

(German-Swiss その西面と南東面を偵察後， 北東稜に取りつき苦労の末

Nepal-Himalaya Lingtrenとの鞍部に達し，東北東稜を登り, C5から5

Exp.) 月17日隊長,E.Forrer,U.HiirlimanがPumoRi (7145

m)に初登頂した。気骨のある報告である。

G.Lenser:PumoRi(邦訳：緒方郁映．橋本信),MW

1962/63. 127～132.DAVJ88.148～155,HJ24. 41~

47,AAJ37. 517～518,Bergsteiger30J、 319～326.

3～6.LionelTerray NepalEast.Jannuを目指しYamatari氷河に入り，支

(FrenchExp.) 氷河からCDentelle'の頭に出，南稜上を進み，一旦頂上

まで200mに達したが吹雪で引返えし, 4月27日R.De-

maison,P・Keller,R・Paragot,SherpaGyaltsenMikchung
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がJannu (7710m)に初登頂。翌28日J.Bouvier,P.

Leroux,A・Bertrand,Y・P-VillardおよびL・Terray,

J.Ravier,SherpaWongdiが登頂。

L.Terray:LesConquerantsdel'Inutil (1961),MA

No. 38． 230～231,No． 39． 268～387,HJ24. 3～15,

AAJ1963. 517,朝日グラフ1962-8-17.

Nepal.Everest.再度EvereStを目指し, Lhotseの

EperondesG6nevoisわきのクーロアールに取付いたが，

SherpaNawangTseringが落石にあい死去。 5月23日

SouthColにC6を設け, 28日に8430mにC7を進め

た。29日は風雪で酸素がきれ,30日は快晴だが雪の状態が

悪く，南峯直下8720mで断念して引返えした。

HJ24. 21～34, AJ306. 1～10,MA1963. 40～49,

Alpen39J、 172,AAJ1963.518.

Nepa1.4つの科学班がTeraiおよびKhumbu地域に

3月から11月まで植物相などを調査した。 また9月より

12月までは5班がKhumbu-Himalの地図作成に活動し

た。地図はErwinSchneiderが担当している。

Alpen39J、 174～175,Bergsteigerl961/62597～600.

SikkimSW.Kabru山塊のKoktang(6147m)に, 4

月26日隊長とCapt.K.P.S.Ahluwallaとシェルパ2名

が登頂した。

AAJ1963、 528.

NepalEast.前回と同じく PhurbiChyachumbu氷河

に入り, CentralRidgeのHighPass (5960m=C5)か

ら,BigWhitePeak南氷壁を筆じて国境稜線を辿り,5月

3日森田格，安久一成がL6npoGang(7083m=B.W.

Peak)に初登頂｡ 5月5日中野満，石田嘉一，秋山正人，

加藤幸彦が第2登した。

山岳58年103～118,岳人171． 94～96,AAJ1963.

520,Alpen39J、 175～176,0AZ1327. 38, 1331. 161.

Nepal.KaliGandakiのTukuchaからDanBhush

Kholaをつめ,HiddenValleyに入りHongde峯左岸の

氷河を進み， 5月8日宮原，石坂，平山善吉， シェルパ

AngTemba,AngDawaがHongde(6600m)に初登頂

した。その後北方からChurenHimalのKantokal(6500

3～6.JohnDias

(2nd． Indian

EverestExp.）

3～12．Dr.G.

Diesselhorst

(ForSchungs-

unternehmens

Nepal-Himalaya)

4．K・S．Rana.

(IndianArmy草

HimalayanExp.）

4～5．高橋 照

（全日本山岳連盟

：第3次ジュガー

ル・ヒマール遠征

隊）

4～6．石坂昭二郎

（日本大学ムクト

・ヒマール学術調

査隊）
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m)に登頂し，北のBarbungKholaに入り, JanglaBhan-

jyangを越し,MayangdiKholaに出た。

日本大学ムクト bヒマール学術調査隊報告書， 山岳58

年， 88～102,AAJ1963. 520～521,0AZ1324. 83.

Nepal・GyachungKangの登山許可をとり, 21日の後

その麓NgOjumba氷河に達した。 2週間を費して東の

NupLa(5915m)を越し， ここでシェルパを帰した。後，

隊員4名のみで重荷をもってWestRongbuk氷河に出て，

さらにEastRongbuk氷河を登り, 5月30日NorthCol

に達した。幕営をEverestの北方ルートに進めたが, 6月

3日7620mまで登り退却し，帰途も苦難を重ねた。

W､W・Sayre:FouragainstEverest,Lifeinternational

1963.March25． 74～86,Alpen39J. 172～4, do-B.

63～64,OAZ1324. 82.

NepalWest.Bheri河を湖り, Kaigaonにつき, Jag-

dulaKholaを湖り，西からKanjirobaに近づこうとした

が，谷が悪く断念。GarpungKholaに入り,Kanjirobaの

南東壁下で測量と小登山をなす。 5月14日 J.Scarr と

B.Sparkがシェルパ2名をつれJagdula峯(6553m)に

初登頂-PinnaclePeakと命名一翌15日第2登をし

た。その後Kagmaral,H,Ⅲ峯に登頂。GarpungKhola

源頭のコルを越してSuliGhadに出る。

AJ 306. 65～77,HJ 24. 63～73,AAJ1963.523,

OAZ1324． 583.

NapalEast.Darjeelingから西行してNapal領に入り，

Tharpu,Yanpodin,HelokをへてGhunsaKholaから

Kangbachenを通り,Nupchu氷河からNupchu(7028m)

を東稜より攻め， 5月20日C3から椿隆行とSherpa

ChOtaleが初登頂。 21日額田正巳と西田不二夫， さらに平

野征人と加納巌が第2登。22日西岡京治,AngNamgyal,

AngPhurbaが第3登した。その後Lhonak, Pangpema

をさぐり,Yalung谷, Sharphu山群を探査した。

山岳58年． 63～87，ヒマラヤの奥深く 13～15,THAK-

TO5. 161～181, HJ 24． 16～20. AAJ 1963.519,

Alpen39J、 171,0AZ1324. 82.

Nepal.HonguKholaを湖りChamlang西麓にBCを
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4～6．WoodrowWilson

Sayre

(AnAmerican

Exp.)

4～6.DorothyGravina

(BritishWomen's

JagdulaExp.）

4～6．中尾佐助

（大阪府立大学東

北ネパール学術調

査隊）

4～6．中野征紀



（北海道大学ヒマ

ラヤ遠征隊）

おき，西稜と北西面を偵察し，南稜の途中に食入る氷河に

登路を求め，幕営を進めた。氷のアレートが悪かったが，

C4からやや上の雪洞から5月31日安間荘とSherpaPa-

sangPhutarⅢがChamlang(7317m)に初登頂した。

帰路はAmbuLapchaを越しImjaKholaを下った。

山岳58年． 15～28，北大山岳部々報9号． 23～73,

Alpen39J.172,AAJ1963.518～519,0AZ1324.82.

Kashmir.前年と同じく，西面からNangaParbatに登

るべく, Indus河ぞいに下り, BunarからDiamir谷に

入りDiamir-Flankeのルートに入る。Bazin-Scharte下

のC4から,6月22日A,Mannhardt,S.L6w,T.Kins-

hoferが17時間の苦闘の末，西側からの初登筆（第2登）

に成功した。帰途8080mでビバークし, 23日L6wがス

リップ°して死去した。

MW1962/63.102～126, Bergsteiger29J. 457～461,

AAJ1963. 524～525,MA・No. 39． 308,0AZ1321． 2

～4， 1324． 81～82．

Zaskar. LeoPargiyal (6770m)に登山中, 6月20日

C2幕営地(6460m)が不適当で変更中，断崖上の横断で

スリップが起り，隊長とCapt. J.N.Wadhwa, Sherpa

GyaltsenMikchung (Jannuを初登頂してすぐに参加),

KarmaWanchoo (Ajeebaの息子）が300m墜落し，

Wadhwa大尉のみが生残った。遭難後のアクションが不

手際であった。

HJ24. 134～136,AAJ 1963. 524,Alpen39J. 178,

OAZ1326. 130.

Garhwal East.NilgiriParbat (6474m)に登るべく

BhiundharGangaに入り, KhuliaGhataをこし， 山の

西面と北面より二度にわたって試登したが， 1937年の

Smytheの頃と雪の状態が異り，天候も悪く退却した。

ManaPeak(7272m)は上記二回の中間に行われ，南面の

GuptaKhal (5788m)から取付こうとしたが，地形と雪

と天候に妨げられた。近くの6062m峯に登頂した。

HJ24． 74～80,AAJ1963. 524．

HinduKuSh.TirichMir東峯(7692m)をめざして，

約6100mで雪崩にあい頭と顔に負傷し幸いにもアメリカ

5～6．KarlM.

Herrligkoffer

(Deutsche

Diamir-Exp.)

6．P.S・Bakshi

(IndianArmy

MountaineeringAss.

Exp.)

6. Capt・ JagjitSingh

(IndianArmyMana-

NilgiriExp.)

6．FritzStammberger

(German-alone)
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隊の処置をうけることができた。

DerBergkamerad62/63. 626～631,AAJ1963. 526.

HinduKush.TirichMir(7700m)を目標にノールウ

ェイ隊とやや異ったルートを3週間にわたって試登し，

6553mCampで5日間雪崩の危険のため足留めされ，下

山した。

AAJ・ ’963. 526．

Karakorum・SaltoroKangriを目指してBilafond氷河

から, BilafondLaを越しSiachen氷河に出, Peak36

氷河に前進基地を設営した。SaltoroKangri (7742m)の

南東面の氷斜面にルートをとり， 7月23日斉藤惇生，高

村泰雄,RajaBashirがC5を出発し, 7400mでビバー

ク。翌24日初登頂した。

京都大学学士山岳会：サルトロ・カンリ，山岳58年29

~62,AJ308.73～80,AACK時報No. 2. 1～64, No.

3． 36～42,AAJ1963. 525～526,A1pen39J. 180.

Karakorum・Hispar氷河北岸のKhinyangChhiSh

(7852m)とPumarikish(7492m)を目標に，前者の南

々西稜にルートをとり, Pumarikish氷河のSnowbasin

5490mにC2をおき，尾根に取付き幕営を進めたが, C

4を建設中， 7月18日隊長とCapt．M､R.F. Jonesが約

6100mで雪崩にあい，約1500m下のPumarikish氷河

に流れ落され死亡した。

AJ306. 100～107,HJ24.96～106,141～142,AJ308.

98～102,Alpen39J. 179,AAJ1963. 526, 0AZ1324.

83， 1326． 130．

Ka'-nkorum.Hunza渓谷とSkardu地域で地質学探査。

隊員Dr.EtcoleMartinaはMisgar村とBarah谷をへ

て,TehriSar(5050m)に北壁から初登頂した。

AJ306. 123,AAJ1963. 527．

HinduKush. Badakhshan地方のAnjuman峠をこし

て，同名の谷を下り,TilliまでMunjOn谷を上る。その

東部のKoh-i-Mondi(6248m)とKoh-i-Jumi(6040m)

の間のアイスリンネに入り，7月26日隊長, O.Reus,H.

VogelがMondiに初登頂し，隊長とVogelは西峯Jumi

に登頂。 8月に入り付近の5000m級の8座に初登頂し，
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6.FelixK.Knauth

(AnAmericanExp.)

6～7．四手井綱彦

(Pakistan-Japan

JointKarakoram

Exp.)

6～7.Maj.E.J.E.Mills

(Britsh-Pakistan

ForcesKarakoram

Exp.)

7～8.ProfArditoDesio

(ItalianExp.)

4

7～8. JosefZiegler

(Bamberger

(DAV)Hinduku-

sch-Kundfahrt)



Perun谷でも5000m級3座に登り,Weran峠をこし

Pech谷を下った。

DAVJ. 88. 156～166.OAZ1331. 147～148,DerBerg-

kamerade62/63448～452,AAJ1964. 233.

HinduKush. この隊は二隊で編成された。

A)StanislawBiel外Krakawの9名。WakhanCo-

rridorに入り, UrgundiBala谷に入り, KohiTez

(ScharferGipfel) (7015m)に, 8月28日 J.Krajski,

A・Pachalski,W.Olechが初登頂し，続いて29, 30日

にかけ全員登頂した。ほか6000m級数座に登った。

B)S.ZierhofferはPozenグループ7名とフランス

GUMS4名からなる。同じくWakhanのQaziDeh谷

の支谷Mandarasに入り, 8月27日 J.Dobrogowski,

A.Gasiorowski, J.Mitkiewiczが北西稜からKoh-i-

NadirShah(7125m)に初登頂。 29日隊長ら6名が第2

登。 9月4日きつい氷のルートをとり, Koh-i-Mandaras

(6631m)に隊長とJ.Stryczynskiが登頂した。また8月

上旬にはM5(6000m),M3(6100m),M4a(6300m)

にも登頂した。両隊ともに登鑿のみではなく，科学調査も

行った。

Taternik1962. 172～174, -do-1963,AJ306. 121~

122,OAZ1331. 154～157．

HinduKuSh・Swat河畔のKalamからUshu河を湖

りPologaから北上,WestFalakSar氷河に入りFalak

Sar(5918m)の北北西稜を試登。その後Paloga谷に入

り同名の峠を越してGabrial河に出,Mirshahi をへて

SirriDaraに入り, Swat-Kandia分水嶺上の5182m峯

に登頂しKalamに出た。

AJ307. 251～261,HJ24. 107～118,AAJ1963. 526

～527．

HinduKush.Badakhshan地方からAnjuman峠と東部

のRamgel峠との間に入り, Kalodakで5座, Kaschau

で2座,Tscabteraで2座,Katataraで3座，いずれも

5000m級に登頂。

OAZ1331. 148～149,DerBergkamerade62/63.424~

430．

7～9．Stanislaw

Zierhoffer

(2ndPolishHin-

duKushExp.)

8～9.TrevorH，RT･aham

(IndiaExp.)

企

》

9．WernerKaesweher

(Rosenheimer

Hindukusch-

Kundfahrt)
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Nepal.MayandiKholaの支流MuriGurjaKholaの

Gurjakhaniにつき,Darsingeの4420mの峠をこしKaphe

Kholaに出て, DhaulaHimalW(7640m)を西南側か

ら試登。その他GhustungSouth試登, 10月9日5334m

峯登頂， 22日隊長, SherpaNawangDorje,AngPemaが

C3からGhustungNorth(6462m)に登頂した。Kaphe

Kholaを下る。

AJ307. 188～197,HJ24． 53～62,AAJ1963. 521~

522．

Nepal.DhaulagiriⅡを目標に，その南面4600mに

BCをおく。 9月26日Mayandi氷河をこして偵察, 10月

11日， 隊長と宋允一が6700mの前衛峯に向うも登頂出

来ず断念す。

AJJ1963. 522,韓国語報告書あり。

Punjab､クルー渓谷のMalana河から同名氷河にBCを

おく。 10月8日Indrasan(6221m)を東南側のC3(5500

m)から目指し, 11日南壁を攻撃したが天候と雪にはばま

れ， 13日富田幸次郎，宮木靖雄が初登頂した。同日C2か

ら大森義次， 田中二郎, C3にいた岩瀬時郎， シェルパ

Gundingが北東稜からDeoTibba(6001m)に第9登し

た。

京都大学山岳部：インドラサン登頂，小野寺幸之進：パ

ンジャブ・ヒマラヤの山と谷，山岳58年119～132,京大

山岳部々報11号33～81,HJ24. 90～95,AAJ1963.523

~524,AAVK13号18～25．

HinduKush・WakhanのMandaras谷に入り,Kishmi

Khan(ca7200m)の西の鞍部から西稜を攻め, 6100mに

達したが新雪で断念。 なおdeGrancy,HansPischerは

地図と地質の調査を行った。

OAZ1331.157～158,DerBergkamerade62/63. 597~

598．

Nepal・AmsterdamUniversityの科学班と登肇班が合

同した隊で，後者の隊長は4月Jannu,7～8月Andesで

活躍したLionelTerrayである。AnnapurnaHimalの西

端の名峯NilgiriNorthPeak(7031m)を目指し,Tuku-

chaの上流Jomosonから非常に急峻な北面をへて西稜に
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9～10. J､0．M．Roberts

(BritishExp.)

9～10．朴 鉄若

（韓国慶煕大学

遠征隊）

9～10．小野寺幸之進

（京都大学山岳

部パンジャブ・

ヒマラヤ遠征隊）

9～10. SeppKutschera

(Osterreichische

Rinl1,,1<usch

Exp.）

9～11.Dr.C.G.Egeler

(Netherlands

HimalayanExp.)



出, C3から10月19日，隊長,Holger,PeterandPaul

vanLookerenCampagne,SherpaWongdhiが初登頂し
鋒
』ｰ。

HJ24. 48～52,AAJ1963. 522～523,その他略す。

GarhwalEast.Nilgiri-Parbat (6474m)の第2登。
HC-Newsletter20.

10．AmulyaSen

(HimalayanAss.of

CalcuttaExp.)

9～11．Dr.P.R､C.Steele Nepal、妻とJaneKnudtzon嬢， シェルパ2名， タマ

ンクリー6名の小隊。MayandiKholaから西に進みUttar

Gangaをへて, SisneKholaに入り, HiunchuliPatan,

YetiLa,AmjiHimal等に登って偵察をする。Toridwari

Bhanjyangをこし, BarbungKholaにそい, 11月1日

MukutHimalのMuLaをこし, JomoSonに出てPokha-

raに帰る。

AJ307. 198～204,HJ24. 133～134．

PRmir.英人12名， ソ連側隊長AnatoliOvchinnikov

ほか5名。Garmo氷河を基地とし,Vavivola,Belaev氷

河に3隊を編成した。

1) PikGarmo(6654m)は7月24日西稜からW.Noyce,

RobinSmith,ソ連隊長外1名が登頂。帰路Noyce,Smith

は墜死。

2) PikPatriot(6279m)は7月25日，西稜からDr.M.

Slesserら4名とソ連2名が初登筆により登頂。

3)PikConcord(5754m)は7月21日西稜からHuntら

5名が登頂した。

4) PikCommunism(7466m)は8月14日南壁をへて東

稜からソ連隊長ら8名が登頂。

M.Slesser:RedPeak,AJ306.90～99,307.243～250,

MW1962/63. 133～143,HJ24. 119～130,AAJ1963.

528,外。

7～8.SirJohnHunt

(British-Soviet

Pamirs-Exp.)

（46）



HinduKuSh山脈覚え書

吉 沢 一 郎

Tnrlus河の支流Gilgit河に，北から注ぐIshkoman河の上流をKarambar河とい、

うが（略図参照)， この河は,KarakorumとHinduKushの結び目に深く食い込んでい

て，末はKabul河に入るChitral河（上流はYarkhun河という）とは背中合せにな

っており，その分水嶺上にKarambar峠(4285m) をもっている。 この峠の西方に

Baroghil峠(3794m)があり， これに対しYarl<1-,un河を間に挟んでDarkot峠(46881

m)が殆んど真南に対時している。 この二つの峠は北のPamir (中央Asia) と南の

Indus並びにGanges平原とを結ぶ重要な峠であって，歴史上古くから知られており，

その位置からしても戦略的な拠点として重視されてきたのは頷ける。紀元747年には後：

出の高仙芝(KaoHsienChih)将軍も， この峠を越えてGilgit近くまで進駐したこと
がある。

今日われわれがいうHinduKush山脈は， このBaroghil峠辺りから,Afghanistan¥

とPakistanの国境をなしつつ西々南へ走っている一本の主軸と， それから派出されて

いる支尾根（却ってこの方に高い山があるのは面白い）を含むものであるが， 19世紀の”

末辺りには, Darkot峠を通って走る山脈もHinduKuShの一脈と考えられ，従って

HinduKuShは二本の並行山脈よりなるもの（地理学者の見解）とされていた。そして

又，叙上のように，その高峰の中でも高い方のものが支脈の上にあることも，注目され‘

ていたが，最終の結論として， もとは平頂な大山脈であったものが，水量の豊富な河の、

解析によって,HinduKushとHinduRajに分れたものだと考えられるようになって

きたらしい。これは地質の上からも証明されるということである。

HinduKushはKarambar峠辺りを中心として, Karakorumとは対照的に西々南

へ走り,Afghanistanへ入っていくが, SydneyBurrardは， この二つの山脈を同じ系：

統に属する高難曲山脈であるといっている。最高峰群(7000m以上）の集まっている

のは, Kachan峠(5639m) とDoT21-!峠(4554m)の間のみである。有名なKurt』

Diembergerの父のAdolfDiembergerは,AustriaにおけるG､O.Dyhrenfurthの．

如き人物であるが，最近,DieterHasseの4GHinduKuShの境界,構成及び探検史''に‐

よって同様のことをわれわれに紹介してくれている。彼らの分類によると，この部分は‐

‘‘東部HinduKush'' となっている。

これから西の中部及び西部HinduKushでは，中部のKoh-e-Bandaka(6660m)以‘
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上に高い山は見出せない。もっともKachan峠とBaroghil峠の間は， まだ余り踏査

されていないので詳しいことはわからないが,Darkot峠の付近に6000～6700mの峰が

5峰あるとしている書物もあるし,TomLongstaffのC<Thismyvoyage''の図には，

そこに6872m(22,545ft)の山さえ記入されている。 (A.SteinのKoyoZom,6883m

のことか｡）

HinduKushの主軸には可なりの曲折があるが，延長約600km,Karakorumの500

kmよりは長い。然しKabul北方の西部HinduKushは，中央Afghanistanの殆ん

どを蔽う小支脈に分裂し，高いものでもPaghman山地のTakht-i-Turkoman(4708or

4699m),Koh-i-BabaでのShahFuladi(5143m)しかない。ここのAmuKalan(5100

m)は1938年にドイツの登山家によって初登筆された。昔から南北の交通は，主とし

てこの部分の低い峠越えで行われていたようである。然しC.Rathjens博士は1955年

にG(AfghanischeHinduKuSh'' という論文を独澳両山岳会の年報に発表しているが，

この頃でもHinduKushは未開の地で，登山的にも探検的にも殆んどが処女地といっ

てよかったのである。MauriceHerzogが監修して1956年に出したGCLaMontagne''

｡(邦訳：山岳・三巻）には, (lHinduKush山脈の探検'， という章もあるが，探検的に

は参考になることが何も書いてない。これは以上述べた理由からも無理からぬことであ

ろう。

中部HinduKushはKhawak峠(3548m)から東へ, Anjuman峠(4225m),

Ramgul峠(4700m),Semenek峠(4500m),Dorah峠(4554m)を結ぶ曲りくねっ

た部分をいい, 7000mに達する山はないが，登山の対象としては非常に興味の深い部

分であって， 日本を含め独澳その他の遠征隊が最近屡々入り込んでいる。

この地域でも， ドイツが1935年に早くも先駆的な科学的探検隊を送っているのは流

石である。後援者にはPhil.Borchers,R.Rickmers,R.Finsterwalderといったお馴

染みの有名な科学者が並び，指揮は科学の方をA.Scheibe博士が，技術の方をAlbert

Herrlich博士がとっている。

Dorah峠以東, Kachan峠を経てBaroghil峠に到る東部及び最東部HinduKush

は, Pakistan側から近寄れたため，登山的な歴史は可なり以前に遡ることが出来る。

Pakistanが英領の時代には，英国の若い軍人兼測量官が登山探検の先駆者になったの

は当然である。 Chitralにおける最初の初登頂は, C.G.BruceとF.Younghusband

によって行われた（1893年)IsperoZom(4300m)のそれであるが， この部分の最高

峰即ちTirichMir,Istor-o-Nal,Saraghrar等が，皆英国人以外の人々によって初登

頂されているのは皮肉でもあり，興味もある。

これを要するに,HinduKush諸山の開拓が,HimalayaやKarakorumに比べて遅

れたのは，その位置が政治的に微妙なところにあったことや，住民(Chitral側）の間

にひどい迷信が行われていたこと（注’)，山頂は他に比べて低いが，同時に万年雪限界

〈雪線）が低くて（注2)，登山に困難を伴っていたこと， 人夫の不足と不慣れ等のこと

（48）



が挙げられるが，近年に到って漸く登山家の眼が，急にこの未開拓地に向けられるよう

になった。これにはAfghanistanやPakistanの政府が，登山というものに理解を持

ちはじめ， この方面への入国制限を前よりは緩めて来たことも，その理由の一つに数え

られよう。HinduKushの神秘も，そしてその空白地も，次第に範囲が狭ぱめられてい

る。 1963年にNorwayのA.Naess隊がTirichMirの東峰を狙って, Pakistan政

府に断られたのは例外であるが（但し1964年に許可を得て東峰を南壁から攻撃し，そ

の初登頂に成功した)， 日本からも近頃だんだんこの方面に遠征隊が出されるようにな

った。ここには，小遠征隊に適した素晴しい手頃な山々が， まだまだ沢山残っている。

西欧の国々のように,Volkswagenで乗り込むわけにはいかないが，大いに羽根をのば

して，青い空と輝やく陽光に恵まれる夏の登山を楽しんで貰いたい。

（注1）〔迷信]TirichMirに登ろうとした人は，長くても2年以上は生きていられないとい

うのも一つの例。但し， これには例外もある。 1929年に測量に従事したColdstream大尉は，

PeShawarで狂信者のために殺害され, BurnS中尉は1932年8月12日, KashmirのPanj~

tarniで登山中， 同僚のCharlesFelixStoehrと一緒に雪崩に潰された。また, 35年の時の

登肇隊員D.Hunt中尉は遠征後2カ月Chitral河で鴨猟中溺死した。 1928～29年のCadell

は2年後にBurmaで肺炎に罹って死んだが， これはTirichMirにおける過労が原因であると

いう。総てこれらの事件は, Chitralでは誰一人知らぬ者はなく，それを山に棲む精霊の崇りと
恐れているということである。

（注2）〔雪線〕は5200mで,Karakorumより低い。これは気温と降水量によるものである

が， このために酸素の欠乏を除外すれば,HinduKushにおける5800mの山は，雪線5800m

であるKarakorumの6400mの山に相当する， ということになる。

HinduKushの意味

次に例によってHinduKushという言葉の意味について，文献を調べてみよう。

HinduKuShが広く用いられる以前には, Abesta地方のIran語で，ギリシャ風に綴

るとParopamisus("鷲が飛ぶ高さより高い”という意）となる名称が， この山脈に使

われていたという。だが現在でも地図をみると, Demavend(5771m)からIranの北

部を弓型に走っている山脈が,Afghanistanに入ったところに， この文字が記入されて

いる。すると， これはHinduKuSh全体というよりも，その西部末端の辺り (Herat

の北を東西に走る低い山脈）を指しているものではないかと思う。

さてHinduKushについては，幾つかの解釈が行われている。 (1)スイスの測量家

で探検家であるSchlagintweit兄弟(Adolf,HermannandRobert, 19世紀の中頃4

年間，印度磁気測量局の命により中央Asiaを広く歩いた）の一人は，それをペルシャ

語で"Hindu人の殺害者”と解し, (2)Tangier生れの有名な大旅行家IbnBat,,Wr

(1304～1378）は， 1334年に次のように書いている。印度から連れてこられた沢山の男

女の奴隷が， これを越える時の劇しい雪と厳しい寒気のために銘れたことから，その名

があると。 (3)Babar皇帝が<fBarlrhとKabulの間に，セツの峠をもつHinduKush

という山がある”と，その覚え書に書いたのは1504年のことである。 (4)T,H.Hol-

（49〕



dichは1904年に，その箸“印度”の中で,HinduKushというのはHinduの軍勢が，

Turkistanへ横断しようとして，今日 ‘‘死せるHindu人，， という名で知られている峠

において，行方不明になったことから起ると書いている。 (5) JamesRennell少佐の

説。Bengalの測量長官であった彼が1793年に樹てた説で, Alexander大王の印度侵

入に際し，ギリシャ人並びにその史家達が使った, IndianCaucasusからの転化であろ

うとするもの。これはその道の権威であるHenryYuleも賛成(1931年）しており，

最終的な解釈と考えてよかろう。

今後の課題

高山表並びに略年表によって， 1965年度現在までに至るHinduK,,sl-､の登山的立場

からみた情勢は，その大要をご了解願えることと思う。そこで残された問題は， どこか

ということになるのだが，西部ではご覧のように，一応主なものは登られてしまってい

る。然し東部では少なくなっているとはいえ, HinduRaj山脈を除いて， まだ大まか

にいって5，6座の主要峰が未踏のままになっている。そして特に1963年のイタリー

隊が発見したBabaTangi(6513m)付近にあるIshmam山群と，それにI''nkho山

群等は非常に興味があるのではないかと思われる。ただ残念なことは，中央アジアにお

ける政治情勢の緊迫化によって，高峻山岳に関係ある国々が，登山許可を出さないよう

になったことである．Wakhanを目指した7国の遠征隊も，遂に不許可または取消しの

浮目にあっている。だが，いずれは又春のめぐり来ることもあろう。われわれはそれま

でにじっくりと，資料による研究によって， 目標の地の実態を理解しておくべきであろ

う。
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・
裡
今
蓋
蝉
く
等
囚
灸
征
如
会
－
Ｗ

蕊
蕊
輪
蕊
雪
灘
鶏
謀
議
褐
窯
諏

・
挺
舟
Ｊ
学
細
羅
如
葺
握
Ｋ
本
、

板
《
鼎
今
咽
陰
如
口
２
号
の
弓
函
く
叶
涯
咽
軍
逆
ｉ
蛾
参
且
一
睡
ｅ
岬
・
呉
今
綱
踞
御

堂
ミ
ー
斗
易
、
今
塵
ｌ
く
ミ
キ
逆
い
会
蕊
四
Ｊ
姻
旦
室
餅
や
卜
、
γ
、
キ
ト
①
長
外

額
含
、
Ⅱ
胤
蛾
《
逆
心
竪
棋
今
哩
理
園
温
埋
睡
掃
ミ
ー
猿
刊
斜
侭
回
副
恕
屋
名
房
５
段

鯖垢

。
蝿
抑
撫
錘

旦
角
呉
ｅ
く
料
や
幸
、
ミ
慾
蝿
訓
旦
署
ｅ
餅
ハ
キ
・
還
斗
ｅ
罵
〃
一
参
斗
全
斗
㎡
曾
皿
吟

〔
旦
馬
署
ｅ
〃
一
Ｗ
や
・
壌
担
△
幻
小
部
今
朏
旦
言
州
ｅ
・

ｅ
逆
ミ
ー
ｗ
・
小
雪
ヤ
ト
ッ
角
尽
《
里
任
主
め
○
○
浬

・
煽
鯉
Ｐ
ト
ャ
ト
ハ
且
ぃ
圏
型
辱
鮴
（
』
飼
宮
遇
何
国
）
骨
塁
の
旨
君
飼
国
《
害
降
里
紘

・
肉
誼
会
、
Ⅱ
斜
蝿
・
当
積
餅
卜
・
午
冷
乃
て
、
・
小
侭
。
Ｋ
手
、
根
・
く
為
長
‐
刊
八
や

｜

’

。
蝿
玉
く
罵
賀
画
面
閏
田
興
外
ｌ
盈
陣
・
く
午
お
《
斗
一
話
慨

｜

I
’ 。

担
当
峡
凶
示
や
帥
避
霊
蛙
皿
哩
（

・
裡
異
黒
隅
壗
川
叶

○
○
君
国
も
＄
昌
消
Ｆ
》
ｅ
担
急

】
・
国
怠
頚
如
厘
△
ヘ
ー
レ
、
舛
小
侭
一

会
鱒
刈
剖
ｅ’

慨

垢
慨

話｜記

塗遇

呵
園
目
［
○
一
の

・
揖
口
”
醒
Ｋ
且
冒
君
国
・
弓
玉
任
員
８

１
５
①
留
日
。
昌
自
・
罐
Ｋ
５
君
日
自
・
国

’

’（
田
園
渭
碧
畠
）
田
冒
買
『
の
呵
頃
穐
逼
》
三

冒
呵
彦
戸
呵
函
・
唇
彦
①
凶
５
の
①

昌
日
く
で
①
日
日
員
○
昌
一
（
鴎
）
ｇ
雪

石
臼
ロ
ロ
罵
昌
二
言
固
く

二
の
聖
飼
画
噴
罵
畠

回
呵
二
選
日
冨
砲
揖
二
門

晩
○
四
国
○
四
肖
口

珊
舞
、
額
い
ト

二
ｓ
百
で
宮
由
・
［

二
口
言
で
君
田
畠

冨
雪

つ
ｍ
１
ｌ
ｍ
Ｆ
⑭
『

ｍ
や
”
『

Ｃ
↑
ぬ
【 旨|畠|旨|畠

寺
卜
⑭
『

②
ト
画
【

'． '。 ’|雪|雪|引雪 |劇
》
『

、
［

Ｃ
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・
蝿
酬
い
二
い
く
Ｐ
與
如
ハ
キ
ハ

、
蛾
て
。
、
鷺
坤
・
当
刑
旦
く
ふ
侭
仇
ぶ
や
如
泄
網
ｅ
Ｋ
本
、
牧
里
巡
鴫
一
Ｊ
壷
握
里
圏

⑳
皇
催
如
ミ
ー
リ
、
・
坤
榊
廻
嶌
里
外
悪
〆
排
会
｛
・
ト
ハ
ド
ョ
剖
遇
弊
ｅ
世
昌
」
対
や

・
蝿
鼎
鴎
且
冒
且
曽
彦
‐
千
二
国

・
ヤ
騨
瀧
細
堅
蕎
ｅ
Ｋ
今
、
検
、
・
延
縄
ｅ
哩
碇
瞑
咽
屋
』
外
や

隙
堰

全
国

！

・
坤
皇
〕
・
蝋
遡
函
里

』
討
て
咲
く
、
乃
午
・
哩
今
割
く
分
今
囚
呉
画
題
Ｅ
Ｓ
卜
八
且
釦
異
Ｕ
Ｐ
ｏ
姐
凹
幸
粛
い

《
ぺ
哩
旦
半
月
い
⑬
袋
坐
、
壽
斗
・
哩
渥
抵
睡
劇
や
く
冊
ｅ
』
為
い
Ｉ
弔
哩
。
呼
如
恥
価

潅
冊
弼
凹
Ｐ
卜
誼
会
Ｈ
ぃ
・
他
坦
廷
靭
葉
口
星
冨
普
飼
昌
・
仙
面
Ｓ
ｍ
皇
Ｙ
ｈ
Ｋ
母
虐
曾

I

・
狸
玉
里
全
－
Ｗ
お
狼
Ｐ
合
田
與
如
進

一
ｎ
白
慾
・
蛍
会
－
斗
鼻
、
堂
ｌ
く
ミ
キ
《
塞
舛
や
卜
、
ｒ
、
キ
ト
。
（
く
画
桃
ｅ
鼻

鴫
担
※
且
ミ
ー
ｗ
’
て
Ｐ
侭
）
昌
吐
如
く
択
逆
腿
介
・
霊
掃
ミ
ー
ｗ
ｌ
て
盤
１
且
針
路
雪

・
心
皇
〕
異
榔
如
旦
任
ｅ
零
塁
五
上
唇
Ｐ
旦
剖
ｅ
淨
饗

佃
弧
逆
小
騨
ｅ
Ｕ
《
綱
彊
掻
朴
蕊
ｅ
尽
鴫
ｅ
や
拙
く
お
侭
Ⅱ
為
や
囚
長
堅
署
ｅ
Ｋ
士
，
、
検

会
－
て
外
小
長
も
嵐
丙
Ｉ
、
ミ
キ

且
て
や
田
興
淫
ｌ
く
ミ
ト
・
Ｋ
Ｉ
●
て
対
、
・
や
玲
鶚

・
担
、
，
に
如
壷
蝉
榧
呉
ミ
ー
γ
’
て
霊
噛
賠
ｅ
辱
鴫

・
製

〕
細
聖
淨
。
韻
如
堂
騨
圃
ｅ
制
、
負
い
卜
岬
岡
以
枳
異
る
昌
恨
圏
ｅ
会
－
Ｗ
・
ト
ョ
ヤ
ト

’’
I

I

・
狸
峡
剥
如
圭
ム
ヘ
ー
峠
、
舛
恥
Ｒ
’

。
や
座
畑
辱
Ｕ
一
（
日
ｇ
等
）
旨
ｃ
園
昌
昌
昌
（
富
へ
い
｛
ト
ー

I

’
。
〉
哨
如
蝉
丹
ヤ
ー
耐
廿
為
や

《
坐
冒
１
斗
且
箔
《
嬉
堅
〆
李
、
棺
《
坐
調
為
や

・
投
恨
刈
如
些
全
－
斗

ｊ
謹
永
里
些
崔
斗
ふ
ミ
ヤ
逆
遇
鴫

．
Ｐ
細
会
い
｛
卜
①
皇
小
額
ミ
Ｈ
い

＄
些
特
ｅ
Ｅ

ｍ
・
坐
食
－
奈
、
心

一

副
封
一

壽
圃
望
。
Ｃ
Ｑ
①
即
隅
Ｏ
①
○

一
で
〔
鳥
二
ｍ
目
一
切
ロ
ゴ
◎
湯
・
鶴
⑥
。
ョ
』
色
．
。
．
。

ロ
『
口

１
の
曲
げ
ゴ
ロ
面
○
・
８
弓
谷
目
○
餌
も
宿
全
国
①
認
雪

磑
当
。
・
潤
色
・
醒
Ｋ
彦
日
罵
閏
一
過

Ｋ
①
ｓ
ｏ
彊
宮
○
夢
・
遇
Ｋ
旨
国
璽
Ｕ
○
日
島
田

吻
昌
国
声
の
ｚ

逗
留
①
で
ロ
の
画
営
○
自
国
シ
胃

（
巾
畜
）
・
の
．
冒

山
掻
埜
〆
毒
く
剛
州

の
弓
で
の
壼
輯
目
の
酌
肖
。
①
。

鑓
Ｋ

孟
任
旨
呵
陰
①
あ
・
冨
・
二

輿
の
唇
の
畠
。
二
日
Ｏ
僧
①

の
ロ
智
の
戸
口
飼
色
・
国 I’

埠
毎
⑭
【
Ｊ
く
め
の
亜
『

ぬの⑭［

［
ふ
ぬ
【J畠

函
②
”
『

一
ｍ
的

？

１
峰
Ｆ
い
‐
‐
‐
‐

ぬ
”
ぬ
『

｜
①
函

や
め
ぬ
閂

隼
”
⑮
［革 畠|畠|§

塒
‐！｜

時

侭

Ｉ

」
い
い
Ｉ

｜
隆
竪

'百 扇|篭|認|扇
②
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耐
咲
翰
如
（
日
呂
等
）
堂
ハ
ト
Ｈ
や
《
抑
朴
拝
埋
絲
巡
ｅ
剛
泳

ぷ
ふ
剖
裡
０
綱
Ｐ
梛
（
慨

呉
Ｓ
巻
い
」
・
図
ｅ
含
－
Ｗ
・
ト
ョ
ャ
ト
今
日
割
等
）
堂
ハ
ギ
、
〆
二
判
（
圏
榧
ｅ
く
斜

侭
Ⅱ
斜
や
）
、
て
甲
藏
埋
や
踵
Ｓ
Ｅ
（
冒
君
飼
彦
）
２
塁
Ｃ
幽
剖
歴
租
匡
Ｋ
ｅ
キ
ー
、

・
唖
ト
ー
裟
曽
２
．
閏
・
筐
。
ｓ
寝
①
雪
国
・
あ
蝿
や
睡
思
全
昌
Ｑ
璽
閏
品
旦
Ｏ
良
彦

・
但
二
鶚
押
鮴
度
会
－
て
為
爪
Ｒ

“
《
握
判
ｅ
屋
外
ハ
ギ
↑
坐
ミ
ー
心
淫
為
干
斜
・
投
鼻
隈
。
＃
細
伽
担
澤
邑
に
Ｐ
捌
郎
Ｋ
餌

、
や
拙
国
ｌ
雪
曾
《
蝿
翰
ヨ
く
侭
ｅ
庫
牛
肉
い
ぃ
会
Ｐ
Ｊ
側
認
如
厘
浸
会
－
て
為
卜
寂

・
役
？

但
里
舟
熟
Ｋ
杵
ム
エ
埋
灸
（
日
乞
等
）
堂
ミ
ー
ハ
、
Ｄ
《
（
曾
碕
）
・
蝿
皿
如
（
日
割
馬
）

圭
含
－
斗
ロ
と
Ｊ
膀
判
今
室
堅
呉
如
（
日
認
等
）
堂
と
、
含
慈
怠
銅
剣
Ｅ
為
ｌ
、

ミ
キ
《
與
如
論
ｉ
騒
〆
時
ｒ
①
長
（
日
忠
詞
）
圭
、
い
り
ロ
・
漁
ミ
ー
發
卜
雪
Ｋ
、
冨
皿
『

・
岬
ら
ｙ
五
剖
日
＄
冨
壗
揖
日
１
５
日
眉
・
日
ｇ
琶
壌
自
国
肴
。
ｚ
・
冒
呂
笹
壌

旬
日
］
当
冒
凋
・
Ｅ
ｇ
ｓ
農
◎
量
ロ
ロ
自
埜
里
榊
ｅ
軽
応
Ｘ
ｙ
如
函
署
ｅ
恢
房
蕊
遣

《
Ｐ
拙
、
ｎ
ｌ
ｎ
伍
襲
罰
希
号
側
斜
や
ｅ
劇
迄
姪
里
厘
Ｋ
血
八
野
へ
ｌ
誼
丙
爪
ｅ
廩
〆
幸

、
楡
灼
掲
壌
迷
匪
＆
艶
里
掃
口
閏
弓
目
国
埜
快
Ｇ
Ｍ
当
型
さ
Ｅ
浄
回
函
溌
・
担
異

畏
囎
や
哩
錘
舛
甲
ｎ
ミ
板
理
屈
ｌ
忠
閏
《
越
錘
導
蝦
ミ
ー
γ
’
て
回
司
鰕
ｅ
、
ｌ
』
Ｖ
討
卜
牛
０
１

（
為
堅
Ｋ
群
て
埜
令
）
・
喫
今
喋

旦
凹
揮
埜
蝉
州
帳
ｅ
ミ
爪
一
卜
《
咲
弐
世
ｅ
坪
・
狸
。
尋
製
如
鐙
里
咲
梛
〉
・
壌
錘
話
Ｋ

ｅ
塑
智
《
し
侭
罰
如
（
蝿
褐
里
判
豐
ヨ
宮
閏
弓
白
田
・
日
。
辱
）
選
会
Ｉ
や
エ
ハ
辛
八

ｅ
伽
蝿
掲
旦
騨
鴫
ｅ
底
｛
訟
斗
会
斗
・
二
冊
細
哩
ヨ
剖
錘
蝋
無
逆
担
Ｋ
ｌ
言
晶
・
壗
裡
異

榊
困
咽
旦
出
判
や
鯛
蹄
ｅ
会
い
｛
卜
・
壌
錘
歸
台
ｅ
置
猟
岬
や
剖
叩
掻
押
討
誌
｛
↓
、
且

・
岬
異
杣
捜
忠
剖
祥
碧
腫
蕊
農
会
－
Ｗ
！
〉
メ
マ

。
く
一
詠
斗
会
斗
瞑

賦
Ｕ
釦
些
｛
、
会
、
猯
匡
ｌ
水
畠
応
ぺ
理
会
卜
｛
卜
鼎
。
怪
如
厘
ハ
ー
、
ミ
キ
・
峡
Ｕ

釦
（
日
割
馬
）
些
全
へ
１
斗
且
て
与
判
食
Ｉ
膠
、
、
く
燵
堅
Ｋ
中
、
検
魯
舗
墾
貞
Ｉ
鱗
、
心

’

１

１

１

１

１

１

１

１

’

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

ｉ

Ｉ

ｊ

ｌ

Ｉ

ｈ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

ｌ

ｌ

１

１

１

．

Ｉ

１

Ｉ

ｌ

ｌ

ｊ

１

０

Ｊ

Ｉ

’

１

１

１

．

Ｉ

Ｉ

ｊ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｊ

Ｉ

ｌ

Ｉ

ｒ

ｌ

９

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

４

１

１

１

１

１

ｌ

ｌ

‐

１

１

１

詫
任

話
慨
《
任

垢
慨
鴫'三

ロ
：
冒
呵
凸
の
シ
○

・
消
当
具
国
自
○
彊
口
く
Ｇ
ロ
①
め
ぢ
己
・
○

‐
身
も
醤
．
①
畠

●
ロ
Ｃ
碧
愚
全
○
餡
め
①
即
揖
○
①
。
器
閏

蝋
皿
祁
唄
園
騨
画
一
麗
閏

『
胸
呵
目
員
の
自
喘
肖

画
○
輿
』
国
Ｕ
も
冒
国
壼
呵
Ｚ
．
。
惑
望

昌
ｇ
の
［
日
づ
く

出
国
”
即
自
◎
日
。
。
●
吟
一
雪
曾

戸
○
君
シ
呵
彦
・
“

錘
冒
里
○
四

⑤
③
ｍ
【
Ｊ
１
的
の
函
【

や
つ
争
冒

吟
『
の
『 ヨ ’

|盲|蔦｜ 寺銅 |馬
四
鋪

今
寸

の
師

『
》
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・
心
」
且
範
舛
ｌ
長
い
Ｐ
Ｋ
Ｕ
釦
（
日
圏
尋
）
發
外
γ
Ⅱ
餓
乃
ト

・
裡
今
霜
製
や
Ｐ
紙
冒
話
忌
怠
畑
弾
騨
哩
阻
ｅ

弓
ｚ
ｌ
ｃ
ｌ
閂
息
呂
壗
踵
Ｋ
日
＄
垣
吻
雪
。
。
迫
令
ロ
ｇ
甘
口
・
韮
Ｋ
秀
彦
５
戸
君
。
里
呈

・
蝿
や
綱
踞
如
概
仙
ｅ

輻
味
ｅ
椹
』
丙
や
幻
爬
餅
小
や
《
鼎
。
認
旦
穰
垣
ｅ
必
畠
小
駅
塵
逗
憾
瀞
丑
ｅ
ｌ
ｕ
Ｋ
枝

・
蝿
侭
壌
廩
護
（
価

い
ふ
判
小
岬
鯉
蝿
※
玉
壌
室
）
５
碧
蔦
二
。
且
ｏ
ｉ
ｅ
ｗ
・
壗
蝿
侭
壗
厘
装
ｅ
ｏ
川
逆
里

厘
ミ
ー
箔
舛
卜
侭
・
異
Ｊ
哩
纈
卿
（
Ｅ
零
巨
・
閏
。
昌
昌
負
昌
甸
皆
）
鉤
勧
め
閏
甸
皇
目
斡
曽
圏

埋
畔
ｅ
岬
・
日
望
爲
揖
２
日
目
呵
閏
・
日
望
曾
国
乱
甘
幽
・
日
鍔
蔚
逆
罵
曽
甸
逼
Ｑ
凸

腫
や
、
詠
い
｛
ト
・
日
割
雷
壌
厘
綬
卜
詠
弓
や
卜
惟
《
判
型
杣
山
ｅ
世
訓
・
但
当
哩
纈

釦
剖
Ｕ
蝿
掲
壗
罵
潰
興
加
Ｋ
旦
隈
蝶
ｅ
岬
旦
も
潟
ふ
り
蝿
二
Ｐ
Ｒ
劇
鼻
似
〉
龍
畔
ｅ
憲

州
↑
壗
厘
Ｋ
川
ｅ
ロ
ロ
骨
ロ
・
儲
農
園
・
笛
昌
く
逆
Ｋ
や
い
叶
云
・
呉
。
掲
遥
当
號
さ
壗

郎
叡
坤
や
咽
毫
や
筐
ｅ
判
ゴ
日
ｇ
昭
一
噴
呉
０
侭
や
鑑
理
飛
越
型
ヨ
調
ヨ
枢
淨
伽
咽
毒

や
く
隅
・
担
異
和
令
緊
里
型
〉
無
鋪
壗
厘
潰
ｅ
・
閏
・
国
〉
。
品
旦
無
冊
咽
毒
Ｋ
ｅ
坦
Ｋ

・
倶
咲
潮
如
（
喝
陣
眉
め
）
墾
甘
二
○
“
割
く

（
日
田
扇
）
聖

割
く
一

皿
削
濡
瓢
裂
饗
罵
倒
草
艶
押
（
為
蝿
Ｋ
《
〆
）
排
蝉
号
出
↑
騨
員
目
出
廷
蓋
隆
昌

揖
巴
扇
婁
・
裡
当
拙
理
日
ｇ
ｇ
異
ｅ
ミ
ー
脚
・
ト
ヨ
ャ
ト
９
信
慕
く
会
て
涯
逆
５
日

Ｉ
の
○
閏
・
彦
剖
号
署
５
国
営
。
三
く
岨
掻
邉
埠
・
蝿
怖
淨
且
墾
卜
崔
さ
ぺ
里
会
い
｛
卜

・
域
輔
弾
倉
掲
旦
榧
ｅ
坐
小
澤
・
日
ｇ
等
）
坐
笛
目
①
目
品
ｙ
今
謹
呈
細
鼈
霊
割
碧

ｅ
舛
愁
Ｋ
云
拭
・
岬
②
呈
口
ｇ
の
愚
出
・
○
埜
卿
卦
蕊
。
Ｙ
や
や
ぶ
逆
岨
錘
卦
謹
（
馬
雪

占
渭
の
閏
・
・
・
】
・
国
且
号
ｍ
首
⑨
自
画
．
）
・
投
八
，
ぺ
里
・
函
・
国
歸
慨
箔
員
歸
任
・
篭
掻
卦
謹

ｅ
入
や
」
役
ｊ
塑
巡
墳
鮴
５
三
画
』
Ｅ
①
諒
員
畠
・
餡
箏
関
四
日
号
国
・
“
・
閏
当
日
○
四
・
一
星
四

・
や
尽
躍
任
無
窪
や
度
会
小
圭
卜
㎡
雪
亟
日
ｅ
母
ｅ
岬
械
二
為
く
垣

・
担
俄
，
畑
Ｐ
紙
日
等
震
埜
曽
己
雷
・
や
祇
日
零
＄
逆
ｌ
蕊
‐
Ｉ
且
㎡
冒
亟
ぬ
・
鵠
楯

如
弓
ｚ
ｌ
ｏ
‐
糟
２
呂
墳
（
留
日
１
９
日
）
首
。
国
⑩
曽
○
ｏ
君
出
の
言
＄
ｚ
の
白
目
①
Ｑ
里
呈
誌

。
Ｐ
壹
剖
狸
湿
詞
釦
（
日
雷
等
）
堂
舎
い
▲
へ
琿
呼
一
馬
鴫
ｙ
、
］
判
く
三
畳
一
記

剛

堤

垢 諾
歸
任

諾 話
任
・
催

蕊

翌|圏|慨 任｜ +暖｜朕

一|－|－

遇
Ｋ
の
胃
の
日
ｄ
ｐ
２
ｇ
ａ
一
馬
雷
ｌ
届
臼

消
①
一
望
ロ
慣
〆
闇
壹
ｐ
Ｈ
目
一

『
函
③
『

一
革
母

山
掻
埜
〆
淳
く
眺
州

ロ
湾
口
閏
曾
幽
。
旨
三
田
ロ
○
口

２
【
５
搦
口
の
即
旧
。
》
含
即
胸
ｏ
①
。

５
で
夢
両
目
・
〔
．
“

即
５
名
目
○
二
。
⑳
雪
飼
昌
副
①
餡

重
。
名
画
・
閨
占
の
昌
夢
妾

⑭
皇
詞
二
。
ｍ
・
く
肖
口
｜
濡
曾

一

つ
函
⑪
［

毎
唖
の
［ §|患憎

冨|盲|酉
マ
マ

唖
》

③
寺

’
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（
日
ｇ
＄
）
営
反
若
榧
囚
灸
匡
浸
ミ
ー
ー
、
心
状
今
鍵
ｆ
Ｅ
且
梧
冒
・
自

官
且
。
国
・
渭
“
弓
昌
《
梛
飛
的
・
旨
・
Ｐ
Ｇ
擢
。
咋
荷
画
群
や
熈
朏
蕊

・
岬
弄
剖
（
日
９
＄
旨
日
９
＄
）
）
毎
塁
吋
壱

Ｉ
目
輔
閏
ｌ
の
‐
二
ｃ
昌
里
巡
埜
異
Ｕ
《
壗
裡
？
穐
墳
ｅ
皇
沌
Ｐ
迄
籍
隈
旦
斗
ｅ
隈
Ｓ
Ｅ
装
掲
鷺
○

陵
ｅ
ミ
ー
γ
卜
《
や
卜
Ｊ
蝿
鵠
心
袋
く
論
・
川
乍
・
蝿
掲
や
乍
哩
墳
謝
漬
ｅ
昌
長
廷

Ｅ
Ｃ
Ｓ
堂
展
Ｕ
・
〉
哩
Ｕ
惠
誰
釦
怜
簿
Ｓ
Ｅ
①
園
冒
目
閏
瞑
。
望
釦
匡
官
話
飼
冒
旦
澤

・
蝿
綱
釦
騨
哩
ｅ
踵
ｅ
斗
匡
終
で
智
昌
㎡
関
・
隷
囲
〉
蝋
〆
て
ご
、
逆
異
刈
・
狸

０
期
当
今
釦
匡
養
く
ミ
て
呉
急
降
‐
御
忌
Ｕ
・
当
這
蝿
！
Ｅ
潰
可
、
扇
、
榧
旦
澤
・
僻
畢

細
隈
些
ｅ
匡
潰
ｅ
Ｕ
《
且
踵
ｅ
や
拙
画
葛
。
（
日
蔚
与
）
碧
扣
ｅ
判
ｅ
礎
鶇
ｅ
遇
噸
ｅ
罵

終
消
冒
○
画
③
皿
や
・
暹
糾
ｅ
く
出
帛
曾
埜
星
皿
（
囹
臼
《
・
弓
西
）
・
呉
。
に
釦
期
稲

ｅ
（
日
勗
＄
）
目
＠
国
冒
弓
由
剖
除
巫
ｅ
会
－
Ｗ
・
卜
弓
や
卜
・
壌
鍾
画
榔
ｅ
卜
乃
や
い

ｌ
韮
一
意
閏
呵
」
芦

〉
鼎
岐
輔
長
掛
良
饗
逆
畏
ｅ
ｕ
・
心
掲
旦
榊
ｅ
邑
壌
皿
叶
ｅ
団
目
飼
伊
量
畠
担
。
銅
ｅ

錘
’
二
悪
や
旦
率
《
巻
畑
心
今
剖
鯏
ｅ
や
半
弔
岨
韓
裡
黒
扣
謡
且
抑
鮴
埠
ｅ
半
月
い
且
吋

呂
曽
埜
国
２
日
．
①
穏
圃
○
ぬ
怠
掲
ヨ
ｅ
日
ｇ
＄
旦
三
榧
ｅ
鑿
ミ
ー
論
、
心
・
蝿
朏
旦

会
い
《
卜
兵
制
轌
緊
Ｐ
判
ｅ
当
Ｉ
い
窪
・
田
塑
卜
《
、
労
中
尽
て
坤
逆
巡
鴫
・
侭
兵
長

皇
〉
異
剛
Ｐ
榔
淫
’
て
半
ヤ
ト
い
且
掴
・
轡
壌
蕊
今
鰈
遥
如
枳
亘
壗
投
忌
埋
侭
轌
急
〆

旦
Ｋ
中
、
侭
峡
Ｕ
弾
坐
食
ｌ
齢
、
い
ゃ
△
樫
半
切
《
繩
玉
旦
匝
。
唾
の
釦
ミ
ー
狼
甘
へ
侭

・
蝿
掲
壗
垪
（
皇
幻
ｕ
ｓ
日
路
窓

菖
①
宮
④
畠
軸
且
巴
望
ｃ
宮
④
昌
曽
①
畠
叩
↑
（
農
却
Ｕ
ｅ
日
言
＄
国
○
冒
二
の
↑
ヨ
鞄
眺
）
目
①
園

弓
削
昌
哩
昌
昌
昌
切
ｅ
ｚ
・
役
合
哩
鰡
長
。
韻
御
堂
帷
ｅ
巡
程
日
Ｓ
Ｅ
急
Ｋ
旦
弓
①

息
彦
圏
、
で
①
肴
○
幽
堤
偶
呉
Ｓ
Ｅ
卜
戸
や
卜
《
合
削
鴨
如
型
迄
ミ
ー
”
・
卜
尋
や
卜
誌
慨

・
悪
特
異
紬
《
壌

皇
Ｊ
哩
倶
旦
削
聖
篭
掻
戟
」
土
如
葺
碧
ミ
ー
ト
・
牧
・
会
ｒ
一
Ｋ
や
斗
亨
‐
ｗ
・
卜
吾
や
卜

。
役
ｏ
‘
期
ｕ
一
（
日
呂
勗
）
目
舗
冒
国
目
届
く
ｅ
二
組
図
・
墳
岱
。
畑
ｅ
お
↑
、
」
｜
諾
図

‐
撰
話
ロ
⑮
日
具
目
く
・
岬
や
綱
需
如
碧
ヨ

で
両
日
日 ｜

’
。
鵠
ｅ
役
。
畑
且

や
わ
製
言
曾
○

号
自
国
ｅ
埼
淀

（
鞠

二
目
》
畠

。
裡
心
，
に
釦

一
昌
望
揖
呵
四

窟
夢
二
】

垢

1暖

藍

歸
慨

歸
任
一

転
任’ 任

I
即
消
①
Ｐ
日
○
二
。
の
宮
田
ロ
泓
①
餡

（
く
の
ｐ
）
×
○
四
・
四
・
国

ロ
○
一
再
の
員
胃
の
Ｉ
切
望
ご
宮

ロ
吋
日
戸
闇
・
営
再
西
与
国

【
一
。
日
四
・
①
閏
。
［

’お
や
淫

ト
ｍ
③
【

ゆ
め
③
【

膿
め
①
【

”
ぬ
⑫
［

め
や
つ
『

③
碗
の
『

国
ぬ

|扇
的
岬

【
ぬ

寺
唖

い
ぬ

の
叩
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・
心
掲
や
（
日
零
国
）
壱
甸
冒
白
畠
飼
昌
、
埜
璽
炬
鴫
ｅ
Ｐ
輔
骨
鈎
１
千
吾
昌
・
坤
皇
〕
異

四
則
乾
魁
埜
異
Ｕ
・
（
日
震
等
）
目
目
岡
目
皆
目
自
‐
干
菖
曽
自
埜
鐵
帷
鴫
ｅ
鴬
ヨ
ロ
”
日
§

‐
畠
息
島
剖
岬
冷
や
涯
拭
投
皇
哩
旦
ｅ
蝿
景
弾
里
奏
ｅ
畦
剤
ｅ
細
聖
霊
朴
蕊
蝿
や
悪
埋

・
閏
・
畠
話
圏
・
埜
躯
騨
裡
玉
里
曝
母
ｅ
凄
く
ロ
一
戸
ぐ
Ｏ
Ｇ
母
攪
曾
・
鍾
卦
蕪
●
が
や
」

’
豚
一
同
’

１
渭
凸

・
里
。
〕
ロ
》
全

●
罰
”
雨
日
日
層
剖
ｌ
や
い
ｌ
け
ｒ
・
画
的
亟
や
埜
匹
剤
。
（
忠
臼
《
・
［
く
こ
）
ロ
○
垣
毛
の
烏
国

日
日
且
日
飼
函
君
飼
倉
同
国
Ｓ
く
の
ｐ
・
匹
綱
鼻
（
日
留
思
）
ミ
ー
ト
・
特
上
Ｚ
Ｋ
や

・
掴
の
名
＄
掴
の
胃
５
日
・
凶
の
四
崗
揖
目
①
畠

●
●
ｚ
・
く
㎡
関
Ｉ
智
①
名
僧
⑭
彦
出
淵
出
㎡
圏
皿
ト
《
匹
畑
阜
旦
（
日
ｇ
Ｅ
）
岩
屋
・
臼
話
催

や
騨
慨
榧
遡
慨
《
眺
理
釦
眉
昌
・
因
壗
目
８
国①国

・
蝿
ふ
し
五
胆
八
，
饗
幻
駕
冒
吟
い
い
．
閏

・
国
①
名
員
当
飼
婁
営
自
あ
く
菅
。
壌
蝿
舟
越
や
小
騨
役
わ
延
剖
今
令
・
投
、
‘
に
釦
に
岩

ｅ
自
国
”
項
目
寓
剖
畑
拡
ｅ
（
日
９
ｓ
）
眉
目
園
切
昌
昌
墳
”
の
⑭
詞
飼
。
§
旨
困
却
・
Ｚ
・
国

●
夢
・
目
。
己
日
自
国
・
の
．
四
・
二
望
眉
。
ｚ
・
彦
．
国
皿
鍾
・
目
○
垣
毛
①
烏
国
言
雨
昌
二
Ｑ
官
。
｝
×
○
｜
話
慨

・
心
〆
一
斗
狸
？
畑
Ｕ
一
日
○
国
冒
口
四
一
・
“
・
国

・
蝿
異
掃
如
苗
筐
の
＃
ミ
い
｛
卜
巡
ｅ
岬
・
今
朏

や
榔
日
ｇ
［
」
１
匹
・
細
拡
如
（
日
扁
＄
）
菅
で
目
翰
呂
曽
二
ｍ
農
ヨ
丁
謹
蝋
特
《
型
偕
塞
三
榧

［
窃
○
函
舎
日
呵
切
目
旬
も
日
岡
Ｇ
（
日
ｇ
爵
）
些
巨
国
名
愚
⑱
占
呵
晩
閏
Ｑ
・
○
二
碧
消
ロ
伊
輪
旦

皇
襲
遣
特
ｅ
亘
会
い
｛
卜
・
晨
偽
里
抵
や
Ｈ
や
一
ミ
且
廿
扇
曾
埜
く
的
控
ｅ
く
罰
釆
里

畢
目
呵
昌
幽
日
冨
日
昌
冨
日
日
田
二
○
冒
堂
舛
試
Ｈ
声
・
閏
の
、
。
餡
・
弓
記
．
ｚ
・
巴
肖
の
空
○
閨
・
①

・
拱
、
‐
腿
Ｕ
二
詠
斗
会
斗
Ｆ
Ａ
、
脾
如
眞
貝
這
爵
涕
二
部

同
会
慾
・
蝿
刈
如
（
日
９
国
）
坐
口
何
日
○
営
閨
・
過
ｅ
綱
稲
ｅ
（
日
忠
囹
）
狗
画
切
目
輔

【
凸
幻
（
日
等
巨
）
会
ｌ
中
・
ミ
ー
と
八
小
偵
農
垪
川
越
蝶
扣
《
１
１
塗
蝋
特
《
蝋
黒
田
樫

’

剛

・
閣
幻
Ｋ
峠

漣

・
蝿
鈴
稲

梼
ミ
ト
ｅ
ｌ
Ｈ
心
ミ
ヘ
話
慨

。
島
蝋
壌
岬
刈
刈
押
兵

｜
話
任
一

歸
罹

記

圏

軍

+匪

鴬
碧
一
岨
掻
埜
〆
奪
く
剛
州

具
５
里
の
ｚ
・
の
．
色

鍾
官
旦
毎
①
園
崔
の
Ｚ

’
l
I

l
乃
愁
Ｋ
舟
て
・
卦
Ｋ
韓
候
一
培
臼

主
輔
や

為
聴
〆
斗
て
・
朴
Ｋ
歸
傾
陪
雪

1
I

’。
憎
［
嘩
戸
【
｛
白
担
『
邑
酋
・
国
爲

晩
目
呉
二
苗
餡

蜀
筈
５
ｚ
ｏ
恒
国

閉
の
再
Ｚ
①
冒
揖
国

の
＄
団
ｚ
の
ｐ
湧
く

I
●
Ｑ
肖
口

嘔
さ
掲
抵
函
晨

一
型
挫
酔
叶
昭
曾
）

⑤

① ‐
寺 ’○
③ ③
門 H

、 ｜鴇

1ゞ
ｍ
ｍ
ｍ
【

＠
ぬ
③
『

め
い
⑪
『

ト
中
つ
【

｜
I

（
吊
哩
如
遇
一虐

一
一
『
や 蜘

や
一

、
叩 ご 忠④
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（
＄
臼
・
［
く
ぐ
）
・
卦
任
謝
畑
唄
異
邸
・
隠
云
・
鯉

劉
ハ
ハ
ミ
梼
・
世
蝿
扇
鰹
弾
会
Ｉ
ｐ
会
１
，
↑
壌
哩
△
製
而
怠
畑
や
榔
日
ｇ
忠
埜

、
全
く
い
い
ざ
か
、
一
へ
嶋
㎡
烏
皿
的
皿
画
寸
ｅ
坪
・
昭
掛
如
為
巾
媚
釧
督
ｅ
畠
長
墳

画
的
・
画
高
亟
坤
・
蝉
ヨ
ュ
蕊
ｅ
且
辞
函
司
埜
や
細
叫
匹
埋
典
異
岬
・
呉
９
斗
小
部
玉

旦
（
日
９
＄
）
騨
凹
如
会
‐
ｌ
ｐ
ミ
ー
、
ｅ
Ⅲ
饗
噸
心
昼
（
日
呂
留
）
厘
橋
・
侭
榊
剖
脳
哨

墳
可
ｌ
、
黒
・
壌
投
６
，
畠
饗
埜
十
ｌ
会
費
鴫
紳
・
遇
、
日
・
蝿
畑
・
駈
如
群
（
日
９
場
）

日
Ｏ
Ｎ
Ｏ
毎
侶
・
範
蚤
署
ｅ
ミ
ー
ト
、
い
牛
・
廩
潰
圃
飼
智
○
幽
角
侭
ｅ
綱
語
る
閏
呈
堅
遡

沌
・
埠
掲
圏
歸
疫
灘
岬
駐
ｅ
判
司
日
ｇ
ｇ
埜
呈
函
璽
一
・
○
・
酋
里
（
日
ｇ
等
）
且
。
ｚ

圃
冒
垣
。
臼
悟
謝
圏
ｅ
（
日
零
霞
）
幽
飼
昌
切
昌
品
里
皿
、
的
・
哩
如
鮴
。
旨
Ｑ
△
で
。

。
ご
雪
・
・
・
芯
①
冒
名
壱
○
彦
冒
○
国
日
①
勇
彦
．
。
・
哩
八
、

倒
旦
判
匹
壌
く
↓
ｅ
三
①
ロ
国
○
輯
①
由
・
畠
２
ｍ
”
。
○
壷
両
目
何
ら
・
○
乱
扇
ｐ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
で
“
曲

●
Ｏ
這
当
く
Ｃ
Ｏ
ロ
飼
占
㎡
蔚
亟
”
《
程
匪
釧
督
、
や
皿
⑭
．
（
日
日
尊
）
Ｑ
幽
旦
隠
匿
ｅ
罵

終
昌
曽
損
ｚ
、
宙
皿
ト
怠
頚
釦
厘
鬮
鳥
国
・
匹
綱
鼻
（
日
零
値
）
出
国
閂
昌
軸
吋
陶
輔
い

。
寺
や
⑮
『
景
茸
の
①
】
含

○
輯
の
由
ご
弓
箭
両
。

患
饗
匹
綱
蕊
日

Ｓ
Ｓ
Ｓ
尽
鴫
心
企
異
旦
・
函
・
国
鏥
任
・
魁
１
，
１
Ｋ
画
・
巨
任
笹
逆
毎
悟
・
錘
困
・
哩

６
，
期
細
騨
任
呉
・
巡
裡
今
緬
超
国
会
艦
榧
も
凰
呉
。
（
日
ｇ
写
）
Ｑ
酋
怠
頚
如
鞠
料
慨
ｅ

消
這
の
冒
畠
〕
・
蝿
畑
旦
（
日
９
９
）
眉
目
句
⑫
揖
昌
㎡
局
皿
唱
・
（
日
ｇ
露
）
蔦
召
“
ム

ー
墓
め
同
色
㎡
詞
皿
①
・
冊
Ｐ
細
ち
骨
閏
心
農
試
や
窪
・
畑
拙
幻
剖
里
榧
ｅ
（
日
関
等
）

坐
目
再
眉
目
官
ぐ
《
逗
当
鍵
・
細
聖
抽
噂
や
狸
鵬
ｅ
尽
鴫
蝿
主
異
埋
・
閏
．
困
話
任
埜
異
Ｕ

。
『
品
○
戸
吻
口
国
国
・
揖
品
目
塑
息
飼
○
当
自
営
①
言
由
負
号
閏
く
Ｋ
《
撞
閂
の
凶
当
日
息
Ｚ

鴫
ｅ
・
閏
．
国
記
任
却
咲
製
坐
舛
サ
ド
叶
恥
討
卜
ｅ
鍾
為
言
へ
Ｙ
慮
鵡
旦
艶
ト
蕊
日
ｇ
ｇ

与
吊
厘
浸
逼
日
飼
渭
あ
ｅ
軍
圏
ｊ
蝋
窒
二
、
《
岬
ぺ
旦
範
僧
団
出
鋼
哩
・
匹
細
鼻
（
日

８
９
）
垣
頚
暑
目
的
蛍
‐
の
と
、
閏
皿
畑
Ｐ
心
、
（
雰
翁
「
司
睡
世
②
㎡
圏
心
畠
〃
Ｕ
・
当
澳
遅

日
ｇ
雷
御
国
Ｑ
画
貫
《
や
梛
日
ｇ
ｇ
蝉
圏
榧
皿
再
亟
②
。
（
日
ｇ
忠
）
目
。
・
、
冒

亟
の
。
（
日
言
副
）
胃
。
㎡
⑭
皿
⑤
。
（
日
ｇ
露
）
Ｑ
画
㎡
や
亟
句
・
心
頚
如
範
胃
室
温

鼻
騨
如
忌
ｗ
Ｐ
ｎ
、
雨
旦
姪
罎
や
ｅ
却
匡
冒
飼
官
。
旨
さ
」
‐
如
匡
丙
貯
，
ｉ
翁
舛
ト
Ｐ
Ｇ
馬

・
幻
や
唾
馴
如
ヨ
ｅ
量
皿
Ｕ
原
但
［
且
つ
白
怠
畑
く
坐
バ
レ
ー
・
刊
奈
ハ
ト
・
く
等
如
蝉
ミ

ー
ぶ
鱗
、
夕
、
や
択
く
剖
腿
心
長
黒
Ｕ
・
甘
彦
①
餡
Ｉ
甲
三
切
甸
Ｑ
Ｐ
Ｋ
鷲
埋
（
零
皇
会
Ｙ
・
旨

偽
消
の
雪
昌
彦
＄
ロ
員
“
閏
・
①
員
。
国
営
①
§
①
あ
・
ｏ
ｍ
の
“
国
消
ｇ
①
昌
里
皇
・
抵
属
冒
閏

口

垢
慨

鏥
任

歸
任

口
目
旬
日
①
切
目
呵
函
目
○
参
聾
扇
智
で
』
宮

冒
罵
賭
》
言
。
。
ｍ
○
四

思
壹
鴎
も
で
目
函

ふ
い
の
［

③
中
争
【

、
や
句
『

1塁悪
い
や
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I

・
昼
蛎
幻
長
響
埜

や
冒
穏
Ｏ
Ｑ
１
く
胃
掃
Ｏ
ｚ
逆
ｅ
心
く
幻
（
日
毘
冨
）
○
島
、
。
冒
〆
・
蝿
掩
壌
ヨ
い
ふ
刈

量
員
の
○
口
旦
圏
榧
ｅ
菌
揖
①
国
・
皇
今
い
ふ
合
肖
壌
枳
ｅ
胃
骨
○
口
噴
担
ｓ
Ｐ
異
典
抑
斗

９
場
Ｏ
ｚ
型
や
榔
介
（
超
）
。
（
壗
肘
鼓
加
・
冨
謹
＃
煙
）
匹
剛
昼
（
日
恩
冨
）
胃
骨
、
白

、
臼
亟
⑭
。
（
日
ｇ
＄
・
峠
ｅ
会
同
）
旨
。
。
（
日
ｇ
昭
）
白
。
。
（
日
ｇ
寺
）
目
。
。
（
日

ｇ
爵
）
胃
。
《
（
日
呂
帛
）
○
四
旦
唾
暹
如
ｅ
幻
範
の
日
呂
目
⑮
冒
幻
鞄
冨
目
○
・
卦
Ｋ
歸
傾

Ｃ
ｓ
輔
二
四
、
Ｑ

ゞ
）
目
。
隼
（
日

）
・
卦
Ｋ
歸
候

画
さ
ゞ
旦
範
目
罵
飼
ｅ
二
違
埜
・
彦
・
幽
剖
・
国
・
○
・
心
細
旦
堂
守
皇
（
日
ｇ
鵠
）

輔
骨
閨
で
旬
目
星
国
①
昌
弓
閏
㎡
開
皿
め
ゃ
ヨ
剛
両
目
呵
瘻
の
Ｑ
“
（
日
ｇ
馬
）
Ｑ
酋
埋
畔
ｅ
空

室
日
国
ｌ
５
Ｑ
さ
Ｋ
／
、
釦
員
画
官
。
冒
囚
長
枳
呉
・
恩
三
日
巨
富
閏
↑
消
①
智
①
名
の
品
飼
彦

昌
占
《
吟
①
各
国
２
６
．
渭
①
ロ
５
出
胃
閏
旦
呈
・
鍾
埋
蝦
消
の
眉
ｇ
の
ロ
月
点
詠
や
」

・
閨
孟
枳
ミ
ー
乍
侭
急
綱

旦
塑
函
や
劇
迄
当
冒
両
日
づ
官
く
・
坤
吊
旦
卸
鵯
ｅ
偲
里
・
兵
提
哩
帳
・
榔
曇
Ｐ
Ｐ
紙
（
日

ｇ
等
）
目
Ｑ
淨
岬
担
皇
翼
如
揖
日
凋
呉
昌
．
。
お
狸
ミ
ー
や
侭
怠
畑
里
（
日
＄
温
）

淫
、
〃
～
け
‐
外
や
丙
小
ノ
ー
ト
《
伍
塑
鮴
‐
Ｉ
ｎ
Ｋ
山
急
器
（
冒
置
）
、
笙
対
且
・
・
島
国
口
国

ｌ
切
目
輔
品
司
揖
の
普
逼
く
・
骨
己
⑲
口
旦
こ
＄
毛
呂
《
①
昌
昌
吟
。
ロ
３
国
旦
呈
《
圃
獄

・
蝿
壁
御
靭
ｅ
曽
飼
彦

鍾
畑
墾
ｅ
ｗ
・
扁
劇
Ⅲ
醤
や
や
榔
日
９
＄
㎡
⑭
正
③
廷
（
日
ぶ
ら
）
冒
渭
叩
の
‐

園
阿
全
目
目
中
・
国
。
壜
①
旨
吻
の
目
・
巨
・
・
閏
・
［
・
も
国
・
あ
・
匹
瑚
型
（
日
息
罵
）
昌
里
呵
閉
Ｉ
？

蔓
功
回
Ｂ
ｅ
呂
閏
㎡
や
皿
ｍ
・
蜀
細
埋
灸
（
５
口
①
で
巴
眞
浸
侭
Ｓ
Ｅ
終
５
口
‐
冨
甸
。
９

・
閏
・
閏
・
・
園
・
閃
㎡
⑮
唾
⑤
凹
畑
（
日
誌
圏
）
ｍ
員
輔
Ｑ

①

５
国
閏
、
昌
冒
員
の
・
の
△
・
国
薗

．
・
冨
昌
・
輿
の
昌
冒
閏
・
あ
㎡
寺
匡
①
匹
剛
べ
日
專
忍
）
冒
渭
ｍ
Ｉ
①
１
９
国
・
〔
（
日
ｇ
＄
）

旨
Ｑ
↑
（
蝉
匹
・
日
ｇ
己
）
冒
○
《
（
日
ｇ
昭
）
目
Ｑ
・
（
日
ｇ
等
）
胃
。
〕
５
出
○
毛
①
同

・
あ
・
塁
の
農
○
ロ
ョ
ョ
餡
・
園
・
塁
⑩
陰
○
樹
◎
冒
昌
・
望
め
〔
三
．
口
幽
・
閏
・
璽
黒
固
昌
・
［
・
［
の
国

．
届
。
且
①
名
の
四
・
閏
㎡
届
正
⑯
匹
綱
胃
骨
ｃ
色
・
倶
、
，
農
饗
心
景
細
刈
り
蝿
皇
〉
深

壌
鍾
畏
、
や
秘
〉
。
且
日
昌
の
鰯
曽
当
・
呈
胴
酎
朏
ｅ
胃
帯
。
白
《
鍾
冒
里
＆
回
１
紐

。
岬
ぺ
く
幻
ｅ
淨
侭
Ｊ
味
如
皿
軽
量
Ｋ
恥
乃
ｕ
同
型
日

剛

。
匿
形
辰
里
群
岬
食
い
／
二
斗
侭
、
，
綱
Ｕ
一
堂
炬
一
誌
慨

堰

・
埜
匹
細
堂
炬
一

寵

任

売
任

邑
距
ユ
」

話
催

封
碧
一
岨
錘
托
良
鼻
く
隙
州

I

’
若
の
ロ
の
二
○
口
〔
５
戸
二
呂
垣
９
口
｜
ご
臼

昌
再
の
二
の
昌
一
口
の
。
易
○
門

里
関
冨
射
呵
彦
昌
。
・
ぬ

屍
〔
｛
農
園
旨
の
名
①
国
一
ｓ
臼

一
『
ド

淀
川
濫
匹
鯉

Ｃ
や
⑪
『

筵
母
一
娃
堅
一

Ｃ
や
⑤
【

Ｃ
や
③
『

め
ふ

１
、
今
に

ｃ
ト

⑪
や

一
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・
幻
玉
里
冒
骨
亘
昌
亭
悟
釦
（
自
国
眉
。
ｚ
）
鞠
号
出
・
咲
割
釦
（
日
呂
等
）

圭
目
日
①
檬
哩
典
鞠
目
日
飼
凸
魯
朏
怠
畑
釦
（
、
罵
皿
ト
・
日
急
閉
）
昌
雷
’
千
二
．
閏

。
（
、
嵩
皿
ト
・
日
旨
ｇ
）
旨
目
崗
ｌ
〒
畠
。
国
辱
（
、
罵
亟
ト
令
日
零
＄
）
壱
目
ｃ
畠
’
千
毎
．
閏

剖
避
、
嘉
日
ｇ
鵠
ご
ぺ
く
ヨ
く
任
埋
典
異
Ｕ
・
く
昌
膚
心
灸
騨
冒
飼
冒
自
冒
↑
蝿

皿
如
竺
・
ロ
呵
日
口
冒
く
心
灸
釦
消
逼
の
冒
呵
四
・
【
島
○
毎
の
巨
呵
国
暴
ｍ
口
の
国
○
這
○
当
の
画
甘
由

消
①
二
飼
彦
・
”
の
。
凸
詞
吋
幽
・
溺
息
円
型
。
冒
邑
里
呈
・
烏
幽
消
①
智
当
日
飼
い
・
訟
や
』

患
饗
塑
沌
ｍ
聡
ｅ
・
閏
・
国
話
任
《
（
，
日
・
酋
・
・
日
．
○
・
・
困
・
○
・
・
画
・
己
・
匹
細

鼻
旦
（
日
９
＄
）
筈
号
畠
。
千
二
ｃ
函
や
魁
Ⅲ
、
’
て
也
画
胃
皿
ぬ
ぺ
日
宕
等
）
○
国

、
冒
亟
②
《
（
日
呂
需
）
○
ぬ
理
や
制
号
皇
○
息
鼈
如
釦
昌
呉
乱
口
凋
《
範
景
画
８
四

ｅ
誌
判
律
目
画
冒
。
旨
・
枳
会
‐
１
い
ぺ
や
冊
、
閏
唾
吟
，
の
曾
口
①
目
・
日
５
凶
・
弓
邑
飼
目

・
君
○
・
』
。
“
苗
西
宮
垣
愚
。
．
〔
日
“
日
車
。
国
名
⑲
骨
輿
国
旦
呈
・
胃
国
消
幽
昌
叫
占
が
や
淫

ぺ
旦
粧
ヨ
ｅ
重
任
さ
細
型
豐
口
何
日
『

曽
息
目
２
日
ご
罫
①
雪
。
己
＄
ロ
日
の
○
［

・
幻
玉
里
冒
骨
亘
昌
亭
悟
釦

息
に
如
細
糯
朴
蕊
埜
渭
且
。
的
畠
判
・
隅
○
名
。
（
琿
任
亟

冒
）
景
劇
や
異
〉
将
糾
世
判
Ⅲ
誉
《
壗
畏
へ
ぃ
細
旦
（
日
ｇ
語
）
で
。
話
の
筐
多
票
哩
長

騨
圏
如
（
日
ｇ
圏
）
目
輔
富
国
目
星
亜
昌
・
蝿
与
迦
如
暹
難
Ｐ
ｎ
，
掲
旦
鯛
喋
ｅ
錘
冒
星
○
四

基
函
祇
点
侭
旦
鷆
誤
判
蝦
内
く
い
牛
斗
浄
Ｅ
《
異
〉
将
唾
ｆ
１
角
捉
裡
今
鵠
狸
豊
廼

尋
猩
・
篭
担
当
壷
廻
如
ト
ハ
ト
今
や
冊
廷
臣
く
。
（
瓢
碧
割
碧
）
】
・
号
の
国
呂
輔
国
・
弓

ｌ
ロ
日
○
名
”
５
百
呂
尚
隅
肋
。
餡
《
僧
２
５
陰
切
目
国
曽
旦
①
国
旦
呈
・
ト
ョ
｛
Ｋ
ｌ
状

。
〔
岬
畑
淨
思
（
日
帛
鵠
）

自
国
弓
自
己
目
骨
閏
も
劇
（
日
帛
沼
）
璽
虫
任
謹
Ｇ
Ｍ
・
腿
Ⅱ
、
’
て
餌
《
。
Ｅ
抑
匹
綱
〕

蝿
期
型
（
日
ｇ
田
）
冒
骨
閏
士
と
曽
話
㎡
や
唾
③
。
〔
魁
１
、
‐
’
て
釦
Ｕ
息
催
・
・
筐

・
閏
・
・
筐
●
畠
・
・
国
．
○
・
・
四
・
閨
〕
蝿
細
旦
（
日
９
９
）
壱
昌
昌
再
昌
’
千
二
ｃ
圏
㎡
汽
皿
②
哩

長
（
日
ｇ
等
）
○
国
。
（
日
ｇ
鰐
）
○
ぬ
《
分
畔
ご
鞄
ｅ
Ｕ
押
皿
畑
旦
廷
・
岬
剤
、
駕
皿
的

且
（
日
９
＄
）
這
目
雪
ｌ
畠
①
口
Ｉ
君
閂
○
閏
刈
（
日
富
路
）
目
出
目
圏
１
塁
目
国
畠
の
色
ｅ
Ⅷ
詞
群

・
謹
忠
や
Ⅲ
誉
越
（
日
ｇ
蘭
）
製
州
ｅ
卜
舗
舗
叔
・
〉
瑞
如
誌
ヨ
即

ｅ
句
出
前
首
首
圏
争
冒
①
這
員
Ｑ
・
目
異
の
飼
閏
菖
暑
Ｃ
君
閏
欣
幻
掲
や
秦
日
ｇ
ｇ
余
熱

・
哩
淵
剥
製
日
雷
忠
旦
騨
ｅ
鞄
一
品
日
向
“
・
岬
銅
旦
倒
臼
璽
日
ｇ
圏
，
く
ｇ
等
ぶ

ぺ
旦
粧
ヨ
ｅ
重
任
さ
細
思
豐
ロ
“
日
。
旨
く
①
典
剖
侭
ｅ
鍾
消
①
乱
⑲
園
・
の
・
消
①
弓
呵
あ

再
国
司
日
の
目
目
ご
罫
①
雪
。
己
＄
ロ
ロ
飼
○
【
日
①
閏
旦
ヨ
｝
畠
ｘ
国
５
日
も
昌
目
の
ｍ
○
画
争
訟
や
」

｜

’
豆
矩
任
一

話
慨

話
任

垢
任 幻

愚
こ
の
夢
３
句
閏

臼
⑲
５
，
首
出
口
Ｑ
①
の

凋
当
凶
自
国
Ｑ
負
①
の
一
詞
④
⑦
【

君
国
お
の
○
局

淵

①

巨
揖

①

芦

函
や
、
【

函
①
⑫
『

［
や
⑤
［

J
’

｝
、

ｔ
ｔ

ヰ
ト

唖
屋

や
↑
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成
用
理
会
遡
鰹
超
ｅ
心
晶
曽
且
昌
凋
・
匹
畑
鼻
里
（
日
言
＄
）
園
ｃ
冒
房
と
ｌ
菅
閏
箇

凰
（
日
溜
忠
）
菅
冒
ｃ
急
畠
中
千
菅
函
㎡
寓
皿
？
（
日
９
９
）
白
。
。
（
日
扇
臨
）

国
。
“
（
日
圏
国
）
胃
。
今
（
日
忠
尋
）
○
ぬ
旦
厘
潰
圃
艮
昌
の
、
胃
正
③
《
Ｊ
Ｍ
司
掲
押

貴
い
｛
卜
、
寺
皿
っ
・
号
望
占
吟
皇
輔
筐
・
国
。
”
日
。
目
冒
飼
冒
旦
呈
・
ト
弓
｛
Ｋ
ｌ
楡

・
押
饗
剤
当
任
侭
埋
ヨ
綱
や
部
Ｕ
ｅ
幻
や
隠
劉
裟
班
無
口
且
閏
弓
日
日
且
○
旨

・
筐
ｅ
軒
Ｋ
Ｙ
Ｐ
ｏ
閣
員
Ｆ
・
浄
岬
哩
母
辿
剖
（
日
罵
ｇ
）
目
。
。
（
日
ｇ
等
）
閂
。

・
哩
鍜
溜
畑
里
呈
（
白
話
ｇ
）
胸
。
の
縄
暑
ロ
“
島
昌
。
（
日
９
用
）
○
国
且
［
。
○
署
。
“

《
巡
雛
辺
（
日
勗
＄
）
日
。
愚
冒
宮
酋
・
晨
輸
壌
均
２
出
汁
唾
ｅ
周
且
。
冒
閏
Ｇ
Ｉ
皇
、

’
て
《
名
“
骨
員
国
洲
Ｇ
２
昌
彦
里
呈
・
晨
州
Ｐ
黒
哩
多
冊
旦
冒
日
曽
Ｑ
『
ご
冒
飼
鴎

‐
消
飼
幽
農
く
国
皿
姐
ｅ
姐
岨
ヨ
升
Ｋ
食
ｌ
ｐ
牛
お
Ｙ
裡
咲
玉
劇
鴫
・
為
悪
Ｋ
砕
く
圃
釆

・
坤
恰
御
廩
濯
日
日
“
国
心
農
轡
長
侶
“
、
’
て
四
や

呉
舗
榔
昌
・
撰
劉
《
癌
伽
潰
・
惇
鯉
任
識
細
心
農
異
岬
《
、
‐
１
て
廻
旦
日
ｇ
展
㎡
臼

正
中
◇
（
日
ｇ
ｇ
）
』
。
．
‐
１
斗
Ｋ
や
梛
旨
Ｑ
辱
却
釦
｛
Ｉ
会
ｅ
錘
や
．
Ｈ
や
ミ
＼
・
坤
恰

旦
画
目
◎
皇
且
の
ｅ
蝉
日
日
園
田
湿
溺
釦
（
坐
）
口
く
Ｉ
消
冒
○
《
合
判
呉
如
範
哩
Ｊ
に
損
旦

騨
５
碧
○
、
（
日
誤
糧
）
選
慨
眉
呂
号
宿
圏
騨
皿
・
く
ｅ
為
ノ
も
卦
Ⅱ
ｗ
ｅ
毎
や
』
圏

・
蝿
や
毎
塑
・
畠
塑
旦
錘
日
の
号
”
甘
閏
め
ゃ
号
Ｑ
ｌ
冨
飼
。
○
唾
叩
班
ｅ
錘
恒
・
担
侭
、
畑

且
（
日
ｇ
露
）
首
百
選
、
や
唾
⑦
埜
号
①
５
判
司
国
・
あ
《
今
壷
蝉
弾
（
日
ｇ
園
）

一
日
○
鴎
噴
吋
国
竺
ｅ
異
Ｓ
ロ
且
出
冒
星
の
閏
・
呉
舟
狸
瀧
型
（
白
雪
臣
）
出
自
㈲
畠
畠
毎
ｍ

。
匹
畑
（
日
ｇ
＄
）
爵
守
呂
◇
（
日
ｇ
ｇ
）
ご
宮
。
（
日
ｇ
ｇ
）
ぬ
呂
旦
任
亟
⑭
莚
・
匹
畑
画

守
唾
⑤
Ｉ
（
日
扇
＄
）
四
目
署
目
飼
呂
’
千
畠
、
園
・
匹
綱
且
画
扁
・
爵
・
閏
唾
麺
Ｉ
（
日
雪
晨
）

圏
①
寧
’
千
畠
＠
国
・
匹
綱
㎡
爵
㎡
馬
亟
”
Ｉ
（
日
馬
巨
）
星
勇
二
切
眉
己
同
雷
と
ｌ
菅
函

患
鵯
く
寺
く
Ｋ
卦
い
い
便
《
晨
輸
鮴
国
の

Ｉ
愛
６
タ
コ
笛
［
・
閏
邑
且
。
唇
。
ｃ
・
国
・
里
の
儲
圃
面
目
・
“
・
興
望
呵
号
呵
凸
・
ぐ
・
号
の
己
．
●
蔭
・
塁
呉

１
日
函
・
［
・
愚
出
○
名
の
国
・
房
・
里
両
国
ロ
周
罵
冒
・
函
の
口
涜
８
崗
揖
あ
目
・
日
日
固
号
の
。
○
臣

・
凸
・
ロ
冨
即
ロ
旬
日
・
閏
ざ
面
目
Ｏ
ご
言
・
臼
・
苗
員
。
ご
言
い
Ｎ
Ｕ
臣
５
塁
垣
ご
言
自
今
型
、
陰
○
泊
昌
爵
①

●
く
・
塁
切
屋
戸
品
。
皇
。
Ｑ
・
［
・
塁
碗
員
逼
Ｅ
Ｕ
Ｑ
ｏ
量
目
の
西
旦
呈
《
錘
』
ハ
ト
ｌ
鶚
遥
函
恕

剛
堰

詫
葺

署
＋隈

誌
慨

話
催

詫
慨

胸
の
即
揖
の
空
〔
ロ
［
冒
飼
』
の
里
渭
隣

（
裡
今
旨
輸
里
掻
Ｇ
Ｍ
桑
や

ｅ
裡
異
扣
蝉
割
く
圃
堤
Ｐ
Ｊ
如
韓
幽
壗

卿
迩
↑
壗
担
。
に
Ｐ
錘
伺
哀
里
淨
判
剖

首
①
鬮
国
・
西
倉
沙
埜
埜
号
磐
占
・
彦
）

封
○
コ
【
ロ
二
○
の
切
口
望
陶
面
】
宮
ｍ
や
つ
【

（
錘
富
国
ロ
噴
◎
凸
）

揖
の
事
◎
昌
揖
①
項
Ｎ
シ
呵
一
巽
冒
㈲
』
の

（
掻
彦
。
管
肖
幽
）
も
畠
罵
［
ぬ
冒
飼
あ

山
錘
埜
〆
尋
く
眺
州

の
嵩
昌
彦
芦
①
ロ
の
Ｃ
ｌ
や
①
雪

軍
“
針
：
｜
娃
豐
一

函
や
、
【

函
や
③
『

ぬ
い

|震
ｃ
⑭

『
⑭

－ 己
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・
匹
畑
屋
釦
塑
や
皇
（
日
ｇ
Ｂ
）
冒
胃
叩
の
ｌ
菅
函
旦
謹
Ｓ
ｍ
目
皿
？
Ｉ
、
胄
皿
③

・
匹
綱
辱
堂
居
呈
（
日
胃
罵
）
曽
昌
目
④
怠
息
医
局
弓
閏
里
謹
Ｓ
ｍ
臼
亟
？
１
ｍ
爲

皿
ぬ
ぷ
に
釦
襯
糯
旦
霊
画
睡
・
迄
稲
釦
（
日
呂
等
）
Ｑ
虫
旦
倒
ｅ
蝉
舟
且
、
口
鶚
画
圏

皿
的
・
細
認
如
註
ヨ
国
壱
ｇ
目
的
冒
呂
怠
頚
釦
蜘
ロ
Ｃ
団
○
万
閏
蝿
侭
旦
呉
ｅ
範
周
智
凸

・
や
ｅ
役
、
，
饗
旦
に
椛
特
噴
阻
枳
会
‐
‐
ｗ
・
ト
ョ
ャ
ト
・
の
詞
号
幽
弓
占
く
・
曽
冒
目
①

』
ｇ
⑫
目
。
（
岨
錘
識
剛
）
且
昌
曽
“
聟
。
芦
里
呈
・
目
国
圃
揖
“
曽
曽
あ
・
お
洋
淫

I

急
饗
誌
ヨ

“
胸
曾
昌
昌
・
昌
望
目
目
日
剖
（
裡
翠
丙
砥
Ｋ
舟
て
埜
諾
－
・
日
Ｓ
Ｅ
・
・
釦
）
遺
臣
ｅ
角
田
函

‐
目
飼
日
埜
削
歴
裡
異
扣
魑
・
削
設
阻
筈
ｅ
旨
２
．
２
の
暉
斗
皿
冒
・
押
瑚
く
塑
州
ｅ
榧
心

灸
暫
呉
釦
（
忠
＄
５
日
Ｓ
Ｅ
。
。
《
増
吋
幽
ｌ
①
‐
昌
己
釦
目
苗
臼
）
ｇ
目
軸
目
輔
自
㎡
圏
皿
、

。
匹
剛
型
（
日
皀
＄
）
閂
輔
回
国
、
国
亟
冒
・
蝿
皇
〉
峡
翰
壌
抵
心
、
い
、
旦
塒
９
日
埜

君
ぢ
閏
渭
呵
国
・
会
同
ｅ
署
・
匹
綱
、
関
皿
の
（
日
９
＄
）
因
呂
・
稲
乃
牛
舟
ゆ
里
距
㎡

圏
皿
毎
・
銅
寸
諭
祇
毎
拓
也
昌
昌
。
且
の
釦
（
日
Ｅ
屋
）
目
㈲
岳
函
琶
昌
、
園
・
呉
Ｓ

Ｐ
６
，
紙
舎
Ｐ
忌
心
畑
埋
鍾
卜
蜀
｛
Ｋ
ｌ
杙
・
逆
目
員
函
冒
彌
園
裡
、
、
侭
や
。
１
Ｇ
弾

皿
ｅ
鍾
淫
ハ
ト
ー
鶚
・
呉
。
崎
旦
鋼
ｅ
咽
喋
埋
錘
壜
姻
ｅ
呈
埜
且
世
但
０
Ｋ
以
外
－
侭
ら

・
担
。
進
踵
皇
山
如
枳
雨
ｅ
尋
猩
〉
。
Ｅ
剖
鍾
小
Ｈ
卜
、
ｅ
財
魁
曾
・
（
日
巳
駕
）
○
四

旦
悟
ｅ
巻
胃
曽
◎
閏
ｅ
鞠
ｅ
Ｕ
・
糎
雨
旦
轌
目
且
。
且
の
や
、
詠
い
一
㎡
圏
亟
”

・
晨
蜘
く
画
く
乃
誼
い
ト
・
ミ
ー
い
侭
１
通
仁
籠
’
一
丙
や
、
お
蛾
ｌ
廻
謁
ｌ
心
ハ
ミ
心

皿
急
皿
Ｆ
・
国
昌
彦
の
湧
呂
①
首
両
鴎
彦
戸
偶
呉
・
塁
の
局
望
○
日
日
。
甘
く
舎
愚
言
冒
で
園
も
ロ
く

い
輿
②
謁
昌
呂
昌
戸
昌
①
閂
毎
。
呵
冨
ロ
何
毛
凶
○
酋
輪
塁
晩
自
戸
８
易
胸
①
冠
己
昌
云
令
璽
の
農
◎
頚
。
◎
梢
①

笛
愚
冒
《
里
。
①
蔦
。
○
国
の
飼
日
。
畠
・
曽
圃
Ｕ
冒
閏
園
の
。
①
冨
眉
里
呈
・
謹
崔
外
踊
ｌ
鶚
鐸
師
祇

・
岬
綱
且
（
日
ｇ
扇
）
眉
目
目
品
ｌ
①
１
号
呂
蕊
日
ｇ
ｇ
ｅ
巡
鴫
Ｐ

鞠
冒
。
旨
凋
↓
横
剰
弾
（
日
ｇ
写
）
坐
冒
普
渭
畠
ｅ
鐙
張
く
簔
置
逆
謹
呈
《
峡
鬮
坐
卦

ト
ー
‐
Ⅱ
冷
殉
卜
埜
錘
１
‐
《
杣
に
旦
号
君
昌
冨
ｅ
鞠
丙
午
粛
為
く
遇
ｅ
坪
・
心
期
や
摺
当

べ
日
ｇ
＄
．
。
）
星
⑨
晶
鞠
星
暑
自
前
陰
ｌ
④
と
◎
国
・
〆
画
区
・
蝿
畑
や
（
日
ｇ
悪
）
避
等

．
、
Ｅ
《
（
綱
函
祇
、
国
皿
吟
《
型
州
や
璽
榧
・
日
ｇ
＄
）
頓
星
暑
目
飼
酋
１
①
ｌ
星
ｃ
函
怠
ぺ
ど

鞠
逼
。
凋
心
長
画
臼
皿
い
ぶ
侭
（
日
９
＄
）
冨
渭
切
也
￥
①
’
二
．
閏
旦
任
Ｇ
Ｍ
・
蝿

綱
旦
剴
昌
塑
日
ｇ
吊
ｅ
韓
旦
昌
旦
歴
ｅ
、
田
１
，
鄙
皿
吟
《
侭
鯉
や
葺
碧
範
外
午

冷
＼
か
く
る
員
外
γ
‐
剛
冷
舛
ト
。
ｂ
農
の
目
呵
渭
昌
○
・
号
ち
国
冨
昌
○
醤
・
首
の
曽
○
胸
当

Ｉ
で
シ
・
』
。
君
。
』
夢
”
看
点
の
昌
旦
皇
《
錘
目
①
名
僧
塁
５
首
出
‐
号
”
眉
罵
。
《
詠
や
』

’

’

’

I

誌
任

話
催

歸
任

淵
①
君
①
唇
勗
二
壱
泥
間

瑁
望
の
岳
〆
◎
望
噴
Ｕ
君
屋
声
で
翻
胸
も

’届
磐
の
幽
豈

留
日
○
二
ｓ

ロ
く

Ｏ
餡

的
中
⑤
［

的
や
③
［

駒
や
②
『

鋼
的

師
、

寸
韓
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。
、
伺
呈
（
日
ｇ
＄
）

壱
四
芸
宮
口
昌
叩
牢
呂
①
函
今
（
日
９
＄
）
鼬
問
田
彦
－
千
畠
ｃ
圏
や
却
掲
ｅ
岬
。
（
・
・
言
・
餡
・
・
三
・
く
）

・
画
駕
皿
ト
《
（
・
色
・
崖
、
・
閏
・
巴
匹
細
尽
加
。
毎
判
型
騨
圏
Ｐ
岬
刈
勾
ｅ
日
ｇ
己
心

長
騨
偶
㎡
届
皿
ト
・
掛
陣
ｅ
／
、
（
日
ｇ
恩
）
目
呵
昌
圏
冒
昌
唾
昌
裡
今
笠
永
埋
計
囹
曾

・
消
⑩
忌
昌
切
目
弓
・
碗
磐
⑭
彦
圃
昌
飼
“
・
圃
苗
団
ロ
。
四
５
日
⑲
巨
旦
里
・
ト
弓
一
Ｋ
ｌ
板

・
蝿
や
匹
畑
里
圏
昌
呈
（
日
ｇ
忠
）
困
巨

ｌ
骨
目
冨
宇
の
ｌ
言
函
旦
佐
息
に
細
線
塵
ｅ
鴎
碧
↑
瓢
裂
《
割
碧
ｅ
蕪
ヨ
冒
目
臣
冒
畠
自
呂

！
具
憾
陸
皇
国
や
拙
唾
の
，
く
唾
①
。
［
の
△
署
閏
塁
望
国
・
貝
の
詞
輯
お
幽
消
の
昌
呵
“
・
消
凶
ロ
国
吻
ロ
呵
国

《
号
且
国
石
ら
昌
彦
凸
《
〔
富
台
目
５
号
。
［
旦
呈
・
烏
国
５
口
５
月
旨
《
夙
や
』
誰
丑

駕
晨
ご
目
①
普
日
）
昌
甸
蛍
ｌ
の
壱
目
①
智
白
１
①
ｌ
椙
温
袋
・
国
・
冒
・
・
函
．
国
・
・
四
・
の
巡
謹
世
函
Ｐ

島
澤
農
・
の
・
ぐ
㎡
寸
正
⑫
《
（
日
急
隠
）
号
渭
ロ
－
の
１
号
閏
噴
・
国
・
旨
↓
切
・
ぐ
・
・
由
め
㎡

帛
皿
函
・
綱
尽
旦
（
堂
獅
埜
首
あ
《
日
等
ご
筥
員
巴
目
飼
濁
甸
由
‐
の
古
目
①
智
口
Ｉ
の
曽
温

農
・
芦
・
戸
・
・
の
・
く
《
・
閏
め
㎡
蔚
亟
②
。
（
日
ｇ
等
）
Ｑ
酋
巡
皿
函
く
両
司
掲
如
号
八

沁
会
や
、
呂
皿
的
・
蝿
ぺ
且
（
ロ
呉
畠
‐
の
‐
君
⑫
智
口
）
鞄
崔
丹
沁
会
心
吟
・
巡
鰈
巫
如

（
星
飼
四
Ｉ
Ｕ
君
①
曽
口
）
鞠
」
舛
玲
会
心
話
判
刈
蝉
ミ
ー
須
射
卜
・
韓
消
飼
普
昌
画
呉
皿
い

ざ
○
君
眉
Ｃ
Ｑ
目
輔
二
曽
筐
《
日
昌
の
旦
二
凸
・
冨
骨
昌
呵
由
・
食
，
ｌ
乍
侭
・
的
の
戸
彦
消
日
呂
唇

箸
愚
量
自
由
ロ
○
日
温
・
漫
幽
隅
ｇ
の
号
目
“
国
５
三
。
酒
あ
の
目
く
且
呈
。
Ｋ
岸
Ｋ

。
（
何
僅
惜
里
程
鍾
淫
乃
恥
Ｉ
鶚
）

畑
尽
（
日
ぶ
ら
）
冒
胃
叩
①
国
吋
冒
冒
専
、
寓
皿
⑭
萢
凰
畑
国
恕
ｅ
（
綱
鼻
鍾
』
為
い

Ｉ
鵯
・
日
息
碍
）
星
呈
舗
濁
ｌ
甲
皇
目
．
目
Ｃ
皇
函
画
駕
亟
坤
・
逗
埜
謹
圃
園
層
○
・
期
②
鵬

ｅ
（
仰
吊
Ｕ
二
ｌ
会
蕪
↓
日
囹
莨
）
塑
州
・
細
馬
且
（
日
ｇ
圏
）
塑
庖
胃
信
Ｃ
Ｑ
、
詞

皿
”
。
（
要
細
・
日
き
＄
）
、
’
て
廻
・
（
日
ｇ
ご
）
国
。
“
（
日
与
昭
）
目
Ｑ
・
悟
騨
料
圏
ｅ

、
斗
為
崔
・
（
日
恩
等
）
○
四
旦
隈
ｅ
鞄
や
、
め
い
長
５
口
’
千
国
ｇ
ｏ
・
晨
蜘
梢
“
日
の
芦

君
両
君
の
Ｃ
・
消
冒
品
目
具
弓
喝
３
洞
、
５
日
員
○
ｓ
○
四
四
面
逼
苗
冨
逆
型
錘
酋
・
国

・
晨
蝋
隅
①
号
号
の
冨
渭
君
。
旨
・
消
且
①
筐
目
尚
・
凶
目
Ｈ
①
園
輯
①
名
。
ｚ
《
間
①
普
逼
。
”
国

串
で
冒
餡
埜
旦
鍾
・
①
．
①
。
蝿
乍
Ｅ
如
巡
・
纈
玉
や
霊
皿
竺
匡
壗
鍾
函
《
ト
ヨ
一
Ｋ
１
枚

|"J戚卜
穂
細
需
悪
鴎
昼
朴
蕪
興
眺
細
純
朴
尋
鵠
ｅ
哩
催
ｎ
Ｋ
情
Ⅱ
｜
誌
慨
一

窪

｜
蕊
碧

歸
慨

詰
任

話
慨

（
鍾
画
眉
目
ｌ
旬
間
日
。
）
異
国
目
両
国

（
抵
昌
員
あ
）
揖
員
日
○
雪
国
の
。

岨
極
越
〆
尋
く
隙
州

者
【
愚
皇
の
雪
西
口
○
い
も
ｘ
く
一
＄
臼

日
普
｛
吊
曽
湾
口
Ｑ
①
の

閂
の
四
目
昌
雷
・
色
ｌ
『

昌
冠
望
国
桝
呵
弓
言

竿
畔
一
佐
竪
一

命
や
③
【

命
中
②
『

駒
中
争
『

、
や
の
【

’
|畠 罵 |雷

ゆめ④の
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・
多
型
埜
与
吊
（
日
雪
＄
）
愚
の
管
君
国
今
凹
《
判
ゴ
ロ
Ｓ
冨
吟
。
埜
逝
頃
。
（
呉
。
掲

壌
鱈
唄
製
黒
心
銅
劇
鴫
廼
呈
逝
１
）
即
蝿
掲
匹
畑
辱
里
任
《
樫
瑚
逝
や
里
任
匝
②
・
や
唄

壼
幻
日
ｇ
ご
劇
噸
壗
暉
霞
碧
為
舗
Ｋ
歩
、
息
ぺ
且
側
壁
（
坤
掲
壗
刈
Ｕ
担
異
心
駈
里

冒
且
員
盛
・
西
．
畠
卑
貯
思
曾
）
裂
扣
ｅ
閏
輔
。
宮
洞
・
異
和
廊
鵯
細
君
鼻
這
Ｑ
・
宮
。
』
房

１
脚
当
昌
・
【
閏
↑
逓
任
も
。
日
綴
・
鴎
・
西
・
苦
出
且
具
呈
呈
・
撞
畠
君
皇
日
呵
Ｑ
・
圃
揮

・
銅
的
法
昌
昌
の
揖
冒
ｚ
’
千
号
出
《
匹
畑
鼻
里
（
日
易
巨
）
日
員

日
の
出
壱
白
毎
画
雪
唾
ぬ
い
（
日
雪
晨
）
間
目
”
皇
。
的
昌
め
い
直
属
唾
⑮
．
弓
星
。
的
○
○
・
餡
令
５
唇
⑨
国
皇

‐
弓
目
星
肘
・
国
・
鬮
胃
星
・
切
畠
雲
。
言
“
旦
呈
・
抵
菅
目
目
。
冠
あ
・
ト
《
｛
Ｋ
１
枚

。
（
画
騎
亟
ト
）
一
署
口
○
曾
名
ロ
ぐ
菖
曽
畠
。
国

名
で
餡
逆
抑
匹
畑
《
寓
邉
釧
榔
謝
怪
（
日
割
糧
）
遡
慨
揖
冨
号
渭
自
《
１
．
Ｈ
心
会
へ

・
倉
饗
逝
ｌ
蝿
掲
里
話
慨
瞳
回
餅
長
ら
埜
異
Ｕ
）
匹
畑
里
ｅ
等
巴
図
画
○
富
国
’
千
号
函

、
篇
亟
↑
《
銅
鼻
逝
Ｅ
Ｓ
日
霊
罵
る
冨
日
勗
困
ｅ
判
騨
ヨ
Ｊ
四
・
搬
曇
や
帳
隙
埜

（
日
忠
＄
）
箔
閏
ｌ
の
‐
圏
。
普
再
目
・
・
国
・
○
細
尽
（
日
９
９
）
遺
憾
榧
、
⑱
亜
ト
嫡
尽

５
各
雷
２
５
（
目
ｇ
Ｅ
）
遣
州
、
函
亟
卜
・
く
わ
畑
鼻
（
日
９
＄
）
君
等
腫
、
唖
亟
ト

・
銅
辱
（
日
Ｅ
ご
）
澄
程
幽
的
軸
目
旬
日
・
く
の
Ｐ
分
如
細
５
号
因
２
５
型
皇
散
や
』

・
坦
拭
哩
墳
鮴
会
‐
ｌ
い
、

い
中
・
ヨ
ｅ
恒
快
君
聾
５
，
厘
岩
層
目
呵
閏
《
僧
自
国
・
皇
当
盤
絲
埜
馴
壗
Ｐ
侭
、
狸
・
逝

距
鴫
蝿
掲
里
蕃
慨
呉
ｅ
・
鴎
国
埜
異
遡
・
匹
銅
辱
円
①
、
ヨ
。
苗
圃
○
・
岨
錘
㎡
卜
亟
四

今
（
日
ｇ
＄
）
臣
。
。
（
昌
急
副
）
目
Ｑ
《
（
日
言
等
）
○
四
里
律
乱
自
国
吟
呵
量
閏
蝿
掩
埋

誕
ｅ
堂
三
ｓ
蝉
圏
ｊ
哩
纈
釦
（
自
国
＄
・
戦
ｅ
釦
）
逝
凰
一
冨
韓
自
笥
号
国
過
鼈
弾
範

ｅ
慨
ｅ
周
目
星
当
判
也
ｅ
圏
ｅ
曽
冒
且
選
ぶ
掲
里
抵
巨
弓
吻
国
渓
飼
冒
、
眉
唾

、
応
ふ
い
袷
鐵
里
呉
墳
誌
ヨ
固
胃
且
昌
怠
掲
旦
図
慨
逝
識
ｅ
蕊
日
９
９
個
窒
牲

ヨ
員
署
目
口
臼
心
長
Ｕ
Ｕ
・
冊
や
榔
曽
冒
異
幽
与
頚
如
蝉
沁
寂
障
・
役
。
、
垣
く
ミ
ー
小

、
ト
キ
里
母
霊
曾
埜
昌
閏
の
何
○
・
①
刈
哩
錘
・
品
目
①
三
Ｑ
９
ｐ
飼
占
・
胃
。
◎
垣
。
国

菖
。
言
”
。
。
。
君
。
。
・
三
ｇ
の
６
。
肩
。
ロ
飼
己
・
眉
の
飼
畠
。
胃
。
§
巴
里
呈
・
Ｉ
弓
愁
や

・
哩
纈
如
剖
Ｕ
押
興
識
圏
測
息
祭
埜
堂
自
動
５
日
。
（
日

ｇ
ご
部
冒
ｇ
認
埜
・
○
・
閏
）
・
剛
的
羅
壗
・
彦
．
シ
《
的
．
く
㎡
吟
唾
の
。
匹
瑚
里
（
日

転
任
垢
慨

話
慨

諾
慨

一
画
夢
の

甥
８
目
の
ｐ
ｏ
Ｑ
屋
。
シ
呂
呂
と
男
色

三
の
自
国
２
５
皇
国
・
◎
一
馬
○
一
鉤
や
雪

誼
任
冒
Ｑ
・
函
・
彦
・
星

５
呂
目
○
国
圏
の
○
一
寺
や
雪

の
＄
㈲
ｚ
２
目
く
一
寸
や
臼

寺
や
⑮
［

寺
や
③
［

つ
の

函
の

め
⑰

》
⑮

|扇 ’
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１
口
山
口

：
・
心
鱒
掲
喫
ｅ
裡
裡
晨
和
紀
剖
意
濁
目
呵
冒
塗
製
枢
鴫
・
剣
唱
吋
ｑ
潟
の
一

郎
、
》
”
・
・
‐
ず
割
ゞ
ゞ
↑
｜
￥
堰
一
Ｆ
〆
Ｌ
毎
；

。

，．

！

‐卜ｕ

，

凸

ｉ

ｆ

卜
Ｉ

制
川
１
１
Ｍ

Ｉ
Ｊ
ｒ
ｊ
ｒ
ｒ
！
．
‐
…
ｒ
ｆ

ｂ

Ｊ

１

Ｌ
ｌ
Ｉ

１

，
Ｉ
Ｉ
Ｌ
韻

ｑ
、
〆
』
。
ｒ

４

ｒ

ｒ

ｆ

４

、

Ⅷ

‐Ｊ

Ｌ

●

卜

員

１

・
剛
拡
魯
発
騨
催
任
押
避
慨
揖
冨
号
貫
自
・
匝
鵡
〆
零

（
日
＄
器
）
曽
首
一
目
閏
《
期
尽
旦
避
埠
蕊
眉
言
富
．
（
日
ｇ
露
）
○
四
旦
盧
終
日
冒
畠

呉
・
Ｂ
２
出
目
且
儲
閏
必
目
あ
《
ｇ
ｏ
夢
冒
○
の
。
預
圃
ご
必
蔦
凸
型
塁
高
言
ズ
ト
諾
慨

呉
・
２
２
出
目
且
儲
閏

コ
ー
篇
日
日
且
昌
冨
‐
§
貴
国
・
唖
吻
馬
垣
廻
陰
国
自
国
苗
・
・
の
飼
鬮
画
・
鍾
戸
や
廷
一

・
叫
。
い
ふ
制
△
与
畑
淨
里
（
日
貫
ｇ
）

目
己
冨
１
号
幽
逗
《
（
謹
旦
《
畏
遅
・
図
）
匹
畑
型
抑
淀
国
師
唾
ト
・
遜
謎
Ｊ
与
掲
和
期

和
皇
話
Ｋ
程
纈
玉
。
（
日
ｓ
ｇ
）
畠
昌
輔
喚
陶
逼
苧
韓
（
冒
等
魁
）
ゞ
弓
胃
◎
富
ｌ
予
言
函
心
騨
皿

Ｆ
仁
Ｆ
岸
ｌ
Ｔ
エ
Ｃ
樫
蛎
疋
〆
靴
憧
卜
か

Ｌ
下
旧
宰
樺
に
」
町
浜
糾
夙
ｋ
【
刹
却
生
祁
に
口
匡
ｂ
解
中
鞠
坤
Ｐ
昌
寺
氏
イ
ー
入

や
一
話
Ｋ
程
纈
玉
。
（
日
ｓ
ｇ
）
畠
昌
時
喚
眉
浸
魂
毎
（
冒
等
魁
）
ゞ
弓
胃
◎
富
ｌ
予
言
函
心
騨
皿

寂
与
舗
發
会
て
や
發
琿
任
皿
画
。
（
く
司
抵
繧
猟
無
望
匡
）
・
く
い
里
呈

』

畠
霊
鶉
蠅
諸
詮
蕊
罪
繩
溺
蝿
蝦
溌
起
一

損
駕
肖
蕪
旦
・
張
鍾
畏
艇
・
川
鵠
導
舌
・
壼
釧
匿
忰
・
網
空
匪
旦
呈
・
測
蝿
三
悟
咲
眺
伴
諸

通
掲
壗
憧
担
当
〉
。
、
］

細
設
智
Ｋ
課
釦
灘
「
二
ｓ
ｕ
や
錘
腫
怠
ぺ
辿
一
鈷
ヨ
Ｇ
Ｍ
い
〆
琴
埠
Ｕ
一
湧
ｄ
ｚ
鵺
判
《
鍵

ヨ
：
日
日
且
弓
冒
１
呉
冒
皇
望
・
の
の
屯
固
勗
葛
尾
。
ｐ
畠
・
国
・
の
吻
爵
国
・
画
”
鍾
詠
や
”
一
記

：
・
・
い
ふ
剖
与
学

睦
玉
喧
鴨
鞄
ｅ
辰
罷
塵
朴
蕪
憾
く
Ｋ
慨
悪
心
会
畏
皿
・
蛸
ｅ
網
纈
駅
塵
剖
弛
聯
ｅ
・
●
胃
国

●
幽
・
・
西
（
画
屋
㎡
や
正
目
）
・
Ｐ
型
、
▲
へ
恥
議
会
串
画
＊
ト
毒
圭
Ｋ
’
億
例
・
櫨
蝋
ゞ
閨
・
墨

・
小
・
拠
会
ｌ
稲
長
、
旨
欣
掲
剖
掻
Ｋ
慨
噌
淫
・
Ｉ
て
牛
寺
院
ぃ
画
冒

癌
憾
剖
抵
詠
や
淫
や
、
診
、
甲
、
閏
捜
患
剖
爾
頚
皿
畑
、
埠
唾
甲
虫
鰡
一
笥
小
Ｍ

ｅ
（
母
電
雪
）
掻
騒
や
』
漁
期
里
灘
【
法
、
駒
唾
⑯
《
訓
榔
二
部
軍
慨
・
賦
蕪
型
（
日

ｇ
＄
）
燭
曽
壱
目
再
酋
ｌ
①
１
号
函
与
托
旦
如
壗
浄
師
裡
昌
望
如
曽
翼
。
皇
の
ゞ
。
鞭
当
へ
Ｉ
稲

Ｒ
毎
部
盤
ミ
く
や
侭
庫
任
正
●
。
（
く
ぐ
縫
暹
鯏
無
ご
臣
）
く
い
里
呈
《
遥
朴
Ｋ
咽
扣
乎

。
、
。
／
、
ム
ヘ

ー
論
Ｆ
鎧
蝉
６
函
‐
国
辱
ゲ
ー
ト
く
・
亟
負
・
岬
冒
呈
容
禧
碧
慎
封
瞳
削
哩
帳
黒
叶

升
Ｉ
皿
ら
錘
緬
幅
暹
卦
乃
愁
Ｋ
群
字
、
ｘ
毎
Ｋ
１
誼
い
卜
式
小
や
澤
唖
羅
卦
Ｋ
韓
傾

成
ト
ー
唾
④
・
釈
冊
潅
旦
息
紬
潔
灌
晨
・
鴨
晨
廊
署
や
煙
惟
畏
連
さ
楯
圏
Ｍ
皇
或
傘
Ｋ

話

任

話
圏

話
任

蕊
裂
一 法任l

l
l

‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

１
１
岬
睦
娯
檸
匡
郷
州
一
曄
・
！
；
栂
Ⅲ
一
僧
屋

｜
I

（
ぬ
や
⑮
宇
宙
鎖
銅
冒
壷
曾
①
智
２
ｍ
凶
届
ぬ
）

曽
冒
酌
飼
白
星
目
醤
宮
で
員
画

｜

』

一

》
ゞ
“
杢
撫
１
蝿
随
一
＄
曾

一

の
切
目
田
切
員
飼
智
弓
彦
惑
曾

２
塁
些
彦
の
口
の
○

１
延
廊
砦

坦
惚
抹
導

孤
廊
蝋
一
＄
臼

寺
④
の
『

寺
や
②
『

寺
や
②
『 |畠

’
1

一一一一 ‘ , ､ ､ I ､
ビh

卜 ”，‘了
の ｡： ,

③
争

ｅ
今
【

蝿
の

④
②

『
色
言
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・
蝿
乍
糊
謹
釦
鞠
鯉
瀧
ｅ
誌
ヨ
胃
日
日
飼
骨
冒
飼
胃
監
星
閨

応
異
名
函
剖
ヨ
期
ｅ
尽
噸
抑
壺
異
里
牲
ヨ
ｅ
”
廷
異
叫
《
樫
期
鼻

呼
弾
（
目
ｇ
等
．
。
）
、
胃
日
日
”
君
島
ｌ
Ｚ
曾
瞬
①
国
・
侭
堰
Ｐ
誌
ヨ
胃
日
日
輔
君
旨
田
富
陸
皇
幽

ゞ
・
鼻
饗
黒
景
浄
袋
〉
煙
く
狼
ｅ
坪
遥
黒
黒
刈
壗
信
拓
里
歸
各
日
日
Ｃ
曽
罵
閏

当
型
耐
掲
Ｐ
錘
測
韻
ｅ
掲
侭
ｅ
遡
塒
忠
曾
急
却
纈
玉
扇
ド
感
箪
《
鵜
綱
呈
ｅ
ｗ

（
日
ｇ
忠
）
型
名
目
畠
Ｉ
。
ｉ
号
出
・
抵
卦
Ｋ
蝉
１
．
（
圏
）
銀
Ｎ
潅
起
』
（
爵
）
制
錘
怜
嶺

・
伍
坤
異
抽
玉
壌
抵
ヨ
畑
英
毎
寒
暑
型
腫
枳
腫
昌
吊
朴
Ｋ
匡
里

遡
塒
ｇ
雪
遁
。
（
嵩
・
守
く
旨
・
巴
離
巫
（
日
９
９
）
損
昌
凋
撲
冒
ｅ
垢
任
」
否
．
？
く

雪
．
ご
銅
穂
（
日
零
園
）
毛
飼
国
二
且
ｍ
ｅ
且
飼
閏
１
千
号
閨
。
詫
岨
ヨ
糾
侭
盤
卦
呉
慨

ｊ
・
心
司
唄
卜
ｅ
怪
逢
團
睡
暇
ｅ
塁
ヨ
・
食
い
｛
卜
圏
呉
・
謹
腫
や
Ｋ
達
Ｋ
１
《
黒

Ｌ
》
》
・
弾
郷
呉
ｎ
．

‘
饗
刈
当
任
舟
裡
裡
会
（
駕
話
）
隠
鯉
延
任
熱
鋼
醐
潰
ｅ
‐
古
積
・
会
、
小
型
抑
掲
旦
蝉
卦

手
ハ
ト
餅
く
ｅ
ヨ
醐
｛
為
ぶ
心
型
報
剖
（
＄
臼
“
料
①
萌
①
糊
惨
巴
ぞ
：
負
号
員
壗
１
Ｎ

刈
雪
べ
．
。
埜
異
即
今
型
・
埠
蝦
里
糾
帆
・
”
胃
。
崖
【
。
且
呉
冒
里
呈
・
桓
吾
ペ
ト

・
く
ミ
ト
エ
ト
ニ
舗
討
誼
耐
卜
・
卦
Ｋ
噸
巴

（
・
遼
郷
侭
心
奨
Ｍ
刀
皿
蝿
狽
如
錘
糊
躯
｛
ｌ
会
岬
舗
里
く
副
皿
掻
埜
母
令
《
悪
－｢－

龍

任

一

蹄
慨

歸
任
・
図

淀
慨

話
任

記
任

｜

’
①
己
署
臼
・
国
《
の
国
昌
国
．
。
一
ぬ
器
【

甜
将
卦
Ｋ
弘
君
ら
日
嗣
。
｜
露
曾

淵
晨
佃
專
綻
苗
枳
亘
一
焔
の
（

【
｛
・
関
罵
鴎
ロ
“
｝
ｇ
の
一
・
・
③
胃
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ALISTOFHIGHMOUNTAINS

INTHEHINDUKUSHRANGE

｡…arrangedandrevisedbylchiroYoshizawa.

L瞳：睦J
1957-7-221Nor
l964-7-25 Nor

1960-8-17I J

1955－6－8 USA

1957-7-22 Nor
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1960-8-17 I J

1955-6-8 USA｜
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1
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ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
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Ａ
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7700n

TirichMirEast 7692

Noshaq(Doshaq) 7492

Istor－o－Nal 7389

‘釦γα0〃γα7．釦“たEα死P， 7387？

Saraghrar 7349

NoShaqEast 7281

（7480）

NoshaqWest 7200

KiShmiKhan 7170

UdremZom(Shachaur2)i 7131

Koh-i-NadirShah l 7125
Shachaurl 7116

Lα〃，α〆2E"ZZ老αだ 7061

Langarl 7060

TかfchMZ〆恥γ娩 7056
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NbshagS－E圧αゐ 6999
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L""MO1 6890
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Koh-i-ShoghordOk 6855
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D・vonDobeneck

Miles－Smeaton

1

（68）



H.RIT"1老αん

MIKoh-i-Bandaka(kor) |
6672 1
6660 1960-9-22 I D 'W

(6500）

6631 11962-9-4 1Pol St

’
vonHansemann

Biel,St・Zierho母er

I

l

l

Ｊ

Ｓ
、
ノ

α
ｖ
〃γ
α
α

傘
圧
Ｒ

刀
ｆ
Ｓ

砥
必
恥
雄

心
”
必
ｉ
恥
ｇ
／
Ｌ

恥
吋
》
か
“
Ｔ
彫

、
ｎ
Ｓ
ａ
Ｓｅ

－
〆
Ｌ
▽
〃
。
ｌ
命
蛋
ａ
加

馳
疵
恥
雌
恥
恥
跡
地 ）

Ｒ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
・
・
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｈ
Ｈ

｜

’麓’
6580 1963-9-25 Pol

6551 1957 NZ

6526

6513 1963-8-？ 1t

6504

A，Wnczkowski

？

’
CarIoAlberto

SeppKutschera ’Koh-i-Warg

Wicz"j〃Hz”釦"雌R

Asp-e-Safed

Shah(Sirt-e-Urgend-e-

Payan)

Awar(Auar)

馳穴z'ん7種ァ群E(2)

Koh-i-BandakaNorth

Kひ幻azA九N島E姥αゐ

Mα"ぬzγ“＆E産αだ

‘恥αたんα〃"た

皿加e彫”
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6248
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6167
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１

Th.Triibswetter

D・vonDobeneck
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？
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６
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９
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１
１

D，vonDobeneck

St・Biel,St.ZierhoHer

H・Biller

D、vonDobeneck

SeppZiegler
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’
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６

２
１
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６
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７
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１
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５
６
６

９
９
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１
１
１

Ｄ
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｜
6000 1 1962-8-？ ｜ Pol lSt・Biel,St.ZierhoHer

Explanationoftheabbreviatedletterg……

Alt(Altitude), Br(British),D(Germany), E(East),H.R(HinduRajRange),
It(Italy), J(Japan),M(Middle),Nat(Nationalities),Nor(NOrway),6st(Au-
stria),PoI (Poland),Sch(Swiss).

Printedinitalicsaretheunclimbedpeaks.
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AmericanAlpineCIubNews-Nos、 82-84,

HimalayanClubNewsletters-No、 22,Dec、 1964．

和 書

昭和36年（1961),京都大学学士山岳会編著， ‘‘ノシヤツク登頂，，，朝日新聞社発行

〃 33年（1958),本多勝一‘‘知られざるヒマラヤ～奥ヒンズークシユ探検記,，，角川書店
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その他，深田，田中（栄)，松田夫妻，薬師，岩坪，中馬，田村（協)，佐々木（仙台）等の諸兄姉

からいろいろ助言を得たことを感謝します。
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回ヒッコリースキー

スラローム、コンビ

特価￥11，000・￥1．，．0．

ウェーデルン（3割交換・無料修理）
￥ ア，OOO～￥10，．．0

回グラススキー(無料交換）
R・スラローム･……….｡￥30，000

コンビ￥16，000．￥30，00．

回ユニグラススキー（無料交換）
コンビ..･･ ･･……………￥12，0．0

回メタルスキー（無料交換）

R･スラローム…………¥盆9，◎0．

回メタルヒッコリースキー(無料交換）

コンビ……･…･…･…･･･￥1⑤，0．0

この看板の

店･デパート

で《美津漉》

とご指定下

さい鰯



壷》壺毒寺

鍵
騏辮

畷

サンケイバレイはびわ湖の西岸比良山系の打見山とホーライ山を中心に

開発した四季を通じてのレクリエーションセンターです。湖岸から打見山

山頂まで標高差にして約800メートル､斜長約2000メートルをロマンスシー

トに坐ったまま、わづか20分でサンケイバレイ自慢の動く登山路《カーレ

ータ》が御案内いたします｡冬はトレール方式を採用した流れるスキー増、

春はシャクナケとドウダンツツジの花々、夏は避暑とキャンプ、秋はリフ

トに乗って数百年を経た原生林の紅葉見物とみなさまのおこしをお待ちし

ております。

サンケイバ‘レイ
現地木戸営業所滋賀県滋賀郡志賀町木戸

大阪事務所(サンケイビル内)TEL大阪(361) 1221



山の遭難を

なくしましょう

それでも遭難はおこります

保険証券を加えて装備は完全
一日本団体生命の山岳保険一

当社は、遭難された多くの方々に、多額の奉仕をしてまいりまし

た。営業ですから、利益を度外視して、 といえば嘘になりますが、

事実は全くの社会奉仕となっております。それだけ遭難が多いこと

です。

皆様が一人でも多くご加入になれば、貯蓄と同時に、
山男の美徳即ち相互扶助の精神が生かされるわけです。

当社の山岳保険は、普通の養老保険に災

害保障特約がつき、災害による万一の場合

には即時(条件あり） 2倍の保険金力：支払われ

ます。又、災害により10日以上入院された

場合にはお見舞令を差上げます。

昭和生れのホープ

本店・東京都千代田区丸ノ内1～2

別館・東京都中央区日本橋小伝馬町3～2
電話･東京(281)3211(代表）
電話･東京(662)3311(代表）
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受けて重宝三越の商品券
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〕
日本橋本店･新宿･銀座･池袋･丸の内(以上東京)･大阪･神戸･京都･高松･松山･仙台･札幌
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ｰﾘｷ■0
登山靴 》$･ん可

[特長］

●抵抗面を避けるため，ホックを極力

使はず

り環を内面に包蔵する最新の方式を

採用した

●完全防水の“袋ベロ”を使用

●底ゴムはイタリア製ビブラムを使用

●最高製靴工の完全手縫

●登山靴専用に蕪させた最高級皮革

米ピークハンターNo.90

（最高級岳人用・舶来底使用) ¥9,000
米クライマーエリートNo.75

（高級登山靴q舶来ビブラム使用)￥7,500
全国百貨店．有名運動具店でお求め下さい

職
40年の歴史と東京・蔵前（浅草局区内）

信用のﾏｰｸジョッキースポーツ株式会社(PR課）
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スキー用具

鍛溌群

超ジュラルミンカラビナ

安全装置付 ￥700

JIS75材使用

型鑛造完全熱処理

強度 1,700kg

；

溌蕊
8本爪氷壁用アイゼン

¥4,000最高の締具.′
ブラックスリー

（自動踏込式締具）
¥3,500

・立ったまらワンステップ
で着脱自在

・骨折捻挫を99％
防ぐ・

・廻転がし易い

スキー、登山、 ノ、イキング用品の綜合メーカー

[､



スタイリスト、都会の若人向のスマ

革登山靴

しかもスマート･･･

;

騨灘溌蕊謹騨溺騨男溌鴬蕊蕊:鰭難騨騨
諄笠‘野き毎ﾆﾆﾆﾆ亀ﾆﾆﾆ'夢二屯;ﾆﾆﾆf夢ﾆﾆ夢ﾆﾆ詮』塚……『ョ

鍵溌識:蕊謬撰鍔裳溌撫醗溌蕊蝉鍵溌

号:->弓〈-:一別÷:-1-:-:一能-群詫邨

日-ﾆｰ』L一二.』蛙-ﾖｰｰ2－_L-2q-,'一二｡』DL-ﾆｰﾆｰｰｰﾆ心託｡酷＆か昌唾咽野｡…

霊･'･評無,燕藻f塞ぐ拝f蒋憩癖諏翰苓…
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銅

当J2凸揖
E蔀生
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●I 乞雌軸曽群難慰辮拶熱り

鞭苫_麩､､評慰.蔚識閣罫 ＋y・

可L ‘・燕 ■■■■■■■■

澱

酌
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■

’'計卓‘.燕(や』損…弾倉恥秘号写悪溌,4季2．3＝ ■■■ ■ ー

＊ナイロン登山靴
カラー・サイズ紺(21 .5＝27.0)赤(21 ．5÷24.5）
価格…･…･･･,…．．……･……．．………･…･…2．300円

鞭錬徽黙撫驚懇懸嬢蝉溌;簿騎: #'；‘縄一一…■一合二一一凸号
■■一

溌蕊#螺玲＃蝿織挿繊:X凝蕊漁､ ･' 4，‘ …、瀞本社・エ場神戸市う貝磨1基寺田町3 J E
‘'壁澱ぷふ職” ン'『F1溌歩： 』鍵‘ 櫓 振舞ﾘﾑ主､謡湊侭野斡、r弓 浄鄙 壇‘ じ 菖酷念，財 篭｣W無電緩魏群 ．.′密・か『牡' 私t鞘1， E易鼬寺,析泓“ 聖『暗み&鋤’
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備
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受
け
し

た
の
は
、
わ
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し
た
ち
で
す
。

防
寒
服
も
、
防
寒
靴
も
、
わ
た
し

た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
、
制
作
指
導

し
ま
し
た
。
テ
ス
ト
に
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ト
を

重
ね
、
厳
密
な
低
温
試
験
を
く
り

か
え
し
、
そ
の
努
力
が
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の
っ
て
、

隊
員
の
方
々
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ら
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て

い
た
だ
き
ま
し
た
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米
、
英
、
ベ

ル
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ー
、
南
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
も
防
寒
装
備
を
納
入
し
、
優

秀
な
性
能
は
世
界
的
に
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
冬
の
装
備
な
ら
、
ぜ

ひ
当
研
究
所
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

日本極地装備研究所
東京都千代田区三年町1番地(商工会館内）
TEL東京581-1078

4京



登山とス茨一

コE一一司雰庁

東京都中央区日本通り2－1

TEL(271) 1718．7686

振替口座東京45929

字

’

●台東区浅草吉野町1～16スポーデン株式会社電話(872)8121
ｌ
’

守や 4涜坐耳 ‘ 古
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｛
》

向悲向ロブBBヨユヨコ
レカネカロンBB し普通の合繊わた
特殊加工により成型されているので厚さが一定 わたの厚さが一定していないので保温性にむら
して保温が平均しています。 があります。
引っぱっても ちぎれません普通のわたの10 引っぱると簡単にちぎれてしまいます。引っ
倍の強さです引っぱってもすぐに完全にも ぱると変形してもとの状態にもどりません。
との状態にもど･ります。

品種 オールシーズン用 アルプ 冬山用 ポーラー
デラックスオールシーズン用アタック デラックス冬山用ポーラー・スーパー

その他キヤンピ,ング用スリーシーズン用も各種取揃えてあります。

製造元⑧鐘淵化学ｴ業株式会社 発売元'⑪株式会社山晴社
東京TEL（201）6571代大阪TEL（釦2）1121代 東京TEL(291）2722.6905大阪TEL(441）4431.5204

J－好評発売中‘一

坂本直行画文集雪原の足あと
卿
輔
〆
ピ
ド
旧
型
判
邨
簡
罫
Ｊ
１

B5判200頁原色版38図版65特装本函入り／定価2,800円

坂本直行のこと
「雪原の足あと」は直行の生涯の一つの

転機を記念する本である。つまり30年間離
したことのない鍬とこ簿で扶別して、一人

の画家としての直行がこ雪から出発するの

である。

百姓と縁を切るのは如何にも‘I昔しい、な

ど、いうのは、のんきな傍観者の感慨であ
ろう。直行は30年間、来る年も来る年も、

ｲ昔金と戦いながら、辛うじて開拓を続けて

来たのだ。だから、実は、そうした感想を
開陳する前に、そんなことをやらしている
北海道の農業の姿を、問題にしなければな
らないことになりそうなのである。

もっとも直行の方からいえば、そもそも

は、 ‘思う存分自然の中に飛込んで、 女子きな

山を眺めたり登ったりしながら暮してい二

Ｆ
１
町
１
Ｉ うというところから、話が始まっているの

だろうから、その30年がまるまる損だった

わけでは･ない。その上何度も絵の展覧会を

開いて、山の好きな奴に絵を頒けてくれた

り、本を出して、青白きインテリ共を感激
させたりして来たのだから、結構-世のため

人のためにも尽したということになる。

明論39年生れといえば、今や直イテも還暦

は目の前だ。だがあの面構えを見ては、至り
底いっしょに山などへは行けない。多分今
でも、山荒しの如く、風を切って山を駆け

廻っているに相違ない。恐るべき人物で.あ

る。 まずまずわれわれは、直行の文章を、

また、直行の絵を楽しむことで満足した方

が無事であろう。

（日本山岳会々長） 松方三三自旧

口へ

〔主要 目 次〕
ポロシリの歌声又吉物語初夏の南日高しられあおい吹雪の結婚行進曲九の沢カ

ールのケノレン 5月の5色ガ原からみたトムラウシ然別湖と西ヌプカウシ えぞにう

雪原の足あと春の暑寒別山群12月の身辺雑記原野と日高の山波へびのたいまつ

ぱあそぶとぢいそぶ広尾又吉の死夢の白鳥を訪ねて早春の天狗岳を眺めてすみれ

流氷と氷原を訪ねて利尻富士の遠望熊獲りの弥次馬になった話僕の個展

発行茗溪堂蕊讓j淵評謂犀纂議砿



八ガ具ｷー

世界最初の

テフロンスキー
東京営業所東京都千代田区神田小川町3－16

TEL． （291）5851.(201） 9498

茅ケ崎エ場神奈jIl県茅ケ崎市ご今宿

TEL・茅ケ崎3 2 8 6

本木土・工場＊し幌市引上五条西十ブL-丁目

TEL－札申晃（63） 3388～9

羅雪ﾄ ｱｳﾄこた，蕊

鍵鍵：
鱗 千ﾛﾘ7邑印

シャモニーシリーズ曇

諒 シャモニーヶレンデスター¥600

F シャモニーサブ､ _‘ . . ‘ ‘ ･ ･ ,¥1600

シャモニースタンダートー ‘ ．￥1600

シャモニーヂラックス. . . ．￥2200

シャモニーァルベン. . . . . V2600

ンヤモニーバッグウィズバック

． . . ･ V800

幹

株式会社サ旬ライ
東);』; hlj台東Ⅸ蔵前2丁H2群5

TEL(851j3356~8.7611.0997(861)0933ーが･令饗今がう猿。



|""凧や婚門店
門田ピッケル

膀胴
〃アイゼン

夏冬用テント

東京都文京区湯島町3丁目38－9

片桐盛之助

電話下谷(831) {蝿樽

宙 山友社底力'”乙
登山・スキー靴

四谷本店
新宿区三栄町3
TEL(351)1912,7432

新宿ステーションビル4階
サービスショップ

TEL(352) 6564

八重洲ロ

中央区八重洲2の5
TEL(271)1560,8575

職雌糸口の

嚇馳”尋W海

畑山荘
東京店

東京都中央区銀座西2の5

電話 （561） 3600
振替東京113657

大阪店
大阪市北区老松町3の12

日新ビル1階
電話(341)7745(361)9330
振替大阪68763

神戸店 福岡店

神戸市生田区三宮町1-32 1 福岡市上洲崎6番地
電話 （33） 5251 電話 （28） 3440
振替神戸21352
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世界のエクスペデイションが使用した

高処用登山器具全般

酸素ボンベー式 羽毛服各種
I

(フランスA.M.P社製) (フランスモンクレール社製）

ピッケルクランポンアイスノ､－ケン

（フランスシモン社製）

日本国内学売元福井株式会社
軸
軸

TEL(342) 2931-2
（342） 3771－2

ハブ／ア〃と笘欠 に貝曽物.〃
………日本山岳会の徒ﾛ愛用の品･…･…

すばらしい、理想の装ｲ蒲、手頃なｲ直段.〃

東ｼ羊羽毛の羽毛シュラフ、各種羽毛服

保温、通気性、軽さ、 力言最高

是非徒ﾛ愛用下さい。

東京都渋谷区中通り2-15 TEL(403)5704

38年の前進史
マナスル型高所用天幕考案

1952年日本山岳会マナスル偵察隊

全装備納入以来高所用天幕専門
製作海外遠征隊には各方面より

御使用頂き御高評頂いて居ります

…

鍬溌嬢蕊鮒箪
‘錨識欝綴灘蕊鴬雛

圭田章義商店ロ F目．

東京都杉並区桃井一丁目三番三号
電話東京（399)2548 （398)8469 （夜間）

吉田テント
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秀岳荘』&海堂9凸9店
札幌市北13条西4丁目
TEL (71)2346．8739
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白意建裁聯式
電 蹟 東 京（270） 651 1

東京都千代田区大手町2の8

社舎
宜
(日本ピル）

(大代表）

謬
樹鋲.吟；

津
鐸

尾酌

…

蕊…

本社東京都港区西新橋1丁目3－12日石本館 （502)1561

出張所大阪市北区中之島2-22新朝日ピル（231)0986
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出発前に1錠ノ
亀々､

出発30分前にトラベルミン

をまず1錠｡.…･のみ忘れて

酔ってからでも,す．ぐ1錠･･･

トラベルミンは水なしで

どこででも手軽にのめます

から旅先でとても重宝です

乗"諺の

ト
ソフト錠…6錠100円／30錠4㈹円／120錠1,M円

、 子供さんにはかんでおいしい..､小学生用トラやミン
6チニータプ鋤円轄

議千
．
Ａ
笈
ｊ
ｒ
ｇ
３
獣
蝋
蕊
鄭
ｖ
蕊
篭
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月●

と

やわら力､し､味と

お手こずるの価格…・

こず指名のお客さま力ざ

さらに土曽加中.′

ツトびん｡, ･･150円.ニッカウヰスキー株式会社
I’
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-…貯蓄の最高峰，息,… ‐……-…

三井の貸付信託
三井の貸付信託は－
●元金は法律によ I)当行が保証

●高利回'）

年7分3厘7毛（5年もの）
年6分5厘（2年もの）

いずれも予想配当率
●お申し込みは1口1万円から…

●ご印ひFとつでカンダーン ：．, 時

灘

§

｣

ｾ

⑥ 三井信託銀汗
本店"東京日本橋室町

270－9511
登駛

幸田

哉誇蒋靭謹輔鷺軽夢零 心曇認禽 訳即 鐸
験Xf 今藍荻

# . .~鞭一 歩 .襟魁拠4券.,蝿ど ﾔ{群 命

。 4鰈 、 ．,･恥． ”埼箇 ．‘ f封きぎ癖w憤拶野 、,.、

より美しくより使いやすいカラーのSS
1 ;

ー臺識､､へﾐ、 ”…■磯のｶﾗｰ新発売

フジhラー

|Nn雁！,‘,i好『?0

35mm12枚撮290円20枚撮420円現像料別
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： 南極観測に／

ヒマラヤ･ゴジュンバ･カン等

海外遠征登山に.ノ
隊員に愛用されて、世界各地で活躍し

ているのがエニートランシーバです。

性能FB-600型エニートランシーバ
空中線出力 0.5W

周波数26.96826.976MC

受信感度1uV(S/N10dB,50mW
寸 法255×180×41重量3kg

ANY株式会社エーー

東京都世田谷区烏山町1801 TEL(300)7311代

１
FB-600型エニートランシーバ

’
オートメーションの

鰐慰撫完全体制を推進する

横河の電気計測器と ・
I

本山のコントロールパルプの御用は

N謝驫鰯繍#罐“S
有信計器株式会社へ
取締役社長神谷 恭(JAC-744)

横浜市花咲町4－117 中銀ビルTEL (23) 6551-3番

I

電線。
ケーブル。

◆◆播州電機株式会社’
姫路・大阪・東京・名古屋・神戸・富山・*L幌

J
- f
鵠



ヒマラヤの高峰
深田久弥著全5巻完結

B6判220頁平均・価1～3巻480円、 4 ． 5巻520円、

布装函入美本、口絵写真4頁、地図・スケッチ多数

口第1巻ヒマラヤ概観、エヴェレスト他10峰

■第2巻ヒマラヤ略史、 K2他12峰

口第3巻高所ポーター、カンチエンジュンガ他11峰

■第4巻シェルパ列伝上､ナンガ．′ぐルバット他12峰

口第5巻シェルパ列伝下、マナスル他11峰

※別巻ヒマラヤの写真集(1966年1月刊の予定）

蕊雪華社蕊蕊霧'鯛5‘'一"7’

山とスキーの専門店

関西登山スキー専門店会加盟店

山の店
大阪市北区曽根崎上1－24
(梅田大映・お初天神裏）
TEL 341-4192

二00 ト カ旗ワペロ ツ ツナ

ン マゞ泳

東京都千代田区飯田町1～1 6

TEL(262)2424･2431･4871･夜間(261)4"5

塞叩抑徽車ゴ
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日本山岳会べの払い込みは最寄りの協和へ、
“ 参 ．‐

登山｡ご旅行に欠!かせない協和のワイドサーヒ

日本

ス預金
学

協和 鋤

凸
■
凡
Ⅵ
ｒ
ｒ
肌

E

嘩

升 ，､､｡ 』、 ｰ ”､ : ＃
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TEL212-0211(大代) ,TEL713-2111
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他に大阪・名古屋・横浜・神戸:.札幌・仙台・福岡等全国に220ヵ店
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インド人がビックリしたのは

このエスビーカレーです

垂
■
鼎
ｑ
ｊ

篭ヱズビ固固型即席

釣し働新型
味のよさと使いよさ。ふたつの点で、 う

んと研究された即席カレーです。

主原料は、ご存じの赤缶エスビーカレー。

、インド、セイロン《香料群島から輸入した

高級スパイスが､30数種も入っています。

そのうえミルクや脂肪、イノシシ酸など

もたっぷり加えました。

これをポリカーボネートに密封。味と香

SO角亀‘…‘逃胸ﾙ…SIm分

ヱズビー食品株式会社
F 狸 ■『



識蕊譲蕊蕊;灘

篭

篝

識

氷
雪
に
お
お
わ
れ
た
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
の
北
壁
登
頂
後
、
著
者
は
「
シ
ェ

ル
マ
ッ
ト
よ
り
愛
を
こ
め
て
わ
れ

北
壁
に
成
功
せ
り
」
と
愛
妻
へ
よ
ろ

こ
び
を
打
電
し
た
が
、
そ
の
数
日
後
、

僚
友
は
山
麓
に
愛
す
る
ひ
と
を
残
し

た
ま
ま
殺
人
岩
壁
ア
イ
ガ
ー
で
劇
的

な
最
期
を
と
げ
た
。
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
と
ア
イ
ガ
ー
と
、
二
つ
の
ド
ラ
マ

に
立
ち
あ
っ
た
著
者
が
自
か
ら
書
き

お
ろ
し
た
真
実
の
愛
と
死
と
苦
闘
の

記
録
が
こ
こ
に
あ
る
／
、

３
８
０
円

服
部
一
芳
野
一
満
彦
著

実業之日本社 東京銀座西1の3 ．振替東京326番



し茗溪堂出版の図書目録q

当社の本は全国どこの書店て'も取扱っております 目録の本はどれもが在庫あ
ります書店にない場合は註文して下さると 東京から遠い所ても2週間く・ら

いて・お手元に届きます

山で唄う歌 アンナプルナ日記

戸野昭・朝倉宏編/A6ポケッ l､型/I¥130 京都大学学士山岳会編/¥690/美しい写真
n¥160/山で歌を唄う人たちの気持にピッ と文章でたのしめる小人数によるヒマラヤ遠
タリ合った歌集カット絵のピッケルや山岳 征の貴重な記録京大のなが年のヒマラヤへ
会のマーク山の線描スケッチがまたたのしい の夢はここにはじめて実を結んだ箱入美本

山 日記 南極新聞

1966年版／日本山岳会編/A6判ポケッ ｜､型 1956～7年／南極研究会編/B5判・横トジ
400頁/¥400/赤い表紙て'おなじみの山を愛 ¥600/第一>欠南極観測隊の記録男ばかり
する人の日記30輯の伝統を重ねていよいよ の世界に設立された南極新聞社の日刊新聞縮
充実新鮮な内容と確実な記事て、いっぱい 刷版南極観測隊の活動を ことごとく網羅

園行公園カレンダー 山 岳
1966年版／日本国立公園協会編/B5判リン 日本山岳会年報/60年版・写真多数/¥1,5"
グ綴／￥700/さまざまな風景のひろがりをみ バックナンバー/48年¥400/51年52年53年
せる日本の国立国定公園の美しさを写真てﾞ ¥500/54年¥700/57年¥800/58年¥1,000
楽じみながら使う大型のデスク・ダイアリイ 59年¥1,200/山行の記録と研究報告

山。よき仲間 山日記の栞

成瀬岩雄著/B6判・本文280頁・写真12 赤い表紙の豆随筆集山の好きな方々がいる
頁・箱入上製本・限定版/¥800/よい仲間 いろな角度からいろいろなことを取りあげた
たちとよい時代にめく≠まれた著者30年にわた 珠玉の小品とエッセイ 書店または小社まてﾞ
る山行の記録と折にふれてしたためた小品集 お申込下さいただちにお送りします無料

東京都千代田区神田駿河台2－1
電話東京291-9442／振替東京24723

■＝

技報堂の優良理工学図書選

気象学ハンドブック
同編集委員会編 A5 .1580頁価2,500円

近代気象調査法
渡辺次雄著 B6 ． 310頁価450円

天気学技報堂全書,o
渡辺次雄･荒井隆夫共著B6 ･ 350頁価500円

栄養学ハンドブック
同編集委員会編 A5 ･1240頁価2,500円

微生物学ハンドブック

気象学の基礎理論か

ら応用までを気象庁

第一線技術者が詳述

調査の方法，資料の
纏め方，調査指針を
わかりやすく解説す

天気のありようと天

気のはたらきを体系

的にまとめた好書。

栄養学の一大体係で

我が国唯一の便覧と

好評の書関係者必携

病原・非病原の一切

を含む微生物学に関

する綜合的一大便覧

里更些室豐三豐男当男当昌豐男曽男昌男呂黒呂男呂男呂貝合

同編集委員会編 A5 ･1500頁価3,000円

図書目録送呈‘nununuRunununununUnUnunununUnunununun"nunu風URun

東京都港区赤坂溜池5振替東京10Tel.583-8581 技報 堂
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丸善の洋書ご案内｜⑭丸善 東京・日本橋
電話272-7211

世界山岳年鑑1964-65年版/ (G.AIlenandUnwin,London)

THEMOUNTAINWORILD1964-65
With64platesandmaps/EditedbyMalcolmBarnes
<本年末刊行予定．ご予約承り中＞1965. 24×18cm. 概価¥2,520
1953年の第1巻刊行以来，世界中の登山家・山岳愛好家に親しまれているロンドンG、 A】len社の山岳年鑑

1964～65年版が本年末に出版されることになりましたのでご案内申し上げます。本版では， これまでヒマラヤ山脈
以上に知られていなかったヒンズークシ山脈の中央ヨーロッパ隊による遠征記が特集されており，その他，西尾根
からのアタックで成功を収めたアメリカ・エヴェレスト登山隊の記録，殆ど知られていないブータン山脈紀行， フ
ランス隊によるアラスカのハンティングトン登頂記，南極大陸のエルズワース山脈探険記， ドミンゴ・ジオッビの
アンデス縦走記， カナダ領パフィン島の登山記などの貴重なドキュメントや， シッキム地方の地名由来に関する記
事など興味深い読物が豊富に盛り込まれています。また，巻末には山岳・登山に関するコンプリートな文献書誌も
収録されています。

アメリカ遠征隊によるエヴェレスト登頂記/(SierraClub,SanFrancisco)

EVEREST:THEWESTRIDGE

PhotographsbyTheAmericanMt・EverestExpedition

TextbyDr.TomHOrnbeinEd.byD，Brower．

＜本年10月末刊行>88pagesofcolorphotos. 概価¥10,000
本書は，山岳叢書として有名なSierraClub社出版の d0TheETUTihitFormatSeries''のユ冊で，登山史
の輝かしい1ページを飾るアメリカ遠征隊による西尾根からのエヴェレスト登山記が素晴しいカラー写真で収めら
れています。
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■定評あるベースボール・マガジン社の山岳名著悪
各A5判上製箱入 １

９
６
３
年
ア
メ
リ
カ
隊

工
ス
ヴ
エ
レ
ト
己
登
頂
言

最
新
刊
一
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ア
ル
マ
ン
著
／
丹
部
節
雄
訳
／
三
、
八
○
○
円

廃
売
中
栖
蕪
纐
腓
睦
燗
翫
碓
匿
蝿
飾
癖
灘
識
、
恥
露

」

記
録
し
、
写
真
多
数
。
著
者
は
ア
メ
リ
カ
一
流
の
山
岳
通
作
家
。

あ
る
議
事
ィ
了
の
篭
垂
直
の
か
な
た

Ｇ
・
リ
ヴ
ァ
ノ
ス
著
／
安
川
茂
雄
訳
ノ
ー
、
四
○
○
円

冬
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
初
登
掌

プ
モ
・
リ
ー
地
上
最
美
の
山
１

Ｇ
．
レ
ン
ザ
ー
著
ノ
織
方
・
橋
本
共
訳
／
一
、
六
○
○
円

ヒ
マ
ラ
ヤ
爵
と
蔓
チ
ヤ
ム
ラ
ン

岡
本
、
久
木
村
、
安
間
、
鈴
木
共
著
ノ
ー
、
四
○
○
円

グ
ャ
ン
・
シ
ン
著
ノ
野
間
寛
二
郎
訳
ノ
ー
、
四
○
○
円

Ｍ
・
ア
イ
ゼ
リ
ン
著
／
横
川
文
雄
訳
ノ
ー
、
六
○
○
円

Ｅ
・
ヒ
ラ
リ
ー
著
／
丹
部
節
雄
訳
ノ
“
一
、
二
○
○
円

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
の
魅
惑

Ｔ
・
ヒ
ー
ベ
ラ
ー
著
ノ
横
川
文
雄
訳
ノ
八
○
○
円

Ｗ
・
ノ
イ
ス
著
／
Ｊ
野
間
寛
二
郎
訳
／
九
○
○
円

雲
の
中
の
九
カ
月

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
登
頂

未
知
の
山
へ

§ ’
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営業案内

通 運（車扱混才）

自動車運送 荷造包装

海 運 倉 庫

観 光 引 越

航 空 重量品作業

険(運送保険･生命保ド

ル移転、転勤荷造輸送一

外登山隊の御用命を御待

険･火災保険）

一切、及び

Fちします｡ノ

－、－

･ミア

:け|||侭
’

ｴｰいI

0110
‘

脚

亀日露苧環責社
両国支店

江東営業所

錦糸町営業所

亀戸営業所

新小岩営業所

寺島営業所

(622）

(641）

(622）

(681）

(691）

(611）

墨田区横網1 6

江束区深川白河町4～1

墨田区錦糸町1～4

江束区亀戸町5～101

葛飾区上小松140

墨田区京島1～26

電話

電話

電話

電話

電話

電話

2191

8376

1121

5285

3196

6151
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「
山
岳
」
投
稿
規
定

投
稿
は
誰
で
も
自
由
で
あ
る
。
日
本
山
岳
会
員
で
あ
る
必
要

は
な
い
。

原
稿
の
採
否
は
山
岳
編
集
委
員
会
で
決
定
す
る
。

原
稿
は
返
却
し
な
い
。

研
究
並
に
紀
行
に
は
、
そ
の
概
要
を
付
け
る
こ
と
。

紀
行
に
は
な
る
べ
く
概
念
図
を
添
付
す
る
こ
と
。

写
真
は
光
沢
印
画
紙
に
焼
付
け
必
ず
説
明
を
付
け
る
こ
と
。

地
名
、
人
名
、
数
字
、
外
国
語
は
特
に
明
確
に
記
し
、
特
殊

な
地
名
、
人
名
等
に
は
必
ず
振
仮
名
を
付
け
る
こ
と
。

編
集
者
は
原
稿
の
一
部
を
削
除
ま
た
は
訂
正
す
る
こ
と
が
あ

る
。

校
正
は
編
集
者
に
一
任
さ
れ
た
い
。

送
り
先

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
ノ
三
十
一
（
外
苑

コ
ー
ポ
内
）日

本
山
岳
会
「
山
岳
」
編
集
部

望
一
岬

編
集
委
員

松

田崎藤田月

雄安泰久達

一治安弥夫

本
誌
掲
載
の
記
事
、
写
真
お
よ
び
地
図
の
無
断
転
載
を
禁
ず
る
。

一
九
六
五
年
十
二
月
二
十
五
日
発
行

山
岳
六
十
年
定
価
一
五
○
○
円

（
通
巻
二
九
号
）

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
丁
目
三
十
一
番
（
外
苑
コ
ー
ポ
内
）

発
行
所

譜
日
本
山
岳
会

電
話
東
京
昌
一
局
奎
三
（
代
表
）

東
京
四
目
局
実
君
（
直
通
）

振
替
口
座
東
京
四
〈
一
天
番

東
京
都
千
代
田
区
神
田
駿
河
台
二
ノ
ー

発
売
所
誹
砿
茗
渓
堂

電
話
東
京
二
九
一
局
九
四
四
二
番

振
替
東
京
二
四
七
二
三
番

日
本
山
岳
会
内

編
集
兼

望
月
達
夫

発
行
者

印
刷
株
式
会
社
技
報
堂

写
真
版
光
村
原
色
版
印
刷
所

製
本
株
式
会
社
三
水
舎



登頂に

観測に

このマークがお

伴いたしました

ナンダコート蓋山隊

マ ナ ス ル踏査隊

〃 登山隊
第二次マナスル登II1隊
アンナフ･ルナ蓋山隊
カラコルム学術調査隊
第三次マナスル登山隊
南極予備・本観測隊
パタ コ ニア登山隊
ジュガールヒマール探査隊

上マールチュソー登山隊

雪男学術探険隊

アラスカ学術調査隊
ア ピ 遠 征 隊

アジア， ヨーロッパ大陸横断隊
ピーク 2 9遠征隊
ビックホワイトピーク遠征隊

エクアドル・アンデス遠征隊

南米事情調査隊
ピックホワイトピーク第2次遠征隊
サルト ロカンリ遠征隊
シッキム・ ヒマラヤ登山隊
ヒムルン・ ヒマール登山隊

ヒマラヤ蝶蛾調査隊
サ イ パル遠征隊

合同東部オ､パール学術調査隊

アンデス， アマソ．ン探検隊
アラスカ学術探検隊
エクアドル・アンデス遠征隊

ローッェ・シャール遠征隊

ゴジュンバ・ カン遠征隊

ロ －ガ ン登山隊

中部オ、パール遠征隊
ヨーロ ッパ走破隊

テント製造元

ナマ第アカ第南パジヒ雪アァアピビエ南ピサシヒヒサ合アァエロゞコロ中ヨテ

●

学
会
学
会
議
学
長
会
ピ
聞
学
学
学
学
盟
学
学
盟
学
会
州
全
学
学
学
学
学
学
学
学
学
会
学
ン

誕
一
〃
〃
権
〃
、
》
砕
硅
岬
蛎
諦
瞬
椿
咋
恥
峰
《
恥
》
恥
碓
》
》
坐
郵
》
》
櫓
碓
碑
浄
儘
蝿
》
邦

土
ｐ

立
日
京
日
文
神
深
日
日
毎
明
同
早
大
全
早
上
全
京
ピ
電
日
同
都
大
北
北
早
早
明
防
冨
亜
ンロ

年
年
年
年
年
年
年
年
年
領
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
二

６
２
３
４
４
５
６
７
８
８
９
９
０
０
０
，
１
１
１
２
２
２
３
３
３
３
４
４
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５
５
５
５
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１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

１
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ
Ⅵ
Ⅶ
Ⅷ
Ⅸ
Ｘ
Ⅲ
皿
加
畑
獅
Ⅷ
加
加
皿
双
剛
、
伽
畑
畑
畑
”
”
皿
剛
卿
”
伽
”

細野テント
株式

会社

千代田区神田

須田町2－23
Tel. (253)
4426～7

」
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